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第
一章

松
前
藩
と
勇
払あ
き
な
いば

第
一
節
松
前
藩
の
成
立
と
商
場

室
町
時
代
の
末、
渡
島
半
島
西
南
部
に
封
建
領
主
と
し
て
の
地
位
を
獲
得
し
た
蠣
崎
氏
は、
そ
の
後
豊
臣
秀
吉
が
没
す
る
と
、
慶
長
四

年
(一
五
九
九)
関
ヶ
原
の
合
戦
に
勝
っ
た
徳
川
家
康
に
取
入
っ
て
蝦
夷
島
地
図
と
家
譜
を
奉
り
、
姓
を
松
前
氏
と
改
め
た
。

さ
ら
に
慶
長
八
年
(一
六
〇
三
)、
徳
川
家
康
が
征
夷
大
将
軍
に
任
ぜ
ら
れ
て
江
戸
幕
府
を
開
く
と
、
松
前
慶
広
は
巧
み
な
外
交
手
腕
を

振
る
い、
翌
九
年
(一
六〇
四)
正
月、
家
康
から
黒
印
の
制
書
を
受
け
、
こ
こ
に
松
前
氏
は
幕
藩
体
制
の
一
員
と
し
て
名
を
連
ね
る
こ

と
に
な
っ
た
。
そ
の
黒
印
の
制
書
と
い
う
の
は

定

一、
従二
諸
国
1松
前
へ
出
入
ノ
者
共、
志
摩
守
不三
相
断
一而、

夷
仁
卜
直
商
賣
仕
候
儀
可
レ為二

曲
事
」事
。

一、
志
摩
守
二
無
レ断
而
令;
渡
海
一賣
買
仕
候
者、
急
度
可
’致二

言
上
;事
。

付
、
夷
之
儀
者、
何
方
へ
往
行
候共、

可
’為;夷

次
第
一事。

一、
対二
夷
仁
一非
分
申
懸
者、
堅
停
止
事
。

右
條
若々
於
二
違
背
之
輩
」者、

可
処;
嚴
科
|者
也。
仍
如’件

慶
長
九
年
正
月
二
十
日

松
前
志
摩
と
の
へ

黒
印
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苫
小
牧
市
史
上
巻

(『福山
祕
府』
巻
之
八)

と
いう
も
の
で
、
諸
国
よ
り
出
入
り
の
商人
や
旅
人
から
の
徴
税
権、
蝦
夷
交
易
の
独
占
権、
蝦
夷
に
非
分
を
申
し
か
け
る
者
を
取
締

ま
る
警
察
権
=
蝦
夷
の
保
護
権
が
与
え
ら
れ、
名
実
共
に
蝦
夷
島
の支
配
統
治
権
を
握
っ
た
の
で
あ
る
。

以
来、
将
軍
の
代
替
わ
り
ご
と
に
制
書
を
賜
わ
る
こ
と
を
例
と
し
、
最
初
は
蝦
夷
島
主
と
し
て
賓
客
の
待
遇
で
あ
っ
た
が、
後
に
交
代

寄
合
(
禄
高
一
万
石
以
下
で
あ
る
が、
大
名
に
準
じ
参
勤
交
代
を
な
す
も
の)
と
定
め
ら
れ、
享
保
四
年
(一
七
一
九)
に
は
一
万
石
以

上
に
準
ず
べ
き
命
を
受
け
た
。
代
々
従
五
位
下
に
叙
せら
れ、
志
摩
守、
若
狭
守
に
任
ぜら
れ
る
の
が
例
で
あ
っ
た
。

松
前
藩
が
成
立
し
た
こ
ろ
、
和
人
は
東
は
亀
田
付
近
から
西
は
熊
石
に
至
る
海
岸
数
十
里
の
地
に
居
住
し、
蝦
夷
(
ア
イ
ヌ)
も
ま
た

こ
れ
に
混
じ
っ
て
集
落
を
成
し
て
い
た
が、
そ
れ
以
外
の
地
は
、
こ
と
ご
と
く
蝦
夷
が
占
拠
し
て
い
た
。『津

軽
一
統
志
』
に

「上
口
は
熊
石
と
申
所、
下
口
は
亀
田
と
申
処
迄、
松
前
の
者
罷
有
候。
狄
も
入
交
り
申
候。
松
前
よ
り
熊
石
へ
道
程
二
十
四、
五
里
有
レ之
由…
」。

と
あ
る
。
松
前
藩
は
こ
の
現
状
に
よ
っ
て
和
人
地
と
蝦
夷
地
を
区
画
し
、
和
人
地
に
は
従
来
居
住
し
て
い
る
者
の
ほ
か
蝦
夷
の
来
住
を
許

さ
ず
、
蝦
夷
地
に
は
和
人
の
居
住
を
禁
止
し
た
。

かみ
ざ
い

ひがしざい
し
も
ざ
い

和
人
地
はシ
ャ
モ
地
ま
た
は
松
前
地
と
称
し
、
福
山
(松
前)
以
西
を
西
在
(上
在)、以

東
を
東
在
(下
在)
と
い
っ
た
。
蝦
夷
地
は

に
し
ざ
い

西
蝦
夷
地
(上
蝦
夷
地)
と
東
蝦
夷
地
(下
蝦
夷
地)
に
分
称
さ
れ、
西
蝦
夷
地
は
日
本
海
岸
か
ら
知
床
岬、
東
蝦
夷
地
は
太
平
洋
岸
の

知
床
岬
を
範
囲
と
し
、
あ
る
い
は口
蝦
夷
地
(近
蝦
夷
地)、
奥
蝦
夷
地
な
ど
の
称
も
あ
り
、
太
平
洋
岸
で
は
襟
裳
岬
の
幌
泉
を
そ
の
境
と

し
、
日
本
海
岸
で
は
神
威
岬
あ
る
い
は
雄
冬
岬
を
も
っ
て
そ
の
境
と
し
た
が、
そ
の
区
画
は
判
然
と
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

そ
の
こ
ろ
北
海
道
は
米
の
産
出
が
な
い
た
め
、
松
前
藩
で
は
他
藩
の
大
名
の
よ
う
に
石
高
と
い
う
も
の
が
な
く
、
ま
た
住
民
か
ら
徴
集

す
る
年
貢
米
も
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
た
め
松
前
藩
と
し
て
は、
蝦
夷
と
の
交
易
の
独占
権
こ
そ、
藩
の
財
政
を
確
保
す
る
最
大
の
財
源
で

あ
っ
た
。
そ
こ
で
家
臣
の
俸
禄
は
他
藩
並
み
の
知
行
と
い
う
わ
け
に
い
か
な
い
の
で
、
軽
輩
の
藩
士
は
切
米
取
と
称
し
て
蔵
米
を
支
給
し
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た
が、
高
禄
の
者
に
は
松
前
地
や
蝦
夷
地
を
適
当
の
場
所
に
分

割
し、
行
政
的、
経
済
的
要
衝
の
地
は
藩
主
の
直
領
と
し
、
他

は
家
臣
の
知
行
地
と
し
て
与
え
、
藩
主
は
直
領
地
の
ア
イ
ヌ
と

の
交
易
に
よ
っ
て
得
た
利
益
と
、
諸
港
に
出
入
り
す
る
商
人
や

船
頭
よ
り
徴
収
し
た
諸
税
に
よ
っ
て
藩
の
財
政
を
維
持
し
、
家

臣
も
ま
た
藩
主
同
様
に
、
主
と
し
て
知
行
地
に
お
け
る
ア
イ
ヌ

と
の
交
易
に
よ
っ
て
得
た
利
益
を
も
っ
て
扶
持
に
当
て
る
と
い

う
、
き
わ
め
て
特
殊
な
制
度
が
と
ら
れ
て
い
た
。

そ
し
て
藩
主
や
藩
士
の
交
易
す
る
知
行
地
を
商
場
と
称
し
、

は
じ
め
は
知
行
主
自
ら
が
船
を
仕
立
て
て
交
易
に
赴
い
た
の
で

あ
る
が
、
次
第
に
代
理
者
を
送
る
者
が
多
く
な
っ
た
ら
し
い
。

そ
の
船
は三
〇
〇
石
内
外
の
縄
綴
船
で、
い
た
る
と
こ
ろ
の
小

港
湾
に
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
、
交
易
を
行
う
間
は
船
中
ま
た

は
丸
小
屋
に
起
居
し
た
り
、
ア
イ
ヌ
の
家
を
借
り
て
い
た
が
、

後
に
交
易
が
盛
ん
に
な
る
と
交
易
所
が
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た。
こ
れ
を
運上
屋
と
呼
ん
だ
。

船
は
藩
主
で
は
制
限
が
な
か
っ
た
が、
藩
士
の
送
る
も
の
は

毎
年
一
場
所
夏
船
一隻
に
限
定
さ
れ、
藩
士
自
ら
か、
あ
る
い
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苫
小
牧
市
史
上
巻

は
上
乗
役
が
水
主
(水
夫)
と
共
に
そ
の
商
場
に
出

張
し
、
オ
ム
シ
ャ
と
い
う
儀
礼
を
行
っ
て
交
易
す
る

と
い
う
具
合
で
あ
っ
た
。
こ
の
商
場
に
お
け
る
交
易

は
、
和
人
と
ア
イ
ヌ
と
の
間
に
何
等
の
支
配
関
係
も

な
く
、
従
っ
て
租
税
な
ど
納
め
ず
、
ア
イ
ヌ
は
コ
タ

ン
の
自
治
を
行
い
松
前
藩
主
と
は
直
接
的
な
つ
な
が

り
は
な
か
っ
た
。

こ
の
地
方
に
お
け
る
商
場
に
つ
いて
は
『
津
軽
一

統
志
』
に

一
し
ゃ
た
い

た
ろ
ま
い

一

一 1

こ
あ
つ
い

ま
こ
な
い

是
迄
三
里
計、
奥
に
し
こ
つ
在二家

百
軒
程
」

い
ふ
つ

是
迄
一
里、
川
有、
戸
田
義
兵
衛
商
場

是
迄二
里
計、
悪
敷
川
有、
麓
浅
右
衛
門、
加
藤
九
郎
右
衛
門
商
場、
狄
お
と
な
ニ
シ
介、
家
卅
軒

一 一
あ
つま
へつ

ートマト

ン
ゲ
エ
リ小
ドリ
ア!

コトノ 手
ぶ
ら
持
日本
く十五
・

二
中
国
大

-N+ ハナーゴ
ー

松前蝦夷図 (寛文7年)〔北大北方資料室〕
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む
川

是
迄
一
里
半
計、
川
有
、
オ
カ
ッ
フ

持
分、
宮
崎
市
左
衛
門
商
場、
但
ま

こ
な
い迄
四
ヶ
所、
家
七
、
八
軒

是
迄
一
里
計、
川
有、
狄
おと
なら

チ
、
家
八
軒

是
迄
一
里
半
計、
狄
お
と
な
シ
チ
持
分、
外
に
狄
有、
家二
軒

是
迄三
里、
川
有、
シ
チ
持
分、
鷹
小
屋
有

1



と
あ
っ
て
、
た
ろ
ま
い
(樽
前)、
こ
ぶ
つ
い
(小
糸
魚)、ま

こ
な
い
(真
小
牧
=
現
在の
苫
小
牧)
は
宮
崎
市
左
衛
門
の
商
場、
あ
つ
ま

へつ
(厚
真)
は戸
田
義
兵
衛
の
商
場、
む
川
(鵡
川)
は
麓
浅
右
衛
門
と
加
藤
九
郎
右
衛門
の
商
場
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
『寛
文
拾
年
狄
蜂
起
集
書
』
に
は

1 一 一た
ろ
ま
い

こ
え
つ
い
是
迄
壱
里
斗
、
狄
有、
家
式
間
斗、
七
持
分

是
迄三
里
、
川
有、
七
持
分、
鷹
小
や
あ
り

是
迄三
里
斗、
此
おく
し
こ
つ
と
申
候。
じ
ゃ
た
い
よ
り
五
ヶ
所
宮
嶋
勘
右
衛
門
商
場

一
い
ふ
つ

と
あ
っ
て、
じ
ゃ
た
い
(社
台
)
よ
り
、
いふ
つ
(勇
払)
ま
で
の
五
か
所
が
宮
嶋
勘
右
衛
門
の
商
場
と
な
っ
て
い
る
な
ど
、
前
書
と
若

干
の
違
い
が
あ
っ
て、
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
い
。

ま
た
商
場
の
区
画
に
つ
いて
み
れ
ば
、「た
ろ
ま
い」「こ

え
つ
い」「ま

こ
な
い」
は
、
狄
お
と
な
シ
チ
の
持
分、「あ

つ
ま
」
は、

し
こ
つ

の
狄
の
持
分
、「
む
川
」
は
狄
お
と
な
ニ
シ
介
の
持
分
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
ら
商
場
の
区
画
は
ア
イ
ヌ
の
イ
オ
ル
(共
同
狩

猟
圏
)
を
基
礎
と
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
は
苫
小
牧
地
方
の
商
場
が、
最
初
に
開
設
さ
れ
た
の
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
一五
世
紀
の

りゃく
さ
つ

半
ば
、
コシ
ャ
マイ
ン
の
乱
の
こ
ろ、
この
地
に
往
来
し
た
和
人
が
アイ
ヌ
に
掠
殺
さ
れ
た
と
いう
記
録
が
あ
る
か
ら
、
す
で
に
こ
の
こ

ろ
に
は
道
南
の
館
に
拠
っ
た
小
領
主
た
ち
に
よ
る
交
易
が、
こ
の
蝦
夷
地
ま
で
進
出
し
て
き
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
こ
の
よ
う
な

下
地
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
松
前
藩
に
よ
る
商
場
の
設
定
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

商
場
は
後
に
場
所
請
負
制
の
発
生
に
よ
っ
て、
こ
れ
を
「場
所
」
と
呼
び
、
知
行
主
を
「場
所
持」
と
い
う
よ
う
に
変
質
す
る
が、
こ

第
四
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一
じ
ゃ
た
い
是
迄
一
里
斗、
川
有、
家
七
、
八
間
斗、
お
か
っ
ふ
持
分、
宮
嶋
勘
右
衛
門
商
場

(しち)
是
迄
壱
里
斗、
川
有、
家
八
間
斗、
狄
お
と
な
七

ま
こ
内



苫
小
牧
市
史
上
巻
・

の
蝦
夷
地
の
場
所
開
設
年
代
に
つ
いて
、
寛
政元
年
(一
七
八
九)
の
『蝦
夷
地
一
件』
に
は

「慶
広
代
よ
り
以
後、
追
に々
相
開
候
儀
に
て、
西
蝦
夷
地ソ
ウ
ヤ
と
申
所
は
貞
享
年
中、
東
蝦
夷
地
に
て
ア
ッ
ケ
シ
と
申
所
は
寛
永
年
中、
キ
イ
タ
ッ
プ

は
元
禄
年
中
、
ク
ナシ
リ
島
は
宝
暦
年
中
迄
追
々
に
相
開、右

場
所
迄
は
当
時
交
易
の
も
の
共
差
遣
云
…々
(
天
明
六
年
六
月
松
前
左
膳
外
三
人
の
申
口)」。

と
あ
り、
ま
た
文
化
四
年
(一
八
〇
七
)
の
『休
明
光
記
附
録』
に
よ
れ
ば

「蝦
夷
地
場
所
々
交々
易
之
最
初、
番
屋、
運
上
屋
の
始
築
、
都
て
の
濫
觴
御
尋
に
御
座
候
処、
前
段
の
通
旧
記
焼
失
仕
り、
逸
々
相
分
難
く
御
座
候
得
共
、

西
蝦
夷
地テ
シ
ホ
場
所
慶
長
中、
ソ
ウ
ヤ
貞
享
中、
東
蝦
夷
地
ア
ッ
ケ
シ
寛
永
中、
キ
イ
タ
ッ
プ
元
禄
中
に
相
開
候
段
書
留
御
座
候
(松
前
家
よ
り
の
提
出

書
)」。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
見
て
も
福
山
(松
前)
に
近
い
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て、
大
部
分
は
慶
長
年
間
(一五

九
六
～
一六
一四
)

に
区
画
さ
れ、
松
前
藩
の
力
で
開
い
た
遠
距
離
の
場
所
だ
け
開
設
年
代
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
定
説
の
よ
う
で
あ
る
。
し

た
が
って
こ
の
地
方
の
場
所
が
商
場
と
し
て
開
設
さ
れ
た
の
は、
お
そ
ら
く
松
前
藩
成
立
の
直
後
、
一七
世
紀
の
初
め
ご
ろ
と
考
え
ら
れ

る
。で
は
商
場
に
よ
る
対
蝦
夷
交
易
は
、
和
人
に
ど
の
よ
う
な
産
物
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。『津
軽
一
統
志
』
に
よ
れ
ば

松
前
下
口
商
物

鶴
鯨
塩
引
赤
昆
布
魚
油

か
ら
鮭
干
鱈
熊
、
鹿
の
皮
真
羽
ら
っ
こ
皮

此
外
鱒
取
舟
少
参々
候
由

と
あ
っ
て、
鷹、
鹿
や
熊
の
皮
な
ど
ア
イ
ヌ
の
狩
猟
に
よ
る
も
の
や、
か
ら
鮭、
塩
引
、こ
ん
ぶ
な
ど
漁
労
に
よ
る
産
物
が
主
で
あ
った
。

カ

獣
皮
は
古
く
か
ら
軽
物
と
呼
ば
れ
て
和
人
に
よ
っ
て
珍
重
さ
れ
て
お
り
、
真
羽
と
い
わ
れ
る
大
鷹
の
尾
羽
と
共
に
藩
主
や
家
臣
の
主
要
な

ば
ま

財
源
と
な
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
『
津
軽
一
統志
』
に
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「松
前
中
鳥
屋
数三
百
余
も
可
」有
」之
由。
右
の
内
百
二
、
三
十
鳥
屋
は、
松
前
殿
鳥
屋
の
由。
其
外
給
分
の
由」

と

と
記
し
て
お
り、
藩
や
藩
士
た
ち
は
商
場
交
易
の
ほ
か
に
蝦
夷
地
の
各
地
に
鳥
屋
と
称
す
る
鷹
打
場
を
所
有
し
て
い
た
。
鷹
は
武
士
が
、

や

放
鷹
と
し
て
使
用
す
る
も
の
で、
も
と
は
本
州
各
地
に
鷹
打
場
が
あ
っ
た
が
、
次
第
に
衰
え
て
寛
文
ご
ろ
に
な
っ
て
か
ら
は
そ
の
産
地
も

松
前、
蝦
夷
地
に
及
ん
だ
ら
し
い。
そ
の
蝦
夷
地
の
中
で
も
こ
の
地
方
は
有
数
の
鷹
打
場
で
あ
っ
た
ら
し
く
、

「
巣
鷹
は
し
こ
つ
、
い
し
か
り
両
所
よ
り
出
申
候
由」

「下
口
鷹
場
は
と
か
ち、
う
ん
へつ
、
ま
こ
ま
へ右
三
ヶ
所…
…
(略)」(『津

軽
一
統
志
』)。

と
い
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
鷹
打
場
に
は
鷹
匠
が
自
ら
現
地
に
入
っ
て
網
を
打
っ
て
捕
え
る
わ
け
で
、
そ
の
数
も
数
十
人
に

達
し
た
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
鷹
打
場
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
制
札
を
立
て
る
ほ
ど
、
厳
重
な
取
締
り
を
行
っ
た
。

-

一、
鳥
屋
辺
ニ
ラ
イ
テ
野
火
付
申
間
敷
事。

一、
鳥
屋
近
所
ニ
テ
鉄
炮
打
申
間
敷
附
高
声
仕
間
敷
事
。

一、
鳥
屋
辺
ノ
林
キ
リ
申
間
敷
事
。

右
之
旨
相
背
モ
ノ
於
’有
’之
八
曲
事
可二
申
付
一者
也

(『福
山
秘
府』
制
札
並
条
目
部
巻
之二
十
四)

や
や
年
代
は
下
が
る
が、
この
当
時、
苫
小
牧
と
そ
の
周
辺
に
あ
っ
た
鷹
打
場
を、
元
禄
十
三
年
(一
七〇
〇
)
の
『松
前
家
臣
支
配

所
持
名
前
帖
』
に
よ
っ
て
見
れ
ば、
つぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

石
猟
/
遊
張、
志
古
津
留
参、
及
部
村
同
川、
礼
髭
村
鳥
屋
拾
八
ヶ
所

志
古
津
ノ
満
古
前
鳥
屋
四
ヶ
所

松
前

辰
四
十
九
才

主
水

厚
谷
六
左
衛
門

第
四
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苫
小
牧
市
史
上
巻

志
古
津ノ
上
武
川
鳥
屋
一ヶ
所

志
古
津
ノ
中
武
川
シ
ュ
グ
ノ
へ
獣
場
鳥
屋
一ヶ
所

志
古
津ノ
伊
茶
利
布
登
鳥
屋
一
ヶ
所

志
古
津ノ
阿
津
満
鳥
屋二
ヶ
所

石
猟
ノ
志
古
津
鳥
屋
一
ヶ
所

志
古
津
ノ
厚
伊
志

志
古
津ノ
留
宇
参
鳥
屋二
ヶ
所

志
羅
於
井
鳥
屋
三
ヶ
所

こ
れら
の
鳥
屋
で、
志
古
津
の
留
参、
留
宇
参
(ルー

サン
)
は
現
在
の
千
歳
市
街
の
一部、

志
古
津
の
満
古
前
(マ
コマ
イ)
は
真
小

牧
(苫
小
牧
市
内)、上

武
川、
中
武
川
と
は
鵡
川
流
域、
阿
津
満
(ア
ツ
マ)
は
厚
真
川
流
域、
伊
茶
利
布
登
(イ
チ
ャ
リ
フト)

と
は

漁
川
流
域
(恵
庭
市)、
厚
伊
志
(ア
ツイ
シ
)
は
、
千
歳
川
流
域
で
あ
っ
て、
し
か
も
工
藤
茂
兵
衛
の
商
場
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
志
羅
於

麓

辰
三
十
二
才

松
井
半
兵
衛

同
三
十
二
才

岡
口
彦
兵
衛

同
五
十
二
才

工
藤
茂
兵
衛

同
二
十
九
才

南
条
安
右
衛
門

同
二
十
一
才

嘉
藤
吟
之
文

同
二
十
五
才

佐
藤
三
郎
左
衛
門

辰
三
十
六
才

大
久
保
惣
次
郎

同
五
十
五
才

小
兵
衛
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井
(シ
ラ
オ
イ)
は
白
老
で
あ
る
。
この
よ
う
に
惣
名
を
志
古
津
(シ
コ
ツ)
と
し
た
鳥
屋
が、
こ
の
地
方
の
各
河
川
の
流
域
に
密
集
し

て
い
て
、
当
時
松
前
藩
主
や
藩
士
ら
の
貴
重
な
財
源
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

そ
松
前
・
蝦
夷
地
で
は
、
こ
の
ほ
か
に
注
目
す
べ
き
産
物
と
し
て
砂
金
が
あ
っ
た
。
採
金
は
松
前
藩
の
直
営
と
し
て
行
わ
れ、
藩
の
財
政

こ

を
う
る
お
し
た
。
砂
金
掘
り
の
始
ま
り
は
元
和二
年
(一
六
一
六)、松

前
の
東
部
大
沢
(松
前
町)、曽

津
己
(
福
島
町)
が
最
初
で、
つ

いで
知
内、
千
軒
岳
(
知
内
川)、
厚
沢
部、
松
山、
上
ノ
国、
島
小
牧
と
次
第
に
砂
金
掘
り
は
北
上
し
、
寛
永
十
年
(一
六三
三
)
に
は

ケ
ノ
マ
イ
(日
高
門
別
町)、シ

ブ
チ
ャ
リ
(静
内
町)
な
ど
の
東
蝦
夷
地
に
ま
で
進
出
し
、
寛
永
十二
年
(一六
三
五)
に
は
十
勝
(ア

イ
ボシ
マ
付
近)、運

別
(
様
似
町)、国

縫
(瀬
棚
郡
利
別
川
流
域)、夕

張
(夕
張
川
流
域)
な
ど
が
盛
ん
に
採
掘
さ
れ、
寛
永
年
間
を
最

盛
期
と
し
て
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッシ
ュ
を
迎
え
、
蝦
夷
地
に
も
少
な
か
ら
ざ
る
金
掘
人
夫
が
入
っ
て
き
た
。

当
時、
松
前
・
蝦
夷
地
の
砂
金
は
良
質
で
粒
も
大
き
く
、
一人
の
採
取
量
は
一
カ
月
三
一
タ
と
い
わ
れ、
こ
の
う
ち
運
上
金
(税
金)

と
し
て
一
人
一
カ
月
一
タ
と
い
う
から
、
松
前
藩
の
収
入
も
莫
大
な
量
に
上
り、
最
盛
期
に
は
砂
金
運
上
金
だ
け
で
も
数
千
万
両
に
も
上

ぱく
だ
い

っ
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
事
情
を
『北
海
隨
筆』
は

「い
に
し
へ
砂
金
盛
に
出
た
る
時
は、
他
方
の
者
も
多
く
入
込
蝦
夷
地
へ
か
け
て
に
ぎ
は
ひ
け
る
。
砂
金
を
採
の
運
上
御
領
主
へ奉
る
所
一
ヶ
月
に
一人
砂

金
壱
タ
づ
、
な
り
。
壱
タ
の
運
上
は
い
さ
、か
な
る
事
な
れど
も
、
数
万
人
よ
り
納
る
処
其
取
集
め
の
日
は
役
所
に
渋
紙
四、
五
枚
敷
て
取
集
す
る
内
に
山

のご
と
く
に
砂
金
は
あ
つ
ま
り
け
る
と
な
り
。御
領
主
え
納
る
処
の
砂
金
は三
十
歩
の
一
に
し
て
、此
砂
金
一国
の
利
潤
と
な
る
事
あ
げ
て
云
ふ
べ
か
ら
ず
。」

と
記
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
松
前
に
や
っ
て
来
る
和
人
も
多
く、
当
時
渡
島
し
た
宣
教
師
アン
ジ
ェ
リ
ス
の
記
録
に
よ
れ
ば、
元
和
六
年

(一
六
二
〇
)
に
は
渡
航
者
五
万
人、
翌
年
は
八
万
人
に
達
し
た
が、
そ
の
多
く
は
砂
金
掘
り
で
あ
っ
た
と
い
う
。『北
海
隨
筆
』
に
も

「砂
金
は
東
蝦
夷
地
に
多
し
。
七
十
年
前
は
クン
ヌ
イ
え
松
前
よ
り
砂
金
取
数
万
人
入
込
取
た
る
と
な
り
。」

と
記
し
て
い
る
。
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苫
小
牧
市
史
上
巻

以
上
の
よ
う
に
松
前
・
蝦
夷
地
の
産
物
が
多
く
な
り
、
和
人
の
進
出
が
次
第
に
奥
地
へ
広
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
商
人

に
よ
る
活
躍
が
あ
っ
た。
す
な
わ
ち
松
前
の
経
済
を
、
本
州
の
中
央
市
場
に
結
び
つ
け、
こ
れ
を
急
速
に
拡
大
さ
せ
た
の
が
近
江
商
人
で

あ
っ
た
。
彼
等
は
北
陸
と
く
に
日
本
海
岸
航
路
の
中
心
の
若
狭
湾
を
根
拠
地
と
し
て
活
躍
し
、
蝦
夷
地
の
産
物
を
京
阪
市
場
に
結
び
つ
け

る
と
と
も
に
、
松
前
藩
や
藩
士
、
あ
る
い
は
、
商
場
交
易
に
際
し
て
は
物
資
の
供
給
者
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
渡
島
す
る
商
人
も
次
第

に
増
加
し
た
。『津
軽
一
統
志
』
に
「松
前
え
参
候
商
人
、
毎
年三
、
四
百
人
も
可
レ参
候。」と

記
し
て
い
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
こ
の
商
業
資

本
の
進
出
は、
や
が
て
は
蝦
夷
地
の
経
済
や
原
地
住
民
で
あ
る
ア
イ
ヌの
生
活
に
大
き
な
変
換
を
求
め
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

第
二
節
寛
文
蝦
夷
乱
と
勇
払

一七
世
紀
の
は
じ
め
、
松
前
藩
が
蝦
夷
島
主
と
な
っ
た
と
は
い
え
、
初
め
か
ら
全
島
の
ア
イ
ヌ
を
完
全
に
支
配
し
て
い
た
わ
け
で
は
な

く
、
奥
地
に
は
ま
だ
独
立
性
の
強
い
ア
イ
ヌ
集
団
が
存
在
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
寛
文
蝦
夷
の
乱
(一
六
六
九)
以
前
に
は
、
ア
イ
ヌ
は

ま
だ
和
人
に
対
し
て
か
な
り
の
独
立
性
を
有
し
、
特
に
日
本
海
岸
で
は
雄
冬
岬、
太
平
洋
岸
で
は
襟
裳
岬
以
遠
の
地
方
に
お
い
て
は
そ
う

で
あ
った
。
た
と
え
ば
寛
文
十
年
(一
六
七
〇
)
ご
ろ
、「石
狩
の
惣
大
将」
あ
る
い
は
「上
之
国
総
大
将」
と
い
わ
れ
た
ハ
ウ
カ
セ
は
、

石
狩
川
上
流
の
雨
竜
川
の
合
流
点
付
近
に
チ
ャシ
を
構
え
て
石
狩
ア
イ
ヌ
を
統
率
し
、
松
前
藩
が
商
船
を
派
遣
し
な
い
と
威
嚇
し
た
の
に

対
し
て
、
平
然
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
豪
語
し
て
い
る
。

「松
前
殿
は
松
前
の
殿
、
我
等
は
石
狩
の
大
将
に
候
得
は、
松
前
殿
に
構
可
申
様
も
無
」之
候。
又
は
松
前
殿
も
此
方
え
構
申
義
も
成
間
敷
候。
商
船
此

方
え
御
越
可
レ
被
」成
も
被
レ成
間
敷
に
も
別
て
構
無二
御
座
」
候
。
惣
て
昔
よ
り
蝦
夷
は
米、酒

不
レ被
レ下
候
。魚、鹿

計
被
レ下
、鹿
の
皮
を
身
に
着、
た
す
か

り
申
者
に
御
座
候。商

船
御
越
被
」
成
候
義
も
御
無
用
の
由
申、
通
路
の
者
返
し
申
候
由。其
上
商
船
御
越
被
’成
候
は、、一人

も
通し
申
間
敷
候
」(『津

軽
一
統志
』)。
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こ
の
よ
う
に、
自
主
独
立
性
を
も
つ
豪
強
な
ア
イ
ヌ
集
団
も、
以
前
ま
で
は
か
な
り
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
一
方
押
し
寄
せ
る
商

業
資
本
の
影
響
は
次
第
に
奥
地
へ
拡
大
浸
透
し
つ
つ
あ
り
、
対
和
人
交
易
を
な
く
し
て
は
、
の
っ
ぴ
き
な
ら
な
い
ア
イ
ヌ
集
団
も
存
在
し

おし
ょ
ろ

て
い
た。
同
十
年
六
月、
西
蝦
夷
地
へ
派
遣
さ
れ
た
津
軽
の
隠
密
船
が
忍
路
に
停
泊
中、
余
市
ア
イ
ヌ
よ
り
聞
書
し
た
記
録
に

「る
い
し
ん、
そ
ふ
や
の
頭
蝦
夷、
與
市
え
参
逗
留
仕
候
事
相
尋
候
へ
は
、
右
両
人
の
頭
夷
申
候
は、
此
度
つ
く
な
ひ
に
て
和
談
究
候
所
に、
若
其
段
や
ぶ

れ
候
て、
商
船
も
不
レ参
候
へ
は
、
我
共々
迷
惑
仕
候
事
に
候
故、
左
様
の
事
に
候
は
、
あ
つ
か
い
に
て
首
尾
致
候
様
に
可
’仕
と
、
は
る
く
是
迄
参
罷
有

候
由
申
候
事」(『津

軽
一
統
志
』)。

しゅう
ちょう

と
記
さ
れ
て
い
る
。「る

いし
ん
」
は
利
尻
、「そ

ふ
や
」
は
宗
谷
で
、
各
酋
長
は
松
前
と
和
議
を
成
立
さ
せ
て
交
易
を
再
開
さ
せ
る
た
め
、

惣
大
将
で
あ
る
與
市
(余
市)
の
酋
長
八
郎
右
衛
門
の
下
へ
集
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
余
市
ア
イ
ヌ
は
宗
谷
・
利
尻
・
天
塩
・
余
市
を
一
系

列
と
し
て、
山
丹
交
易
の
中
継
地
帯
に
住
む
グ
ルー
プ
で
、
松
前
藩
と
の
交
易
再
開
を
火
急
と
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら

-)。

「與
市
に
狄三
百
程
御
座
候
由、
此
狄
共
当
年
は
商
船
一
艘
も
参
不
レ申
候
得
は、
餲
罷
有
候」(『津

軽
一
統
志
』)。

と
いう
、
全
く
和
人
と
の
交
易
に
依
存
し
た
経
済
状
態
で
あ
っ
た
。
し
か
も
交
易
に
お
け
る
交
換
比
率
は
本
州
製
品
が三
倍
も
の
値
上
げ

と
な
っ
て、
不
等
価
交
換
が
急
速
に
進
ん
で
い
た
の
で
あ
っ
た
。『津

軽
一統
志
』
に、
余
市
ア
イ
ヌ
よ
り
聞
い
た
内
容
に

「松
前
殿
御
仕
方
も
惣
て
悪
敷
御
座
候。
米
弐
斗
入
の
俵
も、
唯
今
は
七、
八
斗
計
宛
入
、
大
分
の
押
買
被
」成
候
。
其
上
俵
物
に
あ
た
り
、
串
貝
の
一
束

も
た
り
不
レ
申
候
へ
は、
来
年
は
二
十
束
に
て
と
ら
れ、
出
兼
申
狄
は
子
供
し
ち
にと
ら
れ
申
候
。諸
事
の
仕
形
左
様
に
御
座
候
て、
狄
共
難
儀
に
及
申
候。」

と
い
い「松
前
え
我
等
事
参
候
事
も
か
た
く
御
法
度
に
被二
仰
付」
候
得
は、
皆
狄々
共
鍋
申
候
に
付、
と
て
も
ケ
様
の
被
」成
方
に
て
は
行
さ
き
つづ
き
申
間
敷

と
何
も
野
心
に
存
、
是
は
蔵
人
仕
置
に
て
ケ
様
に
罷
成
申
候
。
余
り
迷
惑
に
存、
與
市
の
大
将
チ
ク
ラ
ケ
七
十
に
あ
ま
り
候
得
共
、
御
訴
訟
の
た
め
又
当
御

代
御
目
見
仕
度
存
候
て
松
前
え
参
候
得
は
、
御
法
度
の
所
え
参
候
と
て、
首
を
切
髭
を
切
と
て、
色
々
御
せ
め
に
逢、
漸
々
命
た
す
か
り
罷
帰、
其
節
面
目
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な
く
存、
蝦
夷
促
し
軍
仕
筈
に
御
座
候
へ
と
も、
仲
間
よ
り
異
見
申
候
に
付
堪
忍
仕
罷
有
候。」

ほう
き

と
あ
っ
て、
禁
を
犯
し
て
松
前
へ
交
渉
に
行
っ
た
チ
ク
ラ
ケ
は
、
無
法
な
威
嚇
や
嘲
弄
に
遇
っ
て
追
い
返
さ
れ、
余
市
ア
イ
ヌ
に
蜂
起
の

決
心
さ
え
さ
せ
た
と
いう
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
し
り
ふ
か
(岩
内)
の
酋
長
カ
ン
ニ
シ
コ
ル
は

「近
年
は
蝦
夷
あ
ち
商
に
松
前
よ
り
御
越
候
て、
拙
者
共
取
候
川
に
て
大
網
お
ろ
し
、
鮭
す
き
と
御
取、
上
方
え
商
に
御
越
被
’成
候
に
付、
左
様
に
被
レ

成
候
て
は
蝦
夷
共
取
申
鮭
無:
御
座
一候
て、
餲
死
申
候
間、拙

者
共
に
取
せ
御
買
被
レ下
度
由
色
御々
訴
訟
申
上
候
得
共
、
松
前
の
知
行
所
に
て
候
間、取

申

に
我
儘
申
と
て
御
打
た
、
き
、
其
上
に
て
も
少
も
拙
者
共
取
申
候
鮭
や
す
く
御
買
被」成

候
得
は、
何
共
迷
惑
仕
候
」(『津

軽
一
統
志
』)。

と
訴
え
て
お
り
、
ア
イ
ヌ
の
狩
漁
場
が
和
人
に
よ
っ
て
つ
ぎ
つ
ぎ
と
犯
さ
れ、
鮭
を
と
っ
て
も
安
値
に
交
換
さ
せ
ら
れ
て
、
生
活
の
安
定

も
覚
つ
か
な
い
有
様
で
あ
っ
た
。こ
の
よ
う
な
一
七
世
紀
半
ば
の
蝦
夷
地
の
社
会
状
勢
に
つ
い
て、奥

山
亮
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

(1)
不
等
価
交
換
が
急
速
に
進
ん
で
い
る

(2)
ア
イ
ヌ
が
自
由
に
松
前
に
通
交
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
り
、
日
本
人
の
来
航
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
受
動
的
立
場
に
立
た
さ
れ
て
き
た

・

(3)
彼
ら
の
漁
場
が
日
本
人
に
荒
さ
れ、
そ
れ
が
直
接
生
活
に
ひ
び
い
て
き
た

(4)
嘲
弄
や
は
ず
か
し
め
が
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ
る

(5)
日
本
人
の
蝦
夷
地
に
居
住
す
る
も
の
が、
砂
金
採
取
や
鷹
取
り
等
の
た
め
だ
ん
だ
ん
増
え
て
き
た
(奥
山
亮
『ア
イ
ヌ
衰
亡
史
』昭
和
四
十
一
年
八
月
)

こ
れ
ら
の
条
件
が、
つ
い
に
寛
文
蝦
夷
の
乱
を
生
む
間
接
的
な
原
因
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
ろ
商
業
資
本
に
よ
る
急
速
な
侵
食
作
用
が
働
い
た
に
も
か
か
わら
ず
、
蝦
夷
地
に
は
ア
イ
ヌ
の
政
治
的
な
諸
勢
力
が
存
在
し
て

い
た
。
す
な
わ
ち
、
シ
ベ
チ
ャリ
川
(日
高
静
内
町)
以
東、
十
勝
、
釧
路、
厚
岸
を
含
む
地
域
に
は
メ
ナ
シ
ク
ル
(メ
ナ
シ
ウ
ン
ク
ル)

と
い
わ
れ
る
集
団
が
あ
り
、
シ
ベ
チ
ャ
リ
川
以
西
、
新
冠
、
沙
流
よ
り
シ
コ
ツ、
イ
ザ
リ
に
至
る
地
域
の
シ
ュ
ム
ク
ル
(サ
ル
ン
ク
ル、

ハ
エ
ク
ル
)、
小
樽
よ
り
石
狩
流
域
、
砂
川
、
滝
川
付
近、
雨
竜、
増
毛
を
含
む
石
狩
ア
イ
ヌ、
余
市
か
ら
日
本
海
沿
岸
に
天
塩、
宗
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(2)

谷
、
利
尻
に
至
り
、
さ
ら
に
樺
太
を
含
む
と
予
想
さ
れ
る
余
市

ア
イ
ヌ、
道
南
の
尻
岸
内
町
よ
り
内
浦
湾
ぞ
い
に
八
雲
町
付
近

ま
で
を
領
域
と
し
て
い
た
内
浦
ア
イ
ヌ
と
い
わ
れ
る
集
団
な
ど
、

合
わ
せ
て
五
つ
の
地
域
的
な
政
治
集
団
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の

集
団
は
松
前
藩
の
政
策
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
各
個
様
々
の
対

応
を
示
す
が、
こ
れ
は
各
集
団
の
持
つ
経
済
的
基
盤
の
相
違
に

よ
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。

寛
文
蝦
夷
乱
の
発
端
は、
メ
ナ
シ
ク
ル
と
ハ
エ
ク
ル
と
の
対

立
抗
争
に
よ
る
も
の
で
、
衝
突
は
慶
安
元
年
(一
六
四
八)
に

始
ま
る
と
い
わ
れ
る
。『
津
軽
一
統
志
』
に

「し
ぶ
ち
ゃ
り
の
大
将
カ
モ
ク
タ
イ
ン
父
、
セン
タ
イ
ン
威
勢
強
有
レ

之
、
鬼
び
し
領
の
川
へ
カ
モ
ク
タ
イ
ン
入
込
渡
せす
と
い
へ
と
も
、

鬼
び
し
手
を
出
候
事
成
か
た
く
打
過
る
内、
セ
ン
タ
イ
ン
相
果
、
子

カ
モ
ク
タ
イ
ン
代
に
罷
成、
前
々
の
意
趣
に
よ
り
、
鬼
び
し
カ
モ
ク

タ
イ
ン
を
打
殺
候
也
。
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
は
カ
モ
ク
タ
イ
ン
か
家
老

に
て、
自
然
に
し
ぶ
ち
ゃ
り
の
大
将
と
成
申
候
。」

と
あ
り
、
は
じ
め
メ
ナシ
クル
が
ハ
エ
ク
ル
の
イ
オ
ル
(狩
猟

場
)
で
あ
っ
た
川
(新
冠
川
か?)

に
侵
入
し
て
い
た
が、
承

ソウヤB 惣大将居住地
リイシリ ● 重 要 拠 点

テシ オ ●

余市アイヌ

●マ シケ

ケレビ

ハヨイチ

石狩河口 石狩アイヌオタスツ
スッ ツ

エ トモ
シュムクル0 オトシベ

● クスリ
トカチ

内浦アイヌ ハエ 「イシブチャリ

●ウラカワ
メナシクル

ネタナイ

アイヌの政治集団 (海保・北方史の論理)
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応
二
年
(一
六
五
二
)、ハ

エ
ク
ル
の
攻
撃
を
受
け
て
形
勢
逆
転
し
、
ハ
エ
クル
がシ
ベ
チ
ャ
リ
川
ま
で
侵
出
し
て
利
益
を
得、
そ
の
後、

「
鬼ひ
し
居
所
は
し
ふ
ち
ゃ
りの
川
上、
シ
ャ
クシ
ャイ
ン
は
同
じ
川下
、
此
間三
里
弐
拾丁
有
レ之
由。」と

いう
よ
う
に、
ニ
イ
カ
ッ

プ
川
と
シ
ベ
チ
ャ
リ
川
の
イ
オ
ル
(狩
猟
場)
の
争
奪
に
あ
った
。

メ
ナ
シ
ク
ル
はシ
ベ
チ
ャ
リ
の
酋
長
シ
ャ
クシ
ャ
イ
ン
に
よ
っ
て
統
率
さ
れ、
ハ
エ
ク
ル
(サ
ル
ン
ク
ル)
は
オ
ニ
ビ
シ
を
首
領
と
し

て
争
い
続
け
る
こ
と
二
十
余
年
に
及
ん
で
いる
。
こ
の
間
松
前
藩
は
再三
に
わ
た
っ
て
争
い
を
調
停
し
て
和
解
さ
せ
て
き
た
が、

つ
い
に

寛
文
八
年
(一
八
六
八)、オ

ニ
ビ
シ
が
討
た
れ
た
た
め
に
両
者
の
均
衡
が
破
れ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
後
オ
ニ
ビ
シ
の
残
党
で
あ
る
ハ
エ
の
チ
ク
ナ
シ
、
ピ
ポ
ク
(新
冠)
の
ハ
ロ
ウ
、
オ
ニ
ビ
シ
の
姉
で
あ
る
沙
流
の
酋
長
ウ
ト
マ
サ

(あ
る
い
は
ウ
ト
ウ)の

妻
ら
が、
再
三
反
撃
に
出
る
が、
逆
に
メ
ナシ
ク
ル
の
勢
力
に
粉
砕
さ
れ、
ハ
エ
ク
ル
は
離
散
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
た
め
同
年
十
二
月
、
ハ
ロ
ウ
は
松
前
に
上
っ
て
兵
器
糧
食
の
貸
与
を
頼
ん
だ
が
断
わ
ら
れ
た
の
で
、
翌
九
年
四
月
、
沙
流
の
酋
長
ウ

ト
マ
サ
が
代
わ
っ
て
松
前
に
上
っ
て
助
力
を
請
う
た
。
し
か
し
藩
は
こ
れ
を
許
さ
ず
、
双
方
を
諭
し
て
仲
裁
し
た
。
ウ
ト
マ
サ
は
そ
の
帰

途
、
天
然
痘
を
患
っ
て
死
亡
し
て
し
ま
っ
た
。

シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
の
蜂
起
は、
そ
の
直
後
に
おこ
っ
た。
こ
の
時
の
メ
ナシ
ク
ル
の
動
き
を
、『津
軽
一
統
志
』
に
よ
っ
て
見
る
と

「右
の
ウ
タ
フ
相
果
候己
後、シ

ャ
クシ
ャ
イ
ン
申
成
候
は、
ウ
ト
フ
義
松
前
に
て
毒
飼
せら
れ
相
果
候。
此
己
後
も
狄
地
へ
参
候
食
物
に
毒
を
入、
狄
と
も

殺
可
レ申
由、
松
前
よ
り
の
た
く
み
に
て
候。
‒‒(中

略)‒‒以
来
毒
飼
に
て
殺
さ
れ
可
レ
申
義
紛
無」之

間、
各
一
味
仕、
松
前
よ
り
参
候
商
舟
を
先
打
殺

可
’
申
由、
内
談
相
究
候
事
。」

と
あ
る
よ
う
に
、
ウ
ト
マ
サ
が
死
ん
だ
の
は
松
前
に
よ
っ
て
毒
殺
さ
れ
た
た
め
で
あ
り
、
こ
の
後
も
商
舟
の
貨
物
に
は
毒
を
入
れ
て
あ
る

と
流
言
し
、
ま
ず
オ
ニ
ビ
シ
の
残
党
を
手
な
ず
け
て
勢
力
を
固
め
る
と
と
も
に
、「
此
方
よ
り
松
前
へ
押
寄
弓
を
引
可
’然
の
由
悪
狄
共
に

す
す
め、
定
て
商
船
可
参
候
間
討
殺、
其
己
後
松
前
え
も
寄
可
申
の
内
談
候
事
。」と
し
て、
着
蜂々
起
の
計
画
を
進
め
、
各
地
の
ア
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イ
ヌ
を
糾
合
す
る
た
め
に
、
ウ
エ
ン
ス
ルシ
を
東
蝦
夷
地、
チ
メン
バ
を
西
蝦
夷
地
に
派
遣
し
た
。
こ
れ
を
受
け
た
西
蝦
夷
地
で
は

「シ
ャ
クシ
ャ
イ
ン
方
よ
り
申
越
候
は
、松
前
殿
よ
り
商
船
参
候
は、
此
方
に
て
皆
打々
殺
可
’申
候
間、
其
方
え
も
参
候
は
、殺
可
’申
候、
其
方
に
て
殺
不
レ

申
候
は、
其
方
の
狄
共
皆
討々
殺
可
レ申
由
申
候
間、
我
等
共
も
去
年
商
船
殺
申
候。」

と
述
べ
、
シ
ャ
クシ

ャ
イ
ン
の
扇
動
が
成
功
し
、
メ
ナ
シ
ク
ル
の
蜂
起
に
呼
応
し
た
の
で
あ
っ
た
。

蜂
起
は
寛
文
九
年
六
月
に
お
こ
り
、
各
地
で
商
船
を
襲
撃
し
て
和
人
を
殺
害
し、
商
品
を
略
奪
し
た
。
襲
わ
れ
た
商
船
は
東
蝦
夷
地
で

一
一隻
、
西
蝦
夷
地
で
八
隻
で、
そ
の
他三
二
隻
は
変
を
聞
い
て
松
前
に
引
き
返
し
た
。
殺
害
さ
れ
た
和
人
は
船
子
・
鷹
待
な
ど
で、
東

蝦
夷
地
で
一
二〇
人
(こ
のう
ち
武
士三
人
)、西
蝦
夷
地
で
一
五
三
人
(こ
の
う
ち
武
士二
人
、
鷹
待三
人)、計

二
七
三
人
で
、そ
の
他
東

蝦
夷
地
で
七
人
、
西
蝦
夷
地で
一
五
人
は
襲
わ
れ
た
が
免
れ
た
。
ま
た
以
上
のう
ち
一
九
三
人
は
他
国
人
で
あ
っ
た
と
いう
。

蜂
起
し
た
範
囲
は、
東
蝦
夷
地
で
は
ホ
ロベ
ツ
か
ら
シ
ラ
ヌ
カ
に
至
る
間、
西
蝦
夷
地
で
は
ウ
タ
ス
ツ
よ
り
シ
ク
ツシ

(小
樽
市)
の

間
、
お
よ
び
マ
シ
ケ
で
あ
っ
た
。
石
狩
ア
イ
ヌ
を
擁
す
る
ハ
ウ
カ
セ
は
自
主
的
行
動
を
と
っ
て
こ
れ
に
く
み
せ
ず
、
マシ
ケ
の
酋
長
が
一

ほ
ふ

隻
を
屠
る
と
いう
例
外
が
あ
っ
た
だ
け
で
あ
り、
クシ
ロ
以
東
の
ア
イ
ヌ
も
ま
た
こ
の
蜂
起
に
は
参
加
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
ま
だ
こ
の

地
方
は
和
人
と
の
直
接
関
係
が
薄
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
ま
た
西
蝦
夷
地
マシ
ケ
以
遠
の
ア
イ
ヌ
す
な
わ
ち
リ
シ
リ
、
ソ
ウ
ヤ
な
ど
は

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
和
人
と
の
交
易
は、
彼
等
に
と
っ
て
不
可
欠
の
も
の
で
あ
っ
た
に
か
か
わ
ら
ず、
西
南
部
ほ
ど
直
接
的
侵
害
を
受

け
て
は
い
な
か
っ
た
の
で、
争
乱
に
決
起
す
る
ほ
ど
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

こ
れ
ら
の
ア
イ
ヌ
集
団
に
比
べ
て
、
こ
の
地
方
の
ア
イ
ヌ
集
団
、
す
な
わ
ち
シ
ュ
ム
ク
ル
(サ
ル
ン
ク
ル
)
は
、
ど
の
よ
う
に
対
処
し

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
シ
ュ
ム
ク
ル
は
早
く
か
ら
松
前
藩
と
は
親
密
な
関
係
が
あ
っ
て、
事
あ
る
ご
と
に
松
前
に
相
談
し
て
い
た
。
し
か
し

ウ
ト
マ
サ
の
死
に
よ
っ
て
情
勢
は
急
変
し
、

「松
前
え
度
々
無
心
を
申
候
へ
と
も
、
一円
同
心
無
」之、

其
上
ウ
ト
フ
事
も
毒
飼
に
て
相
果
候
上
は、
も
は
や
松
前
殿
頼
に
可
」仕
事
も
無
」之
候、敵
と
言
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合
、
松
前
殿
え
敵を
な
し、
弓
を
引
可
レ申
な
と
と
評
定
仕
候
」
(『津
軽
一
統
志』)。

と
決
意
し
て
、
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
の
指
揮
下
に
入
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
地
方
に
お
け
る
ア
イ
ヌ
の
蜂
起
に
つ
い
て
『津
軽
一
統
志
』
は

「松
前
殿
鷹
師
船
十三
人
乗、
当
夏
し
こ
つ
え
参
候
を、
毎
年
の
こ
と
く
陸
へ
上
置、
小
屋
を
懸
さ
せ、
く
つ
ろ
ぎ
候
時
分、
狄
共
夜
に
入
よ
せ
皆
殺々
し

申
由
に
付、
其
内
鷹
師
頭
一
人
働
候
て、
狄三
、
四
人
切
殺
し、
其
身
も
毒
矢
彼
是
十二
か
所
手
を
負
相
果
候
事
。」

と
記
し
、
ま
た
殺
さ
れ
た
者
は
「
右
鷹
舟
の
鷹
師
吉
兵
衛上
下
弐
人、
喜
兵
衛
上
下
弐
人、
船
頭、
水
主
八
人、
都
合
拾
弐
人
」
と
し
て

(4)
い
る
が、『津

軽
一
統
志
付
図
』
に
は
「
松
前
手
船
一
艘
一
七
人、
内
二
人
鷹
師
赤
石
兵
衛、
柴
田
善
兵
衛
六
月
十
四
日、
同
十
六
日
二
討

死
。」と
あ
っ
て、
内
容
は
少
し
く
異
な
っ
て
い
る。
ま
た
記
事
の
し
こ
つと
は
現
在の
千
歳
で
は
な
く、
船
を
陸
上
げ
し
て
小
屋
を
か
け

た
と
い
う
か
ら
、
し
こ
つの
浜
で、「鷹

小
屋
有」
と
記
さ
れ
た
ま
こ
ま
い
(真
小
牧)
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
蜂
起
に
加
わ
っ
た
シ
ュ
ム
ク

ル
に
つ
い
て
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、『蝦
夷
蜂
起』
に
よ
れ
ば
十
月二
十
三
日
松
前
勢
に
よ
っ
て
生
捕
ら
れ
た
ア
イ
ヌ
は
、
沙
流
で
は

仁
之
助
と
そ
の
子
供
四
人、
あ
つ
ま
で
は二
六
人
に
達
し
た
が、
こ
れ
は
「
む
か
わ
」
よ
り
「い
ふ
つ」
の
ア
イ
ヌ
で
あ
り
、
一人
は
重

罪
人
と
し
て
「
あ
つ
ま
」
で
磔
に
さ
れ、
一〇
人
の
頭
分
の
者
は
松
前
へ
引
立
て
ら
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
蜂
起
し
た
の

は
こ
れ
ら
鵡
川
、
厚
真
、
勇
払
の
ア
イ
ヌ
と
見
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
シ
ャ
クシ
ャ
イ
ン
の
蜂
起
に
呼
応
し
た
ア
イ
ヌ
は
、
連
合
し
て
松
前
め
ざ
し
攻
勢
を
か
け、
当
時
砂
金
掘
り
が
多
く
入
り

きゅう
き
よ

こ
ん
で
い
た
山
越
郡
国
縫
で
松
前
軍
を
攻
撃
し
た
。
し
かし
松
前
藩
は
急
遽
軍
勢
を
整
え
て、
八
月
一
日
国
縫
に
到
着
し
て
撃
っ
て
出
た

た
め、
ア
イ
ヌ
は
総
く
ず
れ
と
な
っ
て
退
却
し
た
。
こ
の
前、
メ
ナ
シ
ク
ル
は
援
軍
を
シ
コ
ツ
ま
で
送
っ
た
が、
松
前
軍
が
静
狩
ま
で
進

出
し
た
と
聞
い
て
、
シ
ベ
チ
ャ
リ
ま
で
退
い
て
い
る
。『津
軽
一
統
志
』
に、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「し
ふ
ち
ゃ
り
の
シ
ャ
クシ
ャ
イ
ン
方
よ
り
船
五
十
艘
計
に
て
し
こ
つ
と
申
所
迄
狄
共
押
参
候
処、八
月
四
日、
五
日
く
ん
ぬ
い
の
勢
し
つ
か
り
と
申
所
ま
で
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押
参
候
を
及
レ承、

右
押
参
候
狄
共、
し
ふ
ち
ゃ
り
へ
引
取
申
事
。
右
の
通
風
聞
承
候。」

こ
の
ア
イ
ヌ
の
対
松
前
戦
は、
武
器
の
上
で
は
鉄
砲
に
対
す
る
弓
矢
で
あ
り、
か
つ兵
糧
の
乏
し
い
と
いう
条
件
も
あ
っ
て
死
傷
者
も
多

く、
と
う
て
い
ア
イ
ヌ
の
敵
で
は
な
か
っ
た。
九
月
四
日
総
勢
六
二
八
人
の
松
前
軍
は、
国
縫
を
出
発
し
、
内
浦
湾
を
渡
っ
て
東
に
進
ん

だ
。
松
前
軍
は
途
中
所
々
の
ア
イ
ヌ
を
誘
降
さ
せ、
ま
た
は
逮
捕
し
て
処
刑
し
、
あ
る
い
は
松
前
ま
で
引
立
て
た
。
こ
れ
ら
の
経
過
の
な

か
で
、
シ
ュ
ム
ク
ル
の
動
き
は
複
雑
で
あ
る
。
国
縫
周
辺
で
ア
イ
ヌ
方
の
敗
北
が
明
ら
か
と
な
る
や、
松
前
方
に
味
方
す
る
者
も
で
て
き

た
。『津
軽
一
統
志
』
に

「一
、
八
月
廿
八
日
、く
ん
ぬ
い
よ
り
松
前
え
申
来
候
さ
る
、
し
こ
つ
の
狄
共
松
前
え
味
方
可
レ仕
申
来
候
事
。

一、
松
前の
味
方
狄、しら

お
いと
申
所
え
罷
越、
様
子
見
せ
申
候
所、
さる
と
申
所
の
ダイ
ソ
ウ、〔タべ

〕
シ
ャイ
ン
、
オ
チリ
チリ
、
イ
コ
ロシ
、
し

(タイ
ゾ
ウ)

こ
つ
の
平
左
衛
門
右
五
人
の
狄
共
松
前
え
味
方
可
」
仕
由
に
て
手
し
る
し
を
相
渡
候
由。」

と
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
反
松
前
連
合
軍
に
と
っ
て
は
大
き
な
内
部
分
裂
を
意
味
す
る
も
の
で
、
後
世
に
お
味
方
コ
タ
ン
と
称
せ
ら
れ
る

原
因
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
松
前
藩
に
と
っ
て
み
れ
ば
蝦
夷
地
に
お
け
る
ア
イ
ヌ
勢
力
の
弱
体
化
を
図
り
政
治
的
に
も
経
済
的
に
も
権

力
を
維
持
発
展
さ
せ
る
べ
く
策
略
が
ひ
そ
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
一方
で
は
コ
タ
ン
の
頭
に
立
つ
と
思
わ
れ
る
者

を
人
質
と
し
て
捕
え
る
な
ど
し
て、
反
松
前
の
力
を
封
殺
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
同
書
に
よ
れ
ば

一 一さ
る
の
ニ
ジ
ス
ケ

し
こ
つ
の
イ
マ
シ
メ、
カ
ルべ
、
ヤヨ
リ
バ

一

あ
ち
う
し
の
ニ
ニ
テ
マ
リ

一

お
た
す
、
つ
の
イ
コ
チ
マ
イ
ン

一
ひ
ぽ
く
の
ウ
ェ
ンシ

ュ
ナ
シ

第
四編

幕
藩
時
代

一
む
か
わ
の
浦
キ
リ

1
ゆ
う
ふ
り
の
シ
モ
サ

1「
い
し
ゃ
れ
の
源
次
郎、
小三
郎、
庄
吉

(は)〔
カ
イ
キ
イ
ン
〕
・

一
お
さ
つ
の
シ
モ
サ
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苫
小
牧
市
史
上
巻

右
は
鬼
菱
方
の
狄
共
に
候
処、
万
一シ
ャ
クシ
ャ
イ
ン
に
可
レ致
二

一味
」
か
と
松
前
え
捕
置
、尚
又
シ
ャ
クシ
ャ
イ
ン
打
出
候
節、
此
狄

共
在
所
に
て
防
き
可
レ留
為二
証
人
一捕
置
。

と
あ
っ
て、
す
べ
てシ
ュ
ム
ク
ル
(サ
ルン
ク
ル)
の
集
団
に

属
し
て
お
り、
シ
ャ
クシ
ャ
イ
ン
が
反
撃
に
出
た
際
は、
そ
れ

・ぞ
れ
の
コ
タン
で
ア
イ
ヌ
同
志
を
戦
わ
せ
る
意
図
の
あ
っ
た
こ

と
が
理
解
で
き
る
。

十
月
二
十
三
日
、
日
高
の
ピ
ポ
ク
(新
冠)
に
進
撃
し
た
六

百
余
人
の
松
前
軍
は
、
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
の
講
和
を
受
け
入
れ

た
。
し
か
し、
そ
の
夜
和
議
を
結
ぶ
と
称
し
て
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ

ンと
そ
の
一
味
を
謀
殺
し
、
翌
日
シ
ベ
チ
ャリ
の
チ
ャシ
(砦
).

を
攻
め、
こ
れ
を
焼
亡
し
た
。
こ
の
手
口
は、
一五
世
紀
の
半

ば
に
松
前
氏
が
西
南
北
海
道
に
覇
権
を
確
立
す
る
た
め
に
と
っ

た
彼
等
の
常
套
手
段
で
あ
っ
た
。

じょうと
う

し
か
し
シ
ャ
クシ
ャイ
ン
が
討
た
れ
は
し
た
も
の
の、
こ
の

乱
は
すべ
て
が
終
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
翌
十
年、
松
前

藩
は二
〇
〇
の
兵
を
西
蝦
夷
地
の
余
市
に
送
り
、
石
狩
ア
イ
ヌ

の
大
将
ハ
ウ
カ
セ
に
償
品
を
出
さ
せ
て
、
よ
う
や
く
講
和
を
と

推出新莊
松前牛同

業

松前牛菜 油
柴田吾央行

津軽一統志付図〔市立弘前図書館〕
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(5)
り
つ
け、
さ
ら
に
誓
詞
を
出
さ
せ
て
服
従
を
誓
わ
せ
た
。
ま
た
東
蝦
夷
地
で
も
数
百
人
から
誓
詞
を
と
っ
た
と
い
う
が
、
詳
細
は
不
明

で
あ
る
。

寛
文
十
一
年
(一
六
七
一)
三月
、
さら
に
松
前
藩
は
蛎
崎
蔵
人
ら
一
七
〇
人
を
白
老
に
派
遣
し
て
蝦
夷
を
処
置
し
て
償
い
を
取
り
誓

詞
を
出
さ
せ
た
。『蝦
夷
蜂
起
』
に

「し
ぶ
ち
ゃ
り
よ
り
奥
七
ケ
村
悪
事
一
味
の
夷
人
御
座
候
に
付、
彼
地
へ
は
馬
足
相
叶
不
レ申、
船
の
通
路
も
五
月、
六
月
計
、海
陸
共
に
不
自
由
成
所
に
候
。

右
七
ケ
村
夷
帰
伏
無
」之
我
儘
に
付、
蛎
崎
蔵
人
始
人
数
百
七
拾
人
白
老
迄
亥
三
月
九
日
に
着、
仕
置
申
付
候…
。」

と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
寛
文
九
年
の
事
態
が
ま
だ
収
拾
さ
れ
ず
に
続
い
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
、
お
そ
ら
く
ア
イ
ヌ
と
妥
協

的
な
態
度
で
臨
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
寛
文
十二
年
(一
六
七
二
)
六
月
に
も
蛎
崎
主
殿
ら
三
〇
〇
余
人
が
国
縫
に
出
向
き
、
来
航
し
た
メ
ナ
シ
ク
ル
の
ア
イ
ヌ
数
十

人
か
ら
誓
詞
を
と
り
、
こ
こ
に
よ
う
や
く
一
応
の
終
止
符
を
打
っ
た
。
乱
の
始
ま
り
か
ら
お
よ
そ
四
年
に
わ
た
っ
て
い
る
。
松
前
藩
が
ア

イ
ヌ
に
出
さ
せ
た
誓
詞
の
内
容
は、
つぎ
のと
お
り
で
あ
る
。

起
請
文
の
事

一、
従二
殿
様
一、如
何
様
成
儀
被三
仰
掛
一候
共、私

儀
は
勿
論、
孫子
一
門
並
う
た
れ
男
女
に
不
限、
逆
心
仕
間
敷
候事
。

一、
殿
様
え
逆
心
を
企
申
歟、
御
苦
労
に
罷
成
儀
等
申
夷
及
レ承
候
は、
、
隨
分
意
見
仕、
其
上
承
引
不
レ仕
候
はぐ
、何
卒
通
路
罷
成
に
於
て
は
早
々
御
注

進
可二申

上
一候
事
。

附
仲
間
出
入
御
座
候
は、
、
隨
分
面
及々二
手
立
、申
儀
候
は、
、
取
扱
可
’申
事
。

一、
殿
様
御
用
に
て
、
し
ゃ
も
浦
々
罷
通
候
はず
、
少
も
如
」
在
仕
間
敷
候。
縦
令
し
ゃ
も
自
分
の
用
に
て
通
り
候
と
も
、
隨
分
馳
走
可
’致
候
事
。

一、
御
鷹
待
並
金
掘
に、
少
も
如」
在
仕
間
敷
候
事
。

一、
従二
殿
様
向
後
被二
仰
出
一候
通、商

船
へ
我
儘不、

申
懸一、
互
に
首
尾
能
商
可
’仕
候。
余
所
の
国
の
荷
物
買
取
申
間
敷
候。
我
国
に
て
調
申
荷
物
も、

第
四
編
幕
藩
時
代
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苫
小
牧
市
史
上
巻

脇
の
国
へ
持
参
仕
商
売
致
間
敷
候。
人
の
国
に
て
取
申
候
皮、
干
鮭
我
国
へ
持
参
仕
売
買
致
者、
跡
よ々
り
仕
付
候
通
可
’
致
候
事
。

ね

一、
向
後
米
一
俵
に
付
皮
五
枚、
干
鮭
五
束
商
売
可
’仕
候。
新
物、
烟
草、
金
道
具
に
至
る
ま
で、
米
に
応
じ
、
跡々
よ
り
高
直
に
商
売
可
’
仕
候。

荷
物
沢
山
に
有
り之
年
は、
一俵
に
皮
類
も
干
鮭
も
下
直
に
商
売
可
’致
候
事
。

一、
殿
様
御
用
にて
状
使
並
御
鷹
送
申
儀、
其
外
伝
馬
宿
送
昼
夜
に
不
レ
限、
少
も
如’
在
仕
間
敷
候
。御
鷹
の
餌
犬
あ
た
ひ
出
し
不
レ
申
候
共
、
無二
遅
々

一
出
し
可
’申
候
事
。

右
の
旨
、
私
儀
は
勿
論、
孫
子
一
門
並
う
た
れ
男
女
に不
レ限
、少
も
相
背
申
間
敷
候
。若
相
背
候
者
於
レ有
レ之
は
、神
々
の
蒙
二
御
罰
一、子
孫
長

く
絶
果
候
。
依
て
起
請
文
如
」件

寛
文
十
一
年
亥
年
四
月
日

こ
の
起
請
文
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
乱
の
原
因
と
な
っ
た
不
等
価
交
換
す
な
わ
ち
干
鮭
五
束
(一
束
は
二
〇
本
)に
対
す
る
米
一
俵
(七

～
八
升
入)
に
つ
い
て
は
何
ら
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
元
禄
元
年
(一
六
八
八)
に
水
戸
藩
の
快
風
丸
が
石
狩
川
口
を
探
険
し
た
記
録

に
よ
れ
ば
、
米
一
俵
の
内
容
は
七
升
よ
り
一
斗
二
升
に
改
め
ら
れ
た
と
い
う
か
ら
、
松
前
藩
と
し
て
も
か
な
り
の
譲
歩
を
示
し
た
わ
け
で

あ
る
。
し
か
し
ア
イ
ヌ
の
意
図
も
ま
た
貫
徹
せ
ず
、
あ
ま
つ
さ
え
種
々
の
条
件
を
飲
ま
さ
れ
て
服
属
へ
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
っ
た
。
寛

文
十
一
年
に
は
「く
す
り
」(釧
路)、「

あ
っ
け
し
」(厚

岸)、「の
さ
っ
ぷ
」(納
沙
布)
な
ど
の
ア
イ
ヌ
も
松
前
に
来
て、
交
易
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
和
人
に
よ
る
商
業
資
本
は
、
寛
文
蝦
夷
乱
を
契
機
と
し
て
、
さ
ら
に
奥
地
へ
と
進
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

海
保
嶺
夫
『
近
世
ア
イ
ヌ
に
お
け
る
政
治
的
諸
勢
力
の
形
成
ー
寛
文
期
を
中
心
と
し
て
ー
』

北
海
道
史
研
究
2
昭
和
四
十
九
年三
月

(2)
注
(1)

『津
軽
一
統
志
』
巻
第
十
『新
北
海
道
史
』
第
七
卷
史
料
一

(3)
『新
北
海
道
史』
第二
卷
通
說
一

な
お
蜂
起
によ
っ
て
殺
害
さ
れ
た
和
人
の
数
に
つ
い
て
は、
資
料
に
よ
っ
て
数
が
異
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
『津
軽
一
統
志
』
は
東
蝦
夷
地二
一

二
人
西
蝦
夷
地
一
四三
人
で
計二
六
三
人
。『蝦
夷
蜂
起』(『日

本
庶
民
生
活
史
料
集
成
第
四
巻』)に

は、東
蝦
夷
地
一
五
三
人
、
西
蝦
夷
地
一二
〇
人
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で
計
二
七
三
人
と
記
し
て
い
る。
ま
た
『北
海
道
史
第
一
』(大
正
七
年)、
『新
選
北
海
道
史
』(昭
和
十二
年)は、

東
蝦
夷
地
一二
〇
人、
西
蝦
夷
地

一五
三
人
計二
七
三
人
と
記
し
て
い
る
。

(5)
(4)

市
立
弘
前
図
書
館
岩
見
文
庫
に
よ
る
。

『蝦
夷
蜂
起』
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
第
四
巻
(昭
和
四
十
四
年)
に
よ
る
。

第
三
節
し
こ
つ
一
六
場
所

一
一八
世
紀
初
頭
の
商
場

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に、
一七
世
紀
の
半
ば
ご
ろ
こ
の
地
方
の
事
情
を
知
る
手
が
か
り
と
な
っ
た
文
献
に
は
、
津
軽
藩
に
よ
る
『津
軽

一統
志
』
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
一
八
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
は、
次
第
に
文
献
も
多
く
な
る
が、
こ
の
な
か
で
苫
小
牧
地
方
の
よ
う
す
を
探

る
の
に
貴
重
な
手
が
か
り
と
な
る
の
は、『元

禄
御
国
絵
図』
で
あ
ろ
う
。
こ
の
絵
図
は
元
禄
十
三
年
(一
七
〇
〇
)
松
前
藩
が
版
籍
『松

前
嶋
郷
帖
』
と
共
に
幕
府
に
差
出
し
た
も
の
で
あ
る
が、
こ
れ
は
寛
永
十二
年
(一
六
三
五
)
松
前
藩
に
よ
る
調
査
の
地
図
と
、
正
保
元

年
(一
六
四
五)、
幕
命
に
よ
っ
て
作
製
し
た
『正
保
御
国
絵
図
』(現
在
伝
わ
っ
て
い
な
い)
と
を
基
礎
と
し
、
さ
ら
に
寛
文
元
年
(一六

六
一)
の
調
査
の
結
果
によ
っ
てで
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て、
こ
の
絵
図
は
近
世
初
頭
の
苫
小
牧
地
方
の

輪
郭
を
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
に
も
推
定
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
によ
れ
ば
海
岸
沿
い
に
、「た
る
ま
え
」、「ま

こ
ま
え
」、「い

ぶ
つ
」、
「あ

づ
ま」、「む

川
」、「さ

る
」
な
ど
の
地
名
が
記
さ
れ、「あ

つ
ま
」(厚
真)
か
ら
川
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
内
陸
部
へ
入
り、
ひ
ょ
う
た
ん
形
を
し

た
二
つ
の
沼
を
渡
っ
て
「ぬ
ま
が
し
ら
」
に上
陸
し、
陸
路
を
経
て
「志
こ
つ」
に
至
り、
さ
ら
に
「四
里
四
方
程
の
沼」(オ

サツ
沼)
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を
舟
で
越
え
て
一
し
ま
ま
つ」
そ
し
て
石
狩
へ
出
る
ル
ー
ト
が
画

か
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「た
る
ま
え
」
は
樽
前
で、

「ま
こ
ま

へ」
は
真
小
牧
(苫
小
牧
市
の
一
部)
で
あ
り、

「い
ぶ
つ」
は

勇
払
で
あ
る
。
す
で
に
近
世
初
頭
よ
り
石
狩
へ
通
ず
る
唯
一
の
内

陸
路
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

ま
た
、こ
の
絵
図
と
同
時
に
成
っ
た
と
いう
『松
前
嶋
郷
帖』に

は
一、
ひ
ら
を
ひ

一、
た
る
ま
ひ

一、
ま
こ
ま
へ
一、
あづ
ま

一、
む
川
一、
さ
る

な
ど
と
記
さ
れ、「い

し
か
り
よ
り
い
ふ
つ
ま
で
の
蝦
夷
居
所」
と

し
て

一、
ぬ
ま
が
し
ら

一、
夕
ば
り
一、
あ
つ
石
一、
つう
さ
ん

一、
お
さつ

一、
い
ち
や
り
一、
つう
め
ん
一、
島
ま
っふ

一、
いべ
ち
ま
た
一、
つ
いし
狩
一、
か
ば
た
一、
め
いぶ
つ

一、
夕
べ
ち

と
記
さ
れ
て
いる
。
こ
れ
を
『元
禄
御
国
絵
図
』
の
地
名
と
対
照

す
れ
ば
、「
ぬ
ま
が
し
ら
」
は
現
在
の
ウ
ト
ナ
イ
湖
の
北
岸
ま
た
は

美
々
川
流
域、「夕

ば
り」
は
夕
張
川
の
流
域
で
あ
ろ
う
か。「あ

つ
石
」
は
ウ
ト
ナ
イ
湖
の
西
に
画
か
れ
て
い
る
が、
全
く
大
ま
か
な

位
置
を
知
る
だ
け
で
、実
際
は
千
歳
川
流
域
で
あ
る
。「つ
う
さ
ん
」

松前蝦夷図 (寛永～正保年間)
〔市立函館図書館〕

元禄御国絵図(元禄13年)
〔市立函館図書館〕
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は
当
時
「ろ
う
さ
ん」
と
呼
ん
だ
現
在
の
千
歳
市
街
の
一
部、

「お
さ
つ」
は
オ
サ
ツ
沼
に
注
い
だ
長
都
川
流
域、
「い
ち
ゃ
り
」
は
漁

川
流
域
で
現
在
の
恵
庭
市
街
で
あ
ろ
う
。
「「
つ
う
め
ん」
は
アン
ガ
リ
沼
の
岸
辺
、
現
在
の
祝
梅
付
近
。「島

ま
っ
ふ」
は
現
在
の
広
島

町
島
松
川
流
域、
「い
べ
ち
ま
た」
は
江
別
川
流
域、
以
下
「
つ
い
し
狩」
「か
ば
た
」
「め
い
ぶ
つ」
「夕
べ
ち
」
は
石
狩
川
流
域
で
あ
ろ

う
。
こ
れ
ら
が
蝦
夷
居
所
(ア
イ
ヌ
・
コ
タ
ン
)
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
と
いう
か
ら
、「
い
ふ
つ」
は
ア
イ
ヌ
の
住
居
も
な
く
、
た
ん
に
内
陸

交
通
路
の入
口
に
位
置
し
て
い
た
わ
け
で
あ
り
、
お
び
た
だ
し
い
蝦
夷
産
物
の
出
産
地
は、
千
歳
川
、
美
川々
な
ど
を
擁
す
る
内
陸
部
に

多
か
っ
た
の
で、
ア
イ
ヌ
の
集
落
も
多
く
、
古
く
から
こ
の
地
方
を
総
称
し
て
「し
こ
つ
」
と
呼
ん
だ
。「し
こ
つ」
と
は
現
在
の
千
歳
川

の
旧
称、「し

こ
つ
川
」
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
後
享
保
五
年
(一
七
二
〇
)、新

井
白
石
に
よ
る
『蝦
夷
志
』
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
最
初
の
ま
と
ま
っ
た
蝦
夷
地
誌
と
い
わ
れ、

こ
の
地
方
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
ま
ず
海
岸
の
地
名
を
「
日
、
シ
ラ
ラ
ヒ
。
日
、
タ
ル
マ
へ
。
日
マ
コ
マ
へ。
日
ア
ツ
マ
。

日
、
ム
カ
ワ
。
日、
サ
ル
。」な
ど
と
し
、
ま
た
イ
ブ
ツ
か
ら
イ
シ
カリ
に
至
る
地
形
や
集
落
に
つ
い
て
は

夷
地
諸
山。
皆
峭
抜
崎嶇
。
唯
其
南
北
中
間
形
勢
稍
卑。
故
南
山
以
北
。
北
山
以
南。
水
皆
就二
其
卑」。而

潴
為二二

沢
」。其

在
’東
則
南
流
入二于

東
海

其
在
西
則
北
流
與二
東
北
諸
水
|合
為二
大
河
。
入二
于
西
海
一。
二
水
入
’海
之
処。
相
距二
十
五
里
。夷
人
亦
傍
水
成
’聚
者
十
三
。

日、
ヌ
マ
カシ
ラ
。
日
、
ユ
ウ
ハ
リ
。
日
、
ア
ツ
イ
シ
。
日
、
ツ
ウ
サ
ン
。
日
、
オ
サ
ツ
。
日
、
イ
チ
ャ
リ
。
日
、
ツ
ウ
メ
ン
。
日
、
シ
マ
マ
ッ
プ
。

1
曰
、
イ
ヘ
チ
マ
タ。
日、
ツイ
シ
カ
リ
。
日、
カバ
タ。
日、
メ
イ
ブ
ツ
。
日、
ユ
ウ
ベ
チ
。

と
記
録
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
イ
ブ
ツと
イ
シ
カ
リ
間
の
距
離
は二
五
里
あ
っ
て
、
そ
の
間
の
夷
人
の
集
落
は
一三
と
し
て
い
る
。
そ
の

集
落
名
を
み
る
と
前
述
の
『松
前
嶋
郷
帖』
の
そ
れ
と
は
全
く
同
一
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
も
っ
と
も
白
石
は
実
地
を
見
な
い

で
編
さ
ん
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
従
来
の
も
の
と
大
差
な
い
も
の
に
な
っ
た
わ
け
で、
わ
が
国
最
初
の
蝦
夷
地
誌
と
さ
れ

た
け
れ
ど
も
、
そ
の
資
料
に
つ
い
て
は
限
界
が
あ
っ
た
。
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こ
の
地
方
の
状
勢
に
つ
い
て、
そ
の
後
次
第
に
文
献
に
現
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
資
料
と
し
て
は
享
保
十
二
年
(一
七

(2)
二
五
)
の
『松
前
西
東
在
郷
並
蝦
夷
地
所
附』
と
いう
の
が
あ
る
。
関
係
分
を
示
せ
ば
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

一
志
ら
お
ひ

へ
ち
別

た
る
ま
へ
ま
こま
へ
あうル

い婦
ル

留
う
さ
ん
松
前
主
水
厚
谷
又
左
衛
門
木
村
与
右
衛
門
岡
口
彦
兵
衛

(る
)
志
古
津
之
内

松
前
よ
り
陸
北
八
日
路
程
、
舟
路三
日
余

1
尾
札

満
こ
ま
ひ

(*)
沼
が
しら

蛎
崎
四
郎
左
衛
門

厚
谷
六
左
衛
門

佐
藤
孫
右
衛
門

今
井
孫
七
郎
佐
藤
三
郎
右
衛
門

右
商
場
所
支
配
之
夷
共、
居
所
志
古
津
所
二々
罷
有
候

上
む
川

一

浜
む
川

い
ち
ゃ
里
麓
小
兵
衛

と
いふル

ゆ
る
志
か
別

一
さ
る

す
な
わ
ち
当
時
ー
し
こ
つ
」
に
は、「る

う
さ
ん
」、「
阿
つ
石
」「お
さ
つ」「沼

が
し
ら
」「ま
こ
ま
い
」「浜
む
川
」「
い
ち
ゃ
り」「上

む
川」と

合
計
八
カ
所
の
商
場
が
存
在
し
て
い
た
わ
け
で、
そ
れ
ぞ
れ
の
知
行
主
(給
人)
が
定
ま
っ
て
い
た
。
知
行
場
所
も「る

う
さ
ん」「あ

つ石
」

「い
ち
ゃ
り
」
の
よ
う
に
、
知
行
主
が二
人
以
上
の
複
数
で
給
与
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り、
ま
た
「上
む
川」
の
よ
う
に
、
寛
文
年
間
よ

り
引
き
続
い
て
麓
小
兵
衛
の
商
場
と
な
っ
て
い
た
も
の
も
あ
る
。
な
お元
禄
五
年
(一六

九二
)『松

前
主
水
広
時
日
記』
に
は

五
月
廿三
日
厚
谷
又
左
衛
門、
大
久
保
幸
助
商
場
し
こ
つ
の
夷
御
目
見
(以
下
略)。
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六
月
五
日
今
井
孫
七
郎
支
配
所
し
こ
つ
よ
り
夷
御
目
見
罷
登
(以
下
略)。

と
いう
記
事
が
あ
っ
て
、
前
掲
資
料
に
一
致
し
て
い
る
。
い
婦
川
(い
ふ
つ)
は
、
当
時
松
前
か
ら
陸
路
で
八
日、
舟
で三
日
余
の
行
程

と
な
っ
て
いる
。
こ
こ
か
ら
石
狩
ま
で
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
『松
前
西
東
在
郷
並
蝦
夷
地
所
附』
に、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

石
狩
よ
り
い
婦
津
迄
夷
居
所

一、
沼が
し
ら

一、
夕ば
り
一、
阿
つ
石
一、
つう
さ
ん
ー、
おさ
川
一、
いち
ゃ
利
一、
つう
め
ん
一、
嶋
満っ
ふ

一、
い
婦
つ
満
た
一、
つい
石
狩
一、
か
ば
た
一、
め
い
ふ
川
一、
ゆ
う
へち

こ
の
内
容
は、
元
禄
十三
年
の
『松
前
嶋
郷
帖』
の
そ
れ
に
全
く
同
じ
で
あ
る
。
な
を
参
考
ま
で
に
石
狩
地
方
の
商
場
を
同
書
に
よ
っ
て

み
れ
ば石
狩
川
松
前
よ
り
船
路四
日

酒
井
作三
右
衛
門

小
林
兵
左
衛
門
目
谷
佐
仲
高
橋
嘉
左
衛
門

南
条
安
右
衛
門

松
崎
太
次
右
衛
門

土
屋
重
右
衛
門

1 一 1

つ
い
石
狩

か
ば
た

い
へ
ち
ま
た

左
藤
加
茂
左
衛門

松
前
内
記

ゆ
ふ
ば
里

一
下
国
金
左
衛
門

松
前
主
水
蛎
崎
時
右
衛
門

と
あ
っ
て、
合
計
八
カ
所
の
商
場
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

一
嶋
ま
っ
婦

注
(1)

市
立
苫
小
牧
図
書
館
蔵
本
。

(2)
北
海
道
大
学
北
方
資
料
室
蔵
本
。
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二
場
所
請
負
制
の
発
生

寛
文
蝦
夷
の
乱
を
前
後
す
る
こ
ろ
から
、
松
前
藩
は
は
げし
い
財
政
難
に
直
面
し
て
い
た。
松
前
藩
初
期
に
お
け
る
財
政
事
情
に
つ
い

て
は
詳
し
い
資
料
が
な
い
が、『津

軽
一
統
志』
によ
っ
て
当
時
の
藩
の
収
入
を
見
れ
ば、「御

手
船八、

九
艘
の
徳
分
一、
二
千
両、
鷹
の

代
金
一
、
二千
両、
年
に
応
じ
候
由。
又
沖
ノ
口
百
姓
諸
役
六
百
両
余
も
出
可
レ申
由
。」
と
な
っ
て
お
り、
こ
の
ほ
か
に
砂
金
の
運
上
も

あ
っ
て
莫
大
な
金
額
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
鷹
の
産
出
も
し
だ
い
に
減
少
し
、
享
保
の
こ
ろ
は
藩
主
、
藩
士
の
鷹
場三
九
〇
余
カ
所
の

う
ち
、
真
に
鷹
を
産
す
る
の
は
わ
ず
か
に二
二
、
三
カ
所
と
な
っ
た
ほ
か、
砂
金
の
産
出
の
減
少
と
と
も
に
松
前
藩
は
一大
財
源
を
失
っ

て
し
ま
っ
た
。
加
え
て
松
前
藩
は
八
代
氏
広
、
九
代
高
広
と
幼
弱
な
藩
主
が
続
き、
藩
政
の
実
権
を
握
っ
た
家
老
・
蛎
崎
蔵
人
は
相
続
い

て
幕
府
よ
り
借
米
を
受
け
あ
る
い
は
ア
イ
ヌ
と
の
交
易
で、
日
本
製
品
を
三
倍
に
つ
り
上
げ
る
な
ど
の
対
応
策
を
行
っ
た
が、
す
で
に
記

し
た
ご
と
く
寛
文
九
年
の
ア
イ
ヌ
の
蜂
起
と
い
う
反
撃
に
あ
っ
て
、
か
な
り
の
譲
歩
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
加
え
て
天
和

二
年
(一
六
八
一)
の
門
昌
庵
事
件
や
重
臣
等
の
相
次
ぐ
殺
生
事
件
が
起
り、
藩
は
根
本
的
な
財
政
建
直
し
の
必
要
を
迫
ら
れ
た
。

(
1
)

こ
の
よ
う
な
藩
財
政
の
危
機
に
対
し
て
藩
政
改
革
に
乗
り
出
し
た
十
一
代
松
前
邦
広
は、
松
前
地
・
蝦
夷
地
に
積
極
的
に
商
業
資
本
の

導
入
を
は
か
り、
そ
れ
を
支
配
機
構
の
中
に
と
り
い
れ
て
財
政
の
建
直
し
を
図
っ
た
。
こ
れ
は
従
来
の
い
わ
ゆ
る
商
場
知
行
制
を
廃
し
、

場
所
請
負
制
を
と
る
こ
と
、
ま
た
松
前
地
に
お
け
る
諸
産
業
の
発
達
に
対
応
し
て
、
こ
こ
に
居
住
す
る
和
人
は
も
と
よ
り
ア
イ
ヌ
に
対
し

て
徹
底
し
た
「役
金
」(税

金)
の
増
徴
と
新
設
を
行
っ
た
こ
と
に
あ
る
。

場
所
請
負
制
と
は、
従
来
藩
主、
家
臣
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
商
場
の
交
易
権
を
、
一定
の
運
上
上
納
を
条
件
と
し
て
、
こ
れ
を
全

面
的
に
商
人
に
譲
渡
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
って
、
こ
れ
ら
の
場
所
を
給
さ
れ
た
知
行
主
を
場
所
持
ち
と
称
し
、
商
場
を
場
所
と
呼

ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
場
所
請
負
制
の
成
立
以
後
から
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
今
ま
で
半
士
半
商
と
い
う
兵
商
未
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分
化
の
形
で
あ
っ
た
松
前
藩
の
体
制
は、
こ
の
こ
ろ
か
ら
一応
は
兵
商
分
離
体
制
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
り
、
本
州
各
藩
の
年
貢
に
か
わ
る

(2)
運
上
金
と
い
う
商
人
か
ら
の
貢
納
金
に
よ
っ
て、
封
建
的
支
配
階
級
‒‒換
言
す
れ
ば
武
士
の
「完
全
な
寄
生
階
級
化」
が
生
じ
た
の
で
あ

っ
て、
北
海
道
に
お
け
る
近
世
的
支
配
形
態
の
成
立
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
松
前
藩
は、
場
所
請
負
制
の
導
入
に
よ
っ
て、
商
場
交
易
の
前
近
世
的
な
藩
体
制
の
行
き
づ
ま
り
を
打
開
し
、
全
国
的
な

商
業
資
本
の
発
展
と
い
う
情
勢
に
対
処
し
て
、
藩
財
政
を
確
立
し
て
封
建
制
の
維
持
発
展
を
図
ろ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
元
文
四
年

(一
七
三
九
)
の
『北
海
隨
筆
』
に
よ
れ
ば、
当
時
の
藩
財
政
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

一、
古
金
千
弐
百
両
程
シ
リ
ベ
ツ山
材
木
運
上

鯡
運
上

商
船
運
上

蝦
夷
地
秋
運
上

同
夏
運
上

昆
布
運
上

一、
同

一、
同

百
両
程

千
四
百
両
程
他
国
人
役
金

此
外
畑
年
貢
、
入
船
商
物
の
運
上
等
瑣
細
の
事
は
略
」之
。

こ
れ
を
見
れ
ば
、
藩
の
財
政
建
直
し
が
一
応
功
を
奏
し
た
こ
と
、
そ
れ
が
場
所
請
負
制
に
よ
る
も
の
が
大
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る

も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

つ
ぎ
に
か
か
る
場
所
請
負
制
の
発
生
の
時
期
に
つ
い
て、
白
山
友
正
に
よ
れ
ば

「場
所
請
負
の
起
源
は
享
保
年
間
以
前
に
も
あ
り
、多
く
は
享
保
年
間
(モ
五
ーニ
)か
ら
寛
保
年
間
(二七四

ー
三)に

か
け
て
多
く
行
わ
れ
た
。
則
ち
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一、
同

千
七
百
両
程

一、
同

千
弐
百
両程

一、
同

千
七
百
両
程

一、
同

三
百
両
程
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(1)
松
前
矩
広
の
治
世

(2)邦
広
の
治
世

(3)
資
広
の
治
世

至自至自至自

明寬寬享享寛
和保保保保文
二三三五五五
年年年年年年

一
七
四
三
)

七
二
〇
)

七
六
五
)

(m)。

一
七
二
〇
)

一六
六
五

七四三
)

を
以
て
全
場
所
が
商
人
の
手
に
よ
っ
て
請
負
わ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
の
間
約
百
年
を
経
て
い
る
。」

と
述
べ
、
そ
の
起
源
を
享
保
年
間
以
前
に
求
め
て
い
る
。
も
っ
と
も
享
保
二
年
(一
七
一
七)
の
『松
前
蝦
夷
記』
に
よ
れ
ば

「蝦
夷
地
の
内
六
十
一
ケ
所
家
中
給
分
代
に
渡
し
置
場
所
有
」之
候
へ
共、
夷
人
よ
り
収
納
無」之

銘
よ々
り
夷
人
に
向
申
候
品
を
船
積
に
て
差
越
、
雑
物
替

い
た
し
申
候
て
、
其
利
金
取
申
計
の
よ
し
。
併
近
年
出
物
蝦
夷
地
石
浜
ゆ
へ
に
少
く
船
数
を
遣
は
し
候
へ共
、
損
毛
計
出
来
申
故、
家
中
申
合
少
々
宛
寄
合

船
に
て
差
遣
申
候。
尤
商人
船
に
運
上
を
取
り
其
場
所
相
渡
し
申
も
有
」之
候
。
依」之

近
年
家
中
困
窮
の
よ
し
。」

と
記
す
よ
う
に
、
自
ら
交
易
を
経
営
す
る
家
臣
と
、
請
負
を
行
う
家
臣
と
の二
つが
生
れ
て
い
る
。
し
か
し
元
文二
～三
年
の
も
の
と
推

定
さ
れ
る
『
蝦
夷
商
賈
聞
書』
に
よ
れ
ば、
ほ
と
ん
ど
の
商
場
が
請
負
化
さ
れ
て
い
る
の
で、
そ
の
時
期
を
邦
広
執
政下
の
享
保
・
元
文

(5)

期
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
当
地
方
に
お
け
る
場
所
請
負
の
初
期
の
姿
を
そ
の
『蝦
夷
商
賈
聞
書』によ

っ
て
な
が
めて
み
る
と

(4)

一、
樽
前、
川
也
。
志
摩
守
様
へ
運
上
金
揚
リ。
秋
生
鮭、
塩
引
計
也。

一、
マ
コマ
イ
御
用
人
工
藤
八
郎
右
衛
門
殿。
秋
鮭、
塩
引
計、
三
ヶ
年
七
拾
両
也。

一、
志
骨
大
場
所
也。
佐
藤
藤
馬
殿。
大
久
保
治
太
夫
殿。
加
藤
四
五
郎
殿。
御
用
人
麓
小
兵
衛
殿。
目
谷
又
左
衛
門
殿。
御
家
老
松
前
平
次
右
衛門
殿。

蛎
崎
時
左
衛
門
殿。
小
平
甚
左
衛
門
殿。
今
井
新
右
衛
門
殿
。

出
物
シ
ナ
ト
申
木
ノ
皮
ニ
テ
縄
ラ
ナ
エ
出
ル
日
本
越
前
よ
り
加
賀、
能
登、
越
中、
越
後、
出
羽、
津
軽、
南
部
辺
ノ
船
二
皆
此
縄
ノ
綱
二
用
ル
。
鹿

皮
沢
山、
熊
皮
相
応二
出
ル。
于
鮭ノ
出
所
也。三

百
石
斗
成。

舟
拾二
艘
来
ル。
此
荷
物□
運上
地
頭
面々
相
応
ニ
取、
秋
ハ
鮭
塩
引
積
船
壱
艘
来
ル。
七
百
石
程
荷
積
リ
。
運
上
金三
ケ
年
ニ
二
百
両、
是
ハ
地
頭

方
惣
配
当
。
是
よ
リ
西
海
石
狩
へ
越
ル。
此
所
ノ
奧
皆
蝦
夷
住
家
也。
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ア
ブ
タ

こ
れ
に
よ
れ
ば
タ
ル
マ
イ
場
所
は
松
前
家
直
領、
マコ
マイ
場
所
は
工
藤
八
郎
右
衛
門
の
知
行
地
で、
運
上
金
は三
カ
年
で
七
拾
両
で
あ

(6)
っ
た
。
シコ
ツ
は
大
場
所
と
記
す
が、
そ
れ
ぞ
れ
各
場
所
に
細
分
さ
れ
て
い
た
こ
と
は、
享
保
十二
年
の
記
録
に
よ
っ
て
も
明ら
か
で
あ

り、
九
人
の
給
人
が
一
括
し
て
商
人
に
請
負
わ
せ
て
い
る。
荷
物
(産
物)
は
夏
と
秋
と
の
二
度
や
っ
て
来
る
商
舟
と
交
易
し
、
運
上
金

は三
か
年
で
二
〇
〇
両
に
の
ぼ
り
、
給
人
た
ち
に
配
当
さ
れ
た
。
さ
ら
に
同
書
に
よ
っ
て
胆
振、日

高
地
方
に
お
け
る
請
負
状
況
を
み
れ
ば

運
上
金
年
不々
同

サ
ル

小
林
治
部
右
衛
門

直
接
交
易

シ
コ
ツ

マ
コ
マイ

ホ
ロ
ベ
ツ

シ
ラ
オ
イ

タ
ル
マ
イ

エ
ト
モ

ウ
ス

新
井
田
五
郎
左
衛
門

町
奉
行

三
ヶ
年
四
拾
両

三
ヶ
年
百
五
拾
両

一ヶ
年
三
拾
両

一
ヶ
年
五
拾
両

三
ケ
年
七
拾
両

三
ヶ
年
七
拾
両

三
ヶ
年
二
百
両

ア
ブ
ラ
コ
マ

浦
川

三
ツ
石

シ
ビ
チ
ャ
リ

ニ
イ
カ
ップ

御
用人

太
田
六
郎
兵
衛

一

工
藤
八
良
右
衛
門

運
上
金
年
不々
同

三
ヶ
年
四
拾
両

四
拾
両

運
上
金
年
不々
同

す
な
わ
ち
サ
ル
(沙
流)
場
所
を
除
い
て、
す
べ
て
商
人
の
請
負
と
な
っ
て
い
る
。
各
場
所
の
請
負
期
限
も
ま
ち
ま
ち
で、
請
負
金
額
も

年
に
よ
っ
て
一
定
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
場
所
請
負
制
の
初
期
で
は、
請
負
人
(商
人)
は
商
場
知
行
制
に
お
け
る
給

人
と
何
ら
変
わ
る
こ
と
な
く
ア
イ
ヌ
と
の
交
易
に
よ
っ
て
利
潤
を
得
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
し
た
が
って
請
負
人
は
自
己
の
計
算

に
お
い
て
交
易
品
を
見
積
り、
請
負
場
所
に
運
上
家
(交
易
所)
を
設
け、
支
配
人
、
通
辞、
帳
役、
番
人
な
ど
の
雇
人
を
送
っ
て
、
ア

イ
ヌ
の
欲
す
る
品
物
と
彼
等
が
狩
漁
に
よ
っ
て
得
た
生
産
物
や、
付
近
の
異
民
族
と
交
易
し
て
得
た
品
物
と
交
換
し
、
こ
れ
を
本
州
市
場

に
売
り
さ
ば
いて
利
益
を
得
た
の
で
あ
る
。こ
の
状
況
を
元
文
四
年
(一七

三
九
)
の
『北
海
隨
筆
』
は、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「南
部、
津
軽、
出
羽、
近
江
の
商
人
は
近
蝦
夷
の
其
村
を々
請
合
、
松
前
に
て
運
上
を
納
め
て
蝦
夷
を
支
配
し
て
漁
猟
を
な
さ
し
め、
其
得
物
を
他
国
え

第
四
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(九
人)

工
藤
八
郎
右
衛
門

直
領

細
界
左
源
次

松
井
茂
左
衛
門

松
前
内
紀

酒
井
逸
学

新
井
田
主
叶

辻
庄
右
衛
門

松
浦
庄
左
衛
門

’北
川
岡
左
衛
門

御
家
老

蛎
崎
内
蔵

運
上
金
年
不々
同
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廻
し
て
業
と
す
。
遠
蝦
夷
は
其
得
物
を
商
人
と
相
対
し
て
直
に
交
易
す
る
な
り
。
是
又
商
人
は
松
前
に
て
運上
を
納
て
其
請
場
所
へ
入
込
事
な
り
。
此
運
上

金
則
武
家
の
知
行
収
納
物
な
り。
夫
ゆ
へ
知
行
取
は
多
く
あ
れ
ど
も
石
積
の
知
行
は
な
し
。」

ま
た
同
書
に
よ
れ
ば
、
蝦
夷
と
の
交
易
に
よ
る
産
物
に
つ
し
て

蝦
夷
産
物

尿
石
焼
、
か
い
鯨
、
絞
油
、
椎
茸

馬
、
寄
真
羽
、
ゆす
を

八
熊
、
鶴
、
鯡
、
熊
皮
、
熊
胆
、
昆
布
、
あ
ふ
り
こ
、
鮭
汗
鮭
、
塩
引
、

皮
、
鯨
棒
く
じ
ら

一、
猟
虎
皮
一、
膃
肭
臍

おっ
とせ

い
一、
蝦
夷
錦
一、
あ
ざ
ら
し
皮

一、
虫
巣

此
三
品
は
西
海
ソ
ウ
ヤ
の
交
易
な
り
。
此
外
珍
敷
交
易
物
共
あ
れ
ど
も
御
領
主
え
上
り
て
外
へ
不レ出。

外
へ
出
す
事
は
法
度
な
り。

一、
我
邦
よ
り
蝦
夷
え
渡
す
物

大
略
右
の
類
な
り
。

米
以
升
を
、

「一
俵
と
定

酒
、
斗
を
、

=
一
樽
と
定

と
記
し
て
い
る
。
ま
た
胆
振、
日
高
地
方
の
産
物
を
、『蝦

夷
商
賈
聞
書
』
に
よ
っ
て
み
れ
ば

干
鮭、
昆
布、
鯡
数
子
、
干
カ
スべ
、
カバ

(木
ノ
皮
)、イ

タ
ラ
貝
ノ
カ
ラ

ウ
ス

鯡
数
子、
昆
布、
干
鱈、
オ
ッ
ト
セ
イ
、
イ
タ
ラ
貝
ノ
カ
ラ
、
鮭
、
フ
ノ
リ

煎
海
鼠、
鯡
数
子、
昆
布、
塩
鱒、
イ
タ
ラ
カ
イ
ノ
カ
ラ
、
鮫
油、
フノ
リ

ホ
ロベ
ツ
塩
鱒、
生
鮭

シ
ラ
オイ

塩
鱒、
生
鮭

タ
ル
マイ

生
鮭、
塩
引

鮭
塩
引

シ
ナ
縄、
鹿
皮、
熊
皮、
干
鮭、
鮭
塩
引

412

マ
コ
マイ

シ
コ
ツ

ひら
き
い筋子

串
貝、
煎
海
鼠、
干
鱈、
鹿
皮、
ね
っ
ふ
皮、
と、
の

糀、
塩
、
鍋、
糸、
出
刃
、
針、
煙
草、
古
手、
染
木
綿、
き
せ
る

ア
ブ
タ

エ
ト
モ



干
鮭、
シ
ナ
縄、
鹿
皮、
熊
皮、
鮫
油

サ
ル

ニイ
カップ

品
縄、
カバ
の
木
皮、
兎
皮、
鹿
皮、
狐
皮

シ
ビ
チ
ャリ

鹿
皮、
品
縄、
干
鮭
、
鮫
油

三
ツ石

鹿
皮、
熊
皮、
魚
油、
品
縄

熊
皮、
鹿
皮、
狐
皮、
品
縄、
鮫
油、
鯨
油

浦
川

アブ
ラ
コ
マ
鮫
油、
アブ
ラ
メ
(魚)、

品
縄

と
あ
っ
て
、
産
物
は
『北
海
隨
筆
』
の
記
載
の
も
の
と
ほ
ぼ
同
種
類
で
、
ア
イ
ヌ
が
漁
狩
猟
に
よ
っ
て
生
産
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
一
八
世
紀
の
初
め
ご
ろ
発
生
し
た
場
所
請
負
制
は
、
そ
の
後
次
第
に
蝦
夷
地
全
島
に
お
よ
び
、
一八
世
半
ば
に
は
ほ
ぼ

一
般
化
し
た
ら
し
い。
蝦
夷
地
の
場
所
数
は
天
明
六
年
(一
七
八
六
)
に
は
東
蝦
夷
地
で
三
八
場
所、
西
蝦
夷
地
で
四
〇
場
所、
合
計
七

八
場
所
を
か
ぞ
え
、
運
上
金
高
は
東
蝦
夷
地
で
一、
五
七
八
両、
西
蝦
夷
地
で三
、
九三
二
両
の
合
計
五、
五
一〇
両
に
達
し
た
と
い
う
。

(2)

ま
た
天
明
六
年
の
『蝦
夷
草
紙
別
録』
に
よ
れ
ば、
場
所
運
上
金
に
よ
る
家
臣
給
地
収
納
は三
、
七
〇
六
両
、
領
主
納
戸
収
納
高
は
一、

六
六
二
両
と
記
さ
れ
て
い
る
。

注
(1)

海
保
嶺
夫
『北
海
道
に
お
け
る
封
建
制
の
諸
段
階』

北
海
道
の
文
化
17
昭
和
四
十
四
年
九
月

(2)
高
倉
新
一
郎
『ア
イ
ヌ
政
策
史
』
昭
和
十
八
年
七
月

(3)
白
山
友
正
『松
前
蝦
夷
地
場
所
請
負
制
度
の
研
究
』
昭
和
四
十
六
年
四
月

(4)
注
(1)に

同
じ

市
立
函
館
図
書
館
蔵
本
に
よ
る
。

(5)
享
保
十
二
年
『松
前
西
東
在
郷
並
蝦
夷
地
所
附』

(6)

(7)
注
(3)

に
同
じ

第
四
編
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三
場
所
請
負
制
の
発
展

場
所
請
負
制
の
成
立
は、
蝦
夷
地
に
お
け
る
産
業
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こと
に
な
っ
た
。
従
来
ま
で
松
前
藩
の
重
要
な
収
入
源
で

あ
っ
た
砂
金、
鷹
、
木
材
の
資
源
の
枯
渇
に
代
わ
っ
て、
生
産
の
中
心
は
漁
業
に
移
っ
て
い
っ
た
。
こ
れ
は

「元
禄
時
代
ご
ろ
か
ら
の
日
本
本
土
に
お
け
る
商
業
の
隆
盛
、
そ
れ
に
伴
う
北
国
航
路
の
発
達
が
松
前
を
そ
の
商
圏
に
ま
き
こ
ん
で…
(
略)…

中
で
も
関
西

かわ
に
お
け
る
米
・
棉
作
な
ど
に
魚
肥
が
大
量
に
使
用
さ
れ
は
じ
め
た
こ
と
、
清
国
輸
出
用
と
し
て
の
海
産
物
(長
崎
俵
物‒‒煎

海
鼠
・
白
干
鮑
・
昆
布)
の
需

要
の
増
大
な
ど
(略
)…
」

(奥
山
亮
『ア
イ
ヌ
衰
亡
史』
昭
和
四
十
一
年
八
月)

に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
場
所
請
負
人
は
自
己
の
利
益
を
増
加
す
る
た
め、
生
産
物
の
販
路
を
広
げ
る
と
と
も
に、
新
し
い

場
所
=
漁
場
の
開
拓
に
努
力
し
た
。
奥
地
の
開
拓
は
寛
文
蝦
夷
乱
の
こ
ろ
す
で
に
宗
谷
場
所
が
開
か
れ
て
い
た
が、
元
禄
十
四
年
(一
七

〇
一)

に
キ
リ
タ
ッ
プ
(後の
根室
場
所)、
宝
暦
四
年
(一
七
五
四)
に
は
ク
ナ
シ
リ
に
場
所
が
開
か
れ、
さ
ら
に
寛
政二
年(一

七
九〇
)

に
は、
樺
太
場
所
が
開
設
さ
れ
た
。

ま
た
請
負
制
の
成
立
に
よ
っ
て
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
生
産
技
術
の
進
歩
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
今
ま
で
原
始
的
な
ア
イ

ヌ
の
漁
法
に
か
わ
っ
て、
本
州
か
ら
刺
網、
引
網、
建
網
に
よ
る
漁
獲
法
が
伝
わ
り、
さ
ら
に
漁
船
の
改
良
や
海
産
物
の
製
造
方
法
に
改

良
を
加
え
る
、
と
いっ
た
こ
と
が
次
第
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
。
た
と
え
ば
鮭
の
加
工
は
今
ま
で
ア
イ
ヌ
は
腸
を
取
り
去
っ
て
乾
燥
し
、
こ

れ
を
炉
の
上
に
つ
る
し
て
燻
製
に
し
た
干
鮭
が
主
で
あ
っ
た
が、
塩
を
場
所
に
送
っ
て
塩
蔵
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
塩
引
や
荒
巻
が

から
さけ

現
れ
る
よ
う
に
な
り、
練
、
鱒
も
食
料
ば
か
り
で
な
く
、
油
を
絞
り
そ
の
粕
を
肥
料
と
し
て
関
西
市
場
へ送
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す

な
わ
ち

-
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「享
保
以
後、
鱒
、
練
、
鱈
そ
の
他
雑
魚
を
煮
て
締
木
に
か
け
て
搾
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
粕
は
干
し
て
肥
料
と
し
て
売
り
出
さ
れ
る
こ
と
に
な

か
っ
た
。
魚
粕
肥
料
は
本
州
の
干
鰯
に
か
わ
っ
て
身
欠
練
の
屑
な
ど
が
そ
れ
に
あ
て
ら
れ
て
い
た
が、
近
畿
地
方
の
棉
・
藍
等
の
商品
作
物
の
肥
料
と
し
て
歓

迎
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
大
量
に
短
時
間
で
処
理
す
る
こ
と
が
出
来、
貯
え
て
お
い
て
適
宜
に
積
出
す
こ
と
が
出
来
た
の
で、
干
物
と
し
て
よ
り
は
粕
に

製
造
す
る
も
の
が
多
く
な
り
、
漁
獲
物
の
種
類
の
増
加
と
共
に、
漁
場
の
範
囲
を
拡
げ
て
行
っ
た
。
鱒
な
ど
は
干
魚
や
塩
切
に
し
て
は
引
合
わ
ず
、
粕
に
し

て
始
め
て
遠
い
地
方
ま
で
漁
場
を
拡
大
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
っ
た
。」

(高
倉
新
一
郎
『蝦
夷
地』
昭
和三
十
四
年三
月
)

こ
の
よ
う
に
場
所
請
負
人
は
関
西
市
場
の
需
要
に
こ
た
え
、
利
潤
を
高
め
る
た
め
に
ア
イ
ヌ
に
新
し
い
漁
法
や
漁
獲
物
の
生
産
加
工
を
教

え
る
と
と
も
に
、
場
所
請
負
人
自
ら
が
場
所
の
経
営
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
大
規
模
な
資
本
を
投
下
し
て、
用
具
の
製
造

や
漁
船
の
建
造
な
ど
を
し
て
漁
場
を
開
き
、
アイ
ヌ
を
使
役
し
て
大
量
に
漁
獲
を
す
る
よ
う
に
な
り
、請
負
人
は
生
産
面
に
も
進
出
し
た
。

なま
寛
政
四
年
(一
七
九二
)の
『夷
諺
俗
話』の
「海
鼠
引
」
の
項
に

「海
鼠
引
漁
事
を
引
当
に
飯
糧
又
は
米
・
麹
・
酒
・
た
ば
こ
・
煎
海
鼠
引
道
具
等
入
用
の
品
を
前
借
し
て
漁
業
に
従
事
す
る
の
で
あ
る
。
引
い
た
海
鼠
を
舟

に
積
ん
だ
ま
ま
運
上
屋
の
浜
へ
漕
いで
来
る
と
、運
上
屋
の
係
員
が
調
に
出
て
数
を
改
め、
帳
面
に
つ
け
て
おく
。
是
は
煎
海
鼠
に
し
て
受
取
る
ま
で
に
抜

荷
の
あ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
で
あ
る
。
調
を
受
け
る
と
蝦
夷
達
は
そ
れ
を
各
我
家
に
持
帰
り
、
鍋
で
煮、串

に
し
て
炉
の
上
又
は
日
に
あ
て
乾
し
て
上
げ
、
運

上
屋
へ
来
て
交
易
す
る
の
で
あ
る
。
運
上
屋
で
は
め
のこ
(女
蝦
夷)を

集
め
て
長
夷
の
監
督
の
下
に
そ
の
海
鼠
の
串
を
抜
か
せ、
俵
装
し
て
積
出
す
の
で
あ

る。
荷
役
等
に
は
矢
張
り
蝦
夷
人
を
使
用
し
た
。」

(『夷
諺
俗
語』
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
第
四
巻
所
収
昭
和
四
十
四
年)

と
い
う
ぐ
あ
い
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
交
易
よ
り
一
歩
踏
み
出
し
た
前
貸
制
に
よ
っ
て、ア
イ
ヌ
を
労
働
さ
せ
た
形
と
な
っ
て
お
り
、

実
質
的
に
は
請
負
人
に
従
属
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
場
所
に
お
け
る
生
産
が
大
網
を
使
っ
て
大
規
模
な
生
産
と
な

る
鮭
・
鱒
な
ら
び
に
練
漁
に
な
る
と
、
請
負
人
は
純
然
た
る
漁
業
家
と
な
っ
て
生
産
を
指
揮
し
、
ア
イ
ヌ
は
そ
こ
に
雇
わ
れ
て
働
く
漁
業

第
四
編
幕
藩
時
代
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苫
小
牧
市
史
上
巻

(1)

労
働
者
と
な
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
彼
等
の
政
治
的
地
位も
し
だ
い
に
低
下
し、
か
っ
て
の
自
由
交
易
に
お
け
る
生
産
の
自
主
性
を

失
って
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
天
明
の
末
よ
り
寛
政ご
ろ
(一
七
八
一ー
一
八
〇
〇
)
に
か
けて
一
般
化し
た
と
い

わ
れ
て
いる
。

以
上
の
よ
う
な
蝦
夷
地
に
お
け
る
場
所
請
負
制
に
お
け
る
生
産
様
式
の
変
化
に
対
し
て、
こ
の
地
方
はど
の
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
ろ

う
か
。
す
で
に
述べ
た
よ
う
に
場
所
請
負
制
の
成
立
期
に
は、「し

こ
つ
」
と
呼
ば
れ
た
大
場
所
で、
そ
の
範
囲
も
鵡
川
から
苫
小
牧、
そ

し
て
千
歳
周
辺
を
含
む
広
大
な
地
域
で、
石
狩
川
筋
の
い
わ
ゆ
る
石
狩
一
三場
所
と
な
ら
ん
で
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し

た
が
っ
て
こ
の
地
域
に
お
け
る
場
所
の
数
も
多
く、

一般
に
「し
こ
つ
一六
場
所
」
と
称
せら
れ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
数
は
初
め

か
ら
定
ま
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
現
在
のと
こ
ろ
最
も
古
い
記
録
と
み
ら
れ
る
『松
前
国
中
記
』(年
代
不
明)
に
よ
れ
ば
、「し

こ
つ
一
六
場
所
」
を
、つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

シ
コ
ツ
拾六
箇
所

因
藤
官
司
殿
知
行
所

工
藤
平
右
衛
門
殿
知
行
所

蛎
崎
四
郎
左
衛
門
殿
知
行
所

ホ
タ
ナ
イ

ア
ツ
マ

厚
谷
伴
蔵
殿
知
行
所

厚
谷
新下
殿
知
行
所

工
藤
清
右
衛
門
殿
知
行
所

小
平
甚
左
衛門
殿
知
行
所

御
場
所
大
久
保
宗
次
郎
上
り
地

ラ
サ
ツ

「
ロ
ウ
サ
ン

上
ア
ツ
マ

デ
シ
ツ
コ

ア
ツ
イ
シ

加
藤
兵
八
殿
知
行
所

マ
コ
マイ

タ
ル
マイ

産
物
干
鱈
、
鹿
ノ
皮、
品
縄、
秋
味
有

産
物
干
鱈、
品
縄、
鹿
ノ
皮、
秋
味
有

産
物
右
同
断

産
物
右
同
断

産
物
右
同
断

産
物
干
鱈、
品
縄、
鹿
ノ
皮、
秋
味
有

産
物
右
同
断

産
物
右
同
断

産
物
右
同
断
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下
マ
、
チ

産
物
右
同
断

産
物
干
鱈、
品
縄、
鹿ノ
皮、
秋
味
有

上
マ
、
チ

ム
イ
シ
ャリ

井
ジ
ャリ

産
物
右
同
断

チ
イ
カ
牛

産
物
右
同
断

産
物
干
鱈、
品
縄、
鹿
ノ
皮、
秋
味
有

産
物、
右
同
断

産
物
干
鱈、
鹿
ノ
皮
、
品
縄、
昆
布、
秋
味
有

こ
れ
に
よ
れ
ば
場
所
名
は
全
部
で
一
七
カ
所
に
上
っ
てい
る
。
冒
頭
に
「シ
コ
ツ
一
六
箇
所」
と
記
し
た
の
は
、
この
う
ち
御
場
所
(松

前
藩
直
領
地)
の
ロ
ウ
サ
ン
場
所
を
除
い
た
も
の
で
あ
る
。
同
書
に
は
さ
ら
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
あ
る
。

「以
上
地
頭
所
十
六
ケ
所、
ロ
ウ
サン
共
に
十
七
ヶ
所
惣
而
上
蝦
夷
地、下

蝦
夷
地
共
に
秋
味
の
運
上
金
一
統、
公
儀
持
分
之
所、此シ

コ
ツ
十
六
ケ
所
の
内

秋
味
場
所
杯
も
あ
り
。
然
共
十
六
ケ
所
地
頭
一
統
に
従
公
儀
近
き
頃
秋
味

五
両、
七
両
と
地
頭
へ
納
る
な
り
。」

十
六
ケ
所
の
地
頭
へ配
分
な
し
被
下
候
。
今
は
多
分
秋
味
名
代
今
場
所
に
寄

す
な
わ
ち

「地
頭
所
十
六
ケ
所、
ロ
ウ
サ
ン
共
に
十
七
ヶ
所」

と
あ
る
よ
う
に
総
計
一
七
カ
所
に
お
よ
ぶ
場
所
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
場
所
請
負
制
発
生
当
時
の
『蝦
夷
商
賈
聞
書
』
の
場
所

名
と
対
照
し
て
み
れ
ば
、
次
表
の
よ
う
に
な
る
。

第
四
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木
村
又
八
郎
殿
知
行
所

松
前
鉄
五
郎
殿
知
行
所

佐
藤
専
右
衛
門
殿
知
行
所

今
井
善
兵
衛
殿
知行
所

岡
口
彦
兵
衛
殿
知
行
所

牧
田
源
八
郎
殿
知
行
所

マ
ス

麓
運
治
殿
知
行
所

左
藤
東
馬
殿
知
行
所

下
ム
カ
ワ

上
ム
カ
ワ

産
物
右
同
断



苫
小
牧
市
史
上
巻

場
所
対
照
表
(そ
の
1)

下
ム
カ
ワ

力
上
ム
カ
ワ

イ
ジ
ャ
リ

上
マ
、
チ

上
ア
ツ
マ

ロ
ウ
サ
ン

大
久
保
治
太
夫

ラ
サ

ツ

ホ
タ
ナ
イ

マ
コ
マ
イ

タ
ル
マ
イ

場
所
名

目
谷
又
左
衛
門

佐 麓 今

藤
東
馬

小
兵
衛

、
井
善
兵
衛

松
前
平
次
右
衛
門

加
藤
四
五
郎

元
大
久
保
宗
次
郎

直
領

小
平

甚
左
衛
門

蛎
崎
四
郎
左
衛
門

因
藤
官

司

「松
前
国
中
記
」

左 麓

藤

東 運

馬 治

こ
れ
に
よ
っ
て
み
る
と
、
目
谷
又
左
衛
門
の
場
合
を
除
い
て、

タ
ル
マ
イ
場
所
が
因
藤
官
司
の
知
行
地
と
な
り
、
大
久
保
宗
次

郎
の
ロ
ウ
サ
ン
場
所
が
直
領
と
な
っ
た
ほ
か
は、
ほ
ぼ
知
行
主

の交
代
が
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
この
時
代
に
お
け
る
家
臣

一ま
こと

一た
タ
さ
い
シ
ヤ
タ
工

�
�
�

�

ー
シ
ーち

ゃ
べり

ベ
ン
ベ

エ
ウ
エ
ア
洗
界
ゆ
て

工
藤
八
郎
右
衛
門

工
藤
平
右
衛
門

直
領

「蝦
夷
商
賈
聞
書」

今
井
新
右
衛
門

松
前
鉄
五
郎

加
藤
兵
八

小
平
甚
左
衛
門

蛎
崎
時
左
衛
門

東西蝦夷地場所附 (安永9年)〔岐阜県下呂町郷土資料館〕
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場
所
対
照
表
(そ
の
2)

17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 19 8

7 246 1

番号下
ム
カ
ワ

上
ム
カ
ワ

マ チ
イ
カ
イ

ム
イ
シ
ャリ

上
マ
、
チ

下
マ
、
チ

上
ア
ツ
マ

ロ
ウ
サ
ン

ラ
サ

ツ

ア
ツ
イ
シ

ラ
シ

ツ
コ

ア
ツ

マ

ホ
タ
ナ
イ

マ
コ
マ
イ

タ
ル
マ
イ

場
所
名

ワ ワ ス イ リ

左左 麓 牧 岡 今

藤

東
馬

運
治
麓

花
六
郎

佐 麓藤
東
馬

牧
田
忠
兵
衛

岡
口・
彦
兵
衛

岡
口
彦
兵
衛

イ
ジ
ャ
リ

今
井
善
兵
衛

今
井
新
右
衛
門

今
佐
藤
専
右
衛
門

松
前
鉄
五
郎

加
藤
兵
八

木
村
又
八

工
藤
清
右
衛
門

小
平
甚
左
衛
門

御
上
御
領

小
平
甚
左
衛
門

元
大
久
保
宗
次
郎

加
藤
九
郎
左
衛
門

元
文
三
年
引
上
ケ
直
領
ト
ナ
ル

木
村
又
右
衛
門

松
前
鉄
五
郎

佐
藤
周
左
衛
門

御
場
所

厚
谷
伴
蔵

厚
谷
新
下

蛎
崎
四
郎
左
衛
門

工
藤
平
右
衛
門

因
藤
官

司

「松
前
国
中
記
」

(年
代
不
明)

厚
谷

伴
蔵

厚
谷谷

新
下

工
藤
清
右
衛
門

工
藤
清
右
衛
門

小
平
甚
左
衛
門

請
負
人
阿
部
屋
傳
兵
衛

加
藤
九
郎
左
衛
門

木
村
亦
八
郎

松
前
鉄
五
郎

佐
藤
定
郎
右
衛
門

兵
衛

み
れ
ば
、
上
記
の
表
の
よ
う
に
な
る
。

・
厚
谷
伴

蔵

厚
谷
新
下

因
藤
豊
太
郎

工
藤
平
右
衛
門

蛎
崎
四
郎
左
衛
門

佐
藤
東
馬

麓
請
負
人
泊
川
ノ
喜
太
郎

運
治

牧
田
忠
兵
衛

(
脱
落)

井

「東
西
蝦
夷
地
場
所
附
」

(安
永
九
年
)

の
給
地(場

所)は、
代
家々
臣
の
世
襲
制
と

な
っ
て
い
た
の
が
普
通
で
あ
っ
た
か
ら
、
記

録
上
の
誤
記
や
脱
落
な
ど
も
考
慮
し
て
、
元

文
二
、
三年
ご
ろ
こ
の
地
方
に
成
立
し
て
い

た
場
所
数
は、
最
も
少
な
く
み
て
一
一
場
所

あ
っ
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
そ
の
後、
請
負

制
が
一
般
化
す
る
に
つ
れ
て
新
た
に
場
所
が

開
設
さ
れ、
こ
れ
に六
場
所
が
加
わ
っ
て
合

計
一
七
場
所
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ、
そ

の
時
期
は
お
よ
そ
十
八
世
紀
の
半
ば
以
後
で

あ
ろ
う
。こ
の
場
所
に
つ
い
て
の
異
同
を
『
松

前
国
道
中
記
』(年
代不
明)
と
、『東
西
蝦
夷
地

(
2
)

場
所
附
』(安
永
九
年)
と
に
よ
っ
て
対
照
し
て

す
な
わ
ち
『東
西
蝦
夷
地
場
所
附』
に
お
け

る
チ
イ
カ
イ
場
所
の
知
行
主
が
欠
け
て
い
る

ほ
か
は
、
お
よ
そ
各
場
所
の
知
行
主
が
一
致

し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
上
ア
ツ

第
四
編
幕
藩
時
代

「松
前
国
道
中
記
」

(年
代
不
明)

蛎
崎
四
郎
左
衛
門

工
藤
平
右
衛
門

因
藤
豊
太
郎

田
源
八
郎

大
久
保
宗
次
郎
上
り
地
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苫
小
牧
市
史
上
巻

マ
場
所
は
『
松
前
国
道
中
記』
に、
知
行
主
は
加
藤
九
郎
左
衛
門
と
記
さ
れ、さ
ら
に
「元
文三
年
引
上
ケ
直
領
ト
ナ
ル」と

注
記
さ
れ
て
お

(3)
り
、『福
山
秘
府
年
暦
部
巻
之
六
』
に
よ
れ
ば
「三
戊
午
(元
文三
年)
是
歳、
加
藤
九
郎
右
衛門
、
因
二不
行
状
」、
而
奪
其
領
」、
�
索

廃
二
除
其
家
」。」と

あ
っ
て、
同
場
所
は元
文三
年
に
直
領
と
な
っ
た
。
以
上
の
よ
う
に、
こ
の
地
方
に
存
在
し
た
場
所
は、
タ
ル
マイ、

・マ
コ
マ
イ
、
ホ
タ
ナ
イ
、
ア
ツ
マ
、
オ
セ
ッ
コ
(ラシ

ッ
コ)、ア

ツ
イ
シ
、
オ
サ
ツ
、
ロ
ウ
サン
、
上
ア
ツ
マ
、
下
マ
、
チ、
上
マ、
チ、
モ

イ
チ
ャ
リ
、
イ
チ
ャ
リ
、
チ
イ
カ
イ、
マス、

上
ム
カ
ワ、
下
ム
カ
ワ
の
計
一
七
場
所
で
あ
った
。
し
か
して
、
こ
れ
ら
の
場
所
の
現
在

地
点
に
つ
いて
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が、
つ
ぎ
の
よ
う
に
推
定
さ
れ
る
。

1
タ
ル
マ
イ
場
所

樽
前
川
の
ほ
と
り
(苫
小
牧
市、
樽
前)
に
あ
た
る
。『
津
軽
一
統
志
』に
も、
こ
こ
に
商
場
が
あ
っ
た
こ
と
から
み
て
も、
樽
前
川
の
鮭
が

そ
の
主
要
な
生
産
物
で
あ
っ
た
。

2
マ
コ
マ
イ
場
所

マ
コ
マ
イ
川
(苫
小
牧
川)
の
川
口
付
近
を
、
江
戸
末
期
に
マコ
マ
イ
と
称
し
、
後
に
真
小
牧
を
記
し
た
。
現
在
こ
こ
は
苫
小
牧
港
の
港

口
と
な
っ
て
い
る
が、
か
って
は
マ
コ
マイ
川
の
河
口
で
漁
業
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
天
明
六
年
(一
七
八
六)
の
記
録
に
は
こ
の
場
所

名
は
姿
を
消
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
こ
ろ
廃
絶
さ
れ
も
の
で
あ
ろ
う
。

3
ホ
タ
ナ
イ
場
所

旧
記
に
は
ホ
タン
ナ
イ
、
ラ
タ
ナ
イ
あ
る
い
は
オ
タ
ン
ナ
イ
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
ア
イ
ヌ
語
の
オ
タ
・
ア
ン
・
ナ
イ
〈砂
・
あ

る
・
川
〉
ま
た
は
オ
タ
・
ナ
イ
〈
砂
・
川
>
が
転
訛
し
て
ホ
タ
ナ
イ
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
『松
前
隨
商
録
』
に
は
「ラ
タ
ハ

マ」
と
記
し
て
い
る
が、
こ
れ
は
オ
タ
・
ハ
マ
へ砂
・
浜
〉
の
意
で
あ
る
。
さ
ら
に
「松
前
西
東
在
郷
並
蝦
夷
地
所
附』
に
「沼
が
し
ら

蛎
崎
四
郎
左
衛
門
」
と
あ
る
が、
蛎
崎
氏
は
こ
の
あ
と
ホ
タ
ナ
イ
の
知
行
主
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
場
所
を
世
襲
し
て
い
る
こと
は
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苫
小
牧
市
史
上
巻

明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
沼
が
し
ら
」と
「ホ
タ
ナ
イ
」
は
同
一
場
所
名
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に、
ホ
タ
ナ
イ

場
所
は
古
く
は
沼
が
し
ら
、
ホ
タ
ン
ナ
イ
、
ヨ
タ
ハ
マ
な
ど
と
呼
称
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
沼
が
し
ら
に
つ
い
て
は
『元
禄

(4)
御
国
絵
図
』『三
国
通
覧
付
図
』
あ
る
い
は
『
松
前
国
松
前
全
島
の
古
図』
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
な
ご
と
く
、
湖
の
北
岸
あ
た
り
に
あ
た
っ

て
い
る
。『松

前
東
西
小
名
控』
に
も
、「ぬ
ま
が
し
ら
、
此
所
ニ
沼
ア
リ、
弐
拾
町
四
方
也。」と

記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
ウ
ト
ナ

イ
湖
の
北
岸
か
そ
の
周
辺
に
あ
っ
た
場
所
ら
し
い
。

4
ア
ツ
マ
場
所

厚
真
川
流
域
に
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が、
そ
のう
ち
ど
こ
ま
で
を
場
所
と
し
て
区
画
し
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。『
松
前
東
西

小
名
控』
に
よ
れ
ば
「
中
阿
づ
ま
此
間ニ
ウ
カ
ウ
ト
云
ア
リ
、
出
産
物
干
鮭、
榀
、
塩
引
。」と
記
さ
れ
て
お
り、
ま
た
寛
政三
年
(一

七
九
一)
の『東

蝦
夷
地
道
中
記』に

よ
れ
ば
「ア
ツマ
場
所

一名
ツ
ケ
ッへ
と
唱
ふ
。
厚
谷
伴
蔵
給
所云

。々」と
記
さ
れ
て
い
る
。
ツ

ケ
ッ
へ
は
厚
真
川
右
岸
の
支
流
に
あ
る
チ
ケ
ッ
ペ
と
いう
地
名
に
よ
る
も
の
で、
こ
の
西
側
の
台
地
に
は
か
っ
て
の
チ
ケ
ッ
ペ
コ
タン
が

あ
っ
た。
し
た
が
っ
て
ア
ツ
マ
場
所
と
称
し
た
の
は、
現
在
の
厚
真
町
市
街
の
あ
る
地
域
で、
厚
真
川
の
中
流
に
あ
た
っ
て
い
る。
た
だ

し
中
流
よ
り
下
の
地
域、
す
な
わ
ち
浜
あ
づ
ま
を
含
め
た
かど
う
か
は
現
在
の
と
こ
ろ
明
ら
か
で
は
な
い。

5
オ
セ
ッ
コ
場
所

旧
記
に
ラ
ス
ッコ
、
リ
ソ
ッ
ホ
、
ラソ
ッ
コ
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
が、

こ
れ
は
ア
イ
ヌ
語
オ
セ
ッコ
ツ
〈川
尻
の
・
鳥
巢
・
谷
〉
の

意
で
あ
ろ
う
。
こ
の
地
名
は
千
歳
川
上
流
の
右
岸
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
千
歳
孵
化
場
の
対
岸
に
あ
る
沢
の
名
で
、『東
蝦
夷
地
道
中
記
』
に

「ラ
セ
ッ
コ
場
所
厚
谷
新下
給
所
云
」々
と
あ
り、
寛
政
九
年
(一
七
九
六
)
の
『松
前
東
地
利』
に

「ウ
ク
ル
メ
ン
川
ロ
よ
り
一
里
余
登
り、
左
ノ
方
ニ
枝
川
アリ
、
ラ
セ
ッ
コ
ト云
。

オ
セ
ッ
コ
川
幅三
、
四
間、
此
所
ヨ
リ
半
里
程
登
り、
右
手
ニ
枝
川
有
リ
、
ユ
ウ
ナ
エ
ト
云
。」
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と
記
し
て
い
る
。
場
所
と
し
て
は
あ
ま
り
広
範
囲
な
も
の
で
な
か
っ
た
よ
う
だ
が、
千
歳
川
の
鮭
漁
の
豊
富
な
場
所
だ
っ
た
ら
し
い
。

6
アツ
イ
シ
場
所

こ
の
場
所
名
も
「厚
伊志
」、
「阿
つ
石
」、
「あ
つ
石
」、
「
あ
つし
」、あ

る
い
は
「あ
つ
う
し
」な
ど
と
旧
記
に
見
え
る
。『松

前
嶋
郷
帖
』

に
も
現
れ
た
よ
う
に
古
い
地
名
で
あ
る
が、
江
戸
末
期
に
な
る
と
忘
れ
ら
れ
た
よ
う
に
文
献
か
ら
姿
を
消
し
て
し
ま
う
。
原
名
は
ア
ツ
ウ

シ
で
、
語
原
は
ア
ツ・
ウシ
・
イ
へお
ひ
ょう
だ
も
の
皮・
群
生
す
る
・
と
こ
ろ〉
に
由
来
す
る
も
の
で、
あ
つ
石
な
ど
は
こ
れ
の
転
訛

で
あ
ろ
う
。『東
蝦
夷
地
道
中
記
』
に

「ア
ツ
イ
シ
場
所
工
藤
清
左
衛門
給
所、
乙
名
フ
ム
ラ
ン
ケ、
小
使
マン
コ
、
人
数二
十
人
許。
請
負
人
阿
部
屋
伝
吉、
支
配
人
富
蔵、
運
上
金
不
相
知、

産
物
不
相
知。」

と
記
す
よ
う
に
、
小
規
模
の
ア
イ
ヌ
コ
タン
を
基
礎
と
し
た
場
所
だ
っ
た
ら
し
い
。
こ
の
位
置
に
つ
い
て
は
『松
前
東
西
小
名
控』
に

「阿
つ
石
是
迄
ノ
間
ニ
ア
ヒ
ラ、
ユ
ウ
フ
リ、

マ、
チ
、
チ
イ
カ
イ
、
カ
フ
ト
、
ロ
ウ
サン
ト
云
所
ア
リ
。」

と
記
し
て
い
る
か
ら
、
千
歳
川
流
域
付
近
と
推
定
さ
れ
る
。『松
前
国
松
前
全
島
の
古
図』
に
よ
れ
ば、
ウ
ト
ナ
イ
湖
と
思
わ
れ
る
湖
に
つ

ら
な
っ
て
北
流
す
る
川
の
そ
ば
に
、「あ
つ
石
」
と
画
か
れ
て
お
り
、
こ
の
川
は
明
ら
か
に
現
在
の
千
歳
川
で
あ
る
。
ま
た
松
浦
武
四
郎
の

(4)
『再
航
蝦
夷
日
誌
』
巻
之
七
に
よ
れ
ば、
千
歳
川
付
近
に
つ
いて
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「…
番
屋
、
運
上
屋
と云
。
大
き
な
る
も
の
也
。
蔵
多々
し
。
又
此
処
に
馬
有
る
也。
又
車
を
も
て
ビ
、
迄
運
送
す
る
也。
扱
此
川
源
へ
是
よ
り
上
る
時
は

夷
人
多
く
部
落
す
る
と
聞
り
。
其
場
所
之
名
は
ト
ヘ
ト
マ
リ
、
六
軒。
ア
ツ
イ
シ
、
三軒
。
カ
マ
ケ、
五
軒。
ニ
セ
ト
ク
、
十
六
軒
等
也。
何
れ
も
酋
長
有

て
皆
此
処
へ出
来
る
也。
鮭
漁
の
みし
て
其
余
は
前
に
も云
ご
と
く
比
目
魚、
鱒
の
類
は
皆
我
が
糧
(か
て)
斗
也
か。
又
沼
菱
、
鹿
肉、
干
鮭
等
を
ま
た

四
時の
食
に
当
る
と
聞
り…
。」

す
な
わ
ち
千
歳
の
運
上
屋
よ
り
上
流
に
あ
る
部
落
と
し
て
、
ト
ヘ
ト
マ
リ、
ア
ツ
イ
シ
、
カ
マ
ケ、

ニ
セ
ト
ク
の
コ
タ
ン
を
記
し
て
お
り
、

こ
れ
は
『
夕
張
日
誌
』
の
記
載
と
か
な
り
異
な
る
が、
ト
ヘ
ト
マ
リ
は
ト
ペ
ト
マ
イ
で
中
洲
と
な
っ
て
い
る
地
点、
カ
マ
ケ
は
『夕
張
日

(6)

第
四
編
幕
藩
時
代
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苫
小
牧
市
史
上
巻

千歳市蘭越附近

誌
』
の「カ
マバ

(平
地)、ベ

サ
(左川)

人
家
五
軒。」で

あ
る
が
、

ニ
セ
ト
ク
は
不
明
で
あ
る
。
ア
ツイ
シ
は
『夕
張
日
誌』
に
は
な

い
が、
ト
ペ
ト
マ
イ
と
カ
マ
パ
の
中
間
で、
こ
れ
に
対
応
す
る
地

点
と
し
て
は
『夕
張
日
誌
』の
「ラ
ン
コ
ウシ
(北
岸)に

至
る
。人
家

有
。」し
か
な
い。
した
が
っ
て、
こ
のラ
ン
コ
シ
付
近
に
は
古
い

時
代
に
ア
ツ
イ
シ
と
呼
ば
れ
た
地
名
が
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
名
取
武
光
は、
つぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「ラ
ン
コ
シ
の
コ
タン
は、
古
く
から
現
在
の
位
置
に
あ
っ
た
。
コ
タ

ン
の
中
心
に
ア
チ
ウ
シ
・
チ
ャシ
コ
ット
即
ち
ア
チ
ウシ
の
砦
が
あ
る
。

こ
の
チ
ャシ
は
ラ
ン
コ
シ
の
ア
イ
ヌ
達
の
み
で
な
く
、
千
歳
ア
イ
ヌ
全

体
から
尊
敬
さ
れ
て
お
り、
昔
は
上
役
人
から
お
咎
が
あ
っ
て
呼
び
出

さ
れ
る
時
に
は、
必
ず
こ
の
チ
ャシ
に
参
拝
し
て
か
ら
出
か
け
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
。」

(名
取
武
光
『千
歳
ア
イ
ヌ
の
祖
印』
ア
イ
ヌ
と
考
古
学
昭
和
四
十

九
年
一
月
)

こ
の
よ
う
に
ラ
ン
コ
シ
コ
タ
ン
の
中
心
部
に
ア
チ
ウ
シ
と
称
す
る

地
名
が
あ
っ
た
わ
け
で、
ア
チ
ウ
シ
は
ア
ツ
ウ
シ
と
同
一
と
考
え

ら
れ、
こ
れ
が
転
訛
し
て
ア
ツ
イ
シ
と
書
か
れ
た
こ
と
は
前
述
の

と
お
り
で
あ
る
。
近
世
初
頭
か
ら
文
献
に
登
場
し
た
こ
の
ア
ツ
イ
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幕
藩
時
代

千歳市ママチ付近

シ
と
は
、
つ
ま
り
千
歳
川
の
鮭
漁
の
中
心
地
帯
に
位
置
し
て
い
た

わ
け
で、
場
所
と
し
て
の
歴
史
も
ま
た
古
か
っ
た
こと
に
な
る
。

7
オ
サ
ツ
場
所

(2)

お
さ

千
歳
川
左
岸
支
流
の
長
都
川
流
域
に
位
置
し
て
い
た
場
所
で
あ

る。
長
都
川
は
ア
イ
ヌ
語
オ
・
サ
ツ
・
ナ
イ
〈川
尻
・
乾
く
・
川>

おさ
つ

の
意
で、
この
流
れ
は
か
っ
て
は
長
都
沼
に
注
い
で
い
た
。
この

川
口
よ
り
少
し
上
流
に
オ
サ
ツ
・
コ
タン
が
あ
っ
た
。
文
化
四
年

(一
八〇
七)の

『西
蝦
夷
日
記』
に「ラ

サ
ツ
は
沼
へ
落
る
川
な

り
。
千
年
川
よ
り
小
川
也。
此
川
少
し
上
り
夷
家
あ
り
。…
(中
略)

…
ラ
サ
ツ
に
夷
家
五
、
六
軒
あ
り
。」と
記
し
て
い
る
。

8
ロ
ウ
サン
場
所

旧
記
に
「ろ
さ
ん
」「路

さ
ん
」
な
ど
と
記
し
、
早
く
か
ら
松
前

藩
直
領
と
な
っ
て
い
た
が、
そ
の
詳
し
い
年
代
に
つ
いて
は
明
ら

か
で
は
な
い。
そ
の
位
置
は
現
在
の
千
歳
市
街
の
中
に
あ
っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
が、
こ
れ
に
つ
い
て
も
従
来
ま
で
詳
細
は
判
明

し
て
い
な
い。
し
か
し
享
保
元
年
(一
八〇
一)、勇

払
から
千
歳

越
え
の
道
を
通
っ
て
石
狩
に
出
た
磯谷
則
吉
は、
そ
の
日
記
『蝦

夷
道
中
記
』
に番
屋
あ
り
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シ
コ
ツ
よ
り
此
所
エ
鮭
⇒
運
送シ
、
ユ
ウ
フ
ツ
へ
出
ス
也

此
間
山
道
甘
裳
多
し

ユ
ウ
ブ
ツ
よ
り
凡
七
里

△
ロ
ウ
サ
ン支
配
人

会
所

夷
家
凡
七
八
戸

脇 長

此
所
よ
り
石
狩
迄
川
舟
ニ
テ
下
リ
シ
コ
ツ
川
と
云
水
源
は
エニ
ハ
ノ
ボ
リ
の
ギ
シ
コ
ツト
ウ
よ
り
流
レ
出
ル

と
記
し
て
あ
る
よ
う
に
、
ロ
ウ
サン
会
所
(運
上
家)
は
、
美
よ々
り
シ
コ
ツ
(千
歳
)会
所
(運
上
家)に

至
る
千
歳
越
え
の
ル
ー
ト
の
途

中
に
あ
っ
て、
そ
の
位
置
は
シ
コ
ツ
会
所
よ
り
三
、
四
丁
手
前
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
シ
コ
ツ会
所
と
は
後
に
千
歳
会
所
と
い

わ
れ、
千
歳
川
の
ほ
と
り
に
あ
っ
て
、
こ
こ
か
ら
舟
で
川
を
下
り
、
石
狩
に
出
た
の
で
あ
っ
た
。
文
化
四
年
(一
八
〇
四
)の
『西
蝦
夷
日

記
』に
「元
シ
コ
ツ
川
丈
十
六
ケ
場
に
而、
内
壱
ケ
所
松
前
家
直
領、
十
五
ヶ
所
は
給
知
之
由。
今
会
所
有
之
所
は
元
松
前
鉄
五
郎
給
知下
マ
、
ツ
場
所
之
よ
し
猶

石
狩
川
筋
之
ご
とく
な
る
由
支
配
人
申
聞
之
。」

と
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の下
マ
、
ツ
は
上
マ、
ツの
誤
記
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
会
所
は
松
前
鉄
五
郎
給
地
の
上
マ
、
チ
に
あ

っ
た
と
いう
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
ロ
ウ
サ
ン
と
いう
の
は千
歳
川
筋
で
は
な
く、
マ
マチ
川
の
ほ
と
り
に
あ
っ
た
ら
し
い
。
こ
の
こ
と
に

つ
いて
松
浦
武
四
郎
の
『西
蝦
夷
日
誌
』
に

「し
ば
し
に
て
マ
、
ツ
(川
幅
五
六
間、
橋
あ
り)、此

辺
皆
焼
砂
な
り
。
此
川
シ
コ
ツ
沼
へ
落
る
。
ル
ウ
サン

(坂
有)、キ

サラ
コ
ツ
(一
里
塚)
山
の
鼻

シ
コ
ツ会
所
支
配
人

夷
家
凡
十二
三戸

小 脇 長

ロ
ー
サ
ン
ニ
隣
三
四
丁

小
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な
る
故
號
く…
。」

と
記
し
て
い
る
よ
う
に、
ロ
ウ
サン
場
所
の
名
は
、
こ
の
「
ル
ウ
サン
」
に
由
来
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ル
ウ
サン
は
ア
イ
ヌ
語
、
ル

(00)
・
エ
・
サン
・
イ
〈路
・
そ
こ
か
ら
・
下
る
・
所〉
の
意
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
ロ
ウ
サ
ン
場
所
の
運
上
家
は
マ
マ
チ
川
の
ほ
と
り
に
は
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
千
歳
川
ま
で
は
近
距
離
に
あ
っ
た
わ

け
で、
千
歳
川
の
う
ち
で
も
こ
の
付
近
に
お
け
る
豊
富
な
鮭
漁
を
背
景
に
し
て
に
ぎ
わ
っ
た
場
所
で
あ
っ
た
。
天
明
年
間
に
お
け
る
運上

(3)
金
も三
八
両
と
他
の
場
所
に
比
し
て
多
い
の
も、
こ
の
よ
う
な
理
由
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

9
上
ア
ツ
マ
場
所

『松
前
国
道
中
記
』
に
あ
る
よ
う
に
元
文三
年
(一
七三
九)
松
前
藩
直
領
地
と
な
っ
た
。
前
述
の
ア
ツ
マ
場
所
が
厚
真
川
中
流
地
域

に
位
置
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
から
、
上
ア
ツマ
場
所
は
当
然
さ
ら
に
上
流
地
域
の
場
所
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が、
そ
の
区
画
に
つ
い

て
は
明
ら
か
で
は
な
い。
こ
の
上
流
流
域
に
は
か
っ
て
モ
ペ
ツ、
ト
ニ
カ、
オ
フ
ム
シ
ナ
イ
、
ポ
ロ
ナ
イ
な
ど
の
コ
タン
が
存
在
し
て
い

た
。
文
化
年
間
の
『東
蝦
夷
地
各
場
所
様
子
大
概
書』
に
は

あ
つ
ま
川
は
西
蝦
夷
地
ゆ
う
は
り
山
に
続
き
川
丈
拾
六
、
七
里
の
内
夷
人
住
居
也
。
地
名
ち
り
ち
り、
ち
け
る
へ
か
ん
べ
、
と
ん
に
か、
へ
は
ふ
つ
ふ、

つ
け
へ
つ、
し
ふ
ん

と
記
さ
れ
て
い
る
。

10
下
マ
マ
チ
場
所

千
歳
川
右
岸
の
支
流
で
あ
る
マ
マ
チ
川
流
域
で
あ
る
。
上
流
地
域
の上
マ
マ
チ
場
所
に
対
し
て、
河
口
を
含
む
下
流
地
域
を
区
域
と
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
詳
ら
か
で
は
な
い。
千
歳
市
街
の
一
部
で
あ
る
。

1
上
ママ
チ
場
所

第
四編

幕
藩
時
代
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前
述
の
下
マ
マ
チ
場
所
同
様
に
ママ
チ
川
の
流
域
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
ロ
ウ
サン
会
所
(元
運上
家)が、こ

の
川
の
近
く

に
あ
っ
た。
この
付
近
は
松
前
鉄
五
郎
の
給
地
で
あ
っ
た
か
ら
、
上
マ
マ
チ
、
下
マ
マ
チ
場
所
な
ど
と
い
っ
て
も
、
極
め
て
小
範
囲
の
場

所
だ
っ
た
ら
し
い。
寛
政三
年
の
『東
蝦
夷
地
道
中
日
記』
に「マ

、
チ
場
所
支
配
人
不
詰
合
故、
不
相
知」と

記
す
よ
う
に
、
支
配
人

の
詰
合
い
も
い
な
か
っ
た
と
いう
こ
と
は、
小
規
模
場
所
に
つ
い
て
は
他
の
場
所
と
か
け
持
ち
で
場
所
経
営
が
行
わ
れ
て
い
た
わ
け
で、

運
上
金
も
微
た々
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

12
モ
イ
チ
ャ
リ
場
所

いざり
も
いじ
り

恵
庭
市
街
の
北
を
流
れ
る
茂
漁
川
の
流
域
。
茂
漁
川
は
漁
川
の
左
岸
支
流
で
、
恵
庭
市
街
の
付
近
で
は
共
に
平
行
し
て
北
東
に
流
れ、

千
歳
線
の
す
ぐ
東
側
で
合
流
し
千
歳
川
に
注
ぐ
。
松
浦
武
四
郎
は
『夕
張
日
誌』
の
な
か
で

「イ
サ
リ
フ
ト
(川
巾
卅
余
間)
番
屋
、
蔵
有々
。(ユ
ウ
フ
ツ
土
人
七
軒、
従
シ
ュ
マ、
ッ
フ
五
リ
半
)
前
に
梁
を
銘々
に
架
た
り
。

川
筋
小
字
多
し
。
上
は二
流
に
分
る
(右
ム
イ
サ
リ
、
左
イ
サリ
)
人
家
(石
狩
土
人
弐
軒、
ユ
ウ
フ
ツ
土
人
七
軒)
有
。
源
は
察
繰
岳
よ
り
来
る
。
此
両

村
共
樋
平
越
新
道
よ
り
通
る
也。
稗、
黍、
粟
畑
多
し
。」

と
記
し
た
よ
う
に
、
上
流
に
コ
タ
ン
が
あ
っ
た
。
こ
れ
が
モ
イ
チ
ャリ
の
コ
タン
で
あ
る
。
安
政
四
年
(一
八
五
七)
の『入

北
記
』に
よ

れ
ば、
こ
こ
は
イ
サ
リ
村、
土
人
家
数
六
軒、
二〇
人
と
記
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
恵
庭
市
は、
この
付
近
を
中
心
に
し
て
成
立
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
茂
漁
川
筋
に
は
擦
文
文
化
期
の
遺
跡
な
ど
の
ほ
か、
北
海
道
式
古
墳
群
や
ア
イ
ヌ
の
チ
ャシ
が
残
さ
れ
て
い
る
な
ど

古
く
か
ら
アイ
ヌの
集
落
も
発
達
し
て
い
た
ら
し
い
。

13
イ
チ
ャリ
場
所

いざり
漁
川
流
域
に
位
置
し
て
い
た
場
所
で
あ
る
。
前
述
の
『夕
張
日
誌
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
漁
川
の
川
口
の
近
く
に
は
イ
サ
リ
フ
ト
コ

タ
ン
が
あ
り
、
川
の
中
に
は
梁
(ウラ

エ)
を
設
け
る
な
ど
、
鮭
漁
の
盛
ん
な
場
所
で
あ
っ
た
。『入
北
記
』
に
も
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一、
土
人
家
数
七
軒

イ
サ
リ
フ
ト
村

人
別
二
十
六
人

内
男
十二
人
女
十
四
人

と
言
い、
イ
チ
ャニ
は
、
イ
チ
ャ
ン
・
イ
へそ
れ
の
産
卵
す
る
・
穴
>
で
あ
ろ
う
。
な
お
モ
イ
チ
ャ
リ
場
所
の
モ
イ
チ
ャ
リ
は
〈子
の
・

と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
場
所
名
の
イ
サリ
は
アイ
ヌ
語
イ
チ
ャ
ニ
の
転
訛
と
思
わ
れ
る
。
鮭
鱒
が
産
卵
す
る
た
め
に
掘
る
穴
を
イ
チ
ャン

(1)

イ
チ
ャ
リ
川
〉
と
いう
程
の
意
で
あ
る
。

14
チ
イ
カ
イ
場
所

こ
の
場
所
名
は、
旧
記
に
つ
う
め
ん
(『松
前
嶋
郷
帖
』)、
チ
ン
メン
(『松
前
隨
商
録
』)な
ど
と
も
記
さ
れ
た
。『松
前
隨
商
録』
は
、
こ

の
場
所
を
「小
名
ラ
イ
カ
ヒ
ム
ラ」
と
記
し
て
い
る
が、
こ
れ
は
「チ
イ
カ
ヒ
村」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
チ
ィ
カ
ヒ
村
と
称
す
る
コ

タ
ン
に
つ
いて
は
『土
人
由
来
記』
の
中
の
「ユ
ウ
ハ
リ
土
人
由

来
ノ
事
」
の
記
事
に、

第
四
編
幕
藩
時
代

蝦夷の図 (年代不明)
〔北大北方資料室〕

「ユ
ウ
ハ
リ土
人
の
初
リ
ラ
尋
レ
ハ、
元
ト
カ
チ
土
人
ニ
テ
(中
略)ユ

ウ
ハ
リ
川
之
右
手
ニ
居
家
を
取
建
て(中

略)、
壱
人
ニ
て
は
永
住
難
相

成
、
夫
よ
り
千
歳
川
ノ
下
モ
チ
カ
エ
と
申
土
人
村
へ
地
里
近
ニ
候
故、

同
村
よ
り
女
房
土
人
貰
ひ
受
候
。」

と
い
う
記
事
が
あ
る
。
こ
の
「チ
カ
エ
」
の
村
と
い
う
の
が
、
す

な
わ
ち
チ
イ
カ
イ
で
あ
る
。
そ
の
位
置
は
千
歳
川
の
下
と
い
う
か

ら
、
そ
れ
ほ
ど
離
れ
た
場
所
で
は
な
く
、
古
く
か
ら
コ
タン
が
あ

っ
た
こ
と
は
、
記
事
の
内
容
か
ら
想
像
で
き
る
。
こ
れ
を
松
浦
武
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四
郎の
『東
西
蝦
夷
山
川
地
理
取
調
図』
によ
っ
て
見
る
と、
ア
ン
ガリ
ト
ウ
に
注
ぐシ
ュ
クバ
イ
と
いう
川
の
北
に
「ツ
カ
イ
」
と
い
う

う
の
が
見
え
る
。
こ
の
「ツ
カ
イ
」
の
流
れ
も
、
同
様
に
アン
ガ
リ
ト
ウ
に
注
い
で
い
る
。
この
付
近
は、
す
で
に
アン
ガ
リ
ト
ウ
は
涸

れ
、
一面
の
水
田
あ
る
い
は
原
野
に
化
し
て
お
り、
チ
イ
カ
イ
と
い
わ
れ
る
川
が、
わ
ず
か
に
細
流
と
な
っ
て
残
っ
て
い
る
。
こ
の
付
近

に
は
所
々
に
擦
文
の
遺
跡
が
多
く
分
布
し
て
おり
、
古
く
から
集
落
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
な
お
『北
海
道
蝦
夷
語
地

名
解』
に
よ
れ
ば、
チ
イ
カ
イ
の
由
来
を
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

曲
処
「ア
イ
ヌ」
は「勢

ラ
折リ
タ
ル
処」
ノ
義
ナ
リ
と
云
フ、
小
説
ア
レ
ド
モ
省
キ
テ
此
ニ
記
載
セ
ズ
」

「チ
カ
イ
エプ

15
マ
ス
場
所

.

千
歳
川
の
流
域
に
あ
っ
た
場
所
で
あ
る
。
ナ
イ
プ
ツ
(苗
別川
川
口)
よ
り
少
し
さ
か
の
ぼ
っ
た
右
岸
に
小
川
が
あ
り
、こ
こ
を
「マ
ス
」

と
称
し
た
。
ここ
を
さ
ら
に
上
流
に上
る
と
「
ウ
ク
ル
メ
ム」
と
い
う
の
が
あ
る
。
マ
ス
場
所
の
名
は、
こ
の「マ

ス」
に
由
来
す
る
も
の

で
あ
る
。語
原
は
不
明
で
あ
る
。寛
政
九
年
(一
七
九
七
)の『

松
前
東
地
利』
は、
こ
の
場
所
の
地
理
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「マ
ス
此
辺
木
立
原
四
方
見
エ
ス、
川
幅三
、
四
間、
此
所
ヨ
リ
タ
ル
マ
エ
山
ラ
越
エ、
タ
ル
マ
エ
へ
出
ル
道
有
リ
。
当
所
ヨ
リ
坂
上
リ
平
地
焼
砂
道
、

木
立
原
半
里
余
行
キ
谷
地
ラ
越
エ
タ
ル
マ
エノ
浜
へ
出
ル
。
惣
道
規
一
日
半
余
、
マ
ス
川
ロ
ヨリ
二
拾
丁
程
登
り
枝
川
ア
リ
、
ウ
ク
ル
メ
ン
と
云
。
ウ
ク
ル

メ
ン

川
幅
一
間
位、
此
辺
木
立
原、
此
所
ヨ
リ
マ
コ
マ
エ
浜
へ
出
ル
道
ア
リ
。
八、
九
里
程
所
小々
谷
、
木
立
原、
平
山、
砂
道
行
キ
マ
コ
マ
エノ
浜
へ
出

ル
也
。
ウ
ク
ル
メ
ン
川
ロ
ヨ
リ
一
里
余
登
り、
左
ノ
方
ニ
枝
川
ア
リ
、
ラ
セ
ッ
コト
云
。」

な
お
寛
政
三
年
(一
七
九
一)
の
『東
蝦
夷
地
道
中
記
』
に

一、
マ
ス
場
所
牧
田
源
八
郎
支
配
乙
名
ラ
ツカ
シ
テ
、
小
使
死、
人
数
十三
人
、
請
負
人、
請
負
人
支
配
右
同
断
(注

請
負
人
は
阿
部
屋
伝
吉、
支

配
人
は
五
右
衛
門
で
あ
る
)。運
上
金
十
五
両。

と
あ
り
、
産
物
は
記
し
て
い
な
い
が
、
鮭
漁
を
主
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
千
歳
川
筋
に
は
、
下
流
か
ら
ロ
ウ
サン
、
ア
ツ
イ
シ
、
マ
ス、
オ
セ
ッ
コ
の
各
場
所
が
あ
っ
た
わ
け
で
、
そ
の
区
画
は
ア
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イ
ヌ
の
イ
オ
ル
(狩
猟
圏)を

基
にし
た
と
思
わ
れ
る
が、
詳
細
は
明
ら
か
で
は
な
い。

(1)
16
上
ム
カ
ワ
場
所

こ
の
場
所
は
下
ム
カ
ワ
場
所
と
共
に
鵡
川
流
域
に
位
置
し
て
い
た
。『東
蝦
夷
地
各
場
所
様
子
大
概
書
』
に

武
川
は
ト
カ
チ
の
山
続、
川
丈
凡
二
十
里
余
の
内
川
上
を
上
武
川
と
言
、
夷
人
住
居
す。
川
下
を
下
武
川
と
唱
へ
夷
人
住
居
也。

せ
る
にう
し

は
っ
た
り
う
し
ほ
ふ
へ
つ
あ
ふ
る
な
る
と
ろ
し
ゃ
る
へ
し
こ
か
へ
く
る
い
な
へ
ふ
に
わ
ん
き
な
こ
し
ゆ
く
へ
つ

き
う
か
た
お
い
へ
つ
ら
し
ね
いも
く
へ
む
か
わ
ふ
と

と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
上
流
流
域
を
上
武
川、
下
流
流
域
を
下
武
川
と
あ
る
か
ら
、
上
ム
カ
ワ
場
所
と
は
上
流
地
域
を
指
し
た
も
の
で

あ
る
。
そ
れ
が
ど
の
コ
タ
ン
を
も
っ
て
上
下
ム
カ
ワ
場
所
の
境
界
と
し
た
か
は
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、『鵡
川
町
史
』
に
よ
れ
ば
こ
の
川
筋

の
ア
イ
ヌ
に
は、
つ
ぎ
の
よ
う
な
社
会
的
規
制
が
あ
っ
た
。

「海
岸
の
部
落
で
は
山
の
狩
猟
と
海
の
漁
が
共
に
重
要
で
あ
る
が、
鵡
川
の
漁
の
主
要
な
も
の
はシ
シ
ャ
モ
漁
で
あ
る
こ
と
は
先
に
も
の
べ
た
が、
他
の
魚

族
に
つ
いて
は
漁
業
権
は
特
別
に
定
めら
れ
て
い
な
か
っ
た
が、
シ
シ
ャ
モ
漁
だ
け
は
や
ま
し
く
て
、・
ユ
ク
ペ
ド
、
キ
リ
カ
チ、
モ
イ
ベ
ツ、
カ
ー
ナ
イ、

ケ
ナ
シ
ロ
、
エ
モ
ッ
ペ、
チン
の
各
部
落
の
人
々
に
だ
け
漁
る
権
利
が
あ
っ
た
。
従
っ
て
上
流
の
方
の
人
々
は
ド
キ
(杯)
か
エ
コ
ロ
(宝
物)を

も
っ
て
来
て

獲
物
を
わ
け
て
も
ら
う
の
で
あ
っ
た
。」

こ
れ
は
同
じ
川
筋
に
住
む
ア
イ
ヌ
で
も
、
川
上
と
川
下
と
の
間
に
厳
然
と
し
た
イ
オ
ル
(狩
猟
圏)が

存
在
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で

こ
の
イ
オ
ル
に
よ
っ
て
川
筋
に
は
大
き
く
二
つ
の
ア
イ
ヌ
集
団
に
分
か
れ
て
い
た
こ
と
を
予
想
さ
せ
る
。
場
所
の
区
画
が
ア
イ
ヌ
の
イ
オ

ル
を
前
提
と
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
川
筋
に
あ
っ
た
上
下
ム
カ
ワ
場
所
は
、
お
そ
ら
く
シ
シ
ャ
モ
漁
に
お
け
る
イ
オ
ル

か
ら
推
定
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
し
そ
れ
が
可
能
と
す
れ
ば
、
前
述
の
ユ
ク
ペ
ド
、
キ
リ
カ
チ
、
モ
イ
ペ
ツ
、
カ
ー
ナ
イ
、
ケ
ナ

シロ
、
エ
モ
ッ
ペの
各
コ
タン
の
分
布
は、
せ
い
ぜ
い鵡
川
町
生
田
の
付
近
ま
で
で
あ
る
から
、
旭
岡
付
近
から
上
流
地
域
は
上
ム
カ
ワ

場
所
に
属
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
そ
う
す
れ
ば
、
上
ム
カ
ワ
場
所
は
大
略
現
在
の
穂
別
町
の
行
政
区
域
で、
下
ム
カ
ワ
場
所
は
鵡

第
四
編
幕
藩
時
代
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苫
小
牧
市
史
上
巻

川
町
で
あ
っ
た
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

1
下
ム
カ
ワ
場
所

浜
む
川
と
も
い
わ
れ、
鵡
川
下
流
地
域
を
含
む
場
所
で、
詳
細
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の上
下
ム
カ
ワ
場
所
は、
と
も
に
場
所

と
し
て
の
範
囲
も
広
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
場
所
内
に
分
布
す
る
コ
タン
も
、
お
そ
ら
く
数
コ
タン
以
上
は
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ、
他

の
場
所
に
比べ
て
人
口
の
多
い
場
所
で
あ
っ
た
。

以
上
各
場
所
の
現
在
地
に
つ
いて
推
定
し
た
が、
こ
れ
を
ま
と
め
る
と
次
表
の
よ
う
に
な
る
。

マ
マ
チ
川

千
歳

川

美
々

川
(マ
コ
マ
イ
)

苫
小

牧
川

樽
前

川

川
名 名

下
マ
マ
チ、
上
マ
マ
チ

ロ
ウ
サ
ン
、
ア
ツ
イ
シ
、
マ
ス、
オ
セ
ッ
コ

ホ
タ
ナ
イ

マ
コ
マ
イ

タ
ル
マ
イ

場

所

名

鵡 厚
真

川

漁 長
都

川

(ア
ン
ガ
リ
ト
ウ)

川

名
川

下
ム
カ
ワ、
上
ム
カ
ワ

ア
ツ
マ
、
上
ア
ツ
マ

イ
チ
ャ
リ
、
モ
イ
チ
ャ
リ

オ
サ
ツ

チ
イ
カ
イ

場
所

名

厚
谷
伴
蔵
支
配

蛎
崎
四
郎
左
衛
門
支
配

では
しごプ

一七
箇
所と
称
し
た
各
場
所
は、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
天
明
年
間
の
も
の
と
言
わ
れ
る

『松
前
隨
商
録』
に
よ
っ
て
な
が
め
て
み
る
と

タ
ル
マ
イ
此
地
運
上
金
拾
八
両
七
里
マ
コ
マイ
迄
道
法
リ

マ
コ
マイ 従
是
拾
六
箇
之
部

工
藤
平
左
衛
門
支
配

因
藤
与三
作
支
配

ラ
タ
ハ
マ

ア
ツ
マ 出
産
右
同
断
運
上
金
七
両

此
地
運上
金
古
拾
五
両
安
永
年
中
七
両

出
産
鮭、
秋
味、
干
鱈、
鹿
皮、
干
鮭、
榀

川

:
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同
右
同
断

ク
ソ
ツ
ホ
(ヨ
ソ
ツコ
ト
モ
言
)

産
物
右
同
断、
運
上
金
三
両

ア
ツ
シ同
右
同
断、
運
上
金三
両

ラ
サ
ツ同
右
同
断、
運
上
金
二
両

上
マ
、
チ

同
右
同
断、
運
上
金
壱
両

下
マ
、
チ

同

上
ロ
サ
ン

同
運
上
金
古
廿
五
両、
安
永
年
中三
拾
八
両

と
記
し
て
い
る。
出
産
物
は
鮭、
鱈
の
ほ
か
鹿
皮、
榀
縄
が
主
な
も
の
で、
運
上
金
は
五
両
内
外
が
多
い
中
で
、
ロ
ウ
サン
、
上
、
下
ム

カ
ワ
場
所
が
多
いの
が
目
立
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
本
史
料
は、
場
所
名
や
知
行
主
な
ど
に
誤
記
と
思
わ
れ
る
も
の
や、
脱
落
し
た
と
み
ら
れ
る
場
所
が
あ
り
、
さ
ら
に
「し
こ

第
四
編
幕
藩
時
代

下
ロ
サ
ン

佐
藤
三
郎
左
衛門
支
配

今
井
善
兵
衛
支
配

モ
ウ
サ
リ

右
前
同
断、
運
上
金
壱
両
五
分

チ
ン
メ
ン

右
同
断、
運
上
金
四
両
、
小
名
ラ
イ
カ
ヒ
ム
ラ

ス
マ

右
同
断、
運
上
金
五
両
、
此
地
二
売
有、
正
八
幡
の 牧
田
忠
兵
衛支
配

松
前
監
物
支
配

木
村
又
八
支
配

上
ム
カ
ワ

右
前
同、

下
ム
カ
ワ

同ノ
間
道
法
十
六
里

運
上
金
弐
両、
安
永
年
中三
拾
両、
ユ
ウ
ツ

佐
藤
藤
馬
支
配

麓
小
兵
衛
支
配

揚
地
ニ
ナ
ル

大
久
保
宗
次
郎
支
配

厚
谷
新
下
支
配

工
藤
清
右
衛
門
支
配

同
右
同
断、
運
上
金
五
両

佐
藤
三
郎
左
衛
門
支
配

岡
口
彦
兵
衛
支
配

小
平
勘
左
衛
門
支
配

令
字
あ
り

拾
五
両
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苫
小
牧
市
史
上
巻

つ十
六
ケ
所
」
の
中
に
サ
ル
場
所
と
ニ
イ
カ
ッ
プ
場
所
を
も
含
め
て
い
る
な
ど
の
不
備
が
見
ら
れ
る
。
し
た
が
って
こ
れ
ら
を
補
正
し
、

さ
ら
に
同
年
代
と
思
わ
れ
る
『
松
前
東
西
小
名
控
』
お
よ
び
『蝦
夷
双
紙
別
録』(天

明
六
年)と

対
照
し
て
示
せ
ば
、
次
表
の
よ
う
に
な
る
。

場
所
対
照
表
(そ
の3)

8 7 6 5 4 3 2 1

番 号

口

ラ ア ラ ア ホ マ

ウ ツ シ タ

コ
ササ イ ツ ナ

マ

タ
ル

マ
イ

場場
所

名
所

ン ツ シ

コ マ

イ イ 名

(二
五
両
)

三
八
両

揚
地

二
両

工
藤
清
右
衛
門

三両

厚
谷

厚
谷

伴
蔵

蛎
崎
四
郎
左
衛
門

工
藤
平
左
衛
門

因
藤
与
三
作

「松
前
隨
商
録
」(年
代
不
明)

「松
前
東
西
小
名
控」(年

代
不
明)

直
領

小
平
甚
左
衛
門

工
藤
清
右
衛
門

厚
谷

新
下

厚
谷
鹿
六
郎

蛎
崎
喜
惣
兵
衛

直
領

因
藤
豊
太
郎

二
十
両

十
両

十
両

八
両

十
二両 三両 三両

阿
部
屋
伝

直
領

三
四
郎

太清
兵
衛八

島
屋谷
平
右新
衛
門下

谷

右伴
衛
門蔵

蛎
崎
四
郎
右
衛
門

因
藤
与
惣
治

天
満
屋
専
右
衛
門

「蝦
夷
双
紙
別
録
」(天

明
六
年)吉

天
満
屋

小平
嘉
右
衛
門

工山

城
屋藤

中厚 中厚
島屋

平
・

当
時

無

(一
五
両)

七
両

一
八
両

大
久
保
宗
次
郎

(補
正
)

小
平

勘
左
衛
門

新
下

三
両

七
両

ツ
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17 16 15 14 13 12 1 10 9

下 上 マ チ イ

モ 上 下 上

ム ム

イ チ

マ マ ア

カ

カ カ ヤ 、

、 ツ

ワ ワ

ス イ リ リ
チ チ マ

(二
両
)

三
十
両

一二
両 五
両

四
両

五
両

一両
五
分 一
両

佐
藤
東

馬

麓 牧
田
忠
兵
衛

彦
兵
衛

(補
正
)

今
井
善
兵
衛

佐
藤三
郎
左
衛
門

松
前
監
物

木
村

又
八

佐
藤
東

馬

麓 牧 岡
口 ?

? 藤

松
前
鉄
五
郎

木
村
与
右
衛
門

直
領

三
五
両

三
十
両

八
両

三両

一五
両

四
両

四
両

三両

大佐
城

萬麓 村牧
田

萬岡

近
江
屋

今
井

萬佐

松 山
田
屋

木
村

忠東
兵

新喜
兵

七源
五 八

衛馬 衛内 郎郎

新頭
兵兵
衛衛

利善
兵 兵
衛衛

文
右
衛
門

新
兵
衛

善監
兵
衛物

又
八
郎

口 口

小
平

善
六
郎

龍 彦
兵
衛

豊
藤

屋藤 屋 屋 田 屋口

屋

山
田
屋 前

善
!
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こ
れ
に
よ
れ
ば
マ
コ
マ
イ
、
上
ア
ツ
マ
両
場
所
は
『
蝦
夷
双
紙
別
録
』
に
記
載
が
な
く、
そ
の
後
の
史
料
に
も
見
当
た
ら
な
いの
で
廃

絶
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
天
明
六
年
当
時
の
場
所
数
は、
直
領
の
ロ
ウ
サ
ン
場
所
を
除
け
ば
一
四
場
所
と
い
う
こ
と
に
な

イ
チ
ヤ

物

佐
村

治 七

岡



苫
小
牧
市
史
上
巻

る
。
天
明
六
年
(一
七
八
六)
の『蝦

夷
拾
遣』
に

「シ
コ
ツ
運
上
屋
十
四
戸
、
海
岸
里
数
十
一
里
余
六
戸
は
海
岸
に
有
り
。
八
戸
は
シ
コ
ツ
川
の
岸
に
あ
り
。
各
境
を
極
め
て
諸
産
を
買
う
。
シ
コ
ツ
川

(注
・
イ
シ
カ
リ
川)

の
末
流
イ
リ
川
へ
落
。」

と
記
し
た
の
は、
知
行
地
一
四
場
所
に
つ
いて
述べ
た
も
の
で
、
外
に
直
領
と
し
て
一
場
所
あ
っ
た
。
し
かし
い
ず
れ
の
場
所
の
運
上
屋

が
海
岸
に
あ
っ
た
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
こ
ろ
ユ
ウ
フ
ツ
は
こ
れ
ら
の
場
所
の
生
産
物
を
集
荷
し
て
積
み
出
す
土
地
で
あ
っ
た
こ

と
は
寛
政三
年
(一
七
九
一)
の『東

蝦
夷
地
道
中
記
』
の
記
録
を
み
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。つ
ぎ
に
同
書
に
よ
っ
て
幕
府
直
轄
前
夜
の
寛

政
年
間
に
お
け
る
場
所
の
よ
う
す
を
な
が
め
て
み
よ
う
。

「…
…
シ
ラ
ラ
イ
ロ
ロ
し
て
、
シ
ャ
タ
イ
河
徒
渡
り
夷
家
四、
五
軒
あ
り
。
べ
、
ツ
小
河
ま
た
徒
渡
り
ボ
ン
タ
ル
マ
イ
は
小
河、
タ
ル
マ
イ
各
徒
渡
り
此
所

の
西
に
タ
ルマ
イ
迎
大
山
あ
り
。
古
来
焼
山
に
て
夷
家
四、
五
軒
あ
り
。
ニ
シ
タ
フ
河
徒
渡
り
其
次
の
小
河
はニ
シ
タ
フ
の
別
走
河
也
。
コ
エ
ト
イ
河
徒
り

シ
ラ
ラ
イ
よ
り
此
辺
一
円
砂
浜
に
て
丑
寅
に
向
て
通
ル
。
是
よ
り
先
ュ
ー
ブ
ツ
迄
四
里
程、
尚
砂
浜
に
て
ト
石
も
な
し
。流
木
の
寄
朽
た
る
大
木
の
み
多
し
。

此
所
に
漂
流
の
船
屑
あ
り
。
木
は
松
の
如
く
鉄
釘
用
へ
た
る
物
に
て
マ
ン
メ
な
り
。
先
年
西
蝦
夷
地
の
先
キ
ト
ッ
フ
と
申
所
に
て
朝
鮮
船
の
船
屑
な
ら
ん

と
云
物
を
見
し
に
恰
も
似
た
る
物
な
り
。
即
下
僕
に
尋
る
に
船
の
艫
に
差
た
る
笠
木
と
云
道
具
な
り
と
云
。
ユ
ー
フツ
邑
平
地
に
て
河
岸
谷
地の
中
通
り
て

河
を
舟
渡
し
に
て
運
上
屋
に
至
る
。
此
所
は
蝦
夷
住
居
な
く
運
上
屋
斗
軒
あ
り
。
板
倉
式
棟、
弁
天
宮
一
社、
運
上
屋
並
居
の
東
は
海
岸
に
て
西
は
大
河
の

淀
な
り
。
請
負
場
所
は
皆
山
奥
に
あ
り
左
の
通
り

一、
上
ム
カ
ワ
場
所
麓
運
治
給
所、
乙
名
イ
ホ
カ
リ
、
小
使
ニ
セ
ト
ク、
外
頭
立
者
共
ハ
ウ
シ
ヒ
、
シ
ュ
マ
ア
イ
ノ
、
ヒ
メ
イ
ヌ、
フン
バ
イ
以
上
四
人
、

人
数
百
人
余、
家
数
山
住
ゆ
へ
不
知、
請
負
人
阿
部
屋
専
八、
支
配
人
勘
次
郎、
外
番
人
式
人、
運
上
金三
拾
両、
産
物
干
鮭
千
束
程、
去
年三
千
束

出
来、
壱
束
に
は
米
に
て
壱
升、
酒
な
れ
ば
壱
杯、
木
綿
壱
尋
に
付三
束
、
賣
相
場
壱
束
に
付
鐚
弐
百
文
位
の
も
の
也
。
シ
ナ
縄
百
束
位
、
壱
束
干
鮭

の
代
り
推
茸
六
千
位、
買
上
値
段
米
壱
升
に
付
上
は
四
十
、
下
は
五
十
位、
外
に
産
物
な
し
。

一、
ロー
サン
場
所
領
主
支
配、
乙
名
ニ
セ
ベ
ン
ケ
イ
、
脇
乙
名
フ
ン
ヒ
フ
、
小
使
に
ハ
ルシ
ャ
ラ
ク、
人
数三
拾
人
程、
請
負
人
阿
部
屋
傳
吉
、
支
配
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人
五
右
衛
門、
運
上
金
弐
拾
両
。

一、
マ
ス
場
所
牧
田
源
八
郎
給
所、
乙
名
ラ
ツ
カ
シテ
、
小
使
死、
人
数
拾三
人
、
請
負
人、
支
配
人
右
同
断、
運
上
金
十
五
両。

一、
ホ
タ
ナ
イ
場
所
蛎
崎
四
郎
左
衛
門
給
所、
乙
名
ブ
ン
カ
リ、
小
使
死、
人
数
三
人
、
請
負
人
、
支
配
人
右
同
断、
運
上
金
五
両
。

右
三
ヶ
場
所
産
物
合、
干
鮭
去
戌
年三
千
束、
椎
茸
六
千
位、
シ
ナ
縄
百
束
位、
樺
皮
五
拾
束、
諸
色
交
易
値
段
当
所
運
上
屋
申
合
一
統
の
相
場
な
り
。

前
余
の
通
。

一、
下
ム
カワ

佐
藤
東
馬
給
所、乙
名
セ
イ
メ
イ、
キ
タ
ヤ
マ
弐
人
、
外
頭
立
候
も
の
クー
マ
ン
グ
ル、
ゼ
イ
キ
ン
、
シ
カ
シ
コ
レ
以
上三
人
、
小
使
モ
ノ

コ
ロ
、
人
数
百
三
十
人
、
請
負
人
右
同
断、
運
上
金三
拾
五
両、
支
配
人
清
次
郎、
産
物
干
鮭
四
千
束、
椎
茸、
シ
ナ
縄
豊
凶
に
従
ひ
増
減
定
数
な
し
。

一、
アツ
マ
場
所

一名
ツ
ケ
ッ
ベ
と
唱、
厚
谷
伴
蔵
給
所、
乙
名
ク
サ
モ
ツ、
フジ
サン
弐
人
、
小
使
サ
ン
ジ
キ、
人
数三
拾
五
人
、
請
負
人
阿
部
屋
傳

吉
、
支
配
人
文
吉
、
産
物
干
鮭
去
戌
年三
千
五
百
束、
外
椎
茸、
シ
ナ
縄、
当
年
は
干
鮭
七
百
五
十
束
計
の
見
当
と
云
。

一、
ラ
セ
ッ
コ
場
所
厚
谷
新下
給
所、
乙
名
イ
カジ
バ
、
小
使
コ
ヨバ
ン、
人
数
弐
拾三
人、
請
負
人、
支
配
人
共
右
同
断、
産
物
右
の
内
に
入
。

一、
チイ
カ
イ
場
所

一、
イ
シ
ャ
リ
場
所

岡
口
彦
兵
衛
給
所、
乙
名
ク
マバ
ラ
、
小
使
ラ
カ
レ
ボ、
人
数
拾
壱
人
、
請
負
人
嶋
屋
庄
七、
運
上
金
九
両。

今
井
善
兵
衛
給
所、
乙
名
ヌ
カン
ラ
ン
ケ、
脇
乙
名
コ
シン
シ
、
小
使
ラ
カ
ウ
テ
、
人
数
弐
拾
壱
人
、
運
上
金
弐
拾
両、
右
弐
ヶ
所

請
負
人、
支
配
人
同
人、
産
物
合
干
鮭
去
戌
年
弐
千
五
百
束、
当
年
七
百
束
位
。

一、
ア
ツ
イ
シ
場
所
工
藤
清
右
衛
門
給
所、
乙
名
フ
ム
ラン
ケ、
小
使
マ
ン
コ
、
人
数
弐
拾
人
計、
請
負
人
阿
部
屋
伝
吉
、
支
配
人
富
蔵、
運
上
金
不
相

知
、
産
物
不
相
知。

一、
マ、
チ
場
所
支
配
人
不
詰
合
故、
不
相
知。

ユー
ブ
ツ
進
歩
し
て
砂
浜
通
り
壱
里
斗
り
ア
ツ
マ
河
舟
渡
し
、
夫
よ
り
砂
浜
傳
へ
通
行
す
る
に
流
木
多
く
あ
り
。ユ
ル
シ
カ
ベ
ツ
と
云
所
ア
ツ
マ
河
の
古
川

な
り
、
河
を
越
え
ず
原
中
を
通
れ
ば
此
所
に
出
る
。
蝦
夷
人
共
幣
を
立
置
く
。
此
辺
卯
辰
向
へ
返
る
。
皆
砂
浜
な
り
。
北
は
山
林
茂
り
土
地
焼
砂
に
て
柏
木

多
し
。
弐
里
程
に
て
ム
カ
ワベ
ツに
至
る
。
舟
渡
し
な
り、
蝦
夷
家
七
、
八
軒
林
中
に
あ
り
。
海
辺
山
の
流
根
此
崎
を
ラ
イ
バ
フ
と
い
ふ
。」

ま
た
寛
政
九
年
(
一七
九
七)
の
『松
前
東
地
利』
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
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「シ
ラ
ラ
イ
よ
り
十
里
程

ユ
ウ
フ
ツ
此
所
ニ
シ
コ
ツ
十
四
ヶ
所
ノ
運
上
屋
有
り、
産
物
鮭、
椎
茸、
水
ワ
ルシ
、
此
所
ヨ
リ
サ
ル
モ
ン
ヘ
ツ
方
角
辰
ニ
当
ル
。

此
所
よ
り
ラ
シ
ュ
ツ
ケ
ウ
シ
ベ
迄
一
体ノ
大
広
野
ナ
リ
、
当
所
ヨ
リ
ユ
ウ
ハ
リ
嶽
東
二
見
え、
エ
サ
ン
山、
内
浦
山
南
ノ
方
ニ
見
エ
ル、
此
所
ヨ
リ
石
狩

江
ノ
山
越
エ
道
ア
リ
。

是
ョ
リ
沢
奥
ノ
惣
名
ラシ
コ
ツト
唱
フ、
当
所
ニ
川
有
り、
幅二
十
間
位、
船
渡
シ
、
此
川
筋
一
里
余
上
リ

キ
ム
ン
ケ
ト
ウ
沼
江
入
ル、
此
辺
一
体
山
遠
ク、
野
ニ
木
ア
リ
、
沼
渡
り
半
里
余
行

ビ
々
此
川
ヨ
リ
一
里
半
程
行
キ

ロ
ウ
サ
ン

川
有
リ、
幅
七
、
八
間、
川
バ
タニ
番
小
屋
アリ
、
此
所
ヨ
リ二
里
半
程
登
り
右
手
ニ
枝
川
有
リ
、
マ
ス
ト
云

マ
ス
此
辺
木
立
原
四
方
見
エ
ス、
川
幅三
、
四
間、
此
所
ヨ
リ
タル
マ
エル
ラ
越
エ、タ
ル
マ
エ
江
出
ル
道
有
リ
。
当
所
ヨリ
坂
上
リ
平
地
焼
砂
道、
木
立

原
半
里
余
行
キ、
谷
地
ラ
越
エ
タル
マ
エノ
浜
江
出
ル。
惣
道
規
一
日
半
余。
マ
ス
川
ロ
ヨ
リ二
拾
丁
程
登
り
枝
川
ア
リ
、
ウ
ク
ル
メ
ン
ト
云
フ

ウ
ク
ル
メ
ン

川
幅
一
間
位、
此
辺
木
立
原、
此
所
ヨ
リ
マコ
マ
エ
浜
江
出
ル
道
ア
リ
、
八、
九
里
程
。
所
小々
谷
地、
木
立
原、
平
山
砂
道
行
キ
マ
コ
マ

エ
ノ
浜
江
出
ル
也
。
ウ
ク
ル
メン
川
ロ
ヨ
リ
一
里
余
登
り
左
ノ
方
ニ
枝
川
ア
リ
。
ラ
セ
ッ
コ
ト
云

ラ
セ
ッコ

川
幅
三
、
四
間、
此
所
ヨ
リ
半
里
程
登
り
右
手
ニ
枝
川
有
リ
、
ユ
ウ
ナ
エ
ト
云

ユ
ウ
ナ
エ
幅
四、
五
間、
早
瀬
川
也
。
此
辺
木
立
原、
此
所
ヨリ
少
シ
行
キ
右
手
ニ
枝
川
有
り
、
モ
ン
ヘ
ツ
ト
云

モン
ヘ
ツ
川
幅三
、
四
間、
此
所
ヨ
リ
シ
ャ
タ
エ
江
出
ル
道
有
リ
、
モン
ヘ
ツ
ヨ
リ
タ
ル
マ
エ
山
の
麓
ラ
通
ル、
木
立
原、
焼
砂、
カ
ル
石
交
リ
ノ
山
道

行
キ
シ
ャ
タ
エ
江
出
ル、
惣
道
規
十二
、
三里
、
又
モン
ヘ
ツ
川
ロ
ヨリ
十
四
、
五
間
程
登
り
大
滝
有
り
、
高
サ三
、
四
丈、
幅
六
、
七
間、
又
大
滝
ア

リ
高
サ二
、
三
丈
幅
五、
六
間、
又
滝
有
リ
、
高
サ
一
、
二
丈
幅
四、
五
間
此
辺
何
レ
モ
岩
山、
木
立
。
此
所
ヨ
リ
川
マ
、二
、
三十
間
程
行
キ
沼
端
江

出
ル
。
此
所
木
立
原、
向
ニ
シ
コ
ツ山
見
エ
左
に
タ
ル
マ
エ
山
見
エ
右
ニ
エシ
ャ
リ
山
遠
ク
見
ュ
。
沼
差
渡
シ
一里
半
位、
タ
ル
マ
エ
山
ノ
麓
ツ
タ
エ
皆

沼
ナリ
、
右
ハ茅
野、
左
ハ木
立
原
也。

こ
の
よ
う
に
寛
政
年
間
に
至
っ
て
か
ら
は
各
場
所
の
状
況
が、
か
な
り
詳
し
く
記
録
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が、『東

蝦
夷
地
道
中
記
』
は
場
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所
名
の
脱
落
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
を
文
化
五
年
(一
八
〇
八)
の『東

蝦
夷
地
各
場
所
様
子
大
概
書』と
、
松
浦
武
四
郎
の
『東
西
蝦
夷
地

(12)
場
所
境
取
調
書
上
』
と
の
史
料
に
よ
っ
て
対
照
し
て
み
る
と
、
次
表
の
よ
う
に
な
る
。

場
所
対
照
表
(そ
の
4)

第
四
編
幕
藩
時
代

7 6 5 4 3 2 1

番 号

ラ ア ラ ア ホ マ タ 場

ツ セ タ

コ
サ

イ ツ ナ マ

ル
マ

所所

ツ シ コ マ イ イ イ 名

五
両

(脱
落
?)

阿
部
屋
伝

吉
清
右
エ
門

伝新 伝伴

蛎
崎
四
郎
左
工
門

(脱
落
?)

(寛
政
三
年
)

三
〇
両

二
分

三
二
両

三〇
両

(厚
)

(厚
)

(蛎
)

柿
崎
四
郎
左
工
門

1

遠
藤
豊
太
郎

「東
蝦
夷
地
各
場
所
様
子
大
概
書
」

(文
化
五
年)

小
平
甚
左
工
門

三
〇
両

小
平
甚
左
衛
門

工
藤
清
右
衛
門

贅
屋
新
下

(厚
谷
)

二
五
両

贄
屋
平
次
郎

(厚
谷
)

柿
崎
四
郎
左
衛
門

(仮
)

遠
藤
豊
次
郎

二
両

五
両

工
藤
清
左
工
門

三
二
両

贄
屋
新
下

三
〇
両

二
歩

二両 五
両

「東
西
蝦
夷
地
場
所
境
取
調
書
上
」

(安
政
年
間
)

吉下 吉蔵 吉

「東
蝦
夷
地
道
中
日
記」

工
藤 阿厚 阿厚

部
阿
部
屋

部
屋

屋谷
二
二
両

贄
屋
平
次
郎

ツ

場
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こ
れ
に
よ
っ
て
み
れ
ば、
上
マ、
チ
場
所
知
行
主
の
松
前
鉄
五
郎
が、
下
マ
、
チ
場
所
に
入
れ
替
り
、
サ
ル
場
所
知
行
主
小
林
嘉
門
が

上
マ
、
チ
場
所
持
添
え
と
な
っ
た
ほ
か、
マ
ス
場
所
の
知行
主
に
変
更
が
あ
っ
た
ら
し
い
が、
他
は
同
一
で
場
所
数
も合
計
十
五
場
所
で

あ
る
。
この
こ
と
に
つ
い
て
は
『東
西
蝦
夷
地
場
所
境
取
調
書
上
』
に
も

17 16 15 14 13 12 1 10 9
9 8

8

下

上 マ

チ イ

モ 上
下 上

ム ム イ チ イ

マ マ ア

カ カ カ ヤ

ヤ

ワ ワ

ワ ス

イ リ リ

チ チ ママ

ン

三
五
両

三
〇
両

一五
両

九
両

二
〇
両

二
〇
両

阿
部
屋

阿麓 阿牧
部 部

嶋岡 嶋今
? 明 明明

伝東 専運 伝源 庄彦
兵

庄善 伝領

吉馬 八治 七衛 七衛

、衛 吉

六
〇
両

六
〇
両

一八
両

五
両

二
七
両

一
五
両

二
分

四
九
両

佐
藤

東
馬

麓 前
田
藤
九
郎

岡
口
彦
兵
衛

今
井
新
右
エ
門

四
両

佐
藤
周
左
衛
門

沙
留
場
所
持
添

小
林
嘉
門

松
前
鉄
五
郎

直
領領

六
〇
両

六
〇
両

一五
両

四
九
両

二
分

佐
藤
東
馬

麓

一
八
両

藤
田
藤
五
郎

宮
口 領

小
兵
衛

彦
兵
衛

二
七
両

今
井
新
右
衛
門

四
両

佐
藤
園
右
エ
門

サ
ル
場
所
よ
り
持
添
也

小
林
嘉
門

松 直

前
鉄
五
郎

440
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史
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、

、

ツ

ロ
ウ
サ

阿
部
屋

直

屋田 屋口 屋井

脱
落 不 不

屋
你八
郎

吉郎
兵

小
兵
衛

(補
正
)

五
両

チ



「ユ
ウ
フ
ツ
場
所
当
場
所
之
儀
は、
寛
政
度
前
は
給
地
十
七
軒
に
有
之
候
処、
其
三
軒
は
何
れ
の
村
に
而
何
れ
の
家
に
而
有
之
哉
断
絶
致
し
候
而
不二
知

申
一
候
処、
寛
政
頃
に
成
十
五
ヶ
所
は
相
残
り
、
其
分
所
領
に
相
成
候
由。」

と
記
し
て
い
る
。

ま
た
前
述
の
『東
蝦
夷
地
各
場
所
様
子
大
概
書
』と
『東
西
蝦
夷
地
境
取
調
書
上
』
に
見
ら
れ
た
場
所
史
料
は、
お
よ
そ
直
轄
当
時
の
も
の

と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ
れ
を
天
明
六
年
の
『蝦
夷
双
紙
別
録
』
に
お
け
る
運
上
金
高
と
比
較
す
れ
ば
、
タ
ル
マ
イ
、
ホ
タ
ナ
イ
、
モ
イ

チ
ャ
リ
の
三
場
所
を
除
い
て
他
の
場
所
は
お
よ
そ
二
～
三
倍
の
増
と
な
っ
て
お
り
、
場
所
の
総
運
上
金
高
に
お
いて
も
天
明
六
年
の
一
六

(13)
八
両
に
対
し
て
、
寛
政
度
は
「元
運
上
金三
百
六
拾
両
」
の二
倍
に
達
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
理
由
は
場
所
請
負
制
に
よ

る
生
産
技
術
の
進
歩
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

注
(
1
)
高
倉
新
一
郎
『ア
イ
ヌ
政
策
史
』
昭
和
十
八
年
七
月

(
2
)
飛
彈
屋
文
書、
岐
阜
県
益
田
郡
下
呂
町
郷
土
資
料
館
所
蔵

(3)
『
新
選
北
海
道
史
第
五
巻
‒‒史
料
一
』
昭
和
十
一
年

(4)
注
(2)に

同
じ

(5)
吉
田
武三
校
注
『三
航
蝦
夷
日
誌
下
巻
』
昭
和
四
十
六
年二
月

(6)
松
浦
武
四
郎
『夕
張
日
誌
』「日
本
古
典
全
集
」
昭
和
四
年
四
月

(7)
山
田
秀三

『北
海
道
の
川
の
名』
昭
和
四
十
七
年
六
月

扇
谷
昌
康
『
苫
小
牧
市
の
ア
イ
ヌ
語
地
名』
郷
土
の
研
究
第
3
号
別
冊
昭
和
四
十
六
年
十二
月

(8)
(9)

『松
前
隨
商
録
』
市
立
函
館
図
書
館
蔵
本
に
よ
る
。

(10)
注
(7)

に
同
じ

(1)
『新
北
海
道
史
第
七
巻
史
料
一』
に
よ
る
。

第
四
編
幕
藩
時
代

441



苫
小
牧
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巻

(12)
『新
し
い
道
史
第
九
巻
第
四
号
』
昭
和
四
十
六
年
七
月

(13)注
(1)に

同
じ
。四

交
易
と
交
換
価
格

場
所
請
負
制
の
成
立
に
よ
っ
て、
松
前
藩
お
よ
び
知
行
主
は
直
接
的
に
ア
イ
ヌ
と
の
交
渉
が
な
く
な
り、
か
わ
り
に
場
所
請
負
人
に
よ

る
蝦
夷
地
の
介
抱
=
交
易
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
から
、
場
所
請
負
人
が
事
実
上
蝦
夷
地
住
民
と
接
触
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
も

っ
と
も
松
前
藩
の
直
領
地
に
は
上
乗
役
と
い
わ
れ
る
監
督
役
が
一、
二
名
乗
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が、

こ
れ
も
軽
物
(鷹
羽・
熊

の
胆
・
毛
皮・
山丹
交易
品
)
等
の
取
得
が
主
な
仕
事
で
、
行
政
的
に
は
オ
ム
シ
ャ
の
と
き
に
そ
の
場
所
の
酋
長
を
集
め
て
制
法
を
読
み
聞
か

せ
る
く
ら
い
の
も
の
で
、
請
負
人
と
な
れ
あ
いで
利
を
は
か
る
場
合
も
多
く
、
監
督
と
いう
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
私
領
地
に
は

こ
う
し
た
役
人
さ
え
行
か
な
い
所
が
あ
り
、
蝦
夷
地
は
全
く
場
所
請
負
人
の
な
す
が
ま
ま
に
放
任
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
天
明
八
年

(一
七八
八)
の
『東
遊
雑
記』
に

「小
姓、
馬
廻
り
と
言
く
ら
ひ
の
士
は、
ソ
ウ
ヤ、
ア
ッ
ケシ
、
ク
ナ
シ
リ
へ
渡
海
せ
る
商
船
の
上
乗
役
を
給
金
と
す
る
事
に
て
、
一度
の
往
来
に
凡
金三

十
両
く
ら
ひ
に
あ
た
る
よ
し
。
足
軽
に
て
も
十
両
よ
り
取
事
に
て、
鎗
持、
草
履
取
に
至
る
迄、
交
易
の
為
に
持
行
も
の
に
定
法
あ
り
て
、
下
た々
る
者
は

針
を
持
て
行
事
に
て
、
松
前
の
地
に
於
て
金
壱
両
の
針
を
持
行
ば、
凡
そ
五
両、
七
両
に
は
な
る
物
に
引
か
へ
て
帰
る
よ
し
。」

と
記
す
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
現
場
で
働
く
請
負
人
の
雇
人
に
し
て
も
、
当
時
多
く
の
危
険
を
お
か
し
て
異
境
に
出
か
せ
ぎ
す
る
よ
う
な
輩
で
あ
る
か
ら
「多

く
は
亡
命
又
は
無
頼
の
凶
漢
、
親
族
に
棄
逐
せ
ら
れ
て
遠
く
遁
れ
来
れ
る
輩
に
し
て、
夷
人
を
指
揮
す
る
も
又
直
な
ら
ず
。」と
言
わ
れ
る

(1)

ほ
ど
で、
対
ア
イ
ヌ
交
易
に
お
け
る
態
度
も
推
し
て
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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請
負
人
が
利
益
を
あ
げ
る
手
段
は
、
後
に
な
っ
て
次
第
に
重
要
さ
を
失
っ
て
き
た
が、
や
は
り
交
換
に
よ
る
利
益
で
あ
っ
た
。
交
易
は

全
部
物
交々
換
で、
運
上
屋
で
行
わ
れ
た
。『津
軽
紀
聞』
に

「蝦
夷
へ
代
物
か
へ
に
行
船
々
折
よ
き
時
は
十
倍
増
に
も
な
り
、
若
し
あ
し
き
折
に
は
一
ぱ
い
に
も
な
り
か
ぬ
る
。
誠
に
此
方
の
子
供
の
智
恵
に
も
劣
り
お

ろ
か
な
る
も
の
ゆ
へ、
か
へ
事
の
分
量
も
さ
た
ま
り
な
し
。
す
べ
て
え
ぞ
は
金
銀
不
通
用
の
所
に
て
何
事
も
皆
代
呂
物
に
か
へ
し
事
な
り
。」

(2)

と
あ
っ
て
、
そ
の
割
合
も
最
初
は
定
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
記
し
て
い
る
が
、
こ
の
交
換
比
率
に
つ
い
て
は
古
来
か
ら
の
習
慣
が
あ
っ

て
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
た
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に不
正
交
換
や、
交
換
比
率
の
引
下
げ
は、
ア
イ
ヌ
の
反
撃
を
買
っ
て
、

寛
文
蝦
夷
乱
の
原
因
に
さ
え
な
かっ
た
が、乱

後、元
禄
元
年
(一
六
八
八
)
水
戸
の
快
風
丸
が
石
狩
で、
玄
米
一
斗
二
升
入
り
で
干
鮭
五
束

(一〇
〇
本)
と
い
う
定
法
に
な
っ
た
と
い
う
け
れ
ど
も
、そ
の
後
の
交
換
の
割
合
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。こ
れ
に
つ
い
て
は

『蝦
夷
地
一
件』
に、
天
明
六
年
(一
七
八
六)
松
前
藩
の
家
老
松
前
左
膳
は、
つ
ぎ
の
よ
う
に
陳
述
し
て
い
る
。

った

「交
易
の
品
目
当
の
凡
積
は、
都
て
松
前
よ
り
蝦
夷
共
え
相
渡
候
米
八
升
入
壱
俵
に
い
た
し
、
重
も
の
交
易
物
と
極、
品
も
米
を
元
に
い
た
し
、
壱
俵
の
代

り
酒
は
五
升、
多
葉
粉
は
四
把、
木
綿
は
弐
丈、
き
せ
る
は
五
本、
庖
丁
の
類
は
壱
挺、
小
刀
は
五
本
、
古
手
に
候
得
は
上
壱
つ
に
米
拾
俵
程
、
並
壱
つ
に

ば

て八
俵
程
、
番
壱
挺
は
壱
俵
半
の
先
極
置、
蝦
夷
よ
り
請
取
候
は、
魚
油
弐
斗
入
壱
樽
に
付
米
四
俵、
鮭
鱈
共
弐
拾
本
を
壱
束
と
唱、
干
鮭
干
鱈
は
七
束
に

付
壱
俵、
生
鮭
は
五
束
に
付
壱
俵、
あ
つ
し
と
唱
木
の
皮
に
て
蝦
夷
共
着
用
に
織
立
候
品、
上
壱
枚
に
付
弐
俵
半
、
並
壱
枚
に
付
壱
俵
半
に
取
極
置
、
尤
其

年
々
の
品
善
悪
を
以
高
下
も
有
」之
、
右
は
古
来
よ
り
の
仕
来
に
て、
蝦
夷
共
も
相
心
得
交
易
い
た
し
候
由
に
御
座
候。」

と
あ
っ
て、

一俵
が
八
升
入
り
と
な
り
、
交
換
す
る
生
鮭
は
五
束
と
さ
れ
て
寛
文
蝦
夷
乱
以
前
の
状
態
と
同
じ
で
、
こ
れ
が
蝦
夷
交
換
米

の
一
俵
の
標
準
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
取
り
決
め
が
、
そ
の
通
り
に
行
わ
れ
た
も
の
で
は
決
し
て
な
か
っ
た
。
寛
政
十
年
(一
七

九
八
)、宗

谷
で
蝦
夷
交
易
を
目
撃
し
た
幕
吏
が

「夷
人
よ
り
昆
布三
尺
縄
に
て
一
丸
に
か
ら
げ
た
る
を
二
把
差
出
し
た
れ
ば、
親
椀
に
冷
飯
一盃
と
と
り
かえ
た
る
を
み
た
り
。
鮭
、
鱈、
鯡
な
ど
も
此
ふ
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り
合
な
り
。
甚
だ
不
都合
の
交
易
と
いふ
べ
し
。
こ
れ
は
当
所
に
も
か
ぎ
ら
ず
夷
地
一
体
此
通
り
な
り
と
い
ふ
。」

(武
藤
勘
蔵
『蝦
夷
日
記』
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
第
四
巻
昭
和
四
十
四
年
六
月
)

と
嘆
い
て
い
る。
こ
れ
を
当
時
の
価
格
で
言
え
ば
昆
布
目
方
四
貫
五
〇
〇
目
一
駄
は三
五
文
に
あ
た
る
か
ら
、
一升
五
六
文
の
玄
米
に
換

算
す
れ
ば
六
合
余
に
な
る
わ
け
で
、
そ
れ
を
冷
飯
一
杯
(親椀
は二
合
五
勺)
で
と
り
上
げ
ら
れ
た
わ
け
に
な
る
。

ま
た
交
易
が
正
し
く
行
わ
れ
た
と
し
て
も
、
ア
イ
ヌ
に
与
え
る
品
物
に
は
詐
術
が
あ
っ
た
。『東
遊
記
』
に

「酒
も
弐
升
樽
の
あ
げ
底
に
て
持
渡
て
代
物
が
へ
に
す
る
なり…

(
中
略)酒

は
多
く
は
濁
酒
な
り
、
日
本
よ
り
渡
る
酒
は、
多
く
水
を
さ
し
た
る
物
な
れ
共
美

酒
と
思
へ
り
。」

と
あ
る
も
の
や、
二
斗
樽
と
い
っ
て
一
斗
四
升
だ
っ
た
り、
水
を
調
合
し
た
り
、
赤
く
変
色
し
た
も
の
な
ど
が
あ
っ
た
り
質
、
量
と
も
に

詐
術
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
地
方
に
お
け
る
交
易
の
状
態
に
つ
い
て
は、
寛
政三
年
(一
七
九
一)
の『東

蝦
夷
地
道
中
日
記』に、

上
ム
カ
ワ
場
所
の
交
換
価

格
を
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「産
物
干
鮭
千
束
程
、
去
年三
千
束
出
来、
壱
束
に
は
米
に
て
壱
升、
酒
な
れ
ば
壱
杯、
木
綿
壱
尋
に
付三
束
、
売
相
場
壱
束
に
付
鐚
式
百
文
位
の
も
の

也
。
シ
ナ
縄
百
束
位、
壱
束
干
鮭
の
代
り
椎
茸
六
千
位、
買
上
直
段
米
一
升
に
付
上
は
四
十、
下
は
五
十
位、
外
産
物
な
し
。」

こ
の
交
易
相
場
で
干
鮭
一
束
が
米
一
升
と
あ
る
か
ら
八
束
で
米
八
升
と
な
り
、
前
述
の
天
明
六
年
の
交
易
価
格
八
升
入
り
一
俵
に
対
す
る

(3)
干
鮭
七
束
か
ら
み
て
安
値
で
あ
り、
寛
政
四
年
の
御
救
交
易
に
お
け
る
宗
谷
交
易
値
段
の
一
俵
に
付
干
鮭
六
束
と
いう
も
の
と
比
較
し
て

も
、
ア
イ
ヌ
に
と
っ
て
は
か
な
り
不
利
な
交
易
条
件
と
い
え
る
。『夷

諺
俗
話
』
に
「シ
コ
ツ
川
の
か
ら
鮭、夷

交
易
米
八
升
入
壱
俵
に
付
八

束
位
の
相
場
な
り
。
一束
は
弐
拾
本
詰
な
り
。」と
あ
る
が、
シ
コツ
で
は
早
秋
で
錆
魚
(老
魚・
ホ
ッチ
ャレ)

の
た
め
に
安
値
で
あ
っ
た

ら
し
い
。
ま
た
干
鮭
一
束
は
酒
な
ら
ば
一
杯
と
いう
交
換
価
格
に
つ
い
て
は、
当
時
酒
一
杯
と
いう
の
は
「二
合
五
勺
入
椀
に
て
は
か
っ
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(4)
て
一
盃
」
と
い
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
米
に
換
算
す
れ
ば
八
升
入
り
一
俵
に
つ
き
酒
二
升
と
い
う
計
算
に
な
る
。
こ
れ
は
前
述
同
様
に
天
明

六
年
の
記
録、
米
一
俵
に
つ
き
酒
五
升
と
い
う
取
り
決
め
に
比
べ
て二
分
の
一
以
下
の
低
さ
で
あ
り
、
寛
政
四
年
の
交
換
価
格、
米
一
俵

に
つ
き
酒
小
樽
(四
升
入
り)
一
つ
と
決
め
ら
れ
た
も
の
に
比
べ
て
も
二
分
の
一
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
品
質
の
差
異
や
交
通
の
便
不
便、

あ
る
い
は
米
価
の
騰
貴
等
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
交
易
に
お
け
る
交
換
比
率
は、
常
に
ア
イ
ヌ
に
と
っ
て
不
利
な
も
の

で
あ
っ
た
。

注
(1)

東
元
稹
『東
海
参
譚』
文
化三
年
(一
八〇
六)
「日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
第
四
巻
」
昭
和
四
十
四
年
六
月

(2)
『新
北
海
道
史
第
七
巻
史
料
一』
に
よ
る
。

(3)(4)
串
原
正
峰
『夷
諺
俗
話』
寛
政
四
年

第
四
節
寛
政
蝦
夷
乱
と
勇
払
ア
イ
ヌ

寛
政
元
年
(一
七
八
九)、
場
所
請
負
制
に
よ
る
矛
盾
が、
根
室
、
ク
ナ
シ
リ
の
ア
イ
ヌ
の
反
乱
と
な
っ
て
爆
発
し
た
。
こ
の
遠
因
は
和

人
に
よ
る
不
正
交
換
や、
場
所
=
漁
場
に
お
け
る
労
働
強
化
に
対
す
る
ア
イ
ヌ
の
不
満
で
あ
っ
た
が、
ま
た
そ
の
一
つ
に
は
天
明
の
飢
饉

に
よ
る
米
不
足
に
よ
っ
て、
米
一
俵
が三
升
入
り
と
な
っ
た
故
で
あ
ろ
う
と
さ
え
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
と
の
起
り
は
、
飛
弾
屋
久
兵
衛
の
請
負
場
所
で
あ
る
ク
ナシ
リ
で
、
病
床
に
あ
る
乙
名
サ
ン
キ
チ
が
運
上
屋
から
も
ら
っ
た
酒
と
飯

のた
め
に
変
死
し
た
の
を
、
毒
殺と
信
じ
た
の
が
導
火
線
で、
ク
ナ
シ
リ
の
各
漁
場
が
破
壊
さ
れ、
キ
イ
タ
ッ
プ
場
所
で
四
九
人、
ク
ナ

シ
リ
場
所
で
二
二
人
、
合
計
七
一
人
の
和
人
が
殺
さ
れ
た
。
変
を
聞
い
た
松
前
藩
は、
二
六
〇
余
名
の
兵
を
ノ
ッ
カ
マ
ップ

(根
室)
に
派

遣
し
、
幕
府
も
ま
た
南
部、
津
軽二
藩
に
動
員
を
命
じ
た
。
し
か
し
反
乱
者
た
ち
は
ク
ナ
シ
リ
酋
長
ツ
キノ
エ
の
説
得
に
よ
っ
て
降
伏
し
、

松
前
軍
は
戦
わ
ず
し
て
乱
は
お
さ
ま
っ
た
。
反
乱
者
は
ク
ナ
シ
リ
、
メ
ナ
シ
を
合
わ
せ
て二
〇
〇
余
人
で
あ
っ
た
。
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こ
の
乱
に
あ
た
っ
て
は
、
か
っ
て
寛
文
蝦
夷
乱
に
みら
れ
た
各
地
の
アイ
ヌ
の
蜂
起
な
ど
と
いう
組
織
的
な
も
の
は
全
く
見
ら
れ
ず、

む
し
ろ
東
蝦
夷
地
お
さ
っ
ぺ
(尾
札
部)
よ
り
く
す
り
(釧
路)
ま
で
の
ア
イ
ヌ
の
酋
長
四
四
人
が
、松
前
軍
に
加
勢
し
従
軍
し
て
い
る
。
こ

の
地
方
の
ア
イ
ヌ
も
そ
の
例
外
で
は
な
く
、『寛
政
蝦
夷
乱
取
調
日
記
』
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

六
月
廿
七
日
天
気
宣、
六
つ
過
発
足
。
昼
八
時
前
ゆ
う
ふ
つ
へ
着
。‒
‒
(
略
)‒‒‒‒

一、
当
所
長
人
達
召
連
候
者
ど
も
申
付
候
処、
早
速
支
度
合
兼
候
間
跡
よ
り
茂
兵
衛
召
連
候
筈
な
り
。
尤
し
こ
つ
十
六
ケ
所
長
人
達
申
付
な
り
。

一、
立
火
の
儀
申
付
候
処、
向
は
さ
る
領
に
い
か
つ
ふ
え
相
立、
合
火
は
当
所
ま
こ
ま
へ
相
立
宣
由
申
達
す
。
其
通
申
付
る
。

す
な
わ
ち
松
前
軍
は
各
コ
タ
ン
の
酋
長
に
従
軍
を
命
じ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
多
分
に
政
策
的
な
意
図
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ

の
地
方
で
従
軍
し
た
長
人
(酋
長)
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

東
夷
地
え
罷下
候
節
途
中
場
所
よ々
り
召
連
候
長
人
共
左
に記
す。

ろ
さ
ん
よ
り
(あ
っ
け
し
迄
)
フン
ヒ
ラ

ま
す
よ
り

上
む
か
わ
よ
り

(注、
ほ
た
な
い)

ち
か
ひ
よ
り

サ
ノ
ウ
デ
カ
イ

フ
ン
カ
リ

マ
ン
コ

セ
イ
ケ
ン

コ
ユ
ウ
ク
ハ
シ
テ

ち
ひ
か
ひ
よ
り

フ
チ
サ
ン

チ
ン
ナ
シ

ヌ
カ
ン
ラ
ン
ケ

む
いち
ゃ
りよ
り
(あ
っ
け
し
迄)

タ
ン
ハ
ク
テ

お
さ
つ
よ
り
(あ
っ
け
し
迄
)

ハ
ラ
ム
セ

ケ
ン
ト
ク

(『寛
政
蝦
夷
乱
取
調
日
記』)

つ
ま
り
一
五
場
所
の
う
ち
一
三の
コ
タン
の
酋
長
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
こ
の
シ
コ
ツ、
サ
ル
(沙
流)
の
コ
タ
ン
は
、す
で
に
寛
文
蝦
夷

乱
以
来、「御

味
方
蝦
夷
」
と
か
「御
味
方
コ
タン
」
と
称
せら
れ、
松
前
藩
と
は
深
い
か
か
わ
り
を
持
っ
て
い
た
ら
し
い
。
文
久
元
年
(一

八
六
一)
の
『東
蝦
夷
夜
話
』
に
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む
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よ
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よ
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ち
け
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よ
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ま
、
ち
ょ
り(あ

っ
け
し
迄)

い
ち
ゃ
り
よ
り



「寛
政
の
初、
ク
ナ
ジ
リ
嶋
の
夷
人
共、
御
国
人
を
許
多
殺
害
な
し
、
こ
の
一
挙
に
他
領
へ押
寄
せ、
蝦
夷
地
に
越
年
な
せ
る
御
国
人
を
残
に
な
さ
ん
と
せ

し
か
ば、
御
国
人
は
此こ
と
を
伝
へ
き
、
、
驚
き
お
そ
れシ
ャ
モ
地
を
さ
し
て
逃
れ
の
ぼ
る
を、
ク
ナジ
リ
夷
人
は
の
が
さ
じ
と
後
よ
り
追
ひう
ち
、
サ
ル

よ
り
四
里
東
の
方、

ニ
イ
カ
ッ
プ
ま
で
来
り
け
り
。
こ
の
と
き
サ
ル
ン
グ
ル
は
、
同
領
フ
ク
モミ
と
い
ふ
所
に
待
う
け
て
居
て、
ク
ナ
ジ
リ
夷
人
を
喰
ひ
留

る
。
其
所
へ
松
前
の
討
手
駈
着
き
、
サ
ル
ン
グ
ル
を
先
手
と
し
て
、
追
ひ
つ
騰
り
つ
戦
ひ
し
が
、
遂
に
ク
ナ
ジ
リ
夷
人
を
追
ひ
し
り
ぞ
け、
乍
事
の
鎮
ま
り

た
る
は
、
全
く
そ
の
頃
サ
ルン
グ
ル
の
勢
盛
な
り
け
れ
ば、
ク
ナジ
リ
夷
人
の
勝
ほ
こ
り
た
る
鋭
気
を
挫
き
、
こ
の
所
よ
り
引
返
さ
し
む
る
も
、
ラ
ミ
カ
タ

コ
タン
の
勲
功
な
り
け
り
と
ぞ
。」

と
いう
記
事
が
あ
る
。
サ
ル
、
シ
コ
ツ
の
ア
イ
ヌ
が
松
前
軍
に
参
加
し
て
、
ク
ナ
シ
リ
、
メ
ナ
シ
の
ア
イ
ヌ
の
反
乱
の
鎮
撫
に
協
力
し
た

こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
が、
沙
流
に
侵
入
し
た
ク
ナ
シ
リ
夷
人
を
迎
撃
し
、
こ
れ
を
撃
退
さ
せ
た
と
い
う
史
実
は
現
在
の
と
こ
ろ
確

認
さ
れ
て
は
い
な
い
。

寛
政
蝦
夷
の
乱
は
、
こ
の
よ
う
に
反
乱
と
い
う
に
し
て
は
余
り
に
も
小
規
模、
非
組
織
的
で、
日
ご
ろ
の
不
満
が
暴
発
し
た
暴
動
に
す

ぎ
な
い
が
、
こ
の
乱
で
東
蝦
夷
地
の
酋
長
達
も、
そ
ろ
っ
て
「御
用
蝦
夷
」
と
化
し
、
自
ら
の
部下
を
捨
て
て
松
前
藩
に
帰
服
し
て
し
ま

っ
た
。
か
く
し
て
寛
文
蝦
夷
乱
後
約
一二
〇
年
に
し
て
北
海
道
の
ア
イ
ヌ
は
、
全
く
和
人
の
支
配
に
屈
服
し
て
し
ま
っ
た
。
寛
政
蝦
夷
乱

は
、
そ
の
最
後
の
と
り
で
と
な
っ
た
も
の
の、
も
は
や
ア
イ
ヌ
は
組
織
的
な
抵
抗
を
す
る
力
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
松
前
藩
と
ア
イ
ヌ
と
の
関
係
は
か
っ
て
寛
文
蝦
夷
乱
以
前
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
対
等
の
関
係
は
失
わ
れ
、
松
前
藩
は

蝦
夷
に
対
し
て
政
治
的
に
も
経
済
的
に
も
ア
イ
ヌ
の
統
治
者
に
変
質
し
た
。
た
と
え
ば
、
従
来
酋
長
が
松
前
に
ウ
イ
マ
ム
に
行
く
と
、
藩

主
は
正
装
し
て
謁
見
の
間
に
側
近
く
招
い
て、
ア
イ
ヌ
の
貴
賓
を
招
く
と
同
じ
方
式
で
謁
見
し
て
い
た
が、
天
明ご
ろ
に
な
る
と
酋
長
が

(2)
通
詞
に
導
か
れ
て
城
門
内
に
案
内
さ
れ、
座
敷
に
は
上
げ
ず
庭
に
席
を
敷
い
て
座
ら
せ
て
謁
見
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
ま
た
寛
文

むしろ

蝦
夷
乱
の
こ
ろ
、
蝦
夷
の
酋
長
を
「狄
の
大
将」
と
か
オ
ト
ナ
と
呼
ん
で
い
る
が、
そ
の
後
乙
名
の
名
称
が
従
属
し
た
酋
長
に
対
し
て
用

おと
な

い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
『北
海
隨
筆
』
に

第
四
編
幕
藩
時
代

447



苫
小
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史
上
巻

「蝦
夷
村
の
酋
長
を
ラ
ト
ナ
と
言
。
則
本
国
の
名
主
也。
松
前
よ
り
令
を
此
の
者
に
伝
へ
て
威
権
あ
り
。
蝦
夷
共
慎
て
此
下
知に
隨
ふ
。」

と
あ
る
。
し
た
が
っ
て
松
前
藩
が
コ
タン
の
酋
長
を
乙
名
に
任
命
し
て
部
落
の
統
治
を
任
せ
た
の
は
、
寛
文
蝦
夷
乱
よ
り
の
こ
と
で
、
そ

の
後
脇
乙
名、
小
使
を
合
わ
せ
て三
役
と
し
た
の
は
天
明
以
後
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
乙
名
は
部
落
の
長
で
あ
り
、
脇
乙
名
は
そ
の
補
佐

役
、
小
使
は
乙
名
の
命
に
よ
っ
て
部
落
の
者
に
号
令
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
寛
政
ご
ろ
か
ら
場
所
ご
と
に
総
乙
名、
総
小
使
な
ど
の
役
が

設
け
ら
れ
た
が、
総
乙
名
は
一
場
所
の
乙
名
の
上
に
立
つも
の
で、
普
通
は
そ
の
地
方
第
一
の
家
柄
の
者
を
も
っ
て
、
こ
れ
に
あ
て
た
と

い
わ
れ
て
いる
。
こ
の
ほ
か
土
産
取
と
いう
も
の
も
現
わ
れ、
年
寄
り
と
い
っ
た
役
土
人
を
監
督
す
る
有
力
者
に
与
え
ら
れ
た
称
号
で
あ
っ

た
。
こ
の
地
方
に
お
け
る
三
役
を
寛
政
三
年
の
『東
蝦
夷
地
道
中
記
』
に
よ
っ
て
表
示
す
れ
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

上
ア
ツ
マ

ロ
ウ
サ
ン

オ
サ
ツ

ア
ツ
イ
シ

オ
セ
ッ
コ

ア
ツ
マ

ホ
タ
ナ
イ

マ
コ
マ
イ

タ
ル
マ
イ

場
所
名

乙
名

‒
‒

ニ
セベ
ン
ケイ

フム
ラン
ケ

イ
カ
ジ
バ

フクジ
サ
ン

ブ
ン
カ
リ

一 フ
ン
ヒ
ラ

‒
‒
‒

脇
乙
名

ハル
シ
ャ
ラ
ク

マ
ン
コ

コ
ヨ
バ
ン

サ
ン
ジ
キ

(小
使
死
亡)

小小
使

フ
ン
ヒ
ラ

ハ
ラ
ム
セ

マ
ン
コ

コュ
ウク
ハ
シ
テ

フ
チ
サ
ン

フ
ン
カ
リ

備備
考 考

下
ム
カ
ワ

上
ム
カ
ワ

マ チ
イ
カ
イ

イ
チ
ャ
リ

モ
イ
チ
ャ
リ

上
マ
、
チ

下
マ
、
チ

場
所
名
乙

名

キ
タ
ヤ
マ

セ
イ
メ
ン

イ
ホ
カ
リ

オ
ッ
カ
シ
テ

ク
マ
バ
ラ

ヌ
カ
ン
ラ
ン
ケ

? ?

コ
シ
ン
シ

? ?
脇
乙
名

モ
ノ
コ
ロ

ニ
セ
ト
ク

(小
使
死
亡)

ラ
カ
レ
ボ

ラ
カ
ウ
テ

? ?
小

使

セ
イ
ケ
ン

サノ
ウ
ラ
カ
イ

ラ
カ
シ
ウ
レ

ケ
ン
ト
ク

ヌ
カン
ラン
ケ

タン
ハ
クテ

チ
ン
ナシ 考

※
マ
コ
マ
イ
、
上
ア
ツ
マ
場
所
は
廃
絶

※
備
考
は
寛
政
元
年、
寛
政
蝦
夷
乱
に
際し
て
松
前
軍
に
従
っ
た
長
人
の
名
。
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ま
た
、
し
こ
つ
一六
場
所
を
統
合
し
て
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
と
な
っ
た
あ
と
、
文
化
五
年
に
記
録
さ
れ
た三
役
等
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ

(3)

て
い
る
。

惣
乙
名

並
乙
名

ロ
ウ
サ
ン

チ
ノ
ラ
ム

リ
タ
ン
ネ

脇
乙
名

シ
ラ
ン
カ
ト

サ
エ
タ
リ

リ
ネ
シ
リ
惣
小
使

チ
ャ
シ
カ

リ
ツ
ケ
シ
ノ

下
ア
ツ
マ
イ
タリ
ラ
ウシ

ラ
サ
ツ

ト
テ
ワ
カ
イ

ホ
タ
ン
ナ
イ

ヒ
ウキ

ア
ツ
イ
シ

ラ
ッ
カ
シ
ュ

ラ
セ
ッ
コ

クワ
ノ

イ
サ
リ

ハン
クワ

マ
ス

コ
ア
フ
カ
シ
コ
ロ

中
ア
ツ
マ

ト
ン
ナ
ン
コ
ロ

以
上
の
よ
う
に
、
惣
乙
名
は二
名、
脇
乙
名三
名
、
惣
小
使
二
名
と
な
っ
て
い
る
。
惣
乙
名
の
フ
ン
ヒ
ラ
は
旧
ロ
ウ
サ
ン
場
所、
ラ
ツ
カ

シ
リ
は
旧
マ
ス
場
所
の
出
身
で、
い
ず
れ
も
寛
政三
年
に
は
脇
乙
名
あ
る
い
は
乙
名
で
あ
っ
た
。

注
(1)

高
倉
新
一
郎
『ア
イ
ヌ
政
策
史』
昭
和
十
八
年
七
月

『蝦
夷
地
』
昭
和三
十
四
年
三月

(3)
『東
蝦
夷
地
各
場
所
様
子
大
概
書』
新
北
海
道
史
巻
七
巻
史
料
一に
よ
る
。

(2)
同 ラ
ツ
カ
シ
リ

ワ
ン
ヒ
ラ

ム
イ
サ
リ

コ
マ
ワ
カ

イ
サ
リ

下
ム
カ
ワ

ヌ
カ
ン
ラ
ン
ケ

チ
エ
ケ
シ

イ
ヨ
ノ

ラ
リ
コ
シ
マ

ア
イ
カ
シ

チ
イ
カ
イ

ヨ
カ
レ
フ

ク
ツ
サ
ン

フ
サ
モ
ツ

ト
エ
カ
リ
シ
テ

中
ア
ツ
マ

並
小
使
ロ
ウ
サ
ン

ハ
エリ
キ
下
ム
カ
ワ

ト
ル
コ

タ
ル
マ
イ
アメラ
ンケ

下
ア
ツ
マ
アン
カシ
ュ

上
ム
カ
ワ

シ
モ
レ
カ
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苫
小
牧
市
史
上
巻第
五
節
円
空
の
樽
前
権
現
像

一
円
空
の
蝦
夷
地
渡
来

寛
文
蝦
夷
乱
が
起
る
少
し
前、
蝦
夷
地
の
世
情
が
よ
う
や
く
騒
然
と
な
ろ
う
と
す
る
こ
ろ
に
、
は
る
ば
る
蝦
夷
地
に
渡
った
奇
僧
が
い

た
。
名
を
円
空
と
称
し、
自
ら
は
「江
州
伊
吹
山
平
等
岩
僧
円
空」
と
記
し
、
常
に
窟
に
住
み
木
の
実
を
喰
い、
行
を
修
め
て
は
予
言
を

な
し
、
一丁
の
錠
を
持
っ
て
山
野
を
跋
渉
し
、
靈
地
を
見
つ
け
て
は
そ
こ
に
仏
像
を
刻
み
祀
っ
たと
いう。

で
ん
ぱ

そ
も
そ
も
蝦
夷
島
(北
海
道)に

お
け
る
宗
教
の
伝
播
は、
い
ま
を
さ
か
の
ぼ
る
約
七
百
年
の
昔
、
す
な
わ
ち
永
仁
四
年
(一二

九
六
)、

日
蓮
の
高
弟
日
持
上
人
が
布
教
の
た
め
渡
島
し
た
の
が
始
ま
り
で、
そ
の
後
、
こ
れ
に
拍
車
を
か
け
た
の
が
渡
島
半
島
南
部
に
「館
」
を

構
え
た
土
豪
た
ち
の
渡
来
で
あ
り
、
さ
ら
に
こ
の
時
代
は
日
本
の
仏
教
史
上
特
筆
す
べ
き
新
教
宣
布
、
旧
教
立
て
な
お
し
の
時
期
に
当
っ

て
い
て、
布
教
の
波
は
蝦
夷
地
に
波
及
し
、
一五
世
紀
の
半
ば
ご
ろ
に
は
松
前
地
を
中
心
に
続
と々
神
仏
の
祠
堂
が
建
て
ら
れ
る
に
至
っ

た
。
こ
れ
に
つ
いて
、
高
倉
新
一
郎
は

「も
と
も
と
神
を
敬
い、
仏
を
信
ず
る
の
は
和
人
一
般
の
慣
わ
し
で
あ
る
が、
特
に
郷
国
を
離
れ
た
遠
い
蝦
夷
地
に
渡
っ
た
人
々
に
は
、
神
仏
に
依
頼
す
る

情
が
一
段
と
切
な
る
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は、
本
土
と
の
生
活
は
違
い、
大
き
な
集
団
か
ら
離
れ
て
き
た
孤
独
感
へ
の
慰
め
で
あ
る
と
同
時
に、
困
苦
欠

乏
に
耐
え
て、
し
か
も
敢
て
事
を
行
な
う
積
極
的
な
勇
猛
心
を
湧
き
た
た
せ
る
精
神
的
大
き
な
支
え
で
あ
り
、
そ
の
う
え
ま
た、
自
然
採
取
で
天
恵
に
依
存

す
る
度
合
い
が
極
め
て
強
い
当
時
に
あ
っ
て
は、
こ
れ
ら
神
仏
へ
の
信
仰
が
、
超
自
然
的
な
も
の
に
頼
る
た
だ
一
つの
道
で
も
あ
っ
た
から
で
あ
る
。」

(高
倉
新
一
郎
『北
海
道
の
開
拓
と
宗
教』
北
海
道
宗
教
大
鑑
昭
和三
十
九
年
八
月
)
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と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
建
て
ら
れ
た
神
仏
の
祠
堂
は
、
や
が
て
神
社、
寺
院
と
し
て
発
達
し
た
が、
そ
の
分
布
は
松
前
地
ば
か
り
で
な
く、

し
だ
い
に
島
内
各
地
へ
広
め
ら
れ
て
い
っ
た
。『福
山
秘
府
巻
之
十
二
』
諸
社
年
譜
並
境
内
堂
社
部
に
よ
る
と
、
享
保
三
年
(一
七
一
八
)の

調
べ
で
は、
当
時
城
下
を
除
い
て
一
四
七
カ
所
の
詞
堂
を
数
え
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は、
観
音
堂
四
〇
、
恵
美
須
堂二
〇
、
八
幡
宮
及
び

稲
荷
社
各
一
四、
薬
師
堂、
神
明
社
各
六、
明
神
社、
弁
財
天
社、
山
神
社
各
五、
荒
神
社
四
そ
の
ほ
か
地
蔵
堂、
毘
沙
門
堂、大

日
堂、

不
動
堂、
権
現
社、
姥
神
社、
雷
神
社
そ
の
他
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
分
布
の
上
で
み
る
と、
ほ
と
ん
ど
が
松
前
地
に
あ
っ
て、
蝦
夷
地

の
も
の
は
わ
ず
か
に
三
カ
所
で
あ
っ
た
。
同
書
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

一
、
如
来
堂
造
営
之
由
緒
年
号
不
分
明

(朱
)
「按
ル
ニ
慶
長
十
八
年
此
堂
建
立
ナ
リ
。」

一、
観
音
堂

造
立
年
号
不;]相

知
;。

神
体
円
空
作
。

一、
辨
財
天
社

(朱
)「安

永
七
年
ニ
イ
タ
リ
一
百
二
十
一
年
ナ
リ
。」

万
治
元
戌
年
造
営
。
同三
年
神
体
⇒
安
置
。

(朱)
「按
ス
ルニ
実
ハ
万
治三
年
造
立
ナ
ル
ベ
シ
。
」

「東
夷
地
碓」
お
よ
び
「宇
須」
は、
現
在
の
伊
達
市
の
有
珠
で、「志

古
津」
は
千
歳
で
あ
る
。
万
治
元
年
は
一
六
五
八
年
だ
か
ら
、
寛

文
九
年
(一
六
六
九)の

蝦
夷
乱
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
十
一
年
前
に
あ
た
り、
慶
長
十
八
年
は
一六
一三
年
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
三
つ
の

祠
堂
は、
円
空
が
渡
島
す
る
以
前
か
ら
、
す
で
に
建
立
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ど
ん
な
理
由
で、
こ
の
地
に
早
く
か
ら
建
立
さ
れ
た

第
四
編
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の
か
不
明
で
あ
る
が、
信
仰
の
対
象
と
す
る
和
人
の
必
要
性
か
ら
堂
宇
を
設
け
た
と
す
れ
ば、
か
な
り
重
要
な
土
地
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。ま
た
、『福
山
秘
府
』
に
記
録
さ
れ
た
堂
社
の
造
立
年
代
を
み
る
と、
不
詳
と
す
る
も
の
が
多
い
が
、
判
明
し
て
い
る
分
に
つ
い
て
言
え

ば
、
最
も
古
いも
の
で
は
一
五
世
紀
の
半
ば
ご
ろ
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
が、
こ
れ
は
「
館
」
を
構
え
た
初
期
封
建
性
の
成
立
と
軌
を
同
じ
に

す
る
も
の
で
あ
り
、
造
立
年
代
の
判
明
し
て
いる
大
部
分
は、

一七
世
紀
よ
り
一
八
世
紀
の
初
頭
に
か
け
て
の
も
ので
あ
る
が
、
こ
れ
ら

は
主
と
し
て
商
場
(
場
所
)
知
行
主
、あ
る
い
は
商
人
等
の
設
立
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に、
こ
れ
ら
の
堂
社
の
う
ち
「神
体
円
空

作
」
と
注
記
し
た
も
の
が、
有
珠
の
観
音
堂
を
含
め
て二
〇
五
カ
所
に
及
ん
で
い
る。
堂
社名
は
観
音
堂
が
一
九
、
八
幡
宮三
、
神
明
社、

権
現
社、
稲
荷
社
各
一
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
造
立
年
代
は
寛
文
五
年
(一
六
六
九)九

カ
所、
延
宝
七
年
(一
六
七
九)一

カ
所、正

徳二
年
(一
七
一
二)一

カ
所、
正
徳
五
年
(一
七
一
五)
二
カ
所、
そ
の
他
不
詳
で
、
半
数
以
上
が
寛
文
五
年
以
後
の
造
立
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
注
意
す
べ
き
こ
と
と
し
て、
当
時
代
の
堂
社
は
神
仏
が
し
ば
し
ば
混
淆
し
、
そ
の
区
別
の
明
瞭
で
な
い
も
の
が
多
いこ
と
で
あ
る
。
だ

こ
ん
こ
う

か
ら
弁
財
天
堂
、
天
神
社
な
ど
に
僧
侶
が
別
当
を
し
た
り
、
観
音
堂
で
あ
り
な
が
ら
社
家
が
奉
仕
し
た
り
す
る
例
が
珍
し
く
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

以
上
、
蝦
夷
地
に
お
け
る
宗
教
の
伝
播
と
堂
社
の
形
成
に
つ
い
て
の
一
端
と
、
松
前
地
に
お
け
る
円
空
仏
の
概
略
を
文
献
よ
り
な
が
め

た
の
で
あ
る
が、
蝦
夷
地
各
地
に
も
円
空
仏
が
残
さ
れ
て
お
り
、
当
市
に
も
錦
岡
の
樽
前
神
社
に、

一体
の
円
空
仏
が
あ
っ
て、
こ
れ
を

樽
前
権
現
像
と
称
し
て
い
る
。
こ
れ
を
中
心
に
し
て
、
円
空
の
渡
来
や
足
跡
を
た
ど
っ
て
み
よ
う
。

ど
う
く
っ

樽
前
権
現
像
が、
初
め
有
珠
の
礼
文
華
の
洞
窟
内
に
安
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
記
録
し
た
の
は、
寛
政
四
年
(一
七
九
二
)
有
珠
に
詣 も
う

で
た
菅
江
眞
澄
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
旅
行
記
『蝦
夷
廼
天
布
利
』
の
六
月
七
日
の
条
に

シ
リ

「シ
ツ
カ
リ
(注
静
狩)
の
崎
を
へ
て
小
川
の
沖
べ
も
過
れ
ば、
ヒ
キ
フ
セ、
ア
ル
ベ
ヌ
キ
の
灘
榜く
ほ
と
に
、
鵜
の
く
ぞ
ま
り
て
雪
の
ふ
れ
る
か
と
ふ
り
あ
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カ
シ

な
円
空
法
師
の
作
て
、
し
か
記
せ
り。
こ
の
五
の
仏
の
座
は
そ
れ
と
見
わ
く
べ
う
も
あ
ら
ず
。」

ふ
き
見
つ
、
行
に、
ち
い
さ
き
は
な
れ
そ
の
あ
り
、
こ
れ
に
笹
家
二
ツ
立
り
、
ア
キ
ノ
こ
れ
を
仮
屋
と
て
栖
ぬ
。
尚
榜
れ
て
ケ
ボ
ロ
オ
キ
と
い
ふ
に
至
り
つ
。

レ
バ

こ
こ
に
岩
舎
の
観
音
と
いふ
あ
り
、
舟
つ
け
てこ
の
窟
に入
れ
ば、
い
と
長
き
、
ま
た
ぶ
り
木
の
棹
な
と
横
た
へ
た
る
に
、
ア
キ
ノ
の
漁
の
具
と
も
を
な
に

く
れ、
自
在
鍵
を
は
し
め
ひ
し
ひ
し
と
と
り
か
け
た
り
。
奥
深
く
入
れ
ば、
五
駆
の
木
の
仏
を
な
ら
へ
お
け
り
。
そ
か
中
の
、
み
ぐ
し
た
か
き
仏
の
そ
ひ
ら

に
か
い
た
る
を
見
れ
ば、

『寛
文
六
年
丙
午
七
月、
始
登
山
、
う
す
の
お
く
の
院
の
小
嶋、
江
州
伊
吹
山
平
等
岩
之
僧
円
空
』
と
記
し
、
い
ま
ひ
と
つ
に
は

『い
わ
う
の
た
け
ご
ん
げ
ん
』
其
次
に
立
た
ま
ふ
は
『く
す
り
の
た
け
ご
ん
げ
ん
』
と
、
そ
ひ
ら
ご
と
に
在
り
、
三番
の
背
の
な
から
は
朽
て
、
文
字
の
よ

み
と
き
が
た
く
、
四
番
『た
ろ
ま
へ
の
た
けご
ん
げ
ん
』
と、
お
な
じ
そ
ひ
ら
の
方
に
し
る
し
た
り
。
此
い
つ
は
し
ら
の
、
ほ
と
け
の
み
か
た
し
ろ
は
、
み

と
、
五
体
の
仏
像
の
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
、
ま
た
有
珠
善
光
寺
の
記
事
に
は

「堂
の
か
た
わ
ら
に
木
賊
多
く
茂
り
た
る
内
に
小
祠
あ
り
て、
こ
れ
に
も
円
空
法
師
の
作
る
仏
三
柱
あ
り
。
そ
の
そ
ひ
ら
に
『内
浦
の
嶽
に
必
百
年
の
後
あ

ら
わ
れ
給
ふ
』
と
書、
又
『の
ほ
り
へ
つ
ゆ
の
ご
ん
げ
ん
』
い
ま
一
柱
に
は

『し
り
へ
つ
の
た
け
ご
ん
げ
ん
』
と
彫
り
た
り
。」

と
記
し
た
。
こ
の
う
ち
礼
文
華
の
洞
窟
内
に
安
置
さ
れ
て
い
た
五
体
の

仏
像
は、
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
七
年
後
の
寛
政

十
一
年
(一
七
九
九)、
幕
府
の
直
轄
に
よ
り、
エ
ト
モ
場
所
の
詰
合
と

(4)
な
っ
た
松
田
仁
三
郎
(松
田
伝
十
郎
の
前
称)の
記
録
『北
夷
談
』
に
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「仁
三
郎
持
場
中
見
廻
り
の
砌、
ア
ブ
タ
領
の
内
レ
ブン
ゲ
地名
と
云
所
有
。

此
所
よ
り
壱
里
半
程、
海
岸
岩
崎
に
ケ
ホ
エ
地名
と
云
所
に
岩
穴
有
。
口
さ

し
渡
し
弐
間
程、
奥
行
六
間
余、
此
穴
に
入
て
見
る
処、
仏
の
木
像
に
て
四
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体
有
り
。
取
出
し
見
れ
ば、
い
ず
れ
も
観
音
の
像
に
て
、
内
一
体
は
丈
ケ
一
尺
五
、
六
に
し
て、
裏
に
年
号
並
名
居
判
彫
付
有
り
、
外
三
体
は
一尺
程
に
し

(マ
・)

て
、
裏
地
名
斗
彫
名
な
し
。
則
別
紙
の
ご
と
し
。
右
仏
も
時
節
に
し
て
世
に
出
し
と
、
奉
行
へ
届
置
て、
其
仏
の
背
に
彫
付
有
る
地
名
の
山
々
へ
送
り
て
安

置
す
。
寛
文
六
午
年
よ
り
此
寛
政
十
一
未
年
迄
百三
十
三
年
に
成
る
。」

そ
の
別
紙
と
は
、
四
体
の
仏
像
の
記
録
で、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

観
音
木
像

丈
ケ
一
尺
六
寸
程

裏

寛
文

大
仏

年
午

六
丙

江
州
伊
吹
山
平
等
岩
僧
内

う
す
お
く
の
い
ん
小
嶋

七
月
廿
八
日 始
山
登

花

円
空

押

文
字
彫

裏 裏 裏

小 小小
仏

同 仏

同 仏

こ
ん
け
ん

ゆ
う
は
り
た
け

こ
ん

け
ん

く
す
乃
た
け

た
ろ
ま
系
乃
た
け

同 同 文
字
彫

丈
ケ
一
尺
程
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こ
の
記
録
に
よ
れ
ば、
さ
き
に
菅
江
真
澄
が
「い
わ
う
の
た
け
ご

ん
げ
ん
」
と
読
ん
だ
の
は
、
伝
十
郎
に
よ
っ
て
「ゆ
う
は
り
の
た

け
ご
ん
げ
ん
」
と
読
ま
れ、「く

す
り
の
た
け
ご
ん
げ
ん
」
と
読
ん

だ
の
は
「く
す
の
た
け
ご
ん
げ
ん
」
と
読
ま
れ
、
さ
ら
に
「た
ろ

ま
へ
の
た
け
ご
ん
げ
ん
」
は
「た
ろ
ま
そ
の
た
け
」
と
読
ん
だ
差

は
あ
っ
て
も
、
両
者
の
記
事
は
比
較
的
よ
く
合
っ
て
い
る
。
そ
し

て
伝
十
郎
が
「右
仏
も
時
節
に
し
て
世
に
出
し
と
、
奉
行
へ
届
置

て、
其
仏
の
背
に
彫
付
有
る
地
名
の
山
々
へ
送
り
て
安
置
す
。」

と
記
す
よ
う
に
、
四
体
の
仏
像
は
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
分
散
安
置

さ
れ
た
。

ま
ず
「う
す
お
く
の
い
ん
小
島
」
の
大
き
な
観
音
像
は、
そ
の

後
文
化
五
年
(一
八
〇
八)、

堀
田
正
敦
の
『松
前
紀
行
』
に

「れ
ぶ
ん
げ
に
い
た
る
。
宿
よ
り
見
れ
ば
む
か
ひ
の
高
根
に
堂
あ
り
。

こ
の
本
尊
も
と
う
す
の
い
わ
や
に
あ
り
し
を
、
な
に
が
し
と
か
い
ふ
僧

の
船
の
ゆ
き
き
の
や
す
か
ら
ん
こ
と
を
祈
り
、
此
所
に
を
さ
め
し
と
い

ふ。
夜
に
い
り
て
か
の
本
尊
を
も
て
き
た
れ
り
。
見
る
に
い
と
こ
だ
い

な
る
木
仏
な
る
が、『宇

須
お
く
の
る
ん
小
島
、江
州
伊
吹
山
平
等
岩
僧、

寛
文
六
丙
年
七
月
廿
八
日
始
て
山
に
登
る
円
空
』
と
し
る
し
て
花
押
あ

●円空仏の現所在地

山越

熊石
砂原●

江差 小幌
● 洞 爺湖 ●錦

岡

上ノ国

登
別

広 尾
函館

松前‘「吉岡

円空仏の分布図
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苫
小
牧
市
史
上
巻

り、
小
島
は
さ
き
に
み
し
湖
の
島
に
て
、
そ
の
ほ
と
り
を
奥
の
院
と
も
い
ひ
伝
へ
し
と
な
ん
。」

ま
っ

の
地
に
移
さ
れ
た
も
のと
み
ら
れ
る
。
そ
の
移
さ
れ
た
地
は、
安
政
のこ
ろ
、
松
浦
武
四
郎
が
『東
蝦
夷
日
誌
』
に
記
し
た
ご
と
く
、「う

す
お
く
の
い
ん
の
小
島
」
の
仏
像
は、
洞
爺
湖
の
観
音
島
に、

「ゆ
う
は
り
た
け
こ
ん
け
ん」
は
千
歳
の
弁
天
堂
に
、
「た
ろ
ま
ぁ
の
た

け
」
は
垂
舞
山
(樽
前
山)の

拝
殿
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
ま
た
も
う
一
つ
の
「く
す
り
の
た
け
こ
ん
け
ん
」
は
、
現
在
釧
路
市
米

町
の
厳
島
神
社
に
あ
る
が、
最
初
か
ら
同
所
に
移
し
た
も
の
か
ど
う
か
は
詳
ら
か
で
は
な
い
。

と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
当
時
は
す
で
に
窟
を
出
て、
ここ
の
祠
に
祀
ら
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
他
の
仏
像
も
す
で
に
そ
れ
ぞ
れ

(4)(6)

丙
午
年
六
月
吉
日
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

つ
ぎ
に
「た
ろ
ま
あ
の
た
け
ご
ん
げ
ん
」(以
下
樽
前
権
現
像
と
略
称)
の
製
作
年
代
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に、
か
って
礼
文

華
の
窟
に
あ
っ
た
他
の
四
体
の
仏
像
と
同
時
に
製
作
さ
れ
た
も
の
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
背
面
に
年
代
の
刻
文
の
あ
る
「う

す
お
く
の
いん
小
島
」
(以
下
洞
爺
観音
像
と
略称)

の、
「寛
文
六
丙
午
年
七
月
廿
八
日、
始
山
登
」
によ
っ
て、
寛
文
六
年
の
製
作
と
考
え

て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
僧
円
空
の
渡
来
年
代
お
よ
び
そ
の
足
跡
と
も
関
係
す
る
問
題
で
も
あ
る
。
現
在
の
と
こ

ろ、
円
空
作
の
仏
像
で
年
代
の
銘
記
さ
れ
て
い
る
の
は、
こ
の
洞
爺
観
音
像
の
ほ
か、
広
尾
郡
広
尾
町
の
禪
林
寺
の
も
の
で、
こ
れ
は
松

前
藩
家
老
の
蛎
崎
蔵
人
が、
円
空
に
彫
ら
せ
た
上
、
知
行
地
の
あ
る
十
勝
場
所
に
祀
つ
た
と
い
わ
れ
る
も
の
で、
厨
子
の
扉
に
「寛
文
六

1000
一
日、
初
登
内
浦
山、
円
空
。」と
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
例
と
、
前
述
の
『福
山
秘
府
』
に
み
ら
れ
た
円
空
仏
を
神
体
と

す
る
堂
社
の
多
く
が、
寛
文
五
年
造
立
と
い
わ
れ
る
か
ら
、
円
空
の
松
前、
蝦
夷
地
の
滯
在
期
間
は、
寛
文
五
年
よ
り
同
六
年
ま
で
の
、

せ
い
ぜ
い
二
ヵ
年
ぐ
ら
い
と
推
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
円
空
が
渡
島
し
た
の
も
お
そ
ら
く
寛
文
五
年
と
み
て
大
過
な
い
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
天
明
四
年
(一
七
八
四
)の
『東
遊
記
』
も、
円
空
の
消
息
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
る
が、
こ
れ
に
よ
れ
ば

ま
た
寿
都
郡
寿
都
町
能
津
登
の
海
神
社
の
も
の
は、「い

そ
や
乃
た
け、
寛
文
六
年
丙
午
八
月
十

「松
前
よ
り
東
に
ウ
ス
と云
処
あ
り、
是
に
善
光
寺
を
写
し
て
靈
仏
立
せ
給
ふ
と
云
。
信
州
の
像
は
臼
の
上
に
立
せ
給
ふ
。
臼
と
い
へ
る
名
に
よ
り
て
善
光
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(西
)

寺
を
う
つ
せ
る
成
べ
し

メ
束
の
方
ヲ
ヲ
タ
と
云
所
に
大
日
如
来
立
せ
給
ふ
。
都
て
蝦
夷
地
に
仏
の
有
所
は
、
二
百
年
以
前
円
空
法
師
と
云
人
此
地
へ
来
り

て、
仏
像
を
多
く
彫
刻
し
、
みづ
か
ら
岭
岨
を
ふ
み
わ
け
て
所
々
へ
安
置
せり
。
ラ
ラ
タ
は
大
の
字
の
縁
に
て
大
日
を
安
置
せ
る
な
る
べ
し
。
い
ま
だ
す
へ

置
ざ
る
仏
も
多
く
在
り
と
云
。
惜
む
ら
く
は
其
年
月
不
詳、
其
僧
の
伝
記
も
伝
は
ら
ず
、
土
人
の
語
る
を
聞
け
ば
、
学
徳
兼
備
り
て
仙
人
の
如
き
也
と

云
り
。」

と
記
し
、
蝦
夷
地
の
仏
像
あ
る
地、
す
な
わ
ち
有
珠
と
太
田
(久
遠
郡
)
に
来
て
仏
像
を
彫
刻
し
た
が、
未
だ
靈
地
に
置
か
な
い
仏
も
多
い

と
い
う
か
ら
、
円
空
の
蝦
夷
地
に
お
け
る
足
跡
も
、
お
そ
ら
く
こ
の二
つ
の
靈
地
よ
り
は
北
進
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ

れ
に
つ
いて
高
倉
新
一
郎
は

「そ
の
足
跡
は
、
松
浦
武
四
郎
の
記
事
の
如
く、
石
狩
低
地
帯
に
ま
で
及
ん
だ
と
は
考
え
ら
れ
な
い。
せ
い
ぜ
い
北
は
太
田
岬、
東
は
有
珠
附
近
に
過
ぎ
ず

滯
在
も二
ケ
年
位
だ
ろ
う
。
然
し
、
寛
文
五
・
六
年
と
い
ふ
と
有
名
な
シ
ヤ
グ
シ
ャ
イ
ン
の
叛
乱
前
、
金
掘
や
鷹
匠
等
が
広
く
往
来
し
て
み
た
際、
ま
た
旅

人
の
改
も
嚴
重
で
は
な
か
っ
た
か
ら
、
こ
の
奇
行
の
僧
の
足
跡
は
案
外
広
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
奥
地
に
納
む
べ
き
仏
像
を
有
珠、
ケ
ポ
ロ
キ
等
に
ま

と
め
て
お
い
た
と
こ
ろ
か
ら
見
る
と
、
矢
張
私
の
想
像
が
正
し
い
と
思
ふ
。」

(高
倉
新
一
郎
『郷
土
と
開
拓』
昭
和二
十二
年
五
月
)

と
述
べ
て
い
る
。

注
(1)

洞
爺
湖
観
音
島
に
あ
る
洞
爺
観
音
像
の
背
刻
文

(2)
伴
蒿
蹊
『近
世
畸
人
伝』
平
凡
社
刊
。

(3)
扇
谷
昌
康
『勇
武
津
弁
天
社
覚
書
』
苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
八号

昭
和
四
十
九
年
十
一
月

(4)
大
友
喜
作
編
『北
門
叢
書
第
五
冊』

(5)
高
倉
新
一
郎
『郷
土
と
開
拓』
昭
和二
十
二
年
五
月

(6)
畑
宮
清
一
郎
『円
空
の
樽
前
権
現
像』
郷土
の
研
究三
号
昭
和
四
十
六
年
十二
月

第
四
編
幕
藩
時
代
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(7)
注
(5)に

同
じ

(8)
森
川
不
覚
『北
海
道
の古
仏
』
昭
和
三
十
八
年
三
月

二
錦
岡
の
円
空
仏

サ
カ
ヤ

す
で
に
記
し
た
よ
う
に
円
空
作
の
樽
前
権
現
像
は
、
安
政
年
間
に
は
樽
前
山
麓
に
祀
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
松
浦
武
四
郎
の
『東
蝦

夷
日
誌
』
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「ユ
ウ
ブ
ツ
領

此
辺
は
皆
南
受
の
暖
地
に
て
、
沙
浜
浪
打
際
よ
り
上
に
(二
三
丁
)
路
有。
躓
く
石
一
ツ
な
く
、
鮪
屋
左
右
に
立
並
び
酒
肆
茶
店
も
さ
ま
ざ
ま
暖
簾
さ
げ
、

ノ
レン

ラタルー
ラマイ

中
々
に
言
さ
え
ぐ
蝦
夷
人
の
里
と
は
思
は
れ
ず
。
其
繁
昌
い
は
ん
方
な
し
。(廿

余
町)
タ
ル
マ
イ
(川
巾
五
六
間、
小
休
所
有
)
本
名
ヨ
タ
ル
ラ
マ
イ
に
て

・

沙
路
有
義
也
(中
略)。

タ
ルマ
イ

垂
舞
山
の
拝
殿
(三
間
二
間
)
有
。本
尊
は
円
空
鉈
作
の
観
音、寛

文
六
酉
八
月
廿
八
日
此
処
に
て
作
納玉
ひ
し
と
、ア
ブ
タ
に
持
行
置
し
を
、文
化二
乙
丑
の

秋
七
月
再
び
爰
に
納
む
と
也
。此
山
昔
(年
月
不
知)焼

た
る
由
に
て
此
辺
り
皆
五
寸
斗
下
は
焼
沙
有
。其
己
前
慈
覚
大
師
の
建
立
の
堂
も
有
し
と
言
伝
ふ
。」

こ
れ
に
よ
れ
ば、
円
空
の
権
現
像
は
寛
文
六
年
八
月
廿
八
日
に、
ここ
で
製
作
し
た
と
記
し
て
い
る
が、
前
述
の
よ
う
に
、
円
空
が
樽
前

山
ま
で
足
跡
を
の
ば
し
た
と
い
う
確
か
な
記
録
は
な
く
、
ま
た
八
月
廿
八
日
と
いう
の
も
、
洞
爺
観
音
像
の背
文
の
「寛
文
丙
年
午
七
月

廿
八
日
」
と
も
合
致
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
「
樽
前
山
で
作
っ
た
と
か、
そ
の
年
号
と
か
は
、
あ
る
い
は
翁
の
創
作
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。」と
考
え
た
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
武
四
郎
が
「文
化
二
乙
丑
の
秋
七
月
再
び
爰
に
納
む
と
也
。」と
し
た
記
事
は
、
松
田

伝
十
郎
が
『北
夷
談
』
で、「其

仏
の
背
に
彫
付
有
る
地
名
の
山
々
へ
送
り
て
安
置
す」
と
、
寛
政
十
一
年
(
一七
九
九)に

記
し
た
内
容
と

符
節
が
合
う
か
ら
、
権
現
像
を
樽
前
山
ろ
く
に
移
し
た
の
は
、
文
化二
年
ご
ろ
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
な
お、
松
浦
武
四
郎
が
初
め
て
タ

ル
マイ
に
足
を
踏
み
入
れ
た
の
は
弘
化
二
年
(一
八
四
五)で

あ
る
が、
そ
の
記
録
で
あ
る
『初
航
蝦
夷
日
誌
』
に、
つぎ
の
よ
う
に
記
し
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て
い
る
。「タ
ル
マ
イ
(中
略)
扱
其
傍
ニ
少
し
樹
木
有
て
並
樹
の
か
た
ち
有
。
前

ニ
朱
の
華
表
有
。
此
処
ニ
上
な
る
タ
ル
マ
イ
山
の
権
現
様
の
因
縁
を
板

ニ
誌
る
し
而
掛
た
り
。
其
あ
ら
ま
し
を
し
る
す
二
此
山
上
二
観
音
の
像

(注
八〇七)

有
て
靈
験
著
し
き
由
な
る
が、
此
仏
像
は
則
行
基
菩
薩
の
作
ニ
而
大
同

二
年
此
島
ニ
渡
海
し
玉
ひ、
む
か
し
よ
り
誰
壱
人
上
る
も
の
も
無
、
猛

獣
毒
蛇
年
古
く
住
て
土
俗
を
害
す
る
こ
と
を
憐ミ
玉
ひ、
一刀
礼
に
而

此
麓
に
て
観
音
菩
薩
の
形
を
彫
み
而
山
上
ニ
持
上
り
安
置し
玉
ひし
が、

毒
蛇
猛
獣
も
人
を
害
す
る
こ
と
無
りし
ど
書
た
る
が、
何
れ
の
苾
芻
も

云
草
(い
い
ぐ
さ
)は
皆
極
り
し
こ
と
な
れ
と
も
海
外
の
こ
と
な
れ
ば
途

中
の
暇
も
い
と
わ
で
よ
み
て
過
た
り
け
り
。」

こ
の
記
録
で
は
、
す
で
に
樽
前
権
現
と
し
て
観
音
像
が
祀
ら
れ
て

い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
こ
の
観
音
像
の

由
来
を
僧
行
基
に
よ
る
と
い
う
因
縁
を
記
し
た
内
容
を
紹
介
し
て

い
る
が
、
こ
れ
は
円
空
作
の
観
音
を
、
行
基
に
す
り
か
え
た
伝
説

で
あ
ろ
う
。

松
浦
武
四
郎
に
前
後
し
て
、
安
政三
年
(一
八
五
六
)蝦
夷
地
の

実
地
調
査
に
あ
た
っ
た
幕
吏
榊
原
蔵、
市
川
十
郎
に
よ
る
『野

(2)
作
東
部
日
記
』
に
も
、
樽
前
権
現
像
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
榊
原
銈
蔵
筆
記
の
項
に
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「垂
前
ー
(中
略)‒

垂
前
山
西
二
聳
テ
見
ュ
。
此
山
往
昔
温
泉
有
シ
カ
、
山
焼
以
来
絶シ
ト
ソ
。
道
路
砂
深
ク
原
野
山
三々
里
余
ニ
隔
タ
ル
裾
野
ツ
ツ
キ
、

タ
ル
マ
へ

遙
二
樹
林
有
ノ
ミ
、
垂
前
権
現
ノ
社
有
。」

エ
サン

ウチワク

と
あ
り
、
ま
た
市
川
十
郎
筆
記
の
項
に
は

ヌプリ
ユサハ

「麓
ニ
垂
舞
権
現
ラ
安
ス
。
是
ハ
百
七
八
十
年
前、
近
江
国
胆
吹
山
僧
円
空
ト
云
モノ
、
本
蝦
夷
ノ
靈
区
ラ
相シ
テ
観
世
音
ノ
像
一
体
ツ
ツラ
安
ス
。
所
謂

タウヤ
恵
山
観
音
、
内
涌
嶽
観
音
、
礼
文
計
岩
屋
観
音、
湛
谷
沼
観
音、
延
別
湯
沢
観
音
、
垂
舞
権
現、
木
綿
張
観
音
以
上
七
ヶ
所
ノ
内
也
。
垂
前、
内
涌、
湯
沢

レ
フン
ケ

二
安
ス
ル
ラ
権
現
ト
称
ス
レ
ト
モ、
正
身
ハ
観
世
音
ラ
祭
ル
。
意
フニ
此
三
嶺
皆
火
山
ニ
シ
テ
、
焦
天
烈
地
ノ
懼
ア
レ
ハ
、
是
災
ラ
カ
シ
為
ノ
鎮
守
ニ
祭
レ

ル
ナ
ル
ヘシ
。
此
三
嶺
⇒
観
音
ト
イ
ハ
ス
権
現
ト
称
ス
ル
ハ
深
意
ア
ル
ヘシ
。
慈
覚
大
師ノ
作
ナ
リ
ト
云
リ
。
垂
前二
遙
拝
所
有。」

と
あ
っ
て
、
樽
前
権
現
社
が
あ
り
、
円
空
作
の
樽
前
権
現
が
安
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。
ま
た、
こ
れ
が
権
現
と
名
付
け
た
円

空
の
深
意
を
、
火
山
に
よ
る
災
害
を
払
う
た
め
の
鎮
守
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
樽
前
権
現
像
は、江戸

時
代
末
ま
で
樽
前
の
権
現
社
に
安
置
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ、
この
地
が
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
に
お

け
る
鰯
漁
業
の
中
心
と
し
て
繁
栄
し
て
い
た
こ
ろ、
場
所
請
負
人
を
は
じ
め
漁
業
者
よ
り
崇
拝
の
対
象
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
ユ
ウ
フ

イ
ワシ

(3)
ツ
場
所
請
負
関
係
者
で
あ
る
山
田
文
治
等
が、元

治二
年(一

八
六
五)奉

納
し
た
石
造
手
水
鉢
の
存
在
に
よ
っ
て
も
う
か
が
う
こ
と
がで
きる
。

し
か
る
に
時
代
が
変
り、
明
治
に
な
っ
て
か
ら
政
府
に
よ
っ
て
神
仏
混
淆
が
禁
止
さ
れ、
同
六
、
七
年
ご
ろ
北
海
道
に
お
い
て
も
こ
れ

が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て、
従
来
の
堂
社
の
整
理、
統
合
が
行
わ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
当
地
方
に
お
い
て
も、
こ
れ
が
実
行
さ
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
が、
明
治
五
年
(
一八
七二
)の
記
録
に
よ
れ
ば

タ
ル
マ
イ

権
現
社
梁
間三
間、
桁
間三
間
壱
棟(4)

稲
荷
社
同
九
尺、
同
九
尺
壱
棟
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た
と
い
わ
れ
る
か
ら
、
明
治
七
年
の
樽
前
山
神
社
の
苫
細
移
転
に

と
あ
る
か
ら
、
当
時
は
ま
だ
従
来
通
り
樽
前
権
現
社
で
あ
っ
た
も

の
と
見
ら
れ
る
が
、
明
治
七
年、
こ
れ
を
郷
社
樽
前
山
神
社
と
し

て
苫
細(苫

小
牧)に

移
転
さ
れ
た
た
め、
長
い
間
人
び
と
の
よ
り

ど
こ
ろ
と
し
て
い
た
樽
前
権
現
社
は
、
つ
い
に
廃
絶
さ
れ
た
も
の

と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
明
治二
十
年
ご
ろ、
樽
前
地
区
の
人
口
減

覚
生
地
区
の
人
口
増
と
いう
こ
と
か
ら
、
社
殿
が
覚
生
に
移
さ
れ

(5)

伴
っ
て、
新
た
に
樽
前
神
社
を
設
け、
そ
の
内
部
に
権
現
像
を
同

時
に
安
置
し
た
の
か
ど
う
か
は
詳
ら
か
で
は
た
い
。
そ
の
後
、
鉄

道
の
開
通
に
よ
っ
て、
現
在
の
錦
岡
駅
付
近
が
繁
栄
す
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で、
大
正
十
二
年
(一
九
二
三
)、
再
び
社
殿
を
移
動
し

た
が
、
こ
れ
が
現
在
の
樽
前
神
社
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
権
現
像

は
現
在
同
社
に
保
存
さ
れ
て
い
る
が、
こ
れ
が
円
空
作
の
権
現
像

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
は
、
昭
和
十
一
年
十
月
二
十
日
、
北

海
道
大
学
の
高
倉
新
一
郎
助
教
授
(当
時)の

鑑
定
に
よ
る
も
の
で

あっ
た
。
この
像
の
計
測
値
は

う
ち
像
高

一尺
四
分

全
高

一尺
五
寸
三
分
(四
六
糎
)

台
座

蓮
瓣

二
寸
八
分

二
寸
一
分
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(00)
台
座
の
幅

と
な
っ
て
お
り、
背
面
に
「た
ろ
ま
そ
の
た
け
」
と
陰
刻
さ
れ
た
観
音
像
で
、
函
館
称
名
寺
、
上
磯
町
中
央
の
八
幡
神
社
、
寿
都
町
能
津

登
海
神
社
、
虻
田
洞
爺
湖
観
音
堂
等
の
円
空
仏
と
よ
く
似
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。

樽
前
権
現
像
の
ほ
か
に
、
勇
払
に
も
円
空
作
の
仏
像
が
あ
っ
た
と
いう
記
録
が
あ
る
。
こ
れ
は
松
浦
武
四
郎
の
『東
蝦
夷
日
誌
』
の
も

ので
、
同
書
に

「ユ
ウ
フ
ツ
(中
略)
川
東
に
(漁
や、
土
人
雇
小
や、
台
地
一
ヶ
所
有
)
沼
有
、
此
小
島
に
弁
天
社
有
て
円
空
作
の
地
蔵
尊
を
安
置
す
。
其
前
立
に
如
図

木
像
有
。
是
は
昔
し
古
焼
を
以
て
舵
工
が
作
る
と
、
風
を
祈
り
又
海
上
難
風
の
時
祈
誓
し
て
頗
る
験
有
り
と
聞
り
。
余
が
按
に
は、
是
も
円
空
の
作
な
ら
ん

と
思
ふ
也
。」

と
記
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
同
社
の
中
に
二
体
の
円
空
仏
あ
り
と
し
て
い
る
。
前
者
に
つ
いて
は
図
の
記
載
が
な
く
、
仏
像
も
現
存
し
て

い
な
い
の
で
、
真
偽
の
ほ
ど
を
解
明
す
る
資
料
が
な
い
。
ま
た
、
前
述
の
樽
前
権
現
像
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
歴
史
的
な
成
立
過
程
か
ら
み

て
も
、
こ
れ
は
疑
問
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
後
者
は
同
書
に
掲
げ
た
図
の
通
り
の
立
像
で
あ
る
が、
円
空
が
寛
文
年
間
に
製
作
し
た
仏

像
の
作
風
と
は
、
非
常
に
趣
を
異
に
す
る
も
の
で、
こ
れ
に
つ
い
て
も
疑
問
と
し
て
よ
い
。

さ
ら
に
樽
前
権
現
像
に
関
係
の
深
い
円
空
仏
、「ゆ
う
は
り
た
け
ご
ん
げ
ん
」
(以
下
夕
張
権
現像と

略称)
につ
いて
触
れ
て
み
よ
う
。
こ

れ
に
つ
いて
も
松
浦
武
四
郎
は
、『夕
張
日
誌
』
で
「千
歳
会
所
(中
略)前
に
弁
天
社
有、石

階
卅
余
級
を
上
り、左

に
八
大
竜
王、
右
に
円

空
鉈
作
の
像
を
安
置
し
た
り
。」と
記
し
、
さ
ら
に
像
の
図
を
掲
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
図
に
は
「由
布
婆
利
山、
円
空
鉈
作の
像、
全
長

二
尺
許
」
と
し
て
お
り、
背
文
に
つ
いて
は
触
れ
て
は
い
な
い
が
、
図
に
よ
っ
て
見
る
限
り
で
は
樽
前
権
現
像
同
様
に
観
音
像
で、
そ
れ

に
よ
く
似
た
作
風
で
あ
る
か
ら
、
樽
前
権
現
像
同
様
に、
文
化
二
年
奉
遷
の
際
に
礼
文
華
の
洞
窟
よ
り
移
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
松
浦
武
四
郎
は
同
書
の
中
で
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由
布
婆
利
出
全
身
二
人
�

アカ
ン
と
は
な
さ
る

アカ
ン
シュ
ト
の男

打
い
の
あ
ら
ねそ
も
ち
ろ

夕張権現像(安政～万延年間・夕張日誌)

第
四
編
幕
藩
時
代

「往
昔
(寛
文
年
間)
美
濃
国
の
僧
円
空
此
岳
(注
夕
張
岳
)
に
上
ら

カムイ
コタン

ん
と
て
此
山
に
分
け
入
し
が
終
に
上
り
得
ず
、
神
所
に
七
昼
夜
薬
師
の

神
咒
を
唱
て
籠
り、

一駆
の
仏
像
を
彫
み
ホ
ロ
レ
フシ
ベ
の
岩
洞
に
納

め
て
帰
り
し
に
、
其
夜
よ
り
大
雨三
日
三
夜
降
継
き
、
河
水
漲
り
、
其

仏
を
押
流
し
、
円
空
のシ
コ
ツ
に
到
る
間
に、
早
其
像
は
今
の
千
歳
の

地
に
逆
上
り
て
有
し
と
ぞ
。
仍
て
円
空
其
地
(千
歳
の
弁
天
堂
)
に
小

堂
を
築
て
是
を
安
置
し
帰
り
し
と
ぞ
。
実
に
此
地
は
役
小
角、
行
基
、

弘
法
等
の
大
徳
だ
に
錫
を
入
れ
ざ
り
し
靈
山
な
れ
ば
、
如
此
異
の
有
る

も
宜
な
る
事
な
り
。」

と
し
て
、
円
空
が
夕
張
岳
の
ふ
も
と
の
岩
洞
で
製
作
し
て
納
め
た

仏
像
が
、
大
雨
の
た
め
千
歳
に
漂
着
し
、
そ
れ
を
さ
ら
に
円
空
が

拾
っ
て
弁
天
堂
を
建
て
て
安
置
し
た
と
い
う
が
、
余
り
に
も
話
が

出
来
す
ぎ
て
い
る
。
高
倉
新
一郎
が

「勿
論
こ
れ
は
伝
説
か、
翁
の
創
作
だ
ろ
う
(中
略)。
恐
ら
く
文
化二

年
奉
遷
の
際
夕
張
に
ま
つ
ら
れ
て
後
千
歳
に
移
さ
れ
た
と
考
へ
る
よ
り

も
、
最
初
か
ら
、
当
時
そ
の
附
近
の
中
心
で
あ
り
会
所
の
所
在
地
で
あ

っ
た
千
歳
に
祀
ら
れ
た
も
のと
考
へ
る
方
が
穏
当
で
あ
る
。」

(高
倉
新
一
郎
『円
空
鉈
作の
権
現
』
蝦
夷
往
来
第
十
一号

昭
和

八
年
十
一
月
)
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と
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に、
円
空
が
夕
張
岳
の
ふ
も
と
ホ
ロレ
フ
シ
べ
の
岩
洞
に
仏
像
を
納
め
た
と
いう
の
は
、
武
四
郎
の
創
作
で、
最
初

から
ユ
ウ
バ
リ
の
嶽
に
近
い
千
歳
に
祀
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
像
は
現
在
同
社
に
は
な
く
、
行
方
が
不
明
と
な
っ
て
い
る
。

注
(1)

高
倉
新
一
郎
『円
空
鉈
作
の
権
現
』
蝦
夷
往
来
第
十
一
号
昭
和
八
年
十
一
月

(2)
北
海
道
行
政
資
料
室
蔵
本

(3)
明
治
初
年
に
樽
前
よ
り
苫
小
牧
に
移
し
た
も
の。
鉢
に
は
元
治
二
乙
丑
七
月
吉
日、
願
主
山
田
文
治、
支
配
人
山
田
仁
右
衛
門
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

(4)
明
治
五
年
『勇
払
・
千
歳
両
郡引
継
書
類』
北
海
道
行
政
資
料
課
蔵
本

(5)(6)
畑
宮
清
一
郎
『円
空
の
樽
前
権
現
像
』
郷
土
の
研
究
第
三
号
昭
和
四
十
六
年
十
二
月

(7)
苫
小
牧
東
尋
常
小
学
校
『
樽
前
神
社
・
円
空
鉈
作
の
権
現
像
』
郷
土
研
究
叢
書
第
二
十
輯、

『苫
小
牧
町
史
』

(8)
注
(5)に

同
じ
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第
二
章
幕
府
直
轄
と
勇
払

第
一
節
直
轄
の
経
緯
と
勇
払
場
所

一
ロシ
ア
の
南
下
と
蝦
夷
地
経
営
論

え
んこ
ん

松
前
藩
の
蝦
夷
地
経
営
は
、
藩
独
特
の
場
所
請
負
制
度
に
よ
っ
て、
ア
イ
ヌ
を
徐
々
に
労
働
者
化
し
て
支
配
を
強
化
し
た
。
こ
と
に
場

ひょうりょう
所
請
負
商
人
は
自
己
の
経
済
的
利
益
の
み
に
き
ゅ
う
き
ゅ
う
と
し
、
支
配
人
や
番
人
は
彼
等
を
酷
使
し
た
た
め
、
交
易
に
お
け
る
秤
量
上

ぎ
まん

の
欺
瞞
と
相
ま
っ
て、
和
人
に
対
す
る
怨
恨
と
不
安
が
高
ま
り、
寛
政
元
年
(一
七
八
九
)
の
国
後
・
目
梨
の
反
乱
を
引
き
起
し
、
和
人

七
〇
数
人
が
殺
害
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。

ア
イ
ヌ
の
最
後
の
抵
抗
で
あ
っ
た
こ
の
乱
の
後
、
松
前
藩
は
直
接
に
ア
イ
ヌ
を
介
抱
す
る
旨
を
申
渡
す
な
ど
多
少
の
改
革
を
行
っ
て
、

も

幕
府
に
対
し
表
面
を
模
糊
し
よ
う
と
し
た
が、
実
質
的
に
は
対
策
と
し
て
み
る
べ
き
も
の
は
な
く
、
む
し
ろ
彼
等
に
対
す
る
和
人
の
政
治

的
支
配
が
辺
境
ま
で
も
進
展
し
、
幕
閣
を
し
て
同
藩
の
秘
密
主
義
の
施
政
に
疑
問
を
持
た
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

一方
、
こ
の
反
乱
の
結
果、

ロシ
ア
勢
力
の
積
極
的
な
南
下
政
策
が
認
識
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
和
人
の
奥
地
伸
張
と
ロシ
ア
の
千
島

南
進
は、
両
勢
力
の
接
触
と
緊
迫
を
も
た
ら
し
、
幕
府
を
し
て
蝦
夷
地
直
轄
を
決
意
さ
せ
る
背
景
と
な
っ
た
。

こ
れ
よ
り
先
、
帝
制
ロ
シ
ア
の
東
漸
政
策
は、
毛
皮
動
物
の
獲
得
を
経
済
的
な
主
因
と
し
、
シ
ベ
リ
ヤ
か
ら
ベ
ー
リ
ン
グ
海
を
経
て
宝

第
四
編
幕
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へ
き
え
ん

永三
年
(一
七〇
六
)
カ
ム
チ
ャッ
カ
南
端
に
達
し
、
さら
に
僻
遠
の
千
島
に
ま
で
南
下
し、
そ
の
経
営
に
着
手
し
て
き
た
。
オ
ホ
ー
ツ

ク
港
を
根
拠
と
し
て
千
島
方
面
に
ま
で
進
出
し
た
新
興
国
ロシ
ア
は、
東
洋
に
市
場
を
物
色
し
、
日
本
と
通
商
を
開
こ
う
と
し
て
、
安
永

七
年
(一
七
七
八
)
霧
多
布
場
所ノ
ッ
カ
マ
プ
(根
室)
に
来
り、
翌
年
ま
た
厚
岸
場
所
ツ
クシ
コ
イ
に
至
っ
た
の
で、
松
前
藩
吏
は
国

法
を
諭
し
て
去
ら
し
め
た
。く
だ
っ
て
寛
政
四
年
(一
七
九二
)九
月
、女
皇
エ
カ
テリ
ナ二
世
の
使
節
ア
ダ
ム
=
ラ
ッ
ク
ス
マン
が
根
室
に

来
り
、
光
太
夫
等三
人
の
漂
流
民
の
送
還
を
述
べ
る
と
共
に、
国
書
を
呈
し
て
正
式
に
国
交
を
申
入
れ
た
。
そ
こ
で
翌
年
幕
府
は
目
付
を

派
遣
し
て
使
節
と
引
見、
交
易
の
談
判
は
国
法
に
よ
り
長
崎
で
せ
よ
と
諭
示
し
て
退
去
さ
せ
た
。

こ
の
ロ
シ
ア
使
節
が
来
航
し
た
数
年
後
の
同
八
年
八
月
、
イ
ギ
リ
ス
の
探
険
船
が
内
浦
湾
に
入
り
、
十
四
日
虻
田
に
停
泊、
引
続
い
て

絵
柄
(室
蘭)
に入
港
、
薪
水
補
給
と
水
深
測
量
を
行
い、
二
週
間
後
わ
が
勇
払
地
の
沿
岸
を
通
り
、
千
島
に
向
か
っ
て
去
っ
た
。
同
船

は
翌
年
七
月
、
ふ
た
た
び
絵
柄
に
来
航
し
て
上
陸
し
、
薪
水
を
採
っ
た
後
、
福
山
沖
に
出
現
し
た
た
め
、
城
下
は
人
心
き
ょ
う
き
ょ
う
と

し
、
九
月
津
軽
藩
出
兵
の
命
が
下
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
北
海
道
近
海
の
外
国
船
の
出
没
は、
イ
ギ
リ
ス
・
ロシ
ア
だ
け
で
な
く
、
フラ
ン
ス
の
ラ
・
ペ
ル
ー
ズ
も
天
明
七
年
(一

七
八
七
)
樺
太
西
海
岸
の
測
量
を
終
え、
宗
谷
海
峡
を
通
っ
て
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
に
向
か
う
等、
外
国
船
の
来
航
が
ひ
ん
ぱ
ん
を
極
め
た
。

幕
府
は
北
辺
の
物
情
騒
然
と
し
た
中
に
お
い
て、
海
防
の
重
大
性
を
痛
感
し
、
蝦
夷
地
の
経
営
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
に
な
り
、
同

十
年
(一
七
九
八)
三
月、
目
付
渡
辺
久
蔵
等
を
蝦
夷
地
と
択
捉
島
に
派
遣
し
て
詳
細
に
そ
の
実
情
を
調
査
さ
せ、
十
二
月
書
院
番
頭
松

エト
ロフ

平
信
濃
守
忠
明
に
蝦
夷
地
警
備
を
命
じ
た
。

こ
の
結
果、
幕
府
は
そ
の
報
告
に
も
と
づ
き、
寛
政
十
一
年
(一
七
九
九)

一月、
東
蝦
夷
地
浦
河
よ
り
知
床
ま
で
の
地
域
と
属
島
を

ぶ
い

向
こ
う
七
カ
年
、
仮
に
直
轄
し
、
場
所
請
負
人
を
廃
し
て
官
の
直
捌
と
し
、
ア
イ
ヌ
の
撫
育
と
授
産
を
図
っ
て
国
防
と
開
発
に
力
を
注
ぐ

た
め、松

平
忠
明
ほ
か
四
人
を
蝦
夷
地
取
締
御
用
掛
に
任
命
、こ
の
こ
と
を
司
掌
さ
せ
、
つい
で
八
月、
知
内
よ
り
浦
河
に
至
る
地
方
も
上
知
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さ
せ、亨

和二
年(一

八〇
二
)七
月、
つ
い
に
東
蝦
夷
地
を
永
久
直
轄
と
し
た
。く
だ
っ
て
文
化
四
年(一

八
〇
七)三

月、西
蝦
夷
地
を
上
知

し
て
全
島
を
幕
府
の
直
轄
経
営
と
し
、
藩
主
松
前
章
広
を
陸
奥
粱
川
九、
〇
〇
〇
石
に
移
封
し
て、
同
年
十
月
松
前
奉
行
を
置
い
た
。

そ
の
後
十
四
年
を
経
た
文
政
四
年
(一
八
二
一
)
十
二
月
に
松
前
氏
の
復
領
と
な
る
が
、
こ
の
前
後
二
三年

間
に
わ
た
っ
て
幕
府
に
よ

る
直
轄
が
続
け
ら
れ
た
。
こ
の
直
轄
時
代
は
、
幕
府
の
権
力
と
大
き
な
財
力
が
関
与
し
て
、
蝦
夷
地
は
急
速
に
開
発
さ
れ
る
の
で
あ
る
が

わ
が
勇
払
領
も
そ
の
最
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
勢
下
に
お
け
る
北
海
道
経
営
の
論
策
を
概
観
す
れ
ば、次

の
通
り
で
あ
る
。

享
保
代
(一
七
一
六
年
か
ら
)
以
来、
本
州
の
開
墾
の
行
き
づ
ま
り
か
ら
、
重
農
主
義
政
策
と
し
て
蝦
夷
地
内
陸
の
農
業
的
開
発
が
論

ぜ
ら
れ
た
。
享
保
五
年
(一
七二
〇
)
新
井
白
石
は
『蝦
夷
志
』
を
編
さ
ん
し
て
蝦
夷
地
の
開
拓
を
論
じ
、
並
河
天
民
は
物
価
騰
貴
に
よ

る
経
済
的
困
窮
の
打
開
策
を
、
蝦
夷
地
開
発
に
よ
る
豊
富
な
物
資
に
求
め
よ
う
と
し
た
。
ま
た
元
文
元
年
(一
七三
六
)
坂
倉
源
次
郎
は

こ
の
地
の
地
図
を
作
成
し
て、
蝦
夷
地
金
銀
山
の
幕
府
経
営
を
具
申
し
、
翌
年
来
り
探
査
、
五
カ
所
を
試
掘
す
る
等
、
蝦
夷
地
の
富
源
に

注
目
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
ん
こ
う

く
だ
っ
て
明
和
・
安
永
年
間
の
ロシ
ア
の
北
辺
侵
寇
に
伴
い、
仙
台
藩
医
工
藤
平
助
は
、
経
済
的
国
防
開
業
論
の
先
駆
者
と
な
っ
た
。

彼
は
天
明三
年
(一
七
八三
)『
赤
蝦
夷
風
説
考』
二
巻
を
書
いて
、
わ
が
国
最
初
の
対
露
方
策
を
述
べ
、
さ
ら
に
蝦
夷
地
の
開
拓
に
及
ん

だ
。
そ
の
要
旨
は
、
ま
ず
国
防
を
固
め
る
こ
と、
抜
荷
(密
貿
易
)
禁
制
の
た
め
ロシ
ア
と
交
易
を
許
す
こ
と
、
そ
の
力
を
も
っ
て
蝦
夷

地
の
金
銀
山
を
開
く
な
ら
ば
、
国
益
の
大
な
る
こ
と
の三
点
で
あ
る
。

平
助
の
蝦
夷
地
経
営
論
は、
北
方
問
題
に
関
心
を
強
め
る
と
共
に
、
幕
府
財
政
の
建
直
し
に
殖
産
事
業
の
積
極
策
を
試
み
て
い
た
老
中

田
沼
意
次
を
動
か
し
、
同
五
年
(一
七
八
五
)
幕
府
普
請
役
山
口
鉄
五
郎
ら
五
名
の
蝦
夷
地
調
査
隊
派
遣
と
な
っ
て
、
北
辺
の
恒
久
的
経

営
策
が
検
討
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
田
沼
意
次
の
失
脚
によ
っ
て、
せ
っ
かく
の
方
策
も
挫
折
と
な
っ
た。
し
か
し
当
代
の
商
人
の
繁
栄
と
武
士
・
百
姓
の
困
苦
を

さ
せつ

第
四
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時
代
的
背
景
と
し
た
経
済
事
情
を
打
開
し
、
経
済
的
蝦
夷
地
開
拓
論
を
国
防
論
に
結
合
さ
せ
た
の
は
、
本
田
利
明
で
あ
る
。
寛
政
元
年
(一

七
八
九)
の
『蝦
夷
私
考
』
が
そ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
彼
の
開
発
論
を
さ
ら
に
強
調
し
た
大
原
左
金
吾
は
『地
北
寓
談』
お
よ
び
『北
地

危
言
』
を
著
し
て
、
幕
府
の
蝦
夷
地
経
営
着
手
の
導
火
線
の
役
割
を
な
し
た
。
す
な
わ
ち
同
九
年
藩
主
道
広
と
の
対
談
を

「兵
を
強
く
す
る
の
本
は
国
を
富
す
な
り
。(中

略)
国
を
と
ま
す
は
屯
田
よ
り
先
な
る
は
な
し
。
是
急
な
り
。(中

略)
富
国
強
兵
の
挙
と
あ
ら
ば
(中
略)

は
や
く
屯
兵
の
制
度
を
出
し
て
田
を
ひ
ら
き
武
を
講
ず
べ
し
。
而
し
て
事
あ
る
と
き
は
是
を
以
っ
て
其
力
を
つ
く
し
、
事
な
き
と
き
は
こ
れ
を
以
て
富
を
は

か
り
糧
食
を
蓄
う
べ
し
。
是
一
挙
し
て
緩
急
と
も
に
備
ふ
る
も
の
な
り
。」

(大
金
左
金
吾
『
地
北
寓
談』)

と
述
べ
て
、
屯
田
兵
制
の
要
道
を
初
め
て
力
説
し
、
そ
の
対
策
を
『北
地
危
言
』
に
詳
述
し
た
。
そ
の
要
旨
を
摘
出
す
る
と
、
ま
ず
当
時

第
一
の
急
務
の
こ
と
は
、

「近
年
に
至
り
北
の
方
赤
夷
(ロ
シ
ア
人
)
強
大
に
相
成
り
、
土
を
広
め
候
を
以
業
と
致
し
、
屢
東々
南
を
望
み
見
る
の
略
聞
の
候
と
し
」

と
記
し
、
武
備
の
強
化
に
あ
わ
せ
て

の
企
な
く
て
は
此
所
計
も
た
ち
か
ね
可
申
候
。」

「蝦
夷
教
導
の
事
も
急
務
な
り
と
雖
も
、
又
是
よ
り
急
な
る
べ
き
は
、
南
部
領
内
並
に
松
前
人
の
居
、
東
西
五
六
十
里
の
間
に
民
居
を
充
し
め
、
常
に
墾
田

と
し
て
、
アイ
ヌ
撫
育
と
移
民
奨
励
の
開
発
を
述
べ

「さ
す
れ
ば
一
刻
も
早
く
此
所
へ
人
民
を
移
し
て
、
平
日
は
田
植
を
開
き
耕
さ
し
め
、
事
あ
ら
ば
防
禦
に
用
ひ
、
治
乱
共
に
此
土
を
如
此
広
漠
の
野
に
し

て
置
く
べ
か
ら
ず
。」

と
し
、
浪
人
等
を
移
住
さ
せ

「始
は
仮
木
屋
を
建
連
ね、
各
部
分
を
し
て
一
伍
に
一人
の
長
を
置
き二
十
五
人
に
一
士
を
添
る
と
申
様
に
編
伍
の
法
を
以
指
揮
せ
し
め
、
外
に
老
農
を
添

え
師
と
し
法
令
を
厳
に
し
て
開
地
せし
め
、(中

略)
是
農
兵
の
制
に
似
て…
。」
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と
論
じ
て
い
る
。
彼
の
屯
田
兵
制
の
農
業
開
発
の
所
論
は
、
数
年
後
に
実
施
さ
れ
た
幕
府
の
蝦
夷
地
直
轄
に
大
き
な
影
響
を
与
え、
同
十

一年
(一
七
九
九)
二
月
、
松
平
忠
明
等
五
有
司
の
幕
府
あ
て
の
建
議
と
な
った
。

こ
の
国
防
的
見
地
か
ら
の
蝦
夷
開
業
論
が
具
体
化
し
、
か
つ
屯
田
制
度
論
が
実
現
し
た
の
が
、
勇
払
、
白
糠
に
お
け
る
八
王
子
千
人
同

心
子
弟
の
団
体
移
住
で
あ
っ
た
。

こ
れ
を
要
す
る
に、
幕
府
が
東
蝦
夷
地
を
直
轄
し
た
理
由
は
、
も
と
も
と
松
前
・
蝦
夷
地
の
警
備
は
松
前
藩
の
任
務
で
あ
っ
た
が
、
弱

体
な
同
藩
は
み
る
べ
き
配
備
も
な
い
た
め、
ロシ
ア
の
南
下
急
進
な
ど
北
辺
の
危
機
に
直
面
し
て
、
国
防
上
の
必
要
か
ら
で
あ
り
、
い
ま

ひさば
一
つ
は
従
来
場
所
請
負
人
が
私
利
私
欲
を
貧
っ
て
ア
イ
ヌ
を
搾
取
し
た
悪
幣
を
改
め
て、
撫
育
介
抱
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ

と
を
蝦
夷
地
経
営
の
大
本
と
定
め
て、
大
綱
を
実
行
す
る
幕
府
が
最
も
心
を
用
い
た
の
は
、
東
地
各
場
所
経
営
の
直
捌
で
あ
っ
た
。
財
政

難
の
幕
府
は
、
アイ
ヌ
交
易
を
直
営
し
て
彼
等
を
同
化
し
つ
つ
、
そ
の
収
益
に
よ
っ
て
府
庫
の
建
直
し
を
図
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て、
そ
の
内
実
は
場
所
の
経
営
権
を
、
請
負
人
か
ら
取
り
上
げ
る
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

注
(1)

『休
明
光
記
(巻
之
一
)』
掛
り
五
人
の
有
司
商
議

二
勇
払
場
所
の
成
立

寛
政
十
一
年
一
月
に
東
蝦
夷
地
浦
河
以
東
知
床
の
地
域
の
仮
直
轄
に
続
き
、
同
年
八
月
に
は、
さ
ら
に
知
内
よ
り
浦
河
に
至
る
地
域
も

幕
府
の
直
轄
地
と
な
る
に
お
よ
び
、
こ
の
地
方
に
お
け
る
各
場
所
も
場
所
請
負
人
を
廃
し
て
幕
府
の
直
営
と
し
、
一五
場
所
の
運
上
屋
も

ま
た
一
つに
統
合
し
て
勇
払
に
置
く
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
を
会
所
と
改
め、
こ
こ
に
「ユ
ウ
フ
ツ
場
所
」
が
誕
生
し
た
。『東

蝦
夷
地
各
場

所
様
子
大
概
書
』
に

「勇
武
津
川
よ
り
東
の
方
海
岸
に
前
よ々
り
有
」之
十
五
ヶ
所
運
上
家
を
改
め、
寛
政
十二
年
申
年
よ
り
会
所
壱
ヶ
所
に
相
成
候
云
。々」
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と
あ
る
。

こ
の
勇
払
の
地
は、
地
理
的
に
は
太
平
洋
で
は
山
越
内
と
千
島
方
面
の
中
継
地
点
で、ま

た
勇
払
よ
り
石
狩
を
経
由
し
て
樺
太
に
も
通
ず

る
近
世
の
東
西
蝦
夷
地
を
連
絡
す
る
た
だ
一
つ
の
幹
線の
分
岐
点
に
あ
る
た
め、
河
海
両
域
に
わ
た
る
交
通
の
枢
要
地
で
あ
っ
た
。
ま
た

勇
払
の
奥
地
は
、シ
コ
ツと
呼
ば
れ
て
東
地
に
お
け
る
狩
漁
生
産
の
盛
ん
な
地
帯
の
一
つ
で
あ
り、
産
業
、
交
易
に
大
き
な
地
位
を
占
め
て

い
た
だ
け
で
な
く
、当
然
国
防
、
行
政
上
に
も
重
要
視
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
が
勇
払
に
会
所
が
設
置
さ
れ
た
主
た
る
理
由
で
あ
ろ
う
。

直
轄
に
移
行
し
た
から
と
い
っ
て
も
、
す
ぐ
に
場
所
と
し
て
の
設
備
が
整
備
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
川
の
東
に
は
以
前
か
ら
の
運
上

こう
ぼう

家
が
た
だ
軒
を
並
べ
て
い
た
ほ
か
に、
ア
イ
ヌ
の
出
小
屋
や
弁
天
社
が
あ
る
の
み
で、
勇
払
川
を
臨
む
広
茫
た
る
原
野
が
続
い
て
い
る
だ

け
で
あ
っ
た
。
直
轄
の
直
前、
寛
政
十
一
年
(一
七
九
九)、松

前
よ
り
東
蝦
夷
地
を
巡
っ
た
画
家
の
谷
元
旦
は、
五
月
十二
日
の
条
で
次

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「タ
ル
マ
イ
の
山
高
く
聳
え
た
り
。
山
の
形
内
浦
岳
と
分
毫
も
違
わ
ず
、
山
の
半
腹
以
上
は
焼
出
也。
ヘ
ツヘ
ツ
の
川
と
落
合
海
に
入
。
舟
渡
し
を
渉
り
浜

通
り
弐
里
半
程
行、
タ
ル
マ
イ
の
川
を
渡
る
。
タ
ル
マ
イ
川
は
ニ
シ
タ
ッフ
川
と
落
合
て、
其
外
枝
川
あ
り
。
此
所
舟
渡
し
、
川
の
手
ま
へ
砂
の上
に
て
午

飯
す
。
ー
(中
略)ー

ま
た
一
里
程
行
に
コ
イ
ト
イ
川
を
渡
る
。
川
の
広
さ
十
間
余
も
あ
る
べ
し
。
水
出
て
深
し
、
丸
太
弐
本
縄
に
て
結
つ
け、
筏
の
や
う
に

し
た
る
橋
な
り
。
此
所
コ
イ
ト
イ
川
二
つ
有
、
前
の
川
は
枝
也
。
此
通
り
浜
道
と
原
道
と
二
つ
有、
白
老
よ
り
ユ
ウ
フ
ツ
ま
で
海
を
前
に
し
て
後
は
原
也。

山
々
は入
り
こ
ん
で
あ
り
原
も
沙
原
に
て
玫
瑰
花
所
々
に
咲
あ
り
風
景
也
。
見
る
所
も
な
し
、
山
野
唯
野
焼
の
烟
雲
の
ご
と
し
。
此
日
五
里
余
り
の
道
砂
場

に
て
、
疲
甚
だ
し
く
コ
イ
ト
イ
の
昼
食
小
屋
に
て
一
宿
す
。
土
間
の
上
に
葭
簧
を
置、
菰
莚
に
て
取
圍
で
夜
を
明
ぬ
。

五
月
十
三
日
コ
イ
ト
イ
を
出
て
浜
辺
二
里
半
程
行
、
マ
コ
マ
イ
川
を
渡
り
、
此
所
に
て
午
飯
す
。
夫
よ
り
サ
ツ
タ
ッブ
の
川
を
渡
り、
ユ
ウ
ブ
ツ

の
枝
川
有
。
舟
底
橋
に
て
渡
る
。
川
に
随
ふ
て
上
り、
原
道
を
行、
渡
る
に
至
っ
て
ユ
ウ
ブ
ツ
の
川、
広
三
十
間
ば
か
り
に
て
川
口
は
海
船
も
入
る
な
り
。

水
急
に
し
て
深
さ三
、
四
尺
程
も
有。
二
水
の
落合
に
て
石
多
し
。
向
い
は
運
上
屋
八
ヶ
所
立
並
ぶ。
夷
人
の
小
屋
等
も
有
て
よ
き
場
所
也
。
コ
イ
ト
イ
よ

り
此
辺
迄
は
広
原
に
て
山
遠
し
。高
山
も
見
へ
ず
、
道
法
五
里
余
り
な
り
。
旅
館
の
後
は
海
に
て、
ま
へ
は
原
な
り
。
傍
に
弁
天
の
社
あ
り
。
社
の
中
に
長
四
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尺
余
の
木
像
有。
甚
だ
古
物
に
て
像
半
ば
朽
た
り
、
土
人
伝
て
い
ふ、

古
し
へ
船
乗
の
も
の
古
焼
に
て
刻
た
る
よ
し
、
風
を
祈
る
に
能
感
応
あ

り
と
い
ふ
。」

个

(谷
元
旦
『蝦
夷
紀
行
』
寛
政
十
一
年
市
立
函
館
図
書
館
蔵)

こ
の
よ
う
に、
勇
払
は
ア
イ
ヌ
の
常
住
す
る
土
地
で
は
な
く
、

季
節
的
に
生
産
物
を
集
荷
す
る
た
め
の
施
設
が
あ
っ
た
だ
け
で

直
轄
後
の
寛
政
十二
年
に
は
「此
場
所
蝦
夷
家
な
し、
人
家
会

所
共
四
軒
あ
る
よ
し
。
側
に
ユ
ウ
ブ
ツ
川
あ
り
、
舟
渡
し
。」と

い
う
状
態
で
あ
っ
た
。
し
か
し、
こ
の
場
所
は
現
在
の
勇
払
郡、

千
歳
郡
に
ま
た
が
る
ほ
ど
広
大
な
場
所
で
あ
っ
た
た
め
、
シ
コ

ツ
出
張
番
屋
四
カ
所
を
設
け
て
交
易
業
務
を
行
っ
た
。
す
な
わ

ち
『
東
蝦
夷
地
各
場
所
様
子
大
概
書』
に

「寛
政
十
二
申
年
よ
り
シ
コ
ツ
出
張
番
屋
回
ケ
所
に
相
成、
壱
ケ
所
に

通
辞
壱
人
番
人
四、
五
人
宛
に
て
勤、
左
の
通
場
所
割
有
」之

ロ
ウ
サ
ン
附

ラ
セ
ツ
コ
、
ム
イ
サ
リ
、
タ
ル
マ
イ
、
ア
ツ
イ
シ
、

ラ
サ
ツ

上
ム
川
附

ア
ツ
マ
、
下
マ
、
ツ、
ホ
タ
ン
ナ
イ

下
ム
川
附

マ
ス
、
チ
イ
カ
イ
、
イ
サ
リ

マ
、
ツ
附

x
下
ア
ツ
マ

シ
コ
ツ
川
是
は
サ
ル
夷
也
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内
マ
、
ツ
出
張
は
沙
留
場
所
持
添、
享
和
元
酉
年
五
月
よ
り
ユ
ウ
フ
ツ
持
に
な
る

と
記
し
て
い
る
。
会
所
に
は
幕
吏
が
詰
合
い、支
配
人、
通
辞、
番
人
等
を
指
揮
し
て
交
易
や
行
政
事
務
に
あ
た
った。

会
所
の
詰
合
幕
吏

(2)
は
、
寛
政
十二
年
の
記
録
に
は

御
小
人
目
附

八
王
子
千
人
同
心

(3) 大
司
馬
伊
織

と
あ
り
、
享
和
元
年
の
記
録
に
は

勇
武
津

会
所
詰
合

支
配
人

原
新
助

河
田
甚
太
郎

望
月
三
作

河
西
裕
助

甚
左
衛
門

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
原
新
助
は
寛
政
十二
年、
兄
の
原
半
左
衛
門
と
共
に
蝦
夷
地
役
を
命
ぜら
れ、
勇
払
に
勤
務
し
て
同
心
一

味
の
統
轄
と
場
所
交
易
に
当
っ
た
の
で
あ
り、
同
じ
く
八
王
子
千
人
同
心
で
あ
った
河
西
祐
助
も、
勇
払
詰
合
を
命
ぜ
ら
れ、
新
助
よ
り

約
二
カ
月
後
に
妻
子
を
伴
っ
て
着
任
し
た
。
ま
た
河
田
甚
太
郎
は、
蝦
夷
地
在
住
を
志
願
し
、
寛
政
十
二
年
十
二
月
廿
九
日
付
で
在
住
を

命
ぜ
ら
れ、
翌
享
和
元
年
二
月
江
戸
を
出
立
、
勇
払
で
御
用
を
務
め
、
同
年
十
月
帰
府
し
た
。
さ
ら
に
望
月三
作
は
医
師
と
し
て
蝦
夷
地

在
住
を
志
願
し
、
河
田
甚
太
郎
同
様
に
在
住
を
命
ぜ
ら
れ、
翌
年二
月
江
戸
を
出
立
し
て
勇
払
地
で
勤
務
、
そ
の
後
病
気
の
た
め
に
享
和
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三
年
(一
八
〇三
)
正
月
帰
府
し
て
い
る。

享
和
二
年
七
月
、
幕
府
は
東
蝦
夷
地の
仮
支
配
を
や
め、
松
前
章
広
か
ら
永
久
上
知
さ
せ
た
。
そ
の
後
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
に
お
け
る
幕
府

の
直
営
事
業
は、
次
第
に
活
発
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
文
化
元
年
(一
八
〇
四
)、従
来
ま
で
川
東
に
あ
っ
た
会
所
は
波
受
に
よ
る
決

壊
が
烈
し
か
っ
た
た
め、
川
西
に
新
た
に
会
所
を
普
請
し
た
。
そ
の
規
模
は
「
南
北三
拾
間、
東
西
六
拾
弐
間」
に
わ
た
る
「四
方
土
居
」

け
た

に
し
て
、
この
中
に
「梁
間
五
間、
桁
間
十
八
間」
と
い
う
堂
た々
る
建
物
で、
こ
れ
が
ユ
ウ
フ
ツ
本
会
所
と
な
っ
た
。
こ
の
本
会
所
の

はり

施
設
を
さ
ら
に
具
体
的
に
み
る
と
、

会
所
一
(十
八
間、
五
間、
九
十
坪)

通
行
家
一
(旅
舎、
十
四
間、
四
間、
五
十
六
坪)

本
陣
一
(詰
合
幕
吏
の
居
所、
十
一
間
、
四
間、
四
十
四
坪)

医
師
舎
一

倉
庫
五
棟
の
ほ
か
駅
馬
舎

(菊
池
新
一
調
査
に
よ
る
)

と
な
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
、
ま
た
文
化
五
年
の
『東
蝦
夷
地
各
場
様
子
大
概
書
』
に
よ
れ
ば

「ユ
ウフ
ツ
会
所
壱
ヶ
所
梁
間
五
間、
桁
間
十
八
間
支
配
人
壱
人、
同
手
伝
壱
人
、
通
詞
弐
人
、
番
人
弐
拾
四
人、
馬
牽
壱
人、

第
四
編
幕
藩
時
代
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ケ
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1
弁
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社

弐
拾
艘
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1

会
所
附
持
府
船

(処)
「
此
所
廻
船
掛
澗
な
し
。
荷
物
掛
積
の
前
故
弐、
三
百
石
積
よ
り
以
下
の
廻
船
を
浜
え
揚
船
に
致
し
置、
日
和
見
極
荷
物
積
立
出
帆
也
。」

三艘 弐
艘

四
拾
艘

と
い
う
規
模
に
な
っ
て
、
直
轄
当
初
に
比
べ
て
か
な
り
設
備
が
充
実
さ
れ
た
。
し
か
し
海
岸
は
船
が
か
り
す
る
よ
う
な
澗
は
な
く

ま

と
いう
不
便
な
も
の
で、「廻

船
入
津
南
西
風、
同
出
帆、
北
風
」
と
天
候
に
左
右
さ
れ
た
。

ま
た
こ
の
年
に
は
出
張
番
家
の
経
営
が
改
め
ら
れ
、
シ
コ
ツ
出
張
番
家
四
カ
所
を
売
場、
買
場
の
二
カ
所
と
し
た
。
す
な
わ
ち
「文
化

子
年
五
月
よ
り
、
シ
コ
ツ
出
張
四
ヶ
所
相
止
め、
売
場
買
場
両
会
所
と
相
成
。」と
し
た
。
文
化
五
年
(一
八
〇
八)
の
田
草
川
伝
次
郎
に

よ
る
『
西
蝦
夷
日
記
』
に
も
「
千
年
川
に
諸
色
売
場
買
場
二
軒
あ
り、
夷
人
皆
銭
に
而
売
買
い
た
す
也。」と

あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
鉄
銭

の
使
用
に
も
伴
う
交
易
の
合
理
化
を
図
っ
た
も
の
で
あ
る。
この
二
つの
会
所
は、
さら
に
文
化
六
年
に
な
る
と
、
つ
い
に
一
カ
所
に
ま

か
か

と
め
ら
れ
、
そ
こ
で
売
買
と
も
に
扱
う
よ
う
に
な
る
。
文
化
六
年
の
『東
行
漫
筆
』
に
「魚
払
底
に
成
に
随
ひ
、
外
入
費
も
懸
り
候
間、

去
年
賣
買
打
込
一
ケ
所
に
成
し
由
。」と

あ
り
、
こ
れ
が
後
の
千
年
川
会
所
(千
歳
会
所
)
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
シ
コ
ツ
(千
歳
)

「ユ
ウブ
ツ
の
内、
シ
コ
ツ川
と
い
ふ
川
有
。
此
川
の
名
、
と
な
へ
あ
し
け
れ
ば
改
度
、
其
所
を
受
持
た
る
山
田
鯉
兵
衛
よ
り
云
。
彼
川
は
鶴
の
あ
ま
た
居

あらた
めたく

会
所
の
名
称
に
つ
いて
は、
当
時
シ
コ
ツの
受
持
の
幕
吏
で
あ
っ
た
山
田
鯉
兵
衛
に
よ
っ
て、
改
名
の
建
議
が
出
さ
れ

(
『休
明
光
記
(巻
之
五
)』千
と
せ
川
之
事)

(5)
と
あ
って

「文
化
二
丑
年
二
月
よ
り
シ
コ
ツ
川
唱
不
’宣
と
て
千
年
川
と
唱
へ
候
様
相
成」
と
な
っ
た
。
か
く
し
て
千
歳
も
ユ
ウ
フ
ツ
会
所

の
出
張
所
と
し
て、
本
会
所
に
劣
ら
な
い
程
の
重
要
な
地
位
に
あ
り
、
そ
の
規
模
も
次
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

(6)

千
年
川

一
売
場、
買
場
会
所二
ヶ
所

1
同
売
場
梁
間
四
間、
桁
間
十
六
間
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一
会
所
附
馬
船

会
所
附
川
船

る
所
な
れ
ば
、
則
千
と
せ
川
と
改
む。
是
も
同
年
の
事
な
り
。」



買
場
梁
間
四
間、
桁
間二
拾
四
間

一弁
天
社

一ヶ
所

一
板
蔵

一
番
家

壱
ケ
所

イ
サ
リ
フ
ト
番
家
は
泊
所
に
て、
石
狩
よ
り
川
筋
通
り
也
。
是
沾
は
同
所
夷
小
家
に
て
旅
人
泊
候
所、
文
化三
寅
年
新
規
番
家
泊
所
相
建
、
む
い
さ
り
番
家

は
陸
地
石
狩
の
路
筋
殊
に
干
鮭
稼
場
故、
前
よ々
り
番
屋
有
り
。」

と
あ
る
。
こ
の
う
ち
イ
サ
リ
フ
ト
番
家
に
つ
い
て
は
文
化
三
年
(一
八
〇
六
)、遠
山
景
晋
、
村
垣
定
行
等
の
西
蝦
夷
地
巡
視
を
機
会
に
、

新
た
に
通
行
家
を
建
て
て
千
歳
ア
イ
ヌ二
人
を
番
人
と
し
て
置
く
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の二
人
の
飯
料
と
し
て、
石
狩
領
上
ツ
イ
シ
カ
リ

の
惣
乙
名
シ
レ
マ
ウ
カ
の
ウ
ラ
イ
(梁
、や
な
)
を
一
カ
所
を
取
り
上
げ
た
こ
と
が
、
イ
サ
リ
・
ム
イ
サ
リ
ウ
ラ
イ
訴
願
事
件
発
生
の
一
因

と
な
る
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
幕
府
直
轄
後
、
ほ
ぼ
場
所
と
し
て
の
機
能
が
整
備
さ
れ
た
こ
ろ
の
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
の
様
子
を
、
文
化三
年
、
遠
山
景
晋
ら
に
伴

って
蝦
夷
地
を
巡
行
し
た
幕
吏、
東
奪
元
稹
の
日
記
『東
海
参
譚
』
に
よ
っ
て
な
が
め
て
み
る
と

キサ
ッ
ポ
ロ
ベ
ツ
夷
ヒ
ト
キ

ト
ウ
ベ

「六
月
十
一
日
、
イ
シ
カ
リ
川
を
船
に
て
派
る
。
川
上
へ
行
程
川
幅
狭
け
れ
ど
も
、
川
水
は
甚
だ
深
し
。
ハ
ツ
サ
ブ

ツ
ト
マ
ム
タ
キ
夷

ツイ
シ
カ
リ
上
陸
し
て
泊
る
。
夜
更
前
也
。
草屋
の
、
た、
雨
露
を
し
の
ぐ
の
み
ー
(中
略
)
」
。

十二
日、
又
川
船
に
て
派
る
。
牛
ベ
ツ
に入
る。
左
右
み
な
沢
に
し
て
、
川
境
さ
だ
か
に
な
し
。
ユ
ウバ
リ
川
合
流
す
。
濁
流
也
。
此
辺
に
て
川
幅
甚
だ
狭

く
六、
七
間
ば
か
り、
左
右
の
岸
は
万
木
茂
く、
藤
葛
生
茂
り
て
、
両
岸
の
枝
河
上
に
相
交
り、
わ
づ
か
に
日
の
光
り
を
も
ら
す
。
大
小
の
塩
虫
船
中
に
入

て人
を
螫
す
。
大
な
る
も
の
は
灰
色
也
。
小
な
る
爪
蠅
の
如
く
、
其
毒
尾
甚
た
利
し
。
シ
マ、
ップ
ド
ウ、
シ
マ
、
ツフ
前
松
前
公
地
の
境
也。
川
中
に
し

て天
色
暮
た
り
。
猶
行
事
数
里
の
中、
船
中
闇
た々
り
。
イ
サ
リ
に
着。
時
既
に三
更
、
両
岸
の
篝
火
千
点
、
白
昼
の
如
し
。

十三
日、
船
。
船
の
長
さ
六
尋
ば
か
り
、
巾
も
深
さ
も二
尺
に
た
ら
ず
。
丸
木
の
う
つ
ぼ
船
な
り
。
千
と
せ
川
の
会
所
に
宿
る
。
東
方
は
会
所
と
い
ふ
。
則

第
四
編
幕
藩
時
代

正
一
位
稲
荷
社

一ヶ
所

1
四
ヶ
所

こ
の
ほ
か
、
ユ
ウ
フ
ツ
会
所
の
附
属
施
設
と
し
て
は
イ
サ
リ
フ
ト
番
家
と
ム
イ
サ
リ
番
家
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
前
掲
書
に

イ
サ
リ
フ
ト

一
番
家

壱
ケ
所
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西
地の
運
上
屋
船
な
り
し
かど
も、
東
方
に
は
会
所
と
い
ふ
も
の二
軒
を
置
て、
壱
所
に
て
は
夷
人
の
品
を
買
上
て、
其
あ
た
ひ
を
遣
し
、
一所
に
て
は
夷

人
等
の
も
と
む
る
所
の
品
を
あ
た
へ
ゆ
る
と
な
り
。
西
地
と
は
少
し
異
な
る
と
こ
ろ
な
り
。

〔原
頭
註
ー
千
と
せ
川
、
は
し
め
はシ
コ
ツト
ウ
と
い
ふ
を
、
其
音
の
よ
か
ら
ぬ
を
以
て、
羽
太
氏
是
を
改
め
け
る
也
。〕

掟
一、
邪
宗
門
に
し
た
か
ふ
も
の、
外
国
人
に
し
た
し
む
も
の
、
其
罪
重
か
る
へ
し
。

一、
人
を
殺
し
た
る
も
の、
皆
死
罪
た
る
へし
。

一、
人
に
疵
付、
ま
た
は
盗
す
る
も
の
は、
其
程
に
応
し
と
か
め
有
へ
し
。

文
化二
年
四
月

夷
人
を
い
ま
し
む
る
に、
法
三章
と
し
て
た
れ
り
。
只
願
く
は
後
年
に
其
法
度
を
増(ざ)ら

ん
こ
と
を
。

十
四
日、
陸
行。
キ
シ
ャ
ラ
コ
ツ、
山
越
一
里
余
。
ヒ
、
川、
川
船
に
乗
る
斗
。
シ
マ
ケシ
ケ
クシ
ベ
ツ、
沢
中
に
入
、
湖
水
の
如
し
。ユ
ウ
ブ
ツ
に
泊
る
。

是
則
東
海
の
浜
也。
此
川
の
以
北
は
ネ
モ
ロ、
ク
ナ
シ
リ
へ
の
大
道
に
て
、
馬
通
行
あ
り
。

シ
ラ
ラ
キ
に
泊
る
。

三
百
尋
ば
か
り
、
猶
は
か
る
べ
か
ず
所
有
。
竪
七
里
余、
四
里
余、
鱒
其
外
魚
あ
れ
ど
も
、
深
き
が
故
に
と
る
事
あ
た
は
ず
と
也
。
ヨ
タ
ル
マ
イ
山、
廿
年

十
五
日
、
陸
行
。
マコ
ナ
イ
、
コ
イ
ト
イ
、
タ
ル
マ
キ
橋、
此
水
源
は、
タ
ル
マ
キ
の
麓
大
沼
よ
り
出
る
。
麓
ま
で
六
里
余、
此
沼
水
清
う
し
て、
深
き
事

(ざ
る
)

以
前
大
に
焼
る
事
有。
よ
っ
て
此
辺
に
沙
石
を
ふ
ら
す
。
厚
き
事
三
尺
余、
今
に
至
て
も
少
し
づ
、
焼
る
。
此
麓
に
松
一
本
有
、
長
さ
二
丈
余、
近
来
其
実

落
て、
近
辺
に
数
百
本
の
小
松
生
ず
。
松
前
よ
り
知
内
迄
は
松
も
多
け
れ
ど
も
、
此
辺
に
し
て
は
更
に
な
き
所
也。
是
も
ま
た
陽
気
北
遷
の
理
有
り
。
ベ
ツ

ベシ
、
ヒ
ヒ
タ
イ
ト軒

葛
西
祐
介
、
小
川
喜
太
郎
出
張、
祐
介
は
八
王
子
同
心
に
し
て
、
此
夷
地
へ
出
役
し
て
、
家
内
引
越
し
居
る
。
妻
は
先
亡
し
、十
一
歳
の
長
子
と
同
居
す
。

其
家
僕
の
夷
童
を
シ
コ
タ
ン
と
いふ
。
祐
介
或
場
へ
供
に
連
行
し
が
、
会
所
に
て
其
方
は
蚤
多
し
。
裏
の
小
屋
に
臥
す
べ
し
と
い
ふ
。
此
夷
童
、
我
等
は

主
人
の
供
也
。
小
屋
へ
行
け
な
ら
ば
行
べ
し
が、
も
し
主
用
或
時
は、
面
勤々
め
申
さ
る
べ
き
やと
答
へ
け
れ
ば、
会
所
の
者
ど
も
其
返
答
に
困
け
る
よ

し
。
祐
介
が
話
な
り
。
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ユ
ウフ
ツ
よ
り
是
ま
て、
み
な
�
野
也。

と
記
し
て
い
る
。注
(1)

に
同
じ

注
(1)

伊
能
忠
敬
『寛
政
十二
年
庚
申
蝦
夷干
役
志
』
北
海
道
大
学
図
書
館
本
に
よ
る
。

(2)
(3)

磯
谷
則
吉
『蝦
夷
道
中
記
』
享
和
元
年
市
立
函
館
図
書
館
本
に
よ
る
。

(4)
『休
明
光
記
(巻
之
二
)』
新
選
北
海
道史
第
五
巻
史
料
一
によ
る
。

(5)(6)
『東
蝦
夷
地
各
場
所
様
子
大
概
書
』

第
二
節
八
王
子
千
人
同
心
の
移
住

一
蝦
夷
地
出
役
志
願

寛
政
十
一
年
一
月
、
東
蝦
夷
地
を
仮
上
知
し
た
幕
府
は、
北
辺
の
防
備と
開
発
に
力
を
注
ぐ
た
め、
同
年
十
一
月、
津
軽、
南
部
両
藩

に
各
五々
百
人
の
出
兵
を
求
め、
津
軽
藩
は
砂
原
以
東、
南
部
藩
は
浦
河
以
東
の
勤
番
を
命
じ
た
。

そ
も
そ
も
松
前
・
蝦
夷
地
の
警
備
は
松
前
藩
の
任
務
で
あ
っ
た
が、
弱
体
な
同
藩
は
み
る
べ
き
配
備
も
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
寛
文
九

年
の
蝦
夷
乱
以
来、
幕
府
は
北
辺
の
変
事
あ
る
毎
に
奥
羽
諸
藩
に
後
詰
を
さ
せ、
あ
る
い
は
出
兵
せ
し
め
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
勢
の
中
で
、
逸
速
く
北
門
の
農
兵
た
ら
ん
と
し
て
蝦
夷
地
出
役
を
願
出
た
の
が
、
武
州
八
王
子
千
人
同
心
頭
原
半
左
衛

門
で
あ
っ
た
。
こ
の
原
半
左
衛
門
と
弟
の
新
助
に
率
い
ら
れ
た
同
心
子
弟
一〇
〇
余
人
が、
蝦
夷
地
白
糠
と
勇
払
に
移
住
し
、
警
備
と
開

らん
しょう

墾
に
従
事
し
た
こ
と
は
、
広
義
の
屯
田
兵
制
の
濫
觴
と
認
め
ら
れ
よ
う
。

第
四
編
幕
藩
時
代
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史
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「武
州
八
王
子
千
人
同
心
」
と
は
江
戸
時
代
に、
武
州
八
王
子
(現
在
の
八
王
子
市
)
を
中
心
と
し
て、
西
多
摩、
北
多
摩
、
遠
く
は

埼
玉
県
入
間
郡
方
面
ま
で、
広
く
分
散
在
住
し
た
団
体
的
農
兵
で
あ
り、
ま
た
半
士
半
商
の
商
人
的
性
格
を
持
っ
た
幕
府
直
属
の
郷
士
で

あ
っ
た
。
萩
生
祖
来
の
武
士
土
着
論
を
継
い
だ
太
宰
昔
台
は
『経
済
録
巻
七』
に
お
い
て

ノ
千
人
衆バ
カリ
、
常
ニ
田
舎
ニ
住
デ
耕
作
ラ
事
ト
ス
ル
故
ニ
生
産
匱
カ
ラ
ズ、
父
母
妻
子
ラ
モ
優
ニ
養
フ云

。々」

「昔
先
王
ノ
世
ニ
ハ
(中
略)
兵
ラ
バ
農
ヨ
リ
出
セ
リ
(中
略
)
当
代
ノ
八
王
子
ノ
千
人
衆
ノ
如
キ
ハ、
屯
田
二
似
タ
ル
者
也
。(中

略)
当
代
ニ
ハ
八
王
子

ト
ボ
シ

と
し
て
、
八
王
子
同
心
を
農
兵
論
形
態
の
模
範
と
し
て
説
い
た
。

天
正
十
八
年
(一
五
九
〇
)
六
月、
八
王
子
城
の
落
城
後
、
徳
川
家
康
の
関
東
入
部
に
伴
い、
江
戸
城
周
辺
の
交
通
・
軍
事
上
の
枢
要

しゅんど
う

地
で
あ
る
小
仏
峠
か
ら
甲
州
口
の
守
り
と
、
八
王
子
近
在
の
後
北
条
遺
臣
の
蠢
動
の
警
備
の
た
め、
家
康
に
随
身
し
た
九
人
の
小
人
頭
は

二
五
〇
人
の
配
下
同
心
と
も
ど
も
八
王
子
に
移
住
・
定
着
し
、
引
き
続
き
軍
務
に
服
し
た
の
が
八
王
子
同
心
の
起
源
で
あ
る
。

千人同心 野島儀信像
〔八王子市野島恒久氏蔵〕
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慶
長
五
年
(一
六
〇
〇
)
の
関
ヶ
原
の
役
に
際
し
て
各
組
は
一
〇
〇
人
に
増
員
さ
れ、

一〇
組
一
、
〇
〇
〇
人
と
な
っ
て
名
実
共
に
千

や

人
同
心
が
成
立
し、

一〇
人
の
頭
も
鎗
奉
行
所
属
の
千
人
頭
と
し
て
江戸
幕
府
職
制
に
お
い
て
位
置
づ
け
ら
れ、
役
高
は
二
〇
〇
俵
で
あ

っ
た。
と
こ
ろ
で、
旧
来
の
軍
事
的
任
務
は、
寛
永
十二
年
(一
六三
五
)
か
ら
将
軍
上
洛
の
供
奉
と
日
光
廟
の
警
固
勤
番
に
、
の
ち
に

日
光
と
江
戸
の
火
の
番
に
と
変
っ
た
が、
八
王
子
千
本
鎗
の
衆
と
も、
長
柄
同
心
と
も、
八
王
子
千
人
組
と
も
別
称
し
て
い
た
。

やっ
かい

平
常
の
農
耕
生
活
の平
同
心
は、
平
均
一
人
当
り
一三
俵
弱
の
わ
ず
か
な
扶
持
米
だ
け
に、
経
済
生
活
は
決
し
て
楽
で
は
な
か
っ
た
。

特
に
天
明
二
年
(一
七
八
二
)
か
ら
六
カ
年
に
わ
た
っ
た
大
飢
饉
以
来
、
農
村
の
疲
幣
が
は
な
は
だ
し
く
、
商
品
経
済
の
農
村
進
出
に
よ

る
彼
等
の
生
活
の
不
安
定
が
重
な
っ
て、
平
同
心
の二
、
三男
厄
介
者
の人
口
間
題
と
、
生
活
維
持
の
貧
窮
対
策
が
当
面
の
緊
急
の
こ
と

と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
間
題
の
解
決
策
を
、
北
方
問
題
の
緊
迫
化
に
対
応
す
る
幕
府
の
蝦
夷
地
経
営
方
針
の
具
体
化
の
機
会
に

乗
じ
、
自
ら
の
体
験
を
生
か
し
て
北
門
の
農
兵
た
ら
ん
と
決
意
し
た
の
が
原
半
左
衛
門
で
あ
る
。

寛
政
十
一
年
(一
七
七
九)
三月
、
半
左
衛
門
は
幕
府
の
蝦
夷
地
経
営
の
趣
旨
を
体
し
、
上
司
の
鎗
奉
行
井戸
美
濃
守
を
通
じ
て
、
つ

ぎ
の
よ
う
な
蝦
夷
行
役
の
志
願
書
を
幕
府
に
提
出
し
た
。

八
王
子
千
人
頭
原
半
左
衛
門
願
立
候
書
付

以
上
。

此
度
蝦
夷
地
御
用
被に
仰
出
一、
追
掛々
り
御
役
人
被二
仰
付
」候。

可
三
相
成
」
儀
に
御
座
候
は
ば、
私
儀
御
用
相
勤
申
度
志
願
に
御
座
候。
併
申
立
に
相
成

候
儀
は
無
」之
候
得
ど
も、
辺
鄙
之
産
、
山
野
等
の
儀
は
聊
相
心
得
罷
在
候
得
ど
も
、
容
易
に
相
願
候
儀
は
畏
入
候。右

に
付、
私
支
配
八
王
子
千
人
同
心
ど

も
二
男
三
男
厄
介
者
の
内
吟
味
仕
、
召
連
、
於
、
彼
地
、山
野
駈
走
等
其
外
相
応
の
御
用
可
レ有
」之
哉
に
奉
’存
候。
左
候
は
ば
、
身
命
限
り
出
精
の
儀
は
勿

論
、
往
彼々
地
御
固
め
の
た
め
千
人
同
心
一
組
相
立、
精
勤
為
」仕
候
は
ば
、
農
兵
の
姿
に
も
可
に
相
当
」哉
に
奉
’存
候。
殊
に
格
別
の
御
用
向、
右
の
者
ど

も
此
節
可
レ被

召
仕
一、
相
当
の
御
用
も
可
’有
、
御
座
」哉
と
乍
レ恐
奉
’存
候。
平
日
辺
鄙
に
罷
在
候
も
の
の
儀、
筋
骨
丈
夫
、
田
畑
山
野
等
の
儀
は
各
心

得
罷
在
候
儀
に
御
座
候。
尤
御
手
当
等
の
儀
は
格
別
の
御
入
用
も
有
」之
間
敷
哉
に
奉
」存
候。
依
」之
御
手
当
の
儀
以
別
紙
」申
上
候
。
何
卒
右
の
者
ど
も

召
連
彼
地
相
勤
候
様
偏
に
奉
レ願
候。

第
四
編
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苫
小
牧
市
史
上
巻

千
八
頭
原
半
左
衛
門

未
三
月

(別
紙)

以
二別
紙」申

上
候。
私
志
願
の
通
被三仰

付一候
は
、
千
人
同
心
次
男三
男
厄
介
の
内
吟
味
仕、
百
人
程も
召
連
可
’申
候。
御
手
当
の
儀
は
壱
人
へ
御
扶

持
方三
人
扶
持、

一ヶ
月
金
弐
分
づ
、
被
三下
置
」、
道
中
御
伝
馬
弐
人
へ
壱
疋
づ
、、
宿
銭
壱
人
壱
泊
拾
七
文
づ
、
被
’下
候
様
仕
度
奉
’存
候。
於」
彼
地

一は、
御
場
所
見
立
、
田
畑
開
発
等
の
儀
は
勿
論、
其
外
荒
業
等
の
儀
は、
兼
相々
心
得
罷
在
候
ど
も
、
身
命
限
り
出
精
為
」仕
候
は
、
、農
兵
の
姿
に
も
相

当
り
、
彼
地
の
者
ど
も
へ
農
業
等
の
儀
申
教、
帰
郷
相
願
候
も
の
は
相
返
し
、
居
附
罷
在
度
存
念
の
者
は
相
残
し
候
様
可
」為
」仕
候。

以
上

一、
前
文
の
通
御
用
被
仰
付
」
候
は
、
、
私
弟
新
助
と
申
者、
当
時
私
厄
介
仕
差
置
候
。
平
日
無
病
に
罷
在
候
に
付
、
是
又
彼
地
へ
召
連
、
私
手
代
り
に
も

仕
度
奉
’存
候。
此
段
申
上
候
。

未
三
月

千
人
頭
原
半
左
衛
門

(『休
明
光
記
附
録
卷
之
四
』)

こ
の
願
立
の
件
は
、
同
年
十
月
蝦
夷
地
取
締
掛
松
平
信
濃
守
忠
明
等
五
名
が
評
議
し
「二
、
三
男
、
厄
介
人
等
望
の
者
取
集
差
遣
候
は

実
に
御
固
め
に
も
相
成
可
’申。」と

、
つ
ぎ
の
よ
う
に
上
申
し
た
。

「去
る
五
月
中、
御
鍵
奉
行
井
戸
美
濃
守
よ
り
差
上
候
八
王
子
千
人
頭
原
半
左
衛
門
願
立
候
書
付ど
も
御
下
げ
被
」置
候
に
付、
此
節
一同
掛
相
談
候
処、

半
左
衛
門
儀
一
躰
甚
壮
者
に
而、
相
応
御
用
立
可
」申
も
の
に
奉
’存
候。

其
上
此
度
追
上
地
被三
仰
出
1候
東
蝦
夷
地
之
内
、
ユ
ウ
フ
ツ
ム
カ
ハ
、
サ
ル
辺
別
て
作
物
相
応
出
来
可
し仕
土
地
柄
に
有
」之
、当
年
浦
川
表
に
お
る
て
相

試
候
蚕
な
ど
も
二
番
子
迄
出
来、
野
生
之
桑
も
相
応
に
御
座
候
而、
人
手
多
御
座
候
得
ば
何
程
も
出
来
可
」仕
儀、
殊
に
八
王
子
辺
は
専
蚕
業
の
儀
も
相
心

得
罷
在
候
者
之
儀、
旁
以
後
彼
地
罷
越
可
」申
者
壱
人
も
多
御
座
候
得
ば
、
夫
丈
御
固
め
之
儀
無
し疑、

全
く
成
就
可
」仕
と
奉
’存
候
間、
左
候
得
ば
、
右
八

王
子
辺
出
生
仕
、
年
月
農
業
に
相
馴、
山
野
奔
走
達
者
成
同
心
之
二
三
男、
厄
介
人
等
望
之
者
取
集
差
遣
候
は、
、
実
に
御
固
め
に
も
相
成
可
’申
儀、土

地

に
相
馴
候
上
は、
右
之
内
よ
り
相
応
差
働
之
者
有
」之
候
は
、
、
相
撰、
蝦
夷
地
場
所
相々
配、
差
配
為
」仕
候
様
仕
候
は、
、
格
別
宣
可
’有」
御
座
、旁
以

相
当
之
儀
哉
に
奉
存
候
。
御
手
当
之
儀
も
別
紙
申
上
候
ど
も
、
先
右
等
之
趣
を
目
当
に
仕
取
計
可
’申、

併
不
案
内
に
而
押
計
申
立
候
儀
故、
右
に
而
可

宣
と
も
極
め
て
難二
申
上
」候
。
是
等
之
儀
は
得
と
申
談、
程
能
取
計
候
様
可
’仕
奉
’存
候
。
何
へ
の
道、
此
儀
掛
り
私
共
へ
申
立、
得
、差
図
」取
計
候
様
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以
上
。

可二
申
渡
」旨
、
美
濃
守
へ
被
二仰
渡
」、
御
座
候
様
仕
度
奉
’存
候。
左
候
は
、
、
半
左
衛
門
召
呼、
打
合
、
追
取々
調、
相
伺
候
様
可
」仕
と
奉
’存
候。私

ど
も
評
議
仕
処
如
斯
に
御
座
候
間、
則
御
下
げ
之
書
面三
通
返
上
、
此
段
申
上
候
。

未
十
月

松
平
信
濃
守

石
川
左
近
将
監

羽
太
庄
左
衛
門

大
河
内
善
兵
衛

三
橋
藤
右
衛
門

(『休
明
光
記
附
録
巻
之
四
』)

こ
れ
に
よ
る
と
、
屯
田
兵
制
に
よ
る
八
王
子
同
心
子
弟
の
蝦
夷
地
開
拓
の
任
務
の
ほ
ど
が
明
ら
か
で
あ
っ
て、
翌
十
二
年
(一
八
〇
〇
)

正
月
十
四
日、
願
は
許
可
と
な
っ
た
。
半
左
衛
門
は
白
糠
を
、
弟
の
新
助
は
勇
払
を
持
場
と
し
、
手
附
の
者
一〇
〇
人
を
五
〇
人
づ
つ引

ちょう

分
け、
鉄
鉋二
五
挺
づ
つ
を
備
え
た
。
ほ
か
に
「玉
薬
二
箱
、
灯
籠
九
」
を
賜
っ
た
と
『桑
都
日
記
』
に
あ
る
が、『休

明
光
記、
巻
之二
』

に
よ
っ
て、
許
可
に
至
る
経
緯
と
支
度
金
お
よ
び
持
場、
武
具
等
の
詳
細
を
み
る
と

「八
王
子
千
人
頭
原
半
左
衛
門
願
の
通
組
同
心
の
子
弟
等
召
具
し
蝦
夷
地
江
相
越
御
用
勤
む
べ
き
の
よ
し
、
寛
政
十二
申
年
正
月
十
四
日
命
ぜら
る
。
是
は

半
左
衛
門
兼
て
の
志
願、
武
州
八
王
子
は
辺
土
に
て、
彼
地
住
居
之
同
心
日
来
耕
作
に
馴
た
る
故、
其
子
弟
厄
介
凡
百
人
程
蝦
夷
地
へ
召
具
し
、
可
」
然
土

地
に
於
て
耕
耘
の
道
を
開
か
せ、
則
彼
等
を
し
て
農
兵
た
ら
し
め
ば、

一
つ
の
警
衛
た
ら
む
よ
し
を
、
去
年
中
御
鎗
奉
行
迄
申
た
り
し
よ
し
、
先
達
而
執
政

方
よ
り
其
書
附
を
下
給
ひ、
懸
り
評
論
の上
、
可
’然
よ
し
を
申
上
け
る
故、
今
日
命
ぜ
ら
る
、
所
也
。
半
左
衛
門
弟
新
助
も
半
左
衛
門
手
代
り
と
し
て
具

召
し
度
よ
し
を
願
ふ
に
よ
っ
て、
勝
手
次
第
た
る
べ
き
よ
し
正
月
廿
二
日
執
政
方
よ
り
達
せ
ら
れ、
則
原
兄
弟、
同
心
共
の
子
弟
厄
介
之
内
可
」然
人
物
を

撰
び、
百
人
を
召
具
し
、
三
月
下
旬
八
王
子
を
発
し
蝦
夷
地
に
至
り、
半
左
衛
門
はシ
ラ
ヌ
カ
、
新
助
は
ユ
ウ
ブ
ツ
を
持
場
と
し
、
手
附
五
十
人
ブ
、
引
分

ケ、
鉄
炮二
十
五
挺ジ
、
備
へ、
警
衛
を
主
と
し
、
兼
て
は
耕
作
を
いと
な
む。
後
手
附三
十
人
余
増人
有
て、
一場
所
へ
十
五、
六
人
ツ
、
鉄
炮七
八
挺

ゾ
、
を
備
ふ
。
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苫
小
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市
史
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半
左
衛
門
江
戸
出
立
之
節
御
暇
金
式
枚、
在
勤
御
手
当
式
百
俵
四
物
成、
月
割
御
扶
持
方
十
人
扶
持
一
倍
、
宿
代
一
箇
月
銀二
枚づ
、、

一日
御
手
当
金

壱
分
弐
朱
づ
つ
被
レ下
候。
弟
新
助
は
一
日
銀
拾
�づ
つ、
手
付
の
者
一
箇
月
金
式
分づ
、三
人
扶
持、
支
度
金
壱
両
式
分、
道
中
本
馬
式
人
江
一疋
、
木
銭

米
代
被
レ下
」之
、
肝
煮
も
右
之
通
にて、

外
勤
金
式
両二
分、
支
度
金
式
両
弐
分、
本
馬
一
人
江
一
疋、
小
屋
頭
も
右
之
通
に
て、
外
勤
式
両、
支
度
金
式

両
也。
馬
は二
人
江
一疋
。

且
半
左
衛
門
兄
弟
並
手
附
之
者
ど
も
蝦
夷
地
へ
相
越
す
付
て
は
、
往
来
之
御
用
筋
等
千
人
頭
志
村
又
左
衛
門
心
得、
同
人
日
光
在
勤
其
外
故
障
之
時
は、
同

役
石
坂
彦三
郎
心
得
取
扱
ふ
べ
き
旨
、
御
鎗
奉
行
懸
合
之
後、
出
雲
守
種
周
朝
臣
へ
申
上
の
上
相
達
す
。
組
頭
に
は
川
村
勝
五
郎、
森
田
宇
右
衛
門、
山
本

良
助、
杉
本
六
郎、
風
祭三
左
衛
門、
平
同
心
に
は
小
嶋
文
平
な
り
。」

て
ん
ま
つ

と
記
さ
れ
て
い
る
。
この
記
述
か
ら
し
て
半
左
衛
門
手
附
の
者
一〇
〇
名
の
入
殖
の
顛
末
と
、三
〇
名
の
増
加
の
こ
と
、
さ
ら
に
千
人
頭
の
志

村
又
左
衛
門
等
が、
蝦
夷
御
用
江
戸
取
扱
を
命
ぜ
ら
れ、
八
王
子
同
心
の
組
の々
う
ち
か
ら
、
川
村
勝
五
郎
外
四
人
の
組
頭
が
江
戸
掛
り

と
な
っ
て、
蝦
夷
地
に
お
け
る
直
捌
の
買
上
物
御
用
等
を
勤
め
た
こと
が
わ
か
り
、
こ
の
会
所
は
、
四
月
江
戸
霊
岸
島
に
開
設
し
た
。

二
移
住
と
開
拓

蝦
夷
地
御
用
を
許
さ
れ
た
千
人
頭
原
半
左
衛
門
と
、
そ
の
手
代
で
あ
る
弟
の
新
助
が、
八
王
子
同
心
子
弟
の
総
勢
一〇
〇
人
(う
ち
肝

煎
五
人
、
小
屋
頭
九
人
。
後
に
一
人
追
加)
を
引
率
し
、
蝦
夷
地
行
役
の
壮
図
に
立
っ
た
の
は
、
寛
政
十二
年
(一
八
〇
〇
)
三
月
二
十

けつ
べっ

一
日
で
あ
っ
た
。
東
蝦
夷
地
直
轄
時
代
の
第
一
回
移
住
の
第
一陣
が、
家
郷
と
訣
別
す
る
盛
大
な
歓
送
の
様
子
に
つ
い
て、
第二
陣
の
河

西
祐
助
の
弟、
塩
野
適
斉
は
、『桑

都
日
記
』
に

「是
の
日、
天
気
快
晴、
郷
党
の
人
士、
之
を
送
り
玉
川
の
側
に
餞
飯
す
る
者
数
百
人
、
隊
長
原
君
は
旅
服
を
飾
り
行
装
を
嚴
に
す
。
意
気
鷹
揚、蝦

夷
靺

鞨
は
論
な
し
。(中
略)
鳴
呼
勇
な
る
哉
。
抑
も
桑
都
開
闢
以
来、
未
曽
有
の
旅
行
な
り
。(中

略)
相
伝
へ
て
千
載
一
奇
事
と
な
す
。」

と
、
感
動
を
こ
め
て
叙
述
し
て
い
る
。
ま
た
別
書
に
よ
れ
ば
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「二
十
日、
晴
天
、
原
新
助
様
四
十
三
人
召
連、
蝦
夷
地
へ
御
立
。
二
十
一
日、
晴
天、
原
半
左
衛
門
様
五
十
七
人
召
連
蝦
夷
地
江
御
出
立、
八
王
子
よ
り

松
山
海
道
宇
都
宮
へ。」

(『石
川
源
治
家
文
書
』)

と
記
し
て
い
て、
二
手
に
分
か
れ
て
出
発
し
た
と
あ
る
。
彼
等
は
宇
都
宮
から
奥
州
街
道
経
由、
行
程二
四
〇
里
の三
厩
か
ら
渡
海
し
て

松
前
の
地
南
端
に
上
陸
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
箱
館
よ
り
勇
払
ま
で
の
陸
行
は
六
七
里
、
白
糠
へ
は
一
四
四
里
で
あ
っ
て、
幕
府
直
轄

の
当
年、
幕
命
に
よ
っ
て
松
前
藩
が
礼
文
華
の
難
所
を
山
道
開
削
し
た
こ
と
か
ら
、
新
助
の
一
行
は
海
岸
沿
い
に
陸
行
し
た
か、
ま
た
は

砂
原
から
室
蘭
に
舟
行
し
た
の
で
あ
ろ
う
か、
彼
等
が
勇
払
会
所
で
長
途
の
旅
装
を
解
い
た
の
は
、
四
月
中
・
下
旬
ころ

(太
陽
暦
の五

月
下
旬
す
ぎ)
と
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
『寛
政
十
二
年
庚
申
蝦
夷
干
役
志
』
の
六
月
廿
一
日
の
条
に
「ユ
ウ
ブ
ツ
(中
略)
此
所
ノ
詰

こう
ぶ

合
ハ
(中
略)
八
王
子
千
人
同
心
頭
原
半
左
衛
門
殿
弟
同
新
助
殿
な
り
。」と
あ
る
。
荒
蕪
の
異
邦
に
足
を
踏
み
入
れ
た
第
一
陣
は、
内
外

ちょうぼ
う

の
緊
迫
し
た
情
勢
に
あ
っ
て、
海
防
の
重
い
使
命
に
感
動
を
覚
え
つ
つ、
は
る
か
に
樽
前
山
を
眺
望
し
、
太
平
洋
の
波
涛
を
感
慨
深
げ
に

凝
視
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

は
とう

第
四
編
幕
藩
時
代

出立前の千人同心

原
兄
弟
が
統
率
し
た
第
一
陣
出
発
後
の
関
四
月、
千
人
同
心

組
頭
杉
山
良
左
衛
門、
石
坂
武
兵
衛
と
組
頭
見
習
河
西
祐
助
の

三
人
は、「蝦

夷
地
在
住
の
命
を
う
け
、
各
々
妻
子
を
携
え
て
八

王
子
郷
を
辞
し
、(中
略)
翌
月
十
日
を
も
っ
て
東
都
を
蝦
夷
に

赴
いた
。」(『桑

都
日
記
巻
之
十
四
』)の
で
あ
る
が
、「
在
住」
と

称
せ
ら
れ
た
そ
の
役
料
は六
人
扶
持
で、
在
役
費
用
は
別
に
給

せ
ら
れ
た
。

第
二
陣
の
彼
等
は、
第
一
・
三
陣
の
原
半
左
衛
門
手
附
の
者
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と
、
身
分
・
職
制
が
異
な
っ
て
い
て
、
蝦
夷
地
在
住
の
幕
吏
と
同
格の
立
場
で
警
備
・
開
拓
と
蝦
夷
交
易
等
に
も
従
事
し
て
い
て、
半
左

衛
門
の
直
接
指
揮
下
に
入
っ
て
い
な
か
っ
た
。
奥
蝦
夷
地
の
関
門
で
あ
る
山
越
内
に
良
左
衛
門
が、
箱
館
番
所
近
在
の
七
重
村
(七
飯
町)

に
武
兵
衛
が、
勇
払
に
祐
助
が
そ
れ
ぞ
れ
家
族
同
伴
で
在
住
し、
公
役
に
当
っ
た
。

さ
ら
に
第三
陣
は、『桑

都
日
記
』
に
よ
る
と
、
翌
享
和
元
年
(一
八〇
一)
二
月
十
日、
第
一
陣
の
後
続
隊
と
し
て
「三
十
人
の
衆、

八
王
子
郷
を
発
し
、
蝦
夷
地
に
赴
」
い
た
と
あ
る
が、「霊

巌
島
の
官
舎
に
到
り
。」と
の
記
事
か
ら
み
て
、
江
戸
か
ら
海
路
松
前
の
地
に
舟

行
し
た
ので
あ
ろ
う
か
。
白
糠
と
勇
払
の
両
地
に
半
数
づ
つ
鉄
砲
携
行
、
分
駐
し
た
が、「原

半
左
衛
門
手
附
の
者
」
と
は、
こ
の
第
一
・

三
陣
を
公
称
す
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
わ
が
国
で
前
例
の
な
い
画
期
的
な、
この
農
兵
屯
田
の
実
情
は、
朔
風
と
極
寒
の
中
で
未
開
の
荒
土
に
一
鍬
一
鍬
精
魂
を
打
ち

込
ん
だ、
文
字
通
り
辛
酸
の
日
々
で
あ
っ
た
。
原
半
左
衛
門
手
附
の
者
の
第
一
陣
が
入
植
し
た
直
後、
納
戸
頭
取
格戸
川
安
倫
一
行
に
随

行
し
た
吉
田
有
利
の
手
記
『東
蝦
夷
日
記
』
の
八
月
十
四
日
の
条
に

「優
武
津
御
小
人
目
付
高
橋
治
太
夫
並
に
原
新
助、
小
屋
頭
八
木
庄
蔵
(中
略)
当
所
は
家
数
も
多
く
蝦
夷
地
の
能
所
の
場
所
也。此

処
に
弁
天
の
社
あ
り
。

四
間
四
面
の
宿
屋
有
。」

と
記
し
て
い
て、
新
助
は
移
住
当
初、勇

払
会
所
に
あ
っ
て、幕

吏
高
橋
治
太
夫
と
協
同
し
て
手
附
同
心
を
統
率
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

蝦
夷
御
用
掛
を
命
ぜ
ら
れ、
勇
払
場
所
を
実
際
に
支
配
し
た
高
橋
三
平
の
記
録
「高
橋三
平
筆
記」
に
よ
れ
ば、
勇
払
地
は
火
山
灰
地
に

と
こ
ろ
で
新
助
の
持
場
に
つ
いて
は、
従
来
勇
払
説
と
鵡
川
説
の
両
説
が
あ
っ
た
。『胤
敦
は
白
糠
に、
新
助
は
勇
払
に
拠
り
」
(『北
海

道
志
巻
之
二
十
二
』)と
、「新
助
は
五
十
人
を
以
て
鵡
川
に
土
着
し
」(『新

撰
北
海
道
史
第二
巻
』)、さ

ら
に
「原
新
助
鵡
川
に
移
住
後
、
失

敗
し
て
勇
払
に
移
る
」(『苫

小
牧
町
史
』)と
あ
る
等
、そ
の
叙
述
が
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
い。
そ
こ
で
松
平
信
濃
守
に
随
っ
て
出
張
し

(1)

加
え
て
湿
地
帯
で
あ
っ
て
、
農
耕
に
は
不
適
故、
地
味
肥
沃
の
鵡
川
地
を
開
発
場
に
選
定
、
主
力
は
移
住、
土
着
し
、
勇
払
会
所
を
警
備

ひ
ょ
く
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の
本
陣
と
定
め
て
交
易
に
も
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
知ら
れ
る
。
新
助
は
現
地
役
人
と
河
西
祐
助
の
会
所
詰
合
と
申
合
せ
な
が
ら
、
事
に

当
っ
て
部
下
を
指
揮
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
同
書
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

.

奉
伺
候
覚

原
新
助

河
田
甚
太
郎

(て
)

1
当
初
勤
方
之
儀
は、
万
事
原
新
助
同
様
会
所
交
易
御
用
向
も
見
習、
相
勤
候
儀
御
座
候
哉
。

半
左
衛
門
手
附
同
心、
取
締
且
開
発
之
方
専
出
精
仕
候
儀
を、
重
立
取
扱
差
図
等
仕
候
儀
御
座
候
哉
。(中
略)
当
所
勇
武
津
ニ
罷
在
候
而
は
、
耕
作
場
手

遠
ニ
も
御
座
候
間、
何
れ
手
都
合
宣
方
見
立
、
罷
在
差
図
等
仕
度
奉
存
候
。

(返
答)
「ム
カ
ワ
辺
ニ
而
場
所
見
立
住
居
被
致、
新
助
も
其
辺
に
可
罷
在
候
間、
万
事
心
附
同
人
ニ
も
差
図
等
可
被
致
候
。」

△
当
初
勇
武
津
之
儀
は
、
一躰
砂
地ニ
御
座
候
間、
耕
作
出
来
不
申
候
間、
武
川
よ
り
三
ツ
石
迄
之
内、
地
所
宣
敷
方
見
立、
開
発
可
仕
奉
存
候。
当
初
ニ

罷
在
候
而
は、
御
固
而
巳
ニ
而
耕
作
仕
候
地
所
も
御
座
な
く、
武
川
開
発
場
へ
も
手
都
合
悪
敷
候
間、
三石
よ
り
武
川
迄
之
内
、
所
々
同
心
共
差
置、
地

面
宣
場
所
へ
耕
作
可
為
仕
奉
存
候
。
私
共
儀
も
持
場
所
手
都
合
宣
敷
方
二
罷
在、
万
端
甚
太
郎
申
合
、
同
所
罷
在
相
勤
申
度
奉
存
候
。

(返
答
)
「サ
ル
、
ミ
ツ
イ
シ
南
部
勤
番
も
有
之
候
間、
不
及
其
儀
候
。
ム
カ
ワ
場
広
之
儀
ニ
付
場
所
見
立、
先
可
被
取
計
候
(略)。」

□
私
共
儀
武
川
畑
作
場
へ
手
附
一
同
召
連
罷
越
居
住
仕
候
間、
開
発
之
方
へ
掛
置
、
出
精
仕
候
(略)。

ま
た
享
和
元
年
(一
八
〇
一
)
五
月
廿
七
日、
蝦
夷
地
御
用
掛
に
到
着
し
た
高
橋
治
太
夫、
河
西
祐
助
連
名
の
文
書
に
対
し
て、
御
用

掛
は
次
の
よ
う
に
返
答
し
て
い
る
。

附
札
「書
面
千
人
方
給
扶
持
代
金
渡
方
之
儀
は
、
是
迄
之
振
合
を
以
会
所
御
入
用
金
ニ
込
、
会
所
詰
名
印
ニ
而
箱
館
よ
り
請
取
置、
河
田
甚
太
郎、
原
新
助

名
前
二
而
御
扶
持
給
請
取、
手
形
詰
合
宛
名
二
而
差
入
請
取
候
樣
可
相
心
得
候
(略)。」

こ
の
附
札
を
み
る
と
、
千
人
方
(同
心
)
の
扶
持
代
金
は
蝦
夷
地
御
用
掛
の
勇
払
会
所
入
用
金
に
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
第
二
陣

第
四
編
幕
藩
時
代
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力

よ
く
こ
や
り
人
が
政
九
里
西
な

マ

山
中
,
大
能
力
�
天
村
女
生
巧

而
存

ーテ ハ飯
、 地

T
W
O
N
E
W
S
A

・
マ
イ

ク
レ
ヘ
ッ

不
來
又
付
出
九
里
要
用
の
家
で
し
ょ

赤
家
子
對
し
て
ぎ
り
し
さ
と
し
セ
ン
サ
ハ
ユ
ウ
フ

ツ
の
み
人
大
於
此
你
、
板
房
手
が
所
,
四
“
不
””

川
北
上
百
个
渡
一
类
人
�
�
的
�
了
�
�
美

第
三
里
�
�
,
ム
以
我
家
四
子
到
的
名
動
式

怪
～

四
星
与
南
年
人
跟
象
社
�
点
自
然
而�

�
里
�
父
子
人
口
在
使
用
多
說
了
村
形
を
他
�
在

一且
タ
コ
格
石
の
お
と
五
月
五
个
可
知
您
物と

が
氷
山
在
は
千
人
以
か
少
し
ゃ
く
ふ
り

引
越
民
很
多
朝
四
王
�
の各
听
。一抽

平
野
と
荒
黑
狐
狸
の
捜
索
と
あ
り
た

千人同心の記事(文化6年・毛夷東環記)

の
祐
助
は
河
田
甚
太
郎
と
も
ど
も
会
所
詰
と
な
っ
て
在
勤
、
原
半

左
衛
門
手
附
の
者
の
拓
警
事
業
に
関
し
た
会
計
事
務
と
管
理
部
門

を
も
処
理
し
て
、
新
助
が
担
当
す
る
現
業
部
門
と
両
輪
の
関
係
に

あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

さ
ら
に
高
橋
と
河
西
の
両
詰
合
は
、
勇
払
場
所
の
最
高
地
位
者

と
し
て
、
産
業、
交
易
だ
け
で
な
く
、
司
法
を
も
併
せ
支
配
し
て

い
た
こ
と
は
『
勇
払
・
石
狩
論
所
一
件
』
に
み
ら
れ
る
ア
イ
ヌ
漁

業
権
紛
争
に
お
いて
、
両
人
が
直
接
裁
断
を
下
し
て
関
与
し
、
自

ら
の
直
轄
経
営
で
あ
る
勇
払
場
所
の
ア
イ
ヌ
を
援
護
し
た
こ
と
で

も
明
ら
か
で
あ
る
。
要
す
る
に、
八
王
子
同
心
子
弟
の
行
役
に
関

し
た
蝦
夷
地
の
機
構
は、
箱
館
役
所
(享
和
二
年
二
月
蝦
夷
奉
行、

同
年
五
月
箱
館
奉
行、
文
化
四
年
松
前
奉
行
)
が
総
轄
、
勇
払

会
所
詰
の
役
人
が
出
先
機
関
と
な
っ
て、
上
司
の
指
令
を
現
業
の

千
人
方
に
示
達
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
半
左
衛
門

は
蝦
夷
地
志
願
の
形
式
を
と
っ
た
が、
そ
の
内
実
は
幕
府
の
東
蝦

夷
地
経
営
の
一
環
と
し
て
の下
命
で
あ
っ
て
、
独
自
の
私
的
事
業

で
は
な
か
っ
た
。

で
は
、
こ
の
よ
う
な
性
格
を
も
っ
た
彼
等
の
開
拓
の
状
態
は
ど
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9
一

鵡川の景 (寛政11年・東游奇勝)

う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
鵡
川
を
畑
作
場
に
選
定
方
、
指
示
を
う
け

た
千
人
同
心
は、
現
地
に
移
っ
て
開
拓
に
精
励
し
た
が、
そ
の
場

所
は
現
在
の
鵡
川
町
汐
見
地
区
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
文
化
五
年
(一
八
〇
八)
の
『毛
夷
東
環
記』
に

「ユ
ウ
フ
ツ
よ
り
一
里、
ア
ツマ
川
、
大
川
な
り
。
舟
渡
し
、
夷
人
此

川
に
添
て
住
む。
夫
よ
り二
里
半
斗
に
て
ム
川、
夷
家
四
五
軒、
川
を

越
大
塚
あ
り
。日(く)是

よ
り
南
千
人
頭
原
半
左
衛
門
開
発
畑
場
有
。且
此

処
千
人
同
心
在
住、
酉
年
始
て
村
形
を
作、
御
雇
同
心
共
入
加
家
数
拾

三軒
何
れ
も
玄
関
形
を
仕
附
た
る
家
作
な
り
。
是
迄
夷
家
も
な
き
曠
野

な
る
に
、
一旦
夕
に
格
別
の
村
と
な
り
た
り
、
田
畑
作
物
色
。々

此
武
川
在
住
千
人
同
心
本
書
の
如
く
な
り
し
が、
何
れ
も
水
土
に
不

」伏
故
か、
多
分
病
死
し
残
り
た
る
者
も
是
を
怖
れ
て
事
に
寄
せ
て

脇
場に
移
り
、或
ハ
箱
館
辺
江
引
越、頭

役
原
新
助
を
始
め
各
所
へ々

移
住
し
て、
今
は
家
一
軒
も
な
く、
元
の
曠
野
、
平
野
と
荒
果、
狐

狸
の
棲
家
と
な
り
て
、
只
築
地、
屋
敷
形
の
み
残
れ
り
。」

と
記
述
し
て
い
て、
耕
作
場
づ
く
り
の
実
状
が
わ
か
る
。

汐
見
地
区
あ
た
り
の
チ
ン
コ
タ
ン
の
古
老
の
口
伝
に
よ
れ
ば

「エ
ン
ド
ト
ノ
(江
戸
の
武
士
)
が
コ
タン
浜
の
近
く
で
耕
作
し

て
い
た
。」と
あ
り
、
この
開
発
場
は
開
墾
地
積
数
十
町
歩
と
伝
え

487



苫
小
牧
市
史
上
巻

ら
れ
る
。
そ
の
収
穫
の
概
要
を
、
実
質
的
に
村
形
を
つく
っ
た二
年
目
の
享
和二
年
(一
八〇
二
)
十二
月
、
箱
館
奉
行
に
提
出
し
た
報

(3)
告
に
よ
っ
て
み
れ
ば

武
川
場
所
開
発
作
毛
収
納
書

菜 黒 蕎 小 大 粟 小 大

x 種 豆 麦 豆 豆 麦 麦外
此
俵
数

弐
石
七
斗

八
斗

武
斗

拾
三
石
九
升

六
石
六
升

八
石
六
斗

七
斗
四
升

武
斗
八
升

三拾
弐
石
四
斗
七
升

八
拾
壱
俵
七
升
但
四
斗
入

壱
万
八
千
本
余

右
之
通
武
川
場
所
に
お
い
て
出
来
候
ニ
付
、
此
段
申
上
候
。

大
根但
此
外
野
菜
物
種
々
作
附
出
来
候

戌
十
二
月

と
あ
っ
て、
辛
酸
の
結
実
の
ほ
ど
が
知
ら
れ
る
。

以
上
原

新
助

ま
た、
勇
払
から
鵡
川
に
至
る
中
間
の
厚
真
川
の下
流
地
帯
に
も
手
附
同
心
が
移
駐
し
て
い
た
。
安
政三
年
(一八

五
六
)
の
『東
蝦
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夷
地
道
中
記
』
に

「宿
の
出
口
に
川
有
(中
略)
此
の
先
に公
儀
御
番
所
有
之
、
御
鉄
炮□
り
千
人
組
同
心
勤
番
の
よ
し
。
然
に
御
番
所
に
は
見
得
不
申
候、
御
鉄
砲
師
と

見
得
申
候
。」

と
記
し
て
い
る
。
な
お、
こ
の
浜
厚
真
か
ら
千
人
同
心
の
墓
碑
が
発
見
さ
れ
て
お
り、
様
似
等
澍
院
過
去
帖
に
も
「ア
ツ
マ
に
て
死」
と

記
さ
れ
て
い
る
から
、
勇
払
よ
り
移
駐
し、
南
部
藩
士
と
協
力
し
て
、
こ
の
地
の
警
備
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

さ
ら
に、
沙
流
川
下
流
の
サ
ル
フ
ト
付
近
で
も
千
人
同
心
に
よ
る
警
備
が
な
さ
れ
た
と
い
わ
れ、「
サ
ル
場
所
は
十
五
、六
名
で
鉄
砲
七、

八
挺
程
度
で
あ
っ
た
」(『門

別
町
史
』)
と
い
う
が、
確
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
門
別
町
稲
荷
神
社
に、
サ
ル
会
所
詰
合
比
企
市
郎
右
衛

門
と
原
新
助
が
連
名
で
寄
進
し
た
「鉄
製
か
ぶ
り
形、
槍
先二
本」
(享
和三
年、
八
月
十
七
日)
の
絵
馬
が
残
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を

み
る
と
、
こ
の
地
に
も
千
人
同
心
手
附
の
者
が
持
場
と
し
て
警
備
に
当
っ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

第
四
編
幕
藩
時
代

一
日

原
新
小
平
面
媒 收
白

門別稲荷神社鉄製槍先(門別町百年誌)

こ
の
よ
う
に
蝦
夷
地
農
耕
開
拓
の
最
初
の
団
体
移
住
で
あ
る
彼

等
は
、
自
給
自
足
を
建
前
と
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
北
辺
寒
冷
不

順
の
気
候
は
、
居
住
施
設
の
不
備
に
加
え
て
、
栄
養
失
調
に
よ
る

浮
腫
病
等
の
風
土
病
の
続
出
を
み
る
に
至
り
、
移
住
後
一、
二
年

の
間
に
新
助
持
場
の
十
二
人
が
不
帰
の
客
と
な
り
、
一
同
が
気
お

く
れ
す
る
と
い
う
惨
状
を
呈
し
た
。
暖
地
の
関
東
地
方
出
身
の
彼

等
が、
い
か
に
苦
難
を
極
め
た
か
は
、
河
田
甚
太
郎
・
原
新
助
の

具
申
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「高
橋
三
平
筆
記
」
に

「半
左
衛
門
手
附
同
心
共
儀、
先
達
而
被
仰
渡
御
座
候
儀
故、
当
地
へ
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着
仕、
猶
又
得
与
承
候
処、
手
附
同
心
共
一
統
出
精
仕
候
へ
共、
開
発
之
儀
は
去
申
年
寛
政
十二
年
庚
申
初
年
之
儀
故、
当
地
へ
着
仕
候
て
家
作
其
外
道
作

等
人
夫
掛
候
間、
開
発
之
方
一
向
捗
取
不
申、

一同
恐
入
候
。

当
春
八
開
発
之
方
重
二
出
精
可
仕
存
込
二
御
座
候
処、
当
時
も
流
行
仕
候
病
気
二
而、
病
人
多
く
其
上
死
亡
仕
候
者
数
多
御
座
候
二
付
、
一統
此
節
気
後
レ

二
相
成
罷
在
候
。」

と
記
し
て
い
る。

一方
『
桑
都
日
記
』
に
は、
移
住
初
年
の
寛
政
十二
年
の
条
に
早
く
も

「六
月
九
日、
横
井
八
五
郎
は
病
に
因
り
蝦
夷
よ
り
帰
到
す
。市
川
彦
太
夫
こ
れ
を
護
送
す
(中
略)
是
よ
り
以
後、
蝦
夷
よ
り
帰
る
者、皆

こ
の
徒
な
り
。」

と
あ
り
、
ま
た
翌
年
の
八
月
の
条
に

「
庚
申
春、
原
隊
長
に
属
し
て
蝦
夷
の
役
に
従
ふ
者、
往
彼々
の
地
に
客
死
す
る
者、
今
に
十
有
九
人
な
り
。
茲
に
於
て
白
銀
一
錠
を
其
の
家
族
に
賜
ふ
。

蝦
夷
の
地
た
る
や
雰
霧
酵
々
と
し
て
開
か
ず、
時
気
亦、
固
よ
り
我
が
日
域
と
相
反
す
。
是
に
於
て
か
(中
略)
不
和
の
時
気
に
中
り
て
、
死
亡
す
る
者、

あん

兹
に
十
有
九
人
な
り
。
病
み
て
帰
り
死
す
る
者
数
人
。
是
よ
り
後、
死
者二
十
余
人、
其
の
他、
我
れ
之
を
知ら
ず
。
御
雇
同
心
漸
帰々
到
す
る
者
止
ま
ず
。」

と
し
、
さ
ら
に
そ
の
直
後
二
〇
人
が
帰
到
し
た
と
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
開
発
畑
作
場
に
お
け
る
悲
惨
な
現
状
に
対
し
て、
箱
館
奉
行
も
座
視
す
る
こ
と
も
出
来
ず
、
同
心
方
に
対
し
て
健
康
の
保

持
と
越
冬
に
つ
い
て
の
対
策
を
指
示
し
、
ま
た
生
活
上
の
規
律
等
に
つ
い
て
も
注
意
を
与
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「高
橋三
平
筆
記
」
に

よ
れ
ば
奉
行
衆
被
成
御
渡
候
書
面

原
半
左
衛
門
同
新
助
手
附
之
者
共、
病
気
之
者
多
有
之
候
は、
畢
竟
冬
中
凌
方
不
宣
故
と
相
聞
候
。
先
第
一
家
作
之
儀、
甚
不
当
之
趣
相
聞
候
間、
形
容
二

不
抱
小
屋
を
多
く
建
、
床
を
う
き
疊
を
入
、
四
方
之
囲
を
手
厚
に
い
た
し
、
囲
炉
裏
等
手
当
い
た
し
、
随
分
凌
方
宣
様
致
可
申
事
。

冬
中
酒
食
も
飽、
住
居
い
た
し
候
よ
り
病
気
も
発
し
候
儀
ニ
付
、
夫
無々
二
手
透
」産
業
を
為
致
可
申
候。先

其
荒
増
左
之
趣
二
可
」
相
心
得
一候
。

鯡
網
其
外
網
類
等
仕
立
、
入
用
之
場
所
々
々
へ
相
廻
し
、
御
買
上
に
い
た
し
候
ハ
、
、
其
者
之
助
成
ニ
も
相
成
可
然
事
。
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‒‒(中
略)
-

草
履
、
草
鞋
、
縄
等
並
莚
な
ど
の
類
た
り
と
も
、
運
動
之
為
二
候
間、
勝
手
次
第
織
立
候
様
可
致
事
。
大
工
業、
木
挽
並
鍛
冶
等
其
外
心
得
候
者
有
之
候
ハ

、
面
々
其
業
を
い
た
し
候
様
可
致
事
。

ー
(中
略
)
‒

馬
九
疋
右
之
者
共
へ
預
ヶ
遣
し
候
間、
段
蕃々
息
致
し
候
様
可
致
候
。

銘
勝々
手
之
儀
ニ
候
へ
は、
畑
作
之
儀
は
如
何
様
ニ
も
骨
折
候
事
勿
論
候
。

右
之
外
ニ
も
品
相々
考、
面
冬々
分
手
透
無
之
様
働
方
為
致
可
申
候
。
畢
竟
右
等
之
儀
指
揮
不
行
届
故、
病
人
も
多
有
之
、
中
ニ
は
死
失
ニ
至
候
も
の
も
不

少
候
間、
吃
度
心
を
相
用、
運
動
第
一
可
心
掛
樣
差
図
可
致
候。

(享
和
元
年)

西
五
月

と
あ
り
、
さ
ら
に
「
無
縁
疊
百
弐
拾
疊
、夜
着
蒲
団
之
内
四
拾
」
を
支
給
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
か
勇
払
地
で
は
翌
年
よ
り
死
亡
者

の
数
は
激
減
し
た
が、
白
糠
地
で
は
依
然
死
亡
者
は
あ
と
を
絶
た
な
い
有
様
で
あ
っ
た
。
享
和三
年
(一
八〇
三
)
に
お
け
る八
王
子
千

4

人
同
心
の
数
を
『休
明
光
記
附
録
巻
之
四
』
に
よ
っ
て
み
る
と

「千
人
同
心
子
弟
厄
介
之
者

百
三
拾
人
之
処、
病
死
或
帰
府
之
者
有
’之

当
時
は
八
拾五
人
。」

と
記
し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
白
糠
・
勇
払
両
地
の
病
気
帰
国
と
、
異
境
病
没
の
悲
劇
的
な
苦
難
の
足
跡
が
記
録
さ
れ
て
い
て、
蝦
夷

行
役
の
約
四
分
の
一
が
此
辺
の
地
に
永
眠
し
た
の
で
あ
っ
た
。
千
人
頭
原
胤
敦
は
、
和
歌
「初
春」
と
題
し

く
ら
ふ
べ
き
物
こ
そ
な
か
れ
新
玉
の

年
立
か
え
る
は
る
の
曙

第
四
編
幕
藩
時
代
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井
上
忠
左
衛
門

(弥
曽
八
)

鈴
木
八
十
八

と
詠
じ
て
い
る
が
、
蝦
夷
地
に
お
け
る
手
附
同
心
の
辛
酸
の
生
活
を
描
写
し
て、
な
お
余
り
が
あ
る
。

(5)
ち
な
み
に
勇
払
場
所
関
係
分
を
、
様
似
等
澍
院
の
霊
名
簿
(文
化
四
年
撰)
に
よ
っ
て
み
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

寛
政
十
二
庚
申
十二
月
九
日、
智
海
禅
透
居
士
(ユ
ウ
フ
ツ
に
て
死
)

享
和
元
辛
酉
正
月
十
一
日、
見
道
祖
性
居
士
(ユ
ウ
フ
ツ
に
て
死
)

享
和
元
辛
酉
正
月
十
二
日
、
徳
光
院
紹
輝
居
士
(ア
ツ
マ
詰
)

栗
原
長
吉

田
宮
絞
右
衛
門

森
田
勘
治
良

青
木
平
左
衛
門

浅
沼
卯
之
助

享
和
元
甲
子
二
月
三
日、
忠
道
全
義
居
士

享
和
元
甲
子
二
月
五
日
、
義
忠
山
道
居
士

享
和
元
甲
子
二
月
十
日
、
賢
翁
剛
居
士
(ア
ツ
マ
詰
)

享
和
元
年二
月
十
九
日、
暁
堂
義
窓
居
士
(ア
ジ
マ)

(野
)
(卯
)

村
田
宇
助

井
上
長
次
郎

板
木
源
八
郎

飯
田
一
作
享
和
元
年
四
月
廿
日、
柏
庭
宗
樹
居
士
(ユ
ウフ
ツ)

享
和
元
辛
酉
五
月
十
八
日、

(ユ
ウ
フ
ツ
)

享
和
元
辛
酉、
智
蔵
即
満
居
士

享
和
二
壬
戌
四
月
十
日、
利
山
貞
居
士
(ユ
ウ
フ
ツ
に
て
寂)

享
和
三
亥
四
月
十
五
日、
波
底
澄
心
居
士
(シ
ッ
カ
リ
に
て
溺
死)

享
和三
年
五
月
廿二
日、
清
涼
院
蓮
室
浄
香
大
姉
(ユ
ウ
フ
ツ)

梅
河
西
祐
助
文
化
四
年
丁
卯
九
月
三
日
、
義
照
院
善
岳
賢
忠
居
士
(ユ
ウ
フ
ツ
詰
合
)

河
西

最
初
の
物
故
者
で
あ
る
井
上
忠
左
衛
門
は
、
第
一
陣
の
小
屋
頭
で
あ
り
、
秋
山
佐
忠
太
は
同
じ
旰
煎
筆
頭
で、
山
越
内
詰
合
と
し
て
勇

492

享
和
元
年
甲
子
三
月
十
日

享
和
元
辛
酉
四
月
十
五
日、
志
山
道
剛
居
士
(ア
ゾ
マ
に
て)

小
嶋
宗
十
郎

小
林
重
右
衛
門

秋
山
忠
太

(佐
忠
太
)



6
払
か
ら
派
遣
さ
れ、
第
二
陣
の
杉
山
良
左
衛
門
を
補
佐し
て
交
易
に
従
事
し
て
い
た
が、
小
砂万
部
口
前
浜
(長
万
部)
沖
で
難
船し
て

溺
死
し
た
の
で
あ
る
。

第
二
陣
の
河
西
祐
助
の
妻
梅
女
は、
厳
し
い
辺
境
に
分
け
入
り
、
寒
地
で
の
苦
難
の
生
活
を
送
る
こ
と
四
年
に
し
て
勇
払
生
れ
の
二
才

の
み
ど
り
児
と
、
八
王
子
か
ら
伴
っ
た
五
才
の
橘
太
郎
(知
賢)
と
を
残
し
て、
勇
払
原
野
に
果
て
た
の
で
あ
っ
た
。
行
年
二
五
才
。
防

ば
だい

人
の
夫
祐
助
の
胸
中
は
い
か
ば
か
り
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
菩
提
を
弔
っ
て
祐
助
が
建
立
し
た
角
塔
こ
そ、
東
蝦
夷
地
に
お
け
る
和
人
女
性

最
初
の
墓
碑
で
あ
っ
た
。

文
化
四
年
(一
八〇
七)
八
月
、
夫
の
祐
助
は、
若
年
寄
堀
田
攝
津
守
正
の
有
珠
巡
察
に
際
し
て、
病
を
お
し
て
送
迎
し
、
原
新
助
と

も
ど
も
査
閲
を
う
け
た
が、
数
日
後
の
九
月
三
日
病
悪
化
し
、
春
秋三
七
才
を
一
期
と
し
て
妻
の
跡
を
追
い、
有
珠
官
舎
で
客
死
し
、
善

光
寺
に
葬
ら
れ
た
。
蝦
夷
公
役
に
あ
る
こ
と
七
年
有
余、
悲
壮
な
殉
難
の人
と
な
っ
た
祐
助
と、
そ
の
妻
の
合
葬
墓
を
、
嫡
男
知
賢
が
文

(0)
化
七
年
(一
八
一
〇)
三月
、
同
寺
内
に
建
立
、
供
養
し
た
。

祐
助
の
弟
松
兵
衛
知
良
は
、
妻
栄
を
携
え
て
兄
に
代
り
、
翌
年
五
月
十
日
蝦
夷
地
に
向
か
っ
た
。
調
役
下
役
と
し
て
勇
払
官
舎
に
在
勤

し
た
と
み
ら
れ
る
が、

一月
余
り
の
七
月
二
日、
兄
の
跡
を
追
う
が
如
く
に
し
て
病
没
し
た
。『桑

都
日
記
』
に
「三
十
才
(略)

葬
干
国

泰
寺
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
し
て、
八
王
子
千
人
方
ゆ
か
り
の
白
糠
地
方
の
公
役
に
出
張
中、
物
故
し
た
と
み
ら
れ
る
。
祐
助
兄
弟
の
遺
骨

は
、
八
王
子
市
千
人
町
宗
格
院
の
河
西
家
墓
地
に
葬
ら
れ
て
い
る
。

て
ん
がい

と
こ
ろ
で天
涯
孤
独
の
遺
児
と
な
っ
た
橘
太
郎
が、
下
僕
に
伴
わ
れ、
肉
親
の
遺
骨
を
捧
げ
て
帰
郷
し
た
の
は
翌
五
年
(一
八〇
八)

四
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
が、
同
六
年
秋
七
月、
叔
父
松
兵
衛
に
代
り
調
役
下
役
を
拝
命、
肉
親
の
遺
業
を
継
承
し
て
蝦
夷
地
に
立
っ
た
。

(3)

こ
の
よ
う
に
、
蝦
夷
地
御
用
に
事
故
者
が
あ
っ
た
と
き
は、
そ
の
系
累
が
代
っ
て
公
役
に
従
事
し
た
の
で
あ
っ
て
、
悲
運
を
一家
に
担
っ

た
河
西
家
が
そ
の
好
例
で
あ
る
。

第
四
編
幕
藩
時
代
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以
上
の
千
人
同
心
に
よ
る
警
備
と
開
拓
の
ほ
か
に
見
逃
す
こ
と
の
出
来
な
い
事
跡
と
し
て
、
皆
川
周
太
夫
に
よ
る
日
高
山
脈
横
断
調
査

が
あ
った
。
寛
政
十
二
年
、
原
新
助
の
指
示
を
受
け
た
皆
川
周
太
夫
は、
天
険
難
所
の
日
高
山
脈
越
え
を
し
て
虻
田
に
至
り
、
人
跡
稀
な

未
開
未
知
の
山
間
を
克
服
し
て
、
内
陸
横
断
交
通
路
を
調
査
、
計
画
し
て
い
た
。
この
詳
細
な
土
木
見
積
書
を
添
付
し
て
、
蝦
夷
御
用
掛

松
平
忠
明
に
提
出
し
た
報
告
書
は
、
札
幌
に
至
る
今
日
の
日
勝
線
の
コ
ー
ス
と、
彼
の
地
名
、
地
図
が
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
だ
け
に、

大
塚
唯
一
郎
等
と
も
ど
も
当
時
と
し
て
は、
最
新
の
知
識
と
技
術
に
精
通
し
た
八
王
子
方
が、
土
木
工
事
に
も
参
与
し
た
こ
と
は
注
目
さ

れ
る
。
同
年
十
二
月
付
の
報
告
書
に
よ
る
と

注

注

注
「原
新
助
殿
を
以
被
仰
付
候
に
つ
き、
八
月
十
九
日
(太
陽
暦
の
十
月
七
日)
遊
武
津
出
立、
九
月
十三
日戸
勝
川
口
ラ
ホ
ツ
ナ
イ
(大
津)ヨリ

入
、
同
川
筋注

並
に
砂
留
川
筋
見
分
仕
抜、
三
十
三
日
目
砂
留
会
所
江
罷
出、
十
月
二
十
三
日
ム
川
江
入
、
同
二
十
五
日
相下
り、
同
二
十
八
日
遊
武
津
ヨ
リ
シ
コ
ツ
(支

主
笏
)
に
入
、
石
狩
領
サ
ッ
ポ
ロ
(札
幌)
に
通
、
同
川
筋
見
分
仕、
二
十
四
日
目
十
一
月
二
十
一
日
阿
武
田
(虻
田)
江
罷
出
候
ニ
付
、
絵
図
面
よ
り
陸
地

通
船
場
取
調
新
道
切
開
迄、
船
方
旅
宿
屋
船
頭
牛
馬
牽
之
類
迄、
御
入
用
別
紙
書
面
之
通
見
積
仕
候
。
尤
道
造
方
之
儀
は
八
王
子
千
人
同
心、
南
部
勤
番
足

軽
当
時
御
詰
合
罷
在
候
故、
此
者
共
江
被
付
候
方
に
も
可
有
御
座
哉
と
、
道
造
方
斗
別
段
に
積
立
も
両
用
御
入
用
高
之
儀
申
上
候」

(千
葉
小
太
郎
『寛
政
日
勝
道
路
考
』
郷
土
十
勝
第
四
号
昭
和三
十
九
年三
月
)

と
記
し
て
い
る
。
当
代
の
国
防
の
重
要
性
は、
八
王
子
同
心
や
南
部
勤
番
兵
に
よ
る
道
路
の
開
発
を
、
緊
急
の
こ
と
と
し
て
い
た
こ
と
が

う
か
が
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、こ
の
雄
大
な
内
陸
交
通
路
の
計
画
は、至

難
な
条
件
下
に
あ
った
た
め、実

現
を
み
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。

注
(1)

前
田
夏
蔭
・
目
賀
田
守
蔭
共
編
『千
島
志
料
』
万
延元
年
北
海
道
行
政
資
料
室
本。

同
編
『蝦
夷
志
料
百
十
』
国
立
公
文
書
館
本
。
・

(2)
古
老
辺
泥
和
郎
口
述。

菊
池
新
一
『蝦
夷
地八
王
子
千
心
同
人
史
序
説』
多
摩
文
化
十
四
号
～
十
五
号、
昭
和三
十
九
年
・
四
十
三
年

(3)
『千
島
志
料』
巻
第
百
十
七
・
本
蝦
夷
部
土
産
第
廿
七
之
七
。
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で
他
界
し
て
い
る
。

(4)
白
糠
の
原
半
左
衛
門
手
附
者
の
物
故
者
は、
厚
岸
町
『国
泰
禅
寺
過
去
帖
』
に
よ
る
と
、
十
七
名
で
あ
っ
て
(菊
池
新
一
採
録)、入

植
一、
二
年

(5)
菊
池
新
一
採
録

(∞)

『光
明
休
記
附
録
卷
之
十
』
原
半
左
衛
門
手
附
秋
山
左
仲
太
溺
死
御
届
書

(6)
『桑
都
日
記
』
巻
之
十
四
・
下

(7)
昭
和
四
十
六
年
秋、
墓
碑
の
遣
存
が
確
認
さ
れ
た
。

(9)
『桑
都
日
記
』

三
箱
館
奉
行
転
属

八
王
子
千
人
同
心
が
苦
闘
を
重
ね
た
鵡
川、
白
糠
の
開
発
場
の
耕
作
は
、
病
人
の
続
出
と
客
死
に
加
え
て
帰
国
者
が
多
く
、
意
の
通
り

に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
入
植
四
年
目
の
享
和
三年

に
な
る
と
、
五
五
人
が
脱
落
し
て
実
に
四
割
に
も
及
ん
だ
。

文
化
元
年
(一
八
〇
四
)
二
月
二
十
五
日
、
千
人
頭
原
胤
敦
は
箱
館
奉
行
支
配
調
役
に
転
役
と
な
り
、
加
賜
一
〇
人
扶
持
を
う
け
た
。

半
左
衛
門
は
手
附
の
者
を
「其
の
手
当
を
高
に
直
し
、
同
心
と
唱
え
申
度
き
旨
」
と
願
っ
た
が
、
当
時
箱
館
奉
行
の
基
礎
が
定
ま
ら
な
い

故、「
地
役
の
も
の
と
唱
え
、
身
分
進
退
は
奉
行
の
手
限
り
に
取
扱
い
。」と
の
暫
定
的
な
取
扱
い
と
な
っ
て、
結
局、
箱
館
奉
行
の
地
役
御

雇
に
転
属
と
な
っ
て
召
抱
え
ら
れ、
残
留
者
は
全
島
各
場
所
に
出
役
し
て、
そ
れ
ぞ
れ
活
躍
し
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て、
入
植
四
年
に
し
て
せ
っ
か
く
の
開
発
場
は
放
棄
と
な
っ
た
が、
そ
の
背
景
に
は
前
年
に
蝦
夷
地
経
営
費
五
万
両
を
半
減

す
る
等、
幕
府
の
蝦
夷
地
政
策
の
消
極
的
転
換
に
伴
う
、
出
先
事
業
の
整
理
、
縮
小
の
事
情
が
あ
っ
た
。
こ
の
時
の
千
人
同
心
の
去
就
を

半
左
衛
門
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
上
書
し
て
い
る
。

「百
三
十
人
の
在
住、
生
死
を
督し
書
し
て
以
て
之
を
上
つ
る
。
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此
の
時
に
値
り
箱
館
に
在
る
者
九
人、
白
糠
に
在
る
者二
十
六
人、
武
川
に
在
る
者
四
十
三
人
、
山
越
内
に
在
る
者
一人
、
帰
到
せ
し
者
十
九
人
、
死
亡
者

三
十
二
人
。」

(『桑
都
日
記
』
巻
之
十
四
)。

さ
ら
に
六
月
に
は
二
〇
人
が
帰
国
し
た
た
め
、
残
留
者
は
半
減
と
な
っ
た
。

下
っ
て
文
化
四
年
(一
八
〇
七
)、
幕
府
は
西
蝦
夷
地
を
合
わ
せ
て
全
道
一円
を
直
轄
し
、
支
配
向
き
も
増
員
と
な
っ
た
た
め、
五
月
朔

日
を
も
っ
て

「箱
館
在
住
千
人
同
心
子
弟
厄
介
之
者
共
(中
略)
弐
拾
俵
弐
人
扶
持之
高
に
仕、
役
名
之
儀
は、
箱
館
奉
行
同
心
と
相
唱
抱入
候」

(『休
明
光
記
附
録』
一件
物
巻二
)

と
し
て
取
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
第
一
・
三
陣
の
千
人
同
心
子
弟
の
身
分
は、
正
式
に
決
っ
た
の
で
あ
っ
て、
八
王
子
同
心

二
、
三男
の
彼
等
の
生
活
問
題
も
一
応
解
決
を
み
る
に
至
っ
た
。

第
二
陣
の
組
頭
格三
人
のう
ち
、
箱
館
在
七
飯
村
在
住
の
石
坂
武
兵
衛
(千
人
同
心
丙
組
組
頭、
高三
〇
俵
一人
扶
持)
に
引
き
続
い

て
山
越
内
詰
の
杉
山
良
左
衛
門
(戍
組
組
頭、
高
二
三
俵
一
人
扶
持)
と
、
勇
払
在
住
の
河
西
祐
助
(庚
組
組
頭
見
習、
高
二
〇
俵
一人

扶
持
一〇
俵)
は
、
同
年
三
月
箱
館
奉
行
支
配
調
役
下
役
に
「新
規
御
抱
」
え
と
な
り
、
高
三
〇
俵三
人
扶
持
と
な
っ
た
。
他
方、
千
人

頭
石
坂
彦
三
郎
等
の
蝦
夷
地
御
用
江
戸
掛
は、
御
用
ず
み
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
勇
払
地
の
統
轄
者
原
新
助
の
身
分
は、
箱
館
奉
行
の
支
配
下
に
あ
っ
た
が、
彼
の
職
務
は
蝦
夷
地
最
初
の
官
営
牧
場
で
あ

る
「
有
珠
・
虻
田
牧」
の
開
設
で
あ
っ
て、
箱
館
奉
行
戸
川
安
論
は
、
新
助
と
福
井
政
之
助
を
牧
場
の
支
配
取
調
役
の
掛
員
に
任
命
し
た
。

ま
き

有
珠
長
流
別
原
野
に
南
部
馬
を
放
牧
し
、
富
川
牧、
岡
山
牧、
平
野
牧、
豊
沢
牧
の
四
牧
場
で
繁
殖
さ
せ、
勇
払
、
白
老
を
は
じ
め
全
島

各
場
所
の
伝
馬
用、
駄
送
用
に
供
し
た
が、

一八
年
後
の
文
政
五
年
(一
八二
二
)
正
月
調
べ
に
よ
る
と
、
一、
五
五
三
頭
に
達
し
て
い
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た
。数
人
の
千
人
同
心
出
身
者
が
牧
士
と
し
て
在
勤、
ア
イ
ヌ
を
使
役
し
て
管
理
に
あ
た
っ
た
が、
北
海
道
の
官
営
牧
畜
の
草
分
け
と
な
っ

た
新
助
は
、
文
化
四
年
と
五
年
の
二
回
に
わ
た
っ
て
産
馬
を
将
軍
家
に
献
上
し
、
賞
賜
と
し
て
白
銀
七
枚
を
う
け
、
恩
賞
と
し
て
月
俸
一

○
口
の
辞
令
が
あ
っ
た
。
騎
馬
鎗
術
を
特
技
と
し
た
武
田
家
小
人
組
の
伝
統
は、
石
坂
武
兵
衛
等
の
七
重
村
開
発
場
の
経
営
と
共
に
、
本

道
の
農
畜
業
史
上
に
、
大
き
な
足
跡
を
印
し
た
の
で
あ
っ
た
。

文
化
元
年
八
月
、
箱
館
奉
行
から
近
在
の
開
墾
係
を、
調
役
山
田
鯉
兵
衛、
下
役
村
上
次
郎
右
衛
門
と
共
に
任
命
さ
れ
た
武
兵
衛
等
の

新
田
開
発
は、

一説
に
よ
る
と
一
四
〇
町
歩
に
も
及
ん
だ
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
石
坂
が
前
後
五
年
に
わ
た
っ
た
試
作
乃
至
耕
作
を
し

し

た
成
績
を
基
に、
同
奉
行
は
農
業
の
成
功
疑
い
な
し
と
評
価
し
、
箱
館
備
金
壱
万
両
と
い
う
大
金
を
使
い
果
し
て
ま
で
も
数
カ
村
を
開
田

耕
作
し
、
も
っ
て
食
糧
の
自
給
自
足
を
図
り、
蝦
夷
地
経
営
を
確
実
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
武
兵
衛
の
母
が
八
王
子
特
技
の
養
蚕
を
試
み、
か
つ
機
織
を
近
郊
の
百
姓
共
に
伝
授
し
た
が、
当
代
こ
れ
ら
の
開
発
の
事
跡
が

(1)

同
五
年
千
人
同
心
組
頭
喜
左
衛
門
仲
秋
山
幸
太
郎
や
栗
沢
金
平
等
数
十
戸
の
養
蚕
、
紡
織
業
の
七
飯
村
藤
山
郷
の
開
業
と
な
り
、
千
人
同

せがれ

心
第
二
回
蝦
夷
地
集
団
移
住
の
源
流
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

な
お、
第
一
回
移
住
の
原
半
左
衛
門
手
附
の
者
の
警
固
と
土
地
開
拓
の
活
躍
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
が、
そ
の
ほ
か、
伊
能
忠
敬
が
実

見
し
た
犬
塚
唯
一
郎
、
吉
田
広
治
の
天
文
測
量
と
、
こ
れ
を
駆
使
し
た
千
人
同
心
の
斜
里
山
道
の
完
成
や、
阿
寒
山
の
硫
黄、
明
ば
ん
の

採
掘
等
が
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で、
八
王
子
同
心
子
弟
の
総
轄
者
で
箱
館
奉
行
支
配
調
役
に
重
用
さ
れ
た
原
半
左
衛
門
は、
文
化
五
年
(一
八
〇
八)
、
江
戸

に
帰
住
し
、
霊
岸
島
の
蝦
夷
会
所
に
出
仕
し
て
、
再
度
北
辺
の
地
に
赴
任
し
な
か
っ
た
。
翌
年
十
一
月
十
八
日、千

人
頭
に
復
帰
し
た
が、

実
に
前
後
一
〇
年
の
長
い
蝦
夷
公
役
で
あ
っ
た。
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�
家
�
天

かあ
っ
た
し
か
、
と

新
生
にあ
や
ま
の
人

F

あ
る
の
で
とて
く
のち
ち
ば
ん

原半左衛門自筆の和歌 〔八王子市粟沢豊一氏蔵〕

同
七
年、
命
を
受
け
て
『新
編
武
蔵
風
土
記
稿』
の
編
さ
ん
を

主
宰
し、
同
十
年
(一
八
一三
)
三月
九
日、
病
に
よ
り
没
し、

おくりな

八
王
子
上
野
の
本
立
寺
に
葬
ら
れ
た
。
時
に
八
一
才
、諡
し
て
「勇

香
院
殿
入
道
了
潜
日
輔
居
士
」
と
碑
面
に
陰
刻
さ
れ
た
。
北
辺
開

拓
の
文
字
通
り
の
先
覚
者
で
あ
る
原
半
左
衛
門
の
碑
文
は
、
一部

定
か
で
な
い
が、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

原
了
潜
入
道
平
胤
敦
之
墓

君
諱
は
胤
敦、
平
姓。
源
族
通
称
半
左
衛
門
(略)安

永
五
年
職
を
継
い

で
禄
を
承
く
。
寛
政
三
年
日
光
に
干
役
し
、
五
年
撰
に
騎
馬
御
覧
に
応

ず
。
是
に
於
て
拝
謁
し
、
賜
物
あ
り
。
十
二
年
部
下
の
子
弟
百
人
を
率

いて
蝦
夷
に
隸
し
金
二
枚
を
賜
わ
る
。
文
化元
年
、
箱
館
奉
行
支
配
調

役
と
な
り
十
口
を
加
俸
さ
る
。二
年、
役
を
罷
め
て
帰
し
、
拝
謁
し
て

金
及び
章
服
を
賜
わ
る
。
九
年、
命
を
蒙
り
て
本
州
多
摩
郡
地
誌
を
撰

(化)
す
。
十
四
年、
職
を
辞
し
薙
髪
し
て
了
潜
と
号
す
。
文
政
九
年
隸
下
の

地
志
を
撰
す
。
上
、
銀
十
枚
を
賜
わ
る
。
十
年二
月
九
日
病
没
す
。
寿

へ
ん
とん

八
十
一
。
乃
ち
宅
南
の
本
立
寺、
先
塋
の
次
に
空
亀す
。

釈、
勇
香
院
殿
入
道
了
潜
日
輔
居
士
と
話
す
。
君
、
人
と
な
り
弘
毅
寡

欲
に
し
て
、
穎
敏、
人
に
過
ぐ
。
植
村
氏
の
女
を
娶
る
。
先
ず
卒
す
。

継
室
は
其
の
妹
を
以
て
す
。
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安
政
五
年
戊
午
嘉
平
五
月

源
友
徳
撰、
本
州
書

勇
払
地
の
指
揮
者
で、
在
役
の
後
半
を
蝦
夷
地
牧
場
の
開
祖と
し
て
活
躍
し
た
弟
新
助
の
墓
は、
兄
の
左
側
に
並
ん
で
い
て、「樹

徳
院

殿
宝
玉
日
明
居
士
、
文
化
十
三
年
正
月
十
三
日
、
六
十
八
才
」
と
刻
記
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
八
王
子
市
の
文
化
財
と
し
て
保
存
さ
れ
て

い
る
こ
の
墓
碑
こそ
、
北
海
道
開
拓
の
先
覚
者
と
し
て、
再
認
識
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

注
(1)

『休
明
光
記
附
録
巻
之
六
』

第
三節

直
轄
下
の
警
衛

寛
政
十
一
年
(一
七
九
九)、
東
蝦
夷
地
直
轄
に
伴
い、
幕
府
の
命
に
よ
っ
て
十
一
月
津
軽、
南
部
藩
兵
各
五
百
人
づ
つ
の
蝦
夷
地
派
遣

と
な
り
、
津
軽
藩
は
砂
原
以
東
浦
河
ま
で
と
、
エ
ト
ロ
フ
島
シ
ャ
ナ
、
南
部
藩
は
浦
河
以
東
根
室
、
ク
ナ
シ
リ
島
ト
マ
リ
を
勤
番
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
後
両
藩
は
箱
館
に
元
陣
屋
を
設
け、
南
部
藩
は
根
室
、
ク
ナ
シ
リ、
エ
ト
ロ
フ
に、
津
軽
藩
は
砂
原
、
エ
ト
ロ
フ
の
振
別

に
勤
番
所
を
置
いて
警
固
に
努
め
、
文
化
元
年
四
月、
永
久
警
備
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

文
化
四
年
(一
八
〇
七
)
三月
、
幕
府
の
西
蝦
夷
地
上
知、
直
轄
に
あ
た
っ
て、
東
蝦
夷
地
は
南
部
藩
が、
西
蝦
夷
地
は
津
軽
藩
が
警

備
し
た
。
こ
れ
ら
の
警
備
は

「重
役
之
者
二
三
人
宛
並
足
軽
千
人
程、
御
用
地
年
限
中
為
相
詰
候
樣
可
致
候
事
。

都
て
御
用
向
之
儀、
長
崎
表
黒
田、
鍋
島
両
家
之
相
勤
振
合
に
可
被
心
得
候
事
。」

と
の
両
藩
主
への
達
し
に
あ
る
よ
う
に、
土
地
経
営
開
業
の
任
務
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
国
防
に
併
せ
て
農
耕
開
墾
の
兵
農
の
御
用
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を
し
た
の
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
前
述
し
た
武
州
八
王
子
千
人
頭
原
半
左
衛
門
以
下
手
附
の
者
の
勇
払、
白
糠
両
地
の
屯
田
で
あ
っ
た。

文
化
四
年
(一
八
〇
七
)
四
月
、
露
船二
艘
が
エ
ト
ロフ
島
西
岸
ナ
イ
ホ
に
来
襲
し
て
番
屋
を
焼
き
、
さ
ら
に
シ
ャ
ナ
を
も
侵
し
た
が

南
部、
津
軽
藩
の
守
兵
三
〇
〇
人
の
中
に
、
八
王
子
千
人
同
心
が
加
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
、『楽

都
日
記
』
に

「恵
登
呂
津
府
の
難、
戸
田
又
太
夫
は
死
す
。
小
玉
嘉
内、
中
村
小
一
郎
は
逃
匿
し
、
橋
本
幾
八、
小
嶋
勘
蔵、
羽
生
定
次
郎、
井
滝
長
蔵、
糟
與
七、
大

場
千
蔵
は
走
り
去
り、
南
部、
津
軽
両
家
の
衆
は
戈
を
倒
し
て
防
ぐ
。」

と
あ
る
が、
文
化
元
年
(一
八
〇
四
)、箱

館
奉
行
御
雇
と
な
っ
た
千
人
同
心
は
、
各
地
に
在
勤
し
た
だ
け
で
な
く
、
遠
島
に
ま
で
も
勤
番

し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
こ
の
小
嶋
は、
勇
払
から
の
派
遣
者
と
み
ら
れ
る
。

ま
た
、
同
書
に
よ
る
と
、
八
王
子
千
人
同
心
は
、
当
初
か
ら
南
部、
津
軽
両
藩
と
も
ど
も
異
国
船
来
航
の
非
常
の
時
に
お
け
る
勤
番
の

こ
と
、
さ
ら
に
箱
館
表、
江
戸
表
急
報
の
任
務
を
も
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
享
和
二
年
(一
八
〇
二
)
三月
、
大
嶋
栄
次
郎
外二
名
の
伺

い
書
に「若
異
国
船
根
諸、
悪
消
へ
漂
流
仕
候
節
は、
其
場
所
よ
り
原
半
左
衛
門
手
附、
南
部、
津
軽
之
勢
向
寄
之
方
へ、
申
遣
人
数
呼
集
め
勤
番
い
た
さ
せ
、
異

国
人
は
則
上
陸
申
付、
其
場
所
ニ
留
置
、
早
速
箱
館
へ
御
届
申
上
、
帰
国
申
渡
候
儀
は
其
節
之
御
下
知
相
待
罷
在
候
様
可
仕旨
、
此
程
奉
伺
候
処、
伺
之
通

御
下
知
御
座
候。
然
所
箱
館
表
へ
私
儀
被
差
置
候
ニ
付
而
は、
萬
一々
場
所
ニ
寄
漂
流
之
儀、
箱
館
へ
申
越
候
節
は、
前
文
之
通
勤
番
手
当
等
申
談、
其
段

早
速
江
戸
表
へ
申
遣
候
儀
与
相
心
得
可
申
哉
奉
存
候。
此
段
奉
伺
候。
以
上
」

(『蝦
夷
志
料
巻
第
十
四
』
高
橋三
平
筆
記)

と
記
し
て
い
る
。
こ
の
異
国
船
来
襲
等
の
重
大
事
変
特
報
の
江
戸
表
急
使
は、
八
王
子
同
心
子
弟
た
ち
で
あ
っ
た
。

「松
前
奉
行
は
大
貫
専
助、
天
野
喜
右
衛
門
に
命
じ
飛
檄
を
東
都
に
上
る
(中
略)行

程三
百
余
里。
五
日
を
経
て六
日
目
中
に
至
り
列
相
大
炊
頭
土
井
公
の

官
庁
に
傳
き
、
檄
書
を
上
る
。

(『桑
都
日
記
』
巻
之
十
四
下
編、
文
化
四
年
の
条)
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じ
ゅ
く
い

文
化
四
年
四
月
、
露
船
の
エ
ト
ロ
フ
侵
入
と
戍
兵
逃
亡
の
通
信
任
務
を
託
せ
ら
れ
た
右
の
両
人
を

65

く

(『桑
都
日
記
』
巻
之
十
四
下
編
文
化
四
年
の
条)

と
、
筆
者
は
讃
辞
を
呈
し
て
いる
が、
八
王
子
千
人
方
の
江
戸
幕
府
あ
て
早
馬
の
昼
夜
兼
行
の
飛
報
は、
両
藩
兵
の
増
員
を
促
し
、秋
田、

庄
内
二
藩
の
出
兵
下
命
の
達
書
と
な
っ
て、
六
月、
箱
館
集
合
の
総
員三
、
〇
〇
〇
人
を
、
各
地
に
分
駐
警
備
を
固
め、
九
月
、
西
蝦
夷

地
を
松
前
藩
か
ら
引
継
い
だ
。

こ
の
エ
ト
ロフ
乱
の
箱
館
奉
行
羽
太
正
養
陣
立
人
数
一二
三
人
の
中
に、
原
半
左
衛
門
兄
弟
以
下
二
〇
人
が
配
属
さ
れ
た
こ
と
は

「
エ
ト
ロ
フ
乱
妨
後
御
備
並
奥
地
へ
御
固
と
し
て
(略)

南
部、
津
軽
両
藩
」

「羽
太
安
芸
守
様
御
陣
立
人
数
(略)

原
半
左
衛
門

新
助

近
藤
原 原

x 新
八

百
二
十
三
人

上
下
三人

上
下
八
人

馬
上
下
拾
人

(『千
嶋
志
料
』)

と
あ
り
、
箱
館
奉
行
直
轄
の
御
固
兵
の
一
割
は、
八
王
子
同
心
が
占
め
て
い
た。
ま
た
、
大
砲、
鉄
砲
の
最
新
兵
器
を
配
置
し
て
い
た
こ

と
は

「
鉄
砲
持

大
筒
持

第
四
編
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藩
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代
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八人
甲
箱
持

「是
の
命
に
於
け
る
や、
寐
ず
憩
は
ず、
粥
を
啜
り
腹
を
盈
さ
ず
、
馬
に
跨
り
其
力
を
盡
し、
能
く
国
家
の
用
を
済
し
て
事
を
竣
る
。
剛
勇
卓
と
謂
ふ
可

な

し
。
原
君
の人
を
挙
ぐ
る
や
鑒
あ
り
と
謂
ふ
べ
し
。」
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侍

物

先
道
具
式
本持

我
人

六
人
」

徒
方
人

弐
人

(『千
嶋
志
料』)

御
奉
行

で
わ
か
り、
勇
払
地
方
の
部
署
は、
新
助
以
下
千
人
方
が、
鉄
砲
装
備
の
上
で
あ
っ
た
。

幕
府
は
六
月
十
五
日、
四
藩
の
部
署
を
次
の
よ
う
に
し
て
警
固
せ
し
め
た
が、
同
年
秋
に
至
り
南
部、
津
軽
両
藩
の
兵
、
若
干
を
残
留

そ
の
ほ
か
は
帰
国
さ
せ
た
。

箱
館

浦
河

厚
岸

根
室
国
後

福
山

江
差

宗
谷

斜
里

一〇〇
人

二
三
〇
人

二
〇
〇
人

三
三
〇
人

三
一人

一三
〇
人

三
四
〇
人

一
三
〇
人

一三
〇
人

一〇
〇
人

五
九
一八

三
四三
人
(外
に
砂
原三
十
人
を
分
遣)

同 同 同 同

南
部
兵

秋
田
兵

南
部
兵

同 津
軽
兵

庄
内
兵

四
人

馬
之
口
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ぼう
りゃく

露
船
の
エ
ト
ロ
フ、
シ
ャ
ナ
を
侵
し
て
暴
掠
し
た
変
報
に、
東
蝦
夷
地
各
場
所
の
人
心
が
動
揺
し
、
勇
払
以
東
に
あ
っ
て
は
、
妻
子
を

遠
隔
の
地
に
避
難
さ
せ
る
の
止
む
な
き
に
至
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
混
乱
の
最
中
に、
四
月
十
八、
十
九
日
、
異
国
船
が
津
軽
海
峡
を
通
過

こ

し
た
た
め
、
流
言
、
蜚
語
が
す
こ
ぶ
る
騒
が
し
く
な
っ
た
。
当
時
、
勇
払、
鵡
川
、
沙
流
在
住
の
和
人
妻
子
が、
勇
払
川
を
上
り
美
々
を

越
え
て、
内
陸
の
千
歳
会
所
に
難
を
避
け
た
こ
と
や、
文
化
元
年
原
兄
弟
手
附
の
者
が、
箱
館
奉
行
に
勤
務
替
え
と
な
っ
た
後
も、

か
の

河
西
祐
助
が
同
奉
行
調
役下
役
「
新
規
御
抱」
の
身
分
で
、
勇
払
に
駐
在
し
て
大
筒
の
警
固
に
あ
た
っ
て
い
た
。
津
軽
藩
士
山
崎
半
蔵
は

文
化
四
年
五
月
の
日
記
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「五
月
廿
四
日、
大
雨
ホ
ロ
ヘ
ツ
逗
留
、
福
井
政
之
助
ヨ
リ
南
部
家
ノ
人
数、
エ
ト
モ、
モ
ロ
ラン
ノ
内
へ
五
十
人
詰
ハ
難
遣
ト
ノ
由
申
来
リ
ト
テ
、
皆
力

ラ
落
セ
ル
様
子
。

廿
五
日
、
細
雨
、
ホ
ロ
ヘ
ツ
出
立
シ
ラ
ラ
イ
寓
リ
。
支
配
人
治
兵
衛
曰
、
ユ
ウ
フ
ツ
ヨ
リ
ノ
趣
ニ
候
へ
ハ、
箱
館
澗
口
へ
異
国
船二
艘
相
臨
ミ
混
乱
至
極
、

地
役
マ
テ
陣
羽
織
ラ
着
シ
、
市
中
へ
廻
文
ニ
ハ、
婦
人
小
児
共
ハ
山
へニ
テ
モ
引
取
ラ
セ
候
様
ト
ノ
由
ト
ソ
。

廿
六
日、
曇
、
シ
ラ
ラ
イ
立
、
ユ
ウ
フ
ツ
着
。
河
西
祐
助
詰
合
ニ
テ、
俄
ニ
竹
手
把
及
檜
木
棒
多
ク
剝
ラ
セ
用
意
ア
リ
。
祐
助
日
、
疊
二
丁
ナ
ラ
ハ
普
通
ノ

筒
ニ
テ
ハ
通
シ
得
マシ
ト
云
フ
、
予
日、
二
、
三丁

マ
テ
モ
覚
束
ナシ
ト
云
へ
ハ、
然
ラ
ハ
ト
テ
三
文
目
五
分
筒
へ
薬
込
、
丈
夫
ニ
致
シ
打
セシ
カ
ハ
、

五
疊
マ
テ
通
シ
ケ
ル
。
見
ル
人
笑々
止
ノ
顔
色
ナ
リ
シ
、
夫
ヨ
リ
竹
手
把
ラ
試
ミ
ン
ニ
、
一抱
程
ツ
、三
丸
並
へ
置
タ
ル
ハ
較
ク
通
レ
リ。
予
日
、
疊
ニ

テ
モ
竹
手
把
ニ
テ
モ
間
タ三
間
計
宛
隔
テ
置
テ
ハ
、
玉
の
拍
子
ニ
テ
モ
寄
レ
ト
モ、
二
把
ハ
抜
貫
ク
事
ア
レ
ト
モ三
把
ラ
打
貫
ク
コ
ト
難
シ
、
試
シ
コ
ト

ア
リ
ト
申
ケ
レ
ハ
、
然
ラ
ハ
ト
テ
打
セシ
ニ
左
コ
ソ
ア
リ
シ
。

廿
七
日、
晴
、
祐
助
日、
今
日
ハ
西
地
へ
可
被
返
積
リ
ニ
付
、
人
足
手
当
申
付
置
キ
シ
ニ
、
如
何
ニ
モ
都
合
成
兼
候
。
箱
館
ノ
様
子
ラ
モ
実
否
聞
届、
西
へ

被
越
候
方
可
然
。
右
ノ
為
メ
旁
ト
モ
被
存
乍
迷
惑
逗
留
可
被
給
ト
、
止
宿
。
今
日
昼
頃
箱
館
ヨ
リ
河
西
へ
来
書
ア
リ
。
其
趣
ニ
ハ
異
国
船
共
箱
館
デ
モ
様

子
相
伺
候
躰
ニ
付、
場
所
ノ
手
配
方
左
ノ
通
り云

、々
且
ツ
彼
船
共
箱
館
澗
口
引
退
候
趣
ト
モ
ア
リ
。
無
別
条
御
互
安
心
セ
リ
ト
ノ
事
。

廿
八
日、
朝
雨、
今
日
サ
ル
、
ンノ
在
住
折
原
政
吉
妻、
同
支
配
人
ノ
妻
、
ム
カ
ワ
地
役ノ
家
内、
河
西
祐
助
子、
同
召
使ノ
女、
其
外
何
人
ノ
家
内
妻
妾

第
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カ
、
様
々
恨
ミ
言
ラ
申
泣
喚
キ、
晴
レ
着ノ
帯
衣
裳
ラ
モ
惜
ミ
労
ル
心
モ
ナ
ク、
泥
沙
ニ
引
マ
フ
レ
歩
ミ
得
ヌ。
足
血
ニ染
ミ
テ
急
キ
舟
々
へ
乗
行
有
様

ナド
頻
リ
ニ
戦
国
時
代
ノ
事
ト
モ思
ヒ
出
サ
レ
ケ
ル
。
是
ト
申
モ
婦
人
ラ
ハ
彼
等
ニ
探
り
出
サ
レ
ヌ
様、
深
山
ノ
中
へ
ニ
テ
モ
早
フ
立
除
ケ
サ
セ
ヨ
杯
、
重
キ

御
役
ヨ
リ
触
出
ス
振
合
ナ
リ
シ
カ
ハ
、
下
ニ々
至
リ
夢
想
ニ
騒
ク
モ
理
ナ
リ
。

今
日
祐
助
挨
拶
被
見
居
候
通
り
、
千
歳
山
中
ハ
婦
人
廓
ニ
可
然
積
リ
ニ
テ
、
上
下
ヨ
リ
差
掛
ケ
く
、
斯
ク
多
勢
参
ル
ラ
当
所
へ
扣
へ
置
ク
コ
ト
モ
成
難

シ
、
存
ノ
外
川
舟
多
ク
入
用
故、
気
ノ
毒
ナ
カ
ラ
今
日
逗
留
給
ハ
リ、
婦
人
立
仕
廻
明
日
出
立
可
被
成
ト
ノ
事
。

廿
九
日、
細
雨、
鳶
小
頚
長
ハ
病
気
ニ
付
、
ユ
ウ
フ
ツ
へ
残
、
鳶
権
内
附
添
申
付
置
。

晦
日、
ユ
ウ
フ
ツ
出
立、
会
所
下
タ
ヨ
リ
ユ
ウ
フ
ツ
川
船
ニ
テ
登
り、
間
モ
ナ
ク
菹
泥
川
ニ
連
リ
、
蒼々
タ
ル
柳ノ
中
舟
行
一
里
計ニ
テ
、
急
ニ
伏
雷
ノ
響

ト
ウ

甚
シ
、
乗
組
一
同
驚
キ
晴
天
ナ
ル
ニ
何
事
ソ
ト
面
ラ
見
合
ス
レ
ハ
、
夷
人
共
笑
テ
虻
蚊
ノ
声
ナ
リ
不
可
驚
ト
ソ
。
此
川二
里
程
行、
ウシ
ョ
沼
へ
出
ゾ
。

ヘ
ッ

此
沼
周
廻
五
里
ト
云
フ、
川
端
一
里
計
舟
行、
又
川
へ
入
、
二
里
半
行
キ
ビ
、
へ
上
陸、
行
二
里
計
ニ
テ
マ
、
チ
川、
土
橋
アリ
。
夷
家三
、
四
、
是
ヨ

リ
僅
行

千
歳
、
ユ
ウ
フ
ツ
ヨ
リ
八
里
ト
云
フ
、
此
所
元
シ
コ
ツ
ナ
リ
。唱
悪シ
ト
テ
享
和
壬
戌
年
千
歳
ト
改、
会
所
ア
リ
。
造
酒
所
ア
リ
。屋
棟
建
籠
多シ
。

一
弁
方
天
ノ
社
アリ
、
五
間
四
面
ノ
拝
殿、
三
間
四
面
/
奥
院
金
具
惣
滅
金。

日
光
上
野
ノ
堂
塔
ラ
拝
ス
ル
カ
如
シ
。
陰
ニ
正
一
稲
荷
ノ
堂
ア
リ
、
二
間
四
方
ノ
拝
殿、
四
尺
方
計
/
奥
院、
山
河
清
閑、
水
石
寄
新
風
景
深
厚
霊
得

云
ン
ガ
ナ
シ
。
去
年
マ
テ
ニ
成
就
セシ
ト
云
。

一
寓
リ
ユ
へ
参
詣
セシ
ニ
、
頃
日
逃
集
リ
シ
婦
人
等
会
所
へ
多
ク
出
テ、
浜
ノ
様
子
ハ
如
何
ニ
末
タ
別
条
ナ
キ
ヤ、
今
晩
ニ
テ
御
止
宿
ト
承
レ
ハ
安
心

ナ
リ
、
一両
日
モ
逗
留
成
マジ
キ
ヤ、
若
シ
旅
館
手
狭
ナ
ラ
ス
ヤ
会
所
ハ
手
広
ナ
リ
、
斟
酌
ナ
ク
同
宿
ナ
サ
レ
ヨ
カ
ナ
シ
ト
、
皆
泣
ナ
カ
ラ
云
フ
ソ
稀

有
ノ
有
様
ナ
リ
キ

六
月
朔
日、
千
歳
川
舟ニ
テ
二
里
程下
リシ
ュ
マ、
ツフ…

。」
(『山
崎
半
蔵
日
記
』
市
立
函
館
図
書
館
蔵
本
)

文
化
四
年
(一
八
〇
七
)
六
月、
各
藩
兵
の
部
署
が
示
達
さ
れ
た
が、
八
王
子
同
心
関
係
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
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箱
館

吟
味
役
格右

京
助
太
郎

(『休
明
光
記
附
録
別
巻三
』)

こ
れ
に
よ
る
と
、
調
役
筆
頭
の
半
左
衛
門
以
下
八
王
子
千
人
同
心
の
第
二
陣
の三
人
は
調
役
下
役
の
身
分
で、
そ
れ
ぞ
れ
各
地
の
警
固
に

あ
た
っ
て
いて
、
特
に
河
西
祐
助
は
勇
払
に
兼
ね
て
石
狩
の
地
を
も
所
掌、
太
平
洋
と
日
本
海
を
結
ぶ
枢
要
地
で
勤
番
し
て
い
た
。な
お、

五
月
露
船
ル
ウ
タ
カ
の
礼
文
、
利
尻
島
来
襲
事
件
に
際
し
て
祐
助
は
「リ
し
リ
島
見
合
御
用
に
付
」
と
て、
遠
島
に
ま
で
も
広
範
囲
に
活

躍
し
て
い
た
。

さ
て、
翌
文
化
五
年
(一
八
〇
八
)、幕
府
は
仙
台、
会
津
の二
藩
に
命
じ
て
出
兵
さ
せ、
南
部、
津
軽
両
藩
と
も
ど
も
各
地
を
警
備
さ

せ
た
が、
原
半
左
衛
門
は
南
部
藩
に
協
力
し
、
虻
田
場
所
を
前
年
か
ら
鉄
砲
携
行
の
戍
衛
を
指
揮
し
て
い
た
。

第
四
編
幕
藩
時
代

ミ
ツ
イ
シ

ウ
ラ
カ
ワ

シ
ツ
ナ
イ

ニ
イ
カ
ッ
プ

シ
ャ
マ
ニ

南
部
太
膳
太
夫

牛
袋

人
数

右
衛
門 百
人

長

野七
太
夫

石
坂
武
兵
衛

河
西
祐
助

中
川
半
次
郎

高
橋
三
平

杉
山
良
左
衛
門

イ
シ
カ
リ

同 調
役
下
役

吟
味
役

生 同

調
役
下
役

松
前

勇
武
津

在
住

調
役

原
半
左
衛
門

山
田
鯉
兵
衛

河
西
祐
助
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福
井
千
馬
助

竜
崎
八
郎
左
衛
門

石
井
善
蔵
、
鈴
木
覚
次

去
卯
年
罷
越
す、
御
鉄
砲
式
人

竹
内
五
郎
助、
原

半
左
衛
門

(『千
嶋
志
料
』)

こ
の
虻
田
警
固
の
達
し
は
、
弟
新
助
の
伊
達、
虻
田
官
営
牧
場
の
開
祖
と
経
営
に
よ
る、
八
王
子
千
人
同
心
在
勤
の
経
緯
に
基
づ
く
も
の

と
推
測
さ
れ
る
。

下
っ
て、
同
七
年
(一
八
一
〇)、千

人
同
心
組
頭
出
身
の
調
役
下
役
、
石
坂
武
兵
衛
は、
エ
ト
ロ
フ
島
に
派
遣
さ
れ、
翌
年
六
月、
露

国
船
の
将
ゴ
ロー
ニ
ン
外
七
名
を
ク
ナシ
リ
に
拘
引
し
た
折
に
面
接
し
、
糧
食、
薪
の
給
与
等
に
あ
た
った
。

こ
れ
を
要
す
る
に、
直
轄
に
あ
た
っ
て
蝦
夷
地
経
営
の
基
本
方
針
で
あ
る
警
固
を
主
任
務
と
し
、
幕
命
に
よ
っ
て
東
蝦
夷
地
の
勇
払
と

白
糠
に
移
住
し
た
八
王
子
千
人
同
心
子
弟
は
、
文
化
度
の
全
島
収
公
に
伴
う
戌
兵
需
要
の
増
大
に
よ
っ
て、
箱
館
奉
行
所
属
と
な
っ
て
全

島
各
場
所
の
地
役
と
し
て
在
住
し
た
だ
け
で
な
く
、
南
千
島
各
島
や
利
尻
島
ま
で
も
戌
衛
に
あ
た
っ
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
各
方
面
に

前
後
一
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
活
躍
し
た
の
で
あ
る。
し
た
が
っ
て、
八
王
子
同
心
の
蝦
夷
地
公
役
を
、
開
発
場
放
棄
の
側
面
だ
け
で
一
概

に
失
敗
し
た
と
評
価
す
る
こ
と
は
当
を
得
な
い
。
彼
等
の
屯
田
の
試
み
は
、
安
政二
年
(一
八
五
五
)
十
月
、
幕
府
の
農
業
主
力
の
施
策

の背
景
と
な
っ
て、
本
州
武
士
層
の
後
幕
領
期
に
お
け
る
在
住
の
前
駆
的
役
割
を
果
し
、
明
治
代
屯
田
兵
の
源
と
な
っ
た
。

サ
ワ
ラ

ア ウ エ サ
フ ト
タ ス モ ル

ホ
ロ
ヘ
ツ

シ
ラ
オ
イ

重
松
熊
五
郎
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注
(1)

『休
明
光
記
遺
稿
』

第
四
節
勇
払
場
所
の
直
轄
経
営

一
幕
府
直
捌
き

幕
府
の
東
蝦
夷
地
直
轄
の
目
的
は
、
北
方
の
警
備
を
厳
重
に
す
る
か
た
わ
ら
、
ア
イ
ヌ
に
対
す
る
撫
育
政
策
を
推
進
す
る
こ
と
に
あ
っ

た
が
、
そ
の
最
も
注
目
す
べ
き
こ
と
は、
従
来
の
場
所
請
負
人
を
廃
し
て
幕
府
自
ら
が
直
轄
経
営
に
あ
た
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
幕
府
は
ま
ず
場
所
請
負
人
を
罷
免
す
る
と
と
も
に、
各
場
所
の
運
上
屋
を
引
継
い
で
直
営
と
し
、
そ
の
前
日
ま
で
の
出
産

物
は
請
負
人
の
も
の
と
し
て
処
分
に
任
せ、
こ
れ
ま
で
請
負
人
が
使
用
し
て
い
た
建
物
や
漁
船、
漁
具、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
道
具
で
心

要
な
分
は
、
相
当
の
代
価
を
支
払
っ
て
買
収
し
、
使
用
す
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、
各
場
所
の
会
所
に
は
役
人
(詰
合
と
いう
)
を
駐
在

さ
せ
、
以
前
か
ら
の
支
配
人
・
通
詞
・
番
人
を
監
督
さ
せ
て
蝦
夷
交
易
を
行
い、
あ
る
い
は
ア
イ
ヌ
を
使
用
さ
せ
て
場
所
経
営
を
始
め
た
。

し
た
が
っ
て
各
場
所
の
会
所
は
、
公
務
を
行
う
出
張
役
所
と
し
て
の
性
格
を
帯
び
、
建
物
も
会
所
の
ほ
か
に
旅
宿
所
、
倉
庫
、
作
事
小
屋
、

番
屋
な
ど
の
附
属
建
物
も
著
し
く
増
加
し
た
。
さ
ら
に
場
所
そ
の
も
の
も
整
理
ま
た
は
整
備
さ
れ、
統
廃
合
に
よ
っ
て、
そ
の
数
は
東
蝦

夷
地
で
二
〇
ヵ
所
と
な
っ
た
。
最
上
徳
内
は
、
こ
の
幕
府
直
営
に
な
っ
た
会
所
の
有
様
を
見
て

そ
「東
蝦
夷
地
御
用
地
と
な
り
て、
交
易
の
会
所
等
へ
御
勘
定
・
御
徒
目
付
・
表
火
の
番
等、
帖
面
を
控
へ、
大
銭
、
針
、
き
せ
る
、
小
刀
等
、
是
迄
時
の
商

人
の
仕
来
し
態
に
て、
わ
ら
ん
じ
の
類
ひ
に
至
る
ま
で
、
十
露
盤
を
取
て
精
密
に
書
留
る
事
な
り
。
具
足
を
突
た
る
役
人
の
す
る
事
に
て
は、
却
て
御
威
光

ろ
ば
ん

も
軽
く
な
り
、
永
続
の
治
り
か
た
も
行
痛
む
事
な
る
べ
し
。」

第
四
編
幕
藩
時
代
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→
カノンカリ

かりも
ありますブッダ

と
いうち
なる

勇払会所の図 (文化年間・東蝦夷地道中見取図)〔道立図書館蔵〕

(吉
田
常
吉
編
『蝦
夷
草
紙』
昭
和
四
十
三
年
)

と
、
武
士
の
商
法
に
危
惧
を
抱
い
て
い
る
。

40

ぐ

各
場
所
の
生
産
物
は、
官
船
ま
た
は
傭
船
に
よ
っ
て
積
出
さ
れ

こ
れ
を
箱
館
に
送
り、
官
吏
の
手
を
経
て
商
人
に
売
捌
か
れ
た
。

す
な
わ
ち
場
所
の
産
物
は、
江
戸
に
直
航
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が

多
く
は
箱
館
に
送
り、
役
人
の
検
査
のの
ち
入
札
を
告
示
し
、
高

値
の
者
に
落
札
払
下
げ
ら
れ
た
。
ま
た
場
所
の
仕
入
品
は
、
毎
年

十
月
に
奉
行
所
で
取
集
め
、
検
査
、
認
可
を
経
て、
奉
行
の
定
め

た
御
用
聞
に
命
じ
、
彼
等
が
諸
国
に
注
文
を
発
し
、
貨
物
を
箱
館

に
輸
送
し
て
倉
庫
に
入
れ、
必
要
な
都
度、
蔵
出
し
し
て
送
状
に

値
段
帖
を
添
え
て
各
場
所
に
発
送
し
た
。
ま
た、
不
時
の
追
注
文

や
仕
入
品
に
不
足
の
あ
る
時
は
、
臨
時
買
と
称
し
て
箱
館
市
中
の

問
屋
か
ら
購
入
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

で
は
、
勇
払
場
所
に
お
け
る
生
産
は
、
ど
の
よ
う
な
状
態
で
あ

っ
た
ろ
う
か
。
ま
ず
文
化
五
年
(一
八
〇
八
)
の
『東
蝦
夷
地
各
場

所
様
子
大
概
書
』
に
よ
っ
て、
ア
イ
ヌ
の
生
活
を
な
が
め
て
み
る

と

「勇
武
津
は
近
辺
に
山
も
無
く、
海
岸
か
け
払
の
浜
辺
に
て
浜
手
に
住
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居
無、
薪
木
も
不
自
由
也。
浪
立
荒
き
片
瀬、
海
岸
も
無
き
所
故、
夷
人
も三
里
よ
り
拾
里
余
迄
の
内
所
に々
引
住
居
也。
此
処
に
稼
な
け
れ
共、
廻
船
出

入
の
場
所
又
は
奥
地
え
の
道
筋
故
前
よ々
り
会
所
あ
り
。」

と
し
て
、
海
岸
に
は
住
居
は
な
く
、
三里
か
ら
十
里
ほ
ど
の
奥
に
住
ん
で
い
た
。
ま
た
鵡
川
や
厚
真
川
の
流
域
で
は

「武
川
は
ト
カ
チ
の
山
続
、
川
丈
凡
二
十
里
余
の
内
川
上
を
上
武
川
と
言
、夷
人
住
居
す
。
川
下
を
下
武
川
と
唱
へ
夷
人
住
居
也
ー
(中
略)
ー
あ
つ
ま
川
は

西
蝦
夷
地
ゆ
う
は
り
山
に
続
き
、
川
丈
拾
六
、
七
里
の
内
夷
人
住
居
也
。」

と
記
し
て
い
る
。
ま
た
当
時、
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
に
お
け
る
ア
イ
ヌ
の戸

口
は

「蝦
夷
家
数

惣
人
数

内
男女

三
百
九
拾
六
人

三
百
九
拾
六
人

男
幼
年

女
幼
年

弐
百
参
拾八
人

式
百
八
人

と
記
し
て
お
り、
人
口
一、
二三
八
人
は
東
蝦
夷
地
ク
ス
リ
場
所
(釧
路)
に
つ
い
で、
第二
位
で
あ
っ
た
。
食
料
に
つ
い
て
は

(釣)
「四
季
共
に
魚
狗
に
て
取
続
き
来
候
得
共
、
海
漁
無
」数
故
川
漁
を
し
て
夫
食
と
す
。初
秋
よ
り
は
千
年
川
に
て
鮭
漁
有、是

を
重
の
食
に
し
産
物
に
出
す
也
。

場
所
に
寄
、
粟
、
稗
、
大
豆
、
小
豆
少
し
作
れ
と
も、
千
年
川
場
所
は
先
年
タ
ル
マ
イ
山
焼
、
右
の
焼
砂
に
て
作
物
生
立
難
く
所
多
く
有
、
う
は
ゆ
り
、
ふ

く
し
や
等
を
取
糧
に
も
す
る
也。」

と
あ
っ
て、
川
漁
に
よ
る
サ
ケ
が
主
で、
そ
れ
に
若
干
作
物
や
野
生
植
物
を
従
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
彼
等
の
食
料
獲
得

手
段
の
主
た
る
も
の
は、
千
年
川
等
に
お
け
る
サ
ケ
漁
で
あ
り、
こ
れ
が
ま
た
産
物
と
し
て
会
所
へ売
渡
し、
そ
の
代
価
を
も
っ
て
生
活

の
心
要
品
を
買
う
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
。

つ
ぎ
に
、
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
に
お
け
る
生
産
面
に
つ
い
て
み
れ
ば

第
四
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幕
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「男
は
春
の
内
椎
茸
を
取、
其
外
稼
な
し
。
三月
末
よ
り
夏
ま
て
男
女
共
千
年
川
場
所
よ
り
冬
稼
の
産
物
干
鮭式
里
程
の
山
中
を
背
負
運
ひ、
夫
よ
り
五
里

余
川
船
に
て
ユ
ウ
フ
ツ
迄
積
下
、
船
積
の
手
伝
等
に
て、
是
迄
海
漁
も
な
き
故
に、
御
用
地
に
な
り
春
夏
の
内
海
漁
試
稼
を
始、
秋
よ
り
冬
は
千
年
川
に
て

鮭
漁
の
み
稼
也
。

(は)
女
の
場
所
に
よ
り
作
物
を
も
少
仕々
付、
又
は
う
は
ゆ
り
、
ふ
く
し
ゃ
の
類
を
取
食
物
の
糧
に
致
し
、
厚
子
を
織、
男
女
着
用
に
す
る
也
。」

と
記
し
て
い
て、
彼
等
の
労
働
の
中
心
は
千
歳
川
を
中
心
と
し
た
サ
ケ
漁
と
、
千
歳
よ
り
勇
払
ま
で
の
干
サ
ケ
等
の
運
搬
に
あ
っ
た
。

か
ー

千
歳
川
は
、
古
く
から
蝦
夷
地
の
中
で
も
有
数
な
漁
場
と
し
て
知ら
れ
て
お
り
、
漁
期
が
来
る
と
各
地
か
ら
ア
イ
ヌ
が
や
っ
て
来
て
サ

ケ
漁
を
行
っ
た
。
同
書
「佐
留
場
所
大
概
書
」
に

「御
用
地
以
前
は、
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
内
マ
、
ツと
申
所
え
左
留
夷
人
毎
年
秋
に
至
鮭
漁
致
し
来
候
処、
文
化
元
子
年
よ
り
マ
、
ツえ
は
不
’
参、
ユ
ウ
フ
ツ

附
千
年
川
の
内
に
て
漁
場
受
取
今
に
至
り、
毎
年
頃
よ
り
夷
人
遣
し
鮭
漁
出
稼
為
’致云

。々」

と
あ
り
、
ま
た
、「同

新
勝
府
(ニ
イ
カ
ップ
)
大
概
書
」
に
も
「文
化
元
子
年
よ
り
勇
武
津
奥
ム
イ
チ
ャリ
川
へ
サ
ケ
漁
出
稼
仕
云
」々

と
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
た
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
の
サ
ケ
漁
に
お
け
る
生
産
高
を
、
文
化
五
年
(一
八
〇
八
)
の『東

行
漫
筆
』

に
よ
っ
て
み
る
と

(文
化
五
年)

去
辰

一
ケ
年
出
高

一
、
干
鮭

式
千
四
百
六
十
五
束

我
万
九
百
四
束

内
(右
の
内
訳
)壱
万
百
式
束

千
五
百
八
十
五
束

ア
タ
ツ

干
魚

八
百
七
拾
五
束

六
千
五
百
五
束

ム
イ
シ
ャ
リ
出
張
買
上

ト
カ
チ
出
稼
買
上

サ
ル
出
張
買
上

ア
タ
ツ

千
歳
川
買
上

干 干 ア

干
魚

-
魚

千
六
百
拾
七
束

式
百
十
五
束

x

一、
ア
タ
ツ

・
干
魚

壱
万
八
千
四
百
三
十
九
束

510



と
記
し
、
ト
カ
チ
よ
り
も
出
稼
と
し
て
や
っ
て
来
た
こと
が
わ
か
る
。
干
サ
ケ
は
サ
ケ
の
内
臓
を
取
り
除
き
、
一本
ま
ま
乾
し
た
も
の
で

ア
タ
ツ
は
サ
ケ
を
三
枚
に
お
ろ
し
て
頭
骨
を
除
き、
尾
を
つ
け
て
片
身
を
四
ツ
割
にし
て
干
し
上
げ
た
も
の
で、
そ
れ
ぞ
れ二
〇
本
を
一

こ
の
よ
う
な
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
の
生
産
上
の
地
位
を
、
直
轄
六
年
目
の
資
料
に
よ
っ
て
み
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

も
く
束
と
称
し
た
。

文
化
二
年、「東

蝦
夷
地
・
エ
ト
ロ
フ」
の
収
支
決
算
高

ヤ
ム
クシ
ナ
キ
場
所

一三
五
二
両
一
分
永
九
九
文
一
分

差
引

(一九
一
九
両

四三
三
両
二
分
永二
四
六
文
六
分

ア
ブ
タ
場
所

一〇
六
〇
両
永
一
九
二
文
四
分

仕
入
高

払
高

一
一二
八
両
二
分
永
二
四三
文
九
分

シ
ラ
ラ
イ
場
所

(4)
六八
両

ウ
ス
場
所

九
七
八
両
永二
二
七
文
四
分

仕
入
高

九
一
七
両
永
三
二
文
六
分

(
六
一両

仕
入
高

四
四
七
両三
分
永
四
分

エ
ト
モ
場
所

差
引

払
高

差
引

払
高

仕
入
高

()一五
五
両

三
八
五
両二
分
永
一
二
四
文
四
分

二三
〇
両
一
分
永
一
九
八
文
五
分

ユ
ウ
フ
ツ
場
所

仕
入
高

四
一
八
両三
分
永
七
四
文
六
分

払
高

一二
二
六
両
永
九
〇
文二
分

差
引

十
八
〇
八
両

511
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払
高

二
四
三
両
二
分
永
一
九
〇
文
四
分

差
引

()二
〇
四
両

三
九
九
両
永
一
七
二
文

二三
六
両
三
分
永
八
四
文
九
分

仕
入
高

ホ
ロ
ベ
ツ
場
所

払
高

差
引

()一
六三
両

差
引

払
高

仕
入
高
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一〇
八
四
両
二
分
永
二
〇
一
文
九
分

ウ
ラ
カ
ワ
場
所

差
引

(H)八
五
五
両

仕
入
高

八
八
九
両
二
分
永
一
文
八
分

払
高

五
九
九
両
三
分
永
一四
三
文
四
分

八
)

差
引

()二
九
〇
両

シ
ャ
マ
ニ
場
所

仕
入
高

一
五
三
六
両
一
分
永
一
九
八
文三
分

一〇
五
〇
両二
分
永
一
六
六
文
四
分

二
四
八
六
両

差
引

ホ
ロ
イ
ズ
ミ
場
所

仕
入
高

八
八
五
両
三
分
永三
七
文

払
高

差
引

一
九二
五
両三
分
永
五三
文
四
分

(4)一〇
四
〇
両

ト
カ
チ
場
所

仕
入
高

払
高

(1)一
四
三両

六
二
三
両
三
分
永
一
四
六
文
八
分

七
六
六
両
永
一
五
一文
五
分

仕
入
高

二
三
七
八
両
二
分
永
九
七
文
七
分

仕
入
高

ミ
ツ
イ
シ
場
所

差
引

(
一〇
六
両

払
高

三
二
九
両
一
分
永
一
三
三
文
四
分

仕
入
高

二二
三
両三
分
永
七
八
文
五
分

シ
ツ
ナ
イ
場
所

差
引

()一
九
四
両

払
高

二
七
四
両
三
分
永
五
文
四
分

八
〇
両
永二
一九
文
四
分

五
四
五
両
二
分
永
一
五
七
文
九
分

四
四
二
両二
分
永
五
〇
文
四
分

差
引

()一〇
三
両

払
高

ニ
イ
カ
ップ
場
所

仕
入
高

サ
ル
場
所

熊
胆

椎
茸

乾
鮭

寒
塩
引

一
一四
文

塩
鮭

ア
タ
ツ

一五
〇
本

四
一
二
文

四
〇
五
貫

二
二
九
両二
分
永
六
文
八
分

払
高

差
引

ク
ス
リ
場
所
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払
高

二
六
六
一
両
永
六
〇
文
九
分

差
引

()二
八
三
両

ア
ツ
ケシ

場
所

仕
入
高

二三
八
〇
両三
分
永二
四
〇
文
四
分

(四
)

二
四
八
四
両二
分
永
一
六
七
文
四
分

払
高

(1)一〇
四
両

子
モ
ロ
場
所

仕
入
高

六
五
七
九
両
一
分
永
四
六
文
六
分

払
高

五
二
〇
五
両
永二
八
文
五
分

差
引
()一三

七
四
両

ク
ナ
シ
リ
場
所

仕
入
高

2

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
東
蝦
夷
地二
〇
カ
場
所
の
中
で
、
九
場
所
が
黒
字
で
他
は
赤
字
と
な
っ
て
お
り
、
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
は
、
黒
字
経
営
の

最
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
当
場
所
の
交
易
は
、
干
サ
ケ
、
ア
タ
ツ
の
ほ
か
に
塩
サ
ケ、
椎
茸
、
熊
胆
な
ど
を
主
と
し
て
お
り
、
東

蝦
夷
地
屈
指
の
実
力
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
享
和
元
年
(一
八
〇
四
)の
『東
夷
周
覧
』
に
「請
負
ト
言
イ
蝦
夷
地
場
所
場
所
ラ

請
負
テ
夷
人
ノ
教
育
ト
号
シ
、
実
ハ
交
易
ラ
専
ラ
ト
ナ
ス
ナ
リ
。」と

あ
る
よ
う
に
、
場
所
を
蝦
夷
介
抱
と
い
う
名
目
の
も
と
に
託
し
た
も

の
が、
そ
の
内
実
は
蝦
夷
交
易
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
財
政
難
に
あ
え
ぐ
幕
府
と
し
て
は、
蝦
夷
地
に
お
け
る
場
所
請
負
人

を
廃
し
て
漁
場
を
直
営
し、
全
生
産
物
を
会
所
に
集
中
し
て
、
商
業
資
本
を
排
除
し
独
占
の
利
を
得
よ
う
と
し
た
も
の
で
、
蝦
夷
の
労
働

力
収
取
の
形
態
等
は
依
然
と
し
て
封
建
的
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

第
四
編
幕
藩
時
代

払
高

三
六
五
二
両
二
分
永
一
八
三
文
六
分

差
引
()一
〇〇
八
両

エ
ト
ロ
フ
場
所

仕
入
高

払
高

三
九
一
五
両
一
分
永
二
四
七
文
九
分

差
引
()一

一五
〇
両

総
計

二
八
八
〇
一
両

仕
入
高

払
高
三
一
一
一
一両

差
引
()二
三
一〇
両
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光
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さ
て
、
前
述
の
ご
と
く
、
千
歳
会
所
に
集
荷
さ
れ
た
産
物
を
、
ユ
ウ
フ
ツ
会
所
に
運
搬
し
て
船
積
み
に
し
て
市
場
へ
送
る
た
め
に
は
、

ア
イ
ヌ
が
使
役
さ
れ
た
。
享
保
元
年
(一
八
〇
一)
の
『東
夷
周
覧
』
に

「三
月
末
ヨ
リ
夏
マテ
男
女
ト
モ
冬
稼
ノ
産
物、
過
猟
魚
ラ
「シ
コ
ツ」
ヨリ
二
里
ノ
山
中
ラ
背
負
ヒ、
夫
ヨリ
五
里
余
川
船
ニ
テ
積
ク
ダシ
「ユ
ー
フ
ツ
」

浜
ニ
テ
船
積
ノ
助
ケ
ラ
ナ
ス
。」

と
あ
る
よ
う
に
、
賃
金
に
よ
る
労
働
に
も
従
事
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
秋
よ
り
冬
に
至
る
期
間
に
千
歳
川
流
域
と
各
河
川
に
お
い

て
漁
獲
し
た
サ
ケ
は
、
干
サ
ケ
に
生
産
さ
れ
る
た
め
、
翌
年
ま
で
囲
い
込
み
と
な
る
わ
け
で、
こ
れ
を
過
猟
魚
と
称
し
た
が
、
そ
の
数
量

ば
く

も
莫
大
な
教
に
上
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
ア
イ
ヌ
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
の
高
を
、『東
行
漫
筆
』
に
よ
って
見
る
と

一、
ム
イ
ザ
リ
千
歳
川

出
張
千
歳
川
迄

壱
束
五
文
宛
賃
銭

夫
よ
り
ビ
、
迄
出
て
又
五
文
賃
銭
、
メ
十
文
ニ
当
ル、
外
二
五
合
ツ
、
壱
升

千
歳
川
は
不
漁
付
ビ
を
出
す
斗
ニ
付、
五
文、
外
二
五
合

右
二
方
共
、
賃
納
弐
文
充
増、七

文
に
し
て
、五
合
の
介
抱
を
止
め、差

引
弐
万
束
と
見
て、銭

百
貫
文
の
□
□
成
也
。夷
人
に
都
而
当
年
よ
り
取
極
候
由。

○
ビ
、
よ
り
ユ
ウ
フ
ツ
迄
、
船
下
り

壱
束
二
文、
五
合
、
是
を
壱
文
増三
文
と
し
て
、
五
合
の
介
抱
を
止
候
由
。

と
あ
っ
て、
干
サ
ケ
壱
束
(二
〇
本)
に
つ
き、
ム
イ
ザ
リ
よ
り
千
歳
を
経
て
美
々
ま
で
は
、
賃
銭
一〇
文
の
ほ
か
米
一
升
と
な
っ
て
い

た
が、
今
年
か
ら
現
物
給
を
廃
止
し
て
一
四
文
、
ま
た
美
々
よ
り
勇
払
ま
で
は三
文
に
取
り
決
め
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に、
当
時
千
歳
に
は
売
場
、
買
場
の
二
会
所
を
設
け
て
交
易
の
合
理
化
を
図
っ
た
が
、
そ
れ
よ
り
前、
幕
府
は
寛

政
十
一
年
に
東
蝦
夷
地
に
鉄
銭
一
万
貫
を
回
送
し
て、
通
用
さ
せ
た
。
従
来
は
米
を
も
っ
て
交
換
の
標
準
を
決
め
た
が
、
実
際
に
米
が
貨

幣
の
よ
う
に
交
易
の
仲
介
と
し
て
流
通
し
た
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
そ
の
計
算
は
複
雑
で、
大
量
の
交
易
に
対
し
て
は
勘
定
が
入
り
く
み

514



商
人
に
よ
る
搾
取
が
公
然
と
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
っ
た
。

幕
府
は
こ
れ
ら
の
弊
害
を
改
め
る
た
め
に
鉄
銭
の
通
用
を
許
し
、
単
に
交
易
の
仲
介
物
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
賃
金
に
も
こ
れ
を
使
用

さ
せ
て、
物
交々
換
の
弊
を
除
こ
う
と
し
た
。
通
用
を
鉄
銭
に
限
っ
た
の
は
、
金
、
銀
、
銅
が
ア
イ
ヌ
を
経
て
外
国
へ
流
出
す
る
の
を
防

ぐ
と
い
う
ね
ら
い
も
あ
っ
た
。
そ
し
て、
鉄
銭
の
通
用
に
あ
た
っ
て
は
、
幕
府
は
価
格
の
基
準
と
な
る
銭
相
場、
米
相
場
を
蝦
夷
地
に
限

り
、
公
定
と
し
て
変
動
す
る
こ
と
な
く
、
相
場
は
そ
の
当
時
の
交
換
価
格
を
も
っ
て
永
久
と
し
、
み
だ
り
に
改
め
る
こ
と
を
禁
止
し
た
。

す
な
わ
ち、
各
場
所
に
対
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
告
示
を
し
て
い
る
。

定

此
度
鉄
銭
通
用
仰
せら
れ
候
に
付、
金
米
相
場
左
の
通
り

一、
金
一
両
に
付、
銭
六
貫二
十
文
、
金
一
歩
に
付、

一貫
五
百
五
文

一、
米
一
升
に
付、
銭
五
十
六
文、
但
石
米
六
十
四
文

右
の
通
心
得
致
可
通
用
者
也

寛
政
十
二
年
申
年

優
武
津
場
所

(『苫
小
牧
町
史
』)

し
か
し
、
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
に
お
け
る
鉄
銭
の
使
用
は
「文
化
子
年
五
月
よ
り…
(
中
略)
売
場、
買
場
両
会
所
と
相
成
、
銭
交
易
始
。」と

(3)

あ
る
よ
う
に、
文
化
元
年
(一
八〇
四)
よ
り
実
際
に
開
始
さ
れ
た
ら
し
い
。『東
行
漫
筆』
の
資
料
は
、
こ
の
銭
交
易
に
よ
る
相
場
を、

つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

一、
鮭

千
歳
川
干
鮭二
十
本
ニ
付
、
四
十
文
買
入
、
塩
切
な
し
、
皆
干
鮭
に
て
仕
上
る

一、
椎
茸
千
歳
川
買
入、
四
五
本、
一本
五
千
入
、
百二
付
五
拾六
文
の
買
入

ま
た、

そ
の
他
の
品
の
買
入
価
格
と
交
換
比
率
を
シ
ラ
オ
イ
場
所
で
み
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

第
四
編
幕
藩
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シ
ラ
ラ
イ
場
所
買
入
値
段

一、
生
鮭
壱
本
拾
壱
文

一、
棒
鱈
壱
束
百
文

一、
干
鮭
壱
束
百
文

一、
昆
布
壱
貫
目
拾
文

一、
焦
油
壱
升
八
拾
文

一、
椎
茸
小
物
百
二
付
七
拾
文

一、
干
鮊
壱
束
百
弐
拾
文

一、
煎
海
鼠
百
目
二
付
五
拾
文

一、
布
海
苔
壱
貫
目
二
十
八
文

・
キ
ナ
ン
ボ
油
一
升
六
拾
弐
文

一、
大
鮫

一、
焚
桃
六
貫
目
五
十
六
文

一、
熊
胆
上
銭
弐
貫
文
よ
り
八
百
文
迄
、
米
弐
斗
四
升
よ
り
壱
斗
弐
升
迄

下
八
升
よ
り
弐
升
迄
、
銭
六
百
文
よ
り
弐
百
文
迄

一、
熊
皮
大
壱
斗
六
升
位
、
銭
壱
貫
文

小
八
升
位、
五
百
文
迄

一、
鷲
の
尾
大
鳥
壱
把、
米
八
升
位、
並
に
て
弐
升
位

銭
大
鳥三
百
文
位、
並
百
文
位

一、
神
形

玄
米
八
升
二
代
ル
品

我
丈
白
式
丈
五
尺
式
寸

壱
挺

一、
夷
鐇

一、
間
切
十
二
枚

一、
中
鎌
八
枚

一
糀

六
升

一、
き
せ
る
四
本

一、
木
綿
針
四
拾
本

一、
皮
針
弐
拾
本

一、
か
も
か
も
四
ツ

一、
中
銅
針
銕
六
拾
欠

一、
酒

三升
一、
田
代
弐
挺

一、
火
打
拾
弐
枚

一、
夷
椀
ハ
ツ

一、
地
廻
た
ば
こ
四
把

一、
紹
四
十
繰

一、
金
引
苧
百
六
�

一、
ひ
さ
け
四
ツ
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一、
中
釘
四
枚

一、
丸
笊
四
枚

一、
板
折
敷
四
拾

こ
の
よ
う
に
交
易
に
お
け
る
相
場
を
貨
幣
に
よ
っ
て
示
し
、
積
極
的
に
鉄
銭
の
流
通
を
図
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
結

果
と
し
て来
て
、
市
場
範
囲
が
広
ま
り
、
産
物
も
従
っ
て
増
加
し
た
。

一、
蝦
夷
人
同
志
の
間
で
も
交
易
が
出
来
た
か
ら
、
今
迄
交
易
の
出
来
な
か
っ
た
遠
隔
の
地
か
ら
も
産
物
を
買
集
め
て
是
を
会
所
に
も
た
ら
す
蝦
夷
人
も
出

こば

二
、
蝦
夷
人
乱
費
の
弊
は、
銭
を
通
用
さ
せ
て
か
ら
是
を
匡
正
す
る
こ
と
が
出
来
、
貯
蓄
心
が
生
じ
て
「銭
を
貯
へ
置
、
米
、
酒
、
多
葉
粉
等
程
よ
く
求
め

こ

其
余
の
銭
を
溜
置、
古
手
布
子
の
一
つ宛
も
求
め、
己
も
着
し、
妻
子
等
に
も
着
す
る
心」
が
出
来
て
来
た
。

な
ど
の
効
果
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が、
実
際
は
和
人
間
の
支
払
い
に
利
用
さ
れ
、
蝦
夷
の
間
に
は
普
及
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

(4)
(高
倉
新
一
郎
『ア
イ
ヌ
政
策
史
』
昭
和
十
八
年
七
月
)

注
(1)

北
海
道
漁
業
調
整
課
『北
海
道
漁
業
史』
昭
和三
十
二
年

(2)
奥
山
亮
『北
海
道
史
概
説
』
昭
和三
十三
年

(3)
『東
蝦
夷
地
各
場
所
様
子
大
概
書』
新
北
海
道
史
第
七
巻
史
料
一
に
よ
る

高
倉
新
一
郎
『蝦
夷
地』
昭
和三
十
四
年三
月

(
4
)

一
請
負
制
の
復
活

幕
府
に
よ
る
東
蝦
夷
地
の
直
捌
制
に
つ
い
て
は

「未
年
以
来、
東
蝦
夷
地
御
試
御
用
地
に
相
成、
元
掛
之
節
よ
り
夫
之々
役
人
ど
も
場
所
江々
差
遣
し、
町
人
ど
も
等
之
不
正
を
組
し
、
介
抱
専
ら
ニ
取
計
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候
ニ
付、
蝦
夷
人
ど
も
難
有
が
り、
伏
従
厚
く
相
成
候。
此
度
拙
者
ど
も
奉
行
被三
仰
付
一候
後、
や
は
り
右
之
姿
を
追
而
取
計
、
蝦
夷
人
ど
も
産
業
繁
栄
い

た
し
、
益
伏
従
厚
く
相
成、
異
心
等
無
」之
様
精
世々
話
致
候
二
有
’之
候。」

(『休
明
光
記
附
録
巻之
九
』)

と
、
享
和
二
年
(一
八
〇
二
)
箱
館
奉
行
が
上
司
に
報
告
し
て
いる
よ
う
に
、
一応
は
成
功
し
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ

の
直
捌
制
実
施
に
お
いて
は、
か
な
り
の
経
費
を
要
し
、
幕
府
勘
定
奉
行
は
し
ば
し
ば
経
費
の
節
約
を
厳
達
し
、
新
田
開
発
費
は
削
減
、

新
規
事
業
は
認
め
ぬ
と
い
う
有
様
で、
計
画
は
挫
折
し
事
業
縮
少
で
進
ま
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
直
捌
に
お
け
る
交
易
の
場

合
、
蝦
夷
に
供
給
す
る
日
用
品
を
は
じ
め
漁
具
や
網
な
ど
と
い
っ
た
も
の
を
商
人
よ
り
仕
入
れ
、
こ
れ
を
蝦
夷
と
交
易
し
、
交
易
し
て
得

た
産
物
を
再
び
商
人
の
手
を
経
て
販
売
す
る
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
か
ら
、
民
営
に
比
べて
手
続
き
が
は
な
は
だ
煩
雑
で
、
そ
の
う
え
幕

吏
は
経
済
観
念
に乏
し
く
、
無
駄
な
経
費
を
要
し
多
く
の
利
益
を
望
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

こ
れ
に
つ
いて
幕
府
の
勘
定
奉
行
は
、
交
易
の
こ
と
は
商
人
の
業
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
相
応
の
者
に
委
任
し
て
手
当
を
与
え
、
自
力

で
仕
入
れ
さ
せ
て
、
仕
入
金
高
の
いく
ぶ
ん
を
利
得
と
す
る
よ
う
に
し
、
幕
吏
は
こ
れ
を
監
督
す
る
の
み
に
止
め
た
な
ら
ば
、
経
費
や
人

員
も
節
約
で
き
る
で
あ
ろ
う
と
いう
意
見
を
述
べ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
箱
館
奉
行
は、
松
前
藩
時
代
の
弊
害
を
な
く
し
、
蝦
夷
が
喜
ん
で

服
従
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
旧
に
復
す
る
の
は
良
策
で
は
な
い
と
の
反
対
意
見
で
あ
っ
た
が、
幕
府
の
勘
定
奉
行
の
意
見
が
直
接
の

理
由
と
な
り、
幕
府
は
文
化
七
年
(一
八
一
〇)、
エ
ト
ロフ
島
の
請
負
を
高
田
屋
嘉
兵
衛
に
命
じ
た
の
を
始
め
と
し
て
、
つ
い
に
文
化
九

年
(一
八
一
二)、直

捌
制
度
を
廃
止
し
て
場
所
請
負
制
を
復
活
す
る
こ
と
に
し
た
。

かく
て、
九
月
七
日
各
場
所
の
請
負
を
入
札
と
し
た
が、
そ
の
入
札
法
お
よ
び
条
件
は、
つぎ
の
通
り
で
あ
っ
た
。

1
西
蝦
夷
地
は
従
来
松
前
(す
な
わ
ち
福
山)
の
者
に
限
っ
て入
札
さ
せ
た
が
、
今
後
は
東
蝦
夷
地
と
と
も
に
松
前、
箱
館
の
者
は
誰
で
も
随
意
に
入
札
す

べ
き
こ
と
。
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□
落
札
者
に
は
希望
によ
っ
て、
場
所
に
ある
会
所、
船
舶、
倉
庫、
漁
具
仕
入
品
の
残
り
な
ど
を
払
い
下
ぐ
べ
き
こ
と
。

白
山
越
内
か
ら
三
石
ま
で
は
小
場
所
で
あ
る
か
ら
、
一人
で
二
、
三
か
所
を
入
札
し
う
る
こ
と
。

(四)運
上
金
は
毎
年
六
月、
十
月
の
二
回
に
分
け
て
上
納
す
べ
き
こ
と
。

田
請
負
場
所
に
新
し
い
漁
業
を
起
こ
す
際
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
出
願
し
て
許
可
を
得
べ
き
こ
と
。

内
官
用
書
状
の
継
立
ま
た
は
急
便
継
送
な
ど
は
、
遅
滞
な
く
行
な
う
こ
と
。

お
官
吏
お
よび
警
衛
の
士
卒
が
通
行
す
る
際
に
は
人
馬
の
継
立
な
ど
さ
し
さ
わ
り
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

に
従
来
会
所
に
使
用
し
て
い
た
支
配
人
、
番
人
な
ど
を
そ
の
ま
ま
雇
使
す
る
こ
と
は
随
意
で
あ
る
こ
と
。

ん
蝦
夷
人
の
介
抱
は
も
ち
ろ
ん
、
蝦
夷
人
に
対
し
不
正
の
取
扱
い
を
な
す
べ
から
ざ
る
こ
と
。

『
異
国
船
ま
た
は
怪
し
い
船
を
発
見
し
た
な
ら
ば、
す
み
や
か
に
箱
館
に
注
進
す
べ
き
こ
と
。

□
猟
虎
、
矢
羽
、
熊
胆、
熊
皮
そ
の
他
の
軽
物
類
は
元
価
を
も
っ
て
官
が
買
い
上
げ
る
か
ら
、
一品
た
り
と
も
隠
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
。

(『新
北
海
道
史
』
第
二
卷
通
説
一)

そ
の
他
が
あ
げ
ら
れ、
入
札
は
何
場
所三
カ
年
期、
運
上
何
ほ
ど
(ほ
か
に
秋
味
運
上
、
海
鼠
引
運
上、
鱒
運
上
等
が
あ
る
場
所
は
別
株

に
記
入
す
る
こ
と
)、四

ヵ
年
期
な
ら
ば
何
ほ
ど
、
五
カ
年
期
な
ら
ば
何
ほ
ど
増
加
と
記
し
、最
高
金
額
を
も
っ
て
落
札
者
と
定
め
ら
れ
た
。

そ
の
結
果
、
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
は

金
六
百
拾
壱
両
壱
分

松
前
阿
部
屋
仁
兵
衛

金
五
百
十
二
両
一
分

松
前
白
幡
屋
庄
三
郎

金
三
百
八
十
六
両
一
分
松
前
中
田
屋
利
兵
衛

(
1
)

右
の三
人
のう
ち
、
松
前
の
阿
部
屋
仁
兵
衛
が
最
高
金
額
で
落
札
し
、
文
化
十
年
(一
八二
二)
か
ら
七
年
間
の
請
負
場
所
と
な
っ
た
。

そ
の
運
上
金
額
は、
直
轄
前
の三
六
〇
両
と
比
較
し
て
、
約
二
倍
近
く
の
入
札
高
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
直
捌
き
に
よ
っ
て
場
所
の
生
産
が
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著
し
く
発
達
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
が、
商
人
同
志
の
競
争
の
せ
り
上
げ
で
高
値
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
い
わ
れ
る
。

場
所
請
負
制
の
復
活
に
よ
り、
文
化
九
年
以
後、
請
負
人
は
土
地人
民
の
支
配
や
賞
罰
の
権
限
は
な
か
っ
た
が、
半
官
半
私
の
事
務
を

執
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
そ
の
主
な
義
務
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

イ
ア
イ
ヌ
に
対
す
る
撫
育
、
介
抱
。
即
ち
日
用
品
の
供
給
等
を
入
念
に
す
る
こ
と
。

1
毎
年
二
期
(六
月、
十
二
月)
に
運上
金
を
分
納
す
る
外、
運
上
金
の二
分
に
当
る
積
金
(二
分
積
金)
を
出
す
こ
と
。

『
運
上
屋
、
荷
物
蔵
及
び
寺
院
の
修
復
又
は
再
築
の
事
。

(四)煎
海
鼠
御
用
品
(特
定
場
所
の
み)
年
々
献
納
の
事
。

ゆ
煎
海
鼠
干
鮑
等
の
俵
物、
諸
色
(昆
布、
錫)
等
の
収
獲
増
加
を
図
る
事
。

内
役
人
警
備
兵
等
の
通
行、
旅
泊
に
便
宜
を
は
か
り、
派
兵
し
て
い
る
各
藩
の
本
陣
的
役
割
を
果
す
事
。

七
公
文
通
送
人
馬
継
立
の
事
。

い
難
破
船
救
助
の
事
。

(
外
国
船
発
見
次
第
急
報
の
事
。

『
御
備
米
は
年
仕々
入
米
を
以
て
積
替
え
る
事
。

『
治
安
維
持
の
た
め、
松
明
三
百
本
、
草
鞋三
百
足
、
幕
串
百
本
等
年
新々
規
備
替
、
並
び
に
備
品
の
整
備
を
す
る
事
。

1
膃
肭
胳
捕
獲
次
第
上
納
(特
定
場
所
の
み)
及
び
軽
物
(鷹
羽
、
熊
胆、
熊
皮、
縞
鼠、
海
豹、
鰈
鮫
等
)
は
公
示
価
格
で
買
上
に
応
ず
る
事
。

(白
山
友
正
『松
前
蝦
夷
地
場
所
請
負
制
度
の
研
究』
昭
和
四
十
六
年
四
月)

な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
処
罰
さ
れ
る
し
、
場
所
請
負
人
を
罷
免
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
この
よ
う
に
場
所
請

負
人
に
課
せ
ら
れ
た
業
務
は
各
般
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
た
から
、
請
負
人
も
場
所
経
営
に
当
っ
て
は、
そ
れ
相
当
の
人
員
を
現
地
に
送
っ

て
、
こ
れ
に
対
処
さ
せ
た
。
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当
時
ュ
ウ
フ
ツ
場
所
に
つ
い
てこ
れ
ら
を
知る
資
料
は
極
め
て
乏
し
い
が、
文
化
十
年
(一
八
一三
)
場
所
請
負
関
係
者
に
よ
っ
て
勇

武
津
弁
天
社
に
奉
納
さ
れ
た
金
鼓
(鰐
口)
の
銘
文
に
よ
れ
ば
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

東
蝦
夷
地
勇
武
津
場
所

ク
ナ
(シ
)リ
詰
御
雇
医
師

善
三
郎

三
浦
玄
徳

根
本
宗
仙

飯
焚 馬 同 同 同 同 同 同 同 同 同

牽

岸
太
郎

太
郎
吉

亀
吉

権
太
郎

富
蔵

岩
松

重
蔵

清
助

金
四
郎

和
吉

吉
蔵

ユ
ウ
フ
ツ

同

清
七

源
吉

久
右
衛
門

与
四
郎

同 番
人

番
人
頭

帳
役

同
見
習

通
辞

同
見
習

ユ
ウフ
ツ
場
所
内
支
配
人

金
兵
衛

与
四
兵
衛

市
蔵

壱
郎
兵
衛

同

文
化
拾
酉
年二
月
吉
日

以
上
二
二
名
の
名
が
連
ね
ら
れ
て
お
り
、う
ち
ク
ナ
(シ
)リ
詰
御
雇
医
師
を
除
い
て二
一
名
の
構
成
で
あ
っ
た
。こ
の
ほ
か、
場
所
詰
合

役
人
と
し
て
幕
吏
が
詰
合
っ
て
行
政、
警
備
に
当
っ
て
い
た
。
当
時
の
幕
吏
は
『勇
払
・
石
狩
論
所
一
件
』
に
よ
っ
て
み
る
と
「文
化
四

年
ユ
ウフ
ツ
御
詰
合
鈴
木
覚
治
同
竜
崎
八
郎
左
衛
門
」
と
記
さ
れ
て
いる
。

つ
ぎ
に
請
負
制
復
活
に
よ
る
対
ア
イ
ヌ
政
策
に
つ
い
て
は、従

来
通
り
何
ら
変
更
が
な
い
か
ら
安
堵
す
べ
し
と
、つ
ぎ
の
よ
う
に
諭
示
し
た
。
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弁 天 社 鰐 口 〔勇払恵比須神社〕

蝦
夷
人
え
申
渡

一、
御
制
札三
条
の
趣、
可
相
守
一事。

一、
公
儀
を
重
じ
、
親
を
大
切
に
い
た
し
、
夫
婦
兄
弟
む
つ
ま
し
く
、

万
事
正
路
可
b致
事
。

一、
喧
嘩
口
論
堅
く
禁
止、
島
中
仲
よ
く
い
た
し
悪
た
く
み
を
以
つ
く

の
る
等
取
候
儀、
決
て
致
間
敷
事
。

一、
年
頃
に
な
り
し
も
の
に
は、
女
房
を
持
せ可
レ申
候
。
一
人
に
て

妾
を
二
人
以
上
持
候
儀
致
間
敷
事
。

一、
漁
業
交
易
の
儀
は、
請
負
被三仰

付
一
候
得
共、
仕
入
物
等
不
自
由

な
く
相
廻
し
候
事
は
勿
論、
万
事
御
手
場
所
の
通、
聊
相
替
儀
な

く
取
扱
候
事
に
付、
請
負
人
共
の
手
に
つ
き
、
一
同
出
精
相
働、

永
久
繁
昌
致
候
様、
心
掛
可
’申
事
。

一、
其
方
共
取
扱
向、
其
外
都
て
の
儀、
御
手
場
所
中
と
相
替
儀
は
無

レ之
候
得
共
、
万
一
非
分
有
」之
哉、
又
は
難
二心
得
一儀
候
は
ば
、

詰
合
え
可
二
申
立
」事
。

一、
御
役
人
当
地
え
下
り
候
事
は
、
皆
夷
人
衣
食
之
艱
難
等
無
」之
様

に、
物
々
似
御
趣
意
被三
仰
付
一候
条、
厚
御
仁
恵
の
程
忘
却
不
」

致
、
難
」有
可
’存
候。
依
て
は
末
々
の
夷
人
老
人
孤
独
の
者
共
に

至
る
迄、
難
儀
不
’
致
様、
可
二
心
付
一事
。

一、
夷
人
共
、
若
病
気
の
者
有
」之
候
は
ば
、会
所
に
可
二申
出
、
医
師
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も
被二
遣
置
一
候
事
故、
薬
等
被;下

置
;候
間、
其
旨
可
三
相
心
得
一事
。

右
申
渡
の
通
、
能
相々
守、
惣
夷
人
共
え
も
為
二
申
聞、
若
異
国
船
等
見
得
候
節
は、
会
所
よ
り
差
図
を
請、
島
中
取
締
方、
平
日
と
も
可
二心
付
」事
。

(『新
北
海
道
史
』
第
二
卷
通
説
一)

場
所
請
負
人
の
義
務
の
条
の
う
ち
、
二
分
積
金
と
備
米
積
替
え
の
制
度
は、
文
化
九
年
の
直
捌
制
廃
止
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。

備
米
積
替
え
と
は

「幕
府
は
東
蝦
夷
地
直
轄
の
際、
各
場
所
に
も
非
常
備
米
を
分
け、
箱
館
備
米
の
姿
で
場
所
毎
に
数
十
石
な
いし
数
百
石
を
貯
蔵
し
て
不
時
に
備
え
た
。
こ

れ
が
文
化
十
年
(一
八
一三
)
直
捌
き
を
廃
止
し
た
後
は、
場
所
請
負
人
に
保
管
を
命
じ
、
請
負
人
の
仕
入
米
と
は
別
に
し
て
、
毎
年
廻
送
す
る
仕
入
米
の

内
か
ら
積
替
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。」

と
い
う
も
の
で、
二
分
積
金
と
は

「文
化
十
年、
二
分
金
と
称
し
て
東
西
各
場
所
請
負
人
に
命
じ
、
新
た
に
運
上
金
の
百
分
の二
を
年
松々
前
奉
行
に
差
出
さ
せ
た
も
の
で
(中
略)、こ

れ
を

も
っ
て
市
中
備
米
の
購
入
、
米
倉
の
修
繕、
倉
番
の
手
当
な
ど
に
あ
て
、
町
年
寄
に
保
管
さ
せ、
貸
付
け
を
受
け
た
も
の
は
年
一
割
の
利
子
を
添
え
て
返
納

と
あ
る
。
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
の
備
米
は
、
各
場
所
同
様
文
化三
年
(一
八
〇
六
)
よ
り
設
け
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
記
録
は
見
当
ら

し
た
。」

(渡
辺
茂
『北
海
道
郷
土
史
事
典』
昭
和
四
十
年
十
二
月
)

(2)
な
い
。『松

前
蝦
夷戸
口
其
他
』
に
よ
れ
ば

文
政
五
午
年、
御
本
国
之
部
よ
り
公
儀
御
引
越
ニ
相
成
候
東
蝦
夷
地
御
備
米
左
之
通
り

と
し
て
、「ユ

ウ
フ
ツ
場
所、
弐
百
九
石
八
斗
」
と、
記
さ
れ、
ま
た
安
政三
年
の
記
録
に
は
「
ユ
ウ
フ
ツ
、
備
米
弐
百
九
石
八
斗
此
俵

五
百
弐
拾
四
俵
弐
斗
」
と
記
録
さ
れ、
こ
の
数
量
は
直
轄
の
ころ
と
変
り
な
く
遵
守
さ
れ
て
い
た
ら
し
い。

注
(1)

『伊
達
家
御
用
留
』
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(2)
北
海
道
大
学
北
方
資
料
室
蔵
本勇
払
越
え

第
五
節一
記
録
か
ら
み
た
勇
払
越
え

一七
世
紀
の
こ
ろ、
い
わ
ゆ
る
前
松
前
藩
時
代
は
、
松
前
か
ら
蝦
夷
地
に
行
く
に
は
、
二
〇
〇
石
乃
至
五
〇
〇
石
積
の
縄
綴
船
に
よ
る

な
い
し

の
が
普
通
で、
特
に
奥
地
へ
行
く
に
は
ほ
と
ん
ど
船
路
が
利
用
さ
れ
た
。
こ
れ
は、
当
時
の
蝦
夷
地
に
お
け
る
陸
路
は
、
全
く
困
難
を
極

め
た
から
で、
路
と
言
っ
て
も
ア
イ
ヌ
に
よ
る
踏
分
け
路
を
行
路
と
し
た
も
の
で、
か
つ
アイ
ヌ
を
案
内
と
し
な
け
れ
ば
通
行
で
き
な
か

っ
た
。
正
徳
五
年
(一
七
一
五
)
の
『松
前
志
摩
守
差
出
候
書
付
』
に

「一
、
蝦
夷
地
よ
り
嶋
々
へ
の
渡
り、
十
四
、
五
里
隔
候
所
渡
海
船
は、
タ
カ
セ
船
程
の
縄
と
の
蝦
夷
船
に
て
渡
海
仕
候
。

一、
蝦
夷
地
広
狭
の
義
い
か
程
と
申
儀
極
て
申
が
た
く
候
。
大
低
西
の
方
ソ
ウ
ヤ
迄
、
順
風
す
ぐ
れ
候
へ
ば
、
船
路
五
日
路
御
座
候。
東
之
方
ノ
ツ
サ
フ
と

申
所
迄
も
船
路
五
日
余
も
御
座
候。
ノ
ツ
サ
フ
よ
り
北
の
方
ソ
ウ
ヤ
迄
の
船
路
も
、
五
、
六
日
の
積
に
て
御
座
候。
是
は
船
頭
水
主
等
船
の
走
り
口
に
て
申

な
ら
は
し
候
積
り
に
て
御
座
候
。

蝦
夷
の
国
の
中
は
山
多
く
有
」之
候
故、
所
に
よ
り
蝦
夷
人
の
通
ひ
申
候
山
道
、
所
々
に
有
」之
候。
此
の
方
の
人
は
破
船
な
ど
の
節
、
稀
に
罷
通
り
候
故

行
程
の
積
り
曾
て
相
知不
レ申
候。
蝦
夷
地
難
所
多く
、
人
居
無」之

に
付、
所
廻々
り
申
候
て、
見
届
候
儀
仕
が
た
く
候。」

と
記
す
よ
う
に
、
一八
世
紀
の
初
頭
で
さ
え
、
蝦
夷
地
の
交
通
は
こ
の
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
。

蝦
夷
地
に
お
け
る
陸
路
の
輪
郭
が、
や
や
は
っ
き
り
と
文
献
に
登
場
す
る
の
は、
一七
世
紀
中
葉
か
ら
十
八
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
こ

524



ろ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
津
軽
一
統
志
』
に

下
の
国
道
積

四
日

一、
松
前
よ
り
く
ん
ぬ
い
迄

一、
く
ん
ぬ
い
よ
り
う
す
迄

一、
う
す
よ
り
し
ら
お
い
迄

二
日

一、
白
笈
よ
り
さ
る
迄

一、
さ
る
よ
り
し
ふ
ち
ゃ
り
迄

一日

と
松
前
よ
り
蝦
夷
地
へ
の
陸
路
の
所
要
日
数
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
く
ん
ぬ
い
(国
縫)
よ
り
、
う
す
(有
珠)
ま
で
は、
噴

火
湾
の
沿
岸
を
回
る
ル
ー
ト
が
あ
っ
た
が、
静
狩～
礼
文
華
の
険
し
い
山
道
と
な
る
た
め、
国
縫
よ
り
海
路
を
と
っ
て
有
珠
に
至
る
方
法

が
主
に
使
用
さ
れ
た
。
ま
た
同
書
に

一、
う
す
よ
り
十
里
あ
と
も
迄
此
間三
里
計

や
ち
道
有
由

一、
あ
と
も
よ
り
七
里
半
た
る
ま
い
迄

一、
た
る
ま
い
よ
り
四
里
半
い
ふ
つ
迄
是
は
し
こ
つ
と
申
浜
に
てご
座
候
由

一、
い
ふ
つ
よ
り
四
里
む
か
わ
迄

一、
む
か
わ
よ
り二
里
さ
る
迄

と
あ
り
、
海
岸
線
に
沿
っ
て
陸
路
が
あ
っ
た
が
、
も
ち
ろ
ん
ア
イ
ヌ
の
踏
分
け
路
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

元
禄
十
三
年
(一
七
〇
〇
)
の
『松
前
嶋
郷
帖
』
や
『元
禄
御
国
絵
図
』
に
記
さ
れ
た
地
名
や
蝦
夷
居
所
を
見
れ
ば、
す
で
に
海
岸
線

に
沿
っ
た
陸
路
の
存
在
を
う
か
が
う
こ
と
が
出
来
る
し
、
さ
ら
に
勇
払
よ
り
石
狩
に
至
る
内
陸
の
交
通
路
も
知
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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す
な
わ
ち
、
こ
の
東
西
蝦
夷
地
を
結
ぶ
内
陸
路
は、
後
に
「千
歳
越」
あ
る
い
は
「勇
払
越」
と
い
わ
れ
た
著
名
な
ルー
ト
で
あ
り、
当

時
蝦
夷
地
に
お
け
る
内
陸
路
と
し
て
唯
一の
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
『
松
前
嶋
郷
帖
』
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

い
し
か
り
よ
り
い
ふ
つ
ま
で
の
蝦
夷
居
所

一、
ぬ
ま
か
し
ら

一、
夕
ば
り

一、
あ
つ
石
一、
つう
さ
ん
一、
お
さ
つ
一、
いち
ゃ
り
一、
つ
う
め
ん
一、
島
ま
っ
ふ
一、
いべ
ち

ま
た

一、
つ
いし
狩
一、
か
ば
た
一、
め
いぶ
つ
一、
夕
べ
ち

こ
の
地
名
は
必
ず
し
も
石
狩
よ
り
勇
払
ま
で
の
順
序
に
は
並
ん
で
い
な
い
が
、
ほ
ぼ
内
陸
路
に
沿
っ
て
あ
っ
た
こ
と
は
、『元

禄
御
国
絵
図』

か
ら
み
て
も
一
致
し
て
い
る
。
つ
ま
り
同
絵
図
に
よ
っ
て
み
れ
ば、
い
ぶ
つ
よ
り
川
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
内
陸
に
入
り、
ひ
ょ
う
た
ん
形
を

し
た
二
つ
の
沼
を
舟
で
越
え
、
ぬ
ま
か
しら
付
近
に上
陸
、
こ
れ
よ
り
陸
路
と
な
り、
志
こ
つ、
つう
さ
ん
を
経
て
「四
里
四
方
程
の
沼」

(長
都
沼
か)
を
舟
で
渡
り、
い
ち
ゃ
り、
つう
め
ん、
志
ま
ま
っ
ふ、
つ
い
し
か
り
を
経
て
石
狩
に
至
る
ル
ー
ト
が
示
さ
れ
て
い
る
。「い

ふ
つ
」
は
現
在
の
勇
払
で、
こ
れ
は
「イ
プ
ツ
へ
そ
れ
の・
そ
の
入
口
>
と
いう
交
通
路
の
入
口
を
意
味
す
る
ア
イ
ヌ
語
で
あ
っ
て、
古

(2)
く
か
ら
ア
イ
ヌ
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
内
陸
路
で
あ
った
。
文
化
五
年
(一
八〇
八)
の
『終
北
録』
に

「西
湖
と
は
千
歳
(支
笏)
の
長
津
沼
を
い
ふ
。
長
津
と
宇
都
内
(注
ウ
ト
ナ
イ
湖)
の
水
派
は
美
の々
原
僅
か
に
一里
を
阻
つ
る
の
み、
刹
舟
は
原
上
を

提
携
し
て
行
く
べ
し
、
故
に
支
笏
の
舟
越
と
は
い
ふ
な
り
。」

と
い
う
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
古
い
時
代
の
ア
イ
ヌ
の
交
通
方
法
を
示
し
た
も
の
で、
ウ
ェ
ペ
ケ
レ
(昔
話)
に
も
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
内
陸
交
通
の
状
況
に
つ
い
て
は、『津

軽
一
統
志
』
に
も

「石
狩
川
口
よ
り
い
へ
ち
ま
た
と
申
所
迄三
日
余
御
座
候。
此
い
へ
ち
ま
た
よ
り
し
こ
つ、
ゆ
う
は
り
の
ぬ
ま
へ
小
船
に
て
往
来
仕
候
由。」

(3)
と
記
さ
れ、
ま
た
『寛
文
拾
年
狄
蜂
起
集
書
』
に
も

(支
笏)

(羽
幌)

(信
砂)

(白
老
)

「は
ほ
ろ
よ
り
し
こ
つ、
し
ら
お
い
道
筋、
は
ぼ
ろ
よ
り
の
ぶ
し
ゃ
と
申
所
へ
陸
一
日
下
り
、の
ぶ
し
ゃ
よ
り
川
口
迄
二
日
さ
が
り
、い
へ
つ
川
一
日
、
一日

(江
別
)

526



第
四
編
幕
藩
時
代

～

ユ
ウマ
ン

石狩山伐木図 〔岐阜県下呂町郷土資料館〕

(張
)

舟
に
乗
り
登
也
、
夕
は
り
の
沼
一
日
乗
り
、
夫
よ
り
陸
一
日
、
日
中
し

こ
つ
の
浜
へ出
申
候
由。山
合
平
地
にて
成
程
足
場
能
御
座
候
由
申
候。」・

な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
石
狩
よ
り
し
こ
つ
の
浜
(勇
払)

へ
の
路
が
、
早
く
か
ら
開
か
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

一八
世
紀
の
半
ば
ご
ろ、
場
所
請
負
制
の
成
立
に
よ
っ
て
生
産

商
業
活
動
が
活
発
化
し
て
く
る
と
、
い
き
お
い
海
路、
陸
路
に
よ

る
人
々
の
往
来
も
繁
く
な
っ
て
き
た
。
元
文二
、
三年
、
金
鉱
探

索
の
た
め
蝦
夷
地
に
来
た
坂
倉
源
次
郎
は
、『北
海
随
筆
』(元
文
四

年
)
の
な
か
で

「シ
コ
ツ
よ
り
ユ
ウ
バ
リ
の
通
路
を
追
て
亦
西
夷
地
の
大
道
を
開
き
、

イ
シ
カ
リ
川
に
船
通
路
な
す
時
は
、
東
西
の
通
路
猶
々
自
由
た
り
。
」

(
4
)

と
し
て、
東
西
を
結
ぶ
内
陸
交
通
路
開
削
の
遠
大
な
計
画
を
披
瀝

ひ
れき

し
て
い
る
。

宝
暦三
年
(一
七
五
三
)、石
狩
一三
場
所
を
請
負
っ
た
飛
弾
屋

久
兵
衛
は
、
同
五
年
に
石
狩
山
の
蝦
夷
檜
(エ
ゾ
マ
ツ)の

伐
採
を

(5)

開
始
し
た
が
、
そ
の
こ
ろ
描
か
れ
た
『石
狩
山
伐
木
図
』
に
よ
れ

ば
、
石
狩
か
ら
サ
ッ
ポ
ロ
川
沿
い
に
川
を
さ
か
の
ぼ
り
、
内
陸
を

山
越
え
し
て
東
蝦
夷
地
ゆう
ふ
つ
へ
通
じ
る
山
道
を
記
し
て
い
る
。
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こ
れ
は
後
に
天
明
五
年
(一
七
八
五)、
林
子
平
に
よ
る
『三
国
通
覧
図
説』
に
み
ら
れ
る
蝦
夷
図
で、「石

カ
リ
よ
り
イ
ブ
ツ
此
間二
十
五

里
ノ
山
道
ア
リ」
と
し
た
も
の
に
似
て
い
る
。

天
明
六
年
(一
七
八
六)、
幕
吏
佐
藤
玄
六
郎
は
蝦
夷
地
調
査
の
結
果
を
『
蝦
夷
拾
遺』
で
、
内
陸
路
につ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
た
。

「イ
シ
カ
リ
(中
略)
此
地
島
中
に
て
の
大
河
有
り
。
蝦
夷
皆
其
流
に
臨
で
居
、
源
は
東
部
の
地
メ
ナ
シ
、
ユ
ウベ
ツ
の
諸
山
よ
り
流
出
で、
遙
か下
り三

川
と
成
り、

一川
は
北
に
流
れ
て
テ
シ
ホ
浜
へ
落
る
を
以
て
是
を
テ
シ
ホ
川
と
云
。
其
一
片
島
の
中
央
を
西
に
流
れ、
諸
山
の
谷
川
合
流
し
て
イ
シ
カ
リ
浜

に
落
つ
。
即
ち
是
を
イ
シ
カ
リ
川
と
云
。
蝦
夷
の
川
舟
百
里
余
は
昇
れ
ど
も
、
其
源
の
里
数
詳
な
る
事
を
不
知、
左
右
平
原
の
地
広
々
と
し
て
草
木
肥
え
、

其
幅
員
も
難
計。
又
流
れ
に
派
り、
シ
コ
ツ
川
に
至
り
、
僅
の
陸
路
を
隔
て、
ユ
ウ
フ
ツ
川
に
移
り
、
南
に
向
ひ
行
程
四
十
里
に
不
足
し
て
東
海
の
浜
に
出

づ
。」

東
海
の
浜
と
は
勇
払
の
地
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
記
録
は、
蝦
夷
地
の
実
地
調
査
に
よ
る
た
め
か
、『寛

文
拾
年
狄
蜂
起
集
書
』
な
ど
の

聞
書
に
比
較
し
て、
格
段
の
正
確
さ
が
あ
る
。

寛
政
年
間
に
入
っ
て
か
ら
は
、
ク
ナシ
リ
・
メ
ナ
シ
の
乱
(寛
政
蝦
夷
乱
)
や、
外
国
船
の
出
没
等
が
あ
っ
て
北
辺
が
に
わ
か
に
注
目

さ
れ
る
に
至
っ
て、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
松
前
藩
士
や
幕
吏
等
に
よ
る
巡
検
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
結
果、
内
陸
路
に
つ
い
て
の
詳
し
い
記
録
も
残

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
寛
政
四
年
(一
七
九
二
)、
幕
府
が
宗
谷
場
所
で
試
み
た
御
救
交
易
の
一
行
に
加
わ
っ
た
串
原
正
峯
の
記
録
『夷

(6)
諺
俗
話
』
に、「石

狩
川
シ
コ
ツ
越
の
事
」
に
つ
い
て、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「ソ
ウ
ヤ
よ
り
松
前
へ
帰
郷
の
節、
イ
シ
カ
リ
川
よ
り
夷
船
に
て
東
蝦
夷
地
シ
コ
ツ
と
い
ふ
所
へ
出
た
り
。
イ
シ
カ
リ
出
舟
し
て
其
夜
は
ト
マ
、
タ
エ
と
い

ふ
所
に
止
宿
し
、
此
川
筋
止
宿
は
み
な
,

夷
小
屋
に
泊
る
な
り
二
日
目
イ
ペ
チ
と
い
ふ
所
へ
着
船
。
三
日
目
シ
コ
ツ
え
出
た
り
。
夫
よ
り
山
越
を
し
て
ビ
、
と
い
ふ
所
よ
り
又
船
に

.

乗
る
。
此
所
よ
り
は
夷
の
丸
木
船
に
て
ユ
ウ
ブ
ツ
と
い
ふ
所
へ
着
船
せ
し
な
り
。
イ
シ
カ
リ
よ
り
川
路
山
越
と
も三
十
六
里
余
な
り
。」

こ
の
記
録
に
あ
る
よ
う
に、
石
狩
よ
り
勇
払
に
至
る
内
陸
路
を
「シ
コ
ツ
越
」
と
称
し
、
こ
れ
に
要
す
る
日
数
は
四
日
で
あ
っ
た
。
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ま
た、
寛
政
十
年
(一
七
九
八)、幕

府
の
蝦
夷
地
調
査
に
同
行

(2)
し
た
武
藤
勘
蔵
の
『蝦
夷
日
記
』
に
よ
れ
ば

(七
月
)

「廿
五
日
、
シ
コ
ツ
越
と
て
イ
シ
カ
リ
川
を
船
に
て
登
る
道
あ
り
。
此

道
を
出
立
す
。
ト
イ
シ
カ
リ
と
い
ふ
所
に
て
船
中
に
泊
す
。

廿
六
日
、
未
明
に
出
船、
イ
ザ
リ
川
と
い
ふ
所
に
て
日
も
く
れ、
又
々

船
中
に
泊
す
。二
夜
と
も
大
小
便
は
上
陸
し
、
山
中
へ
通
ふ
。
其
た
び

た
び
に
蚤
の
如
き
虫
、
股
膝
頭
の下
、
足
の
甲
ま
で
一
面
真
黒
に
た
か

り
、
む
さ
き
事
か
ぎ
り
な
し
。
山
中
に
は
熊
、
兎
な
と
沢
山
居
る
よ
し

な
り
。

廿
七
日
、
夕
が
た
シ
コ
ツ
に
着
船、
一日
逗
留
。

廿
八
日、
同
所
出
立
。
船
路
に
て
東
蝦
夷
地
ユ
ウ
ブ
ツ
に
着
船
。
一
日

逗
留
。」

と
記
し
、
四
日
間
の
行
程
で
勇
払
に
至
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
お
り

ま
た
こ
の
内
陸
路
を
「シ
コ
ツ
越
」
と
称
し
て
い
る
。
ま
た
寛
政

(0)
十
一
年
(一
七
九
九
)
幕
吏
遠
山
金
四
郎
の
『未
曽
有
記
』
に
も

「口
蝦
夷
と
奥
蝦
夷
を
弁
す
る
処
は、
瓢
箪
の
中
く
び
れ
た
る
形

の
所
を
シ
コ
ツ
越
と
て
の
山
路
有
と
云
。」と
記
し
て
い
る
か
ら
、

こ
の
内
陸
路
は
初
め
「シ
コ
ツ
越
」
と
唱
え
ら
れ
て
い
た
。

以
上
の
よ
う
に、
幕
府
直
轄
以
前
の
内
陸
路
は、
石
狩
よ
り
舟
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で
さ
か
の
ぼ
り、
途
中
ツ
イ
シ
カ
リ
(対
雁)
イ
チ
ャ
リ
プ
ト
(漁川
河
口)、シ

コ
ツ
(千
歳)
で
止
宿
し
、
さ
ら
に
山
道
を
越
え
て
ビ
が
よ

り
ま
た
舟
行
し
勇
払
に
至
る
四
日
の
行
程
で
、
そ
の
距
離
は
お
よ
そ
三
六
里
と
称
せ
ら
れ
て
い
た
。

『苫
小
牧
町
史
』
昭
和
十
五
年
五
月

注
(1)

扇
谷
昌
康
『千
歳
越
え
の
記
録
ー
そ
の
歴
史
と
現
状』
苫
小
牧
地
区
自
然
保
護
関
係
調
査
報
告
書
、
昭
和
四
十
八
年
三月

(2)
『日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
第
四
巻
』
昭
和
四
十
四
年
六
月

(3)
(4)

大友
喜
作
編
『北
海
随
筆
・松
前
志
・東
遊
記
』
北門
叢
書
第
二
冊
、
昭
和
四
十
七
年
四
月

(5)
飛
弾
屋
文
書
『石
狩
山
請
負
伐
出
之
場
所
』

(6)(7)
注
(3)に

同じ
(8)

市
立
函
館
図
書
館
本
に
よ
る
。

二
沿
岸
路
の
整
備

寛
政
十
一
年
(一
七
九
九)、東

蝦
夷
地
が
幕
府
の
直
轄
地と
な
る
に
及
び
、
幕
府
は
国
防
と
開
拓
の
必
要
か
ら
、
特
に
箱
館
か
ら
エ
ト

ロ
フ
に
か
け
て
の
交
通
施
設
の
整
備
を
急
務
と
し
て
主
力
を
注
い
だ
。
す
な
わ
ち

「蝦
夷
の
地
は
盡
く
験
咀
に
し
て
通
路
自
在
な
ら
ず
、
所
と
し
て
は
人
人
蹟
を
絶
え
、
其
海
岸
搔
送
り
舟
を
も
っ
て
漸々
に
通
路
を
な
す
と
い
へ
ど
も
、
風

順
よ
から
ざ
れ
ば
舟
行
の
道
を
た
ち
、
徒
に
風
を
待
て
日
を
送
る
。
かく
て
は
事
あ
ら
ん
時
急
を
告
る
に
妨
あ
り
。
亦
常
に
往
来
の
煩
ひ
な
れ
ば
、
こ
とご

と
く
道
を
開
て
通
路
を
つ
け、
往
来
の
煩
な
か
ら
し
め、
又
数
里
の
間
旅
宿
な
け
れ
ば、
旅
行
の
も
の
野
宿
の
労
に
た
え
ず、
前
に
い
ふ
所
の
官
舎
を
建
て

旅
宿
と
せ
ん
。
先
是
等
の
数
事
を
さ
し
あ
た
る
所
の
急
務
と
し
て
手
を
下
さ
む
。」

と
いう
方
針
で
、
幕
府
は
蝦
夷
地
各
地
の
交
通
路
の
整
備
に
着
手
し
た
。

(『休
明
光
記
巻
之
一』)
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道
路
の
開
削
は、
寛
政
十
年
(一
七
九
八)、
近
藤
重
蔵
に
よ
る
ビ
タ
タ
ヌン
ケ、
ル
ベシ
ベ
ツ
間
の
山
道
開
削
が、
蝦
夷
地
に
お
け
る

こ
う
し

道
路
開
削
の
嚆
矢
で
あ
っ
た
。
翌
十
一
年
に
は
様
似
山
道、
猿
留
山
道
を
開
削
さ
せ
た
。
ま
た
長
万
部、
虻
田
間
も
寛
政
十
一
年、
松
前

藩
に
命
じ
て
開
削
に
着
手
し
た
が
完
成
せ
ず
、
文
化三年

に
至
っ
て
よ
う
や
く
竣工
し
た
。

こ
の
よ
う
な
努
力
に
よ
っ
て
、
蝦
夷
地
の
交
通
は
未
だ
完
全
と
は
言
え
な
い
ま
で
も、
風
浪
の
日
で
も
人
馬
の
通
行
に
は
差
支
え
が
な

い
よ
う
に
な
り
、
ま
た
従
来
の
迂
回
す
る
所
に
は
近
道
を
開
いて
里
程
を
減
じ
、
交
通
に
は
大
い
に
便
宜
を
与
え
た
。
享
和三
年
(一
八

〇三
)、『
休
明
光
記
』
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「東
蝦
夷
地
エ
ト
ロフ
嶋
迄
松
前
よ
り
凡三
百
里、
箱
館よ
り
二
百
七
十
余
里
也
し
が、
追
場々
所
々
々
に
て
山
道
を
ひ
ら
き、
近
道
を
附
た
る
程
に
、
今

の
里
程
左
のご
と
し

(中
略
)

ホ
ロ
ベ
ツ
よ
り
シ
ラ
ラ
イ
迄
、
七
里
七
町、
但
休
所
ア
イ
ロ

シ
ラ
ラ
イ
よ
り
ユ
ウ
ブ
ツ
迄
、
九
里
、
但
休
所
コ
イ
ト
イ

ユ
ウ
ブ
ツ
よ
り
サ
ル
迄、
八
里
、
但
休
所
ム
カ
ハ

ま
た
、
幕
府
は
道
路
の
開
削
と
同
時
に、
各
地
に
旅
宿
所
を
設
け
た
。
東
蝦
夷
地
で
は
初
め
会
所
と
同
じ
で
あ
っ
た
が
、
後
に
宿
泊
に

は
別
棟
を
設
け
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
を
旅
宿
所
ま
た
は
通
行
家
と
呼
ん
だ
。
さ
ら
に
場
所
と
場
所
と
の
間
の
道
々
に
は
昼
休
所
あ
る
い

は
小
休
所
な
ど
を
設
け
、
ま
た
大
川
に
は
渡
船
を
置
い
て、
交
通
の
便
宜
を
図
っ
た
。
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
事
情
を
、
文

(一)
化
四
年
(一
八
〇
八)
の
『蝦
夷
地
海
陸
道
法
図
説
』
に
よ
っ
て
み
る
と

一、
シ
ラ
ラ
イ
よ
り

ユ
ウ
フ
ツ
迄
九
里、
コイ
ト
エ
昼
所
迄
四
里
半、
同
所
入
口
有、
船
渡、
エ
ソ
家
拾
軒
斗
有、
会
所
前
弁
天
ノ
小
社
ア
リ
。

是
ヨ
リ
ュ
ウ
フ
ツ
迄
砂
浜
ナ
リ
。
サ
タ
イ
迄
一
里
半
斗
、
同
所
入
口
有
、
船
渡、
エ
ソ
家二
軒
斗、
是
ヨ
リ
コ
イ
ト
エ
マ
テ
三
里
ノ
間
、
所
川々
有、
何

レ
モ
橋
ア
ル
也
。
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コイ
ト
エ
昼
所、
小
屋
等
エ
ソ
家
一
軒
有、
是
ヨ
リ
ヘ
ツ
ヘ
シ
迄
二
里
廿
四
町、
此
間
川
有、
歩
行
橋
ア
リ
、
ヘ
ツ
ヘ
シ
、
エ
ソ
家
ア
リ
、
是
ヨ
リ
エ
ウ

フ
ツ
也
。
一里
半
余ノ
間
、
川
二
筋
有、
何
レ
モ
橋
ア
ル
也
。

サ
ル
マ
テ

一、
エウ
フ
ジ
ョ
リ

八
里
、
下
武
川
昼
所
迄
四
里
余
、
同
所
入
口
川
有
、
船
渡、
会
所
杯
近
辺
ノ
大
会
所
也
。
通
之
內
番
付
之
板
蔵八
番
迄
見
ル
。
鮭

大
漁
ノ
場
所
ノ
由、
通
ノ
内
エ
ソ
家
五
、
六
軒
有。
出
口
左
ノ
方
弁
天
之
社
ア
リ
。

是
ヨ
リ
ホ
ン
ヘ
ツ
マテ
二
里
半
斗
。
同
所
入
ロ
川
ア
リ
、
船
渡、
エ
ソ
家
拾二
軒
斗
有
。

是
ヨ
リ
ア
ツ
マ
川
迄
一
里
斗
、
同
所
船
渡
也
。

是
ヨリ
下
武
川
迄
一
里
半
斗、
新
野
道
之
中
程、
小
休
所
有
。

下
武
川
入
口、川

有。
船
渡、
同
所
八
王
子
同
心
者
開
発
畑
アリ
、
作
物
相
応ノ
内、
右
御
同
心
是
ヨ
リシ
ラ
ヌ
カ
迄ノ
間、
百
五
拾
人
ノ
在
住
之
内、
文

化
元
年
不
’残
御引
払
也。

下
武
川
昼
所
也、
是
ヨ
リ
サ
ル
川
迄
三
里
廿
町
之
間、
チ
ウ
タ
イ
番
所
迄
四
五
町、
エ
ソ
家
ア
リ
。

是
ヨ
リ
モン
ヘ
ツマ
テ
拾
町
斗、
同
所
エソ
家
ア
リ
、
是
ヨ
リ
サ
ル
迄
二
拾
町
斗
也。

当
時
ュ
ウ
フ
ツ
場
所
は、「下

宿
所、
三ヶ
所」
と
い
わ
れ、
そ
の
宿
泊
料
は

と
あ
っ
て
、
施
設
の
整
備
の
ほ
ど
が
知
ら
れ
る
。

「南
部、
津
軽
勤
番
、
並
蝦
夷
地
通
行
の
者
旅
籠
代

一、
泊
一
昼
銭
五
二
十
五
文、
但
夜具
持
参
の
者
は
百
五
文

御
用
地
支
配
人、
通
詞、
番
人

一泊
一
昼
銭
九
十
六
文

一、
御
役
人
家
来
へ
夜
具
貸
候
は、
損
料
夜
具
一
つ
銭
六
文

一、
駄
賃
本
馬
一
疋
の
割
合
一
里
四
十
文
づ
つ
白
老
へ、
一里
十
四
文
づ
つ
砂
留
へ」

(『苫
小
牧
町
史
』
昭
和
十
五
年)
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と
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
この
記
事
に
あ
る
よ
う
に
通
行
家
は
人
馬
継
立
も
取
扱
い、
急
を
要
す
る
場
合
は、
早
馬、
早
走、
早
船
な
ど

の
用
意
が
さ
れ、
こ
れ
に
は
会
所
の
番
人
お
よ
び
ア
イ
ヌ
が
人
足
と
し
て
使
わ
れ
た
。

東
蝦
夷
地
で
馬
が
使
用
さ
れ
た
の
は
、
寛
政
蝦
夷
乱
の
折
、
松
前
軍
が
馬
二
〇
頭
を
持
っ
て
砂
原
か
ら
絵
へ
渡
っ
た
の
が
最
初
で
あ

(2)
る
。
そ
の
後、
そ
の
馬
を
留
め
た
の
か、
有
珠
で
若
干
飼
育
さ
れ、
様
似
ま
で
の
運
搬
に
使
用
さ
れ
て
い
た
。
さら
に
寛
政
十
一
年、
東

蝦
夷
地
の
山
道
が
開
削
さ
れ
る
と
、
幕
府
は
馬
六
〇
頭
と
牛
四
頭
を
南
部
か
ら
購
入
し
て
、
こ
れ
を
各
場
所
に
配
当
し
て
駅
馬
の
用
に
供

し
た
。
こ
の
駅
馬
に
つ
い
て
は
『
休
明
光
記
巻
之二
』
に

「先
達
て
出
立
の
官
吏
ど
も
、
南
部
に
於
て
馬
六
十
足
、
牛
四
疋
を
買
上
来
り
、
場
所
々
々
に
畜
ひ
置
て
日
用
を
弁
ぜし
む
。
此
牛
馬
廻
り
た
る
時、
蝦
夷

人
共
は
じ
め
て
見
る
が
ゆ
へ
に、
驚
き
恐
れ
て
近
寄
も
の
な
く
、
後
に
は
つ
か
い
馴
て
悦
事
か
ぎ
り
な
し
。
此
牛
馬
年
に々
子
を
生
じ
て
、
今
蝦
夷
地
に
み

ち
く
た
り
。」

と
述
べ
て
いる
。
文
化
四
年
(一
八
〇
八)
の
田
草
川
伝
次
郎
の
『西
蝦
夷
日
記
』
に
よ
る
と
、
当
時、
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
の
馬
は
「千
年

川、
馬
四
十
疋
程
有
之
」「勇
武
津
に
馬
四
十
疋
程
有
之
由」
と
あ
り
、
ま
た
文
化
六
年
(一八

〇
九
)
の
『東
行
漫
筆』
に
は
「馬
五
十

四
、
五
匹
」
と
記
し
て
お
り、
馬
は
駅
馬
と
し
て
ば
か
り
で
な
く
、
後
に
は
千
歳
の
サ
ケ
を
運
搬
す
る
た
め
の
荷
馬
車
用
に
も
利
用
さ
れ

た。
人
馬
賃
銭
は、
享
和三
年
(一
八
〇
三
)、一

里
に
付
き
人
足
一
人
銭
二
〇
文、
馬
一
頭
銭
四
〇
文
と
し
、
山
道
は
人
夫
賃
二
割
増
し
と

(3)
定
め
ら
れ
た
。
な
お
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
に
お
け
る
規
定
に
つ
い
て
は、
前
述
の
ご
と
く
、
馬
一
頭
一
里
に
つ
き
、
白
老
へ
は
四
〇
文
、
沙
流

へ
は
一
四
文
と
な
っ
て
い
た
。

注
(1)

(2)(3)

市
立
弘
前
図
書
館
本
に
よ
る
。

『新
北
海
道
史
第二
卷
通
説
一』
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三
内
陸
路
の
開
削

東
西
蝦
夷
地の
連
絡
路
と
し
ての
役
割
を
も
つ
「シ
コ
ツ
越」
の
内
陸
路
は、
幕
府
直
轄
下
で
はど
の
よ
う
な
状
態
で
あっ
たろ
う
か。

直
轄二
年
目
の
享
和
元
年
(一
八
〇
一
)、こ
の
地
を
通
っ
た
幕
吏
磯
谷
則
吉
の
『蝦
夷
地
道
中
記
』
は
、
つぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「四
月
(注
五
月
四
日)、辰

刻
過
小
舟
に
乗
り
て
ユ
ウブ
ツ
川
を
登
る
。
凡
十
間
余
に
し
て
浅
き
川
な
り
。二
里
斗
に
し
て
湖
に
至
る
。
廻
り
凡三
里
も
あ

る
べ
し
。
中
央
を
通
り
て
又
一
里
半
斗
に
し
て
ビ
、
と云
所
に
至
、
三四
家
あ
り
て
シ
コ
ツ
よ
り
鮭
を
運
送
す
。
此
所
に
い
た
り
川
内
い
と
狭
く
し
て
チ
プ

さ
へ
横
た
へ
か
た
し
。

チ
プ
は
蝦
夷
舟
の
名、
巾二
尺
四
五
寸、
長
壱
丈
斗
り、
木
を
く
り
て
両
端
に
壱
尺
斗
の
板
を
付、
木
の
皮
を
以
て
結
付
た
り

是
よ
り
林
中
を
行
事
半
里
にし
て
左
右
眼
の
及
限
甘
棠
の
花
盛
な
る
事
壱
里
に
及
ふ
。
其
景
色
行
過
か
た
く
覚
ゆ
。

ロ
ウ
サン
と云
所
の
会
所
に
至
、
某
公
よ
り
道
を
は
や
め
よ
と
手
残
し
為
れ
は、
い
そ
き
支
度
し
て
申
刻
過
ウ
ツ
ロ
舟
に
乗

此
舟
は
巾
二
尺
斗、
長
二
間
斗
の
大
木
を
く
り
た
る
也。
棹
取
の
夷
人
三
人、
番
人
壱
人
惣
而
七
人
座
し
た
り
て、
自
由
な
り
か
た
し
。

シ
コ
ツ
川
を
下
る
。
早
き
事
矢
の
こ
と
し
。
壱
里
半
斗
に
し
て
オ
サ
ツト
ウ
に
至
る
。
周
廻
凡
五
里
斗
も
あ
る
べ
し
。

湖
沼
な
ど
の
事
を
夷
人
唱
て
ト
ウ
と
云
、
本
邦
に
て
も
池、
沼
の
事
を
堤
と
い
へ
は
、
是
も
ツ
ツ
の
事
に
て
塘
な
る
へ
し
。

ロ
ウ
サ
ン
よ
り
三
里
余
に
し
てイ
ヒ
ツと
云
所
に
至
る
。」

ま
た
石
狩
よ
り
内
陸
路
を
利
用
し
て
勇
払
に
至
っ
た
記
録
と
し
て
は、
文
化三
年
(一
八
〇
六
)
の
『東
海
参
譚』
が
あ
る
が、
す
で
に

本
章
第
一
節
に
お
いて
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
さ
ら
に
文
化三
年
の
記
録
に
よ
れ
ば
「ユ
ウ
フ
ツ
を
発
此
日
東
海
を
離
れ
西
浜
に
貫
き
出

(1)
づ。
是
を
ユ
ウ
フ
ツ
越
と
い
ふ。」と

記
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
内
陸
路
の
コ
ー
ス
は
前
代
同
様
で
あ
る
が、
従
来
「シ
コ
ツ
越
」

と
い
わ
れ
て
い
た
内
陸
路
は、「
ユ
ウ
フ
ツ
越
」
と
も
称
し
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。
そ
の
里
程
は

勇
武
津
よ
り
ビ
『
迄

五
里
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ビ
、
よ
り
千
年
川
迄

弐
里

千
年
川
よ
り
イ
サ
リ
フ
ト
迄

五
里

千
年
川
よ
り
石
狩
迄

凡
廿
五
里

(『東
蝦
夷
地各
場
所
様
子
大
概
書』)

と
い
わ
れ
、
し
た
が
っ
て
勇
払
よ
り
石
狩
ま
で
は
水
路
三
〇
里
、
陸
路二
里
で、
合
計
三
二
里
の
行
程
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

山
川
如
書
人

の
怒
り料

水
路
を
航
行
す
る
に
は
普
通、
ア
イ
ヌ
の
丸
木
舟
を
利
用
し
た
。『蝦
夷
地
道
中
記
』
の
記

事
に
み
ら
れ
る
と
お
り、
勇
払
川
で
チ
プ
と
称
し
た
蝦
夷
舟
は
「巾
二
尺
四
寸、
長
壱
丈
斗

り
、
木
を
く
り
て
両
端
に
壱
尺
斗
の
板
を
付、
木
の
皮
を
以
て
結
付
た
り
。」と

い
う
から
こ

の
丸
木
舟
と
い
う
の
は
板
綴
舟、
ま
た
は
縄
綴
舟
と
い
い、
ア
イ
ヌ
語
で
イ
タ
オ
マ
チ
プ
と

い
わ
れ
る
種
類
の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
千
年
川
に
使
わ
れ
た
と
い
う
「ウ
ツ
ロ
舟
」
は
「巾

二
尺、
長
さ
二
間
斗
の
大
木
を
く
り
た
る
也。」と

し
た
も
の
で、
こ
れ
は
普
通
の
丸
木
舟、

ア
イ
ヌ
語
で
「チ
プ
」
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
昭
和
四
十
一年
七
月、
当
市
沼
ノ
端
勇

払
川
河
岸
で
丸
木
舟
が
発
掘
さ
れ
た
が、
こ
れ
に
よ
る
と
五
隻
の
う
ち
三
隻
が
チ
プ
で
、
他

は
イ
タ
オ
マチ
プ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
大
き
さ
は
七
～
九
メ
ー
ト
ル
程
度
で、
種
類
に

さ
お

よ
る
差
異
は
な
い
が
、
チ
プ
に
は
櫂
あ
る
い
は
棹
な
ど
の
推
進
具
が
あ
っ
た
が
、
イ
タ
オ
マ

望む
チ
プ
に
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い。
こ
れ
ら
の
丸
木
舟
が
勇
払
川
の
河
岸
に、
繋
留
さ
れ
た
状

態
で
発
見
さ
れ
た
こ
と
は、
文
献
上
の
史
実
を
裏
付
け
る
も
の
と
し
て、
貴
重
な
資
料
で
あ

(2)
る
。
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ボ
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も
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多
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燈
叫
汁
水云�
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の幼
兒
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民安元

で是
写
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査
の業
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を
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す
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文
化
四
年
、
西
蝦
夷
地
が
上
地
と
な
り
、
蝦
夷
地
が
す
べ
て
幕
府
の
直
轄
地
と
な
っ
た
が、
こ
の
年、
石
狩
か
ら
シ
コ
ツ
越
で
勇
払
に

(3)
来
た
田
草
川
伝
次
郎
の
日
記
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
十
月
十
日

1、
朝
五
時
頃
イ
シ
カ
リ
出
船
川
筋
上
る
、
船
中
に
而
昼
弁
当
、
ト
ウ
ベ
ツ
よ
り
少
し
行
日
暮
、
夜
九
時
過
ツ
ェシ
カ
リ
へ
着
、
泊
小
家
に
而
食
事
い
た
し

明
日
食
物
仕
入
等
同
所
に
而
為
致、
暁
七
時
出
来
に
付
同
所
出
船
両
人
に
て
図
会
一
艘

□
蝦
夷
人
並
蝦
夷
地
稼
之
も
の
共
は、
川
筋
く
り
舟
に
而
往
来
い
た
し
候
へ
ど
も
荷
物
も
多
く
其
上
雨
天
等
之
節
不
弁
利
之
趣
に
付、
舟
之
儀
忠
兵
衛

よ
り
相
約
候
処
、
左
候
は、
図
会
に
而
弁
当
可
致
旨
、
猶
又
自
分
へ
も
承
合
に
吉
場
所
支
配
人
昨
夜
来
候
間、
図
会
宣
候
旨
申
遣、
尤
く
り
舟
よ
り
は

舟
行
遅
く
候
旨
申
聞
之

一、
イ
シ
カ
リ
川
筋
左
右
山
不
見、

一円
平
地
林
木
茂
り
川
岸
川
柳
一
円
有
之
、
折
鮭々
漁
小
屋
あ
り
、
是
は
イ
シ
カ
リ
川
ロ
よ
り
サ
ッ
ポ
ロ
迄
之
間、
川

丈
け
百
里
余
之
蝦
夷
集
り
鮭
漁
の
所
の
よ
し
、
秋
味
荷
物
積
出
し
夫
よ
り
銘
々
食
料
を
取
干
上
げ、
追
々
本
宅
へ
戻
る
此
節
も
い
ま
だ
漁
小
屋
に
居
る
も

のも
有
之
、
今
日
も
帰
舟
多
有
之

一、
石
狩
川
筋
右
之
方
に
川
尻
有
之
分

ハ
ツ
シ
ャ
ブ

サ
ッ
ポ
ロロ
ト
ウ
ベ
ツ
其
外
夷
家
あ
り

ツ
ェシ
カ
リ

ツ
ェシ
カ
リ
泊
小
屋
は
川
尻
よ
り
余
程
左
に
あ
り
、
左
に
は
川
無
し

一、
行
程
凡
十
一二
リ

く
り
舟
に
而
も
短
日
之
頃
は
朝
六
時
頃
よ
り
出
精
候
而
も
夜
に
入
よ
し

一、
ツ
ェシ
カ
リ
泊
小
屋
は
石
狩
よ
り
建
し
よ
し
、
誠
之
小
屋
也

十
月
十
一
日
己
卯
晴
昼
前
よ
り
雨
夜
中
不
止
寒
風
無
之
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一、
明
け
七
時
頃
ツ
ェシ
カ
リ
出
船、
イ
ベ
ツブ
ト
よ
り
夜
明、
シ
ュ
マ
マ
ツ
ケ
辺
に
而
日
入
、
夜
九
時
頃
に
至
り
雨
強
風
も
出、
蝦
夷
人
こ、
え
難
儀
之

由
ニ
付、
川
岸
に
船
繋
ぎ
岡
に
而
火
を
焚、
夷
人
番
人
等
夜
を
明
す

但
船
中
に
而
昼
食
は
致
す
、
夜
食
は
焚
所
無
之
に
付
不
食

一、
ツ
ェ
シ
カ
リ
よ
り
一
り
程
行
、
右
へ
イ
ベ
ツブ
ト
川
筋
へ
曲
る、
川
尻
に而
は
巾
四
五
十
間
あ
り
、
追
細々
く
成、
水
深
し
、
此
川
筋
左
右
と
も
石
狩

川
同
断、
両
川
と
も
川
中
立
木
流
還
り
所
有々
之
、
舟
路
六
ケ
敷

但
ブ
ト
は
川
尻
之
事
也

一、
イ
ベ
ツ
川
左
は
ユ
ウバ
リ
川
尻
あ
り
、
右
に
シ
ュ
マ
マ
ッ
プ
川
尻
あ
り
、
夫
よ
り
繋
船
之
所
迄
枝
川
無
之

一、
行
程
繫
船
之
所
迄
凡
十二
三り

一、
六
時
頃
繋
船
之
所
よ
り
出
船、
暫
行
イ
チ
ャリ
ブ
ト
泊
家
よ
り
番
人
迎
舟
に
而
来、
昨
夜
来
候
所
行
違
ひ
シ
ュ
マ
マ
ッ
ケ
迄
引
返
し
候
由
申
聞、
朝
五

(夕)
十
月
十
二
日
庚
辰
雨
暁
少
雪々
降
風
無
之
寒

時
過
イ
チ
ャリ
ブ
ト
へ
着
、
泊
家
へ
止
宿

但
イ
チ
ャ
リ
ブ
ト
よ
り
ユ
ウ
ブ
ツ
ロ

間
、
次
之
間
も三
ヶ
所
程
勝
手
広
く
道
中
本
陣
風
之
作
り
也

一、
イ
ベ
ツ
川
筋
右
に
枝
川
イ
チ
ャ
リブ
ト
と
云
ふ
、
直
に
川
口
に
泊
家
あ
り

一、
イ
ベ
ツ
川
上
は
シ
コ
ツ
沼
の
よ
し

一、
行
程
二
り
程

一、
シ
コ
ツ
迄
陸
路
有
之
旨
石
狩
支
配
人
申
聞
候
に
付、
泊
家
番
人
に
承
候
処、
野
地
水
深
く
蝦
夷
往
来
も
無
之
由
、
尤
シ
コ
ツ
川
尻
迄
は
図
合
に
而
宣
、

同
所
よ
り
ハ
シ
コ
ツ
よ
り
川
舟
相
廻
候
段
申
聞
候
に
付、
石
狩
よ
り
附
添
来
番
人
ヘ
シ
コ
ツ
川
尻
迄
図
合
に
而
相
越
候
段
申
渡

‒‒(中
略)
‒

一、
イ
ベ
ツブ
ト
よ
り
イ
チ
ャリ
ブ
ト
迄
川
筋
泊
家
夷
家
等
無
之
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り
、
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コ
ツ
千
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と
も
云
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よ
り
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人
来
取
扱、
平
生
は
明
家
の
よ
し
、
然
ど
も
大
成
家
作
に
而
玄
関
座
敷
も
二
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一、
石
狩
よ
り
イ
チ
ャリ
ブ
ト
迄
行
程

凡
二
十
五
里、
是
はシ
コ
ツ
番
人
に
尋
同
所
右
之
通
答
ふ
、
其
外
石
狩
之
も
の
杯
に
尋
候
而
も
里
数
不
此
里
数
相
当
な
り

十
月
十
三
日
辛
巳
暁
雪
少
降
寒
明
よ
り
曇
夕
方
薄
晴
風
無
之
寒
寛
方

一、
五
時
前
イ
チ
ャ
リ
ブ
ト
出
船、
ラ
サ
ツ
蝦
夷
乙
名
家
に
而
昼
弁
当
遣
ひ、
同
所
迄
石
狩
図
会
に
而
来
同
所
迄
千
年
川
よ
り
く
り
舟
数
艘、
此
方
乗
船
は

ア
ク
ツ
舟
と
唱
来
た
り
舟
程
の
舟
に、
屋
根
附
な
り
、
夫
よ
り
右
船
乗
替
七
時
過
千
年
川
へ
着
、
泊
会
所

一、
今
日
は
水
増
有
之
、
ラ
ザ
ツ
迄
図
合
相
越
水
少
き
時
は
ラ
サ
ツ
沼
口
よ
り
小
舟
の
よ
し

一、
ラ
サ
ツ
よ
り
千
年
川
枝
川
、
夫
よ
り
千
年
川
上
る
、
此
川
水
流
早、
夫
ゆ
え
図
会
は
不
通

ー
(中
略)

1

一、
ラ
サ
ツ
は
沼
へ
落
る
川
な
り、
千
年
川
よ
り
小
川
也、
此
川
少
し
上
り
夷
家
あ
り
、
同
所
に
而
昼
休
又
元
の
沼
へ戻
り
千
年
川
枝
川
へ
入
、
沼
を
行
は

少
し
な
りー
(中
略)
‒

一、
行
程
四
り
半
程

十
月
十
四
日
壬
申
雨
大
降
東
風
気
寒
寛
夕
方
雨
止
申
の
風
大
に
強
寒
強

一、
五
時
過
千
年
川
出
立、
ビ
ビ
迄
陸
路、
同
所
番
家
に
而
小
休、
同
所
よ
り
乗
船ビ
ビ
ブ
ト
番
屋
に
而
昼
弁
当
遣、七

時
前
ユ
ウ
ブ
ツ
へ着
岸、
泊
会
所

一、
陸
路
平
地
に
而
先
年
タ
ルマ
エ
山
焼
砂
降
候
由
に
而、
道
筋
其
外
一
円
焼
砂
故
道
至
而
よ
し
、
尤
左
右
一
円
平
地

一、
ビ
ビ
よ
り
小
山
連
る
、
ビ
ビ
川
の
源
也、
山
間
よ
り
出
る
水
な
れ
ど
も
末
に
沼
あ
り
て
水
渇
く
事
な
し
と
也、
源
よ
り
通
船
相
成

一、
乗
船
は
ア
ク
ツ
舟
に
而
屋
根
無
之
、
文
右
衛
門
先
へ
行
、
と
ま
に
て屋
根
仕
立
乗、
荷
物
も
少
積々
入
、
外
荷
物
く
り
舟
に
而
行

此
沼
長夫
よ
り
ユ
ウブ
ツ
川
下
る
二
り
余

一、
道
筋
陸
路二
り
程、
ビ
ビ
よ
り
沼
迄
二
り
程下
り
、
沼
三
十
丁
程渡
一
り
程

‒‒(
中
略)
-

一、
ユ
ウブ
ツ
辺
迄
都
而
焼
砂
地
也、
石
狩
よ
り
是
迄
始
終
左
右
山
無
之
渺
々
た
る
平
地
な
り
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ー
(中
略
)
‒

一、
行
程
七
り
。」

こ
の
記
録
に
あ
る
よ
う
に、
石
狩
よ
り
千
歳
ま
で
四
日、
千
歳
よ
り
勇
払
ま
で
一
日
で
、
合
計
五
日
を
要
し
て
い
る
。
こ
れ
は
文
中
に
も

あ
るご
と
く
、
石
狩
よ
り
千
歳
川
口
ま
で
は
図
会
船
を
利
用
し
た
た
め
で、
船
足
が
遅
く
し
か
も
千
歳
川
は
急
流
の
た
め
に
、
丸
木
舟
に

乗
り
か
え
て
い
る
。
図
会
船
と
は

「長
七
間、
巾
七
尺
、
深
弐
尺
五
寸、
鯡
、
鮭
等
都
て
漁
船
に
こ
れ
を
用
ゆ
、
此
度
巡
行
乗
船
に
も
み
な
此
船
を
用
ゆ
。」

(武
藤
勘
助
『蝦
夷
日
記』)

と
あ
る
よ
う
に、
当
時
と
し
て
は
比
較
的
大
き
な
漁
船
で、
沿
岸
の
舟
路
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
普
通
の
場
合
に
比
べ

て
一
日
多
い
日
数
と
な
っ
た
も
ので
あ
る。
当
時、
石
狩
か
ら
千
歳
ま
で
の
所
要
日
数
は、
前
代
同
様
に三
日
で、
千
歳
よ
り
勇
払
ま
で

は
一
日
の
合
計
四
日
と
な
っ
て
お
り
、
道
中
の
宿
泊
地
は
ツ
イ
シ
カ
リ
、
イ
チ
ャ
リ
フ
ト
、
千
年
川
(千
歳
)
で
、
ツ
イ
シ
カ
リ
、
イ
チ

ャ
リ
フ
ト
に
は
番
屋
が
あ
っ
て
旅
宿
の
便
を
図
っ
て
い
た
。

ま
た
、
勇
払
よ
り
石
狩
へ
出
る
に
は
、
前
述
の
『蝦
夷
地
道
中
記
』
の
よ
う
に
、一
日
で
越
え
た
例
が
あ
る
が、そ

れ
は
特
例
で
、
普
通

(
4
)

は
「
千
年
川
よ
り
石
狩
迄
川
路
弐
口
里
余、
石
狩二
日
に
て
下
る
。」と
あ
る
よ
う
に、
二
日
路
の
行
路
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は、
勇
払
、
美

川々
の
流
れ
が
緩
慢
で、
溯
行
に
は
大
し
た
障
害
も
な
く
、
ま
た
千
年
川
よ
り
石
狩
間
は
、
距
離
こ
そ
長
い
が
流
れ
に
随
う
の
で、
溯
上

こ
う

よ
り
ず
っ
と
早
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
当
代
に
お
け
る
交
通
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
内
陸
路
の
開
削
が
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
寛
政
十
二
年
、
皆
川
周
太

夫
に
よ
る
内
陸
路
の
計
画
は
、
惜
し
く
も
実
現
を
み
る
に
い
た
ら
な
か
っ
た
。
し
か
る
に
文
化
年
間
に
な
っ
て
、
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
の
惣
支

配
人
を
し
て
い
た
山
田
文
右
衛
門
に
よ
っ
て、
美
、々
千
歳
間
と
、
千
歳、
漁
太
間
が
開
削
さ
れ
た
。『
新
選
北
海
道
史
』
に

第
四
編
幕
藩
時
代

539



苫
小
牧
市
史
上
巻

美々山道付近 (昭和49年)

「ビ
ビ
、
千
歳
間
は
文
化
中
修
築
し
て
馬
車
を
通
ず
る
様
に
し
た
。
千

歳
、
漁
太
間
六
里
も
亦
文
化
中
に
開
鑿
さ
れ
た
と
言
は
れ
て
居
る
。」

(07
)

と
あ
り
、
ま
た
『北
海
道
道
路
誌
』
に
も

「ビ
、
千
歳
間
は
文
化
年
間
開
鑿
せ
る
所
に
し
て
車
馬
を
通
す
。
又
千

歳
漁
太
間
六
里
も
文
化
年
間
に
開
鑿
せ
り
。」

と
し
、
さ
ら
に

「文
化
年
間
開
鑿
せ
る
千
歳
越、
千
歳
ビ
、
間
は
山
田
屋
文
右
衛
門
の

開
く
所
な
り
し
か
其
後
文
右
衛
門
は
勇
払
場
所
請
負
人
と
な
り
千
歳
も

同
場
所
内
に
あ
り
て
従
来
多
額
の
鮭
を
産
せ
り
是
れ
蝦
夷
地
に
於
て
荷

馬
車
を
使
用
せ
る
嚆
矢
に
し
て
特
筆
す
べ
き
事
件
た
り
弘
化
の
頃
は
千

歳
に
馬
二
十
七
、
八
頭、
車二
十
挺
許
あ
り
し
と
云
ふ
。」

と
記
し
て
い
る。
も
と
も
と
美
、々
千
歳
間
は
古
く
か
ら
ア
イ
ヌ

の
踏
分
け
路
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
り、
ま
た
千
歳
、漁
太
間
も
「シ

コ
ツ
迄
陸
路
有
之
旨
、
石
狩
支
配
人
申
聞
候
に
付、
泊
家
番
人
に

承
候
処、
野
地
水
深
く
蝦
夷
往
来
も
無
之
。」と
い
う
よ
う
に
、
踏

(6)

分
け
路
程
度
は
あ
っ
た
ら
し
い
。
そ
れ
が、
東
蝦
夷
地
が
幕
府
の

直
轄
と
な
る
に
及
び
、
ヨ
サ
ツ
を
は
じ
め
イ
チ
ャ
リ
フ
ト
で
獲
れ

た
産
物
は、
石
狩
へ
出
さ
ず
に
流
れ
の
急
な
千
歳
川
を
さ
か
の
ぼ

っ
て
千
歳
で
陸
揚
げ
し
、
そ
こ
か
ら
美
ま々
で
陸
送
し
て、
再
び
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美
々
か
ら
勇
払
に
運
ぶ
と
い
う
不
便
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
美
、々
千
歳
間
の
山
道
も
『東
夷
周
覧
』
に

「三
月
末
ヨ
リ
夏
マ
テ
男
女
ト
モ
冬
稼
ノ
産
物
過
猟
魚
ラ
「シ
コ
ツ」
ヨ
リニ
里
余
ノ
山
中
ラ
背
負
ヒ
、
夫
ヨ
リ
五
里
余
川
船
ニ
テ
積
ク
ダ
シ
「ユ
ー
ブ
ツ
」

浜
ニ
テ
船
積
ノ
助
ケ
ラ
ナ
ス
。」

と
い
う
よ
う
に、
大
量
の
生
産
物
を
運
搬
す
る
た
め
に
、
か
な
り
の
労
力
と
日
数
を
要
す
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
面
を
改
善
す
る
た
め
に
行

わ
れ
た
の
が、
こ
れ
ら
荷
馬
車
道
の
開
削
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
ま
た、
そ
の
開
削
年
代
は
、
記
録
で
は
文
化
年
間
と
い
う
こ
と
で
あ

る
が、
お
そ
ら
く
文
右
衛
門
が
場
所
惣
支
配
人
を
し
て
い
た
文
化
五
、
六
年
を
前
後
す
る
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か。
い
ず
れ
に
せ
よ、
松
浦
武

四
郎
が「従
’
是
は
文
化
度
山
田
屋
文
右
衛
門
な
る
者
切
開
き
し
と
云
街
道
な
れ
ば
道
巾
広
く
、
秋
過
る
頃
は
イ
ザ
リ
・
ム
イ
ザ
リ
の
鮭
を
牛
馬
車
の三
品
に
て
ビ

“、に
下
る
道
な
り
。」

(松
浦
武
四
郎
『西
蝦
夷
日
誌
』)

要
な
ル
ー
ト
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

『苫
小
牧
町
史
』
に、
文
化三
年
七
月
四
日
会
津
の
儒
者
高
津
奏
平
及
南
部
館
野
瑞
光、
所
録
の
従
軍
記
と
いう
。

と
記
し
た
よ
う
に
、
馬
の
背
や
牛
車
に
よ
っ
て
大
量
の
サ
ケ
が
運
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
こ
の
山
道
は
正
し
く
産
業
上
か
ら
み
て
も
重

注
(
1
)

(
2
)
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会
『苫
小
牧
市
沼
,
端
丸
木
舟
発
掘
調
査
概
要
報
告
書』
昭
和
四
十
一
年
七
月

(
3
)
田
草
川
伝
次
郎
『西
蝦
夷
日
記
』

(4)
『東
蝦
夷
地
各
場
所
様
子
大
概
書
』

(5)
北
海
道
庁
『北
海
道
道
路
誌
』
大
正
十
四
年
六
月

(6)
注
(4)

に同
じ
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苫
小
牧
市
史
上
巻第
六
節
勇
武
津
不
動
と
千
人
同
心
墓
碑

蝦
夷
地
に
お
け
る
宗
教
の
伝
播
に
つ
い
て
は、
す
で
に
前
章
第
五
節
に
お
い
て
そ
の
概
略
を
述べ
た
が、
東
蝦
夷
地
が
幕
府
の
直
轄
と

な
っ
て
か
ら
仏
教
史
上
特
筆
す
べ
き
も
の
と
し
て
は、
蝦
夷三
官
寺
の
設
立
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
幕
府
は
文
化
元
年
(一
八
〇
四
)、
有

とう
じ
ゅ
いん

珠
に
善
光
寺
(浄
土
宗
)、
様
似
に
等
澍
院
(天
台
宗)、厚

岸
に
国
泰
寺
(禅
宗)
を
建
立
し
、
善
光
寺
は
山
越
内
か
ら
白
老
ま
で、
等
澍

院
は
勇
払
から
幌
泉
ま
で、
国
泰
寺
は
十
勝
以
東
と
島
ま々
で
の
地
域
を
受
持
た
せ、
そ
れ
ぞ
れ
米
一〇
〇
俵
と
一
二
人
扶
持、
金
四
八

両
の
寺
禄
を
受
け、
住
職
は
本
州
の
高
僧
を
も
っ
て
任
命
し
た
。

そ
も
そ
も
徳
川
幕
府
は
宗
教
の
中
央
集
権
化
を
図
り、
末
寺
や
出
張
所
的
な
堂
庵
は
許
可
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
が
、
新
寺
の
建
立
は
万

治
元
年
(一
六
五
八)
以
来
禁
止
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
文
化
元
年
、
三
官
寺
を
建
て
る
際
に
も
こ
の
禁
止
令
が
問
題
と
な
っ
て
い
た

の
で
あ
る
が、

「蝦
夷
地
へ
此
方
よ
り
参
り
居
る
も
の
死
亡
の
時
葬
る
べ
き
場
所
壱
ヶ
所
も
取
立
、
墓
守
の
僧
差
置、
な
お
追
都々
合
次
第
少
宛々
も
取
立
申
度、
新
規
の

寺
院
建
立
の
事
は
元
禄
年
中
停
止
の
よ
し
聞
及
び
た
り
と
い
へ
ど
も
(中
略)
蝦
夷
地
は
外
国
の
境
に
て
追
御々
世
話
も
あ
る
事
な
れ
ば
く
る
し
から
ず
(中

略
)
蝦
夷
地
へ
在
勤
の
者
末
ま々
で
にて
は
人
数
も
不
少、
南
部、
津
軽
よ
り
参
り
居
る
者
も
あ
り、
夫
等
の
内
死
失
の
時、
簡
易
に
取
計
の
為
に
も
成べ

き
に
よ
り
、
寺
院
あ
り
て
し
か
る
べ
し
。
新
寺
造
立
は
制
禁
た
り
と
い
へど
も
、
彼
地
往
宗々
門
等
取
締
に
も
可
レ然
哉
、
尤
夷
人
共
葬
理
の
事
は
仕
来
り

を
変
へ
さ
す
る
杯
い
ふ
事
に
は
あ
ら
ず
、
彼
等
自
然
と
本
邦
の
風
俗
に
移
り
来
る
事
を
亦
制
す
べ
き
に
あ
ら
す
。」

(『休
明
光
記
巻
之
五
』)

と
い
う
理
由
で
設
立
さ
れ
た
。
そ
れ
は
当
時
千
島
方
面
に
南
下
し
て
い
た、
ロシ
ア
の
ギ
リ
シ
ャ
正
教
(キ
リ
ス
ト
教)
の
進
出
を
防
ぐ
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た
め
と
、
北
辺
警
備
兵
の
精
神
的
安
定
を
は
か
り、
死
者
が
出
た
場
合
の
弔
葬
の
た
め
な
ど
に
備
え
た
も
の
で
あ
った
。
す
な
わち
前者

の
意
図
は
、
直
轄
開
始
と
同
時
に
各
地
の
場
所
々
々
の
会
所
に、
つ
ぎ
の
よ
う
な
「
法
三
章
」
を
制
札
に
掲
げ、
そ
れ
を
遵
守
す
る
こ
と

を
定
め
て
い
る
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
る
。

捉

一、
邪
宗
門
に
し
た
が
ふ
も
の、
外
国
人
に
し
た
し
む
も
の
、
其
罪
重
か
る
へ
し
。

一、
人
を
殺
し
た
る
も
の
、
皆
死
罪
た
る
へ
し
。

一、
人
に
疵
付、
ま
た
は
盗
す
る
も
の
は、
其
程
に
応
し
と
か
め
有
へ
し
。

文
化
二
年
四
月

勇武津不動 (勇払)

(東
寧
元
稹
『東
海
参
譚』文

化三
年、「日

本
庶
民
生
活
資
料
集
成
」第
四
巻
)

ま
た
、
こ
れ
は
仏
教
で
は
な
い
が
、
近
藤
重
蔵
が
ア
イ
ヌ
と
和

人
の
同
化
を
図
る
た
め
、
ア
イ
ヌ
の
間
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
オ
キ

ク
ル
ミ
伝
承
を
、
義
経
渡
島
の
伝
説
に
巧
み
に
利
用
し
て、
日
高

門
別
の
シ
ノ
タ
イ
浜
に
義
経
の
木
像
を
安
置
し
て
小
祀
を
建
て
る

な
ど
、
幕
府
の
宗
教
政
策
の
態
度
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

当
時
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
は
、
前
述
の
よ
う
に
様
似
等
澍
院
の
管
轄

下
あ
っ
て
当
地
に
は
寺
院
は
な
か
っ
た
が
、
弁
天
社
や
不
動
堂
の

小
祠
が
あ
っ
た
。
弁
天
社
は
直
轄
以
前
よ
り
勇
払
川
を
隔
て
た
東

側
に
あ
り
、
不
動
堂
は会
所
の
東
位
に
位
置
し
て
い
た
。
この
不
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勇武津不動尊堂 〔勇払〕

動
堂
が、
現
在
勇
払
の
妙
見
堂
に
あ
る
「
勇
武
津
不
動
尊
」(波
切

り
不
動)
の
前
身
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
不
動
尊
は
長
さ
〇
・

九
〇
メ
ー
ト
ル
の
石
面
の
正
面
に
不
動
明
王
を
陰
刻
し
、
台
座
に

享
和三
年
癸
亥
五
月
建
之

「勇
武
津
不
動
」、
側
面
に

通
詞

支
配
人

願
主

外
惣
番
人

金
兵
衛

与
四
兵
衛

吉
兵
衛

庄
兵
衛

重
次
郎

甚
右
衛
門

河
西
祐
助

高
橋
治
太
夫

と
刻
ま
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
不
動
尊
は
享
和
三
年
(一
八
〇
三
)
五
月、
当

時
の
ユ
ウ
フ
ツ
詰
幕
吏
高
橋
次
太
夫
と
、
同
河
西
祐
助
等
に
よ
っ

て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
当
時
の
社
会
状
勢
か
ら
、
外
に
は

外
敵
退
散
、
内
に
は
災
害
病
魔
の
廃
除、
家
内
安
全
を
祈
っ
て、
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当
地
に
来
た
武
士
や
会
所
関
係
者
等
の
不
安
動
揺
を
除
こ
う
と
願
っ
た
も
の
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
時
代
は
や
、下
る
が、
こ
の
不
動
尊
に

(2)

奉
納
さ
れ
た
守
り
札
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

奉
修
不
動
明
王
護
摩
供二
夜三
日
家
内
安
全
祈
攸

象
頭
山

金
光
院

慶
応
二
寅
年

豊
浦
山

奉
納
不
動
明
王
護
摩
供二
夜
三
日
海
上
安
全
如
意
満
足
祈
処

神
上
寺

こ
れ
を
見
る
と
、
後
に
は
海
上
安
全
を
祈
る
海
運
業
者
や
漁
業
者
の
間
に
も
信
仰
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
不
動
尊
に

対
す
る
信
仰
は
幕
末
期
を
通
じ
て
民
間
に
も
強
く
支
持
さ
れ
た
が
、
土
地
の
人
々
は
こ
れ
を
「波
切
り
不
動
」
と
呼
び
、
つ
ぎ
の
よ
う
な

伝
説
さ
え
生
ま
れ
て
い
る
。

「享
和
の
頃、
マ
コ
マ
イ
に
夜
ご
と
夜
ご
と
に
あ
や
し
い
火
が
あ
が
る
所
が
あ
り
ま
し
た
。
近
所
の
人
は
不
思
議
に
思
っ
た
け
れ
ど
も
、
お
そ
ろ
し
が
って

誰
も
近
づ
い
て
見
る
人
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
う
ち
に、
あ
ま
り
噂
が
高
く
な
っ
た
の
で
、
放
っ
て
も
お
け
な
く
な
っ
て、
有
志
の
人
が々
相
談
し

火
の
あ
が
る
場
所
を
掘
っ
て
見
た
所、
不
動
さ
ん
の
御
像
が
出
て
来
た
ので
す
。
お
不
動
さ
ん
は
人
に
踏
ま
れ
る
の
が
お
い
や
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
有
志

の人
々
は
そ
の
お
不
動
さ
ん
を
持
帰
っ
て
勇
払
に
お
祀
り
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
こ
の
「波
切
り
不
動
さ
ん
」
な
の
で
す
。」

(近
江
謙三『

勇
払
に
現
存
す
る
石
仏
の
研
究』)

勇
武
津
不
動
尊
と
と
も
に、
当
代
の
面
影
を
し
の
ぶ
手
が
か
り
と
な
る
の
は
、
現
在
も
勇
払
の
地
に
遺
存
さ
れ
て
い
る
千
人
同
心
の
墓
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苫
小
牧
市
史
上
巻

碑
で
あ
ろ
う
。
千
人
同
心
の
事
跡
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
第二
節
に
述
べ
た
が、
こ
れ
に
関
係
あ
る
墓
碑
は
、
わ
ず
か
四
基
に
す
ぎ
な
い
。

し
か
し
こ
こ
に
は
千
人
同
心
以
外
に
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
関
係
者
等
和
人
の
墓
碑
も
あ
り
、
こ
れ
ら
一
八
基
を
「蝦
夷
地
開
拓
移
住
隊
士
の
墓
」

と
し
て
、
昭
和三
十
一
年三
月
十
日、
苫
小
牧
市
記
念
物
史
跡
第
一
号
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
以
下
こ
れ
ら
の
墓
碑
に
つ
い
て
述
べ
れ
ば

(3)
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

一
八
王
子
千
人
同
心
子
弟
と
そ
の
家
族

1
井
上
忠
左
衛
門

寛
政
十
二
年
庚
申
十二
月
九
日
亡
「武
州
多
麻
郡
関戸
村
産
、
千
人
同
心
小
屋
頭」
と
墓
の
右
側
に
刻
ま
れ
て
い
る
こ
の人
は、
異
境

勇
払
の
地
に
入
殖
し
た
そ
の
年
の
瀬
に
不
幸
永
眠
し
た
の
で
あ
っ
て、
文
字
通
り
八
王
子
方
第
一
陣
百
名
の
最
初
の
犠
牲
者
で
あ
る
。
法

名
は
墓
碑
に
は
刻
記
し
て
な
い
が、
様
似
等
澍
院
の
過
去
帳
に
は
、
前
述
第
二
節
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
か
の
『桑
都
日
記
』
に

原
半
左
衛
門
に
従
っ
た
第
一
陣
の
「百
人
の
衆
姓
名
載
者
如
左
」
の
九
人
の
小
屋
頭
の六
番
目
に
そ
の
名
前
が
あ
っ
て、
職
制
上
の
役
職

者
で
あ
る
彼
は
相
当
の
年
配
者
と
み
ら
れ、
不
幸
酷
寒
の
凍
土
に
永
眠
し
た
の
で
あ
る
が
、「施

主
井
上
林
蔵
」
と
左
側
に
記
し
て
あ
る
。

.
2
小
嶋
宗
十
郎
源
正
芳

寛
政
十
三
年
辛
酉
正
月
十
五
日
亡
。
墓
の
右
側
に
法
名
を
「
智
蔵
即
満
居
士
」
と、左

側
に
「武
州
多
摩
郡
野
呂
村
産
□
施
主
身
寄
中
」

と
刻
ま
れ
て
い
る
彼
は
、
忠
左
衛
門
の
没
後
わ
ず
か
一
月
足
ら
ず
で、
この
地
に
伏
し
た
の
で
あ
っ
て、
墓
石
の
材
質
、
墓
形と
も
に
井

上
の
と
同
じ
で
あ
る
が、
苔
む
し
た
軟
質
の
墓
の
文
字
も
一
八
〇
年
近
く
の
風
雪
に
荒
さ
れ
て
い
て、
文
字
の
一
部
は
明
ら
か
で
な
い
が、

『桑
都
日
記』
の
名
簿
と
『等
澍
院
記
録
』
か
ら
し
て、
彼
で
あ
る
こ
と
が
考
証
さ
れ
る
。

(?)
3

井
上
、
村
田
、
森
田、
浅
沼、
飯
田、
青
木
。
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蝦夷地開拓移住隊士の墓

前
記
の二
基
と
同
質
のこ
の
合
同
の
墓
は、
ど
の
よ
う
な
事
情

に
よ
っ
て
か
半
折
し
て
い
る
た
め
、
下
の
方
の
名
前
が
不
明
で
あ

る
。
裏
面
に
「有
塚…
、
精
霊…
、
文
政
辛…
、
建
之…
」
と
列

記
し
て
あ
る
。
文
化
四
丁
卯
年
(一
八
〇
七
)
三月
、
幕
府
が
全

島
一
円
を
直
轄
支
配
し
た
の
に
伴
っ
て、
河
西
祐
助
は
箱
館
奉
行

の
調
役
下
役
に、
原
兄
弟
配
下
の
手
附
の
者
は
、
正
式
に
同
奉
行

同
心
の
身
分
に
登
用
さ
れ
て、
多
く
の
者
は
白
糠、
勇
払
の
入
殖

地
を
引
揚
げ、
さ
ら
に
文
政
四
年
辛
巳
(一
八
二
一
)、
蝦
夷
地
の

松
前
復
領
に
伴
い、
幕
府
関
係
機
関
の
撤
収
と
な
っ
た
が
、
こ
の

機
会
に
物
故
者
有
縁
の
者
た
ち
が
合
同
墓
碑
を
建
立
し
て
、
冥
福

を
祈
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
『
等
澍
院
過
去
帖
』
に
よ
る
と
、「
原
半
左
衛
門
手
附

者
」
と
特
記
し
、「
井
上
長
治郎

マ
ニ
テ
」「森

田
勘
次郎

享
和
辛
酉
四
月
十
五
日

ア
ツ

享
和
元
申
子
二
月
五
日
」「浅

沼
卯
之
助

享
和
元
年二
月
十
九
日
ア
ツ
マ
ニ
テ
」「飯
田
一
作
享
和
元
年

辛
五
月
十
九
日
ユ
ウ
フ
ツ」

「青
木
平
左
衛
門
享
和
元
申
子

ア
ツ
マ
詰
」「村
野
宇
助
享
和
元
年
申
子
三
月
十
日
」
と
あ
っ
て

こ
の
氏
名
は
『
桑
都
日
記』
の
名
簿
と
一
致
し
て
い
る。な

お「村
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苫
小
牧
市
史
上
巻

田
」
の
姓
は、
この
名
簿
と
『等
樹
院
記
録』
に
は
な
いが、

右
の
「村
野」
姓
と
同
一
人
物と
考
えら
れ
る。
彼
等
は
浜
厚
真
の
川
口

に
駐
在
し
て
警
固
に
当
っ
て
い
た
が、
入
地
の
初
冬
の
き
び
し
い寒
気
に
た
え
ず、
相つ
い
でこ
の
地
に
病
没
し
た
の
で
あ
っ
て、
同
地

の
「
有
塚」
のこ
の
合
同
碑
を
後
年
半
折
し
て
勇
払
に
移
し
た
も
の
と
考
証
さ
れ
る
。

4
河
西
梅
女

「清
涼
院
蓮
室
浄
香
大
姉
享
和三
癸
亥
歳
五
月二
十
二
日
亥
中
刻
寂
」
と
正
面
に、
裏
面
に
「東
蝦
夷
地
勇
武
津
在
河
西
祐
助
知

節
猪
子
氏
女
俗
名
梅
行
年二
十
五
才
」
と
刻
記
し
た
悲
哀
の
人
・
「夜
泣
き
梅
女」
の
こ
の
墓
は
、
東
蝦
夷
地
最
初
の
在
住
家
族
の

墓
で
あ
る
こ
と
は
先
に
触
れ
た
。
左
面
に
陰
刻
し
た

萬
里
洋
道
未
成

河西梅女墓碑拓本の一部

哭
家
人

萬
里
游
邊
功
未
成

阿
妻
一
去
旅
魂
驚

難
盡
人
間
長
別
情

(萬
里
の
邊
に
遊
び
て
功
未
だ
成
ら
ず

わ
が
つ
ま

阿
妻
一
た
び
去
っ
て
旅
魂
を
驚
か
す

り
ょ
こ
ん

ど
う
こ
く

きゅう
ろ

児
を
携
え
て
慟
哭
す
穹
盧
の下

3尽
し
難
し
人
間
長
別
の
情
)

の
七
言
絶
句
こ
そ、
二
人
の
幼
児
を
残
し
て
他
界
し
た
愛
妻
を
恋

う
夫
、
祐
助
が
詠
じ
た
の
で
あ
っ
て、
後
の
世
の
人
の
涙
し
て
も

な
お
余
り
あ
る
ば
か
り
で
あ
る。
墓
碑
群
の
う
ち
最
も
大
き
く
、

548

三
央
家
人

携
児
慟
哭
穹
盧
下あ
そ

河
西
知
節



家
紋
刻
み
の
硬
石
の
こ
の
墓
は、
今
に
至
る
ま
で
碑
の
文
字
が
鮮
明
で
あ
っ
て、
お
そ
ら
く
八
王
子
近
在
の
関
東
石
材
を、
河
海
を
舟
行

し
て
勇
払
に
揚
げ
、
安
置
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

二
箱
館
(
松
前)
奉
行
の
役
人
と
そ
の
家
族

後
幕
領
時
代
に
他
界
し
た
人
た
ち
ば
か
り
で
あ
る
が、
年
代
順
に
掲
げ
る
と

1
喜
多
川
普
治
安
親

硬
石
材
の
墓
の
正
面
に、「安

政
四
丁
巳
年
七
月
十
一
日」
の
沒
日
と
と
も
に
刻
ま
れ
た
法
名
は
「澄
月
院
円
心
成
徳
居
士
霊
位」
と
あ

っ
て
、
台
石
に
「喜
多
川」
と
横
書
し
、
裏
面
に
氏
名
が
右
の
よ
う
に
あ
る
。
同
姓
の
貫
一
が
「勇
払
同
心」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
こ

の人
は
勇
払
詰
合
の
役
人
で
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。

2
三宅
五
郎
治
藤
原
美
忠
亡
姉

「浄
地
院
蓮
妙
香
大
姉
」
と
正
面
に
刻
ま
れ
て
い
る
が
、『等

樹
院
記
録
』
で
は
「ユ
ウ
フ
ツ
詰
合
三
宅
五
郎
治
母
」
と
あ
り
、
墓
の
没

年
は
安
政
五
戌
午
年
五
月
二
十
一
日
と
記
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
安
政
三
年
正
目
以
降
の
箱
館
奉
行
御
用
留
中
よ
り
諸
役
人
を
み
る
と

「調
役
下
役
鈴
木
庄
助
件
見
習
歳
郎、
同
心
木
村
源
次
郎、
三宅
五
郎
治、
右
の
通
場
所
詰
候
間
其
段
心
得、
尤
も
下
役
以
下
家
内
相
連
候
間、
無
差
支
様

手
配
可
致
候
」

と
あ
っ
て、
妻
子
同
伴
の
五
郎
治
は
一
時
増
毛
詰
と
な
っ
て
い
た
が、
慶
応
代
(一
八
六
五
よ
り)
に
苫
小
牧
に
移
住
し
最
古
老
と
な
っ

た
八
戸
伊
与
吉
翁
の
談
話
に

「公
儀
ノ
役
宅
(注
勇
払
会
所)
三
棟、
同
心二
人、
上
役二
人
居
レ
リ
。
同
心
ニ
ハ
三
宅
五
郎
次
(後
ニ
増
毛
詰
ト
ナ
ル)
云
。々」

(『苫
小
牧
町
史』
昭
和
十
五
年)
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苫
小
牧
市
史
上
巻

と
あ
る
。

鈴
木
庄
助
重
秋・
鈴
木
歳
郎
妻
香
女

3
墓
の
左
側
に

鈴
木
庄
助
重
秋
文
久
三
癸
亥
六
月
二
十
二
日
寂

鈴
木
歳
郎
妻
香
女
同
年
八
月
十
日
寂

と
刻
み
「鈴
木
歳
郎
源
重
禮
造
之」
と
結
ん
で
あ
る
家
紋
入
り
の
硬
石
材
の
墓
は、
調
役下
役
と
し
て
勇
払
場
所
詰
合
の
最
上
位
の
役
人

で
あ
っ
た父
と
、
わ
が
妻
を
葬
っ
て
建
て
た
だ
け
に、
梅
女
の
墓
に
つ
い
で
一
き
わ
目
立
っ
て
い
て、
父
子二
代
に
わ
た
っ
て
の
勇
払
上

役
在
住
の
活
躍
が
う
か
が
わ
れ
よ
う
。

墓
の
正
面
に
「
全
性
院
積
善
餘報
白
茶
居
士」
と
記
し
、『等
澍
院
記
録』
の
「ユ
ウ
フ
ツ
定
役
鈴
木
庄
助」
の
法
名
と
一
致
し
て
い
る
。

ま
た
妻
香
女
の
法
名
は
「芳
月
院
貞
心
清
容
大
姉」
と
刻
ま
れ
て
併
記
さ
れ
、
台
石
に
は
「鈴
木
氏
」
と
横
書
き
し
て
あ
る
。

4
保
坂
忠
蔵

文
久
癸
亥
年
八
月
十
六
日
没
の
こ
の人
の
法
名
は
、
正
面
に
「秋
峯
静
覚
居
士
」
と
刻
記
し
、
右
側
に
「三
宅
義
忠
造
之
」、左

側
に
「俗

名
保
坂
忠
蔵
」
と
あ
っ
て、
勇
払
同
心
三
宅
五
郎
治
の
有
縁
者
と
み
ら
れ
る
義
忠
が
建
て
た
こ
と
が
わ
か
る
。

5
喜
多
川
貫
一
源
重
安

文
久
三
癸
亥
八
月
十
八
日
没
日
の
彼
の
墓
は、「
鈴
木
歳
郎
源
重
禮
造
之
」
と
左
側
に
記
し
、
正
面
に
「徳
光
院
晴
岳
了
善
居
士
」
と
あ

っ
て、
家
紋
の
下
に
法
名
が
刻
ま
れ
て
いて
、『等

澍
院
記
録
』
と
合
致
し
て
い
る
。
こ
の
記
録
に
「ユ
ウ
フ
ツ
同
心」
と
添
書
き
し
て
い

そ
ん
しょく

て、
前
の
鈴
木
氏
の
墓
と
と
も
に
こ
の
墓
は
石
材
の
質
か
ら
み
て
も、
両
者
が
遜
色
な
い
だ
け
に、
両
家
の
関
係
が
殊
の
外
深
か
っ
た
と

み
ら
れ
る
。
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さ
て、
以
上
の
墓
碑
の
う
ち
、
文
久三
年
(一
八
六
三
)
死
亡
者
が三
墓
も
あ
る
ほ
か、
後
述
の
山
田
家
番
人
六
人
も
同
年
で
あ
っ
て

はし
か

『等
澍
院
過
去
帖
』
に
よ
る
と
同
二
、
三年
死
亡
が
多
い
。
こ
の
こ
と
は
、
同
二
年
五
月
よ
り
全
国
的
に
流
行
し
た
麻
疹
が
蝦
夷
地
に
侵

入
、
勇
払
に
も
及
ん
だ
た
め
の
犠
牲
者
と
推
測
さ
れ
る
。

6
松
村
精
之
助
藤
原
喜
政

慶
応三
丁
卯
四
月
九
日
死
亡
の
こ
の
人
の
法
名
は、
正
面
に
「朝
安
院
知
温
流
居
士
」
と
あ
り
、
蝦
夷
地
の
幕
領
代
最
後
の
勇
払
同
心

の
役
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
八
戸
氏
の
談
話
に、「勇

払
場
所
上
役
の
鈴
木
庄
助
の子
息
歳
郎
氏
の
死
後
、
定
役
松
村
精
之
助
同
心
が
来
住

4
し
た
」
と
あ
る
こ
と
で
も
わ
か
る
。

台
石
に
は
「松
村
氏
」
と
横
書
き
さ
れ
て
い
る
。

三
勇
払
場
所
役
人
の
家
来

1
市
助

「帰
覚
院
元
禅
定
門
」と
正
面
に、「比

企
市
郎
右
衛
門
家
来
美
濃
大
垣
人
市
助」
と
左
側
に
刻
ま
れ
た
こ
の
人
は
、『等

澍
院
記
録
』
に

「帰
覚
了
元
禅
定
門
」
と
あ
っ
て
院
号
が
な
い
。

さ
て
主
人
の
市
郎
右
衛
門
は、幕

府
の
東
地
の
直
轄
支
配
に
伴
い、
西
丸
目
付の
現
職
で
蝦
夷
地入
り
し
、
近
藤
重
蔵
と
と
も
に
各
地
を

調
査
し
た
人
で
あ
る
。市
郎
右
衛
門
は、八

王
子
同
心
子
弟
の
勇
払
地
統
轄
者
原
新
助
と
連
名
で、
門
別
稲
荷
神
社
(沙
流
場
所)
に
絵
馬

を
寄
進
し
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
八
王
子
方
は
沙
流
場
所
の
警
固
に
も
当
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
市
助
は
勇
払
会
所
と
八
王
子
方
の
公

役
に
も
関
係
し
た
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
。
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四
勇
払
場
所
請
負
商
人
山
田
家
の
番
人

1
徳
兵
衛
外
五
名

「文
久
三
癸
亥
年
死
亡
之
墓
当
所
番
人
各
俗
名
徳
兵
衛
鉄
五
郎
林
吉
與
市
郎
吉
松
友
吉」
と
正
面
に
、「
施
主
山
田

仁
右
衛
門
」
と
右
側
に
刻
ん
で
あ
る
彼
等
六
名
は、
麻
疹
流
行
に
よ
る
犠
牲
者
で
あ
ろ
う
か。

仁
右
衛
門
は
山
田
家
中
興
の
人
で
あ
る
第
十
四
代
文
右
衛
門
の
末
弟
の
家
柄
で
あ
っ
て、
十
六
代
文
右
衛
門
清
富
の
身
内
と
し
て
、
勇

払
と
沙
流
等
の
各
場
所
を
、
現
地
で
支
配
経
営
し
て
い
た
。
永
年
に
わ
た
っ
て
勇
払
場
所
を
経
営
し
、
産
業、
経
済
に、
特
に
昆
布
投
石

法
の
創
業
や、
美
道々
路
の
開
削
だ
け
で
な
く
南
樺
太
の
開
港
等
、々
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
山
田
家
の
使
用
人
の
こ
の
墓
は、
場
所
請

負
制
度
の
史
跡
と
し
て
の
意
義
が
見
出
さ
れ
る
。

五
身
分
不
詳
の
墓

1
志
村
為
善
居
士
位

正
面
に
右
のよ
う
に
刻
記
し
て
い
るこ
の
墓
は、
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
て
左
右
側
面
の
文
字
が
判
読
で
き
な
い
た
め、
俗
名、
没
日
を
明

ら
か
に
し
得
な
い
。

2
破
額
禅
満
信
女

正
面
に
刻
ま
れ
た
法
名
の
文
字
の
女
性
は
、
勇
払
在
住
の
し
か
る
べ
き
人
物
の
家
族
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
が
、
俗
名、
没
日

は
全
く
不
明
で
あ
る
。

3
法
名
釈
瑞
光
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左
側
に
「
南
部
大
畑
郡
」
と
あ
っ
て、
正
面
に
「
法
名
釈
瑞
光」
と
刻
ま
れ
て
い
て、
台
石
に
「尾
張
屋」
と
横
書
き
し
て
あ
る
こ

と
か
ら
、
お
そ
ら
く
は
勇
払
場
所
に
関
係
し
た
商
人
と
み
ら
れ、
幕
領
代
に
南
部
人
の
来
往
が
あ
った
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

4
與
吉

「釈
俗
與
吉
」
と
正
面
に、「亡

天
保
六
年
」
と
右
側
に、「未

正
月二
十
日」
と
左
側
に
刻
ん
で
あ
る
こ
の人
は、
そ
の
年
代
か
ら
し
て

勇
払
場
所
請
負
商
人
山
田
家
の
上
位
勤
人
で
あ
ろ
う
か。
ち
な
み
にこ
の
項
の
四
基
と
同
様
に、
この
人
も
『等
澍
院
記
録
』
に
は
所
収

さ
れ
て
い
な
い
。

5
文
字
不
詳
の
一
基

風
雨
に
よ
る
侵
食
の
た
め
か、
全
く
文
字
が
判
読
不
能
と
な
っ
て
い
る
墓
碑
で
あ
る
。

以
上
、
史
跡
の
墓
碑
を
類
別
す
る
と
、
八
王
子
千
人
同
心
関
係
は
四
基
の
九
人
で、
う
ち
一基
は
在
住
女
性
で
あ
る
。
勇
払
場
所
詰
合

の
役
人
関
係
は
七
基
八
人
で、
う
ち
一基
は
婦
人
で、
そ
の
家
来
は
一
基
一人
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ぎ
に
勇
払
場
所
請
負
人
山
田
家
の
使

墓碑配置図

地蔵

徳 兵 衛
外5名 松村精之助

小嶋宗十郎 釈 瑞 光

破額禅満信女 (文字不明)

與 吉 井 上
外5名

井上忠左衛門 三宅五郎治

保 坂 忠 蔵 喜 多川 善治

志村為善居士 鈴 木 庄 助
外1名

市 助 河 西 梅

喜 多川 貫一 佐 藤 嘉 五郎
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勇武津地蔵 (勇払)

用
人
は
一
基
六
人
で
あ
って、

こ
の
ほ
か
に
身
分
が
資
料
的
に
み

て
不
詳
な
の
が
五
基
五
人
で、
この
う
ち
女
性
一
基
一人
は
身
分

が
確
実
で
あ
る
。
こ
れ
を
要
す
る
に
苫
小
牧
地
方
開
発
の
先
駆
者

の
十
八
基
二
十
九
人
の
霊
が
、
こ
の
地
に
葬
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

考
証
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
墓
碑
の
配
置
は、前

図
の
通
り
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
墓
地
の
旧
休
憩
小
屋
に
安
置
さ
れ
て
い
た
軟

石
造
り
の
柔
和
な
お
地
蔵
さ
ん
に
つ
い
て
記
す
と
、
そ
の
背
面
に

「為
暁
益
有
生
鈴
木
重
禮
造
之
」
と
刻
記
さ
れ
て
いる
こ
と
か

ら
、
勇
払
詰
最
高
位
の
役
職
の
重
礼
が、
前
述
し
た
肉
親
の
墓
碑

建
立
と
と
も
に、
勇
払
場
所
一
帯
の
産
業
の
発
展
と
、
多
く
の
人
々
の
生
活
の
安
泰
を
祈
願
し
て
こ
れ
を
建
て
た
も
の
と
察
せら
れ
る
。

な
お
、
以
上
に
記
し
た
「
蝦
夷
地
開
拓
移
住
隊
士
の
墓
」
は
、
元
来
は
こ
の
付
近
に
散
在
し
て
残
さ
れ
て
い
た
も
の
を
、
昭
和
三
十
年

十
一
月、
墓
碑
を
移
動
し
て
掛
小
屋
お
よ
び
休
憩
所
の
建
築
を
行
い、
墓
域
を
整
備
し
た
。
し
か
し
そ
の
後、
付
近
は
日
本
ヒ
ュー
ム
管

株
式
会
社
の
工
場
の
一
角
と
な
り
、
再
び
条
件
整
備
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
四
十
八
年
八
月
、「勇

払
開
拓
史
跡
公
園
」
の
中
に
墓
碑
が

移
設
さ
れ、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
千
人
同
心
の
墓
碑
に
関
連
す
る
こ
と
と
し
て
付
記
し
た
い
の
は
、
勇
払
詰
幕
吏
河
西
祐
助
と
そ
の
妻
梅
女
の
合
葬
墓
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は、
す
で
に
第二
章
第二
節
の
中
で
触
れ
た
ご
と
く
、
昭
和
四
十
六
年
秋、
そ
の
墓
碑
が
有
珠
善
光
寺
内
に
遺
存
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
墓
の
碑
文
を
見
れ
ば
、
ま
ず
右
側
面
に

「先
君
子
俗
称
祐
助
姓
河
西
名
知
節
字
伯
義
以
安
永
元
年
五
月
十
七
日
生
於
武
陽
八
王
子
郷
寛
政
十二
年
庚
申
五
月
役
蝦
夷
文
化
四
年
丁
卯
夏
撰
調
役
下
役
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在
役
前
後
九
年
同
年
秋
九
月三
日
以
病
客
死
宇
須
時三
十
七
葬
善
光
寺
。」

と
あ
り
、
ま
た
左
側
面
に
は

「先
妣
諦
梅
性
猪
子
氏
曽
陪
先
君
在
蝦
夷
四
年
享
和三
年
癸
亥
五
月
廿
一
日
以
病
客
死
勇
武
津
時
年
廿
八
合
葬
先
君
之
墓。

千
時
文
化
七
年
庚
午
春三
月

(
4
)

男
河
西
橘
太
郎
知
賢
建
之
。」

と
刻
ま
れ
て
い
る
。
碑
文
は
祐
助
の
弟
で、『桑

都
日
記
』
の
著
者
塩
野
適
斉
の
草
稿
に
よ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

な
お、
梅
女
の
没
日
は二
十
一
日
と
あ
っ
て
、
夫
の
建
て
た
勇
払
地
墓
と
『
等
澍
院
過
去
帖』
の
二
十
二
日
と
一致
し
て
い
な
いが
、

後
者
の
没
日
を
も
っ
て
通
説
と
し
た
い
。

(2)
注
(1)

須
藤
隆
仙
『北
海
道
仏
教
史
』「北
海
道
宗
教
大
観」
昭
和三
十
九
年
八
月
。

近
江
謙三
『勇
払
に
現
存
す
る
石
仏
の
研
究』郷

土
の
研
究
第二
号
、
昭
和
四
十二
年
四
月

菊
池
新
一
『蝦
夷
地
開
拓
移
住
隊
士
の
墓
考
』
郷
土
の
研
究
第二
号、
昭
和
四
十二
年
四
月
。

(3)
同
『蝦
夷
地八
王
子
千
人
同
心
史
序
説
』
多
摩
文
化
十
四
・
十
五
号
、
昭
和三
十
九
・
四
十
年
。

菊
池
新
一
採
録

(4)
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第
三章

松
前
家
復
領
と
勇
払

第
一
節
復
領
後
の
藩
政

幕
府
に
よ
る
蝦
夷
地
直
轄
は、
北
方
から
の
外
患
侵
略
に
備
え
な
が
ら
、
旧
来
の
松
前
藩
に
よ
る
旧
幣
を
除
去
し
、
原
住
民
で
あ
る
ア

イ
ヌ
の
撫
育、
教
導
を
は
か
る
た
め
に
商
業
資
本
を
排
除
し
、
施
設
を
整
備
し
て、
生
産
も
画
期
的
な
飛
躍
を
み
せ
た
。
し
か
し
、
も
と

も
と
幕
府
の
政
策
は
依
然
と
し
て
封
建
的
で、
加
え
て
軍
事
上
の
失
費
と
商
業
資
本
の
重
圧
に
抗
し
き
れ
ず
、
日
本
の
経
済、
政
治
は
蝦

夷
地
一
円
に
行
き
わ
た
り
、
そ
の
植
民
地
と
し
て
の
基
盤
を
整
え
る
役
割
を
果
す
結
果
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が、
そ
の
後
ロ
シ
ア
の
東
方
進
出
は、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
(一
七
九
六
～
一
八
一
五)
後
の
ヨー
ロ
ッ
パ
政
局
の
回
復
等
の
た

め
不
活
発
と
な
り
、
北
辺
の
風
雲
も
い
つ
か
平
隠
に
戻
っ
て、
幕
府
の
蝦
夷
地
経
営
も
消
極
化
す
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
に
加
え
て
当
時
の

蝦
夷
地
の
経
営
は、
困
難
に
瀕
し
た
幕
府
の
財
政
に
負
担
を
課
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
と
し
て
も、
ま
た
著
し
く
こ
れ
を
助
け
る

見
込
み
も
な
く
、
折
か
ら
松
前
家
の
幕
閣
に
対
す
る
政
治
工
作
が
効
を
奏
し、
つ
い
に
文
政
四
年
(一
八二

一)
十
二
月
、
つ
ぎ
の
諭
書

の
と
お
り
「旧
家
格
別
の
儀
」
に
よ
っ
て、
松
前
氏
が
再
び
蝦
夷
地
一
円
を
支
配
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

松
前
志
摩
守

一、其
方
儀
、
最
前
蝦
夷
地
の
手
当
行
届
兼、難

捨
置
」様子

に
付、東

西
蝦
夷
地
追
上々
地
に
被;
仰
出
、年
来
従』」公

儀,御
所
置
被
]仰
付|候

処、奥
地
島

々
迄
連
々
御
取
締
相
整
、夷
人
撫
育、
産
物
取
捌
等、万

端
居
合
、安
堵
の
事
に
候
。
其
方
儀、
彼
地
草
創
の
家
柄、
数
百
年
の
所
領
に
候
得
ば
、
旧
家
格
別
の
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儀
を
被;
思
召
,、
比
度
松
前
蝦
夷
地
一
円、
如
、
前
」々可
’
被
返下
」旨
被三
仰
出
;候。彼

地
是
迄
の
主
法
無二
遺
失
」
相
守、
異
国
境
要
害
の
儀
厳
重

可二
取
計
」の
旨
、
御
沙
汰
候。

一、
此
度
松
前
蝦
夷
地
被
返
下
一
候
に
付
て
は、
取
来
九
千
石
は
上
り
候
ー
(下
略)
ー
。

文
政
四
巳
年
十
二
月
七
日

(『新
北
海
道
史
』第二

卷
通
説
一
昭
和
四
十
五
年)

す
な
わ
ち
、
そ
の
理
由
と
す
る
と
こ
ろ
は、
奥
地
の
島
々
ま
で
取
締
り
が
整
い、
蝦
夷
の
撫
育
や
産
物
取
捌
き
な
ど
も
万
事
軌
道
に
乗

って
、
心
配
が
な
く
な
っ
た
の
で、
蝦
夷
地
に
お
け
る
草
創
の
家
柄
で、
数
百
年
の
所
領
と
し
て
い
た
松
前
氏
に、
特
別
の
配
慮
に
よ
っ

て
復
領
を
許
す
と
いう
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
裏
に
は
『水戸

烈
公
上
書』
に

「西
丸
様
(徳
川
家
斉
)
御
初
政
の
頃
は、
老
中
に
も
正
し
き
者
御
用
ひ
被
」
遊、
御
政
事
向
格
別
に
御
世
話
被
’
遊
候
節
に
は、
松
前
を
も
取
か
へ
被
」

遊
彼
地
御
備
も
御
手
厚
く
候
ゆ
え、

一切
ヨ
ロ
シ
ヤ
人
も
松
前
蝦
夷
へ
立
入
不
’
申
候
処、
其
後
水
野
出
羽
守
を
御
用
ひ
に
相
成、
何
事
も
一
人
に
て
扱
申

候
歟
の
処、
此
者
一
寸
の
処
は
利
口
に
見
え
候
得
共、
古
今
の
義
に
く
ら
く
、
海
防
等
の
事
よ
く
わ
き
ま
へ
不
’申
候
故、
文
政
中
松
前
に
頼
れ
候
者、
神

田
橋
(一
橋
家)へ
申
込
、
同
所
よ
り
申
立
、
出
羽
守
へ
も
松
前
家
よ
り
金
銀
莫
大
贈
り
申
候
故、
海
を
境
に
て
被
」差
置
」候
程
太
平
無
事
は
無
之
と
申
に

相
成、
御
返
し
に
相
成
候
歟
に
承
り
及
申
候。」

(『新
北
海
道
史』
第二
巻
通
説
一
昭
和
四
十
五
年)

と
あ
る
よ
う
に、
松
前
氏
が
老
中
水
野
忠
邦
にと
り
入
り
、
莫
大
な
賄
路
を
使
っ
て
神
田
一
橋
家
を
動
か
し
、
時
の
将
軍
家
斉
に
請
願
し

た
結
果
で
あ
る
と
い
わ
れ、
あ
る
い
は
天
保
九
年
(一
八
三
八
)の

『北
陲
対
問』
に
「十
弐
三
ヶ
年
之
間
に
は
大
金
御
捨
に
相
成
候
故、

松
前
家
へ
御
返
し
に
相
成
候
趣
之
取
沙
汰
に
相
聞
候。」と

あ
り
、
小
野
寺
謙
が
『蝦
夷
奇
観
附
録』
に

「所
在
の
吏
人
皆
利
を
営
む
の
み
にて
、
開
墾
の
大
義
に
力
を
竭
す
べ
き
人
少
な
く
し
て
、
夷
地
よ
り
出
る
運
上
七
万
両
程
に
官
よ
り二
三
万
両
を
加
へ
給

ひ
て
、
其
功
業
の
今
に
存
す
る
も
の
は
道
路
の
開
け
た
る
と
運
上
屋
の
結
構
な
る
の
み
な
り
。---

官
に
て
御
取
行
有
り
て
年
御々
損
毛
の
み
故…
…
又
々

558



廟
議
か
わ
り
て
松
前
候
へ
一
円
御
帰
し
あ
り
た
る
也
。御
帰
し
あ
り
て
も
是
又
利
の
為
め
の
な
す
処
な
り
。」

七
月
)

(高
倉
新
一
郎
『ア
イ
ヌ
政
策
史
』
昭
和
十
八
年
)

と
言
わ
し
め
た
如
く、
松
前
氏
復
領
の
原
因
は、
幕
府
の
財
政
上
の
原
因
に
よ
る
も
の
で、
要
す
る
に
蝦
夷
地
直
轄
は
、
幕
府
に
と
っ
て

(1)
は
利
す
る
と
こ
ろ
が
少
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
内
実
で
あ
ろ
う
。

か
く
て
松
前
家
は
文
政
五
年
(一
八二
二
)
治
所
陸
奥
梁
川
から
家
老
蛎
崎
将
監、
松
前
内
蔵、
用
人
工
藤
八
郎
右
衛
門
を
松
前
に
派

遣
し
、
四
月
十
四
日
ま
っ
た
く
引
継
ぎ
を
完
了
し
、
松
前
氏
が
再
び
蝦
夷
地
を
領
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
幕
府
は
こ
の
引
継
ぎ
が
終
了
す

る
と
と
も
に
各
地
の
ア
イ
ヌ
一
同
に
酒
を
与
え
、
役
土
人
等
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
申
渡
し
を
し
た
。

申
渡

其
方
共
儀、
御
上
地
以
来
今
年
迄
、久

蒙々、
御
恩
沢
、
御
用
向
無、滞

相
勤、且

平
蝦
夷
人
共
迄
平
生
睦
敷
申
合
、
漁
業
出
精
い
た
し
候
に
付、
場
所
都
て
御

静
謐
に
て、
御
奉
行
に
も
御
安
堵
に
被
」思
召
」
候。

一、
蝦
夷
人
撫
育、
産
物
取
捌
等
、
取
扱
方
其
外
御
趣
法
の
義
は、
都
て
是
迄
従
;
公
儀
被」
成
置
」
候
様
相
心
得
可
’
申
段
、
松
前
志
摩
守
へ
被
仰
渡
」

場
所
御
返
し
被
下
候
儀
に
付、
是
迄
相替
候
者
無
’之
候
間、
一同
安
心
い
た
し、
猶
又
此
末
念
を
入
可」
相
勤
」候。

一、
此
度
松
前
家
役
人
、
場
所
為
受
取
」
罷
越
、
今
日
引
渡
相
済
候
間、
其旨
相
心
得
可
’
申
、
且
其
方
共
平
生
蝦
夷
人
共
へ
申
付
方
行
届、
年
来
御
用

向
大
切
に
相
心
得、
申
付
方
を
相
守
り
候
事
に
て、
場
所
取
締
り
も
宜、
聊
無
別
条
」引
継
相
済
候
に
付
右
為」」御

祝
儀
」、
蝦
夷
人
一
同
へ、
清
酒
濁
酒

銘
々
被,,下

置
」
候
間、
難
’
有
可
’奉
」頂
戴
,候。

一、
御
上
地
初
年
よ
り
、
数
年
蒙11御仁

恵
」
候
段、
難
」
有
奉
’
存、
尚
此
末
共
、
朝
暮
□

右
の
趣
申
渡
候
条、
平
夷
人
女
子
其
外
一
同
へ、
不
’
洩
様、
寄
申々
聞
可
’
置
候
事
。

午
五
月

忘
却
無
’之
心
掛
様
可
’
申
候。

(『新
北
海
道
史』第

二
卷
通
説
一
昭
和
四
十
五
年)

第
四
編
幕
藩
時
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ま
た
、
松
前
藩
か
ら
も
ア
イ
ヌ
に
対
し
て、
つ
ぎ
の
よ
う
な
申
渡
し
を
し
て
い
る
。

申
渡

当
年
よ
り
松
前
蝦
夷
一
円、
従;」公

儀
」
御
返
地
被||仰

出」
候
に
付、比

度
場
所
引
渡
に
相
成
候
間、
其
旨
可
’
存
候。
撫
育
方
は
勿
論
万
端
是
迄
の
御
主
法

を
相
守
候
様、被」「仰

渡」候
に
付、一
同
只
今
の
通
相
心
得、
安
堵
いた
し、
産
業
を
営
み
候
様、
場
所
中
蝦
夷
人
共
え、
不
」
洩
様
可
申
聞
」候。

午
五
月
二
日

(『新
北
海
道
史』
第二
卷
通
説
一
昭
和
四
十
五
年)

こ
の
申
渡
し
に
あ
る
よ
う
に
、
松
前
藩
に
よ
る
復
領
後
の
政
治
な
ら
び
に
ア
イ
ヌ
撫
育
の
方
法
等
は
、
挙
げ
て
こ
れ
ま
で
の
幕
府
の
慣
例

に
し
た
が
っ
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

(
2
)

ま
ず
松
前
藩
は
、
蝦
夷
地
支
配
の
機
関
と
し
て
各
地
に
勤
番
を
置
い
た
。
勤
番
は
単
に
警
備
だ
け
で
な
く
、
行
政
監
督
を
も
任
務
と
す

る
も
の
で、
請
負
人
に
よ
っ
て
場
所
に
派
遣
さ
れ
る
雇
人
の
監
督、
あ
る
い
は
請
負
人
の
任
務
で
あ
る
交
通
設
備
の
実
否
を
確
か
め、
新

規
事
業
の
検
分
なら
び
に
許
可、
積
取
荷
物
の
検
査、
伐
木
の
取
締
り、
軽
物
の
買
入
れ
およ
び
密
売
買
の
取
締
り、
献
上
品
仕
立
方
の

監
督
等
万
般
の
取
締
り
に
当
っ
た
。
そ
の
配
置
は
直
轄
時
代
の
機
構
を
、
だ
い
た
い
そ
の
ま
ま
受
継
ぎ
、
要
所
々
々
に
一
年
交
代
の
勤
番

が
配
置
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
東
蝦
夷
地
で
は
山
越
内、
絵
柄、
様
似
、
釧
路、
厚
岸、
根
室
、
国
後、
択
捉
の
八
カ
所
、
西
蝦
夷
地
で
は

石
狩
、
宗
谷
、
樺
太
の
三
カ
所
の
合
計
一
一カ
所
で、
物
頭
以
下
一
六〇
人
を
も
っ
て、
こ
れ
に
当
ら
せ
た
。
こ
れ
に
は
ユ
ウ
フ
ツ
勤
番

は
な
か
っ
た
ら
し
く
、
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
は
ど
の
勤
番
下
に
あ
っ
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が、
し
か
し
天
保
九
年
(一
八
三
八)
の
『北

陲
対
問
』
に
よ
れ
ば
、
つぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

東
蝦
夷
地

一、
ヤ
ム
クシ
ナ
イ
詰
合
之
役
人
上
下
六
人
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是
は
ヤ
ム
クシ
ナ
イ
よ
り
シ
ラ
オ
イ
迄
の
場
所
支
配
役
所
也。

六
匁
筒
四
挺、
貸
具
足
五
人
前

一、
エ
ト
モ
詰
合
九
人、
内
上
下
三
人、
徒
上
下
二
人
、
足
軽
四
人

百
目
筒
壱
挺、
三十
目
筒
壱
挺、
五
十
目
筒
壱
挺、
十
�
筒
壱
挺、

是
は
海
防
一
方
の
由
、
公
辺
の
扱
之
節
は
此
所
に
は
無
之
場
所
之
由、
松
前
に
て
去
る
亥
年
よ
り
出
来
候
由
。

一、
ユ
ウ
ブ
ツ
人
数
六
人
、
内
上
下
三
人
、
足
軽三
人
。

是
は
ユ
ウ
ブ
ツ
よ
り
ミ
ツ
イ
シ
迄
之
場
所
支
配
役
所
也。

一、
シ
マ
ヤ
ニ
人
数
七
人、
内
上
下
三
人
、
医
師二
人
、
足
軽二
人
。

十
�
筒三
挺、
六
忽
筒二
挺。

是
は
ウ
ラ
カ
ハ
よ
り
ト
カ
チ
迄
之
支
配
役
所
也。

(以
下
略)

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
そ
の
後
ユ
ウ
ブ
ツ
勤
番
所
が
増
設
さ
れ
て
東
西
蝦
夷
地
を
合
わ
せ
一二
ヵ
所
と
な
っ
て
お
り、
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
は、

寛
政
代
の
直
轄
以
来
か
ら
、
依
然
と
し
て
東
地
の
国
防、
行
政
上
の
枢
要
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

天
保
十
四
年
(一
八
四
三
)、
松
前
藩
は
勤
番
を
二
〇
二
人
に
増
員
し
、
ほ
か
に
場
所
請
負
人
派
遣
の
番
人
を
在
住
足
軽
と
し
て三
〇
〇

人
を
配
置
し
た
。
翌
天
保
十
五
年
の
ユ
ウ
フ
ツ
勤
番
の
配
備
状
況
は

徒
士

在
住
足
軽
二
十
五
人

一人
頭
役
士

一騎

兵
器
旗
一
流
鉄
礙三
門
三
百
目
一
門
小
銃

百
目
二郎

五
�五
挺、
手
鎗
十
五
筋
足
軽
具
足
六
領、
同
笠
六
枚、

幕
六
張

第
四
編
幕
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と
な
り
、
人
員
も
兵
器
も
一
段
と
増
強
さ
れ
た
。

(3)

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
し
て
漸
く
復
活
し
た
松
前
の
統
治
も
、
幕
府
の
期
待
し
た
よ
う
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
一四
代
藩
主
章
広
の
没

かんしん
後
は、
若
手
あ
る
い
は
無
能
の
藩
主
が
続
き
、
そ
の
た
め
藩
政
は
老
臣
の
専
横、
あ
る
い
は
奸
臣
が
は
び
こ
る
と
いっ
た
状
態
で
、
綱
紀

は
ゆ
る
み、
政
務
は
乱
れ、
前
時
代
に
幕
府
が
鋭
意
改
革
し
た
も
の
は
、
全
く
く
ず
れ
て
し
ま
っ
た
。
す
な
わ
ち
『北
陲
対
問
』
に

「蝦
夷
地
へ
出
張
の
役
所
は、
其
支
配
の
場
所
を
壱
箇
年
に
壱
度
位
廻
り
候
而
已
。
尚
又
場
所
通
ひの
船
舶
よ
り
届
書
請
取
而
已
。
何
の
勤
め
な
し
に
居
候

様
子
に
相
聞
申
候
。」

と
あ
り
、
ま
た
『堀
・
村
垣
廻
浦
上
申
書
』
に

「
右
勤
番
の
もの、年

輪々
番
五
箇
年
目
一
周
仕り
、
家
中
手
当
と
号
し、
夫
所々
務
を
楽
と
いた
し
、
相
詰
居
候
儀
に
て、
平
時
閑
暇
の
節、
武
技
砲
術
調

(4)
練
等
心
懸
候
義
等
無’
心
候。」

と
い
っ
た
有
様
で
、
し
か
も
そ
の
費
用
は
こ
と
ご
と
く
請
負
人
の
肩
に
か
け
ら
れ
、
負
担
は
年
々
増
す
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
ま
た

ア
イ
ヌ
に
転
嫁
さ
れ
る
の
は
当
然
で
、
交
易
の
不
正
、
酷
使
と
な
り
、
か
つ
て
行
わ
れ
た
幣
害
は、
再
び
は
な
は
だ
し
く
な
っ
て
き
た
。

ま
た
藩
で
も

「そ
の
方
共
(注
請
負
人)
も
知
る
と
お
り、
蝦
夷
人
と
申
す
は
何
程
手
当
よ
く
致
し
て
や
っ
て
も
限
り
の
な
い
も
の
、
是
は
こ
れ
ま
で
其
方
共
の
請
負
所

(5)
の
振
合
に
て
よ
し
。」

と
いう
よ
う
な
有
様
で、
最
も
重
要
な
ア
イ
ヌ
撫
育
す
ら
犠
牲
に
し
て、一

切
を
場
所
請
負
人
に
ま
か
せ、そ

の
財
力
に
す
が
ろ
う
と
し
た
。

松
前
藩
は
、
こ
の
非
政
が
外
部
や
幕
府
に
も
れ
る
こ
と
を
極
度
に
警
戒
し
、
ア
イ
ヌ
に
日
本
語
の
使
用
を
禁
じ
、
ま
た
は
直
轄
時
代
に
作

っ
た
道
路
の
修
理
は
お
ろ
か、
橋
梁
は
落
ち
る
に
任
せ
て
交
通
を
遮
断
し
、
内
陸
事
情
の
調
査
を
妨
げ
る
と
い
っ
た
方
法
を
敢
て
と
っ
て

い
る
。

松
前
藩
の
内
政
が
こ
の
よ
う
な
折
か
ら
、
文
化
十
年
以
来
お
よ
そ
十
年
ほ
ど
も
姿
を
見
せ
な
か
っ
た
外
国
船
が、
復
領
し
て
引
継
ぎ
の
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終
っ
た
翌
文
政
六
年
(一
八
二
三
)
八
月
五
日、
早
く
も
幌
泉
沖
に
現
れ
て
水
を
汲
む
と
の
通
報
が
あ
り
、
福
山
から
物
頭
柴
田
浦
太
が

一
隊
を
率
い
て
赴
い
た
の
を
は
じ
め
、
同
八
年
(一
八二
五
)
六
月
五
日
に
は
勇
払
沿
岸
に
出
没、
天
保二
年
(一
八
三
一
)
六
月二
十

六
日
に
は
、
外
国
船
一
隻
が
内
浦
湾
に
現
わ
れ
て、
ウ
ス
場
所
オ
ヒ
ル
ネ
ッ
プ
に
上
陸
、
翌
二
十
七
日、

一六
人
が
上
陸
し
て
伐
木
を
行
っ

た
が、
松
前
藩
の
一
番
隊
が
出
動
し
、
発
砲
し
て
こ
れ
を
攻
撃
し
た
の
で
逃
去
っ
た
と
い
う
事
件
が
あ
っ
た
。

さ
ら
に
天
保
三
年
(一
八三
二
)
に
椴
法
華
沖、
同
五
年
(
一
八三
五
)
に
は
福
山
沖
に
現
れ
て
、
福
山
お
よ
び
白
神
砲
台
から
発
砲

し
て
こ
れ
を
駆
逐、
同
年
八
月
四
日
に
様
似
近
海
に
も
姿
を
見
せ、
弘
化元
年
(一
八
四
四
)
五
月
五
日
に
は、
室
蘭
に
来
泊し
て
翌
日

退
去
し
た
が、
松
前
藩
は
一
番
隊、
二番
隊
を
繰
出
し
て
こ
れ
に
備
え
た
と
こ
ろ、
同
月二
十
一
日
ま
た
室
蘭
に
来
泊
し
二
十
三
日
退
去

す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
、
さ
ら
に
十
月
五
日
、
ま
た
外
国
船
一
隻
が
室
蘭
沖
に
現
れ
る
と
い
う
、
い
ず
れ
の
国
の
船
と
も
知
れ
ぬ
外
国

船
が、
傍
若
無
人
に
領
海
を
航
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
外
国
船
の
出
没
に
加
え
、
一方
国
内
的
に
は
天
災
や
飢
饉
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
が
相
次
い
だ
。
す
な
わ
ち
文
政
五
年
(一
八

二
二
)
に
は
有
珠
岳
の
大
噴
火
によ
っ
て、
人
的、
物
的
に
大
き
な
被
害
を
受
け、
ま
た
天
保三
年
(一
八
三
二
)
は、
奥
羽
地
方
一
帯

に、
翌
四
年
は
全
国
的
な
凶
作
と
な
り
、
蝦
夷
地
へ
の
米
の
移
入
が
著
し
く
減
少
し
て、
食
料
が
不
足
と
な
り、
窮
民
は
野
草
、
木
の
実

海
草
を
採
っ
て
補
食
し
た
。
松
前
藩
で
は
米
倉
を
開
き
、
富
商
に
命
じ
て
貯
蔵
穀
物
を
出
さ
せ、
混
食
を
奨
励
す
る
な
ど
の
救
済
に
努
め

た
の
で
、
一人
の
餓
死
者
も
出
さ
ず
に
済
ん
だ
。
つ
い
で
天
保
六
、
七
年
(一
八三
五
ー
三
六
)
は
、
ま
た
全
国
的
な
凶
作
に
見
舞
わ
れ
、

な
か
で
も
奥
羽
、
関
東、
北
越
地
方
は
大
凶
作
で、
餓
死
す
る
者
が
お
び
た
だ
し
く
、
蝦
夷
地
へ
の
米
の
移
入
が
一
時
全
く
絶
え
て
、
食

料
に
困
難
を
極
め
た
の
で
、
藩
は
商
人
に
命
じ
て
九
州
か
ら
米
を
移
入
さ
せ
る
と
共
に
、
富
豪
た
ち
も
ま
た
米
穀
、
塩
魚
を
供
出
し
て
救

助
に
努
め
た
の
で、
幸
いに
も
餓
死
者
を
出
す
こ
と
な
く
終
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
内
憂
外
患
の
絶
え
る
こと
の
な
い
状
勢
の
中
で、
松
前
藩
の
出
費
は
増
加
の
一途
を
た
ど
り
、
こ
れ
が
直
ち
に
藩
財
政
の
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主
要
な
財
源
で
あ
っ
た
場
所
請
負
人
へ
の
運
上
金
の
増
額
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
商
業
資
本
は
加
重
す
る
支
配
者
か
ら
の
負
担
を

カ
バ
ー
す
る
た
め
に
生
産
を
増
加
し
よ
う
と
し
、
こ
れ
が
交
易
の
不
正
や
ア
イ
ヌ
の
虐
使
と
つ
な
が
っ
た
こ
と
は、
す
で
に
述
べ
た
と
お

り
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
勤
番
役
人
は
、
こ
れ
ら
請
負
人
の
不
正
や
虐
使
を
知
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
が
、
そ
れ
を
糾
明
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
ほ
ど
、
藩
財
政
は
弱
体
化
し
て
い
た。
アイ
ヌ
住
民
の
怨
嗟
の
声
は、
再
び
識
者
の
眼
を
蝦
夷
地
に
向
け
さ
せ
、
北
方
防

衛
と
、
ア
イ
ヌ
撫
育
の
た
め
の
蝦
夷
地
再
直
轄
が
論
議
の
焦
点
と
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
を
早
め
た
の
は、
神
奈
川
条
約
に
よ
る
箱
館
開

港
で
あ
っ
た
。

注
(1)高

倉
新
一
郎
『ア
イ
ヌ
政
策
史』

昭
和
十
八
年
七
月

昭
和
四
十
五
年

(2)『
新
北
海
道
史』
第二
卷
通
説
一

(3)『北
海
道
志
』巻
之
二
十二

(4)(5)
注
(1)

に
同
じ

第
二
節
勇
払
場
所
の
経
営

一

請
負
人
山
田
屋
の
独
占

復
領
後
の
松
前
藩
の
場
所
経
営
は、
前
松
前
藩
時
代
と
は
異
な
り
、
各
場
所
を
分
割
し
て
藩
主
直
領
地
と
か
家
臣
の
知
行
地
と
し
て
支

配
さ
せ
る
形
を
と
ら
ず
、
幕
府
直
轄
時
代
に
お
け
る
方
法
を
踏
襲
し
て
、
松
前
地
お
よ
び
蝦
夷
地
を
す
べ
て
藩
の
直
領
地
と
し
、
こ
れ
を

一
手
に
請
負
わ
せ
る
方
法
を
と
っ
た
。
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し
た
が
っ
て、
文
政
五
年
(一
八二
二
)
松
前
藩
は、
幕
府
から
版
図
の
引
継
ぎ
が
終
る
と、
場
所
請
負
人
に
対
し
て
は、
年
季
中
そ

の
ま
ま
に
場
所
を
請
負
わ
せ
た
。

こ
の
時
代、
ユ
ウフ
ツ
場
所
の
請
負
人
は、

『東
西
蝦
夷
地
運
上
調
全』
に
よ
れ
ば

(1
)

文
政
四巳
年
ヨ
リ
寅
年
マ
テ

拾
ヶ
年
季

一
金
弐
百
五
拾
両

運
上
金

ユ
ウ
フ
ツ

請
負
人
山
田
屋
文
右
衛
門

証
人
栖
原
屋
茂
八

と
記
さ
れ、
松
前
家
復
領
の
文
政
四
年
(一
八
二
一
)
よ
り
、
天
保
元
年
(一
八
三
〇
)
ま
で
の
一〇
年
間
に
わ
た
っ
て
山
田
屋
文
右
衛

(2)
門
の
請
負
地
と
な
っ
た
。
文
右
衛
門
は、
す
で
に
幕
府
直
轄
時
代
に
は
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
の
総
支
配
人
を
し
て
お
り、
ま
た
文
化
年
間
に
は

留
萌
場
所
請
負
人
栖
原
屋
の
支
配
人
を
し
て
い
た
も
の
で、
こ
こ
に
初
め
て
場
所
請
負
と
し
て
登
場
し
た
の
は
、
栖
原
屋
の
力
漆
え
の
あ

っ
た
せ
いで
あ
る
こ
と
は
、
証
人
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
よ
う
。
こ
の
山
田
屋
文
右
衛
門
と
は
『山
田
家
系
譜

(
3
)

略
記
』
に
よ
れ
ば、
同
家
中
興
の
祖
と
い
わ
れ
る
第
一四
代
文
右
衛
門
有
智
で
あ
る
。

こ
の
あ
と
、
天
保二
年
の
場
所
請
負
の
更
新
期
に
至
っ
て
も、
引
続
き
山
田
屋
が
場
所
請
負
人
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
『天
保十
二
丑

(4)
年
東
西
蝦
夷
地
場
所
附
』
に

ユ
ウ
フ
ツ

天
保二
卯
年
よ
り
酉
年
迄
七
ヶ
年

一
、
金
式
百
拾
両

一、
秋
味
之
儀
は弐
千
七
百
石
以上
出
増積
取
節
は
百
石ニ
付、
金
七
両
づ、
上
納
可
’致、

但
切
囲
ニ
相
成
積
取
節
は、
前
文
百
石
ニ
付、
拾
七
両
之
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割
合
を
以、
半
金
上
納可
’
致

一、
金
五
両

弐
分
金

宿
太

x
/

宿証
人

ヌ
宮
川

きり
かこい

と
あ
っ
て、
天
保二
年
(一
八三
一)
から
同
八
年
(一
八三
七)
ま
で
の
七
ヵ
年
で
あ
った
。メ\印

は
山
田
屋
の
屋
号
で
あ
る
か
ら、

引
続
い
て
山
田
屋
が
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
を
請
負
っ
て
いた
こと
が
明ら
か
で
あ
る
。
当
時
の
運
上
金
二
五
〇
両
は、
従
前
通
り
で
あ
っ
た
が、

秋
味
(鮭)

に
つ
い
て
は二
、
七
〇
〇
石
以
上
の
出
産
積
取
り
の
あ
る
場
合
は、
一〇
〇
石
に
つ
き
一七
両
を
別
に
上
納し
た
。
た
だ
し

切
囲
と
な
っ
た
場合
は、
一〇
〇
石
に
つ
き
八
両
五
分
に上
納
金
が
半
減
さ
れ
る
と
いう
契
約
で
あ
っ
た
。
切
囲
と
は
収
獲
し
た
鮭
が
そ

の
年
の
船
積
に
間
に
合
わ
ず、
塩
を
切
っ
て
翌
年
ま
で
囲
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
「弐
分
金
五
両
」
と
は、
請
負
人
が
場
所
請
負
の
年
期

更
新
に
際
し
て
、
冥
加
(
報
償)
と
し
て
納
め
た
一種
の
献
納
金
で、
そ
の
後
年
定々
率
を
決
め
て
賦
課
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
こ

で
は
運
上
金
の二
分
、
す
な
わ
ち
五
両
と
決
め
た
も
の
で
あ
る
。

つい
で、
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
請
負
人
お
よ
び
運
上
金
等
に
つ
い
て
は、

『天
保
十
二
丑調

松
前
租
金
録』
に

(5)

ユ
ウ
フ
ツ

一金
弐
百
五
拾
両

地
店
栖
原
別
家
分、
元
手
代

六
/印

山
田
屋
文
右
衛
門

と
あ
り
、
ま
た
『福
島
屋
文
書
』
の
「東
西
蝦
夷
地
御
場
所、
運
上
金
揚
り
高
並
夷
人
人
別
控」
に
よ
れ
ば

(6)
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ユ
ウ
フ
ツ

二
百
五
拾
両

運
上
金

二
分
積
金

秋
味三
千
五
百
石
以
上
出
増
積
取
之
節
ハ、
百
石
二
付、
金
拾
七
両
上
納、
切
囲
二
相
成
候
節
ハ、
半
金
上
納
可
仕
候。

右三
千
五
百
石
之
内
七
百
石、
天
保
十
四
亥
年
正
月
御
宥
免
被
仰
付
候。

宿 証
人主

山
田
屋
文
右
衛
門

栖
原
仲
蔵

京
屋
平
八

宮
川
半
右
衛
門

天
保
九
戌
年
よ
り
辰
年
迄

と
記
さ
れ
て
い
る
から
、
天
保
九
戍
年
(一
八三
六
)
よ
り
弘
化
元
辰
年
(一
八
四
四)
ま
で
の
七
ヵ
年
も、
山
田
屋
文
右
衛
門
の
請
負

で
あ
っ
た
。
し
か
し
文
右
衛
門
有
智
は、
天
保
十
二
年
(一
八二
九)
に
没
し
て
い
る
の
で、
請
負
人
は
一
五
代
文
右
衛
門
喜
長
と
思
わ

れ
る
。
喜
長
は
若
く
し
て
よ
り
江
戸
深
川
に
移
り
住
み、
ほ
と
ん
ど
家
業
を
見
ず
に
終
っ
た
と
い
わ
れ
る
か
ら
、
全
く
名
目
の
み
の
請
負

人
で
あ
っ
た
ら
し
い。

弘
化二
年
(一
八
四
五)
は、
山
田
屋
の
請
負
期
限
の
更
新
の
年
に
当
っ
て
い
る
が、
こ
れ
に
つ
い
て
確
か
な
資
料
は
あ
ま
り
見
当
ら

(2)
な
い
。
し
か
し
、
嘉
永
六
年
八
月
吉
日
写
と
い
う
『松
前
御
運
上
場
所
持
控』
に
よ
る
と

一、
ユ
ウ
フ
ツ

第
四
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運
上
金

x

一、
サ
ル

x

と
記
さ
れ、
さ
ら
に
山
田
屋
寿
平
は、
ア
ツ
ケシ
場
所
も
六
百
両
で
請
負
っ
て
い
る
から
、
前
後
の
資
料
の
関
係
から
み
て、
弘
化二
年

(一
八
四
五)
よ
り
嘉
永
五
年
(一
八
五二
)
に
至
る
七
ヵ
年
に
わ
た
っ
て、
山
田
屋
寿
平
の
請
負
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

山
田
寿
平
は、

一六
代
文
右
衛
門
清
富
の
弟
で
あ
る
山
田
寿
兵
衛
で
箱
館
に
あ
る
山
田
屋
の
別
家
で
あ
る
。
す
で
に
一五
代
文
右
衛
門
喜

長
は、
天
保
十三
年
(一
八
四二
)、四

四
才
を
も
っ
て
没
し
て
い
る
か
ら
、
山
田
屋
寿
兵
衛
が
跡
を
継
い
で
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
の
請
負
人
と

な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

嘉
永
五
年
(一
八
五
二
)
よ
り
は
、
ま
た
山
田
屋
文
右
衛
門
の
請
負
う
と
こ
ろ
と
な
る
が、
こ
の
文
右
衛
門
が
一
六
代
文
右
衛
門
清
富

と
称
し
、
以
後
明
治
の
初
期
ま
で
場
所
請
負
人
と
し
て
才
腕
を
振
る
っ
た、
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
の
実
権
者
で
あ
っ
た
。
記
録
に
よ
れ
ば

嘉
永
・
安
政
年
間
(自
嘉
永
五
年、
七
ヶ
年
季
)

二
百
五
十
両

外
(積
金)
五
両

秋
味三
千
五
百
石
以
上
百
石
ニ
付
十
七
両
ず
つ
切
囲
半
金

(白
山
友
正
『松
前
蝦
夷
地場
所
請
負
制度
の
研
究』
昭
和
四十
六
年
四
月)

と
記
さ
れ、
嘉
永
五
年
よ
り
安
政
五
年
(一
八
五
八)
ま
で
の七
ヵ
年
の
期
限
を
も
っ
て
請
負
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
ユ
ウ
フ
ツ
場
所

は
、
松
前
家
復
領
以
後
の
い
わ
ゆ
る
後
松
前
藩
時
代
(文
政
四
年
～
安
政
元
年)
の三
三
年
を
通
じ
て
山
田
屋
の
請
負
場
所
と
な
っ
て
い

い
た
。
な
お
山
田
屋
は、
こ
の
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
の
ほ
か、
サ
ル
場
所
(文
政
四
年
よ
り)
お
よ
び
ア
ツ
ケ
シ
場
所
(天
保
十
年
よ
り
)
の
請
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前
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右
衛
門



負
人
を
も
兼
ね
て
い
た
の
で
あ
る
。

注
(1)文

政二
年
よ
り
文
政
四
年
ま
で
の
運
上
金
調、
北
海
道
行
政
資
料
課
蔵
本

(2)田
草
川
伝
次
郎
『西
蝦
夷
日
記
』
文
化
四
年

(3)(4)北
海
道
大
学
北
方
資
料
室
本
に
よ
る
。

(5)注(1)
に
同
じ

(6)市
立
函
館
図
書
館
本
に
よ
る
。

(7)注
(4)に

同
じ

二
鰯
漁
業
の
発
達

松
前
家
復
領
下
の
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
に
お
け
る
漁
業
生
産
の
う
ち
、
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
鰯
漁
業
の
発
達
で
あ
る
。
弘
化二
年
(一
八

(1)
四
五
)、こ

の
地
を
訪
れ
た
松
浦
武
四
郎
は、
そ
の
記
録
『初
航
蝦
夷
日
誌』
に、
つぎ
のよ
う
に
記
し
て
い
る。

ユ
ウ
フ
ツ

従
;|白
老
場
所
」九
里
。
享
和三
改。
九
里
余
。

(中
略)

ユ
ウ
フ
ツ
御
場
所
運
上
金

天
保
口
口 □年

改

一、
金
式
百
五
十
両

秋
味
二
千
七
百
石
目
見
込
、
其
上
百
石
ニ
付
十
七
両
冥
加
金
上
納
之
事、
切
囲
二
相
成
節
は
十
七
両三
ッ
割
上
納

文
化
九
申
年
改

上
納

請
負
人

松
前
唐
津
内

山
田
屋
文
右
衛
門

土
産
鮭
、
ア
タ
ツ
、
根
縄、
干
鮭、
椎
茸、
寒
塩
引
、
紫
根
等
也。

×
一
印

第
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(部
)

弘
日、
是
は
昔
之
事
ニ
而
当
時
ニ
而
は
干
粕
を
第
一
と
致
し
候
事
は、
則
タ
ル
マ
イ
の
分
ニ
も
し
る
し
た
る
ご
と
し
。

(斑
)

鮭
は
ま
た
此
処
の
も
の
多
し
。
他
場
所
漁
業
相
終
り
而
よ
り
後
ニ
と
る
こ
と
也
。
松
前
地
漁
業
と
同
じ
時
節
に
相
成
候。
其
魚
班
に
て
肉
白
ニ
有
。
魚
少
し

味
よ
ろ
し
から
ず
。
故
ニ
江戸
ニ
而
も
両
二三
本
位
は
子
モ
ロ
よ
り
下
直
な
り
。
又
節
も
又
子
モ
ロ
は
秋
の
彼
岸
前
後
な
れ
ど
も
此
処
は
冬
気
の
か
かり
口

ニ
と
る
こ
と
也
。

此
外
鹿
皮
鹿
角
多
き
こ
と
前
ニ
云
が
ご
と
し
。」

す
な
わ
ち、
幕
府
直
轄
時
代
の
文
化
九
年
(一
八
一二
)、当

場
所
の
主
要
産
物
で
あ
った
サ
ケ
や
椎
茸
に
か
わ
っ
て
、
当
代
は
干
粕
が
第

一
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。
干
粕
と
は
イ
ワ
シ
のメ
粕
の
こ
と
で
あ
っ
て、
メ
粕
の
生
産
が
可
能
と
な
る
ほ
ど
、
イ
ワ
シ
漁
の
生
産
が
あ

っ
た
わ
け
で
あ
る
。
同
書
の
タ
ル
マ
イ
の
条
に

「鰯
小
屋
多
き
が
故ニ
、
小
商
人
並
ニ
茶
屋
様
之
も
の
も
出
張
其
繁
華
な
る
こと
は
東
部
第
一
番
也
。
(中
略)是
よ
り
東
し
ば
ら
く
の
間
市
町
の
如
く
鯛
魚

屋
ツ
、
き
て
見
事
な
る
こ
と
也
。」

ユ
ウ
フ
ツ

サ
ケ
弐
千
石

と
あ
っ
て
、
タ
ル
マ
イ
浜
は
そ
の
中
心
で
あ
っ
た
。
そ
の
生
産
高
は、
天
保
十
年
(一
八
三
九
)の
『松
前
秘
説』に

イ
ワシ

弐
万
五
千
石

と
記
さ
れ
た
ほ
ど
、
そ
の
生
産
高
は
東
蝦
夷
地
で
群
を
抜
い
て
い
た
。

ユ
ウ
フ
ツ
場
所
に
お
いて
イ
ワシ
漁
業
が、い

つこ
ろ
から
開
始
さ
れ
た
か
と
いう
こ
と
に
つい
て
は、
詳
し
い
記
録
は
見
当
ら
な
いが、

寛
政
十
二
年
(一
八
〇
〇
)、す

で
に
白
老
場
所
の
ア
イ
ロ
(ア
ヨ
ロ)
に
お
いて
、
鰮
油
搾
取
の
た
め
釜三
個
を
据
付
け
た
と
い
う
の
が

最
も
古
い
と
い
わ
れ、
文
化
・
文
政
代
の
蝦
夷
記
録
を
集
め
た
『雑
記』
に
よ
れ
ば、
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
の
産
物
は
「鮭、

小
鯡、
筋
子
、

(2)

魚
油
、(中
略)
そ
の
漁
船
百
五
十
隻
、
漁
小
屋三
十
五
軒。」と

い
う
から
、
こ
のこ
ろ
よ
り
イ
ワ
シ
漁
業
が
開
始
さ
れ
て
い
た
と
み
て
よ

か
ろ
う
。

そ
の
後
、
ユ
ウフ
ツ
場
所
に
お
け
る
イ
ワシ
漁
業
は
順
調
な
生
産
を
続
け
た
ら
し
く、
安
政
元
年(一

八
五
四)の

『蝦
夷
大
観
』に
は、
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当
場
所
の
産
物
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

前
海
鼠

百
五
拾斤

産
物

鰯 鰔 鮭

千
五
百
石
目

八
千
石
目

漁
獲
さ
れ
た
イ
ワシ
は
、
当
時ニ
シン
や
マ
ス
な
ど
と
と
も
に
メ
粕
に
製
造
さ
れ
て、
盛
ん
に
本
州
市
場
の
需
要
を
満
た
し
た
。
当
時
の

ょ
粕
の
製
造
法
に
つ
い
て
は
、『松

前
秘
説
』
に、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「鯡、
鱒
糟
の
製
法
は、
其
場
所
の
磯
辺
に
竈
を
拵
へ、
は
し
□□里
の
大
鍋
を
懸
け
魚
を
湯
煮
し
て
、
夫
を
方
二
寸
位
の
木
に
て
四
方
に
建
貫
を
通し
、
四

方
板
を
は
め
上
下
よ
り
押
木
轆
轤
メ
にし
て
水
油
は
下
へ
出
る
や
う
に
し
、
又
其
下
に
は
板
流
有
之、
其
向
ふ
の
方
に
溜
桶
を
掘
込
置
て、
夫
へ
流
込
やう

に
仕
懸
ケ、
鯡
鱒
を
焚
た
る
を
其
仮
に
し
て
上
ケ
候
へ
は
、
骨
も
身
も
一
ツ
に
砕
く
る
と
云
、
夫
を
干
上
け
て
糟
と
称
し
、
又
油
を
仕
分
候
て、
油
は
樽
詰

と
す
る
と
い
ふ
。」

ま
た
『松
前
産
物
大
概
鑑
』
に
よ
れ
ば、
そ
の
製
法
と
当
時
の
相
場
の
様
子
を

一、
干
鰯
壱
俵

是
ハ
網
引
仕
候
弓
其
你
干
上
ケ
小
莚
ニ
テ
ホ
シ
カ
莚
ト
唱
へ
有
之
候
小
俵
造
リ
シ
立
ニ
御
座
候。

一、
鰯
〆
粕
値
段

砂
金
拾
匁

此
銭
六
貫
文
二
付
目
形
五
拾
壱
貫
位

砂
金
五
タ
七
ト
位

此
銭
三
貫
四
百
弐
拾
文
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目
形
拾三
貫
入

是
ハ
釜
ニ
テ
煎
絞
り
候
粕
干
上
ケ
弐
釜
テ
弐
拾
貫
タ
入
壱
俵
之
見
積
り
。
十
釜
ニ
テ
油
四
斗
入
壱
挺
之
積
リ
ニ
御
座
候。

一、
鰯
油
四
斗
入
壱
挺
二
付

是
八
当
時
下
落
之
直
段二
御
座
候。

鹿
皮、
鹿
肉、
熊
皮
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3
の
こ

小
判
壱
両
二
付
弐
拾
四
斥
替

是
ハ
生
海
鼠
⇒
煎
候
テ
干
上
ケ
候、
長
崎
御
用
俵
物
之
外
賣
買
ハ
無
御
座
候
。

と
あ
る
。

こ
の
よ
う
に、
生
産
物
の
上
か
ら
み
てメ
粕
や
煎
海
鼠
が
新
た
に
登
場
し
た
と
いう
こ
と
は、
今
ま
で
ア
イ
ヌ
の
生
産
に
依
存
し
て
き

た
場
所
経
営
が、
請
負
人
によ
る
漁
場
生
産、
す
な
わ
ち
巨
額
の
資
本
を
投
下
す
る
こ
と
に
よ
っ
て、
漁
獲
を
増
大
す
る
漁
場
経
営
に
変

質
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
つ
ま
り、
従
来
ま
で
ユ
ウフ
ツ
場
所
の
主
要
な
生
産
物
で
あ
っ
た
千
歳
川
沿
岸
等
の
サ
ケ
漁
の
ほ
か
に
、

新
た
に
沿
海
漁
業
と
し
て
イ
ワ
シ
漁
が
主
要
な
地
位
を
保
持
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
イ
ワシ
の
漁
獲
高
を
高
め、
イ
ワシ
粕
の
生
産
を
増
大
し
た
も
う
一
つの
理
由
は、
タ
ル
マ
イ
浜
を
中
心
と
し
た
「二
八
取」
の

,はち
と
り

発
達
で
あ
る
。二
八
取
と
は
漁
獲
の
二
割
を
請
負
人
に
納
め、
八
割
を
自
己
の
収
人
と
し
た
和
人
の
追
練
業
者
の
こ
と
で
あ
る
。
松
前
藩

は
、
は
じ
め
蝦
夷
地
に
和
人
の
居
住
を
禁
じ
て
い
た
の
で、
場
所
請
負
人
は
ア
イ
ヌ
を
使
用
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
が、
一八
世
紀
末
に
な

る
と
凶
漁
と
本
州
に
お
け
る
飢
饉
の
た
め、
蝦
夷
地
に
渡
来
す
る
流
民
が
多
く
な
り、
藩
は
天
保
十
一年

(一
八
四
〇
)、増

毛
以
北
へ
の

漁
民
の
出
稼
ぎ
を
許
可
し
、
安
政二
年
(一
八
五
五)
に
は
、
神
威
岬
以
北
へ
の
婦
女
子
の
居
住
を
許
す
な
ど
の
措
置
を
と
ら
ざ
る
を
得

な
く
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
社
会
的
条
件
に
よ
っ
て、
和
人
の
出
稼
ぎ
は
次
第
に
増
加
し、
主
と
し
て
漁
業
労
働
者
と
し
て
ア
イ
ヌ
の
労

働
力
を
補
充
す
る
役
割
を
果
し
て
い
っ
た
。

こ
の
場
所
に
お
け
る
二
八
取
の
状
況
に
つ
い
て、
松
浦
武
四
郎
は
『初
航
蝦
夷
日
誌
』
に
つぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「タ
ル
マ
イ
(中
略)
箱
館
よ
り二
八
取
多
く
出
来
り
居
て
鰯
小
屋
多
き
が
故ニ
、
小
商
人
並
ニ
茶
屋
様
之
も
の
も
出
張
、
其
繁
華
な
る
こ
と
は
東
部
第
一
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斤
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形
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六
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と
記
し
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ま
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煎
海
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て
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一、
煎
海
鼠
直
段
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番
也
。
其
式
八
と云
割
方
は
漁
猟
の
も
の二
分
は
運
上
屋
請
負
人
に
納
(
お
さ
め)、八

分
を
我
が
納
と
す
る
也。
然
し
此
弐
分
之
運
上
は
上
(か
み)
え
納

る
に
あ
ら
ず
。
皆
請
負
人
の
収
納
と
な
る
也
。
其
故
に
此
場
所
請
負
人
は
只
此
二
八
の
運
上
に
而
漁
事
一
切
無
と
而
も
利
の
有
る
場
所
な
り
と
か
や。
又
西

部
ラ
タ
ル
ナ
イ
等
も
こ
、
と
同
じ
事
ニ
而
、
二
八
に
て
自
分
漁
は
無
と
て
も
宜
し
き
由
也
。」

こ
の
よ
う
に
タ
ル
マ
イ
浜
は
、
二八
取
や
場
所
請
負
人
等
の
漁
場
が
立
ち
並
び
、
東
蝦
夷
地
に
お
け
る
第
一の
場
所
と
な
っ
た
。
し
か
も

場
所
請
負
人
は
「漁
事
一
切
無
と
而
も
利
の
有
る
場
所
也
。」と
あ
る
よ
う
に
、
ア

イ
ヌ
の
労
働
力
の
著
し
い
減
少
で、
漁
場
生
産
に
不
便
を
感
じ
て
い
る
際
で
も
あ

り
、
な
に
も
せ
ず
に
漁
獲
物
の
二
割
を
取
得
す
る
こ
と
が
出
来
る
ば
か
り
か、
彼

等
に
仕
込
み
を
し
、
そ
の
産
物
の
売
却
権
を
得
て
利
益
を
増
す
こ
と
が
で
き
た
。

さ
ら
に
同
書
に
は

「此二
八
取
の
若
干
な
る
こ
と
を
云
ば
、
鰯
取
中
間
と
申
も
の
有
て
箱
館
市
中
よ
り
同
在

に
五
十
三
軒
有
と
か
や
。
此
株
ま
た
今
ふ
や
す
こ
と
も
な
り
が
た
く
先
年
よ
り
右
の
通
り

に
有
る
と
か
や
。
其
壱
軒
に
而
も
大
な
る
に
到
て
は
八
十
人
、
百
人
ブ
ツ
も
漁
者
を
南
部、

津
軽
辺
に
雇
入
る
こ
と
也
。
小
き
と
い
え
ど
も
二
十
人
、
三
十
八
位
ブ
ツ
雇
入
る
。
六
尺

釜
而
煮
干
粕
と
致
し
運
送
す
る
こ
と
中
筆々
状
し
や
す
き
に
あ
ら
ず
。
ま
た
こ
、
に
右
出

稼
之
者
共
よ
り
沖
ノ
口
役
所
差
出
置
候
証
文
の
言
葉、
因
に
こ
、
に
し
る
し
置
こ
と
也
。

差
上
申
一
札
之
事

私
共
何
事
之
蝦
夷
地
江
為,,自

分
」
稼
罷
越
度
奉
’
願
候
処、
願
之
通
御
聞
済
被
」
成
下
一

難
’
有
仕合
二
奉
’
存
候。

依
’
之
左
之
通
被
」
仰
渡
」
候
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一、
前
被々||仰

出
;
候
通、
御
法
度
之
趣
堅
可_
申;;相

守」
事。

一、
御
場
所
御
詰
合
御
役
人
様
御
下
知
は
勿
論、
万
事
支
配
人
江
承
合、
御
場
所
御
差
支二
不」」相

成
,
候
様
相
心
得
可
」
申
候
事
。

一、
蝦
夷
人
を
掠
め
非
道
之
儀、且

悪
心
を
以
夷
人
と
申
合
等
仕
間
敷、御

場
所
ニ
而
取
揚
候
荷
物
は
不
’
残
場
所
江
相
納、密

売
買
等
之
儀
堅
仕
間
敷
候
事
。

右
之
通
被、
仰
渡
」
一同
承
知
奉
’畏
候。
万
一
相
背
候
義
後
日
相
聞
候
ハ
、、
急
度
御
咎
め
被
仰
付
」。
依
一
札
差
上
申
処
如
」之

何
月
何
日

何
場所
所

(阿
場
脱)

稼
方
何
方之
誰

則
かく
の
通
り
な
り
。
因
に
出
す
。
皆
是
を
沖
ノ
口
に
出
し
置
出
稼
に
行
こ
と
也。」

と
記
し
、
南
部、
津
軽
方
面
の
漁
民
が、
箱
館
ま
た
は
近
在
の
イ
ワ
シ
業
者
に
雇
わ
れ
て、
小
規
模
の
も
ので
二
、
三〇
人
、
大
規
模
な

組
に
な
る
と
八
〇
人
か
ら
一〇
〇
人
の
漁
夫
を
ま
と
め
て
漁
場
を
経
営
し
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。
そ
し
て
「御
場
所
ニ
而
取
揚
候
荷
物

は
不
’
残
場
所
江
相
納、
密
売
買
等
之
義
堅
仕
間
敷
候。」と

いう
よ
う
に、
荷
物
(漁
獲物)

は
場
所
請
負
人
に
納
め、
密
売
買
は
堅
く

禁
止
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て、
タ
ル
マ
イ
浜
の
イ
ワ
シ
漁
業
の
発
達
に
よ
っ
て、
場
所
請
負
人
の
利
益
も
ま
た
増
大
し
た
で
あ
ろ
う

こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

当
時
タル
マ
イ
浜
の
メ
粕
は
蝦
夷
地
の
最
上
品
と
さ
れ、
箱
館
に
集
荷
さ
れて
本
州
に
移
出
さ
れ、
関
西
方
面
で
は
畑
作
の
肥
料
と
し

て
用
い
ら
れ
た
が、
こ
の
よ
う
な
社
会
的
背
景
も
あ
っ
て、
イ
ワシ
漁
業
の
発
達
を
み
た
の
で
あ
る
。
当
時
ュ
ウ
フ
ツ
場
所
に
お
け
る
イ

(3)
ワ
シ
漁
業
の
地
位
を、『蝦

夷
大
観』
の
資
料
に
よ
っ
て
み
れ
ば
次
表
の
よ
う
に
な
る
。
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鰯
・
ま
た
は
鰯
メ
粕
出
産
高(石
)|同
メ
粕
(石)- 一

三二
一
|

一

シ
ズ
ナ
イ

ニ
イ
カ
ッ
プ ル

ユ
ウ
フ
ツ

シ
ラ
オ
イ

場
所
名

鰯

八
〇
〇

七
一
九 ‒
‒

1 一

ホ
ロ
イ
ズ
ミ

サ
マ
ニ

ウ
ラ
カ
ワ

ミ
ツ
イ
シ

場
所
名

六三
〇 1

(石
)|同
メ
粕

三
〇

三
二
〇

一五
〇 (石)

ホ
ロ
ベ
ツ

エ
ト

モ ス タス

夕

ヤ
ム
ク
シ
ナイ

場
所
名

鰯鯡 鰯鯡

七〇
七
〇
〇

四
八
〇

七
二
〇

1

か
く
し
て
当
代
の
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
は
、
従
来
の
対
ア
イ
ヌ
交
易
を
主
と
し
た
経
営
か
ら、
請
負
人
に
よ
る
漁
場
経
営
に
移
行
し
、
生
産

も
飛
躍
的
に
増
大
し
て
イ
ワシ
漁
業
=
メ
粕
生
産
に
お
いて
は
蝦
夷
地
第
一
と
い
わ
れ
る
場
所
に
発
展
し
た
の
で
あ
る
。

注
(1)

吉
田
武
三
校
注
『三
航
蝦
夷
日
誌
』
上
巻
昭
和
四
十
五
年
三月

(2)
『北
海
道
史
』
第
一
巻

市
立
函
館
図
書
館
本
に
よ
る
。

三ニ
ア
イ
ヌ
の
漁
場
労
働

(
3
)

ユ
ウ
フ
ツ
場
所
が
イ
ワ
シ
漁
業
で
活
況
を
呈
し
た
こ
ろ、
こ
の
地
の
住
民
‒‒ア
イ
ヌ
の
生
活
は、
ど
の
よ
う
な
状
態
に
あ
っ
た
ろ
う
か
。

こ
の
こ
と
につ
い
て
、
安
政
二
年
(一
八
五
五)、
ユ
ウ
フ
ツ、
サ
ル
両
場
所
の
請
負
人
山
田
屋
文
右
衛
門
が、
箱
館
奉
行
へ
提
出
し
た
書

(1)
類
を
『東
蝦
夷
地
請
取
申
口
』
よ
り
抄
録
し
て
み
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
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東
蝦
夷
地
サ
ル
御
場所
寒
暖
其
外
御
尋
之
段
二
年
恐
左
之
通
御
答
奉
申上
候

(中
略)

一、
稼
方
□
□
之
儀
は、
例
年三
月
よ
り
四
月
中
頃
迄、
於
所
々
蝦
夷
人
食
用
之
鱈、
鮊
其
外
釣
物
為
仕
候。
其
年
漁
事
二
寄
、

]産
も
相
成
申
候。
春

彼
岸
入
よ
り
入
梅
至
迄
之
間、ユ

ウ
フ
ツ
蝦
夷
人
ニ
組
合
ニ
、西
蝦
夷
地
ア
ツ
タ、
ヨ
タ
ル
ナ
イ
西
場
所
江
、
先
年
よ
り
鯡
漁
業
為
仕
候
。

一、
四
月
下
旬
よ
り
五
、
六
、
七
月、
二
百
十
日
前
方
迄
小
鯡
並
雑
魚、
煎
海
鼠、
昆
布、
觸
漁
業
仕
候。
且
又
前
之々
仕
来
り
ニ
付
、
二
百
十
日
頃
よ
り

土
用
迄
之
間、
ユ
ウ
フ
ツ
蝦
夷
人
と
組
合
せ、
西
地
イシ
カ
リ
川
尻
之
内、
於
所
鮭々
漁
業
出
稼
仕
候。

猶
又
秋
彼
岸
よ
り
冬
至
頃
迄、
ユ
ウフ
ツ
持
場
於
千
歳
川
筋
ニ
、
為
食
料
鮭
漁
業
為
仕
候
。

双
方
漁
業
相
済
候
上
、
蝦
夷
人
之
儀
は
銘
住々
所
江
早
々
遣
置、
十
月
よ
り
十
一、
十
二
、
正
、
二
月
之
間
勝
手
次
第
鹿
猟
為
仕
候
。

一、
寒
暖
之
儀
は
平
年
十
月
下
旬
よ
り
雪
積
り、
初
十
一
月
ニ
相
成
候
得
は、
段
寒々
気
強
く、
十
二
月
よ
り
三
月
二
至
、
積
雪
三
尺
位、
二
月
上
旬
よ
り

追
雪々
解
ニ
相
成
申
候
。

一、
四
月
よ
り
五
月
之
間、
布
子、
裕
、
七
月
は
単
衣
よ
り
裕、
八、
九
月
は
袷
よ
り
布
子
着
用
仕
候。

一、
サ
ル
御
場
所
之
儀
は、
ユ
ウ
フ
ツ
勤
番
所
之
持
場
ニ
御
座
候。
賄
方
之
儀
は
見
廻
之
節三
口

ロ、
ク
ナシ
リ
、
エ
ト
ロ
フ
勤
番
並
松
前
表
よ
り
臨
時
出
役
住
返
共
、
壱
路
二付
弐
拾
五
文
宛
請
取
候
仕
来
リ
ニ
御
座
候。

右
之
通
御
尋
二
付
奉
書
上
候。
以
上
。

安
政二
卯
年
四
月

に
て
五
十
五
文
宛
、
奥
地シ
ヤ
マ
ニ
、
ア
ツ
ケシ
、
子
モ

東
蝦
夷
地
サ
ル
御
場
所
請
負
人

松
前
唐
津
内
町

山
田
屋
文
右
衛
門
印

こ
れ
は
サ
ル
場
所
に
つ
い
て
の
報
告
書
で
あ
る
が、
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
に
お
け
る
ア
イ
ヌ
の
労
働
状
況
も
同
時
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
って
当
場
所
に
お
け
る
アイ
ヌの
労
働
を
季
節
別
に
概
観
し
て
み
る
と
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春
鱈
、
飴
、
鯡
(に
し
ん)
等
の
漁
業

冬秋

鮭
漁

山
猟

小
鯡、
雑
魚、
煎
海
鼠、
昆
布、
鰯
等
の
漁
業

夏

と
大
別
さ
れ、

春
彼
岸
よ
り
入
梅
こ
ろ
ま
で
は
西
蝦
夷
地
の
ニ
シ
ン
漁
の
出
稼
ぎ
、
四
月
下
旬
よ
り
二
百
十
日
前
ま
で
は
ユ
ウ
フ

ツ
場
所
の
イ
ワシ
漁
に
駆
り
出
さ
れ、
二
百
十
日
ころ
よ
り
土
用
ま
で
は
、再
び
西
蝦
夷
地
イ
シ
カ
リ
場
所
の
サ
ケ
漁
の
出
稼
ぎ
と
な
る
。

そ
し
て
秋
彼
岸
か
ら
冬
至
ま
で
の
期
間
は
、
従
来
の
仕
来
り
に
よ
っ
て千
歳
川
の
サ
ケ
漁
が
あ
り
、
こ
れ
で
自
ら
の
食
料
や
荷
物(交

易
用

の干
鮭
)
の
生
産
を
す
る
わ
け
で
、
自
由
に
労
働
で
き
る
の
は
冬
の
山
猟
ぐ
ら
い
な
も
の
で、

一年
を
通
じ
て
ほ
と
ん
ど
生
活
の
資
を
求

め
て
労
働
を
強
いら
れ
る
と
いう
状
態
で
あ
っ
た
。

天
保
九
年
(一
八三
八)
の『北

陲
対
問』に
よ
れ
ば、
隣
接
のシ
ラ
ラ
イ
場
所
に
お
け
る
ア
イ
ヌ
に
お
い
て
も、
蝦
夷
人
別三
六
〇
人

の
う
ち百
二
十
人
‒
壮
者
に
て
漁
業
並
薪
取
人
足
等
に
召
遣
ふ
者
共
。

二
百
四
十
人
‒‒老

若
男
女
病
者
等
に
て
漁
事
等
へ
召
遣
兼
候
者
共、
尤
沖
出
之
外
に
は
女
人
年
若
の
者
共
も
召
遣
候
様
子
に
相
見
候
。

此
人
わ
け
は
国
主
へ書
上
候
趣の
面、
全
ぐ
用
に
相
成
候
者
は
八、
九
分
有’
之
様
子ニ
相
見
へ候
。

と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
会
所
(
漁
場
)
に
所
属
し
て
労
働
者
化
し
た
ア
イ
ヌ
の
実
状
を
読
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に、
松
前
家
復
領
時
代
に
入
っ
て
から
は、
ア
イ
ヌ
は
漁
業
労
働
を
は
じ
め
と
し
て、
道
路
工
事
、
交
通
上
の
使
役
から
、

会
所、
役
所、
番
屋
の
炊
事、
小
使、
夜
番、
畑
番、
見
張
番、
鍛
治
や、
大
工
の
手
伝、
柚、
薪
切、
炭
焼
き
に
及
び、
さ
ら
に
武
士

の
槍
持
に
さ
れ
た
り
、
果
て
は
医
師、
足
軽
に
も
一
人
づ
つ
つ
け
る
と
い
う
事
も
起
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

漁
場
の
番
屋
で
は
人
別
帖
を
設
け
て、
山
地
の
ア
イ
ヌ
を
強
制
的
に
漁
場
へ
送
り
、
労
働
力
に
余
裕
が
あ
れ
ば
同
じ
請
負
人
の
経
営
す

る
他
の
場
所
へ、
女、
子
供
で
も
容
赦
な
く
移
動
さ
せ
た
例
が
あ
り
、
ま
た、
ひ
と
た
び
、
漁
場
労
働
者
と
し
て
浜
に
移
さ
れ
れ
ば
、
数
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年
ま
た
は
永
久
に
故
郷
に
帰
る
こ
と
が
許
さ
れ
ず
、
故
郷
に
は
老
人
、
幼
児、不
具、
病
人
の
みと
な
り、
荒
廃
し
て
し
ま
う
コ
タン

(部
(2)

落
)
も
あ
っ
た
。
当
時、
場
所
経
営
が
ア
イ
ヌに
と
っ
て、
い
か
に
過
酷
で
あ
っ
た
か
は、
松
浦
武
四
郎
の
『近
世
蝦
夷
人
物
語』
に
よ

っ
て
み
る
と

「東
蝦
夷
地
サ
ル
場
所
は
素
浜
に
て
漁
業
少
な
く
沿
海
凡
八
里
斗
な
る
が、
山
に
入
る
事
は
凡
二
十
五
里
に
も
成、
サ
ル
フ
ツ
、
アツ
ヘ
ツ、
フ
ク
モミ
、

ケ
リ
マ
フ
、
カ
ハ
リ
等
と
い
へ
る
川
あ
り
。
依
て
此
川
筋
村
居
多
き
が
故
に
、
人
家
凡三
百
軒、
人
口
千三
百
余
人
に
な
り
た
り
。
故
に
此
の
地
請
負の
者、

当
所
人
数
を
ア
ッ
ケ
シ
、
石
狩、
ア
ツ
タ、
ヨ
タ
ル
ナ
イ
等
へ
遣
し
出
稼
を
ぞ
致
さ
せ
召
使
ひ
け
る
に
、
其
使
ひ
方
、
実
に
彼
地
へ
行
候
や、

一年
に
て
戻

り
候
事
や
ら
ん
ま
た二
年
三
年
も
置
る
、
や
ら
ん
も
斗
り
難
く、
家
に
残
し
置
か
る
妻
等
に
其
留
守
を
伺
ひ
番
人
、
稼
方
等
の
も
の
行
、
強
婬
致
し
、
行
々

は
妾
等
に
な
し
、
左
候
時
は
其
夫
を三
年、
五
年
と
な
く
出
稼
場
所
に
置
て
故
郷
へ
は
帰
し
不
’
遣
、ま
た
女
の子
ど
も
行
候
時
は、理

非
の
辨
も
な
き
稼
方

番
人
等
の
為
に
強
婬
せ
ら
れ、
ま
た
は

等
な
さ
る、
事
有
」
之
、
そ
れ
が
為
に
産
れ
附
か
ざ
る
不
具
と
な
り
、
ま
た
船
方、
漁
師
等
の
為
に
病
毒
を

伝
染
し
て
終
に
療
養
と
も
不
得
、
は
か
な
く
な
る
も
の
多
き
が
故
に、
実
に
出
稼
と
口
に言
は
、
六
親
眷
属
泣
悲
し
み
て
生
涯
の
別
れ
の
様
に
覚
え
、
彼

地
へ
行
哉
昼
夜
の
差
別
な
く
饑
はら
に
て
追
役
せら
る
、
が
故
に、
帰
り
来
ら
ざ
る
ま
で
は
実
に
家
に
あ
る
も
の
は
出
稼
の
者
を
案
じ
、
出
稼
の
者
は
家
に

残
し
置
夫
妻
ま
た
は
親
子
を
案
て
居
け
る
事
な
り
け
る
に、
其
事
は三
才
の
児
た
り
と
も
恐
れ
ざ
る
は
無
(下
略)。」

と
記
し
て
い
る
。
サ
ル
場
所
の
請
負
の
者
と
は、
山
田
屋
で
あ
る
が、
山
田
屋
は
同
時
に
ユ
ウ
フ
ツ
、
ア
ツ
ケシ
場
所
の
請
負
人
で
も
あ

っ
た
こ
と
は、
前
項
に
お
い
て
も
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
さ
ら
に
山
田
屋
は
イ
シ
カ
リ
、
ア
ツ
タ、
オ
タ
ル
ナ
イ
に
も
出
稼
ぎ
の
漁
場

を
持
ち、
労
力
の
不
足
を
ユ
ウ
フ
ツ
、
サ
ル
の
アイ
ヌ
に
求
め、
強
制
的
に
浜
に
送
っ
て
使
役
し
た
の
で
あ
っ
た
。
一年
の
出
稼
ぎ
が、

三
年
あ
る
い
は
五
年
と
さ
れ
て
酷
使
さ
れ、
故
郷
に
残
し
た
妻
子
や、恋

人
も
ま
た
出
稼
ぎ
に
出
た
男
た
ち
を
待
ち
わ
び
る
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
悲
し
い
心
情
を
、
今
も
日
高
地
方
に
伝
わ
る
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
ヤ
イ
シ
ャ
マ
(叙
情歌
謡)
に
よ
っ
て
汲
み
と
る
こ
と
が
で
き

る
。

ヤ
イ
シ
ャ
マ
ネ
ナ、
肝
が
焼
け
る
よ
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私
の
殿
御
よ
、
ど
こ
に
あ
る
村
か

そ
の
名
を
、
く
そ
石
狩

貧
乏
石
狩、
だと
いう
の
か

其
処
に
お
雇
に
な
っ
て
いる
の
で
、
こ
ん
な
思
い
思
わ
れ
る

仲
だ
っ
た
の
に、
逢
う
ば
かり
も

出
来
な
く
な
っ
て、
し
ま
っ
た
の
だ
!!

風
に
な
り
た
や、
鳥
に
な
り
た
や

そ
う
し
た
な
ら
、
く
そ
石
狩
へ

今
日
こ
こ
から
で
も
、
飛
ん
で
行
こ
う

そ
う
す
る
な
ら
ば
、
私
の
殿
御
に

今
日
こ
こ
から
で
も
、
す
ぐ
逢
え
る
が
な
ぁ
!

私
の
殿
御
よ、
こう
し
て
る
こ
の
今

何
の
仕
事
を
、
し
て
い
な
さ
る
か
?

私
の
恋
し
い
殿
御、
こん
な
に
思
っ
て
い
る
の
を

ど
の
よ
う
に
本
当
に、
思
っ
て下
さ
る
だ
ろ
う
か?

風
に
な
り
た
や、
お
前
の
から
だ
の上
へ

す
る
り
さ
わ
る、
ば
か
り
も
し
た
い
よ
う

な
の
だ
に
な
ぁ
!!

第
四
編
幕
藩
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代

(『石
狩
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四
十
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月
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狩
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つぎ
に
漁
場
労
働
に
従
事
さ
せら
れ
た
ア
イ
ヌ
の
収
人
高
を、
イ
シ
カ
リ
場
所
の
例
で
み
る
と

春
ニ
シ
ン
漁

一人
玄
米
八
升
入
俵、
七
俵
か
ら
五
俵

一人
玄
米
八
升
入
俵、
六
俵
か
ら
五
俵

秋
サ
ケ
漁

と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
春
三
月
こ
ろ
か
ら
ニ
シ
ン
場
の
準
備
を
し
て
ニ
シ
ン
漁
に
当
り、
そ
れ
を
済
ま
す
と
今
度
は
サ
ケ
漁
の
用
意

を
し
て
サ
ケ
漁
に
か
か
り
、
秋
の
土
用
半
ば
と
いう
か
ら
お
よ
そ
十
月
下
旬
ま
で
の
稼
動
で
、
通
計
七
カ
月
間
働
い
て、
上
等
の
者
が
玄

米
八
升
入
俵
一三
俵
で
あ
る
か
ら
玄
米
一
石
四
升
の
給
料
で
あ
り
、
下
等
の
者
は
わ
ず
か
に
八
斗
の
収
入
よ
り
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

(3)

ま
た
介
抱
米
と
称
し
て、
ア
イ
ヌ
に
給
与
さ
れ
た
も
の
は

一、
春
隣
場
へ
鰊
漁
出
稼
仕
候
節
は

蝦
夷
人
一
日
一人
に
付
玄
米
五
合
宛、
外
割
練
等
見
斗
い
候

右
の
通
り
介
抱
仕
候

但
し元
小
屋
前
居
残
り
蝦
夷
人
共
へ介
抱
方
前
同
断
に
御
座
候

一、
秋
中
鮭
漁
業
の
節
は

蝦
夷
人
一
日
一
人
前
に
付
玄
米
七
合
五
勺
宛
焚
出
し
仕
候
て
相
渡
申
候

右
の
通
り
介
抱
仕
候

(『石
狩
町
誌』)

と
あ
っ
て
、
春
ニ
シン
漁
で
は
一
人
一
日
玄
米
五
合
、
秋
サ
ケ
漁
で
は
七
合
五
々
が
支
給
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
イ
シ
カ
リ
場
所

に
お
け
る
ア
イ
ヌの
現
状
で
あ
る
が、
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
か
ら
出
稼
ぎ
に
強
制
さ
せ
ら
れ
た
ア
イ
ヌ
も
、
お
そ
ら
く
同
様
の
扱
い
を
受
け
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
漁
場
へ
の
出
稼
中
に
、
食
糧
と
し
て
介
抱
米
を
支
給
さ
れ
た
に
し
て
も、
そ
の
給
代
(給
料)
は
微
々

た
る
も
の
で
、
当
時
イ
シ
カ
リ
場
所
に
お
け
る
和
人
の
給
料、
す
な
わ
ち
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支
配
人

一人
給
金
三
十
両

一人
に
付
給
十
五
両
よ
り
七
、
八
両
ま
で

一人
に
付
給
十
五
両
よ
り
七、
八
両
ま
で

番
人

と
比
較
し
て
も、
い
か
に
安
い
賃
金
で
稼
動
さ
れ
た
か
が
わ
か
る
。

稼
方

一方、
ユ
ウフ
ツ
場
所
に
お
け
る
ア
イ
ヌ
の
労
働
条
件
は、
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
今
こ
れ
を
示
す
具
体
的
な
資
料
は
な
い
。

(4)
参
考
に
シ
ラ
ラ
イ
場
所
の
例
を
『北
陲
対
問
』
に
よ
っ
て
み
る
と

「夷
人
召
遣
候
日
は、

一日
二
玄
米
に
て
七
合
五
勺
ツ
ツ
遣
す
。
此
外
に
一
日
の
給
代
玄
米三
盃
遣
す。
但
一
盃
に
は二
合
半
也。
是
を
代
鐚
二
致
し
壱
盃

の
代
鐚
十
五
文
の
定、
三盃
の
代
鐚
は
四
十
五
文
也
。
併
金
銭
ハ
通
用
無」
之
故、
此
代
り
ニ
諸
品
を
渡
ス。
此
諸
品
ト
申
は

台
盃
、
ホ
カ
イ、
耳
タ
ラ
イ
、
湯
次、
襟
、
木
綿
之
類
、
古
着
之
類、
清
酒、
濁
酒、
玄
米、
麹
、
き
せ
る
、
煙
草、
刃
之
類

是
等
之
内
ニ
而
夷
人
好
之
品
ラ
値
積
弓
致
候
而
渡
ス
(中
略)。

人
足
等
之
召
遣
候
日
ハ、
濁
酒
壱
盃
ツ、
為
’
吞
候、
但
壱
盃
八
弐
合
五
勺
也
。」

と
あ
っ
て、
介
抱
米
は
一
人
一
日
七
合
五
勺、
給
代
は
同
四
五
文
で
あ
っ
て、
金
銭
の
通
用
は
な
く
、
こ
れ
を
現
物
に
換
算
し
て
日
用
品

を
受
取
る
と
い
う
具
合
で
あ
っ
た。
こ
の
給
代
は
漁
期
の
終
り
に
、
前
借
り
し
て
い
た
品
物
と
差
引
勘
定
で
支
給
さ
れ
る
か
ら
、
下
り
に

な
る
可
能
性
や
、
ご
ま
か
し
の
入
る
余
地
が
多
分
に
あ
っ
た
ら
し
い
。

ま
た
、
当
時
の
交
易
の
価
格
に
つ
い
て
は、
つ
ぎ
の
よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
た
。

一、
夷
人
共
よ
り
会
所
へ
買
上
候
品
、々
是
ハ
夷
人
共
飯
科
之
場
所
よ
り
取
揚
候
生
鮭、
干
鮭
外
ニ
山
よ
り
取
候
品
々

鐚
十
五
文

生
鮭
壱
本
之
代

(2)
干
鮭
壱
数
之
代

同
五
文

カバ
皮
壱
貫
タ
ニ
付

同
九
文

第
四
編
幕
藩
時
代

581



苫
小
牧
市
史
上
巻

シ
ナ
皮
壱
貫
タ
二
付

柏
木
之
皮
壱
貫
及
二
付

椎
茸
数
十
二
付

是
は
場
所
ニ
よ
り
高
下
有
し
由
ニ
候
へ
共
、
壱
ヶ
場
所
切
二
先
年
よ
り
致
来
候
外
ハ
不
相
成
候
由
。
私
ニ
値
段
等
直
し
候
義
ハ
不
相
成、
公
儀
扱
の
節
斯
様

取
計
候
由
ニ
付、
右
ラ
見
合
取
改
候
由。
西
蝦
夷
地
ハ扱
方
も
余
程
違
候
也
。

此
代
の
米
、
酒
、
麹
、
た
ば
こ
之
類
ニ
而
渡
す

但
玄
米
壱
升
ハ

酒
壱
盃
ハ

麹
壱
升
ハ

煙
草
八
十
匁玉

此
相
場
ハ
公
辺
御
扱
之
節
よ
り、
年
之
高
下
ニ
不
’
拘
毎
年
定
式
の
相
場
也。

同
百
文

(国
友
善
庵
『北
陲
対
問』
天
保
九
年)

こ
れ
を
見
る
と
、生
サ
ケ
一
本
は
玄
米
一
杯
(二
合
半)に

し
か
な
ら
ず
、酒
一
杯
を
求
め
る
に
は、干

サ
ケ
一〇
本
を
要
す
る
計
算
に
な
る
。

こ
の
ほ
か
に
軽
物
(毛
皮
類
な
ど)
の
価
格
は

一、
熊
の
胆
壱
タ
ニ
付

一、
熊
の
皮
壱
枚
ニ
付

同
四
百
八
十
文
よ
り
七
百
廿
文
ま
で

一、
鹿
の
皮
壱
枚
二
付

上
六
百
文、
中
五
百
文、
下
四
百
五
十
文
迄

但
ユ
ウブ
ツ
、
サ
ル
は三
百
文
よ
り
百
五
十
文
ま
で

一、
狐
ノ
皮
壱
枚
二
付

鐚
百
文

582
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廿
文

鐚
六
十
文

同
五
十
文

同
百
文

鐚
廿
文

同
五
文

鐚
百
文
よ
り
百
十
文
迄



(4)

一、
テン
ノ
皮
壱
枚二
付
第
五
十
文

一、
川
ウ
ソ
ノ
皮
壱
枚
ニ
付
鐚
四
百
文
よ
り二
百
文
迄

と
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
も
「
先
年
公
辺
御
扱
の
節、
定
被
置
候
通、
其
年
の
豊
凶
ニ
不
拘
合
ニ
如
斯。」と

さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
こ
の
交
換
比
率
は
常
に
ア
イ
ヌ
に
と
っ
て
不
利
で
あ
り、
か
つ
出
稼
ぎ
和
人
の
そ
れ
と
比
べて
も、
は
る
か
に
低
い
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で、
次
表
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

生
産
物
買
入
価
格
に
お
け
る
日
本
人
と
ア
イ
ヌ
の
相
違
(安
政二
年
十
勝
場
所
)

昆 干 干|

布 粕 鱈

数

四
貫
五
〇
〇
タ

二
〇
本

二
〇
本 量

二
三
八

一二
一
二

戸
数

五
九
三

六
五
二

男 /人

五
八
二

六
一〇

一、
〇
七
八

一、
三三
二二

計
コ

(奥
山
亮
『ア
イ
ヌ
衰
亡
史
』に
よ
る
)

松
前
復
領
期
の
ア
イ
ヌ戸
口
表

こ
の
よ
う
に
、ア
イ
ヌ
は
場
所
請
負
制
下
に
あ
っ
て
は
、

請
負
人
の
独
占
的
支
配
に
よ
っ
て、
産
物
は
安
値
に
買

上
げ
ら
れ、
加
え
て
安
い賃
金
で
使
役
さ
れ
る
な
ど
、

二
重
の
搾
取
を
受
け
て
い
た
と
い
え
る
。
だ
か
ら
復
領

下
の
住
民
ー
ア
イ
ヌ
の
生
活
は
、
決
し
て
豊
か
な
は
ず

も
な
く
、次
第
に
進
展
し
て
き
た
漁
場
生
産
活
動
に
、

い
や
応
も
な
く
組
み
入
れ
ら
れ、
部
落
は
荒
廃
し
、
漸

次
解
体
し
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
の
側
面
を
『文
政
・
安
政

(4)
年
間
野
作
戸
口
表
其
外
』
に
よ
っ
て、
ユ
ウ
フ
ツ
場
所

の戸
口
の
推
移
を
み
れ
ば
、
上
記
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。

す
な
わ
ち
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
は、
戸
口
と
も
に
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
原
因
は
、
移
住
、
混
血
、
疾
病
等、
種
あ々
ろ

う
と
思
わ
れ
る
が、
最
も
大
き
な
も
の
は
流
行
病
に
よ
る
死
亡
と
、
過
酷
な
使
役
に
よ
る
家
庭
ー
部
落
の
崩
壊
に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ
、

第
四
編
幕
藩
時
代

安
政
元
年
(一
八
五
四
)

文
政
五
年
(一
八二
二
)

年

日
本
人
(A)

九
〇
文

三
〇
〇
文

二
四
〇
文

ア
イ
ヌ
(B)

三
五
文

九
〇
文

八
〇
文

三
八
・
九
%

三
〇
・〇
%

三
三
・三
%

B
A

品
名

女
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当
時
の
対
蝦
夷
政
策
の
結
果
を
、
雄
弁
に
物
語
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

注
(1)

市
立
函
館
図
書
館
蔵
本
に
よ
る
。

(2)
『日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』第
四
巻

(3)
『石
狩
町
誌
』昭
和
四
十
七
年三
月

石
狩
町

(4)
国
友
善
庵
『北
陲
対
問』天

保
九
年、
市
立
函
館
図
書
館
蔵
本
に
よ
る
。

(5)
注
(3)に

同
じ
。

(6)
北
海
道
大
学
北
方
資
料
室
蔵
本
に
よ
る
。

第
三
節

ウ
ラ
エ
訴
願
事
件

1
事
件
の
背
景
と
原
因

こ
の
時
代
に
最
も
注
目
さ
れ
る
政
治
問
題
に、
イ
サ
リ、
ム
イ
サリ
、
に
お
け
る
ウ
ラ
エ
の
訴
願
事
件
が
あ
る。
こ
の
事
件
は、
いわ

ゆ
る
前
幕
領
時
代
に
始
ま
り、
松
前
藩
復
領
の
文
政
四
年
に
至
っ
て、
よ
う
やく
解
決
を
見
た
行
政
訴
願
で、
イ
サリ
、
ム
イ
サ
リ
川

(恵
庭
市)
に
お
け
る
サ
ケ
漁
場
の
所
有
権
を
め
ぐ
り
、
二一
年
間
に
わ
た
っ
て
勇
払
ア
イ
ヌ
と
石
狩
ア
イ
ヌ、
幕
府
公
領
地
と
松
前
藩
私

領
地、
更
に
は
勇
払
場
所
請
負
人
と
石
狩
領
場
所
請
負
人
等
の
利
害
に
関
係
し
た
大
問
題
で
あ
っ
た
。

石
狩
川
と
そ
の
支
流
の
諸
河
川
を
擁
す
る
、
い
わ
ゆ
る
石
狩
低
地
帯
は、
古
く
から
サ
ケ
漁
に
富
ん
で
い
た
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
他

の
天
産
物
も
豊
富
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
川
の
流
域
は
いく
つ
か
の
場
所
に
分
け
ら
れ、
和
人
と
の
交
易
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。
す
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な
わ
ち
、
石
狩
低
地
帯
の
南
半
分
は
シ
コ
ツ
一
六
場
所
に、
北
半
分
は
石
狩
一三
場
所
に
属
し
て
い
た
。
そ
の
境
界
は、
千
歳
川
の
支
流

シ
ママ
ップ
川
(島
松川)

と
し
て
お
り、
千
歳
川
は
石
狩
川
の
支
流
で
あ
り
な
が
ら
、
シ
コ
ツ
一
六
場
所
に
入
れ
ら
れ、
シ
マ
マ
ッ
プ
川

と
ユ
ウバ
リ
川
(夕
張川)

は、
石
狩
場
所
に
属
す
る
と
いう
、
極
め
て
複
雑
な
場
所
区
割
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る

行
政
上
の
分
け
方
で
あ
っ
て、
サ
ル
ン
ク
ル(沙

流
ア
イ
ヌ)
系
の
千
歳
ア
イ
ヌ
は
、
古
く
か
ら
石
狩
川
の
本
流
ま
で
進
出
し
て
漁
労
を
営

(
1
)

み
、
あ
る
い
は
居
住
し
て
い
た
ので
あ
る
。
こ
れ
につ
いて
『土
人
由
来
記
』は、

つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

イ
サ
リ
、
ム
イ
サ
リ
土
人
由
来
ノ
事

札幌

別×

川

振

平
ウラェ事件関係図 (高倉・アイヌ研究)

一
、
ム
イ
サ
リ
土
人
の
根
元
者、
男
土
人
者
ホ
ロ
サン

(注
平
取
町
幌
去
)
ノ
生
、
女
土
人
は
昔
は
地
名
ヒ
ホ
クシ
と
申
て
当
時
ノ
ニ
イ
カ
ップ
(
新
冠
)

生
に
て
夫
婦
ニ
相
成、
サ
ル
(沙
流
)
ニ
永
住
致
し
居
候
得
共
、
其
頃
は
サ
ル
山
ニ々
鹿
猟
も
無
之
畑
作
等
も
格
別
無
之
、
飯
料
乏
敷
難
渋二
付、
夫
婦
ニ

て
段
相々
談
い
た
し
候
に
は
、
様
子
承
り
候
所
イ
サ
リ
ム
イ
サ
リ
と
申

処
、夏
よ
り
秋
迄
鱒、
鮭、
雑
魚
沢
山
ノ
由
ニ
候
間、
其
処
へ
参
り
永
住

致
し
候
は
ば
、安
心
ニ
相
成
可
申
と
夫
婦
一
決
し
、夫
よ
り
ム
イ
サ
サ
リ

江
相
越、
子
供
盛
長
致
し
候
後、父

母
共
病
死
致
し
候
得
共、元

古
郷
サ

ル
へ
帰
ル
事
も
不
相
成、其

所
ニ
永
住
致
し
居
、シ
リ
マ
ウ
カ
と
申
者
ノ

代
ニ
相
成
候
節
、
ラ
サ
ツ
村
惣
小
使
サ
ハ
シ
リ
と
申
も
の
の
姉
モ
ン
カ

ラ
ン
ケ
呉
遣
し
夫
婦
二
致
し
、
縁
組
ニ
相
成
ム
イ
サ
リ
ニ
永
住
為
致
候

由
、
全
千
歳
土
人
に
相
違
無
之
候。
其
以
前
鮭、
鱒
引
網
等
相
開
ケ
不

申
由
、
元
来
右
引
網
ノ
初
り
は
元
ヒ
ホ
ク
よ
り
相
初
り
、
尤
も
ク
ゴ
糸

二て
拵
候
小
網
引
立
候
処、
可
成
リ
ノ
漁
事
有
之
其
近
辺
二
而
右
ノ
網

拵
方
相
習
ひ
候
而
網
仕
立
、
夫
よ
り
イ
シ
カ
リ
川
江
も
当
所
網
一
統
遣

第
四
編
幕
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し
右
大
川
ニ
而
引
立
候
所、
相
応
ニ
漁
事
有
之
、
至
而
弁
利
宜
敷
候
故、
又
ユ
ウ
フ
ツ
領
ニ
而
モ
追
相々
仕
立、
イ
シ
カ
リ
大
川
へ
持
下
り
漁
事
い
た
し
候

得
共、
右
網
は
元
来
ユ
ウ
フ
ツ
よ
り
相
初
り
候
事
故、
イ
シ
カ
リ
土
人
共
方
ニ
而
聊
故
障
無
之、
勿
論
イ
ヘ
ッ
フ
ト
よ
り
川
上
ノ
千
歳
川
筋
ノ
儀
は、
旧
来

千
歳
川
領
ニ
而、
土
人
共
差
し
而
シ
コ
ツ
土
人
と
相
唱
来
候
由、
春
先
よ
り
夏
分
迄
は
イ
シ
カ
リ
大
川
通
ニ
而
小
網引
立、
飯
料
魚
漁
事
致
し
来、
秋
二
至

リ
候
得
は、
小
川
々
へ々
登
り
鮭
ラ
取
ル
ニ
シ
コ
ツへ
来
り、
小
川
/
ハ
ノ
鮭
漁
い
た
し
互
ニ
睦
敷
相
凌
居
候
処、
其
頃
イ
シ
カ
リ
表
へ
色
ノ々
品
積々
入

候
商
内
小
廻
船、
年
々
川
入
い
た
し
土
人
共
と
交
易
い
た
し
、
夫
を
イ
ヘ
ツフ
ト
よ
り
上
ノ
千
歳
土
人
共
浦
山
敷
存
候
と
て
、
右
交
易
ノ
品
々
イ
シ
カ
リ
土

人
へ
願
入
候
処、
早
速
承
知
有
之
、
其
頃
は
千
歳
土
人
共
、
矢
羽
、
獺
皮、
其
外
ノ
類
沢
山
ニ
持
合
候
故
ニ
、
イ
シ
カ
リ
土
人
申
二
者
、
相
応
ノ
世
話
可
致

候
間
、
右
之
品
持々
下
リ
可
申
と
内
談
有
之
、
夫
よ
り
段
と々
相
互
ニ
睦
敷
相
成
り
候
而、
イ
シ
カ
リ
土
人
共
イ
ヘ
ツ
フ
ト
よ
り
上
ミ
ノ
方
ニ
勝
手
ニ
仮
住
・

居
い
た
し
居
候
由
ノ
処
、
夫
成
り
ノ
永
住
ノ
も
の
も
有
之
候
由
二
候
得
は、
イ
ヘ
ッフ
ト
よ
り
上
ミ
は
昔
よ
り
全
千
歳
川
領
二
相
違
無
之、
今
二
至
ル
迄
川

筋
落
口
迄
イ
ヘ
ツフ
ト
と
唱
来
り
候
は
正
敷
証
拠
有
之
趣、
土
人
共
造
成
聞
伝
ニ
候
事。

右
者
後
年
為
心
得、
ユ
ウ
フ
ツ会
所
よ
り
写
取
置
候。」

こ
の
よ
う
に
、
イ
ヘ
ツ
フ
ト
(江
別
太)
よ
り
上
流
は
昔
から
千
歳
川
領
に
属
し
て
お
り、
ム
イ
サ
リ
に
永
住
し
た
シ
レ
マ
ウ
カ
も
、
元
来

は
サ
ル
系
の
千
歳
ア
イ
ヌで
、
上
ツイ
シ
カ
リ
の
総
酋
長
と
な
っ
て
い
た
と
は
い
え
、
イ
サ
リ
、
ム
イ
サ
リ
に
漁
業
権
を
有
し
て
い
た
者

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
事
件
に
関
係
の
あ
る
ユ
ウ
ハ
リ
川
(夕
張
川)
の
ア
イ
ヌ
に
つ
い
て
も
、
同
書
に
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

(2)
ユ
ウ
ハ
リ
土
人
由
来
ノ
事

一、
ユ
ウ
ハ
リ
者
往
古
よ
り
千
歳
川
領
ニ
而
、同
川
筋
イ
ヘ
ッフ
ト
迄
ノ
間
、
左
右
小
川
野
山
共
千
歳
土
人
共
自
由
ニ
徘
徊
致
し
候
。
其
頃
ユ
ウ
ハ
リ
ニ
而

住
居
ノ
土
人
も
無
之、
右
ユ
ウ
ハ
リ
土
人
ノ
初
リ
ラ
尋
れ
ハ、
元
ト
カ
チ
土
人
ニ
而
有
時
古
郷
カ
ム
イ
呑
ノ
節
、
言
分
甚
悪
敷
事
有
之
、
数
多
ノ
土
人
共

よ
り
憎
を
受、
右
等
ノ
事
ニ
付
女
房
土
人
変
死
い
た
し
、
免
而
も
此
所
ニ
住
居
難
致
存
、
同
所
立
去
リ
サ
ル
領
ア
ヘ
ッ
ト
申
土
人
村
へ
相
越
、
頭
役
ノ
土

ハ
コ
ク
ワ
ヌ
と
申
も
の
方
ニ
世
話
ニ
相
成
居、
年
月
重
り
候
故
右
コ
ク
ワ
ヌ
よ
り
ト
カ
チ
土
人
へ
申
聞
候
者
、
古
郷
へ
再
ヒ
帰
り
度
存
念
有
之
哉
ノ
段
相
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尋
候
処、
同
土
人
申
ニ
は
如
何
様
成
事
有
之
候
共、
古
郷
ト
カ
チ
へ
は
罷
帰
り
候
存
念
は
毛
頭
無
之、
何
卒
此
所
二永
年
住
居
致
度
趣
達
而
相
頼、
依
之

前
コ
ク
ワ
ヌよ
り
再
ヒ
申
聞
候
ニ
付
、
左
様
ノ
心
得
ニ
候
へ
は、
以
来
其
方
儀
当
所
土
人
二
致
し
遣
し
可
申
と
契
約
い
た
し
其
後
数
年
相
過、
前
コ
ク
ワ

ヌ
風
と
心
付
事
之
、
右
ト
カ
チ
土
人
へ
申
聞
ニ
は、
扱
其
元
も
当
所
ニ
永
住
い
た
し
居
候
而
も、
聊
差
支
無
之
候
得
共、
其
元
ニ
内
談
い
た
し
度
儀
有
之
、

サ
ル
川
上
ニ
当
而、
ユ
ウ
ハ
リ
と
言
高
山
有
之
、
其
麓
ニ
小
川
数
有
之
、
尤
千
歳
川
領
ニ
而
其
川
々
へ
鮭
沢
山
ニ
登
り
候
間、
御
軽
物
ニ
相
成
候
鷲
、
獺

其
外
毛
物
沢
山、
殊
ニ
土
地
至
而
宜
敷、
千
歳
川
へ
は
道
近
ク
候
間、
右
之
処
へ
住
居
弓
求
候
而
者
如
何
ニ
候
哉
ノ
段
申
聞
候
処、
ト
カ
チ
土
人
申
候
ニ

者
、
幸
望
ノ
土
地
ニ
候
間
何
卒
其
処
江
引
移
り
度
と
願
出
候
ニ
付
、
夫
よ
り
支
度
為
相
整、
右
ユ
ウ
ハ
リ
川
之
右
手
ニ
居
家
を
取
建
候
処、
兼
て
承
り
候

通
、
鮭
弓
沢
山
喰
物
ニ
相
成
候。
色
々
ノ
草
根
沢
山
二
有
之
、
其
外
山
猟
ノ
弁
利、
大
ニ
宜
敷
処
ニ
て
何
も
不
自
由
無
之、
年
月
相
凌
候
得
共
壱
人
ニ
而

者
永
住
難
相
成、
夫
よ
り
千
歳
川
ノ
下
も
チ
カ
エ
と
申
土
人
村
へ
地
里
近
ニ
候
故、
同
村
よ
り
女
房
土
人
貰
ひ
受
候
処、
追
子々
供三
、
四
人
も
出
生
有

之
、
右
子
供
等
段
盛々
長
ニ
随
ひ
、
兄
弟
ノ
も
の
共
不
和
ニ
て
中
悪
敷
候
故、
右
兄
弟
ノ
内
マ
ラ
イ
、
シ
ュ
ク
ハ
イ
と
申
所
へ
勝
手
振
分
り
住
居
致
し
、

尤
其
所
は
千
歳
川
土
人
共
、
夏
分
ニ
は
畑
作
致
候
場
ニ
而
年
土々
人
も
込
合
候
事
故
段
睦々
敷
相
成、
互
に
智
嫁
ノ
縁
組ニ
相
成
候
而、
千
歳
川
ラ
ン
コ

ウ
シ
と
申
所
よ
り
も
彼
地
へ
頭
役
土
人
引
越
永
住
致
し
、
依
之
段
土々
人
別々
大
勢
ニ
村
も々
相
殖
候
得
共
、
イ
ヘ
ツ
よ
り
シ
ュ
マ
・
フ
辺
ニ
イ
シ
カ
リ

土
人
の
居
住
壱
軒
も
無
之
段
、
前
々
よ
り
土
人
共
申
伝
ニ
候
。
夫
ニ
付
申
上
候
儀
者、
往
古
よ
り
ユ
ウ
ハ
リ
山
権
現
ノ
御
像、
今
二
至
ル
迄
千
歳
川
ニ
安

置
し
有
之
儀
者
無
相
違
事
二
御
座
候
。」

こ
れ
に
よ
る
と
、
ユ
ウ
ハ
リ
川
も
ま
た
千
歳
川
領
で
あ
っ
て、
そ
の
住
人
は
や
は
り
沙
流
系
の
ア
イ
ヌ
と
な
っ
た
者
が
移
住
し
て
き
た
も

の
で
、
同
川
筋
の
イ
ヘ
ツフ
ト
ま
で
は
、
千
歳
ア
イ
ヌ
が
自
由
に
狩
漁
で
き
る
猟
区
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
も
こ
の
区
域
は
「イ
サリ
、

ム
イ
サ
リ
土
人
由
来
記」
に
あ
る
よ
う
に
石
狩
川
の
ア
イ
ヌ
達
も
入
り
込
ん
で
仮
小
屋
を
作
っ
て
漁
を
す
る
入
会
の
猟
区
で
あ
っ
て、
む

つま
じ
く
生
活
を
営
ん
で
き
た
の
で
あ
っ
た。
この
よ
う
に
千
歳
川
や
江
別
川
の
流
域
に
お
け
る
漁
業
権
に
つ
い
て
は
ア
イ
ヌ
に
よ
る
歴

史
的
な
背
景
が
あ
っ
た
。

し
か
る
に
寛
政
十
一
年
(一
七
九
九)
東
蝦
夷
地
の
幕
府
直
轄
に
よ
っ
て、
島
松
川
を
境
に
し
て
シ
コ
ツ
一
六
場
所
が
公
領
地
と
な
る

に
及
び
、
翌
十二
年
(一
八〇
〇
)
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
詰
合
の
幕
吏
で
あ
る
高
橋
次
太
夫
と
河
西
祐
助
が、
千
歳
川
支
配
人
の
重
次
郎
を
通
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ウ ラエの図 (苫小牧町史)じ
て、
イ
サ
リ
、
ム
イ
サ
リ
に
あ
る
シ
レ
マ
ウ
カ
の
ウ
ラ
エ三
カ
所
の
う
ち
、
ム
イ
サ

リ
の
ウ
ラ
エ
一
カ
所
を
没
収
し
て
し
ま
っ
た
。『土
人
由
来
記
』に

「申
年
(寛
政
十
二
年)
よ
り
東
蝦
夷
地
御
用
地
ニ
被
仰
出、
ユ
ウ
フ
ツ
御
詰
合
高
橋
次
太
夫
様、

河
西
祐
助
様
よ
り
千
歳
川
支
配
人
重
次
郎
と
申
も
の
を
以
被
御
渡
儀
候
は、
ム
イ
サ
リ
ニ
於
而
御
領

入
夷
人
ウ
ラ
エニ
而
漁
業
致
候
事
は
不
罷
成
故、
右
場
所
引
払
可
申
旨
、
尤
以
後
東
西
一
統
御
用
地

(3)
ニ
も
被
仰
出
候ハ、

其
節
者
元
成
二
可
申
付
候
儀
二
御
座
候
得
者、
無
拠
引
払
申
候
。」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
ウ
ラ
エ
と
は
uray

ア
イ
ヌ
が
川
魚
を
と
る
仕
掛
、す
な
わ
ち
梁

の
こ
と
で
(第三
編

ア
イ
ヌ
時
代
第三
章
苫
小
牧
地
方
の
ア
イ
ヌ
参
照)
、シ
レ
マ
ウ
カ
が
ウ
ラ
エ
を
設
置
し
て
い
た
ム
イ
サ
リ
は
、
イ
サ
リ

そ
じょう

(漁
川)の

支
流
で、
サ
ケ
が
産
卵
の
た
め
溯
上
す
る
の
で
、
漁
猟
に
は
絶
好
の
場
所
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
勇
払
詰
幕
吏
は、
私
領
地
の

シ
レ
マ
ウ
カ
は、
公
領
地
に入
っ
て
漁
猟
し
て
は
ま
か
り
な
ら
ぬ
と
いう
、
従
来
ま
で
の
ア
イ
ヌ
の
仕
来
り
に
無
知
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

か
、
か
か
る
歴
史
を
無
視
し
て入
漁
を
禁
止
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

加
え
て、
そ
の
後
文
化三
年
(一
八
〇
六
)、幕
府
目
付
遠
山
金
四
郎
と、
勘
定
吟
味
役
の
村
垣
左
太
夫
が
西
蝦
夷
地
巡
視
の
際、
当
時

宗
谷
方
面
へ
の
通
路
と
し
て
よ
う
やく
重
要
視
さ
れ
て
き
た
千
歳
川
の
交
通
を
整
備
す
る
こ
と
に
な
り、
イ
サ
リ
フ
ト
に
通
行
家
を
建
て

る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
通
行
家
の
番
人
に
リ
キ
ヤ
と
カ
シ
ュ
ヒ
タ
の
の二
人
の
千
歳
ア
イ
ヌ
を
置
く
こ
と
に
な
っ
た
が、
そ
の

飯
料
に
あ
て
る
た
め
、
シ
レ
マ
ウ
カ
の
ウ
ラ
エ二
カ
所
の
う
ち
、
一
カ
所
を
没
収
す
る
旨
を
、
勇
払
支
配
人
手
伝
を
し
てシ
レ
マ
ウ
カ
に

達
せ
し
め
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
事
情
は
『土
人
由
来
記
』
に
よ
れ
ば

「イ
サ
リ
フ
ト
弐
ケ
所
ウ
ラ
エ
、
無
別
条
所
持
渡
世
も
仕、
私
並
ウ
タ
レ
迄
飯
料
魚
取
揚、
少
残々
り
ノ
分
は
産
物
トシ
テ
運
上
家
へ
差
出
居
候
所、
寅
年

中
(注、

文
化三
年)
遠
山
金
四
郎
様、
東
西
御
廻
場
被
為
遊
候
ニ
付、
イ
サ
リ
フ
ト
江
御
通
行
家
御
取
扱
所
御
普
請
ニ
而、
ユ
ウ
フ
ツ
川
支
配
人
手
伝
嘉
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五
郎
と
申
も
の
普
請
方
ニ
参
り
、
シ
レ
マ
ウ
カ
呼
出
申
聞
候
者
、
此
度
当
御
普
請
出
来、
是
よ
り
番
夷
人
リ
キ
ヤ、
カ
シ
ュ
ヒ
タ
番
人
年
中
差
出
候
二
付
、

(4)
飯
料
取
所
無
之
候
間、
右
ウラ
エ
ノ
内
壱
ツ
番
人
江
相
渡
し、
残
壱
ツ
は
其
方
共
飯
料
魚
取
揚
可
申
候
様
被
申
付
(下
略)」

と
記
し
て
い
る
。

こ
こ
に
お
い
て
シ
レ
マ
ウ
カ
は三
カ
所
の
う
ち
二
ヵ
所
ま
で
取
上
げ
ら
れ
て
は
、
一族
渇
命
に
及
ぶ
べ
き
と
見
て、
上
ツ
イ
シ
カ
リ
通

(50)
詞
へ
そ
の返
還
を
訴
え
た
。
し
か
し
、
「御
威
光
ラ
以
被
仰
付
候
儀
ニ
御
座
候
得
ハ、
無
拠
事
と
申
上
候
。」と
あ
る
よ
う
に、
幕
府
の
威

光
に
は
何
ん
と
も
致
し
方
な
く、
い
ず
れ
西
蝦
夷
地
も
幕
領
と
な
る
の
だ
から
、
そ
の
時
を
待
っ
て
願
出
よ
と
諭
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
泣
き

寝
入
り
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

注
(1)(2)『土

人
由
来
記』イ

サ
リ
ム
イ
サリ
土
人
由
来
ノ
事
北
海
道
行
政
資
料
課
蔵
本

(3)(4)(5)文
化
十
年
イ
シ
カ
リ
元
小
家
支
配
人
調
書
『土
人
由
来
記
』

二
石
狩
ア
イ
ヌ
の
訴
願

文
化
四
年
(一
八
〇
七
)、西

蝦
夷
地
も
幕
府
直
轄
と
な
っ
て、
東
西
蝦
夷
地
と
も
ど
も
公
領
地
と
な
る
に
及
び
、
翌
文
化
五
年
(一
八
〇

八
)、
上
ツ
イ
シ
カ
リ
の
惣
乙
名
シ
レ
マ
ウ
カ
は、
ウ
ラ
エ
設
置
権
の
回
復
を
訴
え
、
次
の
よ
う
な
願
書
を
同
場
所
支
配
人
を
通
じ
て
イ

シ
カ
リ
詰
役
人
に
提
出
し
た
。

乍
恐
以
書
附
奉
願
上
候

一、
私
儀
古
来
よ
り
於
ム
イ
サ
リ
に
ウ
ラ
エ
弐
ヶ
所
持
来
候
処
東
御
領
御
初
年
ノ
節
、御
領
私
領
地
境
御
紀
ノ
上
御
引
上
ケ
被
仰
付、
乍
恐
何
共
当
惑
仕

候
。
其
後
ム
イ
サ
リ
へ
河
西
祐
助
様
御
出
被
遊
候
ニ
付
、
奉
願
上
候
ニ
は
御
領
ニ
相
成
私
所
持ノ
ウ
ラ
ェ
御
引
上
ノ
儀
奉
恐
入
候。
尤
イ
シ
カ
リ
、
ム
イ

サ
リ
ノ
儀
者、
地
領
も
両
家
ノ
御
支
配
二
候
得
共
、
是
迄
無
差
支
筋
ニ
而
□
ニ
漁
業
仕
居
候。
何
卒
元
成
二
被
仰
付
被下
度
候旨
、
難
渋
奉
願
上
候
処、

随
分
尤
成
筋、
乍
去
御
領
ノ
地
所
私
領
ノ
ウ
ラ
エ
不
相
成
趣、
何
れ
弐
三
ヶ
年
ノ
内
ニ
者
、
イ
シ
カ
リ
も
御
領
ニ
相
成
候
哉
、
其
節
は
元
成
二
被
仰
仕
候
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間、
夫
差々
扣
候
様
被
仰
付、
無
拠
押
而
御
願
も
不
申
上
難
渋
仕
居
候。

元
来
ム
イ
サ
リ
ノ
内
私
ウ
ラ
ェノ
儀
者
、
昔
三
代
以
来
下
地
よ
り
蝦
夷
人
大
勢
ム
イ
サ
リ
へ
向
ク
ジ
ラ
仕
掛
候
得
共
、
無
防
方
漸
く
ツ
ク
ナ
イ
ラ
以
而
取

鎮
候
事
ニ
相
成
り、
ム
イ
サ
リ
有
合
ノ
宝
ラ
差
出
候
而
頼
候
得
共、
無
聞
請
二
付
私
方
へ願
出
候ニ
者
、
此
度ノ
大
難
救
ひ
呉
候
様、
乙
名
始
メ
一
統
実

ニ
願
故、
持
合
ノ
宝
⇒
順
無
事
相
済、
其
返
礼
と
而
ム
イ
サ
リ
ノ
内
勝
手
次
第
ウ
ラ
エ
見
立
被
下
度
、
往
々
共
家
督
二
も
相
成、
右
返
礼
仕
度
一
統
相
談

ノ上
出
来
仕
候。
右
ノ
訳
柄
故
蝦
夷
人
よ
り
者
、
一言
ノ
子
細
も
無
御
座
候
。
此
段
御
憐
愍
下
置
度
奉
願
上
候
。
ウ
ラ
エ
御
引
上
ノ
後
は、
無
詮
方
外
川

へ々
参
り
漁
業
仕
候
得
共、
家
内
相
続
も
相
成
兼
乍
思、
持
合
ノ
宝
ラ
以
干
魚
買
入
、
是
迄
家
内
相
続
仕
候。
最
早
宝
も
な
く
尚
又
先
祖
よ
り
持
来
ノ
家

シ
申
訳
無
御
座
と
存
居
候
処、
風
と
病
気
に
取
付、
枠
共
も
若
年
差
当
り
難
渋
仕
候。
何
卒
御
憐
愍元
成ニ
被
仰
付
被
下
置
候
へ
ハ、
先
祖
ノ
手

督
二
口

前
家
内
も
相
続
仕、
難
有
仕
合
二
奉
存
候。
乍
恐
此
段
奉
願
上
候
。

右
之
趣、
上
ツ
イ
シ
カ
リ
乙
名
シ
リ
マ
ウ
カ
病
気
ニ
付
、
名
代
サ
イ
ラ
フ
ニ
ラ
以
願
出
候
ニ
付
、
奉
申
上
候。
何
卒
御
憐
愍
被
下
置
度
奉
願
上
候。
以
上
。

文
化
五
年
辰
壬
六
月
十
一
日

支
配
人

儀
兵
衛

イ
シ
カ
リ
御
詰
合
様 (1)

す
な
わ
ち、
ム
イ
サ
リ
の
ウラ
エの
没
収
さ
れ
た
顛
末
を
述
べ
、
か
つ
イ
サ
リ
の
ウ
ラ
エは、

か
っ
て
下
地
(東
蝦夷
地)
の
ア
イ
ヌ
が
ム

イ
サ
リ
に
攻
め
て
来
た
と
き
、
シ
レ
マ
ウ
カ
の
祖
父
が
償
い
を
出
し
て
事
を
す
ま
し
た
た
め、
そ
の
報
酬
と
し
て
ウ
ラ
エ
設
置
権
を
与
え

ら
れ
た
も
ので
、
アイ
ヌ同
士
で
は
何
等
の
支
障
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
直
轄
に
よ
っ
て
ウラ
ェ
没
収
後
は
、
家
内
の
食
料
に
も
事
欠

き、
宝
物
を
出
し
て
干
漁
を
買
い
飢
え
を
凌
い
で
き
た
が、
も
は
や
宝
も
尽
き
果
て
た
上
に
病
気
に
な
り
、
件
共
も
幼
く
難
渋
し
て
い
る

の
で
祖
先
以
来
の
漁
業
権
を
元
通
り
に
返
し
て
欲
し
い
と
嘆
願
し
た
の
で
あ
る
。

幕
府
直
轄
に
よ
っ
て
幕
領
地
内
の
イ
サ
リ、
ム
イ
サ
リ
に
お
け
る
出
漁
を
禁
止
さ
れ
た
の
は
、
シ
レ
マ
ウ
カ
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。

下
ツ
イ
シ
カ
リ
の
乙
名
レ
タ
リ
カ
ウ
ク
も
、
そ
の
や
ヌ
カ
ン
ラ
ン
ケ
が
イ
サ
リ
の
乙
名
と
親
類
で
あ
っ
た
た
め
、
同
族
の
ホ
ロ
ソ
イ
キ
キ
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メ
ン
カ
、
シ
ャ
シ
カ
リ
、
ゴ
ホ
シ
ャ、
ク
ヒ
ル
等
と
イ
サ
リ
の
ラ
ル
ル
ウ
シ
に
干
サ
ケ
漁
に
行
っ
て
い
た
が、
同
所
が
幕
領
と
な
る
と
共

に
出
漁
を
禁
止
さ
れ
た
。
ま
た
上
ユ
ウハ
リ
の
アン
ラ
マ
ン
テ
は、
そ
の
地
方
の
サ
ケ
が
不
漁
な
の
で、
ム
イ
サ
リ
の
乙
名
ヌ
カ
ン
ケ

(
ヌカン

ラ
ン
ケ)
に
宝
物
を
差
し
出
し
て、
ム
イ
サ
リ
で
サ
ケ
漁
の
権
利
を
得
て、
毎
年
干
サ
ケ
漁
に
出
漁
し
、
同
じ
く
上
ツ
イ
シ
カ
リ

の
カシ

ュ
ウシ
は
、
シ
レ
マ
ウ
カ
の
母
の
妹
の
子
で
あ
っ
た
た
め
、
シ
レ
マ
ウ
カ
の
所
有
す
る
ム
イ
サ
リ
川
下
の
ウ
ラ
ェ
場
所
一
カ
所
を

譲
り
受
け
て出
漁
し
て
い
た
が、
こ
れ
も
幕
府
直
轄
に
よ
っ
て
寛
政
十二
年
に
禁
止
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
レ
タ
リ
カ
ウ
ク
は
、

文
化
五
年
六
月
廿三
日
下
ツ
イ
シ
カ
リ
場
所
通
詞
を
も
っ
て、
アン
ラ
マ
ン
テ、
カ
シ
ュ
ウ
シ
両
人
も
同
年
六
月
ユ
ウ
ハ
リ
場
所
支
配
人

を
通
じ
て
、
旧
権
の
復
活
方
を
イ
シ
カ
リ
詰
役
人
に
訴
願
し
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
幕
吏
も
捨
て
て
置
け
な
い
の
で
、
さ
っ
そ
く
取
調
べ
を
開
始
し
た
。
こ
の
取
調
べ
の
結
果、
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
の
惣
乙
名
ラ
ツ
カ

シ
レ
、
イ
サ
リ
乙
名
ヌ
カ
ン
ラ
ン
ケ、
ム
イ
サ
リ
乙
名
コ
マ
ワ
カ
外
乙
名
一
統
は
、
支
配
人
甚
右
衛
門
、
通
詞
与
四
兵
衛
連
署
を
以
て、

次
の
よ
う
な
答
弁
書
を
差
出
し
た
。

ま
ず
上
ツ
イ
シ
カ
リ
惣
乙
名
シ
レ
マ
ウ
カ
の
訴
願
に
対
し
て
は
、

イ
シ
カ
リ
場
所
上
ツ
イ
シ
カ
リ
乙
名
シ
レ
マ
ウ
カ
方
よ
り
ム
イ
サ
リ
ノ
内
ウ
ラ
ェノ
儀
願
出
差
出
候
処、
今
度
千
歳
川
会
所
へ
私
共
一
統
被
呼
出、
イ
シ
カ

リ
乙
名
シ
レ
マ
ウ
カ
御
願
ノ
筋
承
候
処、
昔
三
代
以
前
東
蝦
夷
地よ
り
大
勢
軍
を
向
け
ム
イ
サ
リ
乙
名
小
使
小
前
の
も
の
共
よ
り
願
出
候
ニ
付
、
無
拠シ
レ

マ
ウ
カ
方
よ
り
相
応
の
宝
を
出
し
、
右
礼
と
し
て
ム
イ
サ
リ
の
内
勝
手
次
第
ウラ
ェ
相
建
候
様
申
出
候
得
共
、
イ
サ
リ
、
ム
イ
サ
リ
、
千
歳
川
、
両
武
川、

両
所
ア
ツ
マ
住
居
の
面
一々
統
、
其
儀
は
相不
申
候、
尤
古
来
よ
り
今
迄
夷
人
振
合
と
し
て
混
雑
ケ
間
敷
儀
者、
隣
時
相互
ニ
会
合
少
宝々
を
以
万
端
取
鎮

め
候
儀
者、
何
れ
仕
来
り
事
ニ
御
座
候
得
共、
シ
レ
マ
ウ
カ
ロ
書
を
以
願
出
し
候
儀
者
、
私
共
一
同
先
祖
代
よ々
り
及
聞
不
仕
候
。
勿
論
ム
イ
サ
リ
、
イ
サ

リ
場
所
ノ
儀、
元
松
前
志
摩
守
様
御
時
代
ノ
節
は、
前
通
り
ム
イ
サ
リ
場
所
は
佐
藤
周
左
衛
門
様
と
申
御
方
ノ
御
知
行
所
ニ
御
座
候、
然
者
其
節
ハ
請
負
人

と
請
負
人
様
ニ
異
論
も
在
之
候
。
一躰
シ
レ
マ
ウ
カ
儀
イ
シ
カ
リ
場
所
ノ
由、
上
ツイ
シ
カ
リ乙
名
ニ
候
得
共
、
同
人
先
祖
よ
り
私
共
領
ノ
内
下
イ
サ
リ
ニ

住
居
仕
候。然

者
古
来
よ
り
段
ニ々
縁
組
ノ
訳
を
以、夷
人
夷
人
の
内
談
ニ
而
ム
イ
サ
リ
ノ
内
へ
ウ
ラ
ェ
為
建
候
様ニ
相
聞
候。
勿
論
私
共
夷
人
ノ
儀
ニ
候
得

第
四
編
幕
藩
時
代
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者
、
和
人
等
格
別
口
も
所
持
無
之
[
々
ニ
御
座
候
間、
古
来
ノ
儀
申
上
候
も
奉
恐
入
候。
兎
角
右
様
ソ
姿
ニ
而
シ
レ
マ
ウ
カ
へ
ウ
ラ
ェ
被下
置
候
而
者、
ム

イ
サ
リ
に
住
居
ノ
者
共
一
統
難
渋
に
も
相
成
候
間、
兎
角
是
迄
の
姿
ニ
御
差
被
置
被
下
度
奉
願
上
候。
尤
シ
レ
マ
ウ
カ
家
内
難
儀ノ
趣
願
出
候
は、、

飯
魚

の
ミ
被
仰
付、
ウ
ラ
エ
並
産
物
ム
イ
サ
リ
ニ
而
漁
業
致
し
候
儀
相
成
不
申
候。
以
来
ム
イ
サ
リ
江
入
漁
業
仕
候
而
は、
畢
竟
違
乱
ノ
事
ニ
御
座
候
間、
乍
恐

前
書
ノ
通
り
御
聞
届
被
下
置
度
奉
願
候
。
以
上
。

辰
閏
六
月

ユ
ウフ
ツ
場
所

乙名
惣
中

小使
甚
右
衛
門
印

与
四
兵
衛
印

(文
化
五
年
六
月

ユ
ウ
フ
ツ土
人
答
書
)

と
あ
っ
て、
シレ
マ
ウ
カ
の
口
書
の
ウラ
エ
設
置
権
の
由
来
は
先
祖
代
よ々
り
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
し
か
し
親
族、
同
類
な
る
が
た
め

に、
こ
の
権
利
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め、
飯
料
と
し
て
の
漁
は
よ
い
が、
ウ
ラ
エ
設
置
や
産
物
の
漁
業
は
相
成
ら
ぬ
と
し
て
反

対
し
た
。
ま
た
レ
タ
リ
カ
ウ
ク
の
訴
え
に
対
し
て
は

イ
シ
カ
リ
場
所
下
ツ
イ
シ
カ
リ
乙
名
レ
タ
リ
カ
ウ
ク
願
書
を
願
出
候
趣、
被
仰
聞
委
細
奉
承
知
候。
右
乙
名
儀
者
、
私
共
一
家
ノ
者
に
は
相
違
無
御
座
候
。

(今
)

其
縁
ラ
以
同
人
内
談
ニ
而
イ
サ
リ
場
所
ノ
内
小
川
を
貸、
飯
料
等
も
少
取々
揚
候
様
仕
候
得
共
、
松
前
家
中
金
井
新
右
衛
門
様
と
申
御
方
之
御
知
行
所二
御

(頭
)

座
候
得
共
、
御
地
領
へ
も
不
申
上、
レ
タ
リ
カ
ウ
ク
私
共
内
談
ラ
以
漁
業
為
仕
候
所、
当
所
請
負
人
よ
り
格
別
ノ
呵
在
之
、
其
後
私
共
御
地
頭
今
井
新
右
衛
門

様
ノ
御
耳
に
達
し
、
場
所
取
調
に
被
相
遊
御下
り
候
様、
松
前
表
よ
り
申
来
候。
間
も
な
く
一
統
御
用
地
に
相
成二
候
付、
御
領
私
領
場
所
境
⇒
以
御引
、

尤
最
寄
場
所
者
一
家
縁
類ノ
内
弓
以
我
儘
二
御
知
行
所ノ
内
貸、
飯
料
等
為
取
候
儀
者
、
其
私
共
心
得
違,
取
斗
、
何
共
奉
恐
入
候
間、
此
上
者
石
狩
一
家

親
類
成
共、
イ
サ
リ
場
所
へ
御
入
不
被下
置
様、
偏
に
奉
願
上
候。
勿
論
ユ
ウ
フ
ツ、
千
歳
川
ノ
内、
漁
場
も
不
足
御
座
候
間、
近
年
ノ
打
続
ノ
不
漁、
彼

是
以
私
共
並
ウ
タ
レ
共
一
統、
産
物
出
方
飯
料
も
難
渋
仕
候
間、
御
聞
済
被
下
置
度
奉
願
上
候。
以
上
。

閩
六
月
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ユ
ウ
フ
ツ
場
所イ
サ
リ

乙
名

ム
イ
サ
リ
乙
名

コ
マ
ワ
カ

外支
配
人

乙
名

通
詞

(文
化
五
年
六
月
ユ
ウ
フ
ツ
土
人
答
書
)

と
い
う
よ
う
に
、
レ
タ
リ
カ
ウ
ク
は
一家
の
者
に
は
相
違
な
い
が
、
そ
の
縁
で、
内
談
に
よ
っ
て
イ
サ
リ
場
所
の
内
の
小
川
を
貸
し
て
飯

料
を
と
ら
せ
た
が、
知
行
主
に
断
ら
な
か
っ
た
の
で、
ひ
ど
く
叱
ら
れ
恐
れ
入
っ
て
い
る
次
第
で
、
最
近
ュ
ウ
フ
ツ、
千
歳
川
の
漁
場
も

不
足
し
、
ま
た
不
漁
続
き
の
た
め、
石
狩
の
親
類
と
いえ
ど
も
、
入
漁
は
断
り
た
い
と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、
上
ユ
ウ
ハ
リ
の
ア
ン
ラ
マ
ン
テ
や
上
ツ
イ
シ
カ
リ
の
カ
シ
ュ
ウ
シ
等
の
件
に
つ
い
て
も
同
様
に
、
イ
サ
リ
、
ム
イ
サ
リ
川
に
同

人
等
を
入
漁
さ
せ
な
い
よ
う
懇
願
す
る
と
いう
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
わ
ず
か三
ヵ
所
の
ウ
ラ
エ
設
置
権
を
め
ぐ
る
紛
争
で
は
あ
る
が
、
石
狩
ア
イ
ヌ
に
し
て
み
れ
ば
死
活
に
関
す
る
生
活
問

題
で
あ
っ
た
。
す
で
に
『土
人
由
来
記
』
に
み
た
通
り
、
夕
張
ア
イ
ヌ
も
対
雁
ア
イ
ヌ
も
、
共
に
千
歳
ア
イ
ヌ
で
あ
り
、
居
住
地
が
異
な

っ
て
い
て
も、
と
も
に千
歳
川
を
利
用
す
る
こ
と
は
、
こ
の
地
方
の
ア
イ
ヌ
の
仕
来
り
(習
慣)
で、
何
等
異
論
の
な
か
っ
た
問
題
で
あ
っ

た
。
し
か
も
勇
払
ア
イ
ヌ
は
、
こ
れら
を
す
べ
て
肯
定
し
な
が
も
、
石
狩
ア
イ
ヌ
の入
漁
を
知
行
主
や
請
負
人
に
断
ら
ず
に
行
っ
た
私

契
約
で
あ
る
な
ど
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
つ
い
て
は

「石
狩
ア
イ
ヌ
を
入
れ
て
漁
事
を
さ
せ
た
の
で
は
、
産
物
は
石
狩
に
持
ち
去
ら
れ
て
千
歳
会
所
に
交
易
に
出
る
鮭
が
す
く
な
く
な
る
た
め、
場
所
支
配
人
の

入
智
恵
が
あ
っ
た
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
シ
レ
マ
ウ
カ
の
場合
、
飯
料
は
許
し
て
も
交
易
に
す
る
ほ
ど
の
鮭
ま
た
は
そ
れ
を
採
り
得
る
ウラ
ェ
漁
の
禁
止
を

第
四
編
幕
藩
時
代

惣
乙
名
ラ
ツ
カ
シ
レ

ヌ
カ
ン
ラ
ン
ケ

一
統

甚
右
衛
門
印

与
四
兵
衛
印
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嘆
願
し
た
の
は、
この
こと
を
暗
黙
の
う
ち
に
語
っ
て
い
る
。」(高

倉
新
一
郎『ア
イ
ヌ
の漁
業
権
に
つ
いて
』
昭
和
十
一
年
九
月「アイ

ヌの
研
究」)

と、
高
倉
新
一
郎
は
述
べ
て
い
る
。と
も
かく、

そ
の
争
点
は
何
人
が
見
て
もシ
レ
マ
ウ
カ
等
の
申
し
分
が
明
瞭
で
あ
る
に
か
か
わら
ず、

当
時
石
狩
詰
役
人
井
上
喜
左
衛
門
は、
勇
払
詰
役
人
鈴
木
覚
四
郎、
竜
崎
八
郎
左
衛
門
に
照
会
し
た
結
果、
東
西
蝦
夷
地と
も
幕
府
の
直

轄
地
で
あ
っ
て
も、
東
蝦
夷
地
に
属
し
た
勇
払
場
所
の
交
易
は
一
切
幕
府
直
捌
き
な
る
に
反
し
、
西
蝦
夷
地
石
狩
領
は
従
前
通
り
請
負
人

の
請
負
制
度
な
る
と
こ
ろ
か
ら
、
勇
払
ア
イ
ヌ
の
主
張
を
容
れ、
わ
ず
か
にシ
レ
マ
ウ
カ
に
は
川
筋
漁
猟
を
許
可
し
て
ウ
ラ
ェ
場
は
復
旧

し
な
い
と
い
う
政
治
的
な
解
決
を
し
た
の
で
あ
った。

と
こ
ろ
が、
そ
の
後
不
漁
の
続
く
こ
と
両
三
年
、
シ
レ
マ
ウ
カ
夫
妻
も
次
第
に
老
い
て
言
語
も
自
由
に
な
ら
ず
、
し
か
も
そ
の
子
は
幼

いの
で
、
つ
いに
石
狩
運
上
屋
の
介
抱
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
る
に
文
化
十
年
(一
八
一
三
)、東

蝦
夷
地
の
直
捌
き
が
廃
さ
れ

て
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
も
請
負
人
支
配
と
な
っ
た
の
で、
同
年
六
月、
上
対
雁
通
詞
お
よ
び
ト
ク
ヒ
ラ
支
配
人
の
奥
書
を
も
っ
て、
再
び
訴
願

を
石
狩
詰
役
人
平
島
長
左
衛
門
に
向
け
て
提
出
し
た
。

乍
恐
書
付
弓
以
奉
願
上
候

先
御
領
主
様
迄
東
蝦
夷
地
千
歳
川
内
ム
イ
サ
リ
江
ウ
ラ
ェ
持
秋
中
者、
鮭
漁
い
た
し
家
内
相
続
仕
来
候
所、
申
年
(注
寛
政
十二
年)よ

り
同
所
御
用
地
被
仰

出
、
ユ
ウ
フ
ツ
御
詰
合
高
橋
治
太
夫
様
並
河
西
祐
助
様
江
被
仰
渡、
御
領
私
領
入
会
漁
業
致
し
儀
は
不
被
罷
成
候
間、
無
拠
右
場
所
引
払
申
候。
尤
以
後
一

統
御
用
地
に
も
被
仰
出
御
座
候
は
、、
其
節
は
右
成
渡
世
も
御
捨
免
被
下
置
積
り
蒙
仰、
難
在
奉
畏
居
候
得
共、
其
歳
憎ノ
不
漁
続
ニ
在
之、
家
内
暮
方
極

(に
)

難
渋
い
た
し、
先
祖
親
代
譲
請
ノ
宝
ラ
以
、
年
飯々
料□
調
取
続
候
得
共、
次
第
暮
込
格
別
難
儀
仕
候
処、
卯
年(注

文
化
四
年)
東
西
御
用
地
被
仰
出、

悦
入
差
配
人
儀
兵
衛
ラ
以
、
当
御
詰
井
上
喜
左
右
衛
門
様
へ
奉
願、
ユ
ウ
フ
ツ
御
詰
鈴
木
覚
次
様、
竜
崎
八
郎
左
衛
門
様
迄、
元
成
被下
度
被
仰
越、
川
筋

論
加
希
迄
二
者
、
御
免
被
下
候
得
共
、
ウ
ラ
エ
御
用
捨
ノ
沙
汰
無
之
、
其
節
推
而
可
奉
願
と
奉
存
候
得
共、
御
上
様
奉
恐
入
差
扣
罷
在
候
。
別
而
式三
年
以

前
よ
り
大
不
漁
引
続、
殊
二
私
夫
婦
老
体
罷
成、幼

年
と
申
漁
業
並
二
者
不
行
届
キ、
此
節
者
無
手
段
運
上
家
願
介
抱
取
続
キ
候
得
共
、
長
ノ々
儀
ニ
も
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不
罷
成
当
惑
仕
、旣
ニ
漁
業
勝
手
宜
敷
処
見、移

可
申
と
心
掛
候
得
共、
ム
イ
サ
リ
川
漁
場
は
昔
よ
り
引
続
親
よ
り
譲
受、
下
川
住
家
ニ
相
定
候
所、
只
今
所

替
い
た
し
先
祖
葬
所
打
捨
候
而
者、
第
一
不
孝
ニ
相
当
リ
自
ら
難
渋
渇
命
仕
候
に
も
引
払
兼
居
候
処、
当
酉
年
(
注
文
化
十
年)
二
東
西
一
統
請
負
被
仰

出、
猶
東
地
先
祖
振
合
ラ
以
、
漁
業
渡
世
罷
成
候
様
奉
承
候
処、
殊
更
高
橋
様、
河
西
様
よ
り
奉
蒙
仰
候
儀
も
御
座
候
間、
右
ウラ
ェ
元
成
被
成下
候
へ
ハ、

少
ノ々
場
所
故、
干
鮭
差
出
候
而
も
不
苦
候
間、
御
慈
悲
ラ
以
被
仰
付
被
下
度
奉
存
候。
左
候
得
者、
家
内
不
及
申、
親
類
迄
も
暮
方
行
届
キ
重
難々
在
仕

合
二
奉
存
候。
依
之
書
付
ラ
以
奉
願
上
候。
以
上
。

酉
六
月

前
書
ノ
通
り
願
出
候
ニ
付
相
約
候
処、
相
違
無
御
座
候。
依
之
御
取
次
奉
申
上
候。
御
聞
届
被
下
度
候
は
、、
私
共
迄
難
在
仕
合
二
奉
存
候
。
以
上
。

酉
六
月

イ
シ
カ
リ
御
詰
合
様

す
な
わ
ち
、
シ
レ
マ
ウ
カ
が
生
計
困
難
の
故
と
、
祖
先
以
来
の
墓
所
を
回
復
し
て
孝
道
を
つ
く
し
た
い
と
いう
理
由
から
、
二
度
目
の
訴

願
を
行
っ
た
ので
あ
っ
た
。
当
時、
上
対
雁
場
所
は
家
数三
七
軒、

一四
八
人
と
数
え
ら
れ
て
い
る
が、
ウ
ラ
エ
設
置
権
を
取
り
上
げ
ら

れ
た
た
め
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
離
散
し
て
い
る
。

一、
家
数
七
軒、
人
数
廿
六
人
。
千
歳
川
ノ
内、
イ
サ
リ
フ
ト

是
は
シ
レ
マ
ウ
カ
並
サ
エ
ラ
フ
ニ
同
弟
共
ウ
タ
レ
に
御
座
候
。
代
住々
居
仕
候
。

上
ツ
イ
シ
カ
リ

惣
乙
名

シ
レ
マ
ウ
カ

幸
吉
印

イ
シ
カ
リ
内

上
ツ
イ
シ
カ
リ
通
詞

ト
ク
ヒ
タ
支
配
人

善
三
郎

印

(文
化
十
年
六
月
シレ
マ
ウ
カ
願
書)

第
四
編
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一、
家
数三
軒、
人
数九
人。
イシ
カリ
ノ
内、
ハ
ツ
サ
フ
場所。

是
は
シ
レ
マ
ウ
カ
ウ
タ
レ
に
御
座
候
処、
ム
リ
サ
リ
ウ
ラ
ラ
ェ
相
止
候
に
付、
当
分
取
続
カ
セ
リ
越
罷
在
候。

一、
家
数
式
軒、
人
数
八
人
。
イ
シ
カ
リ
ノ
内
、
ト
ウ
ヘ
ツ
フ
ト

是
は
シ
レ
マ
ウ
カ
ウ
タ
レ
御
座
候
。
粟
、
稗、
苫
青
も
の
取
勝
ニ
御
座
候
ニ
付、
代
住々
居
仕
候
。

一、
家
数
六
軒、
人
数
百
五
人
。
イ
シ
カ
リ
内、
上
川
。

是
は
先
年
松
前
勇
高
様
御
知
行
所
ノ
節、
西
蝦
夷
地
テ
シ
ョ
御
場
所
御
用
人
様
御
知
行
二
御
座
候
処、
不
漁
/
年
引
越
ノ
節、
支
配
人
壱
人
二
而
□
帯

仕
候
二
付
、
其
侃
差
置、
尤
鱒、
鮭
等
も
喰
料
差
支
有
場
所
二
無
御
座
候。
右
人
数
取
扱
方
勝
手
ニ
相
成
候。
其
後
人
別
御
調
ノ
節
、
上
ツ
イ
シ
カ
リ

人
数
二
相
成
候。

(文
化
十
年
十
一
月
上
ツ
イ
シ
カ
リ
、
下
ユ
ウ
バ
リ、
ト
ク
ヒ
タ
通
詞
調
書)

す
な
わ
ち
、
わ
ず
か
七
軒
だ
け
が
食
料
だ
け
で
も
不
足
の
イ
サ
リ
フ
ト
の
ウ
ラ
ェ
を
頼
り
に
生
活
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

ウ
ラ
ェ
返
還
の
嘆
願
に、
石
狩
詰
幕
吏
平
嶋
長
左
衛
門
が
取
調
べ
に
着
手
す
る
と
、
シ
レ
マ
ウ
カ
に
同
情
す
る
材
料
は
続
々
と
集
ま
っ

た
。
同
年
十
一
月、
イシ
カ
リ
場
所
支
配
人
、
上
ツイ
シ
カ
リ
通
詞、
同
番
人
が、
上
ツ
イ
シ
カ
リ
小
使
サ
エ
ラ
フニ
、
シ
レ
マ
ウ
カ
の

娘
イ
テ
シ
ネ
チ
両
人
に
つ
い
て
調
べ
た
と
こ
ろ、
シ
レ
マ
ウ
カ
の
訴
え
に
誤
り
が
な
いこ
と
が
わ
か
っ
た
し、
上
ツ
イ
シ
カ
リ
通
詞
、
下

ユ
ウ
ハ
リ
通
詞、
ト
ク
ヒ
ラ
通
詞
の
調
査
で
も

「シ
レ
マ
ウ
カ
ウ
ラ
エ
御
取
上
ケ
相
成
候
後、
既
に
十
ヶ
年
余
ニ
相
成、
シ
レ
マ
ウ
カ
暮
方
追
不々
手
廻
リ
ニ
相
成、代

持々
伝
候
蝦
夷
宝
物
等
売
払、難

渋

ノ
趣
ニ
御
座
候。
請
負
人
よ
り
も
心
付
遣
し
置
候。
依
之
同
夷
ム
イ
サリ
ウラ
エノ
儀
者、
元
ノ
形
ニ
被
仰
付
度
旨
、
年
来
申
罷
候。」

と
報
告
し
て
い
る、
さ
ら
に
同
年
十
一
月
に
な
っ
て
上
ツ
イ
シ
カ
リ
通
詞
幸
助
と
イ
シ
カ
リ
場
所
支
配
人
善
三
郎
は
連
名
で
、
シ
レ
マ
ウ

(吉)

カ
の
た
め
に
嘆
願
書
を
提
出
し
た
。

乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
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一、
イ
シ
カ
リ
ノ
内
上
ツ
イ
シ
カ
リ
惣
乙
名
シ
レ
マ
ウ
カ
ウ
タ
レ
、
サ
エラ
フ
ニ
並
シ
レ
マ
ウ
カ
娘
イ
テ
シ
ネ
チ
御
答
書
ラ
以
奉
申
上
候
通
り
、
旧
来
所
持

三
ヶ
所
ノ
ウラ
エ
御
取
上
ニ
相
成、
殊
ニ
近
年
不
漁
続
、
其
難
渋
暮
方
不
行
届
所
は
、
是
迄
運
上
家
ニ
而
取
続
置
候
得
共、
同
夷
人
共
身
二
取
り
末
々
事

ム
イ
サ
リ
ノ
ウ
ラ
エ
は
勝
手
宜
敷、
殊
ニ
漁
高
も
在
之
候
間
御
取
上
、
残
り
ム
イ
サ
リ
フ
ト
ウ
ラ
エ
相
渡
し
申
候
に
も
、
ム
イ
サ
リ
ウ
ラ
エ
御
差
戻
し

相
成
候
様、
被
成下
度
願
出
候。
尚
又
同
夷
人
共
申
上
候
通
り、
御
私
領
迄
は
干
鮭
式
千
束
余
も
差
出
候
処、
只
今
ニ
而
都
而
一
両
年
運
上
家
よ
り
暮
方
不

足
ノ
処
取
続
候
儀
も
在
之
候
得
は
、
夷
人
共
行
末
案
事
罷
有
候
。
尤
孫
兵
衛
儀
は、
イシ
カ
リ
ノ
内
五
ヶ
所
一
円
請
負
仕
居
候
得
は、
場
所
数
に
も
御
座
候

間
、
御
蔭
ョ
以
繰
合
候
得
共
、
数
年
に
相
成
候
而
は
コニ
難
渋
ニ
お
よ
ひ
、
殊
二
年
季
明
キ
ニ
罷
成
候
へ
は、
跡
御
請
負
御
領
内
も
闇
き
ニ
可
相
成
と
奉
存

候。
右
シ
レ
マ
ウ
カ
儀
老
衰
仕、
耳
は
聞
へ
候
得
共
、
言
語
不
叶
啞
同
様
ニ
罷
成、
近
年
漁
場
ノ
儀
相
難
き
罷
在
候
間、
右
の
も
の
様
生
ノ
内
先
祖
ノ
通
り

ム
イ
サ
リ
壱
ヶ
所
御
差
し
戻
し
被
下
置
候
様
仕
度
奉
存
候。
何
卒
御
憐
愍
被
下
置、
願
ノ
通
り
被
仰
付
被
下
候
は
、、
右
夷
人
ウ
タ
レ
不
及
申、
私
共
重
々

難
在
仕
合
奉
存
候。
依
て
書
付
ラ
以
奉
願
上
候
。
以
上
。

文
化
十
酉
年
十
一
月

同

イ
シ
カ
リ
内
上
ツ
イ
シ
カ
リ

幸
助
印

(吉
)

支
配
人

善
三
郎
印

イ
シ
カ
リ
御
詰

平
嶋
長
左
衛
門
殿

(文
化
十
年
十
一
月
上
ツイ
シ
カ
リ
通
詞
等
願
書
)

さ
ら
に
同
年
十二
月
に
至
っ
て、
石
狩
一
三場
所
の
う
ち
米
屋
孫
兵
衛
請
負
の
五
カ
所
の
場
所、
す
な
わ
ち
、
ハ
ツ
サ
フ
、
下
ユ
ウ
ハ

リ
、
上
ツ
イ
シ
カ
リ
、
シ
マ
マツ
、
ト
クピ
タ
等
の
通
詞
と
、
米
屋
孫
兵
衛
の
支
配
人
善三
郎
が
連
署
し
て
、
嘆
願
書
を
石
狩
詰
幕
府
に

提
出
し
た
。
特
に
ウ
ラ
ェ
復
旧
の
条
件
と
し
て

「当
時
は
東
西
蝦
夷
地
一
円
御
請
負
仰
渡
候
ニ
付、
ユ
ウ
フ
ツ
御
場
所
請
負
人
阿
部
屋
仁
兵
衛
儀
も、
ム
イ
サリ
ウ
ラ
ェ御
運上
金
御上
納
此二
組
入
置
候

第
四
編
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儀
も
御
座
候
間、
其
段
は
仁
兵
衛
へ
孫
兵
衛
よ
り
熟
談
仕、
ム
イ
サ
リ
御
運
上
見
込
ノ
金
子
は、
孫
兵
衛
増
金
上
納
可
仕
奉
存
候。」

(文
化
十
年
十
二
月
石
狩
場
所
支
配
人
等
願
書)

と述
べ
、
シレ
マ
ウ
カ
も
年
齢
七
十
余
に
も
な
る
の
だ
か
ら
「年
来ノ
大
望
成
就
仕、
如
何
斗
難
」
在
奉
」
存
候。」と

し
て、ウラ

エ
設
置

を
懇
願
し
、
シ
レ
マ
ウ
カ
の
後
援
を
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
場
所
請
負
人
等
の
動
き
に
つ
い
て
は、
高
倉
新
一
郎
は

「米
屋
に
し
て
も、
ム
イ
サ
リ
の
ウ
ラ
エ
の
復
活
に
よ
っ
て
そ
こ
か
ら
上
る
産
物
を
取
得
し
得
る
の
み
な
ら
ず
、
シ
レ
マ
ウ
か
ら
の
介
抱
を
免
か
れ
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
熱
心
にシ
レ
マ
ウ
カ
の
後
援
を
し
た
ので
あ
る
。」

(高
倉
新
一
郎
『ア
イ
ヌ
の
漁
業
権
につ
い
て
』
昭
和
十
一
年
九
月)

と
述
べ
て
い
る
。

石
狩
詰
幕
吏
の
平
嶋
長
左
衛門
は、
こ
れ
ら
の
一
件
書
類
を
も
っ
て
勇
払
詰
役
人
に
掛合
っ
た
が、
遂
に
こ
の
時
も
何
ら
の
解
決
を
見

ず
に
終
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
後
、さ
ら
に
六
年
を
経
過
し
て
文
政二
年(一

八
一
九)に

至
り、時

の
石
狩
詰
幕
吏
長
谷
川
仲
右
衛
門
・
上
原
熊
次
郎
両
人
は、
こ

の
事
件
調
査
の
た
め
親
し
く
上
対
雁
に
至
り
、つ
ぶ
さ
に
シ
レ
マ
ウ
カ
方
の
主
張
を
聞
い
た
。当
時
シ
レ
マ
ウ
カ
は
既
に
没
し
、
そ
の
子
シ

リ
コ
ノ
エ
が
跡
を
継
い
で
惣
乙
名
と
な
っ
て
い
た
。シ
リ
コ
ノ
エ
は
事
の
始
終
を
説
明
し
、ウラ

エ
の
取
戻
し
を
嘆
願
し
た
の
で
あ
っ
た
。

上
原
熊
次
郎
は
長
い
間
蝦
夷
地
の
通
詞
を
勤
め、ま

た
長
谷
川
仲
右
衛
門
も
寛
政
以
来
数
十
年
蝦
夷
地
の
事
に
従
っ
て
い
た
た
め
、ア
イ
ヌ

の
慣
習
に
も
理
解
が
深
か
っ
た
ら
し
く
、
シ
レ
マ
ウ
カ
方
の
訴
え
を
正
当
と
見
な
し
た
ら
し
い
。早
速
熊
次
郎
は
通
詞
代
な
ら
び
に
シ
リ
コ

ノ
エ
、
小
使
サ
エ
ラ
フ
ニ
を
伴
っ
て
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
に
至
り
、
熟
議
の
上
勇
払
ア
イ
ヌ
に
ウ
ラ
エ
の
返
還
を
命
じ
た
が
、
勇
払
ア
イ
ヌ
は

承
諾
せ
ず
、
止
な
く
ム
イ
サ
リ
は
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
で
は
あ
る
が、
対
雁
ア
イ
ヌ
ぁ
入
れ
て
漁
業
し
、
漁
獲
し
た
サ
ケ
は
両
ア
イ
ヌ
で
折
半

す
る
こ
と
を
取
決
め
た
。
し
か
しシ
リ
コ
ノ
エ
は
こ
の
入
会
漁
業
に
甘
ん
ず
る
こ
と
が
出
来
ず
、
遂
に
着
業
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
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の
間
の
事
情
を
『
土
人
由
来
記
』
に
よ
っ
て
み
れ
ば
、
石
狩
ア
イ
ヌ
は

得
共、
元
成
ニ
御
返
し
被下
置
候
御
沙
汰
も
取
極
リ
不
申、
其
保
罷
帰
り
当
惑
仕
居
候。」

「卯
年(注

文
政二
年)石

狩
ユ
ウ
フ
ツ
一
件
二
付
、
長
谷
川
仲
右
衛
門
様、
上
原
熊
次
郎
様
御
両
人
御
場
所
へ
御
下
着
被
遊
候
節、
御
席
ヶ
間
敷
御
願
ニ

も
候
得
共
、
当
御
詰
合
様
よ
り
御
添
慮
御
請
、
右
ウ
ラ
エ
ノ
儀
一
ト
通
り
奉
願
候
処、
上
原
熊
次
郎
様
並
通
詞
代
其
外
私
共
両
人
ユ
ウ
フ
ツ
江
罷
出
願
上
候

(2)

と
述
べ
、
こ
れ
に
対
し
て
勇
払
ア
イ
ヌ
は

「卯
年
上
原
熊
次
郎
様
イ
シ
カ
リ
よ
り
御
通
行ノ
節
、
イ
シ
カ
リ
のシ
リ
コ
ノ
エ、
右
ウ
ラ
ェ
取
戻
し
度
旨
願
出
候
処、
早
速
同
所
蝦
夷
人
サ
イ
ラ
フ
ニ
と

申
も
の
江
取
戻
し
被
仰
付
候
節、
双
方
頭
蝦
夷
人
共
江
御
申
渡
し
の
儀

一、
ム
イ
ザ
リ
ノ
義
当
御
場
所
領、
右
ウラ
エニ
而
荷
物
取
高
半
分
訳
ニ
差
出
旨
被
仰
付、
難
在
御
請
候
得
共、
其
年
も
漁
業
等
も
不
仕
捨
置
候
間、
不
相

変
当
蝦
夷
人
へ
為
致
云
。々」

と
述
べ
て
い
る
。

(文
政
五
年
八
月
ユ
ウ
フ
ツ
土
人
願
書)

し
か
る
に
文
政
四
年
(一
八二
一)、は

し
な
く
も
松
前
氏
が
再
び
蝦
夷
全
島
を
復
領
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で、翌

五
年
三
月
、シ
リ
コ

ノ
エ
及
び
サ
エ
ラ
フ
ニ
は、
こ
と
ご
と
く
従
来
の
経
過
を
記
述
し
て、
石
狩
支
配
人
な
ら
び
に
通
詞
の
奥
書
の
も
と
に、
三
度
目
の
訴
願

を
行
っ
た
。

乍
’
恐
以
書
付
願
上
候

一、
イ
シ
カ
リ
内
、
上
ツ
イ
シ
カリ
乙
名
シ
レ
マ
ウ
カ
住
所
東
地
千
歳
川
内
イ
ザ
リ
、
ム
イ
サ
リ
に
先
祖
代
々
旧
来
よ
り
所
持ノ
干
鮭
場
ニ
而
ウ
ラ
エニ
ケ

所
持
来
候
ニ
付
、
先
年
よ
り
イ
シ
カ
リ
秋
味
漁
事
相
済
候
後
、
住
居
蝦
夷
人
共
一
同
罷
帰り
干
鮭
漁
事
致
し
、
冬
中
よ
り
翌
春
夏
頃
迄
ノ
飯
料
漁
事
仕、
夷

人
一
同
暮
方
ニ
不
自
由
無
之
様
相
凌
き
罷
在、
ウ
タ
レ
共
迄
案
心
仕
候
。
且
飯
料
外
度
干
鮭
漁
事
仕
候
得
者、
凡
干
鮭
式
千
束
余
も
イ
シ
カ
リ
運
上
家
へ
荷

物
ニ
差
出
し
来
居
候
処、
去
ル
寛
政
十二
申
年
よ
り
東
蝦
夷
地
御
用
地
ニ
被
仰
出、
高
橋
次
太
夫
様
並
河
西
祐
助
様
御
両
人
御
詰
合
被
遊
候
。
其
節
千
歳
川
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支
配
人
重
次
郎
と
申
も
の
ニ
御
座
候。
然
ル
処
御
両
人
御
詰
合
様
よ
り
支
配
人
重
次
郎
ラ
以
而
被
仰
渡
候
儀
者、
イ
ザ
リ
ム
イ
サ
リ
ニ
於
而、
御
領
私
領
入

合
夷
人
共
ウ
ラ
ェ
に
て
漁
業
致
候
事
は
不
相
成
候
故、
右
場
所
引
払
可
申
旨
被
仰
渡、
尤
以
後
東
西
一
統
御
用
地
に
も
被
仰
出
候
は
、、
其
節
は
元
形
可
申

候
様
ニ
被
仰
付、
難
在
奉
畏
居、
無
拠
引
払
申
候
。
其
後
漁
場
等
持
不
申
候
ニ
付
、
上
ツイ
シ
カ
リ
夷
人
一
同
年
飯々
料
不
足
難
渋
致
し
罷
在
候
。
然
共
、

其
頃
迄
は
少
漁々
事
方
年
柄
ニ
よ
り
宜
敷
年
も
御
座
候
得
共
、
近
年
打
続
不
漁
ニ
而
ウ
タ
レ
一
同
極
難
仕
候。
遠
山
金
四
郎
様
東
西
御
廻
場
被
為
遊
候
ニ

付
、
イ
サ
リ
フ
ト
江
御
通
行
家
建、
御
取
扱
御
普
請
ニ
而
ユ
ウ
フ
ツ
支
配
人
手
伝
嘉
五
郎
と
申
も
の
普
請
方
参
居
、
シ
レ
マ
ウ
カ
呼
出
し
申
聞
候
は、
此
度

当
所
御
普
請
出
来、
是
よ
り
留
守
居
番
人
夷
人
千
歳
川
夷
人
リ
キ
ヤ、
カ
シ
ュ
ヒ
タ
両
人
江
、
元
三
ヶ
所
所
持
ノ
ウ
ラ
エ
ノ
内
イ
サ
リ
ブ
ト
ニ
在
し
候
分
壱

ヶ
所
相
与
申
候
ニ
付
、
其
節
少
分
成
り
共
御
悦
ひ
被
下
置
候
間、
残
り
弐
ヶ
所
ノ
儀
は
元
成
リ
ニ
被
仰
付
度
奉
願
上
候
。

其
後
文
化
四
年
卯
年
東
西
一
円
御
用
地
ニ
被
仰
出、
難
在
相
悦
ひ
、
ウ
ラ
エ
御
戻
し
被
下
度
段、
其
節
当
所
詰
合
井
上
喜
左
衛
門
様
江
、
元
小
家
差
配
人
儀

兵
衛
願
書
ラ
以
奉
願
上
候
処、
ユ
ウ
フ
ツ
御
詰
合
鈴
木
覚
治
様、
竜
崎
八
郎
左
衛
門
様
迄
被
仰
遣、
右
ウ
ラ
ェ
一
件
ノ
儀
何
卒
元
成
り
御
返
し
被
下
置
候
段

奉
願
候
得
共、
御
用
捨
御
沙
汰
も
無
之
、
其
節
強
而
可
奉
願
と
存
候
得
共、
御
上
様
へ
奉
恐
入、
差
扣
罷
在
候。
夫
よ
り
年
不々
漁
皆
無
ニ
而
夷
人
共
一
同

難
儀
暮
方
当
惑
致
し
罷
過
候
。

其
後
文
化
十
酉
年
東
西
蝦
夷
地
一統
請
負
地
ニ
被
仰
出
難
在
仕
合
せ
と
奉
存
候
。
依
之
右
ウ
ラ
エ
先
年、
振
合
弓
以
御
請、
漁
業
飯
料
渡
世
仕
度
義
ニ付
奉

願
上
候
得
共
、
元
成
ニ
被
仰
付
候
義
も
無
御
座
、
誠
ニ
奉
恐
入
候
得
共
、
当
惑
罷
過
候。
前
々
よ
り
難
渋
至
極
致
し
候
内、
老
親
も
相
果
、
若
年
ノ
我
等
ウ

タ
レ
共
手
段
無
之
、
是
迄
運
上
家
預
り
御
介
抱
取
続
候
得
共
、
行
届
兼
難
儀
仕
居
候。
然
ル
処
去
ル
卯
年
石
狩
ユ
ウ
フ
ツ
一件
二
付
、
長
谷
川
仲
右
衛
門
様、

上
原
熊
次
郎
様
御
両
人
御
場
所
へ
御
下
着
被
遊
候
節、
御
席
ヶ
間
敷
御
願
ニ
も
候
得
共、
当
御
詰
合
様
よ
り
御
添
慮
御
請
、
右
ウ
ラ
エ
ノ
儀
一
ト
通
り
奉
願

候
処、
上
原
熊
次
郎
様
並
通
詞
代
其
外
私
共
両
人
ユ
ウ
フ
ツ
江
罷
出
願
上
候
得
共、
元
成
ニ
御
返
し
被下
置
候
御
沙
汰
も
取
極
リ
不
申、
其
保
罷
帰
り
当
惑

仕
居
候。
御
上
様
へ
対
し
て
度
願々
上
候
義
も
奉
恐
入
候
得
共
、
大
勢
ノ
夷
人
ウ
タ
レ
共
極
難
致
し
、
勿
論
近
年
は
格
別
之
不
漁
続
ニ
而
難
渋
而
巳
ニ
付
奉

願
上
候。

且
当
午
年
東
西
蝦
夷
地
一
円
松
前
様
へ
御
返
地
二
被
仰
出
候二
付
、
蝦
夷
人
共
一
円
大
悦
至
極
ニ
奉
存
候。
依
之
右
旧
来
ノ
漁
業
飯
料
取
揚
ウ
ラ
ェノ
儀
式

600



同

ヶ
所、
元
成
り
御
返
し
被
下
置
候
様
奉
願
上
、
是
迄
何
拾
年
と
無、
度
願々
上
候
得
共
御
用
捨
無
御
座、
蝦
夷
人
共
一
同
歎
願
奉
存
間、
是
迄
年
来
預
り
御

厚
恩
難
在
仕
合
御
冥
加
ニ
相
叶、
何
卒
以
御
憐
愍
願
之
通
り
ウラ
エ
元
成
り
ニ
被
仰
付
候
得
は
難
在
奉
存
候。
何
分
此
段
幾
重
ニ
も
奉
願
上
候。
以
上
。

午
三
月

小
使
サ
エ
ラ
フニ

惣
乙
名
シ
リ
コ
ノ
エ

イ
シ
カ
リ
御
詰
合
様

前
書
之
通
り
願
出
候
ニ
付
相
紅
候
所、
相
違
無
御
座
候。
依
而
御
取
次
奉
申
上
候。
何
卒
御
聞
届
被下
置
候
は
、
、
私
共
難
在
仕合
二
奉
存
候。
以
上
。

支
配
人

源
右
衛
門

回

通
詞

平
八
回

(文
政
五
年
シ
リ
コ
ノ
エ
願
書)

こ
の
訴
願
に
対
し
て
、
勇
払
ア
イ
ヌ
も
場
所
支
配
人
儀
左
衛
門、
通
詞
勘
吉
が
副
署
の上
、
ユ
ウ
フ
ツ
小
使
代
シ
ャ
ハ
シ
リ
、
同
並
乙

名
代
イ
ヨ
メ、
惣
小
使
ク
ツ
ケシ
ヌ、
惣
乙
名
代
マ
ウ
ケ
サン
、
惣
乙
名
ラ
ク
コ
シ
マ
等
連
署
し
て
激
烈
な
反
訴
を
し
た
。
そ
の
申
立
て

は

乍
恐
以
書
付
奉
願
候

一、
当
御
場
所
領
千
歳
川
筋
イ
サ
リ
、
ム
イ
サリ
ウ
ラ
エ
ノ
内
、
イ
シ
カ
リ
蝦
夷
人
シ
リ
マ
ウ
カ
持
ウ
ラ
ェ
壱
ツ
在
之
、
右
飯
料
取
仕
候
得
共
、
先
年
東
蝦

夷
地
一
円
御
用
地
ニ
相
成
り
、
西
蝦
夷
地
御
私
領
イ
シ
カ
リ
並
ユ
ウ
フ
ツ
境
ノ
儀
は、
シ
マ
、
フ
川
境
目
ニ
御
座
候。
然
ル
処
当
ユ
ウ
フ
ツ
領
ノ
内
に
イ
シ

カ
リ
蝦
夷
人
入
交
り
漁
業
い
た
し
候
節
は
、
混
雑
可
有
之
ニ
付、
先
年
御
詰
合
様
よ
り
御
礼
ニ
預
り、
右
入
交
リ
漁
業ノ
儀
、
御
差
留
被
下
置
候
様
奉
願
上
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候
処、
御
聞
済
被
成、
右
ウラ
エ
ユ
ウ
フ
ツ
蝦
夷
人
持ニ
仕
候
ニ
付、
イ
シ
カ
リ
御
詰
合
様
江
御
申
達、
熟
談
ノ
上
当
地
蝦
夷
人
へ
被
仰
付
漁
業
仕
候
処、

去
ル
卯
年
上
原
熊
次
郎
様
イ
シ
カ
リ
よ
り
御
通
行
ノ
節、
イ
シ
カ
リ
の
シ
リ
コ
ノ
エ、
右
ウ
ラ
ェ
取
戻
し
度
旨
願
出
候
処、
早
速
同
所
蝦
夷
人
サ
イ
ラ
フ
ニ

と
申
も
の
江
取
戻
し
被
仰
付
候
節、
双
方
頭
蝦
夷
人
共
江
御
申
渡
し
ノ
儀

一、
ム
イ
ザ
リ
ノ
儀
当
所
御
場
所
領、
右
ウラ
エニ
而
荷
物
取
高
半
分
訳
ニ
差
出
旨
被
仰
付、
難
在
御
請
候
得
共、
其
年
も
漁
業
等
も
不
仕
捨
置
候
間、
不

相
変
当
蝦
夷
人
へ
為
致
候
処、
当
年
一
円
御
返
地
相
成
候
処、
左
候
右シ
リ
コ
ノ
エ
よ
り
旧
来
ノ
義
申
出
、
右
ウ
ラ
ェロ
以
取
戻
し
ノ
儀
願
出
候
由
当
惑
仕
候
得

共
、
始
終
御
上
様
へ奉
願
上
候
段
恐
入
奉
存
候
。
依
之
右
ム
イ
サ
リ
ウ
ラ
エノ
義
同
人
へ
差
戻
申
候
間、
右
之
趣
相
違
無
御
座
候
二
付
御
答
奉
申
上
候。

一、
イ
サ
リ
フ
ト
ウ
ラ
エノ
儀
取
戻
し
度
趣
、
此
度
被
仰
付
奉
畏
候
得
共
、
右
ウ
ラ
エ
ノ
儀
乍
恐
元
来
イ
シ
カ
リ
夷
人
春
夏
鱒
ウ
コ
イ
魚
取
に
ウ
ラ
エ
拵
、

漁
業
仕
候
得
共、
秋
味
ノ
節
は
是
迄
イ
シ
カ
リ
蝦
夷
人
ウ
ラ
ェ
ニ
而
漁
業
不
仕
候
段、
乍
恐
御
答
奉
申
上
候。
右
ウ
ラ
ェ
差
戻
し
候
節
は、
当
御
場
所
蝦
夷

人
一
同
難
渋
仕
候
間、
何
卒
右
ウ
ラ
エノ
儀
は、
御
免
被
仰
付
被
成
下
置
度
奉
願
上
候。
以
御
憐
愍
御
聞
済
奉
願
上
候
。

一、
右
ウ
ラ
ェ
是
外
取
戻
し
度
候
は
、、
乍
恐
イ
シ
カ
リ
蝦
夷
人
弁□
無
之
儀
ニ
御
座
候
間、
無
拠
四
分
ニ
奉
存
候
。
依
之
イ
シ
カ
リ
領
分
小
川
筋
ニ
相
応

ノ
ウラ
ェ
場
所
漁
業
出
稼
可
相
成
地
有
之
候
。
私
共
一
同
難
渋
仕
候
間、
乍
恐
奉
願
候。
右
二
付
イ
シ
カ
リ
領
分
川
筋
へ
ウ
ラ
エ
三
ヶ
所
ノ
ウ
ラ
エ
拵
、
漁

業
仕
度
奉
存
候
。
依
而
御
互
一
年
ノ
川
筋
ノ
事
故、
双
方
入
交
り
漁
業
有
之
上
宜
敷
儀
と
奉
存
候。
右
之
段
乍
恐
御
憐
愍
双
方
之
願
之
通
り
御
聞
済
被
下
置

候
は
～、

一同
難
在
仕
合
二
奉
存
候
。

右
之
段
奉
願
上
候。

以
上
。

文
政
五
午
八
月

ユ
ウ
フ
ツ
小
使
代

ユ
ウ
フ
ツ
御
場
所

惣
乙
名

ラ
ク
コ
シ
マ

マウ
ケ
サン

ク
ツ
ケ
シ
ヌ

イ
ヨ
メ

同
惣
小
使

同
脇
乙
名
代

同
並
乙
名
代

シ
ャ
ハ
シ
リ
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ユ
ウ
フ
ツ
御
詰
合
様

前
書
ノ
通、
頭
蝦
夷
人
一
同
よ
り
願
出
候
ニ
付
、
相
乍
恐
通
弁
仕
候
処
相
違
無
御
座、
何
卒
御
憐
愍
ラ
以
願
之
通
り
御
聞
済
被下
置
候
は
、、
私
共
一
同

並
蝦
夷
人
共
難
在
仕
合
奉
存
候
。
以
上
。

儀
左
衛
門
印

勘 勘
吉
印

(文
政
五
年
八
月
ユ
ウ
フ
ツ
土
人
願
書
)

と
い
う
も
の
で
、
ム
イ
サ
リ
の
ウ
ラ
エ
は
先
に
返
還
し
た
が、

い
ま
ま
た
イ
サ
リ
ブ
ト
の
ウ
ラ
エ
も
返
還
す
る
。
し
か
し
古
来
石
狩
ア
イ

ヌ
は、
こ
の
ウ
ラ
エ
で
秋
味
漁
を
し
た
こ
と
が
な
い
の
で、
サ
ケ
を
と
る
こ
と
は
禁
じ
て
欲
し
い。
強
い
て
こ
れ
を
す
る
と
い
う
な
ら
、

勇
払
ア
イ
ヌ
の
難
渋
は
必
然
だ
か
ら
、
勇
払
ア
イ
ヌ
も
石
狩
川
筋
の
小
川
に三
カ
所
の
ウ
ラ
エ
を
造
り
、
い
ま
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
独
占
し
て

い
た
川
で
双
方
が
入
交
っ
て
漁
業
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
い旨
を
主
張
し
、
問
題
は
更
に
石
狩
川
筋
に
お
け
る
入
会
権
に
ま
で
拡
大
し
、

対
立
は
ま
す
ま
す
烈
し
く
な
っ
て
いっ
た。
も
ち
ろ
ん、
こ
の
背
後
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
請
負
人
の
利
害
が
あ
っ
た
こ
と
は
見
逃
せ
な

い
事
実
で
あ
ろ
う
。

注
(1)

文
化
五
年
六
月
十
一
日
シ
レ
マ
ウ
カ
願
書
『
土
人
由
来
記
』

(2)
石
狩
町
『石
狩
町
誌』
昭
和
四
十
七
年
三
月

同 ユ
ウ
フ
ツ
御
場
所
支
配
人

通
詞
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三
紛
争
の
解
決

前
述
の
よ
う
に
石
狩・
勇
払
両
ア
イ
ヌ
は、
そ
れ
ぞ
れ
蝦
夷
地
第
一と
いわ
れ
た
サ
ケ
の宝
庫
を
め
ぐ
っ
て、
一方
で
は
ア
イ
ヌ
の
慣

習
を
盾
に、
他
で
は
幕
府
の
制
度
を
盾
に
し
て
こ
れ
の
利
益
を
得
よ
う
と
し
た
も
の
で、
そ
れ
に
利
害
の
一致
す
る
両
場
所
の
請
負
人
が、

た
が
い
に
自
領
の
ア
イ
ヌ
の
後
押
し
を
す
る
と
いう
具
合
で
、
問
題
の
解
決
は
ま
す
ま
す
困
難
な
様
相
を
呈
し
て
い
た
。
そ
れ
に
加
え
事

件
は
次
第
に
感
情
的
な
衝
突
も
加
わ
り
、
異
常
な
事
態
と
な
っ
て
き
た。

し
か
し
松
前
藩
は、
復
領
の
場
所
引
継
ぎ
が
終
る
や
否
や、
同
年
八
月二
十
二
日
こ
の
紛
争
に
判
決
を
下
し
、
シ
リ
コ
ノ
エの
訴
願
を

採
納
し
、
勇
払
ア
イ
ヌ
に
対
し
て
右
ウ
ラ
ェ
場
所
は
自
今
春
夏
秋
中
と
も
に
、
永
世
シ
リ
コノ
エ
に
引
渡
す
べ
き
旨
を
厳
命
す
る
と
と
も

に
、
ま
た
勇
払
ア
イ
ヌ
の
請
願
も
入
れ
て、
そ
の
受
渡
し
は
双
方
熟
談
の上
な
す
べ
き
こ
と
を
達
し
た
の
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
両
ア
イ

(1)
ヌ
は
熟
談
の
末、
つ
ぎ
の
「イ
シ
カ
リ、
ユ
ウ
フ
ツ
両
所
土
人
談
合
書
」
を
つ
く
っ
た
。

乍
恐
奉
差
上
一
札
ノ
事

一
、
当
御
場
所
ノ
内
に
イ
シ
カ
リ
夷
シ
リ
マ
ウ
カ
ウ
ラ
エ
所
弐
ヶ
所
有
之
候
内、
壱
ヶ
所
は
先
年
上
原
熊
次
郎
様
よ
り
被
仰
付
有
之
候
ニ
付
、
早
速
願
主
シ

リ
コ
ノ
エ
江
相
渡
申
候。
同
壱
ヶ
所
イ
サリ
フ
ト
に
有
之
候
分、
以
願
書
奉
願
上
候
通
り
シ
リ
マ
ウ
カ
畑
作
ノ
節
飯
料
ウ
ラ
ェニ
有
之
候
。
秋
味
漁
業
中
は

右
ウ
ラ
ェ
よ
り
産
物
出
来
候
儀
無
之
候
処、
今
度
新
ニ
春
夏
秋
中
迄
永
シ々
リ
コ
ノ
エ
ヘ
可
相
渡
旨
御
上
様
よ
り
被
仰
付
恐
入
奉
畏
候。
以
願
書
奉
願
上
候

通
り
訳
合
二
付、
御
憐
愍
ラ
以
夷
人
共
双
方
熟
談
ノ
上
受
取
渡
被
仰
付
被下
置
度
願
出
候
処、
御
聞
済
被
下
置
難
在
奉
存
候。
依
之
私
共
熟
談
仕
候
処、
元

来
是
迄
右
ウ
ラ
ェ
持
来
り
候
夷
人
ノ
儀シ
リ
マ
ウ
カ
妹
モン
カ
ラ
ケ
と
申
者
並
シ
リ
マ
ウ
カ
妻
子
供
共
ニ
、
右
ウ
ラ
ェ
よ
り
飯
料
取
助
荷
仕
有
之
候
ニ
付
、

親
類
ノ
事
故
右
老
母
共
存
命
ノ
由、
不
相
変
飯
料
取
為
致
置
申
度
候。
尤
シ
リ
コ
ノ
エ
老
母
も
在
之、
件
夷
人
共
イ
シ
カ
リ
引
網
漁
業
ノ
時
は
、
モ
ン
カ
ラ

ケ
子
供
共
取
掛
り、
ウ
ラ
ェ
取
拵、
右
老
若
ノ
者
介
抱
為
致
候ニ
付
、
四
人
の
も
の
へ
是
迄
之
通
り
預
け
置
申
度
奉
存
候
。
若
又
右
老
女
共
相
果
候
後
者、

シ
リ
コ
ノ
エ
よ
り
別
段
差
遣
ウ
ラ
ェ
為
持
候
節
は、
飯
料
ノ
儀
は
是
迄ノ
通
り
双
方
親
類
ニ
而
分
け、
持
余
処
有
之
候
而
産
物
出
来
候
節
は、
イ
シ
カ
リ
運
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上
家
、
千
歳
運
上
家
へ
等
分
ニ
差
出
し
可
申
候
。
尤
此
ノ
訳
合
儀
は、
先
年
シ
リ
コ
ノ
エ、
サ
イ
ラ
フ
ニ
親
類
の
も
の
イ
シ
カ
リ
の
ウ
タ
レ
無
人
ニ
付
、
右

ウ
ラ
ェ
拵
置
候
時
節
保
有
之
候。
其
節
モン
カ
ラ
ケ
子
供シ
ャ
ハシ
リ
其
外
当
千
歳
川
夷
人
イ
サ
リ
フ
ト
住
居
ノ
夷
人
共
立
寄
難
見
捨
置
、
夫
取々
掛
り
世

話
い
た
し
、
ウ
ラ
エ
拵
旁
右
老
母
共
介
抱
仕
有
之
候
二
付
、
右
ノ
趣
熟
談
ノ
上
双
方
納
得
仕
候
二
付
、
乍
恐
以
書
付
奉
申
上
候。
尤
ウ
ラ
ェ
儀
ニ
付
、
以
来

聊
違
乱
仕
候
儀
毛
頭
無
之
候。

乍
恐
此
段
御
聞
済
被
仰
付
被
下
置
候
様
奉
願
上
候。

午
八
月
廿二
日

以
上
。

イ
シ
カ
リ
通
詞

ユ
ウ
フ
ツ
通
詞

並
小
使

同
シ
ャ
ハシ
リ

ト
イ
カ
クシ

ク
ツ
ケ
レ
ノ

脇
乙
名

マ
ウ
ケ
サ
ン

惣
乙
名

小
使

サ
エ
ラ
フ
ニ

ラ
リ
コ
シ
マ

シ
リ
コ
ノ
エ

勘 平

吉 八

印 印

石
狩

御
立
会

吉
田
右
十
郎
殿

前
書
之
通
夷
人
共
熟
談
ノ
儀
は、
私
共
立
会
仕
候
処
相
違
無
御
座
候。
以
上
。

第
四
編
幕
藩
時
代

イ
シ
カ
リ
内

上
ツ
イ
シ
カリ

惣
乙
名

同 同 同 同

ユ
ウ
フ
ツ

同

惣
小
使
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苫
小
牧
市
史
上
巻

す
な
わ
ち
、
こ
の
和
談
書
で
両
者
は
次
の
よ
う
な
協
定
事
項
を
申
合
わ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。

一、
従
来
此
ウラ
エ
を
持
っ
て
来
た
者
は、
シ
リ
マ
ウ
カ
妹
モン
カ
ラ
ケ
(千
歳
ア
イ
ヌ)
な
ら
び
に
シ
リ
マ
ウ
カ
妻
子
と
共
に
こ
の
ウ
ラ
エ
か
ら
飯
料
を

取
っ
て
生
活
し
て
来
た
の
で
あ
る
か
ら
、
新
し
い
権
利
者
シ
リ
コ
ノ
エ
も、
彼
等
と
は
親
類
関
係
に
あ
る
事
故、
こ
れ
等
老
女
が
存
命
中
は、
こ
の
ウ
ラ
エ

は
従
来
通
り
彼
等
の
飯
料
取
場
と
し
て
お
く
事
。

二
、
ウ
ラ
エの
利
用
も、
シリ
コ
ノ
エ
が
こ
れ
に
当
ら
ず
、
シ
リ
コ
ノ
エ
に
も
老
母
が
あ
っ
て、
仲
達
が
石
狩
に
引
網
に
行
っ
て
い
る
時
は
モン
カ
ラ
ケ
の

子
供
達
が
ウ
ラ
エを
拵
え、
そ
れ
か
ら
得
た
飯
料
で
そ
の
老
母
を
養
育
す
る
事
故、
従
来
の
利
用
し
て
い
た
通
り
に
こ
れ
を
預
け
て
置
く
事。

三
、
こ
の
ウラ
エ
で
従
来
生
活
し
て
来
た
老
女
が
死
ん
だ
後
は、
ウラ
ェの
所
有
者シ
リ
コ
ノ
エ
が
他
の
ア
イ
ヌ
を
派
し
て
ウ
ラ
エ
を
利
用
す
る
の
は
自
由

で
あ
る
が、
こ
の
際
に
も、
飯
料
だ
け
は
こ
れ
ま
で
通
り
、
千
歳
・
石
狩
の
区
別
な
く
親
類
に
分
配
し
、
残
が
あ
っ
た
時
は
石
狩
・
千
歳
両
運
上
家
に
等
分

し
て
差
出
す
こ
と
。

四
、
こ
れ
は、
上
対
雁
の
同
族
が
す
く
な
く
て
、
ウ
ラ
イ
を
作
り
兼
ね
た
時
は、
モ
ン
カ
ラ
ケ
の
子
供シ
ャ
ハ
シ
リ
其
他
の
千
歳
川
筋
の
ア
イ
ヌ
・
イ
ザ
リ

ブ
ト
居
住
の
ア
イ
ヌ
等
が
見
兼
ね
て
ウ
ラ
イ
を
作
っ
て
老
女
を
介
抱し
た
謝
礼
の
意
味
で
あ
る
。

(高
倉
新
一
郎
『ア
イ
ヌ
の
漁
業
権
に
つ
い
て』

ア
イ
ヌ
研
究
昭
和・四
十
一年
)

か
く
て
同
年
八
月
廿二
日
勇
払
方
か
ら
惣
乙
名
ラ
リ
コ
シ
マ
を
は
じ
め
マ
ウ
ケ
サ
ン
、
ク
ツ
ケ
レノ
、
ト
ク
カ
クシ
、
シ
ャ
ハ
シ
リ
連

署
、
支
配
人
、
通
詞
の
奥
書
を
も
っ
て、
石
狩
詰
役
人
に
対
し
確
か
にシ
リ
コ
ノ
エ
方
に
ウ
ラ
エ
を
引
渡
し
た
届
書
を
差
出
し
、
ま
た
同

日
付
で
石
狩
方
よ
り
シ
リ
コ
ノ
エ
、
サ
エ
ラ
フ
ニ
連
署、
石
狩
支
配
人
代
盛
兵
衛、
通
詞
平
八
の
奥
書
を
も
っ
て、
勇
払
詰
役人
笹
井
俊

次
郎
あ
て
に
引
請
の
届
書
を
差
出
す
と
と
も
に
、
さ
ら
に

「以
来
の
儀
は
右
ウラ
エノ
儀
ニ
付
混
雑
ヶ
間
敷
願
上
申
間
敷、
双
方
睦
間
敷
致
し
飯
料
漁
事
可
仕
候。
尤
此
末
大
漁
出
精
仕
候
上
は、
千
歳
川
運
上
家、

イ
シ
カ
リ
運
上
家
へ
干
鮭
飯
料
外
出
高
ノ
内、
当
分
分
け
差
出
候
積
り
(下
略)。」

(文
政
五
年
八
月二
十
二
日
「イシ

カ
リ
土
人
念
書」)
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と
いう
念
書
を
提
出し
た
。
ま
た
同
日
松
前
藩
か
ら
は、
石
狩
・
勇
払
両
役
ア
イ
ヌ
に
対
し
て
、
つぎ
の
よ
う
な
申
渡
し
を
し
て
、
今
後

願
い
が
ま
し
き
こ
と
の
な
い
よ
う
に
厳
達
し
た
。

申
渡

イ
ザ
リ
、
ム
イ
ザ
リ
ウ
ラ
エ
ノ
儀
ニ
付
、
当
夷
人
シ
リ
コ
ノ
エ
よ
り
願
書
差
出
候
処、
公
儀
ニ
も
難
捨
置
被
思
召
、
場
所
引
渡
ノ
節
、
右
願
書
御
当
家
へ
御

引
継
に
相
成、
松
前
表
ニ
於
而
御
沙
汰
之
故、
イ
シ
カ
リ
御
詰
合
よ
り
願
ノ
通
り
被
仰
渡
。
則
今
日
双
方
熟
談
ノ
故
ウラ
ェ
請
取
渡
相
済
候
上、
以
来
共
ウ

(は)

ラ
エノ
儀
ニ
付
、
願
ヶ
間
敷
儀
決
而
出
間
敷
候。
右
之
趣、
子
孫
迄
も
能
言々
伝
可
申
事
。

右
之
段
申
渡
し
候。

午
八
月
廿二
日

ユ
ウ
フ
ツ

イ
シ
カ
リ

役
夷
人
共
江

(文
政
五
年
八
月
二
十
二
日
「申
渡
書
」)

こ
の
よ
う
に
寛
政
年
間
よ
り
始
ま
っ
た
こ
の
ウ
ラ
エ
訴
願
事
件
は、
二
十
一
年
目
に
し
て
全
く
解
決
し
た
。
そ
の
原
因
は
幕
府
直
轄
に

よ
る
行
政
区
域
の
変
動
に
よ
り、
ア
イ
ヌ
の
慣
習
に
通
じ
な
い
幕
吏
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
の、
直
轄
行
政
の
大
き
な
進
展
の
中

で
余
り
に
も
不
幸
悲
惨
な
代
償
で
あ
っ
た
。

注
(1)

文
政
五
年
八
月
二
十
二
日
「イ
シ
カ
リ
、
ユ
ウ
フ
ツ
両
所
土
人
談
合
書
」
北
海
道
行
政
資
料
課
蔵
本

第
四
編
幕
藩
時
代
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苫
小
牧
市
史
上
巻第
四
節
復
領
下
の
勇
払

当
代
に
入
っ
て
から
、
漁
場
開
発
に
よ
る
イ
ワシ
漁
業
の
発
達、
美
々
山
道
の
開
削
に
よ
る
交
通
網
の
整
備
等
に
よ
っ
て、
産
業
や
交

通
の
面
で
、
ま
す
ま
す
重
要
性
を
加
え
つ
、あ
っ
た
ユ
ウフ
ツ
場
所
の
状
況
を、
弘
化
二
年
(一
八
四
五
)、
こ
の
地
を
調
査
し
た
松
浦

(1)
武
四
郎
の
『初
航
蝦
夷
日
誌』
に
よ
っ
て、
な
が
め
て
み
よ
う
。

ベ
ツ
ベ
ツ
此
処
白
ラ
イ、
ユ
ウフ
ツ
境
也
。
小
川
有
。
巾
六
間
。
浜
に
鰯
小
屋
多
し
。
此
辺
よ
り二
八
取
多く
出
張
る
也。
蘆
荻
多
し
。
境
杭
従
」
是
西

白
ラ
イ
領
分
六
里二
十
八
丁
と
し
る
し
た
り
。
此
川
よ
り
東
ユ
ウ
フ
ツ
領
な
り
(中
略)。

是
よ
り
野
道
ま
た
し
ば
ら
く
。
此
辺
り
惣
而
浜
辺
に
は
鰯
小
屋
多し
。
行
こ
と
し
ば
し
ニ
而

タ
ル
マ
イ
川
有
。
橋
を
架
る
。
側
ニ
小
休
所
有。
ユ
ウ
フ
ツよ
り
番
人
共
来
り
茶
を
煮
て
昼
弁
当
を
持
来
る
な
り
。
惣
(す
べ
て)
此
タ
ル
マ
イ
は
此
辺
り

之
惣
名
な
る
か
と
思
わ
る
。
こ
は
此
上
な
山
も
タ
ル
マ
イ
岳
と
云
名
高
き
処
也
。
ま
た
箱
館
よ
り
二
八
取
多
く
出
来
り
居
て
鰯
小
屋
多
き
が
故
ニ
、
小
商

人
並
ニ
茶
屋
様
之
も
の
も
出
張
其
繁
華
な
る
こ
と
は
東
部
第
一
番
也。
其
弐
八
と
云
割
方
は
漁
猟
の
も
の二
分
は
運
上
屋
請
負
人
に
納
(お
さ
め
)
八
分
を

我
が
納
と
す
る
也。
然
し
此
弐
分
之
運
上
は
上
(か
み)
え
納
る
こ
と
あ
ら
ず
。
皆
請
負
人
の
収
納と
な
る
也
。
其
故ニ
此
場
所
請
負
人
は
只
此二
八
の
運

上
ニ
而
漁
事
一
切
無
と
而
も
利
の
有
る
場
所
な
り
と
か
や
。
又
西
部
ラ
タ
ル
ナ
イ
等
も
こ
、
と
同
じ
事
ニ
而
、
二
八
に
而
自
分
漁
は
無
と
て
も
宜
し
き
由
也

是
よ
り
東
し
ば
ら
く
の
間
市
町
の
如
く
鰯
魚
屋
ツ
で
き
て
見
事
な
る
こ
と
也
。

此
二
八
取
の
若
干
な
る
こ
と
を
云
ば
、
鰯
取
中
(仲)

間
と
申
も
の
有
て
箱
館
市
中
よ
り
同
在
二
五
十三
軒
有
と
か
や。
此
株
ま
た
今
ふ
や
す
こ
と
も
な
り

が
た
く
先
年
よ
り
右
の
通
ニ
有
る
と
か
や
。
其
壱
軒
ニ
而
も
大
な
る
ニ
到
て
は
八
十
人
、
百
人
ツ
ツ
も
漁
者
を
南
部、
津
軽
辺
に
雇
(ヤ
ト
ヒ)
入
る
こと

也
。
小
き
と
い
へ
ど
も
二
十
人
、
三十
人
位
ブ
ツ
雇
入
る
。
六
尺
釜
而
煮
干
粕
と
致
し
運
送
す
る
こ
と
中
々
筆
状
し
や
す
き
に
あ
ら
ず
。
ま
た
こ
、
に
右
出

稼
之
者
共
よ
り
沖ノ
口
役
所
差
出
置
候
証
文
の
言
葉、
因
ニ
し
る
し
置
こ
と
也
(中
略)。
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扱
其
傍
ニ
少
し
樹
木
有
て
並
木
の
か
た
ち
有
。
前
ニ
朱
の
華
表
有。
此
処ニ
上
な
る
タ
ル
マ
イ
山
の
権
現
様
の
因
縁
を
板
ニ
誌
る
し
而
掛
た
り
。
其
あ
ら

ま
し
を
し
る
す
二
此
山
上
二
観
音
の
像
有
て
霊
験
著
し
き
由
な
る
が、
此
仏
像
は
則
行
基
菩
薩
の
作
ニ
而
大
同
二
年
此
島
ニ
渡
海
し
玉
ひ
、
む
か
し
よ
り
誰

壱
人
上
る
も
の
も
無
猛
獣
毒
蛇
年
古
く
住
て
土
俗
を
害
す
る
こ
と
を
憐ミ
玉
ひ
、
一刀
礼
に
而
此
麓
に
て
観
音
菩
薩
の
形
を
彫
み
而
山
上
ニ
持
上
り
安
置
し

玉
ひ
し
が
、
毒
蛇
猛
獣
も
人
を
害
す
る
こ
と
無
り
し
と
書
た
る
が
、
何
れ
の
苾
芻
も
云
草
(い
い
ぐ
さ
)
は
皆
極
り
し
こ
と
な
れ
ど
も
海
外
の
こ
と
な
れ
ば

途
中
の
暇
も
い
と
わ
で
よ
み
て
過
た
り
け
り
。

タ
ル
マ
イ
山
扱
此
処
よ
り
上
の
方
は
半
腹
迄
は
雑
樹
繁
茂
し
、
然
り
と
い
え
ど
も
其
上
に
到
り
て
は
赤
兀
山
処
々
ニ
峨
た々
り
。
岩
崩
有
て
山
脈
則
シ
コ

ツ
山
に
ツ
で
き、
実
に
其
形
奇
と
云
べ
し
。
又
此
山
石
狩
川
上
よ
り
見
る
時
は
大
ニ
異
に
し
而
長
き
山
也
。
故
ニ
其
形
を
西
部
の
部ニ
も
置
ま
た
前
ニ
し
る

し
置
こ
と
然
り
。

弘
案
ず
る
ニ
、
行
基
菩
薩
の
此
地
に
渡
り
し
と
云
も
、
彼
歩
行
好
な
坊
主
故
二
是
も
よ
ろ
し
か
る
べ
き
が、
相
成
る
こ
と
な
ら
ば
阿
部
の
比
羅
夫
等
が
初
而

下
り
し
時
ニ
此
山
上
ニ
而
天
地
八
百
万
神
を
祭
り
し
等
申
伝
え
呉
な
ば
あ
り
が
た
か
る
べ
き
も
の
を
や。

平
地
砂
道
よ
ろ
し
。
並
て
ホ
ン
タ
ル
マ
イ
川
有
。
橋
巾
五
間。
越
而
フ
シ
コ
タ
ル
マイ

番
屋
以
前
は
此
辺
り
ニ
有
し
と
聞。
小
川
有
。
平
地
し
ば
し

行
ヨ
ホ
ヨ
川
有
。
巾
六
、
七
間。
漁
小
屋
多
し
。
タ
ル
マ
イ
下
り
の
船
皆
此
沖
十
四
、
五
丁
位
ニ
懸
る
。
鰯
漁
斗
り
の
と
こ
ろ
な
り
。
半
り
斗
行
而

フシ
コ
ニ
シ
タ
ウ
此
辺
船
(澗)無

故
干
粕
積
船
皆
沖
に
か
、り
而
其
故二
陸
に
に
ぎ
や
か
也
。
夷
人
四
軒
有。
小
流
有
ア
リ
ニ
シ
タ
ウ
魚
屋
多
し
。

沙
道
平
坦
也。
七、
八丁
ニ
而
ホン
コ
エ
ト
エ
小
川
。
橋
有。
草
原
也。
越
而
コ
イ
ト
イ
小
川
。
橋
有。
此
処
小
休
所
板
番
屋
有。小

流
二
す
じ
。

此
辺
南
向
に
し
て
日
当
り
よ
ろ
し
。
尤
土
質
甚
肥
沃
な
り
。此
辺
よ
り
上
ニ
沼
有
。
蘆
荻
青
と々
し
而
何
れ
を
沼
と
も
分
ち
が
た
し
。
又
道
す
じ
虎
杖
玫

瑰
多
し
。
二八
小
屋
有
。
フシ
コ
コ
イ
ト
エ

並
而
ル
エ
ノ
エ
並
而
トフ
マ
コ
マフ

ゆ
。

細
流
れ
有
。
二
八
小
屋
多
し
。
此
辺
り
往
来
よ
り
上
沼
大
き
く
見

こ
こ
に
記
し
た
「ト
フ
マコ
マ
フ
」
と
は
「ト
マ
コ
マ
イ
」
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
は
道
の
山
手
に
大
き
な
細
長
の
沼
が
続
き、
こ
れ
か

ら
小
川
が
流
れ
て
お
り、
こ
の
付
近
は
イ
ワ
シ
の二
八
小
屋
が
立
ち
並
ぶ
だ
け
の
寂
し
い
所
で
あ
っ
た
。
こ
こ
は
現
在
の
樽
前
山
神
社
の
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國 文屋 上 NW ブ ゥ 20
浜
手、
元
町
の
一
角
に
あ
た
る
が、
こ
の
記
事
は
、「ト

マ
コ
マ
イ
」
が
文
献
に

登
場
し
た
最
初
の
記
録
で
あ
る
。

ユウフツ運上屋の図 (弘化2年・初航蝦夷日誌 )

二
十
四
、
五
丁
行
而
マコ
マイ

小
休
所。
川
有
。
此
辺
海
岸。
夷
人
小
屋二
軒
並

二
八
小
屋
有
。
此
処
に
も
鉄
沙
(砂)
多
し
。
一リ
半
斗
行
而
サ
ツ
タフ

細
流
。
川

有
。
山
の
方
沼
有
。
蘆
韋
(葦)

多
し
。其
端
と
云
も
岸
と
云
も
草
ニ
而
分
ち
が
た
し
。

道
は
平
坦
ニ
而
砂
道
よ
ろ
し
。
直
な
る
こ
と
線
の
ご
と
し
。
ロ
ク
モ
ツ
ト
イ
最
早
此

処
に
出
る
は
東
西
中
目々
の
及
ぶ
も
の
ニ
あ
ら
ず
。
少
し
ツ
ツ
の
沙
山
の
上
ニ
到
り
て

見
る
ニ
只
曠
た々
る
野
原
、
其
あ
ひ
ノ
ン
と
何
れ
を
岸
何
れ
を
は
てと
も
分
ち
が
た
く
、

沼
多
く
し
而
う
し
ろ
の
方
に
只
タ
ル
マ
イ
嶽
の
見
ゆ
る
の
ミ
のこ
と
也
。
此
辺
冬
分
雪

ふ
り
積
り
し
時、
山
よ
り
鹿
の
出
(い
で
)
来
り
た
る
を
夷
人
ど
も
逐
廻
し
而
打
こ
ろ

す
也
。
其
も
ろ
き
こ
と
如
何
ニ
も
お
も
し
ろ
き
様
ニ
覚
る
と
語
れ
た
り
。
惣
而
此
山
住

の
夷
人
ど
も
皆
肉
喰
毛
衣
に
て
、
多
分
魚
類
よ
り
も
鹿
肉
を
好
む
と
聞
り
。
其
皮
と
角

と
多
(お
お
く
)
江
都
ま
た
加
賀、
越
前
の
敦
賀
辺
へ
運
送
す
る
こ
と
な
る
が、
値
段

も
甚
以
下
落
し
而
有
し
が
此
比
や
う
く
と
少
し
な
を
り
来
り
し
と
聞
け
り
。
此
地
に

勤
番
の
人
数
凡
一
ケ
年
ニ
六、
七
十
疋
ツ
ツ
は
皆
打
こ
ろ
す
よ
し
也。
是
ニ
而
此
処
ニ

鹿
の
多
き
こ
と
を
し
る
べ
し
、
委
敷
は
物
産
志
ニ
出
ス
故
爰
ニ
略
し
ぬ、
等
平
坦
し
ば
し
ニ
而
タ
ナ
シ
リ
此
処
運
上
屋
前
の
入
口
也
。
並
び
て
直
干

ユ
ウ
ブ
ツ
従、
白
老
」
九
里
。
享
和
三
改
。
九
里
余。
此
地
南
向
当
嶋
第
一
の
暖
気
な
る
処
と
い
へ
り
。
う
し
ろ
北
の
方
沼
多
く
前
は
砂
浜
に
し
而
、
左

り
タ
ル
マ
イ
、
東
サ
ル
辺
の
土
地(二
)対
し
而
此
辺
り
少
し
湾
を
な
し
た
り
。
又
山
遠く
し
而
薪
ニ
は
と
ぼ
し
け
れ
ど
も
、
チ
ト
セ
は
此
附
場
所
故
此
沼

を
冬
出
し
置
。
其
自
由
も
ま
た
妙
な
り
。
裏
の
方
沼
多
く
し
て
而
船
通
用
至
極
よ
ろ
し
運
上
屋
南
向
。
前
ニ
土
手
を
築
、
玄
関、
座
敷
美々
敷
建
た
り
。
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勤
番
上
下
と
も
止
宿
所
ニ
な
る
。
又
西
部
ソ
ウ
ヤ、
唐
太
両
場
所
勤
番
並
石
カ
リ
勤
番
半
分
程
も
此
処
に
川
通
り
を
来
り、
止
宿
し
而
馬
継
立
ニ
相
成
事
。

馬
多し
。
水
わ
ろ
し
非
常
備
蔵
有
。
並
ニ
勤
番
所
運
上
屋
の
東
ニ
立
た
り。前

ニ
蔵
多
し
。又
櫓を
高
く
築
而
此
上
ニ
上
り
魚
の
群
来
る
を
見
る
。

夷
人
小
屋
二
十
余
軒。
会
所
の
向
ふ
之
浜
ニ
有
る
也
。
に
ぎ
や
か
な
る
所
也。
船
澗
運
上
屋
並
凡
五
、
六
丁
よ
り
十
丁
位
沖
に
か
、る
。
砂
浜
ニ
而
錠
(碇
)

懸
り
わ
ろ
し
。
鎮
守
社
運
上
屋
の
西
タ
ナシ
リ
の
分
(部)
ニ有
。
往
来
よ
り
少
し
傍ニ
よ
る
也。

(中
略
)

日
本
経
緯
度
実
測
従
江
戸
式
百
八
十
五
里三
十
一丁

一、
極
高
四
十二
度三
十
六
分
同
一
十
三
分
従;;白

ラ
イ
会
所
」八
里
二
十
九
丁

勤
番
人
数

目
付
代
上
下
四
人
徒
士
上
下
式
人
足
軽
弐
人

此
処
白
ラ
イ
よ
り
三
ツ石
迄
を
支
配
す
る
也。
目
付
代
一
ヶ
年
物
成
百
三
十
両
余
、徒
士
壱
人
前
百
式
十
両
位、足

軽
百
両
位、
小
者
中
間
四
十
両
位
ツ
ツ
ニ

相
成
由。
秘
女
屋
久
辺
志
ニ
し
る
す
故
爰
ニ
略
し
ぬ
。

弘
日
、
ユ
ウ
フ
ツ
、
是
は
緩
な
る
川
と
云
よ
し
。
又
日
本
記
中
ニ
胆
振
組
(組)

の
字
有。
如
何
な
る
も
の
な
ら
ん
や。
諸
君
の
考
を
ま
つ
也
。
又
土
人
の

云
ニ
此
海
岸
に
む
かし
弁
天
の
流
れ
よ
り
し
事
有。
其
故二
名
づ
く
る
な
ど云
ヘリ

船
澗
三十
石、
五
十
石
の
も
の
又
此
川
末
ニ
も
入
る
也
地
蔵
堂

運
上
屋
の
東
ニ
有。
小
堂
を
建
た
り
。
川
巾三
十
間
余。
船
の
古
板
を
も
て
橋
を
架
る
な
り
。
此
処ニ
而
鮭
漁
を
す
る
也。

扱
此
川
よ
り
船
路
ビ
デ
フ
ト
へ
行
チ
ト
セ
道
有。
是
は
此
処
へ
し
る
す
べ
き
な
れ
共
、
此
道
唐
太
よ
り
帰
る
さ
石
か
り
川
よ
り
チ
ト
セ
へ
出
、
此
沼
へ
出
た

る
故
ニ
西
部
の
部
ニ
書
し
而
こ
、
に
は
略
し
ぬ
る
も
の
也。
尚
再
航
の
部
を
閲
玉
え
か
し
。
何
ぞ
此
処
ニ
有
も
の
を
し
る
さ
ぬ
と
笑
玉
ふ
と
も
意
日
記
の
名

を
冠
ら
す
れ
ば
な
る
べ
し
。

渡
り
て
砂
山
の
上
ニ
小
祠
有
。
何
神
を
祭
る
や
し
ら
ず
。
並
而
礮
台
少
し
の
堤
を
築
而
其
陰
ニ
大
碰
弐
挺
を
備ふ

備
百
目
壱
挺
備
五
十
目
壱
挺
拾
�
五
挺

尤
右
五
挺
の
拾
タ
は
運
上
屋
元
ニ
有
る
な
り
。
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弁
天
社
上
な
る
沼
の
中
ニ
小
島
を
築、
船
板
も
て
橋
を
架、
是
を
渡
り
て
行
こ
と
也。
社
並
に
拝
殿、
篭
堂
等
頗
る
美
事
ニ
而
其
蘆
荻
の
中
に
突
出
し
た

り
。
島
の
さ
ま
風
景
よ
ろ
し
。
又
浜
の
方
に
鰯
魚
屋
有。

会
所
(日
誌で
は
運上
屋)
の
あ
る
ユ
ウ
フ
ツ
は
、
幕
府
直
轄
時
代
に
設
備
が
整
え
ら
れ
た
た
め
、
日
誌
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
各
種
の
建
物

の
ほ
か、
弁
天
社、
地
蔵
堂、
鎮
守
社
等
の
社
堂
も
あ
っ
て、
東
地
第
一
の
場
所
と
し
て
の
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
た
様
子
が
わ
か
る
。
ま
た

交
通
の
要
地
と
し
て
、
西
地ソ
ウ
ヤ、
カ
ラ
フ
ト
勤
番
や
イ
シ
カ
リ
勤
番
の
士
の
半
分
程
が、
こ
こ
を
経
由
す
る
た
め
に
止
宿
す
る
の
で

馬
の
継
立
の
設
備
も
あ
り
、
海
岸
は
物
資
の
輸
送
の
た
め
の
船
が
沖
が
か
り
す
る
と
い
った
有
様
で
あ
っ
た
。

八、
九
丁
行
ル
サニ

上
ニ
沼
有。
砂
浜
道
よ
ろ
し
サツ
ト
ウ
上
ニ
沼
有。
小
川
有。
四
間
斗
巾。
板
ば
し
有
ト
ユ
ッ
フ
並
而
ヘ
コ
モツ
へ
小

川
。
板
橋
有。
上
ニ
沼
有。
草
原
道
よ
ろ
し

ト
ワ
シ
ユ
マ
又
ト
ア
ツ
マ
と
も
云
。
少
し
の
川
有
。
橋
有
。
越
而

アツ
マ
川
有。
巾三
十
間。
舟
渡
し
。
上
ニ
沼
有
。
渡
し
守
夷
人
小
屋
有
。
此
川
上
遠
し
と
聞。
又
土
人
の
云
ニ
此
川
上
は
ユ
ウ
バ
リ
辺
よ
り
落
来
る
と

も
い
へ
り
。此
処
の
乙
名
ニ
ヘ
ロ
ク
と
い
へ
る
も
の
は
東
部
第
一
番
の
家
柄
ニ
而
、宝
物
も
多
き
よ
し
聞
け
り
。
又
判
官
様
も
此
家
の
養
子
と
な
り
玉
ひ
し
等

云
伝
ふ
也
。
東
部
夷
人
此
家
を
敬
尊
す
る
こ
と
主
の
ご
と
し
と
か
や
。
尚
委
細
は
次
ニ
し
る
し
ニ
故
ニ
略
し
ぬ
。
川
際
夷
人
小
屋
五
軒
。
越
而二
十
五
丁
斗

行
ラ
イ
チ
ヤシ
ノ
シ
ケ
並
而
ユ
ルシ
カ
ベ
ツ
川
有。
巾
十
八
間
斗
。
橋
有。
越
而
少
し
行
チ
ク
ニ
ロシ
ケ
夷
人
小
屋
有。
越
而
イ
キ
サ
ラ
小

川
有
。
は
し
有
コノ
ロ
小
川
。
は
し
有。
浜
辺
鰯
小
屋
。
越
而
し
ば
し
行
ム
カワ

大
川
有。
幅
六
十
間。
舟
渡
し
。
夷
人
小
屋
有。昼

休
所
な
り
。

従
ニ
ュ
ウ
フ
ツ
」
四
り
半
と
い
へ
り
。
上
武
川
下
武
川
と
いへ
る
処
有
よ
し
。
此
川
源ニ
タ
ム
ニ
山
と
云
有
。
是
よ
り
蛇
含
石
出
る
と
か
や
。
す
こ
し
行
半

里
斗

エ
キシ
ヤ
ラ
並
而
ト
ン
ト
エ
此
処
よ
り
少
し
山
様
な
る
岡
道二
入
る
也。
海
岸
を
行
而
も
道
よ
ろ
し
。然
し
夏
分
は
皆
此
山
中
を
行
が
よ
ろ
し
。

十
丁
斗
行
而
ヨ
ヒ
シ
ョ
マ
コ
ツ
並
而
カ
ム
イ
ト
ユ
ニ
神
の
有
る
沼
と
訳
す
る
也
。
土
人
の
云
ニ
此
沼
は
小
さ
け
れ
ど
も
神
居
て
漁
を
す
る
こ
と
な
ら
ず

と
。
少
し
上
ニ
夷
人
小
屋
有
る
よ
し
。又
七
、八
丁
行
而
フ
イ
ハ
フ
細
流
有。
歩
行
渡
り
。
小
休
所。
此
処ニ
境
杭
有
。
従
」是
西
ユ
ウ
フ
ツ
領
十三
里

六丁
と
し
る
す
。
小
休
所
有。
皆
サ
ル
場
所
よ
り
来
り
而
茶
を
煮
て
も
て
な
す
也
。
此
辺
岡
山
に
し
而
樹
木
多
し
(中
略)

蝦
夷
行
程
記
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一、
従』」ベ

ツベ
ッ」

一、
従
タ
ル
マ
イ
」

一、
従;|ホン

タ
ル
マ
イ
」

一、
従』」フシ

コ
タ
ル
マ
イ
」

ラ
ホ
ラ
へ

一、
従
;
ラ
ホ
ラ」

一、
従』」フシ

コニシ
タ
ウ
」

一、
従』
アン
ニ
シ
タ
ウ
」

一、
従』」ホン

コ
エト
エ
」

一、
従;一コェ

ト
イ
一

一、
従、
フシ
ココ
イ
ト
へ
」

一、
従』
ル
ヘノ
エ1

一、
従、
ト
フ
マ
コマ
イ
」

一、
従;
マ
コ
マイ
」

一、
従
」サ
ッ
ト
ウ
」

一、
従;
ロコ
モ
ッ
ト
イ
」

一、
従
タ
ナ
シ
リ
」

一、
従
;;会
所
一

一、
従;
ル
サニ
1

一、
従
サ
ッ
ト
ウ
」

一、
従
;
ト
コ
フ
ッ
」

第
四
編
幕
藩
時
代

タ
ル
マ
イ
へ

ホ
ン
タ
ル
マ
イ
へ

フシ
コ
タ
ル
マ
イ
へ

フシ
コ
ニ
シ
タ
ウ

ア
ン
ニ
シ
タ
ウ

ホ
ン
コ
エ
ト
イ
へ

コ
エ
ト
イ

フシ
コ
コ
エ
ト
イ
へ

ル
ヘノ
エ
へ

ト
フ
コ
マ
コ
マ
イ

マ
コ
マ
イ
へ

サ
ツ
ト
ウ
へ

ロ
コ
モ
ツ
ト
イ
へ

タ
ナシ

リ

ユ
ウ
フ
ツ
会
所
へ

ル
サ
ニ

サ
ツ
ト
ウ
へ

ト
コ
フ
ツ
へ

ヘコ
モベ
ツ
へ

十
四丁

三丁 十八
丁

十
八
丁

十
九
丁

十
四
丁

十
丁
八
丁

十
八
丁

二
十
八
丁

八
丁
二
十
一
丁

一
リ
十
五
丁

二
十
七
丁

六
丁
廿
間

二
丁
四
十
間

九
丁

二
十
丁

七
丁
十
九
丁
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一、
従
二
ヘ
コ
モ
ベ
ツ
ー

一、
従
,
ト
ア
ツ
マ
ー

一、
従
ニ
ア
ツ
マ
ー

一、
従
;
ラ
イ
チ
ャシ

ノ
シ
ケ
」

一、
従
」
ユ
ルシ
カ
ベ
ッ
」

一、
従
チ
ク
ニ
ロシ
ケ

一、
従
イ
キ
サ
ラ
」

一、
従ニ
コ
ノ
ロ

一、
従
ニ
ム
カ
ワ
」

一、
従
」
ト
ン
ニ
ト
イ
」

一、
従
;
ラ
ヒシ
ラ
マヘ
ッ
」

一、
従
カ
ム
イ
ト
ア
ニ
」

フ
ィ
ハ
ウ
へ

是
よ
り
サ
ル
会
所
支
配
(下
略)

弘
化三
年
(一
八
四
六
)
、
松
浦
武
四
郎
は
カ
ラ
フ
ト
に
渡
り
、
そ
の
帰
路
石
狩
よ
り
川
筋
を
さ
か
の
ぼ
っ
て、
さ
ら
に
勇
払

えを
し
て
い
る
が、
そ
の
記
録
を
『
再
航
蝦
夷
日
誌
』
に
よ
っ
て
抄
録
し
て
み
る
と

ユ
ウ
バリ

チ
ト
セ
受
な
り
。
従
、
石
カ
リ
運
上
屋
」十
六
リ
半
余。

従
;
ト
イ
シ
カリ
」イ
ベ
ツフ
ト
へ

一リ

ト
ア
ツマ
へ

ア
ツ
マ

ラ
イ
チ
ャシ

ノシ
ケ

ユ
ル
シ
カ
ベ
ツ

チ
ク
ニ
ロ
シ
ケ

イ
キ
サ
ラ

コ
ノ
ロ
へ

ム
カ
ワ
へ

ト
ン
ニ
ト
イ

ラ
ヒ
シ
ラ
マ
ヘ
ツ

カ
ム
イ
ト
ア
ニ

九
丁 十
四
丁

二
十
二
丁

十
九
丁
四
十
間

三丁三
十
二
丁

六
丁
十
八
丁

十
八
丁

十
一
丁

一丁
廿
間

八
丁

614

(中
略
)
扱
ま
た
是
よ
り
半
り
溯
り
て
番
屋
有
此
処
西
部
の
境
目
也
。
下
石
カ
リ
運
上
屋
支
配
。此
番
屋
よ
り
上
は
皆
東
部
ユ
ウ
フ
ツ
支
配
。

蝦
夷
行
程
記



従
ニ
イ
ベ
ツ
フ
ト
」
シ
ュ
マ
、
ツ
フ

五
リ

此
処
よ
り
上
ユ
ウ
フ
ツ
支
配
也
。

シ
ュ
マ
、
ツ
プ
従
ツ
イ
シ
カ
リ
」六
リ
。
上
陸
す
。
此
処
番
屋
有。
中
飯
す
。
側
ニ
弁
天
社
有
。
尤
雨
天
の
時
等
又
は
短
日
に
は
多
く
此
処
に
而
止

宿
す
。
又
別
ニ
ュ
ウフ
ツ
運
上
屋
元
よ
り
之
出
稼
番
屋
有
。
惣
而
此
場
所
へ
多
く
ユ
ウフ
ハ
リ
出
稼
家
を
立
て
猟
漁
す
る
也
。
又
此
処
よ
り
枝
川
処
々
え

有
。何
れ
ニ
も
出
稼
す
る
由
な
り
。夷
人
小
屋
二
、
三軒
有。
土
地
肥
沃
に
し
て
野
菜
よ
く
出
来
た
り
。
李
多
し

シ
ュ
マ
、
ップ
番
屋
運
上
金

一
、
金
四
十
両
上
納

别
金
五
両
差
荷
物
代

土
産
前
二
し
る
す
如
し

扔
是
よ
り
チ
ト
セ
領
分
也。
上
る
こ
と
東
ニ
向
て
行
ニ
キ
ナ
チ
ヤ
ウ
シ
小
川
有
。
両
岸
蘆
荻
繁
茂
し
て
雑
樹
陰
森
と
し
て
も
の
さ
び
し
。
五
六
丁
斗

に
し
て

ヤ
マ
ン
コ
テ
ウ
シ

又
し
ば
し
上
り
て
ホ
ロ
シ
リ
漁
小
屋
有
。
夷
人
小
屋
弐
軒
斗
。
少
し
斗
山
え
入
て
有
よ
し
。
並
て
し
ば
し
ま
た
行

ウ
リ
シ
ウ
ウ
シ

此
辺
え
来
る
や
山
中
処
ニ々
細
道
有
る
也
。
両
岸
蘆
荻
多
く
又
山
え
入
。沼
も
処
々
に
有
る
よ
し
な
り
。並
て
フシ
コ
ベ
ツ
古
川
と

訳
す
る
也
。
此
処
元
は
ウ
コ
ト
イ
、
タ
ク
と
言
し
や
。
む
か
し
は
漁
事
有
し
由
な
れ
ど
も
今
は
な
し
。
扱
し
ば
し
蘆
荻
多
き
中
を
行
て
番
屋
ニ
着
な
り
。

蝦
夷
行
程
記

従
シ
ュ
マ
、
ツフ
境
目
」

従
キ
ナ
チ
ャ
ウ
シ
」

従
」
ヤ
マ
シ
ュ
テ
ン
ウ
シ
一

ホ
ロ
ヒ
リ
へ

従
」
ホ
ロ
ヒ
リ
ー

従
;
ウ
リ
シ
ウ
ウ
シ
」

従;ニウ
コ
ト
イ
、
タ
ク
1

イ
サ
リ
フ
ト

ウ
コ
ト
イ
、
タ
ク

ウ
リ
シ
ウ
ウ
シ
へ

ヤ
マ
シ
ュ
テ
ン
ウシ
へ

キ
ナ
チ
ャ
ウシ
へ

十
丁
八
丁
七
丁
六
丁
五丁
二
リ

第
四
編
幕
藩
時
代
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小
牧
市
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上
巻

周之 屋書トフリサイO

イサリフト番屋の図
(弘化3年・再航蝦夷日誌)

イ
サ
リ
ブ
ト
従
ツイ
シ
カ
リ
」
十
一
り
。此
処
漠
た々
る
曠
野
に
し
て
処
々
此
辺

沼
有
。
又
枝
川
も
網
を
曳
け
り
。
沼
は
左
右
に
有
て
到
而
湿
深
き
と
こ
ろ
也
。
此
処
ニ

到
り
四
面
と
も
山
と
云
は
少
し
も
見
る
こ
と
な
し
。
蔵
の
屋
根
え
上
ら
ば
シ
コ
ツ
山
見

ゆ
る
也。
番
屋
大
き
く
建
た
り
。
弁
天
社、
蔵
々
有。
チ
ト
セ
支
配
所
也
。
夷
人
小
屋

五
、
六
軒
。
此
辺
皆
隠
元
豆
、
豆
、
裨
、
粟
、
黍
、
ジ
ャ
ガ
タ
ラ
芋
等
を
多
く
作
り
た

り
。
土
肥
沃
に
し
て
甚
よ
く
豊
熟
せ
り
。
夷
人
ど
も
熊、
鷲
を
多
く
飼
え
り
。
又
鶴
多

き
よ
し
。
夷
人
毎
日
臼
に
て
沼
菱
を
搗
て
是
を
平
日
の
食
料
と
す
。
又
鹿
皮
を
多
く
着

料
ニ
せり
。
尤
肉
を
千
し
て
是
も
平
日
の
食
ニ
当
る
よ
し

土
産
鮭
一切
。
其
外
熊、
鷲
の
羽、
鹿
皮、
藻
魚、
比
目
魚、
鱒、
沼
菱、
樺

皮
、
等
な
り
。
扱
此
処
よ
り
公
料
の
せ
つ
は
、
チ
ト
セ
迄
陸
道
有
し
由
な
れ
ど
も
今
は
其
道
絶
た
り
。

実
に
お
し
き
も
の
ぞ
と
思
ふ
な
り
。
凡
陸
に
て
五
リ
半
と
聞
り
。

此
処
に
て
川二
つ
に
分る

一
ツ
は
右
の
方
本
川
に
し
而
シ
コ
ツ
沼
ニ
及
ぶ
よ
し
。
番
屋
前
十
間
斗
に
し
而
枝
川
ニ
上
る
。
此
巾
凡
十二
、
三間
。
尤
深

サ
壱
尋
半
よ
り
二
尋
斗
也。
急
流
に
し
て
水
至
而
清
冷
也。
本
川
はシ
コツ
嶽、
サ
ツ
ポ
ロ
嶽
の
間
よ
り
落
来
る
。
本
川
幅
十
五、
六
間。
深
凡
二
尋
も
有

よ
し
聞
け
り
。
扱
枝
川
の
方
を
溯
る
こ
と
し
ば
し
ニ
而
シ
ヨ
ト
ン
ナ
イ
並
て
し
ば
し
行
ソ
ウ
ン
ベ
ツ
此
処
に
枝
川
有
る
な
り
。
越
て
ヒ
ト
ウ
シ

此
辺
り
雑
樹
も
大
ニ
少
し
な
り
。
四
面
追
沼々
多
く
な
り
。
水
勢
湲
く
し
而
蘆
荻
多
し
。
し
ば
し
行
フシ
コ
ュ
ウ
バ
リ

ユ
ウ
バ
リ
よ
り
落
る
川
筋
此
処

二
来
し
な
れ
ど
も
今
は
洪
水
の
節
川
す
じ
違
ひ
て
此
方
へ
は
落
ざ
る
よ
し
。
少
し
沼
の
辺
り
を
行
て
カ
リ
ン
バ
枝
川
有
。四
面
皆
蘆
荻
に
し
て
沼
多く
、

シ
コ
ツ
山
見
え
染
(初
)
る
也
。
越
て
少
し
行
カ
マ
カ
従
,・イ
ザ
リ
フ
ト
番
屋
」
三リ
と
聞
り
。
此
処
湖
水
の
侍
に
し
て
茫
た々
る
見
通
し
な
り
。
西

南
シ
コ
ツ
嶽
、
東
北
ニ
ュ
ウ
バ
リ
嶽
見
ゆ
る
。
湖
水
の
岸
皆
川
柳、
蘆
荻
繁
茂
し
番
屋
壱
軒
有。
此
処
へ上
陸
し
て
中
飯
す
る
也。
弁
天
社
有。
蔵
有
。
夷

人
小
屋
有。
土
肥
沃
に
し
而
野
菜
も
の
能
出
来
た
り
。

扱
此
辺
り
鹿
多
き
や
ら
ん
。
湖
水
え
鹿
の
足
を
多く

(薪)
と
し
て
ひ
た
し
有
た
り
。
皆
食
料
に
用
ゆ
。
又
夷
人
小
屋
の
前
ニ
菱
を
莚
に
干
た
り
。
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是
ま
た
此
処
の
喰
料
か。
羆、
鷲
を
家
毎
か
ひ、
夷
人
皆
鹿
皮
を
着
す
。
其
形
ち
他
場
所
の
夷
人
と
大
ニ
異
な
れ
り
。
此
処
よ
り
も
小
川
を
五
、
六
渡
り
て

チ
ト
セ
へ
行
道
有
よ
し
聞
侍
り
け
り。

(中
略)。

扱
少
し
斗
蘆
荻
の
中
を
行
て

フ
サ
ツ
フ
ト
越
て
五
、
六
丁
に
し
て

ヨ
サ
ツ
沼
此
処
へ
出
る
や
湖
水
にし
て
凡
向
の
果
と
て
は
見
通
し
難
く、
夷
人
ど
も
ニ
聞
ニ
此
通
る
処
は
東
の
一
隅
に
し
て、
此
沼
は
凡
中
程
に
て
幅

二
里、
長
七
里
も
有。
又
此
沼
の
奥
ニ
大
沼
有
。
是
は三
リ
に
十
里
も
有
と
申
け
る
。
実
ニ
此
辺
は
目
も
届
かざ
る
野
原
故ニ
其
位
の
沼
も
湖
水
も
有
る
様

二
覚
え
け
る
也
。少
し
行
蘆
間
を
分
て
棹
さ
し
行
ば
又
向
方
よ
り
夷
船
に
棹
さ
し
、其
船
先
ニ
直
佇
立
し
て
括
槍
を
携
え
来
る
様
は
水
許
(滸)

塞
の
阮
家
(

げ
ん
け)
の三
人
共
か
と
も
思
わ
る。
其
風
趣
実
に
よ
く
図
せ
ば
お
も
し
ろ
か
る
べ
し
。
先
其
荒
増
を
前
ニ
挙
置
も
の
也
。
扱
此
沼
は
海
を
隔
る
こ
と
も三

十
里
斗
也。

其
に
此
処
に
て
お
る
も
の
は
比
目
魚
也
。
如
何
な
る
こ
と
や
ら
ん
。
珍
し
と
せば
し
る
し
置
も
の
也。
是
よ
り
沼
の
傍
を
凡
弐
リ
半
斗

蘆
を
分
て
行
や
う
や
う
の
事
ニ
而
又
ホ
ン
ベ
ツ
と
云
。
沼
の
入
口
ニ
来
る
。
此
処
小
川
に
し
て
是
よ
り
ま
た
川
に
入
る
な
り
。
此
川
を
シ
ュ
ツ
ベ
ツ

と
云
也
。
漁
屋
有
。
急
流
也
。
夷
人
小
屋
二
、
三軒
有
。
此
処
よ
り
チ
ト
セ
え
陸
道
有
る
と
聞
り
。
此
辺
ニ
而
鹿
を
多
く
見
た
り
。
又
沼
の
中
は
鶴
と
雁
と

鴨
を
見
た
り。
夷
人
共
の
申
け
る
二
七
月
の
中
旬
よ
り
八
月
の
下
旬
迄
は
此
辺
り
実
に
つ
る
多
し
と
。
最
早
此
比
ニ
而
は
少
き
由
申
け
る
。
川
を
上
り
て

マ
ン
ツ
フ
ト

枝
川
有
。
両
岸
雑
木
多
し
。
ま
た
き
し
は
蘆
荻
生
し
げ
り
た
り
。
是
よ
り
ま
た
少
し
斗
行
番
屋
へ
着
也
。

蝦
夷
行
程
記

従
」イ
サ
リ
プ
ト
」

従
ニシ
ヨ
トン
ナ
ィ
ー

従
ニ
ソ
ウン
ベ
ッ」

従
ヒ
ト
ウシ
ー

ヒ
ト
ウ
シ

フシ
コ
ュ
ウ
バ
リ

従
ニ
フシ
コ
ュ
ウ
バ
リ
」

従
;
カリ
ン
バ
」

等
な
り
。

第
四
編
幕
藩
時
代

カ
マ
カ

カ
リ
ン
バ

二
十丁
七
丁 三
丁
二
十
二
丁

従
ラ
サ
ッ
フト
」

ラ
サ
ツ
沼

ホ
ン
ベ
ツ

マ
、
ツ
フ
ト

チ
ト
セ
カ
へ

ラ
サ
ツ
フ
ト

八
丁
八
丁

六
丁 一リ
十
二
丁

十
八
丁

従
ニ
マ
、
ツフ
ト
」

従
;
ホン
ベ
ッ
」

従
ラ
サツ
沼
」

四
丁

二
十
四
丁

従
」
カ
マカ
」

ソ
ウ
ン
ベ
ツ

シ
ョ
ト
ン
ナ
イ
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苫
小
牧
市
史
上
巻

土 産上運 せ140

チトセ運土屋の図 (弘化3年・再航蝦夷日誌)

此
処
ユ
ウ
フ
ツ
支
配
番
屋
有

チ
ト
セ
従
イ
サ
リ
ブ
ト
」六
里。比
間
寛
政
度
ニ
は
陸
道
有

し
由
。
今
は
纔
ニ
存
せ
る
斗
也。
夷
人
共
は
是
を
往
来
す
。
願
ハ
く

は
此
道
筋
を
開
き
置
度
事
ぞ
。

此
地川
有。
四
面
皆
曠
野
ニ
し
て
雑
樹
陰
森
と
し
て、
其
西
北
南
と

も
二
十
丁
、
十
五
丁
を
隔
て
、
沼
多
し
。
川
巾
此
処ニ
而
十
五
里
、

石
川
に
し
て
流
れ
急
也。
本
名シ
コツ
。
訳
し
而
此
川
上
ニ
シ
コ
ツ

山
と
云
山
有
。
又
麓
にシ
コ
ツ
沼
と
云
沼
有
よ
り
流
れ
来
る
が
故
ニ

此
処
をシ
コ
ツ
と
云
し
也
。
然
る
を

休
明
光
記

此
処シ
コ
ツ川
と
云
た
り
し
が、
其
名
悪
け
れ
ば
と
て
其
処
受
持

た
る
山
田
鯉
兵
衛
の
云
ふ
ニ
よ
り
て
、
彼
川
は
鶴
も
多
く
居
れ
ば

と
て
チ
ト
セ
と
以
後
号
く
べ
し

と
か
や。
其
よ
り
し
而
今
は
チャ
セ
と
号
る
也
。

扱
此
処
番
屋
よ
り
一
丁
半
南
ニ
弁
天
社
有
。
少
し
高
き
山
に
し
而
石

階
数
段
を
上
る
。
此
処ニ
而
見
る
時
はシ
コ
ツ
ダ
ケ、
タ
ル
マイ
嶽

西
二
見
え
、ユ
ウ
バ
リ
東
北
の
天
末
ニ
望
む
斗
目
ニ
さ
わ
る
も
の
無
。

前
二
橋
有。
舟
板
の
古
き
を
も
て
架
り
。川
の
向
に
も
夷
人
小
屋
有
。

惣
而
夷
人
十
余
軒。
皆
隠
元
豆、
馬
鈴
芋、
粟、
黍
、
稗
を
作
る
。

土
地
肥
沃
也。
番
屋
運
上
屋
と云
。
大
き
な
る
も
の
也。
蔵
多々
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し
。
又
此
処
ニ
馬
有
る
也
。
又
車
を
も
て
ビ
、
迄
運
送
す
る
也。
扱
此
川
源
へ
是
よ
り
上
る
時
は
夷
人
多
く
部
落
す
る
と
聞
り
。
其
場
所
之
名
は
ト
ヘ
ト
マ

リ、
六
軒。
ア
ツイ
シ
、
三軒
。
カ
マ
ケ、
五
軒。
ニ
セト
ク
、
十
六
軒
等
有。
何
れ
も
酋
長
有
て
皆
此
処
へ
出
来
る
也。
鮭
漁
のミ
し
て
其
余
は
前
ニ
も

・云
ご
と
く
比
目
魚、
鱒
の
類
は
皆
我
が
糧
斗
也
か。
又
沼
菱
、
鹿
肉、
干
鮭
等
を
ま
た
四
時
の
食
ニ
当
る
と
聞
り
。

鶚
等
を
飼
え
り
。
実
ニ
此
処
又
大
ニ
風
土
こ
と
な
り
た
り
。

衣
服
是
よ
り
奥
多
く
は
鹿
肉
也
。
尚
前
二
し
る
せ
し
か
ば
後
に
略
し
ぬ
。
此
処
の
夷
人
も
石
カ
リ
川
上
の
夷
人
の
様
子
と
同
じ
事
に
て
、
人
間
を
見
ざ
る
も

の
多
し
と
聞
り
。
然
れど
も
タ
ル
マ
イ
辺
え
却
而
近
き
故
ニ
、
其
辺
ニ
時
と
し
而
出
る
も
の
有
り
と
聞
。
扱
弁
天
社
の
辺
り
夷
人
小
屋
、
羆
、
狐、
鷲
、
鵬

(お
お
わ
し
)

当
場
所
は
東
部
ユ
ウ
フ
ツ
支
配
な
る
が
故
運
上
金
略
」之

土
産
鮭

一
切

其
外
熊
皮
、
椎
茸、
軽
物、
矢
羽
出
る
由
也。
又
此
辺
り
沼
ニ
而
は
潜
竜
魚、
鱒、
比
目
魚
等
有。
然
り
と
い
へども

是
ま
た
纔
の
事
な
る
が
故ニ
、

荷
物
ニ
な
る
程
の
事
ニ
も
あ
ら
ず
。

扔
此
場
所
は
如
何
な
る
も
の
に
而
東
部
ニ
附
候
哉
。
惣
而
此
川
源
皆
石
カ
リ
ニ
落
る
が
故
ニ
、
惣
而
石
カ
リ
支
配
所
ニ
有
べ
き
処
な
り
と
ぞ
思
ひ
け
る
に
。

(中
略)
扱
二
十
二
日
。
雨
少
し
降
れ
ど
も
晴
る
を
待
て
出
立
し
ぬ
。
出
立
し
て
此
処
よ
り
荷
物
は
皆
馬
に
而
送
り
、
多
き
時
は
車
ニ
而
も
送
る
也。
此
間

秋
味
最
中
ニ
は
皆
車
馬
と
も
に
往
来
す
る
と
。
其
故
番
屋
元
ニ
は
馬
も
車
も
留
有
た
る
也
。此
道
は
六
十
年
前
山
田
屋
文
右
衛
門
と
申
も
の
が
初
め
て
切
墾
し

由
也
。
其
迄
は
わ
ず
か
の
山
路
と
聞
侍
り
け
り
。
故
ニ
チ
ト
セ、
ユ
ウ
フ
ツ
の
二
場
と
も
に
此
山
田
屋
文
右
衛
門
な
ど
の
未
だ
請
負
を
し
て
、
其
後
公
料
及

び
増
此々
処
繁
昌
せ
し
也
。
実
ニ
国
家
の
大
切
と
も
云
べ
し
。
運
上
屋
元
馬
二
十
七
、
八
疋
、
車
は
弐
十
輌
斗
也。
打
貫
門
を
出
て
平
坦
道
よ
ろ
し
。
左
右

雑
樹
陰
森
と
し
て
道
は
皆
白
砂
也
。
夷
人
小
屋
二
、
三
軒
有
る
。

マ
ン
ツ
平
山
。
雑
木
立
。
小
川
有。
土
橋
を
架
る
也
。
越
て
ヌフ
ノ
シ
ケ
此
処
少
し
峠
を
な
す
也
。
此
処
よ
り
シ
コ
ツ
沼
見
え
る
也。
並て

キ
サ

ラ
コ
ツ

並
て
ヨ
ホ
コ
ツ
此
処
又
小
川
有
り
。
少
し
の
坂
有
。
越
て
ル
イ
カ
ウ
ン
コ
ツ
越
え
て
坂
を
下
て
小
休
所
ニ着
也
。

蝦
夷
行
程
記

従
;
チ
ト
セ

六丁
従
ニ
マ
、
ツ」

ヌ
フ
ノ
シ
ケ

第
四編

幕
藩
時
代

マ
、
ツ

三
十
丁
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史
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従
ニ
ヌフ
ノ
シ
テ
」

従
ニ
キ
サラ
コ
ツ
」

従
ニ
ラ
ホ
コ
ッ」

也
。
又
秋
味
は
此
処
に

ミ
ミ
(ビ
)
従
」チ
ト
セ
番
屋
」
山
道弐
リ
と
い
へ
ど
も
近
き
や
二
覚
ゆ
。
此
処
小
憩
所
有
。
う
ら
に
夷
人
小
屋
軒
有
。
此
山
中二
而
焼
た
る
炭
を

皆
此
処
へ
出
す
。
是
よ
り
し
て

に

如
し
。
皆
笘
屋
根
を
作
る
。
是
よ
り
蘆
葦
深
き
中
を
行
こ
と
し
ば
し
ニ
し
て
バ
ン
ケ
ビ
ン
扱
此
処
惣
而
ミ
、
な
れ
ど
も
ビ
、
と
訛
る
也
。
枝
川
有
。
此

辺
り
沼
と
も
陸
と
も
不
’
附
し
て
蘆
葦
深
く
生
繁
る
。
し
ば
し
此
中
を
行
て
ヒ
ホ
イ
カ
リ
並
て
同
じ
く
中
を
行
て
ヨ
ハ
ン
ケ
ウ
此
処
両
岸
樹
木
一

株
も
な
し
。
只
蘆
葦
の
高
き
事
凡
一
丈
ニ
も
及
ぶ
中
を
行
て
ベン
ケ
ナ
イ
枝
川
有
。
並
て
バ
ン
ケ
ナ
イ
並
て
ま
た
小
憩
所
ニ
到
る
。

蝦
夷
行
程
記

り
積
来
り[
よ
り
小
舟
に
而
送
る
。
此
処
よ
り
上
船
す
。
其
船
石
カ
リ
川
の

従
ビ
バ
ー

ヒ
ホ
イ
カ
リ

六
丁

従
、バ
ン
ケ
ナ
イ
ト

等
皆
蘆
葦
の
中
斗
也

ル
ラ
サ
ニ

五
丁

坂
下
る
也

ハ
ン
ケ
ビ
ド

二
十
六
丁

従
ベ
ン
ケ
イ
ナ
イ
」

バ
ン
ケ
ナ
イ

ビ
デ
フ
ト

七
丁

三
十
丁

従
ニ
ハン
ケ
ビ
ド
」

従
;
ヒ
ホ
イ
カリ
」

従
ニュラ
ハ
ニ
ケ
ウ
」

ラ
ハ
ニ
ケ
ウ

十
八
丁

三
丁

ミ
ノブ
ト
小休
所
有。
従
ビ、

パリ
半
と
云
り
。
此処
蘆
葦の
中
斗
に
し
て
少
し
も
異
る
こ
と
な
し
。
此
処
へ上
陸
し
て
昼
飯
す
。ユ
ウフ
ツ
よ
り
此

処
に
迎
二
番
人
壱
人
来
る
。
則
昼
飯
も
ユ
ウ
フ
ツ
よ
り
持
来
り
居
也
。

此
処
番
屋
壱
軒。
夷
人
小
屋
弐
軒
有。
何
れ
も
蘆
ふ
き
也
。
並
に
長
屋
有
り
。
此
処
へ
ユ
ウ
バ
リ
、
シ
コ
ツ
岳
の二
ツ
前
ニ
見
ゆ
。
其
外
目
ニ
さ
わ
る
も
の

少
し
も
な
し
。
只
茫
々
た
る
蘆
葦
原
に
し
て
何
も
な
し
。
此
処
よ
り
上
船
し
て
五
、
六
丁
に
し
て
沼
ニ
出
る
。
此
処
を
ウ
ツ
ナ
イ
と
云
也
。
此
幅
広
く

し
て
限
り
し
れ
が
た
し
。
只
目
の
及
ぶ
丈
は
沼
ニ
し
て
其
片
は
し
を
行
こ
と
也
。
蘆
葦
深
し
。
行
こ
と
し
ば
し
ウ
ツ
ナ
イ
原
と
云
。
雑
樹
の
立
木
原
ニ

出
る
。
此
中
を
ま
た
棹
さ
し
行
こ
と
し
ば
ら
く
し
て
ま
た
沼
ニ
出
る
。
此
辺
り
え
来
る
や
桃
花
魚
(ウ
グ
イ
)
多
し
と
聞
け
る。

ユ
フ
ル
此
沼
ニ
又
落

キ
サ
ラ
コ
ツへ

ラ
ホ
コ
ツ
へ

ル
イ
カ
ウ
ン
コ
ツ

六
丁

八
丁

十
四
丁

従
,
ル
イ
カ
ウ
ン
コ
ツ
」

二

従
ル
ラ
サ
ニ
」

ビ
で
小
休
所

ベ
ン
ケ
ナ
イ
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ビビ舟付場の図 (弘化3年・再航蝦夷日誌)

来
る
小
川
有
。
曠
原
広
沼
渺
と々
し
て
目
の
か
ぎ
り
な
し
。
並
て

ヨ
タ
ケ
シ

此
処
ユ
ウ
フ
ツ
運
上
屋
のう
ら
に
当
る
。
沼
の
中、
鱒、

鮭
、
桃
花
魚、
比
目
魚
等
多
し
と
聞
り
。
岸
ニ
そ
う
て
行
こ
と
し
ば

し
ニ
而
アヒ
ラ
フ
ト
等
越
て
ま
た
蘆
葦
の
中
を
過
て
し
ば
し
ニ

し
て
運
上
屋
なり ュウ
フッ
元
に
着
し
け
る
。

此
場
所
は
鮭
漁
の
う
わ
さ
少
し
も
な
し
。
如
何
な
る
こ
と
や
ら
ん
と

聞
し
に
此
処
は
石
カ
リ
よ
り
六
十
里
建
(遠
)
き
由
を
語
り
け
り
。

巳
上
東
部
領
分
境
よ
り
十
五
里
と
聞
り
。 扱
此
処
に
来
り
し
ニ
未
だ

蝦
夷
行
程
記

従
ミ
ヒ
ャ
フ
ト
」

従
;
ウ
ツ
ナ
ィ
」

従
ニ
ュフ
ル
」

従
;
ラ
タ
ケ
シ
」

従
;
ア
ヒ
ラ
フ
ト
一

等
な
り

則
此
処
東
部
ユ
ウ
フ
ツ
運
上
屋
也。

(下
略)

ユ
ウ
フ
ツ

ア
ヒ
ラ
フ
ト

ラ
タ
ケシ

ユ
フ
ル
へ

ウ
ツ
ナ
ィ

一
リ

十
八
丁

四
丁

十
八
丁

十
四
丁

以
上
の
よ
う
に
武
四
郎
の
調
査
記
録
は
、
ま
こ
と
に
詳
細
に

わ
た
る
も
の
で、
当
時
の
様
子
を
知
る
た
め
に
極
め
て
貴
重
な

も
の
で
あ
る
。
つぎ
にこ
の
武
四
郎
に
よ
る
調
査
の
九
年
後、
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蝦
夷
地
巡
察
の
命
を
受
け
て
蝦
夷
地入
り
を
し
た、
幕
府
勘
定
吟
味
役、
村
垣
範
正
の
『公
務
日
記』
に
よ
つ
て、
当
場
所の
様子
を
抄

(2)

録
す
れ
ば
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

四
月
廿
四
日

昼
前
雨
後
晴

一
、
今
朝
五
時
シ
ラ
オ
イ
出
立
一リ
九
丁

シ
ャ
タ
イ

タ
ル
マ
イ

ニシ
タ
フ

コ
エ
ト
エ

ト
マ
コ
マ
イ

マ
ゴ
マ
イ

サ
ツ
タ
フ

七
時
ユ
ウフ
ツ
江
着
泊、
九
里
半、

(中
略)

一、
タ
ル
マ
イ
辺
よ
り
当
処
迄
昨
今
鰯
漁
初
る
相
応
の
よ
し
。

一
、
シ
ラ
ラ
イ
ニ
而
役
土
人
並
極
老
二
遣
し
物
例
之
通
別
ニ
記
す
、
以
来
同
断

四
月
廿
五
日
朝
小
雨
後
晴、
六
十
四
度、
五
月
節
二
入

一、
調
物
も
有
之
ニ
付
、
ユ
ウ
フ
ツ
逗
留、

(中
略)

四
月
廿
六
日
曇
、
昼
頃
晴、
六
十
八
度

小
休
一リ
半

同
廿
七
丁

同
一リ

昼
休
一
リ
半

小
休
一
リ

同
一
リ

野
立
一
リ
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同 小
休三
十
丁

ビ
ド

ル
イ
カ
ン
コ
ツ

一、
今
朝
五
時
千
年
川
旅
泊
所
出
立
一リ
半

五
月
朔
日

朝
小
雨
夕
晴

寒
暖
計
六
十
度

X

一、
今
朝
五
時
前
千
歳
川
出
立、
同
所
よ
り
乗
船
千
歳
川
通
イ
サ
リ
フ
ト
ニ
而
昼
飯、
休、
又
候
船
ニ
而
津
石
狩
江
半
時
着、
通
行
家
泊、
船
路
十
五
里

四
月
廿
七
日

(中
略)

朝
曇
昼
頃
よ
り
晴

八
時
過
千
歳
川
会
所
江
着
泊、
六
里
半
余

平
地
道
極
よ
し

少
山々
道
あ
り、
新
道
十
七
丁
程
出
来
道
よ
し

ル
イ
カ
ン
コ
ツ

小
休
一
リ
半

昼
休
一
リ
廿
町

同
廿
四
丁

小
休
一
リ

小
休
一
リ

ウ
ツ
ナ
イ

ト
マ
ム
ノ
ス
ケ
ク
ス
へ

一、
今
朝
五
半
時
勇
武
津
出
立
一
り
、
平
原
斗
リ

623
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X

(中
略)

X

少
道々
密
林
中
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デ
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し
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史
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此
処
よ
り
乗
船、
ユ
ウ
フ
ツ
川
を
下
る
。
三
十
丁
過
て

ウ
エ
ン
ナ
イ

上
陸
中
飯
又
船
二
乘
四
里

九
半
時
過
ユ
ウフ
ツ
へ
着
船、
会
所
へ
泊、
六
里
半

一、
サ
ル
詰
笠
原
源
吾
来
る
。

六
十
一
度

晴

一
、
今
朝
五
時
ユ
ウ
フ
ツ
出
立

五
月
二
日

ト
ユ
ウ
フ
ツ

マ
ツ
マ
川

渡
船、
是
よ
り
柏
林
多
し

イ
ル
シ
カ
ヘ
ツ

ム
カ
ハ

渡
辺

ユ
ウ
フ
ツ、
サ
ル
境
よ
り
八
丁

サ
ル
フ
ト

フ
ィ
バ
ツ

船
渡
し

ト
ン
ニ
カ

七
時
前
サ
ル
会
所
江
着
泊

九
里

同
ー
リ

同
一リ

小
休
一
リ
八
丁

同
一リ
十
四
丁

同
一リ
七
丁

小
休三
十
六
丁

一
里

(中
略)

昼
休

昼
休
一
リ
十
丁

一、
ユ
ウ
フ
ツ
支
配
人
金
兵
衛
都
て
行
届
候
ニ
付
出
立
前
呼
出
し
褒
美
遣
す
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一、
同
人
江
縮
縞
壱
反
遣
す

一、
鈴
木
庄
助
江二
百
疋
遣
す、
塩
辛
等
出
候二
付

一、
同
心
北
川
晋
次、
番
代
庄
助
次
男
幸
松、
昨
日
申
渡
済
て
礼
に
出
る
。

(中
略
)×

閨
七
月
廿
二
日

曇
昼
前
時
雨々、
辰
己
風
強
し
昼
後
晴
六
十
八
度

一、
今
朝
六
半
時
サ
ル
出
立
、
ム
カ
ハニ
て
昼
休
夕
八
半
時
ユ
ウ
フ
ツ
へ
着
。
会
所
泊、
八
里
余
。
野
原
斗
至
て
よ
し
、
見
所
更
ニ
な
し
、
サ
ル
ヘ
ツ、

ム
カ
ハ
両
川
渡
船
也
。

一、
ユ
ウ
フ
ツ
勤
番
所
前
台
場
有
之、
着
掛
見
分
致
す
。
百
目
筒三
挺
あ
り、
当
所
勤
番
頭
役
河
野
藤
蔵、
徒
士
壱
人、
足
軽
四
人、
在
住二
十
五
人
。

一、
役
夷
人
十
人
江
例
之
通
酒
ま
つ
り
遣
す

(中
略
)

○
ム
カ
ワ
川
巾
七、
八
十
間、
渡
船、
昼
休
腰
掛
小
屋
あ
り
、
野
道
同
様

十
八
町

〇
コ
ノ
ロ

同
断

一
里

○
イ
ル
ス
カ
ヘ
ツ

小
休
所
一
ツ、
イ
ル
シ
カ
ヘ
ッ
川
端三
十
町
余
に
て
川
を
渡
り

○
ア
ツ
マ

一
里

川
三
十
間
余、
渡
舟、
小
休
所
あ
り
。

○
ト
ア
ツ
マ

十
一
町

小
川、
板
は
し
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市
史
上
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原

十
六
町

○
ヘ
コ
モ
ヘ
ツ

十
一
町

○
ト
ユ
ウ
ヘ
ツ

三
十
町
余

○
ユ
ウ
フ
ツ

勤
番
所
前
台
場、
午二
十
分
ニ
向、
水
面
よ
り
一
丈
二
尺
余、
鉄
二
百
目
筒二
挺、
同
百
目
筒二
挺
有。
ユ
ウ
フ
ツ
川
三
十
間
程
、
板
橋

を
渡
り
会
所
一
軒
。
請
負
人
山
田
屋
文
右
エ
門、
運
上
金
式
百
五
拾
両、
前
二
千
年
ヘ
リ
ニ
有
之
、
御
用
地
之
節
当
所
ニ
引、
元
場々
所
ハ
番
屋
同
様

二
相
成、
勤
番
所
一
軒、
月
交
代、
旅
宿
所
一
軒
、
蔵
十
四
、
諸
小
屋
五、
夷
家
三
軒
、
人
別
十
三
人、
雇
夷
小
屋
二
軒、
弁
天
社
外
小
社
二
。

サ
ル
よ
り
是
迄
九
里
、
酉
亥
ニ
向
海
岸
野
原
斗
也。

一、
此
辺
ニ
限
り
村
と
唱
候
場
所
多
く
あ
り
。
サ
ル
川
ヘ
リ
ハ
御
用
地
中
畑
作
仕
附、
今
ニ
あ
わ
い
へ出
来
る
よ
し
、
牛
十
五
、
六
疋
一昨
年
よ
り
初
て
伺

置
、
山
手
へ
運
送
ニ
遣
ふ
よ
し
、
石
狩
越
道
な
り
。

ム
カ
ハ
水
源
エ
ウ
ハ
リ
山
麓
迄
十
二
里、

ア
ツ
マ
川

十
里
程

漁
業
小
鯡、
い
わ
し三
百
石
目、
い
り
こ
百
斤、
鮭
千
二
百
石
目、
鹿
五
、
六
百
枚。

掛
り
澗
無
之
、
野
掛
り
な
し
。

晴
今
暁
八
時
雷
鳴
西
北
之
風
強、
雨
折
有々
、
六
十
五
度

一、
今
朝
六
半
時
前
ユ
ウ
フ
ツ
出
立
、
コ
イ
ト
イ
昼
休、
八
時
シ
ラ
オ
イ
江
着、
会
所
泊、
九
里
道
斗
、
道
よ
し。

閏
七
月
廿
三日

(中
略
)

○
ユ
ウ
フ
ツ
酉
ニ
向、

タ
ル
マ
イ
山
を
向
二
見
て
、
広
野
を
行
□
く
場
所
ニ
て
所
出々
水
也
。

ロ
コ
モ
ツ
ナ
イ
小
川
、
板
は
し
。
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一里
○
サ
ツト

ウ
小
川、
板
は
し
。

一
里

○
マ
コ
マ
イ
同
断、
小
鯡、
鰯
漁
場
あ
り
、
過
て
小
休
所
有
。

一
里

○
ト
マ
コ
マ
イ
同
断、
同
断
漁
場
あ
り
。
此
辺
よ
り
タ
ル
マ
イ
山
を
右
二
見
て
申
酉
ニ
向
ひ
行
。

十
八
町

○
コ
エ
ト
イ
小
川
、
板
橋、
同
断
漁
場
あ
り、
昼
休。
簾
体
之
腰
掛
小
屋
あ
り
。

四
町

○
ホ
ン
コ
エ
ト
イ
小
川、
板
橋
。

○
ニ
シ
タ
フ
同
断、
同
断
漁
場
あ
り
。

十
四
町

一里

○
ラ
ホ
フ
小
川
、
板
橋、
五、
六
町
過
小
休
所
あ
り
。
タル
マ
イ
権
現
小
祠
あ
り
。

十
四
町

○
ヘ
ツ
々
々
川
巾
二
十
間、
板
は
し、
ユ
ウ
フ
ツ、
シ
ラ
オ
イ
境

(以
下
略)

吉
田
武
三
校
註
『三
航
蝦
夷
日
誌
上
、
下
”
昭
和
四
十
五
年
三
月

以
上
の
ご
と
く
で
、
こ
れ
が
幕
府
再
直
轄
の
前
年
に
お
い
る
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
の
姿
で
あ
っ
た
。

注
(1)
(2)

市
立
函
館
図
書
館
蔵
本
に
よ
る
。
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第
四章

幕
府
再
直
轄
と
勇
払

第
一
節
再
直
轄
の
経
緯
と
警
備

嘉
永六
年
(一
八
五三
)
六
月、
ア
メリ
カ
水
師
提
督
ペ
リ
ー
が、
軍
艦
四
隻
を
率
い
て
浦
賀
に
来
航
し
、
わ
が
国
に
和
親
通
商
を
求

め
る
国
書
を
提
出
し
そ
の
後
抜
錨
し
た
が
、
翌
安
政
元
年
(一
八
五
四
)
正
月、
ふ
た
た
び
軍
艦
八
隻
を
も
っ
て
浦
賀
を
通
過
し
、
進
ん

で
神
奈
川
沖
に
停
泊
し
、
前
年
の
確
答
を
促
し
た
。
幕
府
は
儒
者
林
大
学
頭
お
よ
び
町
奉
行
井
戸
対
馬
守
に
命
じ
て
神
奈
川
に
お
い
て
応

接
さ
せ、
同
年三
月
、
一二
カ
条
に
わ
た
る
神
奈
川
条
約
が
締
結
さ
れ、
翌
二
年
三
月
か
ら
伊
豆
下
田、
松
前
地
箱
館
の
港
を
開
港
す
る

こ
と
に
決
定
し
た
。
す
な
わ
ち
、
同
条
約
第二

箇
条
に

一、
伊
豆
下
田、
松
前
地
箱
館
の
両
港
は
、
日
本
政
府
に
於
て、
亜
墨
利
加
船
舶
薪
水、
食
料、
石
炭
欠
乏
の
品
を、
日
本
に
て
調
候
丈
は
給
候
為
め、
渡

来
の
儀
差
免
し
候
。
尤
下
田
港
は
約
条
書
面
調
印
の
上
、
即
時
に
も
相
開
き、
箱
館
は
来
年
三
月
よ
り
相
始
候
事
。

(『新
北
海
道
史
』
第
二
巻
通
説
一
昭
和
四
十
五
年
)

と
いう
ほ
か、
日
本
近
海
に
漂
着
す
る
船
舶
は
こ
れ
を
扶
助
し、
漂
民
を
開
港
場
に
送
り
帰
国
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

し
たん
たん

こ
の
よ
う
な
動
き
に
対
し
、
か
ね
て
か
ら
虎
視
眈
た々
る
イ
ギ
リ
ス、
ロシ
ア
も
こ
れ
を
黙
す
る
は
ず
が
な
く
、
同
年
八
月
に
イ
ギ
リ

ス、
九
月
は
オ
ラ
ン
ダ
と
続
き、
さ
ら
に
十二
月
ロ
シ
ア
と
そ
れ
ぞ
れ
同
様
の
条
約
が
締
結
さ
れ、
徳
川
幕
府三
〇
〇
年
の
鎖
国
の
扉
は

つ
い
に
破ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

幕
府
は
こ
れ
ら
の
条
約
に
も
と
づ
き、
安
政
元
年
六
月
箱
館
奉
行
を
置
き
、
竹
内
保
徳
な
ら
び
に
堀
利
熙
を
奉
行
に
任
命
し
た
が、
こ
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苫
小
牧
市
史
上
巻

れ
は
先
に
ア
メ
リ
カ
と
締
結
し
た
条
約
第
五
箇
条
の

一、
合
衆
国
の
漂
民
其
他
の
者
ど
も、
当
分、
下
田、
箱
館
逗
留
中、
長
崎
に
於
て
唐、
和
蘭
人
同
様
閉
籠
の
窮
屈
の
取
扱
無
之、
下
田
港
内
の
小
島
周
り

七
里
の
内
は
勝
手
に
徘
徊
い
た
し
、
箱
館
港
の
儀
は、
追
て
取
極
め
候
事
。

(『新
北
海
道
史
』
第
二
卷
通
說
一
昭
和
四
十
五
年)

に
よ
っ
て、
四
月
二
十
二
日、
条
約
追
加
一三
条
を
決
定
し
、
箱
館
遊
歩
区
域
を
半
径
五
里
と
定
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
同
年
六
月
二
十

六
日、
幕
府
は
松
前
藩
に
対
し
、
箱
館
な
ら
び
に
そ
の
付
近
五
、
六
里
の
地
方
を
返
上
す
る
こ
と
を
命
じ
、
同
月
末
日
箱
館
奉
行
の
設
置

を
み
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
蝦
夷
地
が
国
際
的
な
関
係
を
も
つ
よ
う
に
な
る
と
、
松
前
藩
の
如
き
小
藩
が
広
大
な
蝦
夷
地
を
経
営
す
る
こ
と
が
で
き
な

いの
は
当
然
で、
ま
ず
、
何
よ
り
も
国
防
上
の
問
題
が
論
議
の
焦
点
と
な
っ
た
。

こ
れ
よ
り
先、
安
政
元
年三
月
、
蝦
夷
地
巡
察
の
命
を
受
け
た
当
時
の
目
付
堀
利
熙、
勘
定
吟
味
役
村
垣
範
正
ら
は、
九
月
に
意
見
書

を
幕
府
に
提
出
し
、
対
蝦
夷
政
策
の
重
要
性
を
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。

「文
政
度
御
戻
地
以
来、
矢
張
旧
領
の
時
の
通
り
、
右
漁
利
而
已
相
恃
み、
請
負
商
人
共
へ
山
林
薮
沢
海
辺
夷
民
の
進
退
ま
で
一
切
相
任
せ
置
、
運
上
金、

仕
向
金
の
み
を
所
務
と
い
た
し
、
運
上
の
高
下
に
依
て
人
品
を
相
選
は
ず
、
場
所
引
受
申
付
置
候
向
共
も
有
レ之
、又
は
請
負
の
も
の
正
路
の
人
物
に
て
も
纔

に三
、
五
年
に
一
両
度
ゾ
、
見
廻
り
、
或
は
更
に
支
配
人
へ
相
任
せ
置、
他
国
に
住
居
仕
候
者
も
有
レ之
、一
切
右
場
所
支
配
人
の
心
一
杯
に
差
配
仕
候…
。」

と
述
べ、
松
前
氏
の
蝦
夷
地
政
策
は、
旧
態
依
然
の
状
態
で
あ
り

「賃
米
・
賃
銭
・
其
外
酒
・
煙
草
・
礼
服
等
遣
し
物
に
付
て
は、
品
姦々
計
を
設
け、
夷
人
を
欺
き
候
類
不
レ
少
、
饑
凍
に
及
び
候
老
人、
小
児
等
も
顧
ず

風
波
甚
敷
節
も
強
て
漁
事
相
働
せ、
溺
死
等
致
し
候
も
の
年
有々
レ
之
候
由、
生
き
残
り
候
足
弱
の
者
共
、
別
段
撫
育
手
当
も
不
」仕、又

は
越
年
致
し
候
節

は
、
メ
ノ
コ
実の
を
を
奪
ひ
妾
に
致
し
候
類
を
始
め
、
惨
刻
の
扱
ひ
方
不
少
(中
略)
先
年
の
如
く
江
戸
よ
り
御
世
話
有
」之
候
様
日
夜
希
望
致
し
。」
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と
し
て
、
蝦
夷
が
請
負
人
の
虐
使
に
た
え
か
ね
て、
幕
府
に
よ
る
撫
育
を
望
み

「外
国
の
船
度々
渡々
来
遊
歩
等
に
托
し、
此
地
の
容
子
夫
偵々
察
仕
候
上
は、
天
理
を
表
と
致
し、
荒
蕪
を
開
き、
人
種
を
繁
息
な
し、
撫
育
を
加
る
と

唱
、
夷
民
を
手
懐
け、
そ
の
欲
す
る
所
を
あ
た
へ、
追
々
誑
誘
い
た
し
候
は
は、
元
よ
り
彼
我
の
辨
へ
も
な
き
蝦
夷
共
に
候
へ
ば
、
支
配
人、
番
人
等
の
惨

毒
を
免
れ
候
を
幸
に
存
じ
、聳
動
帰
服
可
」
仕
は
必
然
の
勢
に
有
」之
、左
候
得
は
事
実
辞
柄
共
に
如
何
と
も
為
が
た
き
運
び
に
相
成
可
’
申
哉
と
甚
心
配
仕
候
。」

き
ゅ
う

と
言
い、
今
後
箱
館
開
港
に
よ
っ
て、
新
た
に
出
入
す
る
外
国
人
に
帰
服
す
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
単
な
る
杞
憂
と
し
て
見

逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
で
あ
り
、
よ
っ
て

「唐
太、

エ
ト
ロ
フ
、
ク
ナ
シ
リ
初、
島
並々
東
西
蝦
夷
一
円、
西
者
乙
部
村、
東
者
箱
館
最
寄
知
内
ま
で
上
地
被」
仰
付
」、
西
在
江
差
村
よ
り
東
小谷
石

村
ま
で
城
付
領
分
と
し
て
御
据
置、
外
相
応
の
替
地、
内
地
に
お
る
て
可
」被
」下
置
」
。」

(『蝦
夷
地
御
開
拓
諸
御
書
付
御
伺
書
類
』
新
選
北
海
道
史
第
五
卷
史
料
一
)

と
い
う
意
見
で
あ
っ
た
。こ
れ
ら
が
蝦
夷
地
再
直
轄
を
決
定
す
る
根
拠
と
な
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、上
地
後
の
幕
府
の
基
本
方
針
と
な
っ
た
。

か
く
て
幕
府
は
安
政二
年
(一
八
五
五
)
二
月、
こ
れ
ら
の
意
見
を
ほ
ぼ
受
け
入
れ
て
、
松
前
藩
に
対
し
て
東
部
木
古
内
以
東、
西
部

乙
部
村
以
北
の
東
西
蝦
夷
地
島
々
ま
で
を
上
知
さ
せ
、
そ
の
警
衛、
収
納、
ア
イ
ヌ
撫
育
の
一切
は
箱
館
奉
行
に
管
轄
さ
せ
た
。

箱
館
奉
行
は、
蝦
夷
地
の
各
要
所、
す
な
わ
ち
東
蝦
夷
地
五
カ
所、
西
蝦
夷
地
四
カ
所
に
分
け、
各
地
に
調
役
下
役
に
同
心、
足
軽
を

添
え
て
在
勤
さ
せ、
さ
ら
に
主
要
地
に
は
調
役
を
置
い
て
こ
れ
を
統
轄
し
た
。
ま
た
組
頭
を
各
地
に
巡
回
さ
せ
て
取
締
り
に
当
ら
せ
た
。

安
政三
年
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
配
置
は、
次
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。
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苫
小
牧
市
史
上
巻

択|国 |厚

捉 後 岸

様
似

室
蘭

調
役
在
勤
地
(下

の
場
所)

を
受
け
も
つ

択
捉
三
八

国
後三人

釧
路、
厚
岸、
根
室

沙
流
、
静
内、
様
似、
幌
泉、
十
勝

山
越
内、

フ
レ
ナ
イ
、
室
蘭、
勇
払

調
役
下
役
在
勤
地

久
春
古
丹
二
名

宗宗
谷

留
萌

石 寿
都

調
役
在
勤
地
を
受
け
も
つ

下
の
場
所
)

久
遠
、瀬
田
内、島

小
牧、
寿
都、
岩
内

古
平
、
余
市
、
小
樽
内、
石
狩

浜
益、
増
毛、
苫
前、
天
塩

宗
谷
、
斜
里

久
春
古
丹
四
名

(1)
(『新
北
海
道
史
』
第
二
巻
に
よ
る
)

勇
払
場
所
は
室
蘭
詰
の
持
場
に
属
し
、
当
初
在
勤
し
た
幕
吏
は
、
安
政三年

(一
八
五
六
)
二
月
の
『東
西
蝦
夷
地
場
所
詰
名
前
書
』

に
よ
れ
ば

ユ
ウ
フ
ツ
下
役

同
心

木
村
源
次
郎

鈴
木
庄
助

と
記
し
、
ま
た
『苫
小
牧
町
史
』
に
は

同
三
宅
五
郎
治

「ユ
ウ
フ
ツ
下
役
一
人、
同
心
二
人
、
ユ
ウ
フ
ツ
詰
、
調
役
下
役
鈴
木
庄
助、
同
心
木
村
源
次
郎、
三宅
五
郎
次、
ユ
ウ
フ
ツ
支
配
人
代
嘉
兵
衛、
右
調
役

面
々
は
在
勤、
下
役
同
心
は
在
住
に
て
妻
子
召
連
れ
引
移
り
候
」。

と
あ
っ
て
、
妻
子
を
同
伴
し
て
在
住
、
防
備
・
産
業
・
行
政
の
全
般
に
わ
た
っ
て
所
掌
し
て
い
た
。
な
お下
役
は、安

政
六
年
(一
八
五
九)

か
ら
定
役
と
改
め
ら
れ
て
い
る
。
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蝦
夷
地
の
警
衛
は、
箱
館
奉
行
の
重
要
な
任
務
で
あ
った
が、
そ
の
指
揮
下
に
あ
っ
て
実
際
に
働
く
兵
力
は、
前
直
轄
時
代
と
同
様
に

奥
羽
諸
藩
に
求
め
ら
れ
た
。
し
か
し
前
時
代
に
は
主
と
し
て
南
部、
津
軽
の二
藩
がこ
れ
に
当
っ
た
が、
安
政二
年
(一
八
五
五
)四
月、

仙
台
、
秋
田
、
南
部
、
津
軽
お
よ
び
松
前
の
五
藩
に
命
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
持
場
を
定
め
て
警
衛
さ
せ
た
。
これ
は
同
元
年
正
月
、
堀
利
熙
、

村
垣
範
正
の
蝦
夷
地
調
査
の
上
申
に、
北
辺
防
備
の
急
を
説
き
「屯
田
農
兵
の
遺
制
に
做
い、夫

耕々
地
に
よ
り
新
田
開
発
産
物
取
立
方
」

を
強
調
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

こ
の
う
ち
仙
台
藩
は
東
蝦
夷
地シ
ラ
オ
イ
か
ら
シ
レ
ト
コ
岬
ま
で
の
一
帯
な
ら
び
に
島
を々
持
場
と
し
た
。
す
な
わ
ち
『箱
館
蝦
夷
地

(2)

場
所
割
之
儀
ニ
付
奉
」伺
候
書
付
』
に
よ
れ
ば

(慶
邦、
仙
台
城
主)

松
平
陸
奥
守

右
東
蝦
夷
地シ
ラ
ラ
イ
よ
りシ

レ
ト
コ
ま
で
惣
体、
並
エ
ト
ロフ
、
ク
ナ
シ
リ
島
共々
一
円
持
場
之
積
、

ユ
ウ
フ
ツ

元
陣
屋

出
張
陣
屋
子
モ
ロ、
ア
ッ
ケ
シ
、
エ
ト
ロ
フ、
ク
ナ
シ
リ

と
あ
っ
て、
元
陣
屋
を
ユ
ウ
フ
ツ
に
置
く
よ
う
に
指
示
さ
れ
た
。
そ
れ
で
同
藩
は
藩
士
を
派
遣
し
て
持
場
を
調
査
し
た
が、
現
地
入
り
し

た
同
藩
備
頭三
好
監
物
の
伺
書
に
は、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

(安
政
二
年
)

十
月
廿
日
差
出

一、
三好
武
三
郎
伺

ユ
ウ
フ
ツ
之
儀
は
元
陳
屋
と
被
仰
渡
候
間、
打
入
地
形
探
索
仕
候
処、

一面
之
郊
原
野、
谷
地
沼
多
候
て、
陳
屋
築
立
可
」申
地
形
無
御
座
、第
一
水
之
手
不

自
由
ニ
相
見
得、
且
海
岸
通
よ
り
平
山
木
立
も
相
見
得
候
口
、踏
分
見
分
仕
候
処、
山
体
一
筋
ニ
は
□ 罷
成、雨
天
之
節
は
窪
地
之
濁
水
二
成
居
同
様
二
相
成、

水
気
抜
兼
早
続
相
成
候
へ
は
、
右
窪
地
之
一
円
平
砂
と
相
成
水
一滴
も
無
之、
井
水
沖
も
湧
出
之
程
無
覚
束
地
形
有
之
、
且
ユ
ウ
フ
ツ
之
内
チ
ト
セ
と
唱
候

第
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苫
小
牧
市
史
上
券

処、
可
然
場
所
も
有
之
哉ニ
御
座
候
得
共
、
海
岸
よ
り
七
、
八
里
も
相
隔
居
、
諸
事
不
弁
利
之
場
所ニ
御
座
候
間、
右
ユ
ウ
フ
ツ
西
寄
之
所
見々
分
仕
候
処、

是
又
可
然
処
無
之
□
□
場
所シ
ラ
オ
イ
見
分
仕
候
処、
会
所
元
よ
り
三
拾
町
程
山
手
江
相
成、
チ
ャシ
コ
ツ
と
申
所、
ウ
ト
カ
ン
ヘ
ツ
と
申
小
川
有
之
、
水
之
自

□
由、
水
性
も
宣
相
見
得
山
林
繁
茂
仕、
ユ
ウ
フ
ツ
よ
り
引
籠
候
得
共
、
地
形
出
地
足
場
所
ニ
御
座
候
間、
元
陳
屋
場
所
替
之
儀、
相
伺
候
様
仕
度
奉
存
候。

全
躰
之
儀
は
陸
奥
守
江
も
申
聞
候
上
申
上
候
様
可
仕
候
得
共
、
先
以
御
内
意
相
伺
候
上
、
夫
々
取
計
申
度
此
段
申
上
候、
以
上

十
月
廿
日

(『仙
台、
秋
田、
津
軽、
南
部
諸
藩
家
来
伺』
安
政二
年
市
立
函
館
図
書
館
蔵
本)

す
な
わ
ち
、
ユ
ウ
フ
ツ
は
国
防
上
、
要
衝
の
地
で
は
あ
る
が
、
地
理
的、
地
形
的
に
み
て
陣
屋
構
築
に
は
不
適
当
で
あ
る
ゆ
え
、
元
陣

屋
はシ
ラ
オ
イ
へ
変
更
し
て
欲
し
い
と
いう
こ
と
で
あ
っ
た
。
か
く
て
仙
台
藩
の
意
見
が
容
れ
ら
れ、
安
政三
年
(一
八
五
六
)
春
、
こ

れ
が
許
可
と
な
り
、
仙
台
藩
は
総
勢三
百
余
名
を
蝦
夷
地
に
派
遣
し
て
警
衛
に
当
る
と
と
も
に
、
シ
ラ
オ
イ
に
元
陣
屋
を
構
築
し
た
。
同

四
年
(一
八
五
七
)、箱
館
奉
行
堀
織
部
利
熙
の
全
島
お
よ
び
南
樺
太
の
廻
島
に
際
し
て
随
行
し
た
、
島
義
勇
の
巡
行
日
記
『入
北
記』
に

よ
る
と
、
白
老
元
陣
屋
は
「詰
人
三
百
人
計
り
と
云
と
も
上
下
三
百
は
な
し
と
推
案
す
。」と

あ
り
、
ま
た
安
政三
年
(一
八
五
六
)の
『野

作
東
部
日
記
』
の
市
川
十
郎
筆
記
の
項
に

ト
カシ

チャ
シ

陣
屋
東
宇
土
勘
山
有
テ
川
谿
間
ヨ
リ
出
ツ、
水
頗
清
冷、
又
北
ニ
茶
師
古
津
山
アリ
、
陣
営ノ
東
西
平
丘
ノ
上
ニ
仙
台ノ
秣
場ノ
榜
示
ラ
建
ツ
。」

「(会
所
ノ
)
北二
十丁
隔テ
仙
台
陣
屋
ラ
建
ツ
。
左
右
皆
郊
野
塵
鹿ノ
伏
ス
ル
処
(中
略)
陣
屋
南ニ
向
ヒ
其
地二
万
坪
余、
其
外
匝
の
地三
十
七
万
坪、

ウ

と
あ
っ
て
、
左
右
に
川
を
従
え
、
背
後
に
山
を
負
っ
た
天
険
を
巧
み
に
利
用
し
た
陣
屋
で
あ
っ
た
。

こ
れ
よ
り
前、
安
政二
年
(一
八
五
五
)、仙
台
藩
の
三
好
武
三郎

(後
の
監
物)
の
実
地
調
査
に
よ
り
、
七
月、
仙
台
藩
は
上
書
し
て

蝦
夷
地の
警
衛
は
遠
隔
か
つ
広
大
な
の
で、
永
久
守
備
の
基
礎
を
立
て
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
か
ら
、
警
衛
地
は
こ
と
ご
と
く
領
地
と
し
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政
務
を
は
じ
め
す
べ
て
に
つ
いて
委
任
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば、
漸
次
屯
田
の
法
を
も
っ
て
山
野
を
開
き
、
蝦
夷
を
撫
恤
教
化
し
て

ふじゅつ

永
久
の
法
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
と
陳
述
し
た
。
け
れ
ど
も
当
時
幕
府
は
、
蝦
夷
地
の
措
置
を
改
正
し
よ
う
と
し
て
い
た
時

な
の
で、
こ
れ
を
許
す
と
こ
ろ
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

し
か
る
に
安
政
六
年
(一
八
五
九
)
に
至
り、
先
に
仙
台
藩
の
陳
情
を
容
認
し
な
か
っ
た
幕
府
は
、
九
月
二
十
七
日
、
仙
台、
秋
田
、

南
部、
会
津、
庄
内、
津
軽
の
奥
羽
六
藩
に
対
し
、
蝦
夷
地
の
開
発
守
衛
は
当
時
専
要
の
事
に
つ
き
、
蝦
夷
地
の
内
を
分
割
し
て
守
衛、

開
墾
等、
特
別
行
届
く
よ
う
取
計
ら
う
べ
し
と
命
ず
る
に
至
っ
た
。
こ
う
し
て
同
年
十
一
月
、
各
藩
の
領
地
と
警
衛
地
を
定
め、
翌
万
延

(3)
元
年
(一
八
六
〇
)
四
月
、
現
地
の
引
継
ぎ
を
行
っ
た。
す
な
わ
ち、『蝦

夷
地
之
内
領
分
被」下

地
等
ニ
被
仰
出
「候
書
付
』
に
よ
れ
ば
、

仙
台
藩
は
「東
蝦
夷
地シ
ラ
ラ
イ
領、
ト
カ
チ
領、
並
ア
ツ
ケシ
領
よ
り
子
モ
ロ
領
ニ
シ
ベ
ツ
境
、
其
余
ク
ナシ
リ
島
一円、

エ
ト
ロフ
島
之
内、
為
「領
分
」被」

(4)

下
」之
。
ク
ス
リ
領
並
ユ
ウ
フ
ツ
領
よ
り
ホ
ロイ
ゾ
ミ
領
、
エト
ロフ
島
之
内
シ
ヤ
ナ
御
警
衛
被
「仰
付」候。

委
細
は
御
勘
定
奉
行、
箱
館
奉
行
可
」被」談

候」。

と
あ
っ
て
、
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
は
引
き
続
き
仙
台
藩
の
警
衛
地
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。同
六
年
に
お
け
る
仙
台
藩
の
配
置
状
況
を
み
る
と
「白

老
元
陣
屋
一
一九
人
、
外
に
備
頭
氏
家
秀
之
進
の
随
身
七
人
、
厚
岸
出
張
陣
屋
三
四
人
、
根
室
出
張
陣
屋
四
二
人
、
国
後
出
張
陣
屋
四
九

人
、
択
捉
出
張
陣
屋
四
四
人
箱
館
勘
定
奉
行
七
人
(奉
行
大
高
弥
右
衛
門)、
総
勢三
〇
三
人
」。で
あ
っ
て、
戊
兵
の三
分
の
一
程
度
を
遠

島
の
警
備
に
充
て
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ、
い
か
に
千
島
の
守
備
を
焦
眉
の
急
と
し
て
い
た
か
が
分
明
で
あ
る
。

勤
番
の
藩
兵
は、
当
初
一
ヵ
年
間
在
勤
と
し
、
各
組
から
若
干
名
づ
つ
を
選
抜
の
う
え
派
遣
し
て
い
た
こ
と
は
、
同
藩
の
江
刺
郡
岩谷

堂
『高
橋
家
古
文
書
』
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち

(5)

「此
度
松
前
御
陣
屋
番
壱
ケ
年
御
組
よ
り
廿
人
被
相
廻
候
様
御
首
尾
合
奉
承
知
候。
人
数
調
書
上
仕
候
様
御
首
尾
合
之
趣、
一組
切
打
寄
吟
味
仕
候
処
先
年

よ
り
相
勤
例
も
無
之
、
依
而
仲
間
一
統
内
吟々
味
罷
有
申
候
ニ
者
、
何
卒
床
よ々
り
割
合
巡
列
ニ
以
相
勤
候
様
被
成
下
度
段
」
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と
あ
る
の
が
そ
の
一
例
で
あ
っ
て、
岩
谷
堂
一番
立
ての
足
軽
二
十
人
は、
川
崎、
前
沢
の
各
組
同
輩
と
共
に
目
付
四
竈
英
馬
に
引
率
さ

れ
て、
同
年
三
月
二
十
六
日
、
仙
台
を
出
立
、
歩
目
付
高
橋
健
吉
等
役
職
の
外
医
師
二
人
と
作
事
方
が
同
行
し
、
蝦
夷
地
白
老
に
向
か
っ

た
。
そ
の後
文
久二
年
(一
八
六
二
)
ま
で
岩
谷
堂
か
ら
は、
前
後
一二
回
に
わ
た
っ
て
蝦
夷
地
戍
衛
の
た
め
下
級
士
卒
一
一〇
人
が
出

(6)
立
し
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
当
時
ユ
ウ
フ
ツ
に
は
勤
番
所
一
軒
と
、
武
器
蔵
が
あ
っ
た
こ
と
は、
安
政
元
年
(一八

五
四
)
の
『蝦
夷
大
観
』
に
み
え
て
い
る

が、
安
政二
年
の
『公
務
日
記』
に

「ユ
ウフ
ツ
勤
番
所
前
台
場
有
之
。
差
掛
見
分
致
す
。
百
目
筒三
挺
あ
り
。
当
所
勤
番
頭
役
河
野
藤
蔵、
徒
士
壱
人
、
足
軽
四
人
、
在
住二
十
五
人
」。

と
あ
っ
て
、
ユ
ウ
フ
ツ
に
は
台
場
も
設
け
ら
れ
、
こ
の
地
方
屈
指
の
備
え
を
し
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。

注
(1)

仙
台
市
宮
城
県
立
図
書
館
本
。

(2)
『蝦
夷
地
御
開
拓
諸
御
書
付
御
伺
書
類
』
新
選
北
海
道
史
第
五
卷
史
料
一

安
政
六
年
『仙
台
藩
士
道
中
手
控
帳
』
市
立
函
館
図
書
館
蔵
本
。

高
橋
梵
仙
所
蔵
本。
菊
池
新
一
『幕
末
に
於
け
る
蝦
夷
地
の
拓
警
に
つ
いて
』北
海
道
経
済
史
研
究
所
第
二
四
輯

菊
池
新
一
『仙
台
藩
の
蝦
夷
地
警
備
に
つ
いて
』大
東
文
化
大
学
「
経
済
論
集
」
第
五
号

(5)(6)
(3)(4)
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第
二
節
幕
府
の
対
蝦
夷
政
策

幕
府
の
再
直
轄下
に
お
け
る
蝦
夷
地の
統
治
上、
最
も
重
要
視
さ
れ
た
の
は
、
前
述
の
堀、
村
垣
ら
に
よ
る
意
見
書
の
と
お
り、
対
蝦

夷
政
策
で
あ
る
。
安
政
二
年
(一
八
五
五
)
二月
、
蝦
夷
地
木
古
内
以
東、
乙
部
以
北
の
地
が
直
轄
と
な
る
や、
箱
館
奉
行
は
同
年
七
月

直
ち
に
蝦
夷
政
策
を
立
案
し、
八
月
幕
府
の
許
可
を
得
た。
そ
れ
は
幕
府
の
対
蝦
夷
方
針
を
よ
く
物
語
っ
て
い
る
も
の
で
、
場
所
詰
役
人

請
負
人
に
対
し
て、

つ
ぎ
の
よ
う
に
諭
告
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
案
文
は

支
配
向
一
同
心
得
並
場
所
々
請々
負
人
申
渡
案

一、
漁
場
請
負
の
儀
、
是
ま
で
仕
来
の
通
御
据
置
相
成
候
に
付、
精
々
入」念

候
様
可
」致、

尤
夷
人
共
人
別
並
御
手
当
方
は
、
厚
き
御
主
意
有」之
、
御
直
配

有
」之
候
に
付、
漁
業
手
伝
等
為
」致
候
歟、
山
林
伐
木
又
は
船
手
其
外
召
遣
し
候
節
は、
其
旨
詰
合
役
人
へ
相
願
可
’申、

月
限
り
を
以
御
貸
渡
可
」有
」之

候
。
右
賃
米
撫
育
品
渡
方
員
数
等
は、
惣
て
仕
来
の
通
相
心
得、
場
所
々
々
都
合
次
第
其
期
を
定、
都
て
公
辺
出
役
の
も
の
へ
為
三
差
出
」、
米
・
煙
草
・

其
他
品
物
共、
正
銘
に
用
意
可
」
致
旨
、
申
渡
様
可’
仕
哉
。

一、
支
配
人、
番
人
等
夷
女
を
妾
と
致
し
候
儀、
夷
人
等
内
心
不
伏
罷
在
候
而
巳
な
ら
ず
、
嫁
娶
の
期
に
後
れ、
独
身
の
も
の
多
分
有
」之
由、右

は
松
前
家

仕
来
に
て
、
東
西
共
奥
蝦
夷
へ
は
、
本
州
の
婦
女
立
入
候
を
禁
じ
、
支
配
人
等
妻
子
有
」之
も
の
も
独
身
に
て
詰
越
罷
在
候
に
付、
内
夷々
女
を
妾
と
致

し
候
も
の
も
多
く
有
」之
候
由
の
処、
今
般
は
文
化
度
御
光
規
に
倣
ひ、
役
妻々
子
を
携
へ、
奥
地
ま
で
も
引
越
候
御
仕
法
に
付、
支
配
人
、
番
人
等
も
妻

子
を
携
へ、
奥
地
ま
で
罷
越、
土
着
致し
候
儀、
勝
手
た
る
べ
き
旨
、
申
渡
候
様
可
」仕
哉
。

一、
夷
人
仕
来
に
て
住
居
罷
在
候
場
所
限
り
嫁
娶
い
た
し
、
外
場
所
と
は
縁
組
不
_
致
仕
癖
有
」之
、
此
儀
請
負
人
共、
其
他
の
夷
人
外
場
所
へ
出
候
へ
ば
、

夫
丈
け
稼
人
相
減
じ、
お
の
づ
か
ら
漁
業
も
手
廻
兼
候
を
厭
ひ
候
よ
り
起
り
候
仕
癖
の
由
に
候
へ
共
他
場
所
へ出
入
有
」之
候
へ
者
、
又
他
場
所
よ
り
入

人
有
’之
候
理
に
て、
假
令
差
跨
り
候
地
へ、
親
類
姻
家
出
来
候
共、
差
支
の
儀
有
」之
間
敷、
且
今
般
蝦
夷
人
共
は
支
配
向
預
り
居、
其
時
受々
負
人
へ
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御
貸
渡
の
積
り
に
候
へ
ば、
旁
以
以
来
場
所
内
に
か
ぎ
ら
ず、
年
頃
の
男
女
は
手
広
に
婚
嫁
致
し
、
配
偶
の
期
に
不
」後
様
可
」致
旨
可に
申
渡
」哉
。

一、
夷
人
雨
具
・
草
鞋
・
履
き
も
の
等
禁
じ
候
儀、
夷
人
和
人
の
別
を
厳
重
に
致
し、
苛
酷
に
使
役
致
し
候
請
負
人
共
の
弊
風
と
相
聞、
夷
人
等
雨
雪
に
濡

れ
候
儘
打
臥
し
候
よ
り
疾
病
を
生
じ
、
戸
口
凋
落
の
基
に
も
相
成
候
由
。
既
に
文
化
度
伺
の
上
、
蓑
笠
相
免
し
、
草
鞋
も
為」
用、
女
夷
人
共
右
品
々
造
り

方
を
も
相
教
候
積
り
取
計
候
儀
に
付、
右
に
基
き、
是
等
の
悪
習
は
速
に
相
改、
以
来
蓑、
笠
、
草
鞋
等、
運
上
屋、
番
屋
へ
備
へ
為
」置
、米・

酒
同
様

時
差々
遣
し
、
追
々
拵
方
為
」
教
候
取
計
可
’
申
哉。

一、
夷
人
和
語
用
ひ
候
を
禁
じ
候
儀、
是
又
和
人
と
紛
れ
ざ
る
様
致し
候
仕
来
に
て、
言
語
不
通
に
候
へ
ば、
支
配
人
等
奸
悪
の
取
扱
有」之

候
共
、
可二
許

出
、
様
無
」之
よ
り
、
生
涯
苛
虐
に
使
役
被’
致
候
儀、
実
に
不
便
の
次
第
に
有
」之
、
兼
御々
仁
恤
の
御
趣
意
に
も
相
戻
り
候
儀
に
付、向

後
和
語
相
用
候

儀
差
免
し
、
小
児
幼
少
の
者
は
寄
々
教
導
致
し
、相
習
は
せ
候
様
仕
度、
右
の
趣
厚
世
話
致
し
候
様、支

配
人
共
へ
申
渡、役

蝦
夷
共
へ
も
其
旨
申
渡
置
様
可

」仕
哉
。

祖
、
文
化
度
も
右
等
の
趣、
伺
の
上
取
計
候
処、
御
戻
地巳
来、
又
相々
禁
じ
候
儀
に
付
、
当
節
粗
和
言
を
も
相
心
得、
片
假
名
等
も
覚
へ
居
候
場
所

も
有
」之
候
由
に
付、
御
差
許
相
成
候
へ
ば、
忽
相
改
候
様
相
成
可
’
申
哉
に
奉
」存
候。

一、
箱
館
港
へ
異
船
繋
泊、
外
夷
遊
歩
等
御
差
許
相
成
候
に
付
て
は
、
此
後
別
て
繁
渡々
来
致
し
、
風
波
等
に
事
寄
せ、
夷
地
へ
繋
泊
上
陸
等
致
し
候
儀
必

定
に
有
り之
、
素
よ
り
善
誘
に
長
じ
候
外
夷
等、
蝦
夷
共
へ
物
を
与
へ、
親
し
み
を
重
ね
候
上
は、
後
患
不
測
に
有
」之、

小
児
同
様
の
夷
人
等、
追
々
彼

の
勧
め
に
随
ひ
候
様
の
儀
有
」之
候
て
は、
不
容
易
」次
第
と
奉
」存
候
間、
以
来
蝦
夷
地
へ
異
船
渡
来
致
し
、
外
夷
共
品
物
相
与
へ
候
共、直

様
其
処
の

御
役
人
へ
差
出
し
可
’
申、
左
候
へ
ば
、
外
夷
相与
へ
候
品
よ
り
加
倍
に
米
・
酒
相
与
へ
可
’
申、
且
又
申
勧
候
儀
有」之

候
は
ば、
早
々
申
立
候
様
可
に

相
心
得」旨、

能々
為||申

諭」
候
様可
’仕
哉。

一、
夷
人
等
死
人
有
」之
候
へ
ば
、
居
小
屋
焼
払
ひ
候
仕
来
に
て、
畢
竟
水
草
を
逐
ひ、
又
は
漁
事
多
き
方
へ
移
住
致
し
候
儀
夷
狄
の
常
に
て
、
耕
耘
等
の

儀
は
猶
更、
惣
て
後
日
の
活
計
心
懸
候
も
の
無」之

、
不」宣

仕
癖
に
付、
以
来
死
人
有
」之
候
共、
居
処
焼
払
ひ
候
儀
は
相
止
め、
一所
に
永
住
致
し
候

様、
厚
く
為||申

論
」候
方
と
奉
’存
候。
尤
も
差
急
が
ざ
る
儀
に
付、
追
々
御
徳
化
に
伏
従
仕
候
上
、
漸
々
教
諭
為
」致
様
可
’仕
哉。

み

一、
夷
女
唇
の
廻
り
手
首
に
黥
し
、
男
女
耳
環
を
穿
ち
候
等
の
習
風
追
相々
改、
内
地
の
風
俗
に
化
し
候
様
相
諭
し
可
」申
候
へ
共
、
古
来
よ
り
の
仕
来
を
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改
め
候
事
故、
俄
に
信
服
致
間
敷
哉
に
付、
屋
処
火
食
の
生
活
に
便
な
る
儀
等
発
明
致
し
、
内
地
よ
り
相
移
り
候
農
民
共
を
標
準
と
致
し、
追
馴々
染
付

候
様
仕
向
け、
御
趣
意
柄
会
得
感
戴
い
た
し
候
夷
民
よ
り
、漸

風々
俗
為」
相
改」、耳

環・黥
唇
等
の
陋
習
等
、自
然
覚
悟
致し
候
様、取

扱
可
」仕
哉
。

(『蝦
夷
地
御
開
拓
諸
御
書
付
諸
伺
書
類
』
新
選
北
海
道
史
第
五
卷
史
料
一)

と
あ
り
、場
所
詰
合
役
人
お
よ
び
場
所
請
負
人
の
ア
イ
ヌ
に
対
す
る
指
導
方
針
で
あ
っ
た
。
ま
た
ア
イ
ヌ
に
対
し
て
も
左
の
申
渡
し
を
し
た
。

夷
人
諭
書
案

一
、
此
度、
先
年
の
通、東

西
島
々
と
も
公
辺
御
直
配
被に
仰
出
」
候
に
付
て
は、土

地
の
も
の
共
御
撫
育
方、
其
他
惣
て
御
役
人
よ
り
厚
く
御
世
話
有
」之
候

間、
難
」有
相
心
得
可
’
申、
尤、
漁
業
其
外
働
方
の
儀
は、
是
ま
で
の
通
支
配
人
、
番
人
指
図
を
請、
精
出
し
可
」
申
事
。

一、
蝦
夷
人
共、
銘
住々
居
致
候
場
所
限
り
縁
組
致
し
候
仕
来
に
候
処、
年
頃
不
相
当
の
も
の
も
有
」之
、
不
」
宣
候
間、
以
来
外
場
所
よ
り
も
勝
手
次
第
縁

組
致
し
、
男
女
と
も
独
身
の
も
の
無
い之
様、
役
蝦
夷
共
厚
世
話
致
し
、
土
地
繁
昌
に
及
候
様
可
」
致
候
事
。

一、
蝦
夷
人
蓑
、
笠、
草
鞋
等
不
’
用
候
故、
お
のづ
か
ら
病
を
も
請
候
間、
以
来
運
上
屋、
番
屋
よ
り
相
求
め、
勝
手
次
第
相
用
候
様
可
’
致
候
事
。

一、
家
作
り
等
は
、
湿
気
を
受
ざ
る
た
め
床
を
張
候
儀
不
」苦
、
其
外
田
畑
等
も
精
心々
懸
、
食
物
貯
置
候
様
可
’致
農
具、
種
物
等
は
願
次
第
相
渡
し
可
」

外
髪
を
結
ひ、
月
代
を
す
り
、
湯
に
入
候
類
、
総
て
御
国
地
の
風
俗
学
び
度
も
の
は、
勝
手
次
第
御
許
有
」之
候
間、
漸
心々
懸
可
」
申
事
。

申、
一、
御
国
の
言
葉
を
つ
か
ひ
候
儀
勝
手
た
る
べ
し
。
幼
年
の
も
の
へ
も
為
」習
候
様
可
」
致
候
事
。

一、
死
人
あ
れ
ば
其
家
を
焼
払
ひ、
他
に
移
り
候
な
ら
わ
し
に
て、
其
場
所
不
繁
昌
の
基
ひ
に
付、
以
来
其
仕
来
を
改
め、
永
住
致
し
候
様
心
懸
可
」申
事
。

一、
男
女
共
髪
を
切
り
、
耳
か
ね
を
掛
け、
女
子
は
口
の
廻
り
手
首
等
に
入
墨
致
し
候
儀、
強
て
不
」好
も
の
は
相
止
め
可
’申
候。
此
後
出
生
の
男
女
共
、

右
の
趣
に
心
得、
す
べ
て
御
国
の
風
俗
に
な
ら
ひ、
成
人
為
」
致
候
は
ば、
往
仕々
合
可
相
成
」事
。

右
の
条
に々、
役
蝦
夷
共
能
会々
得
致
し、
末
の々も
の
ま
で不
」
洩
様
可1
申
論
」事
。

(『蝦
夷
地
御
開
拓
諸
御
書
付
諸
伺
書
類
』
新
選
北
海
道
史
第
五
卷
史
料
一)

と
い
う
も
の
で
、
こ
れ
ら
の
方
策
を
要
約
す
れ
ば
、

第
一
は
労
働
保
全
政
策
で、
場
所
詰
め
の
役
人
が
ア
イ
ヌ
の
労
働
や
報
酬
に
対
し
て
干
渉
し
、
適
正
な
交
易
と
賃
銀
の
支
払
い
を
行
わ
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苫
小
牧
市
史
上
巻

せ
、
ま
た
過
酷
な
使
役
の
な
い
よ
う
に
監
督
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
二
は
人
口
維
持
政
策
で、
当
時
代
に
お
い
て
最
も
大
き
な
問
題
は、
ア
イ
ヌ
の人
口
減
少
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
場
所
支
配
人
や
番

人
が
妻
子
を
伴
っ
て
土
着
あ
る
い
は
出
張
す
る
こ
と
を
許
し
、
アイ
ヌ
は
場
所
外
から
も
婚
嫁
し
て
、
配
偶
の
期
を
おく
れ
な
い
よ
う
に

奨
励
し
、
雨
具
や
草
鞋
も
用
い
さ
せ、
あ
る
い
は
住
居
を
改
善
す
る
な
ど
し
て、不

衛
生
な
生
活
を
改
め
さ
せよ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

第三
は
同
化
政
策
を
と
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
この
た
め
日
本
語
の
使
用
を
す
す
め、
文
字
を
習
わ
せ
、
あ
る
い
は
入
墨
や
耳
環
な
ど
を

禁
ず
る
と
と
も
に
、
髭
を
そ
ら
せ、
髪
を
結
わ
せ
る
な
ど
風
俗
を
改
め、
少
し
で
も
和
人
に
近
い
姿
に
し
よ
う
と
す
る
教
導
、
教
化
に
も

重
点
を
置
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
幕
府
の
政
策
に
対
し
て、
場
所
請
負
人
や
詰
合
幕
吏
は
ど
の
よ
う
に
対
処
し
た
の
で
あ
ろ
う
か。
ま
ず
ア
イ
ヌ
の
労
働
保
全
政

策
に
つ
いて
み
る
と
、
安
政
三
年
(一
八
五
六
)
二
月、
ユ
ウフ
ツ
場
所
請
負
人、
山
田
屋
は、
ア
イ
ヌ
を
稼
働
さ
せ
る
た
め
の
願
書
を

つ
ぎ
の
よ
う
に
提
出
し
て
い
る
。

乍
’恐
以
書
付」奉||願

上
一
候

先
般
東
蝦
夷
地
嶋
御々
土
地
被
仰
出
・
候
得
共
、
ユ
ウフ
ツ
、
サ
ル
、
ア
ッ
ケ
シ
御
場
所
の
儀
は、
格
別
の
以
御
隣
愍
、
是
迄
通
御
請
負
方
御
据
置
被11

仰
付
成
下
一
置、
以;;御

陰
;相
続
仕
冥
加
至
極
難」有

仕
合
奉_
存
候
。

然
る
所、
ア
ッ
ケシ
御
場
所
の
儀
は、
御
私
領
中
文
政
十
年
よ
り
請
負
仕
候
得
共、
場
広
の
割
合
仕
候
て
は
、
蝦
夷
人
凡
八、
九
十
人、
外
西
蝦
夷
地
厚
田

小
樽
内
両
場
所
の
儀
は、
天
保
二
卯
年三
月
、
地
震
、
津
波
に
て
蝦
夷
人
数
多
溺
死
仕、
其
後
六
未
年
暮
よ
り
翌
春
迄
熱
病
流
行
仕、
御
詰
合
様
よ
り
薬
用

厚
き
手
当
被」」成下

」
置、
夫
私々
方
に
て
も
種
心々
配
仕、
薬
用
介
抱
専
一
為
」致
候
へ
ど
も
大
勢
の
死
亡
相
成、
追
多々
分
の
人
別
相
減
じ
、
海
岸
明
漁

場
騰
候
相
成
に
付、
猶
又、サ

ル
、ユ
ウフ
ツ
蝦
夷
繰
合
せ、近

頃
に
至
り
候
て
は
凡
百
八、
九
十
人
、年

三々
月
中
よ
り
追
差々
立、出

稼
漁
業
仕
来
候
。

然
る
所、
当
中
場
所
に
御
請
取
被11仰

出
」
候
間、
勇
払
詰
御
私
領
御
勤
番
所
へ
例
年
通、
差
立
方
願
上
候
て
も
最
早
御
役
々
様
御
下
向
間
近
に
相
成
候
に
付

聞
済
相
成
不
」申
候
て
は、
厚
岸
表
並
西
蝦
夷
地
厚
田、
小
樽
内
表、
当
年
の
漁
業
方
大
差
支、
甚
難
渋
仕
候。
依
て
奉
願
上
」候
儀、
恐
多
有」之

候
へ

ど
も
何
卒
格
別
の
御
慈
悲
、
右
蝦
夷
人
是
迄
の
通
り
差
立
方
御
聞
届
被
」成下
」
候
置
度
、
偏
に
奉
願
上
候
。
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乍
」恐
、
右
願
の
通
被||仰

付
|被
成
置
候
上
は、
ユ
ウ
フ
ツ
詰
御
私
領
御
勤
番
所
に
も
御
達
書
奉
頂
戴」
度、乍

’恐
此
段
以
書
付」奉

」願上
」
候。

以
上

ユ
ウ
フ
ツ、
サ
ル
、
ア
ッ
ケシ
御
場
所
請
負
人

安
政
三
年
二
月

松
前
唐
津
内
町
山
田
屋
文
右
衛
門

と
あ
っ
て、
ユ
ウ
フ
ツ
、
サ
ル
場
所
の
ア
イ
ヌ
お
よ
そ
一〇
八
、
九
〇
人
を
厚
岸
を
は
じ
め
厚
田、
小
樽
内
場
所
に
出
稼
ぎ
と
し
て
使
役

代

(『苫
小
牧
町
史
』
昭
和
十
五
年
五
月
苫
小
牧
町)

寿
兵
衛

し
た
い
旨
を
願
出
た
。
こ
れ
に
対
し
て
役
人
か
ら

ユ
ウフ
ツ
場
所
蝦
夷
人
出
稼
の
儀
に
付、
同
所
請
負
人
よ
り
別
紙の
通
り
願
書
差
出
候
間、
従
来
通
可に
取
計」旨、同

所
勤
番
所
へ可

申
渡
」候
事
。

辰
二
月

(『苫
小
牧
町
史』
昭
和十
五
年
五
月
苫
小
牧
町)

と
い
う
許
可
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
ア
イ
ヌ
を
箱
館
奉
行
の
直
営
と
し
、
請
負
人
が
こ
れ
を
幕
府
よ
り
借
用
す
る
と
い
う
制
度
を

設
け
た
と
い
う
こ
と
は
、
奉
行
が
そ
の
労
働
条
件
に
つ
い
て、
か
な
り
進
ん
だ
干
渉
が
で
き
る
基
礎
を
作
っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
し
か

し、
この
資
料
に
み
ら
れ
る
請
負
人
の
願
書
の
よ
う
に
、「そ
の
計
画
は
極
め
てざ
っ
と
し
た
も
の
で、
使
用
度
毎
に
一
届々
を
出
す
も
の

(1)
で
は
な
か
っ
た。」と

い
う
か
ら
、
幕
吏
の
干
渉
の
程
度
も
推
し
て
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

次
に
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
に
お
け
る
ア
イ
ヌ人
口
の
推
移
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
前
章
で
述
べ
た
が、
人
口
減
少
の
最
も
大
き
な
原
因
は
伝

と
う
そ
う

染
病
で
あ
り
、
と
り
わ
け
痘
瘡
(天
然
痘
)
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
天
然
痘
は、
そ
の
後
安
政
二
年
(一
八
五
五
)
よ
り
同
四
年
に
わ

て
ん
ね
ん
と
う

た
っ
て、
西
蝦
夷
地
嶋
小
牧、
寿
都、
歌
棄
、
磯
谷
、
岩
内、
古
平
等
に
流
行
し
、
居
住
の
ア
イ
ヌ
の
大
半
を
失
い、
続
い
て
同
四、
五

年
に
わ
た
り
渡
島、
後
志
、
胆
振
、
北
見
、
石
狩
の
六
カ
国
に
ま
た
が
っ
て
大
流
行
を
み
る
に
至
っ
た
。

(2)

そ
れ
で
箱
館
奉
行
は、
こ
れ
の
予
防
に
あ
た
り
、
安
政
四
年
(一
八
五
七
)、
蝦
夷
地
で
初
め
て
の
種
痘
を
実
施
し
た
。
東
蝦
夷
地
を
受
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苫
小
牧
市
史
上
巻

持
っ
た
医
師
桑
田
立
斉
の
手
記
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

註
「箱
館
よ
り
蝦
夷
地
へ
出
立
の
前
日
、
井
上
元
長
ク
ナシ
リ
(ク
ン
ヌ
イ
の
誤
)
迄
遣
し
置、
余
等
一
日
後
れ、
苗
児二
人
召
連
れ
鷲
木
造
罷
越
た
る
に、

元
長
帰
り
告
て
曰
く、
種
痘
の
風
聞
を
承
り
、
蝦
夷
人
共
恐
怖
致
し
、尽
く
山
中
に
逃
げ
込
み、殊

の
外
騒
動
な
り
と
。
又
詰
合
吉
岡
新
太
郎
早
駕
籠
に
て
来
り

蝦
夷
地
に入
る
こ
と
は
暫
時
見
合
せ
呉
れ
候
様
と
の
事
に
付、
無
」拠三

日
滞
留
、
種
方々
便
に
て
散
財
い
た
し、
頻
に
説
諭
す
れ
ど
も
、
人
心
更
に
折
合
不

レ申、
不
」
得’
止
モ
ロ
ラ
ン
迄
立
越
す
。
尤
も
苗
児
は
和
人
の
一
児、
又
野
馬
掛
り
某
の
一
児
に
接
す
。
調
役
石
場
斉
宮
殊
の
外
心
配
致
し、
同
心
大
野
氏

の
児
へ
種
を
置
き
、
日
日
山
中
へ
逃
去
り
た
る
夷
人
を
駆
り
出
し、
説
諭
厳
な
れ
ど
も
一
向
利
害
相
弁
へ
不
」
申、
且
、
会
所
支
配
人
其
外
共
、同
様
頑
愚
の

者
に
て
、
殆
ん
ど
困
却、
無
’
拠
方
便
散
財
に
て
手
掛
り
を
求
め、
漸
々
蝦
児
十
四
人
に
種
接
す
。

夫
よ
り
西
村
文
石、
井
上
元
長
は
ユ
ウ
フ
ツ
へ
罷
越、
詰
合
鈴
木
荘
助
へ
談
ず
。
同
所
支
配
人
は
大
に
怜
悧
の
も
の
に
て、
夷
人
諭
方
宣
敷
に
や、
容
易

に
三
十
人
許
種
接
す
る
こ
と
を
得
た
り
。
是
よ
り
先
き
は
何
分
承
服
致
し
不
’
申
に
付
き
、
山
駆
致
し
、
土
人
小
屋
明
け
置
き
、逃
げ
さ
る
も
の
は
南
部、
仙

台
陣
屋
よ
り
数
百
人
出
張
し
て
之
を
召
捕
り、
且
、
明
小
屋
は
焼
き
払
ふ
べし
、
又
此
度
公
辺
よ
り
格
別
の
御
仁
恵
に
て
痘
災
御
救
助
被
」下
の
処、反

て
心

得
違
ひ
致
し
、
御
主
意
に
背
き
候
段
甚
だ
不
届
の
趣
厳
重
に
申
聞
有
」之
を
以
て
、
漸
相々
開
け
た
る
な
り
。
門
生
三
名
昼
夜
頻
に
勉
強
致
し、
忽
ち
数
千
人

に
施
す
」。

(『新
北
海
道
史
』
第
二
卷
通
説
一)

こ
の
よ
う
に、
ア
イ
ヌ
に
対
す
る
種
痘
は
ま
さ
に
一大
騒
動
で
あ
っ
た
が、
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
に
お
け
る
成
績
は
、
比
較
的
良
好
だ
っ
た
ら

し
い
。
こ
れ
ら
の
予
防
が
効
を
奏
し
た
の
か、
そ
の
後
アイ
ヌ
の
間
に
は、
天
然
痘
の
流
行
は
大
い
に
減
少
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

ア
イ
ヌの
同
化
政
策
の
う
ち
風
俗
の
改
変
は
、
前
直
轄
時
代
と
同
じ
く
容
易
な
業
で
は
な
く
、
こ
の
時
代
に
お
い
て
も、
地
方
の
幕
吏

は
こ
れ
を
強
制
し
て
ア
イ
ヌ
の
反
感
を
買
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て、
安
政
三
年
(一
八
五
六
)
十
一
月、
布
達
を
出
し
て
自
発
的
改
俗
を
ま

つ
方
針
を
と
り、
か
つ
髪
鬚
は
そ
ら
ず
、
総
髪
に
結
ば
せ
る
な
ど
の
措
置
を
と
っ
て
い
る
。
し
か
し
風
俗
を
改
め、
名
を
和
名
に
改
め
た

は
っ
しゅ

者
は
帰
俗
土
人
と
称
し
、
他
の
ア
イ
ヌと
区
別
し
て
、
和
人
同
様
に
白
米
を
食
い、
日
本
服
を
着
し
、
会
所
や
運
上
屋
に
来
た
と
き
は、
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床
の
上
に
着
座
す
る
こ
と
を
許
し
た
。
か
か
る
帰
俗
し
た
ア
イ
ヌ
に
は
そ
の
役
名
を
内
地
と
同
じ
よ
う
に
改
め
、
総
乙
名
を
庄
屋
、
惣
小

かみしも
使
を
惣
年
寄
、
脇
乙
名
を
惣
名
主
、
小
使
を
年
寄
、
土
産
取
を
百
姓
代
と
称
し
、
名
主
以
上
に
は
神、
年
寄
、百
姓
代
に
は
羽
織
袴
の
着
用

を
許
し、
儀
式
の
際
に
は
特
別
の
待
遇
を
与
え
た
。

当
時
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
に
お
け
る
風
俗
改
変
の
詳
し
い
資
料
は
見
当
ら
な
い
が
、
安
政
四
年
(一
八
五
七
)
の
『入
北
記
』
に
よ
れ
ば、

場
所
内
の
役
土
人
名
は、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

役
土
人
名
前
書

惣
乙
名

カ
ナ
イ
村

ラ
ン
コ
ウ
シ
村

勘
十
郎

雲
左
衛
門

同 同 同

並
乙
名

脇
小
使

惣
小
使

ラ
サ
ツ
村

イ
ナ
ユ
フ
村

ホ
ヘ
ツ
フ
ト
村

チ
ケ
エ
ヘ
村

幸
右
衛
門

伊
九
兵
衛

藤
兵
衛

板
右
衛
門

伊
左
衛
門

半
左
衛
門

珎
平

並
小
使

千
年
川
村

同
モ
イ
ヘ
ツ
村

★ 同 同 同 同 同

並
乙
名

十
八
人

ニ
ワ
ン
村

イ
サ
リ
村

半
右
衛
門

ラ
サ
ク
マ
ナ
イ
村

イ
モ
ク
へ
村

九
助

仁
兵
衛

ラ
サ
ク
マ
ナ
イ
村
幾
蔵

新
蔵

四
郎
吉

イ
サ
リ
フト
村

郡
蔵

池
蔵

こ
れ
に
よ
る
と
、
す
べ
て
和
名
に
改
名
し
て
い
る
が
帰
俗
し
た
形
跡
は
認
め
ら
れ
な
い。
こ
の
理
由
を
安
政三
年
(一
八
五
六
)
の
佐

倉
藩
士
、
窪
田
子
蔵
の
『
協
和
私
役』
に
よ
っ
て
み
る
と
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(助)
「詰合

御
調
下
役
鈴
木
庄
蔵
来
話云
、
此
地
及
サ
ル
は
夷
人
の
多
き
事
千
余
人
に
至
る
。
自
然
其
多
き
を
恃
み、
夷
風
も
醇
厚
な
り
。
凡
国
人
の
此
地
に
来

り
居
る
も
の
女
夷
と
通
じ
子
を
産
す
る
者
多
し
。
其
子
顔
色
形
態
自
然
国
人
の
風
あ
り
。
夷
人
是
を
シ
ャ
モ
種
と
い
ひ、
殊
に
是
を
尊
と
む
。
其
子
亦
群
夷

中
に
あ
り
て
我
は
シ
ャ
モ
種
な
り
と
自
矜
誇
す
る
の
心
あ
り
。
然
る
に
此
地
辺
に
て
は
反
て
是
を
鄙
し
み
、
汝
はシ
ャ
モ
種
な
り
、
口
舌
を
動
し
人
の
先
に

居
る
事
無
れ
杯。
是
夷
風
醇
厚
に
し
て
自
是
と
す
る
の
心
あ
り
。
因
」之
化
俗
剃
頭
の
事
毎
々
申
諭
候
へ
ど
も
従
が
は
ず
。
云
、
御
上
の
思
召
官
人
の
厚
憲
と

い
、
違
背
す
べ
き
に
は
無
」之
候
へ
ど
も
、
我
等
御
国
俗
に
従
ひ
剃
頭
仕
候
上
は、
自
然
上
美
た
る
心
を
生
じ
、
衣
食
と
も
是
迄
の
ア
ッ
シ
の
服、乾

魚
の
食

に
て
は
事
済
み
申
す
ま
じ
。
又
居
住
も
掘
立
の
小
屋
に
筵
布
き
た
る
計
り
に
て
も
成
る
ま
じ
。
又
官
人
に
も
唯
剃々
頭
仕
候
へ
ば
夫
に
て
宣
と
申
に
も
有
」

之
間
敷
候。
さ
れ
ば
今
ユ
ウ
フ
ツ
の
夷
人
千
余
人
尽
く
衣
食
及
居
住
の
事
迄
も
是
を
官
人
に
仰
が
ん
に、
御
国
製
の
衣
食
能く
我
等
千
余
人
の
求
め
に
給
す

べ
けん
や。
且
独
此
地の
み
に
非
ず
、
隣
地
サ
ル
に
て
も
又
千
余
人
、
其
他
の
夷
人
ま
た
何
千
万
、
一々
其
衣
食
を
給
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
何
卒
剃
頭
の
事

は
御
免
給
は
る
、方
御
上
に
も
便
利
に
て、
又
我
々
に
も
甚
便
な
り
と
云
」。

と
あ
り
、
お
上
の
思
召
し
に
違
背
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
帰
俗
し
た
ら
お
上
も
我
等
に
衣
食
を
給
す
る
の
に
大
変
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ

の
ま
ま
に
し
て
欲
し
い、
と
い
う
ア
イ
ヌ
の
言
い
分
に、
詰
合
鈴
木
庄
助
も
何
ら
打
つ
手
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。

ア
イ
ヌ
に
日
本
語
の
使
用
を
許
し
、
文
字
を
教
え
る
と
い
う
政
策
は
、
前
直
轄
時
代
に
比
べ
て、
や
、
積
極
的
な
姿
勢
が
み
ら
れ
る
が

そ
れ
が
ど
の
程
度
の
効
果
が
あ
っ
た
か
は
疑
問
で
あ
る
。
松
浦
武
四
郎
の
『近
世
蝦
夷
人
物
誌
』
に、
千
歳
ア
イ
ヌ
のシ
ハ
シ
ラ
ン
ク
ル

と
い
う
男
に
つ
い
て
の
話
に

「幼
児
の
時
よ
り
大
工
を
な
し
覚
え
て、
常
に
大
工
の
み
な
し
、
漁
業
の
方
へ
は
出
ざ
る
が、
其
暇
好
み
て
手
習
を
な
し、
其
事
を
深
く
秘
し
置
た
る
に
、

公
料
と
成
て
土
人
等
も
手
習
又
は
読
も
の
を
致
し
て
よ
し
と
の
御
沙
汰
有
し
か
ば、
直
に
是
ま
で
秘
し
置
し
を
書
初
め、
其
番
屋
に
和
人
不
居
合
」
時
は
御

用
状
の
受
持
ま
た
御
触
書
の
写
し
等
致
し
け
る
」。

(『日
本
庶
民
生
活
資
料
集
成』
第
四
巻)

と
い
う
例
が
あ
る
が、

こ
の
よ
う
な
事
例
は
も
ち
ろ
ん
多
く
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
異
例
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
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さ
ら
に
従
前
よ
り
行
わ
れ
た
謁
見
礼
お
よ
び
オ
ム
シ
ャ
も
、
ま
た
引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
。
謁
見
礼
(ウ
ム
マ
ム)
は
、
天
然
痘
の
流

行
な
ど
に
よ
っ
て
そ
の
後
怠
り
勝
ち
で
あ
っ
た
が、
安
政
四
年
十
月
、
幕
吏
石
場
斉
宮
の
建
言
に
よ
っ
て
励
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
安

政
六
年
(一
八
五
九)
に
各
場
所
順
年
が
定
ま
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
謁
見
礼
に
は
場
所
の
請
負
人、
支
配
人
の
世
話
に
よ
っ
て
箱
館
へ
上

り、
日
を
定
め
て
奉
行
に
面
接
す
る
。
こ
の
時
ア
イ
ヌ
は
土
産
品
を
献
上
し
、
奉
行
よ
り
は
下
賜
品
を
与
え
て
訓
示
が
あ
り
、
酒
が
も
て

な
さ
れ
る
と
い
う
様
式
で
あ
っ
た
。
そ
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は、
従
来
通
り
中
央
の
威
力
を
示
し、
ア
イ
ヌ
に
対
す
る
政
治
的
関
係
を

密
接
に
し
よ
う
と
し
た
ば
か
り
で
な
く、
部
落
を
率
い
る
役
蝦
夷
等
に
内
地
の
世
界
を
見
せ
て、
風
俗
改
変、
同
化
の
一手
段
に
し
よ
う

と
す
る
に
あ
っ
た
。

福
島
屋
文
書
の
「箱
館
表
為」
拝
礼
」罷
出
候
土
人
呈
進
品
調
書
上
」に
よ
れ
ば
、
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
関
係
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

(3)

ユ
ウ
フ
ツ
場
所
呈
進
品

一、
半
月
盆
五
枚

一、
手
拭
掛
拾
本

一、
キ
ナ
筵
弐
枚

被
下
物

覚 覚
ユ
ウ
フ
ツ
場
処

一、
金
襴
陣
羽
織
壱
枚

壱
把

壱
組

雲
右
衛
門

惣
乙
名

645

第
四
編
幕
藩
時
代

同

地
廻
煙
草

台
盃



苫
小
牧
市
史
上
巻

壱
枚

壱
組

並
乙
名

幸
右
衛
門

五
把

と
あ
り
、
供
の
平
土
人
壱
人
に
付
被
’下
候
分
と
し
て
「
一、
田
代
壱
本
地
廻
煙
草

オ
ム
シ
ヤ
は
幕
府
直
轄
時
代
に
入
っ
て
か
ら
は、
最
初
の
経
済
的
色
彩
の
濃
い
も
の
か
ら
、
政
治
的
な
手
段
と
し
て
の
行
事
に
変
っ
た
。

毎
年
会
所
に
付
近
の
ア
イ
ヌ
を
集
め
て、
役
人
が
威
儀
を
正
し
て
こ
れ
に
面
接
し
、
賜
物
を
厚
く
し
て
心
服
を
図
り
、
さ
ら
に
つ
ぎ
の
よ

う
な
申
渡
し
な
ど
を
行
っ
た
。

一、
役
蝦
夷
の
任
免
申
渡
。

二
、
役
蝦
夷
の
役
料
並
に
為
」取
物
の
下
賜
。

三
、
孝
子
並
に
善
行
者
の
褒
賞。

四
、
鰥
寡、
孤
独、
老
年
者
に
対
す
る
被
’下
物
。

五
、
法
書
其
他
の
制
書
の
申
渡
。

(4)
こ
れ
が
終
っ
て
酒
、
飯
の
振
舞
い
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

勇
払
郡
役
土
人
年
中
給
料
行
事
調
書

正
月
七
日
役
土
人
共
会
所
へ
罷
出
御
役
取
工
年
礼ノ
節
、
一人
二
付
キ
清
酒
五
合
宛
被
下
候
事
。

三
月
三
日
会
所
元
居
合
役
人
共
、
御
役
下
工
御
礼
ノ
節
、
一人
二
付
キ
御
酒
五
合
宛
被
下
事
。

五
月
五日

前
同
断

八
月
朔
日
前
同
断

九
月
九日

前
同
断

646

明
治
五
年
(一
八
七
二
)
の
『勇
払
・
千
年
両
郡
引
継
書
類
』
に

(
5
)

五
把
宛
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

一、
紋
羽
陣
羽
織

台
盃
地
廻
煙
草



八
月
中

ラ
ム
シ
ャノ
節
惣
役
土
人
共
工被
’下
候
品
左々
ノ
通
り

玄
米、
清
酒、
煙
草、
古
着。

と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
に
お
け
る
様
子
も
推
し
て
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

以
上
、
幕
府
に
よ
る
対
蝦
夷
政
策
に
つ
い
て
述
べ
た
が、
こ
れ
ら
の
施
策
は
最
初
に
お
い
て
は
行
届
い
た
か
に
見
え
た
が、
そ
の
後
安

政
六
年
九
月、
奥
羽
六
藩
に
蝦
夷
地
の
約
半
数
を
領
地
と
し
て
与
え
て
統
治
さ
せ
た
。
し
か
し
各
藩
は
い
ず
れ
も
財
政
が
窮
迫
し
て
い
た

た
め、
蝦
夷
地
に
充
分
力
を
注
ぐ
こ
と
が
で
き
ず
、
幕
府
も
そ
の
後
内
憂
外
患
の
中
で、
政
策
は
次
第
に
退
守
し
て
い
っ
た
。
加
え
て
幕

府
の
蝦
夷
撫
育
は、
熱
心
な
る
幕
吏
の
注
意
の下
に
行
わ
れ
た
が、
そ
の
直
接
の
衝
に
あ
た
る
場
所
請
負
人
の
手
下
の
者
は
、
ア
イ
ヌ
を

優
遇
す
る
に
は
種
々
の
失
費
を
重
ね、
消
極
的
に
は
ア
イ
ヌ
の
使
役
を
困
難
な
ら
し
め
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
幕
府
の
政
策
を
好
ま
ず

不
熱
心
と
な
っ
た
ば
か
り
で
な
く、
こ
れ
を
誤
魔
化
す
者
さ
え
現
れ、
ま
た
、
こ
れ
を
取
締
る
詰
合
の
場
所
内
見
回
り
も
、
ア
イ
ヌ
の
労

力
を
漁
業
よ
り
割
く
と
い
う
理
由
か
ら
少
な
く
な
っ
て、
最
初
の
幕
府
に
よ
る
政
策
は
、
実
を
結
ぶ
こ
と
な
く
終
っ
て
し
ま
っ
た
。

注
(1)(2)

高
倉
新
一
郎
『ア
イ
ヌ
政
策
史』

昭
和
十
八
年

(3)
市
立
函
館
図
書
館
本
に
よ
る
。

(4)
『新
北
海
道
史
』
第二
卷
通
説
一

(5)
北
海
道
庁
行
政
資
料
課
蔵
本。

昭
和
四
十
五
年
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場
所
請
負
と
山
田
屋

1
生
産
の
進
歩

し
き
た
り

安
政二
年
(一
八
五
五)、
蝦
夷
地
が
幕
府
直
轄
と
な
っ
た
が、「漁

場
請
負
の
儀、
是
ま
で
仕
来
の
通、
御
据
置
相
成
候。」と

い
う
方
針

に
よ
っ
て
、
場
所
の
経
営
は
従
来
通
り
商人
に
請
負
わ
せ
た
。
当
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
前
章
に
述
べ
た
よ
う
に
、
松
前

の山
田
屋
文
右
衛
門
が、
引
き
続
いて
請
負
人
と
な
っ
て
い
る。
こ
の
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
の
状
況
を、
松
浦
武
四
郎
は
『東
蝦
夷
日
誌』
に

(1)

「ユ
ウフ
ツ、
会
所、
通
行
や、
勤
番
所、
備
米
蔵、
漁
や、
板
倉、
馬
や、
船
く
ら
、
鍛
治
や、
雇
蔵
ー
(中
略)
‒
土
人
、
文
政
改、
三
百
十二
軒、

千三
百
十二
人
、
安
政
改、
弐
百
二
十
八
軒、
千
百
七
十
九
人
、
牛
馬
沢
山、
産
物
は
鰯
八
分、
鮭
二
分、
鹿
皮
多
し
。
実
に
夏
日
の
漁
時
諸
方
よ
り
出
稼

多
く
、
其
取
上
高
百
石
の
内、
十
五
石
目
会
所
元
納、
八
十
五
石
自
分
収
納
の
法
也。
是
東
部
第
一の
漁
場
也。」

と
いい
、
ま
た
安
政三
年
(一
八
五
六
)、窪

田
子
蔵
も
『協
和
私
役』
の
な
か
で
「漁
利
多
候
へば
、
出
稼
の
者
皆
鰯
漁
の
み
を
為
し
、

農
事
を
勤
る
も
の
無
し
。」と

記
し
、
さ
ら
に

「ユ
ウフ
ツ
蝦
夷
人
多
し
、
戸二
百
三
十
八、
人
口
一千
百
七
十
八
人
。
受
負
人
は
松
前
商
人
山
田
屋
専
右
衛
門
。
運
上
金
式
百
五
拾
両。
魚
漁
見
込
高
三

(
文
)

千
石
と
云
。
凡
百
石
と
云
は
鮭三
百
束
を
百
石
と
為
す
。
此
地
魚
小
な
る
故三
百
五
十
束
を
百
石
と
な
す
。
一束二

十
尾
な
り
。
此
地
魚
川
瀬
に
上
り
、
鱗

色
黒
く
、
魚
柄
悪
敷
と
て
価
甚
卑
し
。
昨
年
は
百
石
の
鮭
百
両
易
へ
の
由。
平
年
は
是
よ
り
高
価
な
る
べ
し
。」(『日

本
庶
民
生
活
資
料
集
成』
第
四
巻)

と
あ
る
よ
う
に
、
前
時
代
に
引
き
続
き
漁
業
の
盛
ん
な
場
所
で
、
東
蝦
夷
地
第
一
の
漁
場
と
い
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
産
物
は
イ
ワ
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四
編
幕
藩
時
代

勇払場所の図(安政年間・仙台藩蝦夷地経営図)〔市立函館図書館蔵〕

シ
八
分、
サ
ケ
二
分
と
い
わ
れ、
イ
ワシ
は
タ
ル
マ
イ
浜
を
中
心
と

し
た
沿
岸
の
漁
業
で
、
場
所
請
負
人
お
よ
び
出
稼
和
人
(二
八
取)
の

漁
場
経
営
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、サ
ケ
は
千
歳
川
、勇
払
川、厚

真
川、

鵡
川
等
の
河
川
漁
業
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

安
政二
年
(一
八
五
五)、
箱
館
が
開
港
さ
れ、
つ
い
で
同
五
年
(一

八
五
八
)
に
日
米
通
商
条
約
が
締
結
さ
れ
る
と、
ロシ
ア
、
イ
ギ
リ

ス、
オ
ラ
ン
ダ
、
フラ
ン
ス
の
四
カ
国
も
こ
れ
に
な
ら
っ
て
条
約
を

締
結
し
た
。
箱
館
は
翌
六
年
よ
り
外
国
貿
易
港
と
し
て
開
港
さ
れ
る

と
、
従
来
、
長
崎
俵
物
と
い
わ
れ
た
昆
布、
煎
海
鼠、
干
飽
の
ほ
か

イ
ワ
シ
、
干
タ
ラ
、
干
貝
、
サ
メ
鰭
、
魚
油、
刻
昆
布
等
の
海
産
物

や、
鹿
角、
鹿
皮
、
硫
黄
な
ど
の
品
物
が
輸
出
さ
れ、
こ
と
に
昆
布
は

貿
易
品
の王
座
を
占
め
た
。
こ
の
よ
う
な
箱
館
港
の
貿
易
は
、
ほ
と

ん
ど
清
国
向
輸
出
で
あ
っ
た
た
め
、
請
負
場
所
に
依
存
す
る
商
人
の

生
産
活
動
を
刺
激
し
、漁
場
の
開
発
、
漁
業
技
術
の
改
善
を
図
る
よ
う

に
な
っ
た
。
さ
ら
に、
こ
れ
と
同
時
に
諸
産
物
の
急
激
な
大
量
輸
出

の
た
め
、海
産
物
を
中
心
に
価
格
が
急
騰
し
は
じ
め、
昆
布
の
箱
館
売

価
は
一
〇
〇
石
一〇
〇
両
‒
場
所
買
付
六
八
両
ー
が
ま
た
た
く
ま
に

五
〇
〇
両
に
は
ね
上
が
った
程
で
あ
った
。
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苫
小
牧
市
史
上
巻

ユ
ウ
フ
ツ
場
所
の
請
負
は、
安
政三
年
(一
八
五
六
)、幕
府
再
直
轄
の
翌
年
に、
従
来
の
年
季
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
従
来
の

運
上
金
を
も
っ
て
同
年
よ
り
三
年
季
と
定
め
ら
れ、
安
政
六
年
の
請
負
期
限
の
更
新
期
に
当
っ
て
は、
さ
ら
に
三
カ
年
を
運
上
金
二
五
〇

両
を
も
っ
て、
山
田
屋
が
継
続
請
負
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
文
久
二
年
(一
八
六
二
)
よ
り
は、
請
負
年
限
の
短
い
場
合
は、
場
所
経
営
に
不
便
を
来
す
と
いう
こ
と
か
ら
、
請
負
人
一

同
の
希
望
を
入
れ
て
七
カ
年
季
と
改
め
ら
れ
た
。
こ
の
年
も
山
田
屋
文
右
衛
門
が、
運
上
金二
五
〇
両
を
も
っ
て
請
負
っ
て
い
る
。
す
な

(3)
わ
ち
『東
西
蝦
夷
地
運
上
金、
増
運
上
金
、
仕
向
金
其
他
上
納
金
調
書
全
』
に
よ
れ
ば

松
前
唐
津
内
町
山
田
文
右
衛
門

ユ
ウ
フ
ツ

一、
金
式
百
五
拾
両
運
上
金

一、
金
五
両

弐
分
金

一、
金
三
百
二
十
三
両
二
分
仕
向
金

永
九
十
八
文
三分

一、
金
千
両
慶
応
元
丑
年、
増
運
上
金

と
あ
っ
て、
慶
応
四
年
(一
八
六
八
)
ま
で
七
カ
年
季
の
請
負
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば、
請
負
金
額
お
よ
び
弐
分
金
は
従
前
通
り
と

な
っ
て
い
る
が、
新
た
に
仕
向
金
(別
段
上
納
金
)
が
加
わ
り
、
さ
ら
に
元
治
元
年
(一八

六
四)
に
は
一二
五
両、
慶
応
元
年
(一
八

六
五
)
に
は、
金
一
、
〇
〇
〇
両
の
増
運
上
金
を
そ
れ
ぞ
れ
課
し
て
い
る
。
仕
向
金
(別
段
上
納
金)
と
は、
安
政二
年
よ
り
幕
府
が
蝦

夷
地
の
非
常
備
金
と
し
て
徴
収
し
た
も
の
で
、
元
来、
場
所
交
易
の
際
に
上
乗
役
の
費
用
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
が、
そ
の
後
、
勤
番
藩

士
の
手
当
金
と
し
て
、
請
負
人
の
負
担
と
な
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
請
負
人
に
対
す
る
運
上
金
の
増
額
は、
物
価
騰
責
に
よ
る
の
も
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
漁
業
な
ど
の
利
潤
の
増
加
に
対
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四
編
幕
藩
時
代

エ
ト
ロ
フ

ク
ナ
シ
リ

根
室

厚
岸

ク
ス
リ

十
勝

幌
泉

浦
河

三
石

新
冠

沙
流

勇
払

白
老

エ
ト
モ

有
珠

虻
田

山
越
内

場
所

二、六三八
五三三

三、七六一
六三 四五四
二五三
二八〇
一、九九三
四0カ
四〇七
一三七
四五一 1

二
六

110 四0 一七〇
塩
ざ
け
る

一、六三七
四、一七〇
五、二一四
一、二六九
一六七 七0
九00
六一七
三八三
九〇九
七、〇六四
五二七 六八 九一
三二
一

二、二一九
し
め
粕
る

二、二一四
一、六八五
一、三一七 1

三

1 1 1

1

1

1 1

1

八 一 二五 1
ま
す
る
魚
油
日1

九六 三 七00
一六五

二
〇 九九 二四
100
九八二 二七 1 一 三三

1 1

二八九
四、三九三
四、八四五
一、四九二
八、八三
六、二三
二 ‒
‒

五0

二九八 1 1

一二七
二〇四
四五〇 六

こ
ん
ぶ
ね

こ
れ
に
よ
れ
ば、
サ
ケ
は
従
来
の
干
サ
ケ
加
工
から
塩
引
加
工
に
移

り
、東
部
産
は
江戸
へ
直
送
し
た
が、
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
は
四
五
一
石
で、

胆
振
・
日
高
の
各
場
所
を
は
る
か
に
上
ま
わ
っ
て
お
り、
ま
た
筋
子
も

「ユ
ウ
フ
ツ
五
拾
石
余
」と
あ
っ
て、東

蝦
夷
地
中
第
一
位
を
占
め
、大
阪

表
へ
売
捌
か
れ
て
い
た
。
ま
た
し
め
粕
は
七、
〇
六
四
石
、
魚
油
は
九

八
二
丁
で、
いづ
れ
も
東
地
の
首
位
の
生
産
高
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ

は
も
ち
ろ
ん
、
タ
ル
マ
イ
浜
を
中
心
と
し
た
イ
ワシ
漁
業
の
発
達
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
す
る
生
産
手
段
は、
ど
の
よ
う
な
規
模
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
当
代
に
お
け
る
そ
の
資
料
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
の

で
、
そ
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
明
治
の
初
年

こ
の
地
を
分
領
支
配
し
た
高
知
藩
が、
明
治
四
年
(一
八
七
一)
九
月

開
拓
使
へ
提
出
し
た
文
書
に
は、
イ
ワ
シ
漁
は
引
網
を
も
っ
て
行
わ
れ

会
所
元
に
四
カ
所、ニ
シ
タ
フ
に
二
カ
所、ラ

ホ
フ
に
一
カ
所、
ヘシ
へ

ツ
に
一
カ
所
の
計
八
カ
統
の
漁
場
を
設
け、
そ
れ
ぞ
れ
の
漁
場
に
筒
船

一
艘、持

符
船三
艘
、網
一
納
を
配
置
し
て
いる
。
網
は
明
治
五
年
(一

651

万
延
元
年
(一
八
六
〇
)
の
東
エ
ゾ
地
の
主
要
漁
獲
高

応
す
る
も
の
で、
当
時
の
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
の
生
産
が、
急
速
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る。
この
様子
を
万
延
元
年
(一
八
六

(
4
)

○)
の
『申
年
東
蝦
夷
地
出
産
物
』
に
よ
っ
て、
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
の
地
位
を
比
較
し
て
み
る
と
、
次
表
の
如く
で
あ
る
。

1



苫
小
牧
市
史
上
巻

メル
マイ

ユウ
ン
ク�の空

空

��.

a0
0

ユウフツの図 (安政年間・東蝦夷日誌)

(5)
八
七二
)
の
書
類
に
よ
る
と、
イ
ワシ
網
各
種
計
一五
八
枚、
イ
ワ

シ
袋
網二
二
枚
が
あ
り
、
一漁
場
あ
た
り二
〇
枚
余
と
な
って
お
り

イ
ワ
シ
ょ
粕
用
の
釜
は
計
五三
枚
あ
っ
て、
一漁
場
に六
～
一〇
枚

程
度
と
な
っ
て
い
る
。

つぎ
に
サ
ケ
漁
は
、「秋
味
引
網三
納
」
と
い
い、
会
所
元
(ユ
ウ

フツ
)、ニ
シ
タフ
、
ヘ
ツ
ヘ
ツ各
一カ
所
の
計三
カ
統
で、
引
網
に

よ
る
海
漁
を
行
い、
船
は
イ
ワシ
漁
の
も
の
を
兼
用
し
て
い
る
。
網

は
同
五
年
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
合
計
一〇
六
枚、
秋
味
袋
網
八
枚
、

其
他
七
枚
と
な
っ
て
い
る
。
この
ほ
か
に
イ
ヌ
ン
ナ
イ
(勇
払
川
)、

ト
マ
コ
マイ

(苫
小
牧
川
)、ニ
シ
タ
フ
(錦
多
峰
川
)
に
お
け
る
ウ

ラ
イ
漁
六
カ
統
が
あ
り、
千
歳
郡
で
も
会
所
元
(千
歳
川
)、イ

サ
リ

フ
ト
(漁
川
)
に、
合
せ
て
四
カ
統
の
ウ
ラ
イ
漁
の
漁
場
を
設
け
て

い
る
。

さ
ら
に
、
そ
の
他
の
施
設
と
し
て
は、
会
所
元
(勇
払)
に
は
第

一上
納
家
よ
り
第
六
新
納
家
と
称
す
る
板
蔵、
茅
蔵
が
設
備
さ
れ、

漁
期
が
終
る
と
船
、
網、
そ
の
他
の
漁
具
を
格
納
し
た
。
各
漁
場
に

も
茅
家
根
板
造
漁
番
屋
七
棟
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
生
産
設
備
は、
高
知
藩
支
配
後
に
新
規
に
設
け
ら
れ
た

652



第
四
編
幕
藩
時
代

ハ
ワク
ルし

一
層
口

D

安
徽
名

少
村への

あ
そ
め

マコマイの図(安政年間・東蝦夷日誌)

も
の
も
あ
る
が
、
場
所
請
負
制
の
廃
止
後
も
、
な
お
も
漁
場
持
と
な

っ
た
山
田
屋
の
権
限
は
保
持
さ
れ、
そ
の
生
産
し
く
み
も
従
来
通
り

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
以
上
の
資
料
に
よ
っ
て
幕
末
期
に

お
け
る
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
の
漁
場
生
産
に
つ
い
て
の、
お
お
よ
そ
の
規

模
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の

資
料
に
は
出
稼
和
人
に
よ
る
漁
場
の
生
産
設
備
は
含
ま
れ
て
い
な
い

か
ら
、
こ
れ
を
含
め
る
と
、
さ
ら
に
規
模
は
大
き
か
っ
た
も
の
と
み

ら
れ
る
。
な
お
明
治三
年
の
資
料
に
よ
れ
ば、
当
地
方
の
漁
場
を
次

(6)
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

タ
ル
マ
イ

鰯
漁
業、
出
稼
小
屋
有、
会
所
持
出
張
番
家
有。

ラ
ホ
フ

鰯
漁
業、
出
稼
小
屋
有
。

会
所
持
漁
小
屋
有、
鰯
漁
業
出
稼
有
。

会
所
持
出
張
番
家
有、
鰯
漁
業
出
稼
小
屋
有。

鰯
漁
業
出
稼
小
家
有
。

ユ
ウ
フ
ツ
会
所
並
蔵
土々
人
小
家
有。
漁
小
家
有
。

場
所
経
営
に
お
け
る
人
的
構
成
に
つ
い
て
は、
詳
し
い
資
料
は
な

い
が
、
従
来
と
は
大
し
た
違
い
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
安
政
四
年

(2)
(一
八
五
七
)
の
『入
北
記
』
に
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苫
小
牧
市
史
上
巻

山
田
屋
文
右
衛
門

金
兵
衛

ユ
ウ
フ
ツ
領
持
主

支
配
人

と
記
さ
れ
て
い
る
。
請
負
人
は、
ほ
と
ん
ど
現
地
に
居
住
す
る
こ
と
は
な
く
、
実
質
的
な
経
営
は
支
配
人
の
手
中
に
あ
っ
た
。
支
配
人
の

下
に
は
通
詞、
同
手
伝、
仮
通
詞、
帖
役、
小
頭、
番
人
、
雇
方、
稼
方
な
ど
が
配
属
さ
れ、
雇
方
以
下
は
労
働
者
で
あ
っ
た
。
漁
期
が

来
る
と
、
ア
イ
ヌ
は
コ
タン
の
酋
長
に
引
率
さ
れ
て
漁
場
に
集
め
ら
れ、
漁
期
の
終
る
ま
で
漁
場
労
働
者
と
し
て
働
か
さ
れ
た
の
で
あ
っ

た
。
そ
の
主
な
も
の
は
イ
ワシ
漁
で
あ
っ
た
。

当
時
の
ア
イ
ヌ
の
給
料
を
『入
北
記』
に
よ
っ
て
み
る
と

一、
男
上
土
人
三十
貫
文
よ
り
二
二
、
三
貫
文、
十
六
、
七
貫
文
迄
。

一、
男
中
土
人
十
一、
二
貫
文
よ
り
十
貫
文
ま
で
。

一、
男
小
土
人
六
、
七
貫
文
位
よ
り
四、
五
貫
文
位
ま
で
。

一、
女
上
土
人
十
二
、
三貫
文
よ
り
十
貫
文
位
ま
で
。

一、
女
中
土
人
七、
八
貫
文
位
よ
り
五
、
六
貫
文
位
ま
で

一、
女
小
土
人
三、
四
貫
文
位
あ
り
二
貫
五
百
文
位
ま
で
。

と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
給
料
を、
出
稼
和
人
と
比
較
し
て
み
る
と
、
た
と
え
ば
男
上
土
人
を
平
均二
五
貫
と
し
て、
当
時
の
銭
両
替
相
場
一

両
=
六
貫
五
〇
〇
文
で
換
算
す
れ
ば
、
三両
八
分
に
あ
た
る
。
そ
のこ
ろ
場
所
の
番
人
や
出
稼
和
人
は
、
七
、
八
両
を
下
ら
な
か
っ
た
と

い
う
か
ら
、
お
よ
そ
三
分
の
一
程
度
に
あ
た
り、
そ
れ
以
下
の
ア
イ
ヌの
給
料
の
如
き
は、
全
く
惨
め
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

漁
場
に
よ
る
生
産
物
の
ほ
か
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は、
や
は
り
ア
イ
ヌ
に
よ
る
川
漁
や
山
猟
に
よ
る
も
の
が
あ
る
。
な
か
で
も
狩
猟
に
よ

る
生
産
物
は、
当
代
に
至
っ
て
も
主
要
な
も
の
で、
特
に
こ
の
地
帯
は
鹿
が
越
冬
す
る
た
め
の
通
路
と
な
っ
て
い
た
た
め、
鹿
の
よ
い
猟

654



角

場
で
あ
っ
た
。
こ
と
に
箱
館
開
港
に
よ
っ
て
清
国
へ
の
輸
出
が
刺
激
と
な
っ
て、
鹿
皮、
鹿
角
の
需
要
が
高
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ま
す

(00)
ま
す
鹿
猟
な
ど
を
盛
ん
に
し
た
。
文
久三
年
(一
八
六
三
)
の
記
録
に
よ
れ
ば
、こ
の
地
方
の
生
産
高
は、つ

ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

皮

第
四編

幕
藩
時
代

四
十
五
文

二
十
八
文

二
百
文

五
十
文

四
十
文

百
文

土
人
ヨ
リ
産
物
買
入
値
段
調

(0)
を
『入
北
記
』
に
よ
っ
て
み
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

下
三百
文

中
四
百
文

一
枚
上
五
百
文

一束

一
連

二
十
八
文

二
文
五
分

一
貫
タ
二
十
八
文

(記
事
な
し)

二三
石
二
斗

この
ほ
か
に
熊
皮、
熊
胆、
獺
皮、
狐
皮
な
ど
の
御
軽
物
の
ほ
か、
椎
茸、
榀
皮、
榀
太
縄、
焚
桃
な
ど
が
あ
っ
た
。
こ
れら
は
会
所
で

消
費
さ
れ
る
も
の
の
ほ
か
は、
す
べ
て
本
州
市
場
に
移
出
さ
れ、
あ
る
い
は
外
国
に
輸
出
さ
れ
た
。
そ
の
際
の
ア
イ
ヌ
よ
り
の
買
入
価
格

ミ
ツ
イ
シ

ニ
イ
カ
ップ

サ
ル
フト

ユ
ウ
フ
ツ

シ
ラ
ラ
ヒ

一、
同
太
縄
一
把

一、
榀
皮
一
把

一、
椎
茸
百
粒

一、
ア
タ
ツ
同

一、
干
鮭
同

一、
木
葺

一、
生
榀
皮

一、
鹿
皮

一、
焚
彬

シ
ャ
マ
ニ

ウ
ラ
カ
ワ

四
五
石
三
斗
五
升

鹿

二
五
石
三
斗

九
石
六
斗
七
升

二
石
一
斗
八
升

五
石
九
斗
四
升

一
一石
五
升
五
合

一三石
二
斗
二
升

(記
事
な
し
)

一三
石
二
斗

八
石
二
斗
一
升

鹿

一石
六
斗
二
升
五
合

角

一三
石
二
斗
二
升
八
合

鹿
皮

三
三
石
五
升

五
五
石
四
斗
一
升

二
二
石
四
斗
二
二
升

かわ
うそ

ク
ス
リ

ト
カ
チ

ホ
ロイ
ツ
ミ

一〇
石
五
升

五
石
四
斗
七
升

二
九
石
二
斗

鹿

一、
生
鮭

一
束
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御
軽
物
買
入
値
段
調上

三
百
文

,下
二
百
文

中
二百
五
十
文

一、
鷲
尾

一
尻

三
文百
八
十
文

但
十
�
以
上
八目
形
一二

付
代二
十
文
增

一、
野
熊
胆

一ツ

中
六
百
文

下
三百

文

上
一貫二

、
三百
文
位
ヨ
リ

一
貫
五
、
六
百
文
位

中
一貫
百
文
位

一、
貉
皮

一、
�
皮

一
枚

一
枚

百
十
文

二
十
八
文

下
六
十
文

上
百
四
文

中
八
十
文

一、
狐
皮

一
枚

一
枚

上
百
文
位

中
四
百
文
位

下
三百
文
位

一、
獺
皮

下
五
百
文
位

中
七
百
文
位

一、
野
熊
皮

一枚
上
九
百
文
位

下
八
百
五
十
文
位
ヨ
リ
五
百
文

一、
ホ
ロ

一、
穴
熊
胆
一
タ

一
本

上
八
百
文

一、
穴
熊
皮
一枚

こ
れ
に
よ
れ
ば、
鹿
の
皮
は
松
前
藩
復
領
時
代、
サ
ル
、
ユ
ウ
フ
ツ
は
三
〇
〇
文
よ
り
一
五
〇
文
で
あ
っ
た
も
の
が
五
〇
〇
文
よ
り
三〇

○
文
と
な
っ
て
、
二〇
〇
文
よ
り
一
五
〇
文
の
値
上
が
り
と
な
り
、
熊
の
皮
、
狐
皮、
獺
皮
な
ど
の
御
軽
物
も、
全
般
的
に
高
値
と
な
っ

て
いる
。
し
か
し
椎
茸
、
カバ
皮
、
柏
木
皮、
シ
ナ
皮
等
は
余
り
変
動
が
な
く
、
生
サ
ケ
は
一
本
一五
文
か
ら
大
幅
に
下
落
し
て
五
文
と

な
っ
た。
こ
れ
は
当
時
代
に
入
っ
て
か
ら
は、
漁
場
に
お
け
る
引
網
の
使
用
に
よ
る
大
量
の
水
揚
げ
が
な
さ
れ、
し
か
も
川
に
溯
上
す
る

サ
ケ
は
質
が
悪
く
て、
大
幅
の
安
値
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か。
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つ
ぎ
に
ア
イ
ヌ
が
会
所
を
通
じ
て
求
め
る
交
易
品
の
価
格
を
、
玉
虫
左
太
夫
の
『入
北
記
』
に
よ
っ
て
み
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

一、
裂
織

一、
間
切

一、
同

一、
田
代

一、
永
代
張
�
一
本

一、
中
形
染
五
尺

一、
掲
布

一、
地
廻
莨

一、
同
諸
味

一、
濁
酒

一、
清
酒

一、
麹

一、
玄
米

一
枚

一
枚 一升 一升 一升 一升

六
百
文

二
十
八
文

二
百
文

二
百
八
十
文

百
文

二
百
文

二
百
文

九
十
文

二
百
文

百
文

二
百
文

九
十
文

五
十
六
文

一、
鍬

一、
鎌

一、
酒
桶

一、
手
拭

一、
古
手

一、
下
帯

一、
小
針

一、
革
針

一、
繰
糸

一、
カ
モ
々
々

一、
提
子

一、
椀

一、
鍋

一丁 一
枚

一
組

一
対 一
枚

一
筋 一本 一本 一
操

ー
ツ

一
ツ

一
升
焚

六
百
文

百
文

一
貫
四
百
文

二
百
四
十
文

二
貫
五
百
文
ヨ
リ
二
貫
文
マ
デ

二
百
文

四
文

八
文

四
文

二
ツ入
一
組
五
百
文

二
百
文

三
十三
文

三
百
三
十三
文
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こ
れ
も
前
時
代
の
価
格と
比
較
す
れ
ば
、
米
は
一
升
六
〇
文
から
五
六
文
と
な
り
、
麹
は
一
升
一
〇
〇
文
よ
り
九
〇
文
に
な
っ
て、
そ
れ

第
四
編
幕
藩
時
代

土
人
共
へ
諸
品
売
渡
値
段
調

但
当
巳
ノ
年
ヨ
リ
売
渡
申
候。

中
一
枚

上
一
枚

五
尺

一
把

一
升
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ぞ
れ
若
干
の
安
価
に
な
っ
た
。
し
か
し
清
酒
一
升
を
得
る
に
は
生
サ
ケ二
束
(四
〇
本
)、濁
酒
一
升
な
ら
ば
一
束
(二
〇
本)を

要
す
る
と

いう
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
鎌
一
丁
は
生
サ
ケ
一
束
、
鍬
一
丁
な
ら
生
サ
ケ
六
束
と
い
う
割
合
と
な
り
、
一
般
に
鉄
製
品
や
衣
類
は
高
価
な

も
の
で
あ
っ
た
。

以
上
の
ほ
か、
当
時
代
に
特
記
す
べ
き
産
物
と
し
て
は、
藍
玉
の
生
産
が
あ
っ
た
。
幕
府
が
蝦
夷
地
を
再
直
轄
し
ての
ち
、
箱
館
奉
行

は
各
場
所
に
対
し、
和
夷
を
問
わ
ず
開
拓
の
趣
意
を
諭
し
、
農
事
を
奨
励
し
た
。
す
な
わ
ち
安
政
四
年
(一
八
五
七)、
布
告
を
出
し
て
豆

類
、
か
ら
む
し
、
藍
、
麻
、
紫
根
な
ど
の
栽
培
を
勧
め、
同
年
六
月、
奉
行
堀
利
熙
の
蝦
夷
地
巡
回
で
は

「漁
業
の
暇
有
’之
節
は、
追
農々
業
筋
心
得
候
様
致
せ。
依
て
鍬
壱
挺
つ、
為
」取
遣
す
」。

と
、
鎌
の
現
物
を
給
与
し

「右
の
通、
役
土
人
へ
申
渡
置
候
間、
得
其
意
」、
漁
業
差
障
不
相
成
」
様
繰
合
遣
し
、
雑
穀
作
方
等
教
導
致
す
べ
し
。
尤
小
前
土
人
共
に
も
追
耕々
作

筋
手
馴
候
様
仕
向
遣
せ」。

と
申
渡
し
、
ア
イ
ヌ
に
対
し
て
も
耕
作
の
方
法
を
教
導
す
る
よ
う
命
じ
て
い
る
。

元
来
ア
イ
ヌ
は
漁
狩
猟
に
よ
る
獲
物
を
常
食
と
し
、
こ
れ
に
粟、
稗
およ
び
野
生
の山
菜
類
を
副
と
し
て
い
た
ほ
か、
和
人
と
の
接
触

に
よ
っ
て
米
を
こ
れ
に
加
え
、
さ
ら
に
野
菜
の
栽
培
も
行
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
ろ
の
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
で
は
、
す
で
に
八
王
子
千
人
同
心
に

(10)
よ
る
農
耕
屯
田
の
影
響
も
あ
っ
て、
鵡
川
河
口
に
は
、「土

地
肥
沃、
土
人
好
て
畑
作
を
な
す
」。と

記
さ
れ
、
ま
た
『入
北
記
』
に
は

「ウ
エ
ン
ナ
イ
、
炭
焼
家
ア
リ
、
且
土
人
家
アリ
。
山
間
至
テ
閑
静
ナ
リ
。
地
味
も
焼
砂
多
ケ
レ
ド
、
此
辺
第
一
ノ
所
ニ
テ、
土
人
ノ
作
リ
シ
由
ニ
テ
畠
地

ア
リ
。
一見
セシ
ニ
、
イ
ン
ゲ
ン
、
木
爪
ノ
類
ハ
可
ナ
リ
ニ
宣
シ
ク、
試
ミ
ノ
タ
メ
トシ
テ
植シ
ニ
穂
ラ
胚
シ
タ
ル
ノ
ミ
ニ
テ
、
霜
ニ
逢
フ
タ
ル
由
ニ
テ
疾

ニ
刈
り
置
キ
タリ
。
併
シ
大
豆
、
小
豆
ハ
屹
ト
熱
ス
ル
由
、
是
又
喜
ブ
ベ
キ
事
ナ
リ
」。
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と
あ
っ
て、
地
味
の
よ
い
鵡
川
や
ウ
エ
ン
ナ
イ
(植
苗
)
に
お
け
る
畑
作
の
状
況
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
四
年
(一
八
五
七
)の
『罕

有
日
記
』
に
よ
れ
ば

「マ
コ
マ
イ、

一里
杭、
小
川
板
橋
(中
略)、拾

四
、
五
町
行
き
左
り
浜
辺
に
漁
小
家
軒
を
並べ
た
り
。
茅
屋
な
れと
も
大
に
し
て
夷
民
も
多
し
、
中
に
土

人
の
出
稼
小
屋
あ
り
(中
略)、殆

と
内
地
浜
辺
の
村
落
の
如
し
。
近
辺
に
野
菜
を
作
り
た
り
」。

と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
『入
北
記
』
に

「此
辺
郊
原
渺
漠
数
十
里
モ
アル
ベ
シ
。
唯
惜
ム
ラ
ク
ハ
焼
砂
多
ニシ
テ
開
墾
ス
ル
ニ
ハ
容
易
ナ
ラ
ズ
」。

と
嘆
く
よ
う
に
、
農
耕
に
適
し
な
い
の
が
実
状
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
前
述
の
如
き
箱
館
奉
行
に
よ
る
農
事
の
奨
励
も
あ
っ
て
か
安
政
五
年
(一
八
五
八)、ユ

ウ
フ
ツ
場
所
詰
合
の
鈴
木
庄
助
等
在

勤
の
吏
員
た
ち
に
よ
っ
て
藍
が
栽
培
さ
れ、
藍
玉
七
五
個
(二
二
貫
五
百
タ)
を
収
穫
し
、
箱
館
産
物
会
所
か
ら
江
戸
、
大
阪
に
送
っ
た
。

こ
れ
よ
り
前、
箱
館
奉
行
は、
安
政
四
年
(一
八
五
七
)、
松
川
弁
之
助
に
命
じ
て
箱
館
蔵
地
に
藍
を
栽
培
さ
せ
、
翌
五
年
に
は
種
二
斗

七
升
を
播
い
て、
藍
玉
五
八
四
個
(七
五
貫二
〇
〇
タ)
を
生
産
し
た
。
この
結
果
か
ら
同
五
年、
箱
館
奉
行
は
次
の
よ
う
な
布
令
を
出

し
て
い
る
。

「藍
作
の
儀
蝦
夷
地
に
て
は
別
て
弁
利
有
益
の
作
物
に
付、
新
開
場
又
は
古
畑
の
内
へ
も
蒔
付、
精
出々
方
相
進
候
様
可
」致、

尤
製
造
見
込
の
者
は
玉
藍
に

仕
立
、
箱
館
産
物
所
迄
可、
相
廻
」、
若
製
造
方
不
都
合
向
は
、
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
藍
作
御
手
作
場
え
葉
藍
に
て
差
出
候
は、
、
其
筋
に
見
合
相
場
を
以
買
上
候

事
。右
の
通り
東
西
地
場
所
々々
え
可
」被||相

触」候。
注

午
(安
政
五
年
)
十
月

(1)

こ
れ
に
よ
れ
ば、
当
時
ュ
ウ
フ
ツ
場
所
に
は
箱
館
奉
行
直
轄
の
「藍
御
手
作
場
」
が
あ
っ
た
わ
け
で、
藍
玉
製
造
の不
可
能
の
向
き
は、

葉
藍
の
ま
ま
同
所
に
差
出
せ
ば
、
相
場
を
も
っ
て
買
上
げ
る
こ
と
を
各
場
所
へ
布
告
し
た
の
で
あ
っ
た
。
当
時
の
藍
玉
等
の
相
場
を
『福

第
四
編
幕
藩
時
代
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島
屋
文
書
』
に
よ
っ
て
見
れ
ば、
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

(12)藍
〇
午
(安
政
五
年
)
十
一
月、
中
島
辰三
郎
よ
り
御
買
上
相
成
候
値
段

・注

一
、
葉
藍
一
目
二
付
銭
三
百
文

注
○
御
蔵
地
ニ
テ
出
来
分
未
(安
政
六
年
)
四
月
、
染
師
万
右
衛
江
御
払
値
段

一、
藍
玉
金
壱
両
二
付
十
三
〆
目
替

○
八
月
御
評
議
済

ユ
ウ
フ
ツ、
モ
ロ
ラ
ン
出
来
分
御
買
上
代

一、
葉
藍
金
壱
両
二
付
九
〆
五
百
目
替

○
未
九
月
中
江
戸
相
場

一、
葉
藍
下
物
弐
本
ニ
テ
壱
駄
ニ
付
但
壱
本
ニ
付
目
方
十
八
メ
目
な
ら
し

代
金
六
両
よ
り
七
両
位
迄

但
右
同
断

一、
同
中
物

代
金
八
両
よ
り
拾
両
位
迄

但
右
同
断

一
代
金
拾
壱
両
よ
り
廿
両
位
迄

一、
同
上
も
の

こ
の
よ
う
に、
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
に
お
け
る
藍
作
は、
土
地
柄
に
反
し
て
成
功
を
収
め
た
が、
松
浦
武
四
郎
は
『東
蝦
夷
日
誌
』
に

「近
頃
詰
合
鈴
木
尚
助
藍
を
試
ら
れ
し
が、
至
極
土
地
に
よ
く
合
し
や
、
追
々
出
稼
の
者
も
漁
事
の
暇
等
作
り
初
し
か
ば
、
其
功
勲
を
愛
で
て

世
の
中
の
た
め
と
て
藍
を
植
初
し
心
の
色
の
浅
か
ら
ぬ
か
な
」
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と
記
し
、
ま
た
玉
虫
左
太
夫
も
『入
北
記
』
で

「当
年
下
役
鈴
木
正
助
ト
云
フ
者
取
り
始
メ
藍
ラ
植シ
が、殊

ノ
外
生
長
シ
テ
藍
ハ
安
房
ラ
第
一
ト
ス
。安
房
ノ
産
ニ
モ
劣
ラ
ザ
ル
由
、
尤
他
藩
ヨ
リ
師
範
タ

ル
者
来
リ
テ
、
世
話
イ
タシ
居
ル
ト
云
フ
。
且
役
土
人
等
粟、
稗、
大
豆
等
ラ
植
へ、
当
年
始
ニ
熟
成
イ
タシ
居
ル
ト
云
フ
。
此
度
俵
ニ
拵
へ
鎮
台
へ
献
上

シ
、
土
ハ
ヨ
リノ
献
上
此
度
始
テ
ノ
事
ニ
テ
奇
特
ノ
至
リ
ナ
リ
、
夫
御々
褒
美
等
下
サ
レ
ケ
ル
。
斯
ノ
次
第
能
ク
手
ラ
ス
レ
開
墾
セバ
、
可
ナ
リ
開
カ
ル
ベ

シ
。
唯
焼
砂
多
シ
ト
テ
捨
テ
ベ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
」。

と
記
し
、
ユ
ウ
フ
ツ
産
の
藍
玉
栽
培
の
功
を
大
い
に
た
た
え
て
い
る
。

(13)
そ
の
後、
藍
作
の
状
況
は
詳
ら
か
で
は
な
い
が、
文
久
二
年
(一
八
六
二
)、今
泉
宣
徳の

『蝦
夷
客
中
日
記
』
に
よ
れ
ば

「タ
ル
マ
イ
、
ラ
ホ
フ、
ニシ
タフ
、
此
辺
よ
り
西
北
真
向
ニ
タ
ル
マ
イ
岳
ト
云
高
山
あ
り
。
我
が
過
し
日
は
雲
深
に
て
一
向
見
へず
。
藍
畑
処
に々
あ
り
。

畑
物
は
五
所
芋、
藍
と云
」。

ゴ
シ
ョ
イ
モ

と
あ
る
か
ら
、
藍
作
は
勇
払
ば
か
り
で
な
く
、
次
第
に
場
所
各
地
に
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

注
(1)

日
本
古
典
全
集
刊
行
会
『多
気
志
樓
蝦
夷
日
誌
集
第三
』
昭
和三
年
七
月

(2)
奥
山
亮
『北
海
道
史
概
説
』
昭
和三
十
三
年
十
月

(3)
北
海
道
行
政
資
料
課
蔵
本

南
鉄
蔵
『北
海
道
綜
合
経
済
史
』

『勇
払、
千
歳
両
郡
引
継
書
類
』
北
海
道
行
政
資
料
課
蔵
本

北
海
道
大
学
北
方
資
料
室
蔵
本

(7)
『問
屋
要
記
』
鵡
川
町
史
に
よ
る
。

(0)
市
立
函
館
図
書
館
本
に
よ
る
。
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(10)
注
(1)に

同
じ

(1)(12)(13)
注
(9)に

同
じ

二
山
田
屋
の
事
蹟

ユ
ウ
フ
ツ
場
所
請
負
人
の
山
田
屋
に
つ
い
て
は、
第三
章
に
お
い
て
若
干
触
れ
た
と
お
り
で
あ
る
が、
山
田
屋
が
蝦
夷
地
に
お
け
る
漁

商
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
の
は
、
第
一
四
代
文
右
衛
有
智
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
、
そ
れ
以
前
に
つ
い
て
は
詳
ら
か
な
資
料
は、

(1)

現
在
の
と
こ
ろ
発
見
さ
れ
て
い
な
い。
す
な
わ
ち
第
一
六
代
文
右
衛
清
富
の
手
記
の
写
し
と
み
ら
れ
る
「山
田
家
系
譜
略
記
」に
よ
れ
ば

「按
ス
ル
ニ
山
田
氏
今
二
至
ル
已
二
十
六
世
ラ
経
、
其
先
ハ
能
登
神
代
村
二
住
ス
。
第
九
代
市
郎
右
衛
門
北
海
ニ
移
り、
福
山
城下
唐
津
内
町
二
住
ス。
初

メ
栖
原
家
ニ
仕
事
シ
タ
リ
シ
ガ
、
後
代
船
ト
漁
ラ
以
テ
業
ト
シ
、
祖
父
ノ
時
大
ニ
勃
興
シ
テ
家
ラ
成
セ
リ。
近
代
祝
融
ノ
為
メ
ニ
侵
サ
レ
家
乗
ラ
失
ヒ、
歴

世
ノ
事
蹟
⇒
審
カ
ニ
ス
ル
能
ハ
ス
」。

と
あ
っ
て、
第
九
代
市
良
右
衛
門
が
初
め
て
蝦
夷
地
に
移
住
し
た
。
し
か
し
そ
の
年
代
は
明
ら
か
で
は
な
い
が、
市
良
右
衛
門
は
寛
永
六

巳
年
(一
六二
九)
能
登
神
代
村
に
生
れ
、
元
禄
七
年
(一
六
九
四
)
十
一
月
に
没
し
て
い
る
か
ら
、
お
よ
そ
の
渡
島
年
代
を
う
か
が
う

こ
と
が
で
き
よ
う
。

一四
代
文
右
衛
門
有
智
は、
文
化
代
に
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
の
総
支
配
人
と
し
て、
場
所
経
営
に
力
を
注
ぎ
千
歳、
美
間々
の
荷
馬
車
道
を

開
削
す
る
な
ど
、
大
い
に
手
腕
を
発
揮
し
、
文
政
四
年
(一
八
二
一)、
請
負
制
復
活
と
同
時
に
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
の
請
負
人
と
な
る
ほ
か
、

翌
五
年
に
は
サ
ル
場
所
を
も
請
負
い、
こ
こ
に
請
負
商
人
と
し
て
の
基
礎
が
築
か
れ
た
。
『山
田
家
に
関
す
る
記
録
』
に

「実
丸
日、(中

略)
第
十
四
代
文
右
衛
門
大
ニ
振
フテ
家
ラ
興
シ
産
を
殖
ス
。
此
時
江戸
深
川
ニ
隠
宅
ラ
設
ク。
又
藩
主
ハ
苗
諱、
帯
刀
ラ
許シ
、
此
儀
世

襲
子
孫
二
及
フ
」。
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と
あ
る
よ
う
に
、
山
田
を
苗
字
と
し
て
帯
刀
ま
で
許
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
文
右
衛
門
の
名
は、
第
十
代
文
右
衛
門
以
来
、
代
通々
称
と
し

て
使
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
後、
有
智
の
長
子
喜
長
が
第
一
五
代
文
右
衛
門
と
し
て
家
督
を
継
ぎ
、
天
保三
年
(一
八三
二
)、さ
ら
に
ア
ツ
ケシ
場
所
を
も
請

負
っ
た
が、
喜
長
は
若
く
し
て
よ
り
江
戸
深
川
に
移
り
住
ん
で
い
て、
ほ
と
ん
ど
家
業
を
見
る
こ
と
な
く、
同
十三
年
(一
八
四二
)、四

四
才
を
も
っ
て
没
し
た
。

文
右
衛
門
喜
長
の
あ
と
山
田
屋
の
家
督
を
継
ぎ
、
第
一
六
代
文
右
衛
門
と
な
っ
た
の
が、
養
子
の
清
富
で
あ
る
。
こ
の
文
右
衛
門
清
富

に
つ
い
て
は
、

「実
丸
日
ク、
山
田
家
ノ
中
興
ト
シ
テ
ハ
第
十
四
代
有
智
ラ
以
テ
其
祖
ト
仰
カ
サ
ル
ラ
得
サ
レ
ト
モ
、
中
興
ト
シ
テ
ノ
実
効
ラ
奏
セシ
ハ
、
第
十
六
代
清
富

ナ
ラ
ン
カ
。
其
有
智
ノ
死
セシ
ハ
清
富
十
一
才
ノ
時
ニ
シ
テ
喜
長
ハ
江
戸
ニ
ア
リ
テ
家
業
弓
見
ス、
終
二
天
保
十三
年
、
四
十
四
才
ラ
リ
テ
畢
ル
。
故
ニ
清

富
長
シ
テ
将
二
絶
エ
ナ
ン
ト
ス
ル
家
業
ラ
再
興
セ
リ
ト
推
セ
ラ
ル
。」

と
記
さ
れ、
自
ら
請
負
場
所
を
見
回
わ
る
な
ど
、
経
営
に
力
を
入
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
文
右
衛
門
清
富
は
文
政
三
年
生
れ
で、
実
父

は
山
田
市
良
左
衛
門
良
寛
(一三

代
文
右
衛
門
の
二
男
保
寛
の
長
子
)
で
あ
る
。

文
右
衛
門
喜
長
の
没
後
、
一時、

山
田
家
の
親
族
山
田
寿
兵
衛
が
ユ
ウ
フ
ツ
場

所
等
の
請
負
人
と
な
っ
た
が、
第
一
六
代
文
右
衛
門
清
富
が
自
ら
場
所
経
営
に
本

格
的
に
乗
出
し
た
の
は
、
嘉
永
五
年
(一
八
五
二
)
の
更
新
期
を
迎
え
た
以
後
の

時
期
と
推
定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
文
右
衛
門
は
従
来
ど
お
り
ユ
ウ
フ
ツ
、
サ
ル

ア
ツ
ケ
シ
等
の
場
所
を
請
負
っ
た
ば
か
り
で
な
く、
西
蝦
夷
地
に
も
出
稼
ぎ
と
し

て
漁
場
の
経
営
を
す
る
な
ど
、
手
広
く
活
動
を
進
め
て
い
った
。
西
蝦
夷
地
へ
の
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(2)
進
出
の
時
期
に
つ
い
て
は
明ら
か
で
は
な
いが、

安
政三
年
(一
八
五
六
)
九
月
の
資
料
に
よ
れ
ば、
当
時
の
阿
部
屋
の
請
負
場
所
で
あ

っ
た
石
狩
場
所
の
う
ち
、
次
の
地
に
出
稼
ぎ
し
て
漁
場
を
経
営
し
て
い
る
。

シ
ュ
ツプ

(大
網
一
統)

ホ
リ
カ
モ
イ
(小
網
一
統
)

ワ
ッ
カ
ラ
イ
(同
)

上
ト
ウ
ヤ
ウ
シ
(網
一
統)

ハン
ナ
クル

(小
網
一統)

ヒ
ト
エ
(小
網三
統)

(3)
ま
た
明
治三
年
八
月
の
資
料
に
よ
れ
ば
、「石
狩
秋
味
サ
ケ
引
揚
ケ
処」
の
う
ち、
山
田
屋
文
右
衛
門
の
出
稼
漁
場
は
「シ
ュ
ツプ
、
ホ

リ
カ
ム
イ、
ワ
ツ
カ
オ
イ
、
モシ
ン
レ
ツフ
、
上
ハ
ン
ナ
ク
ル、
下
ト
ウ
ヤ
ウ
シ
、
ヒ
ト
エ
、
ホン
ヒ
ト
エ、
タン
ネ
ヤ
ウ
シ
」
な
ど
と

記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
安
政
以
降
引
き
続
き
、
ほ
、
同
一
の
漁
場
経
営
に
当
っ
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。

(4)
ま
た
安
政
五
年
(一
八
五
八)
に
至
っ
て
から
は、
北
蝦
夷
地
場
所
(樺
太)
にも
出
稼
ぎ
を
出
願
し
て
漁
場
経
営
を
し
た
が、
同
六

年
に
は
シ
ュシ
ュ
ウ
ナ
イ
(後
の
栄
浜
)を
根
拠
地
と
し
て、
サ
ツ
サ
ツ
よ
り
シ
ル
ト
ロ
川
ま
で
を
分
担
区
域
と
し
て
経
営
に
当
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
幕
府
再
直
轄
期
に
お
け
る
山
田
屋
は、
場
所
請
負
は
も
と
よ
り
さ
ら
に
漁
場
経
営
者
と
し
て
新
漁
場
の
開
発
に
努
力
し
た

が、
一方
漁
場
経
営
に
あ
た
っ
て
は、
新
し
い
漁
法
を
導
入
す
る
な
ど
の
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
『山
田
家
に
関
す
る

記
録
』
に
よ
れ
ば

「厚
田、
後
志
国
小
樽、
高
島
各
郡
へニ
シ
ン
漁
場
所
同
断
新
開、
且
ツ
従
前
用
年
来
候
指
網
ノ
外
、
右
漁
場
へ
建
網、
笊
ル
網
始
メ
テ
取
開
キ、
継
業
仕

来
リ
候
ニ
付、
其
已
来
隣
郡
忍
路
ョ
リ
以
南
同
国
寿
都
迄、
右
網ニ
品
追
広々
ク
取
開
ヶ
鰊
漁
業
方
盛
大
ニ
相
用
イ
罷
在
候。」

ざ
る

と
あ
っ
て、

ニ
シ
ン
漁
に
お
け
る
建
網
、
笊
網
使
用
の
先
駆
を
な
し
た
と
い
う
。

さ
ら
に
漁
業
技
術
の
面
で
顕
著
な
業
績
を
挙
げ
た
の
は
、
投
石
法
に
よ
る
昆
布
の
増
殖
事
業
で
あ
っ
た
。
元
来、
山
田
屋
の
請
負
場
所

の
サ
ル
、
ユ
ウ
フ
ツ
両
場
所
は、
ほ
と
ん
ど
昆
布
の
産
出
が
な
く
、
年
間
わ
ず
か
に
一
〇
石
未
満
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
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は
両
場
所
と
も
に
海
岸
線
は
全
般
的
に
砂
浜
で
、
昆
布
の
着
床
す
る
根
磯
が
少
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が、
安
政
六
年
よ
り
開

始
さ
れ
た
箱
館
港
の
貿
易
に
よ
っ
て、
昆
布
は
清
国
向
輸
出
品
の
中
で
主
要
な
海
産
物
と
し
て
取
引
き
さ
れ
る
に
及
び
、
価
格
は
大
い
に

高
値
を
呼
ぶ
に
至
り
、
漁
場
経
営
に
あ
た
る
場
所
請
負
人
の
事
業
欲
を
刺
激
す
る
原
因
と
な
っ
た
。
文
右
衛
門
に
よ
る
投
石
法
の
発
見
も

こ
の
よ
う
な
経
済
的
背
景
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

文
右
衛
門
に
よ
る
投
石
法
の
試
み
の
最
初
は
、『御
答
奉』
申
上
」候
書
付
』
に
よ
る
と
、
万
延
元
年
(一
八
六
〇
)、
沙
流
郡
の
海
辺
に
近

い
野
山
の
所
々
よ
り
岩
石
お
よ
そ
百
個
を
手
軽
に
切
割
し
、
そ
れ
に
棕
櫚
の
細
縄
を
掛
け、
深
浅
に
応
じ
て
浮
木
を
つ
け
て
数
カ
所
に
沈

め
、
六
カ
月
後
に
引
揚
げ
た
と
こ
ろ
、
潮
垢
が
付
着
し
て
昆
布
根
を
宿
し
て
いる
の
で
、
さら
に
そ
の
ま
ま
入
れ、

一二
カ
月
後
に
ふ
た

た
び
引
揚
げ
て
検
査
し
て
み
る
と、
正
に
昆
布
が
生
育
し
繁
茂
し
て
お
り
、
投
石
に
よ
る
増
殖
法
が
成
功
し
た
と
い
う
。
し
か
し
『山
田

(5)
文
右
衛
門
事
跡
調
』
によ
れ
ば、
文
久
二
年
(一
八
六
二
)
六
月
、
文
右
衛
門
は
沙
流
郡
字
ホ
ロ
ナ
イ
の
海
浜
で
、
た
ま
た
ま
陶
器
の
破

片
に
昆
布
が
八、
九
本
付
着
し
生
育
し
て
い
る
の
を
発
見
し
、
初
め
て
昆
布
は
天
然
の
石
の
み
で
な
く
、
人
力
に
よ
っ
て
投
石
し
た
岩
石

に
も
繁
殖
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

文
久三
年
(一
八
六
三
)、文

右
衛
門
は
新
造
し
た
石
積
船
五
艘
に、
石
工
一二
人
と
ア
イ
ヌ三
〇
余
名
を
使
っ
て、
西
は
ユ
ウ
フ
ツ
境

フ
イ
パ
ップ
崎
よ
り、
東
は
ニ
イ
カ
ップ
境
ま
で
の
海
岸
に、
地
点
を
選
定
し
て
二
万
七
、
〇
〇
〇
個
余
り
の
石
を
分
散
投入
し
た
。
翌

元
治
元
年
(一
八
六
四
)、こ
の
結
果
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
石
は
砂
泥
に
埋
没
し
て
は
い
る
が、
三
、
四
個
重
な
っ
て
露
出
し
て
い
る
も
の

に
は
、昆
布
が
着
床
し
生
育
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り、こ

の
年
から
船
を
六
艘
と
し、
慶
応二
年
(一
八
六
六
)に
至
る
ま
で、
毎
年
五
万

個
の
投
石
を
行
っ
た
。

同
慶
応
二
年、
文
右
衛
門
は
隠
退
し
て
、
漁
業
は
分
家
の
榊
富
右
衛
門
に、
昆
布
養
殖
の
投
石
事
業
は
子
の
文
治
に
担
当
さ
せ
た
が、

翌
慶
応三
年
(一
八
六
七)
と
明
治
元
年
(一
八
六
八)
に
も
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
七
万
個
の
投
石
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
努
力
が
功
を
奏
し
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慶
応
元
年
よ
り
昆
布
の
刈
取
り
が
始
めら
れ、
つぎ
の
よ
う
に
昆
布
の
生
産
が
増
加
し
た
。

二
百
石

三
百
八
十
石

こ
の
よ
う
に
投
石
法
に
よ
る
昆
布
の
養
殖
事
業
は
極
め
て
好
成
績
で、
文
右
衛
門
は
慶
応
元
年
(一
八
六
五
)、収

穫
し
た
昆
布
の
う
ち

五
駄
(一
把
五
〇
枚
の
も
の
四
把
で
一
駄
)
を
箱
館
奉
行
小
出
秀
実
に
献
納
し
た
が、
秀
実
は
非
常
に
こ
れ
を
喜
び、
さ
ら
に
幕
府
に
伝

献
し
た
。
翌
二
年
(一
八
六
六
)、箱
館
奉
行
は
東
西
蝦
夷
地
の
各
場
所
請
負
人
に
告
諭
を
発
し
、
文
右
衛
門
の
投
石
に
よ
る
増
殖
仕
法
に

な
ら
っ
て、
昆
布
の
増
産
に
努
め
る
こ
と
を
奨
励
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
東
西
蝦
夷
地
の
請
負
人
総
代
から
、
つ
ぎ
の
よ
う

な
請
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

差
上
申
御
請
証
文
之
事

一、
サ
ル
、
ユ
ウ
フ
ツ
請
負
人
山
田
文
右
衛
門
儀、
請
負
御
場
所
之
内、
魚
漁
差
障
無
」之
海
岸
江
昆
布
生
立
の
た
め
去
る
子
年
(元
治
元
年)
中、
誠
に
数

多
岩
石
沈
め
置
候
処、
岩
石
へ
若
昆
布
生
立、
既
に
当
年
は
別
段
出
荷
物
に
も
可
相
成
程
に
至
り
、
御
開
拓
之
御
趣
意
に
対
し
一
段
之
事
に
付、
望
の
も

の
有」之

候
は
ば、
御
場
所
の
内
旧
来
魚
漁
に
差
障
無
」之
海
岸
江
は、
右
仕
法
を
以
て
昆
布
磯
取
立、
出
稼
等
繰
入
方
世
話
可
」致
段、
山
田
文
右
衛門
江
被

1仰
付
候
間、
私
共
に
於
て
も
右
仕
法
承
合
、銘

昆々
布
磯
取
開、追

出々
稼
之
者
も
繰入
、
往
産々
物
出
増
候
様、
精
々
世
話
可
」
致
段、
被
;
御
渡」
承
知

奉
畏
候。
仍
て
請
証
文
差
上
申
処
如’
件。

慶
応二
寅
年三
月
十
日

五
百
六
十
石
・

七
百
石

注

東
蝦
夷
地
請
負
人
惣
代

権 権
一
郎
印

西
蝦
夷
地
請
負
人
惣
代

鍋
屋
吉
右
衛
門
會

こ
の
よ
う
な
箱
館
奉
行
か
ら
の
告
諭
の
効
果
も
あ
っ
て
、
文
右
衛
門
の
投
石
法
は
隣
接
の
シ
ラ
オ
イ
場
所
を
は
じ
め、
遠
く
ク
シ
ロ
、
ネ
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二
年
(一
八
六
六)



ム
ロ
場
所
に
至
る
ま
で
広
く
試
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
った
。
し
かし
、
こ
の
投
石
に
よ
る
昆
布
の
増
殖
事
業
は、
こ
の
あ
と
いく
ば
く
も

な
く
し
て
明
治
維
新
と
な
り
、
場
所
請
負
人
の
廃
止
に
よ
っ
て
強
力
な
経
営
を
断
た
れ
て
し
ま
い、
多
年
に
わ
た
る
莫
大
な
投
石
は
空
し

く
砂
中
に
埋
没
し
てし
ま
っ
た
。

明
治二
年
(一
八
六
九)
八
月、
蝦
夷
地
は
北
海
道
と
改
称
さ
れ、
場
所
請
負
制
度
に
対
す
る
批
判
は、
明
治
の
新
政
と
と
も
に
一段

と
は
げ
し
く
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
勢
に
至
っ
て、
つ
い
に
場
所
請
負
制
は
新
政
に
即
応
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
九
月二
十
八

日、
開
拓
使
示
達
を
も
っ
て
各
場
所
請
負
人
の
名
目
が
廃
止
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
北
海
道
の
漁
業
制
度
の
一
大
変
革
を
意
味
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。

当
時、
明
治二
年
に
開
拓
使
が
設
置
さ
れ
た
時
の
ユ
ウ
フ
ツ、
サ
ル
場
所
請
負
人
、
お
よ
び
運
上
金
は、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

勇
払
千
五
百
七
十
三
両
二
分

永
九
十
八
文
三分

沙
流
三
百
六
十
九
両
一
分

永
百
五
十
文

同 榊
富
右
衛
門

(白
山
友正

『松
前
蝦
夷
地
場
所
講
負
制
度
の
研
究
』)

榊
富
右
衛
門
は、
第
一
四
代
文
右
衛
門
有
智
の
実
弟
で、
山
田
仁
右
衛
門
の
嗣
子
と
な
っ
た
人
で
あ
り
、
一六
代
文
右
衛
門
の
娘
婿
に

あ
た
り
、
し
た
が
っ
て
山
田
屋
の
一
族
で
あ
る
。
一六
代
文
右
衛
門
清
富
は、
す
で
に
慶
応二
年
に
隠
退
し、
現
地
の
漁
場
経
営
は
榊
富

右
衛
門
に
委
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
場
所
請
負人
と
し
て
の
実
権
は、
ま
だ
文
右
衛
門
が
握
っ
て
い
た
ので
あ
っ
て、
名
目
的
に

榊
氏
を
表
面
に
出
し
た
も
と
の
み
ら
れ
る
。
ま
た
運
上
金
額、

一、
五
七
三
両
二
分
は
、
文
久
二
年
(一
八
六
二
)
よ
り
慶
応
元
年
(一

八
六
五
)
に
至
る
請
負
期
間
の
運
上
金二
五
〇
両、
仕
向
金三
二
三
両
二
分、
増
運
上
金
一、
〇
〇
〇
両
の
合
計
額
に
当
っ
て
い
る
か
ら

第
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五
金
山
的
拉
馬
為
的

に
ゃるとぬ

帝
王
食
物
人

周
�
以
上
的
房
租

a

不
仕

16代山田文右衛門自筆の文書 (目でみる苫小牧の百年)

前
期
と
同
様
の
金
額
を
も
っ
て
請
負
っ
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
山
田

屋
は、
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
の
ほ
か、
サ
ル、
ア
ツ
ケシ
両
場
所
と
も
ど

も
榊
氏
の
名
義
に
よ
っ
て
請
負
っ
て
い
る
。

さ
て
、
前
述
の
場
所
請
負
人
廃
止
令
は、
全
場
所
の
請
負
人
に
一

大
衝
撃
を
与
え
た
。
彼
等
は
す
で
に
次
年
度
の
米、
味
噌
そ
の
他
の

仕
入
れ
を
済
ま
し
、
か
つ
東
北
地
方
から
の
漁
夫
雇
入
れ
の
契
約
も

終
え
た
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
各
場
所
請
負
人
か
ら
、
請
負
の
名

目
は
廃
止
さ
せ
ら
れ
て
も、
業
務
は
従
前
通
り
続
け
さ
せ
ら
れ
た
い

旨
の
請
願
が
寄
せら
れ
た
。
かく
て
明
治二
年
十
月
二
十
九
日
に
布

達
が
あ
っ
て
、
請
負
人
は
「漁
場
持」
の
名
目
で、
暫
定
的
に
漁
場

経
営
が
認
め
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
開
拓
使
よ
り
請
負
人
に
申
達
し
た

も
の
に「諸
請
負
人
一
家
/
豪
富
⇒
企
候
時
節二
無
」之
、
即
今
ヨ
リ
浜
中
人
民
並
土

注
人
取
扱
ノ
義
ハ
勿
論、
総
テ
本
府
(開
拓
使
)
ノ
下
知
ラ
受
ケ、
漁
業
等
モ

じ
き

同
様
御
引
上
ケ
御
直
支
配
ニ
相
成
候
条
、
心
得
違
等
不
」
致、
御
時
節/
御
趣

意
弓
奉;
恐
察
」、
何
レ
モ
安
堵可
’
致…
」。

(白
山
友
正
・
『松
前
蝦
夷
地
場
所
請
負
制
度
の
研
究』)

と
あ
っ
て、
結
局
表
面
上
は
幕
府
直
轄
時
代
と
ほ
ぼ
同
様
の
形
と
な
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っ
た
も
の
と
い
え
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
過
渡
的
性
格
を
持
った
漁
場
持
も、
明
治
九
年
(一
八
七
六
)
九
月、
つ
い
に
廃
止
と
な
り
、
場
所
請
負
制
度

は
名
実
共
に
終
り
を
告
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
そ
の
発
生
を
一
八
世
紀
初
頭
に
求
め
る
と
す
れ
ば、
実
に
一
世
紀
半
以
上
に
わ

た
っ
て
蝦
夷
地
を
支
配
し
て
き
た
制
度
で
あ
っ
た
。

か
っ
て
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
請
負
人
と
し
て、
土
地、
人
民
を
支
配
し
、
こ
の
地
の
産
業
開
発
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
山
田
屋
文
右
衛
門

(清
富)
は
、
そ
の
後、
漁
場
持
や
勇
払、
千
歳
両
郡
の
駅
通
取
扱
な
ど
に
活
躍
し
た
が、
明
治
八
年
つ
い
に
こ
れ
ら
の
公
職
に
免
ぜら

れ
た
。
し
か
し
明
治
十
四
年
(一
八
八
一
)
九
月、
明
治
天
皇
が
北
海
道
に
行
幸
せら
れ
る
に
あ
た
り
、
従
前、
文
右
衛
門
が
行
っ
た
漁

場
の
新
設
や
投
石
に
よ
る
昆
布
の
増
殖
等
に
尽
し
た
功
労
を
た
た
え
て、
時
の
左
大
臣
熾
仁
親
王
よ
り
賞
状
が
下
賜
さ
れ
た
が、
惜
し
く

も
同
十
六
年
九
月
十
二
日、思

い
出
深
い
勇
払
村
に
お
い
て、六

三
才
の
生
涯
を
終
え
た
の
で
あ
る
。

(1)
『山
田
家
に
関
す
る
記
録
』
北
海
道
大
学
北
方
資
料
室
蔵
本
に
よ
る
。

(2)(3)
『石
狩
町
誌』
昭
年
四
十
七
年三
月

石
狩
町

(4)
白
山
友
正
『
松
前
蝦
夷
地
場
所
請
負
制
度
の
研
究
』
昭
和
四
十
六
年
四
月

(5)
市
立
函
館
図
書
館
本
に
よ
る
。
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第
四
節
幕
末
の
交
通

一
内
陸
路
の
拡
充

幕
府
が
蝦
夷
地
の
再
直
轄
に
あ
た
り、
警
備
と
殖
産
事
業
を
図
る
た
め
に
交
通
網
の
整
備、
わ
け
て
も
道
路
の
開
削
を
急
務
と
し
た
の

は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た。
東
蝦
夷
地
で
は、
す
で
に
前
直
轄
時
代、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
で
道
路
の
開
削
が
行
わ
れ
た
が、
そ
の
地
は
わ
ず

か
小
部
分
に
す
ぎ
ず
、
陸
上
交
通
は
未
だ
極
め
て
不
便
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
箱
館
奉
行
堀
利
熙
は、
安
政
二
年
(一
八
五
五
)
四
月、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
幕
府
に
意
見
書
を
提
出
し
た
。
そ
の
大
要
は
、

箱
館
か
ら
鷲
木、
長
万
部
を
経
て
有
珠
山
と
虻
田
の
中
間
を
過
ぎ、
勇
払
か
ら
千
歳
川、
石
狩
川
の
船
路
に
通
じ
て
天
塩
川
の
水
源
に
出

て、
北
海
岸
の
枝
幸
から
網
走
に
至
る
大
道
を
開
いて
本
街
道
と
し
、
こ
れ
に
東
西
の
海
岸
道
路
を
脇
街
道
と
し
て
所
々
に
支
道
を
開
い

て
本
街
道
と
連
絡
さ
せ
る
。
街
道
に
は
四
、
五
里
毎
に
宿
駅
を
設
け、
駅
馬
を
備
え
て
旅
行
の
便
に
充
て
る
の
が
理
想
で
あ
る
が
、
こ
れ

ら
は
一
時
に
開
削
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
か
ら
、
漸
次
口
蝦
夷
地
から
奥
蝦
夷
地
へ
及
ぼ
そ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
箱
館
奉
行
の

方
針
で
あ
っ
た
。
し
か
し
箱
館
奉
行
は
他
に
急
を
要
す
る
台
場
の
建
設
な
ど
の
事
業
も
多
く、
経
費
も
限ら
れ
て
い
た
の
で
、
各
場
所
の

請
負
人
を
諭
し
て
開
削
に
当
ら
し
め
た
。

こ
の
箱
館
奉
行
の
計
画
に
示
さ
れ
た
勇
払
か
ら
石
狩
へ
通
ず
る
交
通
路
は、
す
で
に
第二
章
第
五
節
に
述
べ
た
と
お
り
、
こ
れ
を
「勇

払
越
」
あ
る
い
は
「し
こ
つ
越
」
と
称
し
、
蝦
夷
地
に
お
け
る
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
た
。
し
か
し
、
イ
サ
リ
フ
ト
、
千
歳
間、
お
よ

び
千
歳、
美
間々
の
陸
路
は、
文
化
年
間
に
改
修
さ
れ、
馬
を
通
じ
て
き
た
が、
水
路
の
往
来
は
労
を
費
し
、
か
つ冬
季
間
は
河
水
が
結
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と
ぜっ

氷
し
て
交
通
杜
絶
の
状
態
と
な
り
、
は
な
は
だ
不
便
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
情
を
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
請
負
人
山
田
文
右
衛
門
は
、
つ
ぎ
の
よ
う

に
記
し
て
い
る
。

乍」恐以」書
奉
」申上
」候

今
般
東
蝦
夷
地
御
請
取
御
役
様々
方
追
御々
発
足
被」為

候
に
付、
ユ
ウ
フ
ッ
川
上
よ
り
イ
シ
カ
リ
川
筋
通
御
通
行
差
支
無
」之
御
尋
越
に
付、
乍
’恐
右
に

御
答
奉:」申

上
」
候。
ユ
ウ
フ
ツ
御
場
所
会
所
元
よ
り
千
年
川、
そ
れ
よ
り
石
狩
運
上
屋
迄
の
間
通
路
の
儀、
先
般
奉
申上
」候
通
十
月
下
旬
よ
り
翌
年三
月

下
旬
ま
で
は
、ウ
ツ
ナ
イ
沼
よ
り
イ
シ
カ
リ
大
川
筋
通
迄
一
円
結
氷、通

船
相
成
不
」
申
候
。
乍
’然
酷
寒
の
至
結
氷
に
相
成
候
節
は、正

月
下
旬
迄
の
間
川
の

氷
渡
り
通
路
相
成
り
候
へ
ば
、
二
月
中
旬
よ
り
川
の
氷
の
緩
に
何
分
通
路
難;
相
成」、

三月
よ
り
四
月
中
迄
雪
消
期
に
相
成
候
へ
ば
、雪
汁
満
水
に
相
成
千

年
川
よ
り
石
狩
運
上
屋
ま
で
の
間
通
船
相
成
不
」
申
候。
尤
も
其
年
の
季
節
遅
速
に
も
よ
り
五
月
に
至
り
候
へ
ど
も
全
水
落
水
に
相
成、
御
通
行
御
継
立
通

船
聊
、
差
支
無
候
。

依
て
右
の
段
乍
」恐
以
書
付」
御
答
申上
候
。
以
上
。

辰
二
月

(注
安
政三
年).

こ
の
よ
う
な
状
態
な
の
で、
箱
館
奉
行
は
西
蝦
夷
地
から
東
蝦
夷
地
に
通
ず
る
陸
路
開
削
を
企
て、
安
政
四
年
(一
八
五
七
)、西

蝦
夷

代
ユ
ウ
フ
ツ
請
負
人
山
田
屋
文
右
衛
門

寿
兵
衛

地
の
銭
箱
から
発
寒
、
札
幌
、
豊
平
を
経
て
千
歳
に
至
る
道
路
開
削
の
儀
を
幕
府
に
提
出
し
て
決
裁
を
得、
同
年
夏、
松
浦
武
四
郎
を
し

て
石
狩
諸
定
役
出
役
飯
田
豊
之
助
と
と
も
に
こ
の
通
路
を
踏
査
さ
せ
、
つ
い
で
関
係
の
場
所
請
負
人
に
、
こ
の
開
削
を
諭
達
し
た
。
か
く

て
同
年
、
オ
タ
ル
ナ
イ
場
所
請
負
人
の
恵
比
須
屋
半
兵
衛
は、
ま
ず
銭
箱
か
ら
星
置
に
至
る
長
さ
約三
〇
町
間
の
道
路
開
削
に
着
手
し
、

ホシ
ボ
ッケ

星
置
以
東
島
松
ま
で
は
イ
シ
カ
リ
場
所
請
負
人
の
阿
部
屋
伝
次
郎、
島
松
以
南
千
歳
ま
で
は
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
請
負
人
の
山
田
文
右
衛
門
が

そ
れ
ぞ
れ
分
担
し
て
着
手
し
、
同
年
こ
れ
を
竣
工
し
た
。
道
幅
は二
間
を
標
準
と
し
た
大
工
事
で
あ
っ
た
。
こ
の
工
事
に
つ
い
て
武
四
郎

は
『西
蝦
夷
日
誌
』
に、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

第
四
編
幕
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メウ
フ
ッ
分
析
返

東
だ

イ
シ
カ
リ
え
の皮
が

イ
シ
ャリ
昨
天
林
店
开

虎
油
本
好

ワイ
シ
カ
リ

トマ
マ
タ
エ

天
堂
不因

サ
ッ
ポ
ロ
フ
ト

ハッシ
ャフ
ァト

九如盆骨L下个正无把里�
ヒトイヨのツイシアリ進んみ里根

ーツイシャリョッシュママワフト止を

大 川
��トツウ

1 チ
ャリ

ヒ
ー
ウ
ス
」

イチャクアトロリカマカ返ん☆ます
ファト近九六里礼!

トゥ
ハク V

大

:注
「銭
箱
(番
や、
蔵
)々
是
和
人
名
な
り
(中
略)
扱
去
る
巳
年
(安
政
四
年)
に
此
処
よ
り

ユ
ウ
ブ
ツ
越
新
道
を
切、
髪
に
止
宿
所
を
立、
纔
時
に
て
其
功
成
し
も
実
に
感
に
余
有
也
」。

ま
た
、
玉
虫
左
太
夫
は
安
政
四
年
(一
八
五
七)、
こ
の
新
道
を
通
り

「是
ヨ
リ
大
小
の
坂
許
多
ア
リ
テ
歩
行
宣
シ
カ
ラ
ズ
、
尤
新
道ノ
事
ユ
へ
道
路
末
ダ
堅
マラ
ズ、

折
泥々
濘
ニ
苦
メ
ラ
ル
、
処
ア
リ
」。

と
し
て、
歩
行
は
困
難
で
あ
る
こと
を
『入
北
記
』
に
記
し
て
い
る
。
し
か
し、
こ

の
陸
路
は
東
西
蝦
夷
地
を
結
ぶ、
初
め
て
の
開
削
道
路
で
あ
っ
た
わ
け
で、
こ
れ
を

「勇
払
越
新
道
」、
「千
歳
越
新
道」
あ
る
い
は
「札
幌
越」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
こ

の
新
道
の
ル
ー
ト
を
『入
北
記
』
に
よ
っ
て
み
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い

る
。テ
イ
子
ニ
タ
ツ

ウ
エ
ン
シ
リ

デ
カ
ノ
チ

ト
フ
シ
ル
ラ
マ
ナ
イ

同

サ
ン
タ
ラ
ベ
ツ

一
銭
箱

新
道
順々

水
源
滝
ア
リ
。
石
河
ニ
シ
テ
水
末
ラ
タ
ル
ナ
イ
川
アリ
。
此
渓
間
在
住

ノ
在
宅
有
。

小
河
急
流
ナ
リ
。

小
河
ア
リ
。

高
山
ア
リ
。
但
ラ
ル
マニ
樹
稀
ニ
アリ
。
椴
松
多
シ
。

小
河
。
ウ
エンシ

リ
ヨ
リ
落
ル
。
此
辺
一円
湿
地、
鶴
多
シ
。
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K

ミチーセカワョーと、進程道立屋

Ad川
九

�
�
�

小小酥
酥

of

ヒ・アトヨタユウアッとんな黒ず

ア
レ

西地イシカリヨリ東地ユウフツ越川通略図 (天保10年7月)〔高倉新一郎氏蔵〕

ラ
タ
シ
マ
ナ
イ

マ
クン
ベ
ツ

ウ
シ
ウ
スベ
ツ

小
河
ア
リ
。

曠
原
柏
木
多
シ
。
在
住
在
宅
ア
リ
。

発
作
部
古
河
ナ
リ
。
一里
程、
大
石
流
木
ニ
テ、
半
里
程
埋
河、
河
傍

フシ
コ
ベ
ツ

ニ
在
住
在
宅
ア
リ
。
地
味
宣
シ
。

大
河
急
流。
傍
ニ
休
所
並
ニ
畑
コ
レ
アリ
。

小
河
ア
リ
。

何
レ
モ
コ
ト
ニ
山
ョ
リ
落
ル
河
ナ
リ
。此
辺
鹿、熊

多
シ
。平
原
空
木
多
シ
。

大
河
急
流
滝ノ
如
シ
。河
巾
数
十
丁
。石
河
原
ニシ
テ
水
源
凡
十
日
路
余

其
処
未
詳。
ツイ
シ
カ
リ
ノ
水
源
ナ
リ
。
同
処
ト
エ
ヒ
ラ
ヨリ
上
ミ
南

ニ
方
ニ
当
リ
テ
、ウ
エン
シ
リ
ト
云
フ
高
山
ア
リ
。作
発
路
山
ヨ
リ
凡
三
、

四
里
程
先
キ
山
麓、巾
三
、四
里
余、石

河
原
ニ
シ
テ
水
行
ノ
跡
一
円
コ
レ

ア
リ
。

シ
ヤ
ク
ウ
シ
コ
ト
ニ

作
発
路
河

シ
ン
ノ
シ
ケ
コ
ト
ニ

ホ
ン
コ
ト
ニ

コ
ト
ニ

ヨ
ウ
コ
シ
ヘ
ツ

ケ
ニ
ウ
シ
ヘ
ツ

チ
フ
ー
ラ
ン

発
作
部

ポ
ン
ハ
ツ
サ
フ

ツ
ラ
イ
ウ
ツ

大
滝
ア
リ
、
巾
凡
四
五
間、
滝
坪
岩
石
ニ
シ
テ
鱒
多シ
。

急
流
。

急
流
。
此
辺
柳
多シ
。
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此
辺
柏
大
木
多
シ
、
茅
原
ニ
シ
テ
鹿
多
シ
。

急
流、
傍
ニ
土
人
住
居
ア
リ
。

茅
原
柏
木
多
シ
。

此
辺
砂
地
ニ
シ
テ
樹
木
多
シ
。

通
行
家
アリ
。
地
味
至
テ
宣
シ
ク、
此
辺
山
中
柏
栗
厚
朴
多
シ
。

ツ
キ
シ
ヤ
ー
ブ
ト
云
フ
渓
河
ア
リ
。
此
辺
桜
草
多シ
。

此
辺
柏
木、
椛
多
シ
。

前
同
断、
谷
河、
湿
地
ナ
リ
。

前
同
断
。

樹
木
多
。
四
五
十
間
ノ
坂
ア
リ
。
渓
河
急
流、
水
末
都
石
狩
へ
落
ル
。
坂
上
景
色
宣、
坂
下
十
四
五
丁
一円
湿
地、
桜
多シ
。

小
河
ア
リ
。
湿
地ニ
シテ
渓上
樹
木
多シ
。

急
流、
前
同
断
。
山上
景
色
宣
、
紅
葉
宣
シ
。

此
辺
山
上
、
ハ
ー
ツ
辺
栗
多
シ
。
ユ
ウ
フ
ツ
境
ナ
リ
。

千
歳

シ
ユ
ツ
山
ヨ
リ
出
ル
古
シ
コ
ツ
河
ナ
リ
。急
流。石

狩
川
ノ
水
源
ナ
リ
。
鮭
、サ
ル
カ
ニ
多
シ
。傍
ニ
会
所
ア
リ
。
土
人
家
多
シ
。

つぎ
に
勇
払
か
ら
千
歳
に
至
る
交
通
路
は、
従
来
ま
で
勇
払
・
美
間々
は
舟
に
よ
っ
て
さ
か
の
ぼ
り
、
山
道二
里
に
し
て
千
歳
に
至
る

と
い
う
の
で
あ
っ
た
が、

こ
の
時
期
に
な
っ
て、
初
め
て
陸
路
に
よ
る
ル
ー
ト
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
文
献
に
現
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
松

浦
武
四
郎
の
『竹
四
郎
廻
浦
日
記
』(安
政
四
年)
に
よ
れ
ば

注
「扱、

当
所
此
川
す
じ
(勇
払
川)
を
上
り
て
チ
ト
セ
に
出
る
に
は
船
路、
陸
路
両
道
有。
先
其
会
所
元
よ
り
陸
を
し
る
さ
ば、
西
手
よ
り
直
に
野
道
に
か

り̂、
し
ば
し
行
て
字
ラ
タ
ケ
シ
と
い
へ
る
所
に
て
川
越、
東
岸
へ
廻
り
、
字
イ
リ
モ
ラ
ツ
ナ
イ
並
て
炭
ヤ
キ
ナ
イ
、
ウ
エン
ナ
イ
、
ヒ
ホ
エ
カ
リ
と
云
に

て
ま
た
渡
舟
渡、
川
南
へ
廻
り
て
ビ
、え
出
る
な
り
。
是
よ
り
山
道
凡
弐
里
に
し
て
チ
ト
セ
会
所
え
出
る
。
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フーウハ

シ
マ
ノ
ー ヘンケアノー

十
四个月こ

う
つ ト
ラ

イリモ
シアイノー

『シラフリカの図

アラ

マ
ッ

レ
エッ

松
川

ユウフツ川筋の図 (安政4年・廻浦日記)〔北大北方資料室〕

扱
、
又
会
所
元
よ
り
船
に
て
川
す
し
を
溯
り
行
候
時
は、
会
所の
東
よ
り
直
に
船
に
乗
り
て

字
フ
シ
コ
ア
ヒ
ラ
、
エ
ヌイ
ナ
エ
ン
ナ
イ
、
ト
マ
ン
ノ
シ
ケ
クシ
ヘ
ツ、
ア
ヒ
ラ
ビ
ト
此
川
相

応
の
枝
川
也。
ラ
タ
ケ
シ
、
ユ
ウ
ル
、
キ
ム
ン
ケ
ト
ウ
、少
々
の
沼
有。
ウ
ツ
ナ
イ
此
所
に
一
里

四
方
位
の
沼
あ
り
。
越
て
ビ
、
ブ
ト
爰
に
昼
休
所
有
。
番
屋
一
棟、土

人
小
屋
も
有
也
。此
所
よ

り
ヒ
、
え
入
て会
所
チ
ト
セえ
ま
た
行
也
。
扱
本
川
す
し
を
上
る
に
は、
並
て
バ
ン
ケ
ナ
イ
、

ベ
ン
ケ
ナ
イ
、
イ
リ
モ
ツ
ナ
イ
、
炭
ヤ
キ、
ウ
エ
ン
ナ
イ
、ラ
ハ
ニ
ウ
コ
ツ
此
処
昔
よ
り
土
人
五

軒
有
」之
候、当

時二
軒
に
成
(め
の子
ウ
ハシ
テ
リ
家
内
五
人
ア
イ
ヌ
ラ
ン
ト
家
内
六
人
)
並

て
ヒ
ホ
エ
カリ
、
此
川
東
よ
り
来
る
也。ま

た
本
川
を
溯
る
に
ヒ
ホ
ニ
ウ、
バ
ン
ケ
ヒ
、、
ベ
ン

ケ
ビ
、
昔
し
は
此
所
に
も
弐
軒
有
し
由、
当
時
壱
軒
(モン

ト
ク
家
内
六
人
)、此
所
よ
り
陸

路
、
ル
ラ
サ
ニ
、
ル
イ
カ
ン
ウ
シ
コ
ツ、
ラ
ホ
コ
ツ、キ

サ
ラ
コ
ツ、ヌ

フ
ノ
シ
ケ
マ
、
ツ
等
と
云

平
地、
樹
木
立
原
を
越
て…
」。

と
記
し
、「勇

払
越
」の
ルー
ト
は、水

路
の
ほ
か
に
陸
路
が
開
け
、
勇
払
川
か
ら
美
々

ま
で
は、
ほ、
川
に
沿
っ
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。
こ
の
通
路
は
いつ
ご
ろ
よ
り
使

わ
れ
て
い
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
ア
イ
ヌ
の
踏
み
分
け
路
と
し
て

古
く
か
ら
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
天
明
年
間
の
記
録
と
み
ら
れ
る『松

前
東
西
小
名
控』
に
よ
れ
ば

是
よ
り
石
か
り
迄
弐
拾
五
里
程
、
夷
往
来
ノ
道
ア
リ
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
踏
み
分
け
路
が
や
が
て
和
人
に
よ
っ
て
も
利
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
陸
路
の
千
歳
・
勇
払
間
の
様
子
を
福
山
藩
士
関
藤
藤
陰
(石
川
和
助
)の

『観
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国
録
』(安
政
四
年)
に
よ
っ
て
な
が
め
て
み
る
と

「会
所
(千
歳
会
所)
ヨリ
左
リ
疎
林
間
ラ
行
ク、
路
左
リ
則
チ
夷
落
也
。
是
ヨ
リ
南
差
東
ニ
面
シ
行、
少シ
行
キ
草
原
ナ
リ
。
一細
流
⇒
過
キ
十
余
丁
ニ

注

シ
テ
低
岡
柏
樹
林
ラ
穿
ツ
。
里
塚
「
サ
キ
ラ
ラ
マ
コ
ツ」
ラ
過
キ
、
又
半
里
斗
リ
ニ
テ
小
澗
ラ
渡
ル。
七、
八
丁
ニ
テ
又
小
澗
�
ラ
架
セ
リ、
夫
ヨ
リ
暫
ク

行
キ
岡
ラ下
リ
幽
沢
ニ
入
ル。
物
揚
小
屋
及
ヒ
夷
村
ア
リ
、
是
ラ
「ビ

」
ト
云
フ
。
巾
七、
八
間ノ
川
、
西
ヨ
リ
来
リ
折
レテ
南
流
ス、
是
ラ
「ユ
ー
ブ

ツ
」
上
游
ト
ナ
ス
(聞
ク
「イ
サ
リ
ブ
ト
」、千
歳
等
ニ
テ
入
用
ノ
諸
品
「ユ
ー
ブ
ツ
」
ヨ
リ
此
所
迄
船
ニ
テ
漕
致
ス
ル
由
、
又
「イ
サ
リ
ブ
ト
」
其
外
ノ
番

屋
ニ
テ
ノ
猟
魚
モ
此
ヨ
リ
船
ニ
テ
ュ
ー
ブ
ツ
会
所
ニ
下
ス
由)
此
川
ラ
渡
ル
。此

沢
ハ
広
委
十
余
丁
ニ
テ
岡
巒
是
ラ
擁
セ
リ
、
林
樹
幽
陰
ナ
リ
。
是
弓
過

キ
一
阪
二
登
ル
(石
刈
ヨ
リ
以
東
初
テ
岡
巒
ラ
得
タリ
)
夫
ヨリ
岡
腹
⇒
廻
ル、
左
リ
ハ
深
渓
ニ
テ
「ユ
ー
ブ
ツ
」
上
流
此
中
ラ
貫
ケ
リ
。
二
丁
許
ニ
テ
「ビ

、
」
ノ
塚
木
有。
岡
上
は
皆
密
林
蓊
鬱
タ
リ
。
夫
ヨ
リ
登
降
両三
次
ニ
テ
忽
チ
豁
然
タ
ル
平
沢
ニ
出
ツ
。
此
所
ニ
テ
ス
ユ
ーブ
ツ川
ラ
踰
へ
其
左
側
二
従
フ。

川
巾
十
余
間
ト
ナ
ル
。七
、八
丁
ニ
テ
漸
ク
遠
サ
カ
リ
一
平
岡
密
林
十
四
、五
丁
ニ
テ
大
沢
ニ
下
ル
。「ウ
エン
ナ
イ
」ノ
塚
木
有
。

ス
。

清
流
⇒
過
キ
番
屋
ニ
テ
小
憩
ス。
左
岡
崖
ニ
炭
焼
場
ア
リ
。
此
所
モ
又
夷
村
也。
之
ラ
過
キ
又
林
中
ラ
「ビ
、
ブ
ト
」
ノ
里
標
⇒
経、
五
、
六
丁
ニ
テ
渺
々

タ
ル
沢
中
出
ツ。
沼
ア
リ
「ウ
ツ
ナ
イ
」
ト
云
フ
。
見
積
り
周
囲三
里
斗
、総
テ
葦
口
多
ク、
午
前
来
リ
シ
「ラ
サ
ツ
沼
」
二
酷
肖
セ
リ。
然
シ
テ
稍
大
ナ
ル

方
也。
沼
側
ハ
野
地
ニ
テ
林
巒
遠
ク
之
ラ
環

此
ノ
「ウ
ツナ
イ
沼
」
ラ
右
側
ニ
看
テ
行
ク
コ
ト三
十
町
許
ニ
シ
テ
堆
木
ア
リ。
所
名
ウ
ツ
ナ
イ
ト
題
セ
リ
。
沼
上
ニ
茅
舎二
、
三
アリ
。
又
沼
ラ
隔
テ
向

フ
岸
ニ
モ
同
ク
茅
舎
一、
二
見
ュ、
何
レ
ノ
モ
人
烟
ラ
見
サ
レ
ハ
漁
時
ナ
ト
ニ
用
ユ
ル
者
ナ
ラ
ン
。
郷
導
ノ
番
人
ニ
質
ニ
分
明
ナ
ラ
ス
。

「ウツ
ナ
イ
」
ノ
堠
木
ラ
過
了
ス
ル
辺
ヨ
リ
沼
ニ
遠
カ
リ
(沼
モ
此
辺
ニ
テ
大
低尽
ル
ナ
リ
)林口間

ニ
入
ル。
既
ニ
テ
林
木
ノ
疎
間
ナ
ル
辺
ニ
至
リ
一

水
ラ
渡
ル
。
稍
長
キ
板
橋
ラ
架
ス。
此
水
即
チ
ウ
ツ
ナ
イ
沼
ヨ
リ
流
落
ル
者
ニシ
テ
「ユ
ウ
フ
ッレ
ニ
下
ル
川
ナ
リ
。
嚮
ニ
所
謂
「ユ
ウ
フ
ッ」ノ

上
游
「ビ
ド
」

ヨ
リ
シ
テ
下
リ
「ウ
ツ
ナイ
」
沼
ニ
入
り
、
沼
ノ
水
下
リ
テ
此
川
ト
ナ
ル
。「ビ
ぶ
」
ヨ
リ「ユ

ウ
フ
ツ
」会
所
元
ニ
達
ス
ル
舟
路
一
川
ラ
経
過
ス
ル
内
ニ
、
中
央

ニテ
沼
ラ
経
ル
形
勢
ナ
リ
。
既
ニ
前
二
云
フ
長
橋
ラ
渡
ル
。
以
後
ハ
川
ラ
左
ニ
シ
、
或
ハ
近
ツ
キ
或
遠
カリ
遂ニ
川
流
ニ
傍
ハ
スシ
テ
林
間
ラ
経
過シ

「ト
マム
ノ
シ
ケ
ク
ス
ヘ
ツ」
ト
云
堠
木
ラ
歴
テ、
又
浩
渺
タ
ル
四
望
豁
然
ノ
草
原
ニ
出
ツ。
折
シ
モ
日
暮
ニ
テ
陰
天
遂
ニ
暗
黒
ノ
景
ト
為
リ
、「ト

マ
ム
ノ
シ
ケ

ク
ス
ヘ
ツ」
ヨ
リ
一
里
ニ
シ
テ
「
ユ
ウ
フ
ツ
」
会
所
元
ニ
着
ス
。
今
日
経
過
途
上
、
右
ニ
ハ「タ

ル
マ
イ
岳
」「シ
コ
ツ
ノ
ホ
リ
」(即

チ
千
歳
山
ナ
リ
)「イ

ニ
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苫
小
牧
市
史
上
巻

ワ」
ナ
ト
ノ
諸
山
ラ
見、
左
ニ
ハ
「ユ
ウ
ハ
リ
岳
」
等
ラ
見
得
ル
筈
ナ
ル
ニ
、
陰
翳
両
景
ニ
テ
四
望
濛々
酵
塞
セ
ル
ハ
遺
憾ノ
至
ナ
リ
」。

と
記
し
て
い
る。
す
な
わ
ち
、
当
時
の
ル
ー
ト
は
千
歳
よ
り
二
里
の
山
道
を
経
て
美
々
に
至
り、
パ
ン
ケ
ビ
ビ
よ
り
美
川々
左
岸
の
丘
陵

を
川
に
沿
っ
て下
り
、
ウ
エン
ナ
イ
に
至
る
。
こ
こ
よ
り
さ
ら
に
ウ
ト
ナ
イ
の
沼
の
東
岸
を
回
っ
て
ウ
ツ
ナ
イ
を
経
て
、
オ
タ
ケ
シ
に
て

勇
払
川
の
西
岸
に
渡
る
。
川
に
従
っ
て
下
リ
、
ト
マ
ム
ノシ
ケ
クシ
ベ
ツ
を
経
て
ユ
ウ
フ
ツ
会
所
元
に
至
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
道

中
に
は
一
里
杭
を
設
け
た
ほ
か
、
休
所
な
ど
の
施
設
を
つ
く
り
、
ま
た
勇
払
と
千
歳
に
は
駅
馬
を
置
い
て
、通
行
の
便
を
図
る
な
ど
、
次
第

に
交
通
路
は
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
陸
路
は、
そ
の
規
模
から
み
て
前
述
の「札

幌
越」の

道
路
に
は
及
ば
な
い
が、
東
西
蝦
夷
地
の

連
絡
路
と
し
て
重
要
な
ル
ー
ト
で
あ
っ
た
。
し
か
し
車
馬
を
使
え
る
ほ
ど
の
整
備
は
な
さ
れ
ず
、
物
資
の
運
搬
は
も
っ
ぱ
ら
水
路
に
頼
っ

て
い
た
ら
し
い。
な
おこ
の
ルー
ト
の
詳
細
に
つ
いて
は、
現
在
の
と
こ
ろ
未
だ
不
明
な
点
が
あ
る
が、
当
時
の
文
献
に
記
載
さ
れ
た
行

程
を
対
照
し
て
み
れ
ば
、
次
表
の
如
く
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
この
時
代
に
な
っ
て
から
、「勇
払
越」
の
美
の々
舟
着
場
が、
下
流
の
「ペ
ン
ケ
ビ
ビ
」
に
移
動
し
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

こ
れ
を
松
浦
武
四
郎
の
『西
蝦
夷
日
誌
』
に
よ
っ
て
み
る
と

「廿
日。
出
立
。
従
」是
は
文
化
度
山
田
屋
文
右
衛
門
な
る
者
切
開
き
し
と
云
街
道
な
れ
ば
道
幅
も
広
く、
秋
過
る
頃
は
イ
ザリ
、
ム
イ
ザ
リ
の
鮭
を
牛
馬
車

の三
品
に
て
ビ
、
に下
る
道
な
り
。
ビ
、
よ
り
ユ
ウ
ブ
ツ
迄
ま
た
小
舟
に
て下
げ、
船
に
積
是
則
江
戸
に
て云
黒
毛
と
云
鮭
な
り
。
し
ば
し
にて
マ
、
ツ(川

幅
五、六

間、橋
あ
り
)此
辺
皆
焼
砂
な
り
。
此
川
シ
コ
ツ
川
へ
落
る
。
ル
ウ
サン
(坂
有)、キ

サラ
コツ
(一
里
塚)山

の
鼻
な
る
故
号
く
、
サ
ラ
は
耳
の
事
。

ラ
ホ
コ
ツ
(低
処)深

き
所
ゆ
へ号
く
。
ル
イ
カ
ウシ
コ
ツ
(低
処)低

き
地
ゆ
へ、橋

を
か
けて
通
る
故
号
く
。
追
分
(右
ビ
が、
左
ヒ
ポ
エ
カリ
)
標
を
立
た

り
。
右
に
下
れ
ば
ビ
ベ
ン
コ
(ま
た
ベ
ン
ケビ
、
と
も
云
)
名
義
冷
水
の
上
に
湧
出
る
儀。
此
処
に
四
尋
も
深
き
水
の
壺
あ
り
(番
や
あ
り
、
チ
ト
セ
荷
物

此
処
よ
り
小
舟
に
積
な
り)。

傍
崖
にて
風
景
よ
ろ
し
。
丙
午
(弘
化三
年)
の
秋
は
余
是
よ
り
船
に
て下
る
(此
路
路
五
リ)(中

略)
注

左
リ
(本
道)
ヒ
ポ
エ
カリ

(小
休
所、
塩
く
ら
、
炭
く
ら
あ
り
)、
近
年
は
此
処
よ
り
舟
積
す
。
傍
に
丸
木
舟
を
五
、
六
隻
も
繋
ぎ
た
り
。
名
義二
股
の
義。

ビ
、
の
方
と
水
源の
処
と
此
処
にて
分
る
故
号
し
也」。
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文 献 名 ルートの地名および里数

ビ← ↓ ↓

ビ
ビ
フ
ト

カ
ラ
ナ
イ

イ
リ
モ
ツ
ナ
イ

ウ
エ
ン
ナ
イ

セ
タ
ニ
ウ
シ
ベ
ツ

ヒ
ポ
エ
カ
リ

↓

ラ
ホ
コ
ツ

キ
サ
ラ
コ
ツ

ル
ウ
サン

マ
、
ツ

千
歳

西蝦夷日誌

(安政5年)

ユ
ウ
フ
ツ

↓ ↓ ↓

ウ
ツ
ナ
イ

ビ
ビ
ブ
ト

↓

ウ
エ
ン
ナ
イ

← ←

ヒ

キ
サ
ラ
デ
マ
コ
ツ

里
+候

高知藩文書

(明治3年)

ユ
ウ
フ
ツ

↑

ト
マ
ム
ノシ
ケ
クシ
ベ
ツ
一里
杭

ラ
タ
ケシ

ウ
ツ
ナ
イ

ト
キ
サ
ラ
ラ
マ

ビ
ビ
フ
ト

ウ
エ
ン
ナ
イ

ハ
ン
ケ
ビ
ド

ビ
ビ

ル
エ
カ
ン
コ
ツ

キ
サ
ラ
デ
マ
コ
ツ

千
歳

勇
拂

→ →

ウ
ツ
ナ
イ

ヒ
ヒ
フ
ト

↑

ウ
エ
ン
ナ
イ

↑ ↑

千
歳

北海紀 行
(明治7年)

二
里

三里 四
里

七
里

千
歳

観 国 録
(安政.4年)

ト
マ
ム
ノ
シ
ケ
ク
シ
ベ
ツ
里
埃

里
埃

里
堠

里

共候

里
堠

↑

一里
杭

一
里
杭

↑ ↑
一
里
杭

一里
杭

一里
杭

ビ
イ
ビ
イ

ト
マ
ム
ノ
シ
ケ
クシ
ベ
ツ
一里

イ
ヌ
イ
ナ
エ
ン
ル
ン

ト
マ
ム
ノ
シ
ケ
ク
シ
ベ
ツ

ラ
タ
ケシ

パ
ン
ケ
イ
リ
モ
ラ
ツ

ル
イ
カ
ウ
シ
コ
ツ

ヒ 千

ユ
ウ
フ
ツ
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小
牧
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史
上
巻

と
あ
っ
て、
弘
化三
年
(一
八
四
六)
に
は、「ビ

ず
」
よ
り
川
舟
に
乗
船
し
た
も
の
が、
こ
の
年
は下
流
の
位
置
に
あ
る
「ヒ
ポ
エ
カ
リ
」

よ
り
舟
積
み
す
る
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
安
政
四
年
(一
八
五
六
)
の
『入
北
記
』
の
記
事
に
も

「辰
後
発
シ
テ
一
里
半
程
来
リ
テ
ル
イ
カシ
コ
ツニ
テ
小
憩
ス
。
又
行
ク
事
十
丁
半
ニ
シ
テ
追
分
ケ
アリ
。
右
ハ
ビ
、道
、
左
ハ
ユ
ウ
フ
ツ
道
ナ
リ
。
併
シ

近
年
ヒ
、
川
上
浅
瀬ニ
ナリ
、
舟
通
行
ナリ
カ
タシ
。
之
ニ
依
テバ
ン
ケヒ
、
ト
云
フ
処
ヨ
リ
舟
直
行
ス。
此バ
ン
ケ
ヒ
、
ハ追
分
ヨ
リ
一
里
斗
リ
ナリ
。

今
日
モ
是
ヨリ
乗
船
ノ
積
リ
ナ
リ
」。

と
あ
っ
て、
美
の々
川
上
は
近
年
浅
く
な
っ
て
舟
行
不
能
と
な
っ
た
た
め、
パ
ン
ケ
ビ
ビ
よ
り
乗
船
し
た
こ
と
が
知
れ
る
。
パ
ン
ケ
ビ
ビ

は
美
川々
の
本
流
を
指
し
た
ア
イ
ヌ
地
名
で、
こ
の下
流
は
蛇
行
し
て
支
流
の
ペ
ン
ケ
ビ
ビ
川
と
合
流
す
る
が、
こ
の
合
流
地
点
を
ヒ
ポ

エ
カ
リ
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
ここ
で
言
う
ペ
ン
ケビ
ビ
は
ヒポ
エ
カ
リ
と
同
一
地
点
を
指
す
も
の
で、
現
在
の
御
前
水
で
あ
る
。
か

く
て
安
政
の
こ
ろ
よ
り、
美
々
の
船
着
場
は
上
流
の
ビ
ビ
(パ
ン
ケビ
ビ
)
よ
り
パ
ン
ケ
ビ
ビ
に
移
動
し
、
小
休
所、
塩
蔵、
炭
蔵
な
ど

が
建
ち
な
ら
び
、
川
岸
に
は
丸
木
舟
が
つ
な
が
れ、
人
々
の
往
来
や
サ
ケ
の
船
積
み
で
に
ぎ
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
勇
払
よ
り
石
狩
ま
で
は
陸
路
を
も
っ
て
通
行
で
き
る
と
い
っ
た
具
合
に
な
っ
た
が、
な
お
も
水
路
は
重
要
な
ル
ー
ト
と

注
し
て
利
用
さ
れ
た
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
安
政
四
年
の
『罕
有
日
記
』
に

「当
所
(勇
払)
よ
り
西
岸
石
狩
ま
で三
拾
里
あ
り、
ビ
、
越
と
も
チ
ト
セ
越
と
も
云
よ
し
な
り
。
止
宿
所
は
チ
ト
セ
会
所、
エ
サ
リ
番
屋
(此
辺
ま
で
ユ

ウフ
ツ
也)、ツ

イ
シ
カ
リ
番
屋
な
り
。
ユ
ウ
フ
ツ川
ヒ
、
迄
五
里、
通
船
能
よ
し
、
陸
地
も
よ
し
と
い
ふ
」。

と
あ
る
よ
う
に、
い
ず
れ
の
交
通
路
も
当
代
の
内
陸
路
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
し
て
お
り、
こ
れ
を
「ビ
ビ
越
」
と
か
「チ
ト
セ
越
」

と
称
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る。
こ
れ
は
文
化
二
年
(一
八
〇
五
年
に、「シ

コ
ツ川
」
が
「チ
ト
セ
川
」
と
改
称
さ
れ
た
こと
に
よ
っ
て

「シ
コ
ツ
越
」
を
「チ
ト
セ
越
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

680



二
沿
岸
路
と
旅
日
記

安
政三
年
(一
八
六
五
)、
阿
部
喜
任
の
「蝦
夷
行
程
記
』
に
よ
る
と
、
当
時
の
沿
岸
路
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

運
上
屋
壱
軒、
人
家
八
十
軒
余、
漁
小
屋
十
軒
許、
馬
は
七、
八
疋
も
あ
り、
船
は
沖
懸
り
に
て荷
役す
。
産
物
鮭、
鰯、
雑
魚、
昆
布、
鹿

皮
、
鮭
は
七
百
石
目
を
出
す
と
い
ふ
。
シ
ラ
ラ
イ
岳
に
は
熊、
鹿
多
く
、
材
は
モ
ミ
、
ツ
ガ
、
カ
ツ
ラ
其
外
雑
木
多
し
。

ラ
モ
ツ
ナ
イ

小
川
、
漁
小
屋
あ
り。

川
有、
人
家
、
漁
小
屋
あ
り
。

鰯
漁
の
小
屋
有
。

ベ
ツ
ブ
ツ

タ
ル
マイ

ラ
ホ
ウ

川
有
。
漁
小
屋
あ
り
。

此
辺
鰯
漁
多
く
。
皆
箱
館
へ
出
す
。
此
上
に
垂
参
岳
と
いう
高
山
あ
り
。
慈
覚
大
師
の
開
基
と
いふ
。

コ
イ
ト
イ

昼
休
所
あ
り
。

小
休
所
あ
り
。
皆
平
地
砂
道
也。

運
上
屋
壱
軒、人

家二
百
四
十
軒。漁

小
屋
四
十
軒
余。船

は
沖
懸
り
に
て
荷
役
す。産

物
は
海
温、春

漁、雑
魚
多
し
。
鮭
は二
千
七、
八
百

あ
か
ね

目
を
出
す
。
鱒
多
し
。
馬
は
八
十
余
あ
り
て
運
送
に
便
な
り
。
山
中
に
鷲
あ
り
。
紫
根
多
し
。
こ
れ
よ
り
窪
山
を
こ
え
美
々
よ
り
石
狩
へ

シ
コ
ツ

ゆ
く
道
あ
り
。此
シ
コ
ツと
いう
地
名
唱
へ
あ
し
と
て、文

化三
年
山
田
某
申
し
立
、鶴
の
多
く
居
る
所
な
り
と
て
千
歳
と
改
ら
る
。

ユ
ウ
フ
ッ
川
橋
あ
り
。

小
沼
有
。
橋
あ
り
。

川
有
。
は、
卅
間、
船
渡
し
。
小
休
所、
人
家
あ
り、
此
水
源
人
家
多
し
。
義
経
の
古
跡
も
此
所
に
あ
り。
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苫
小
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上
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ム
カ
ワ
大
川
な
り
。
は、
六
十
間
余、
船
渡
し
、
昼
休
所、
人
家
あ
り。
此
所
よ
り
右
の
方
浜
通
り
な
り。
左
本
道
平
山
道
な
り
。

フ
ィ
ハ
フ
サ
ル
と
ユ
ウ
ブ
ツ
の
境
な
り
。
小
休
所
有
。

こ
の
よ
う
に
海
岸
沿
い
の
道
は、
平
坦
で
砂
浜
道
が
多
く
、
通
行
に
は
困
難
な
道
で
は
な
か
っ
た
。
昼
休
所
は
コ
イ
ト
イ
、
ム
カ
ワ
に

へ
い
た
ん

小
休
所
が
コ
イ
ト
イ、
アツ
マ
に
設
け
ら
れ、
ユ
ウ
フ
ツ
に
は
前
時
代
同
様
に
通
行
屋
(旅
籠
所)
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
『観
国
録
』
に

「堠
木
は
「
サ
ツ
タ
フ
」「マ
コ
マ
イ
」、
「ト
マ
コ
マ
イ
」「コ
エ
ト
エ
」「ニ
シ
タ
フ
」「オ
ホ
フ
」「タ

ル
マ
イ
」「シ
ヤ
タ
イ
」「ラ
モ
ツ
ナ
イ
」
ニシ
テ
、
川
数
個

ア
レ
ド
モ
皆
橋
⇒
架
ス。
独
り
「シ
ヤ
タ
イ
」
ノ
川
ノ
ミ
橋
ナシ
。
然
レ
ド
モ
騎
渡
シ
得
ル
也
」。

と
あ
る
よ
う
に
、「勇

払
越
」
の
ル
ー
ト
同
様
に
一
里
杭
が
設
け
ら
れ
て、
川
に
は
橋
が
架
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。

駅
通
の
方
法
は
、
従
来
と
変
り
な
く
場
所
請
負
人
に
よ
っ
て
取
扱
わ
れ
た
。
安
政
以
降
は
幕
府
お
よ
び
諸
藩
の
士
が
巡
視
ま
た
は
警
備

のた
め
往
来
す
る
の
が
増
加
し
、
ま
た
移
住
者
の
進
出
も
増
加
し
た
の
で、
駅
通
の
取
扱
い
は
は
げ
し
く
な
っ
た
。
特
に
ユ
ウ
フ
ツ
は
交

通
の
要
衝
に
あ
っ
た
の
で、
各
種
の
設
備
も
一
段
と
整
え
ら
れ
て
い
た
。

通
行
屋
の
宿
料
は、
蝦
夷
地
に
お
い
て
は
前
時
代
よ
り
幕
吏
は
そ
の
持
場
内三
賄
銭
五
六
文、
持
場
外
は三
賄
七
五
文
と
し
、
諸
藩
警

備
の
士
は三
賄
一
五
〇
文
で、
す
べ
て
一
汁
一
菜
と
定
めら
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
が、
こ
の
宿
料
は
実
費
で
賄
な
う
こ
と
が
で
き
ず、

し
か
も
安
政
五
年
(一
八
五
八
)、山

越
内、
長
万
部
、
室
蘭
、
幌
別
が
村
方
並
み
と
な
る
な
ど
、
各
地
の
宿
料
が
ま
ち
ま
ち
に
な
っ
た
た

め
、
箱
館
奉
行
は
万
延
元
年
(一
八
六
〇
)、諸

藩
の
給
地
を
通
行
す
る
幕
吏
な
ら
び
に
在
住、
お
よ
び
幕
府
直
轄
地
を
通
行
す
る
諸
藩
の

士
卒
は、
一泊
上
二
〇
〇
文、
中
一
五
〇
文、
下
一二
〇
文
と
し、
昼
食
は
そ
れ
ぞ
れ
半
額
と
改
め
た
。
た
だ
し
箱
館
奉
行
の
吏
員
が、

そ
の
直
轄
地
内
で
支
払
う
宿
料
は
従
来
通
り
と
し
て
い
る
。

駅
馬
は
前
直
轄
時
代
か
ら
の
官
馬
を
場
所
請
負
人
に
託
し
て
、
こ
れ
を
飼
育
し
て
い
た
も
の
で
、
この
ころ
勇
払
に
は
八
〇
余
頭
あ
っ

(1)

た
と
い
い、
ま
た
『観
国
録
』
に
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「ユ
ウ
フ
ツ
、
馬
五
十
匹
、
牛三
十
匹
ラ
畜
フ
ト
云
、
馬
ハ
七
十
匹
モ
八
十
匹
モ
居
ル
ナ
レ
ド
モ、
冬
中ノ
飼
方
モ
行
届
カ
ズ
、
己
ム
事
ラ
得
ス
山
野
二
棄

置
テ、
会
所
元
二
畜
フ
者
五
十
匹
卜云
」。

と
記
さ
れ
る
ほ
ど
で、
か
な
り
の
駅
馬
を
保
有
し
て
い
た
。
駅
馬
は
継
立
て
用
と
し
て
交
通
の
便
に
供
さ
れ、
牛
は
産
物
の
輸
送
、
主
と

し
て
千
歳
川
や
イ
サ
リ
川
の
サ
ケ
を
美
々
へ
運
搬
す
る
た
め
の
牛
馬
車
に
利
用
さ
れ
た
。

人
馬
賃
銭
は、
安
政
五
年
(一
八
五
八
)
の
触
書
に
よ
れ
ば

箱
館
並
蝦
夷
地
通
行
之
面
、々
是
迄
荷
物
貫
目
之
定
無」之

継
立
候
処、
以
来
左
の
通

一、
人
足
一人

一里
銭
三
十
文
但
五
貫
目
持

一、
馬
一
疋

一里
銭
四
十
文
但
二
十
貫
目
付

午
五
月
四
日

(以
下
略)

役

所

(『新
北
海
道
史
』
第二
巻
通
説
一)

と
あ
り
、
貫
目
超
過
の
時
は
割
増
し
を
支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

元
来
蝦
夷
地
で
は
、
馬
の
私
有
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
が、
安
政
二
年
(一
八
五
五
)、蝦

夷
地
に
妻
子
を
伴
っ
て
移
住
す
る
こ
と
を
許
可

し
、
生
産
の
拡
大
を
図
っ
た
こ
と
に
よ
り
馬
の
需
要
が
高
ま
っ
た
た
め、
文
久
元
年
(一
八
六
一
)
五
月
か
ら
、
請
負
人
を
は
じ
め
出
稼

人
ま
で
も
馬
の
飼
育
を
許
し
、
運
搬
継
立
業
の
出
願
を
許
可
し
、
一層
運
輸、
交
通
を
便
利
に
し
た
。
こ
の
た
め
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
内
で
も

出
稼
和
人
に
よ
る
馬
の
飼
育
な
ど
が
行
わ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
文
久
二
年
(一
八
六
二
)
の
『蝦
夷
客
中
日
記
』
に
「コ
エ
ト
エ
に

て
午
飯、
旅
籠
や
白
島
屋
万
吉
と
云
」。と
あ
っ
て、
永
住
し
た
和
人
に
よ
っ
て
旅
館
さ
え
営
ま
れ
た
。
白
島
屋
万
吉
は、
明
治
五
年
の
記

録
に
よ
る
と
、
持
馬
五
八
頭
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
馬
を
飼
育
し
て
運
搬
継
立
て
の
業
も
行
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ

第
四
編
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苫
小
牧
市
史
上
巻

る
。
な
お
万
吉
は
漁
場
経
営
を
し
て
お
り、
明
治
五
年
に
は
勇
払
郡
コイ
ト
井
村
惣
小
頭
の
職
に
あ
っ
た
。
こ
の
例
の
よ
う
に
、
蝦
夷
地

各
地
に
は
馬
が
急
速
に
普
及
し
、
生
産
、
交
通
に
大
き
な
役
割
を
果
し
た
。慶
応
年
間
に
お
け
る
東
蝦
夷
地
各
場
所
の
馬
の
保
有
数
を
『蝦

(2)
全
』
に
よ
っ
て
み
れ
ば
、
次
表
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

夷
地
各
場
所
調

ホ
ロ
ベ
ツ

エ
ト

モ

ウウ ア
ブ

タ
ヤ
ム
ク
シ
ナ
イ

場
所
名

七
五 ? 六
四
? 八二

ーシ
ツ
ナ
イ

ニ
イ
カ
ッ
プ

サ ユ
ウ
フ
ツ

シ
ラ
ラ
イ

場
所
名

頭
数七〇 七八
八
〇

一〇
九

六
九

ト
カ

チ
ホ
ロ
イ
ツ
ミ

シ
ヤ
マ
ニ

ウ
ラ
カ
ワ

ミ
ツ
イ
シ

場
所
名

頭
数

一五
五

一〇
二
六
七

六〇
一
〇
五

エ
ト
ロ
フ

ク
ナ
シ
リ

ネ
モ

ロ
ア

ッ
ケ
シ

ク
ス

リ
場
所
名

二
一
九

八
八

二
〇
六

頭
数

||三

(3)

ぼ
う
ばく

こ
の
よ
う
に
、
当
地
方
の
沿
岸
路
の
交
通
は
次
第
に
便
利
と
な
っ
て
き
た
が
、沿
道
は
な
お
も
雑
草
が
身
の
丈
ほ
ど
も
生
い
茂
り
、
あ
る

い
は
茫
漠
と
し
た
原
野
が
続
き
、
鹿
が
さ
ま
よ
う
と
い
っ
た
状
態
で
あ
っ
た
。
こ
の
様
子
を
安
政
四
年
(一
八
五
七
)
こ
の
地
を
旅
し
た

越
後
長
岡
藩
士
、
森
春
成、
高
井
英
一
の
『罕
有
日
記
』
に
よ
っ
て
な
が
め
て
み
よ
う
。

「ト
マ
コ
マ
イ
(一
里
標)
出
稼
小
屋
、
新
開
地
前
之
如
し
。
此
辺
よ
り
コ
イ
ト
イ
川
を
右
に
添
行、
コ
イ
ト
イ
(一
里
標)
又
漁
家
あ
り
。
拾
四、
五
町

に
て
昼
休
所
あ
り
。コ
イ
ト
イ
の
内
に
て
番
屋
な
り
(
番
人
家
眷
と
も
来
住
居
と
)。
今
朝
よ
り
寒
風
に
て
綿
入
れ
重
祢
姿
着
て
猶
寒
漂
ひ、
酒
を
買
ふ
て
温

暖
を
求
め
た
り
。炉
に
依
て
□コす
。早
て
発
途
を
偟
す
に
英
一
と
従
者
の
馬
散
逸
し
て
見
へ
ず
。
辱
者
夷
民
四
方
叢
中
に
乗
廻
し
、
小
時
を
経
て
索
き
来
る
。

半
里
程
に
て
ホ
ン
コ
イ
ト
イ
川
を
至
て、
予
は
嘉
左
と
馬
よ
り
下
り
て
用
を
便
す
る
に、
嘉
左
の
駄
馬
緩
歩
し
て
右
の
草
中
に
い
る
。
嘉
左
も
従
て
至
る
に

暫
時
にし
て
草
莽
に
入
り、
人
馬
と
も
に
見
へ
分
た
ず
。
予
も
同
じ
く
入
て
声
を
揚
げ
呼
び
求
る
に
答
る
声
な
し
。
縦
横
に
乗
廻
し
愈
求
れ
ど
も
遂
に
相
失

ふ
た
り
。
馬
を
停
て
熱
考々
る
に
来
路
に
向
ひ
逸
す
る
な
ら
ん
と
、
馬
を
返
し
て
帰
路
に
向
ふ
。
此
時
英
一
は
既
に
辱
者
と
共
に
前
途
五
七
町
に
至
て
予
等

の
遅
き
を
訝
り、
忠
太
を
馳
せ
遣
は
し
た
り
。
右
の
始
末
を
語
て
探
索
を
命
じ
鞭
を
加
へ
た
り
。
後
路
数
丁
を
行
に
、
遙
に
東
よ
り
馬
に
乗
て
来
る
も
の
あ

684
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注
り
。
近
づ
き
見
れ
ば
嘉
左
に
は
あ
ら
で
髯
奴
(ひ
げ
を
貯
え
た
男
、
ア
イ
ヌ
を
指
す)
な
り
。
草
間
を
指
さ
し
て
馬
の
逃
る
を
説
き
、
索
め
呉
よ
と
命
し
た

れ
ば
頓
て
草
中
に
乗
入
れ
た
り
。
此
時
英
一
も
辱
者
と
共
に
轡
を
返
し
来
り
、
叢
間
に
探
る
と
い
へ
と
も
数
町
の
草
原
に
て、
馬
上
頭
上
も
見
へ
ぬ
程
な
れ

ば
、
余
儀
な
く
途
上
に
還
り
た
り
。
相
逢
て
委
曲
を
語
り
暫
く
馬
を
立
並
ぶ
。
稍
久
し
く
し
て
草
間
遥
に
髯
奴
見
へ
た
り
。
出
没
定
り
な
し
。
又
暫
時
に
し

て
他
人
も
従
ひ
来
り
た
り
。
顔
色
分
た
ざ
れ
ど
も
嘉
左
な
ら
ん
と
較
安
心
し
て
燧
を
打、
相
望
む
に、
叢
中
に
隠
見
し
恙
な
く
途上
に
帰
る
。
此
時
馬
上
の

夷
民
来
ら
ず
ば、
人
馬
共
に
探
る
事
難
か
る
べ
し。
厚
幸
と
い
ふ
べ
し
。
又
夷
中
の
馬
も
温
良
な
り
と
て
軽
視
す
、
慎
し
む
べ
き
な
り
」。

こ
の
よ
う
に
沿
道
の
草
薮
の
深
さ
は
人
馬
を
没
す
る
ほ
ど
で
、
思
わ
ぬ
難
儀
を
し
た
旅
人
の
様
子
が
よ
く
記
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
沿
岸
に
お
け
る
イ
ワ
シ
漁
の
発
達
に
よ
る
和
人
の
移
住
が
次
第
に
増
加
し
、
交
通
施
設
が
整
っ
て
き
て
、
内
地
並
み
の
繁
盛

を
呈
し
た
の
で
あ
っ
た
。
松
浦
武
四
郎
が
タ
ル
マ
イ
に
つ
い
て

「此
辺
は
皆
南
受
の
暖
地
に
て、
砂
浜
浪
打
際
よ
り
上
に
(二
、
三
丁
)
路
有。
躓
く
石
一
ツ
な
く
、
鰯
屋
左
右
に
立
並
び
酒
肆
茶
店
も
さ
ま
ざ
ま
の
暖
簾

さ
げ
、
中
に々
言
さ
え
ぐ
蝦
夷
人
の
里
と
は
思
は
れ
ず
。
其
繁
昌
い
は
ん
方
な
し
」。

さ
か
や
ちゃ
み
せ

(『多
気
志
樓
蝦
夷
日
誌
集
第二
巻
』
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
昭
和
三
年
七
月)

と
評
し
た
く
ら
い
で
あ
っ
た
。
文
久二
年
(一
八
六
二
)
こ
の
地
を
旅
し
た
今
泉
宣
徳
の
『蝦
夷
客
中
日
記
』
に
よ
っ
て
、
幕
末
の
ユ
ウ

フ
ツ
場
所
の
様
子
を
み
る
と

「シ
ラ
ラ
イ
を
発
し
海
岸
の
平
野
を
行、

ラ
モ
ツ
ナ
イ
漁
業
出
稼
家
あ
り
。(出

稼
家
と
云
は
箱
館、
松
前、
江
差
辺
の
者
或
は
南
部
の
人
な
と
、
四
月
よ
り

八
月
頃
迄
の
間、
運
上
屋
へ
や
と
わ
れ
出
稼
ニ
来
る
と
こ
ろ
、
平
常
は
無
人
な
り
。
尤
も
家
数
多
け
れ
ば
網
蔵
等
も
あ
る
也。
番
人
も
附
居
よ
し
)。
小
川
あ

り
シ
ヤ
タ
イ
と
又
川
あ
り
。
出
稼
家
並
土
人
の
家
十
四
、
五
軒
あ
り
。
ベツ
ベ
ツ
御
料
、
仙
台
の
境
あ
り
。
タ
ル
マ
イ
、
ヨ
コ
フ
、
ニシ
タ
フ
此
辺
よ
り
西

北
真
向
に
タ
ル
マ
イ
岳
と
云
高
山
あ
り
。
我
が
過
し
日
は
雲
深
に
て
一
向
見
へ
す
。
藍
畑
処
に々
あ
り
。
畑
物
は
五
所
芋、
藍
と云
。
ホ
ロ
ベ
ツ
辺
よ
り
寒

さ
は
強
し
。
コ
エト
エに
て
午
飯
。
旅
籠
や
白
島
屋
万
吉
と
云
。
ニシ
タフ
を
過
て
よ
り
西
北
共
一
向
に
山
は
見
へず
。
西
海
岸
石
狩
辺
数
十
里
一
円
の

平
野
な
り
。
尤
も
小
高
き
陵
な
ど
は
あ
る
べ
け
れ
と
遠
く
を
望
め
は
平
野
の
如
く
相
見
ゆ
。
ト
マ
コ
マ
へ、

マコ
マ
へ
等
の
地
を
過、
ユ
ウ
フ
ツ
に
着
す
。
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苫
小
牧
市
史
上
巻

シ
ラ
ラ
イ
よ
り
ユ
ウ
ブ
ツ
ま
で
出
稼
家
の
み
。
尤
も
処
永々
住
人
も
あ
り。
此
辺
尤
も
鰯
漁
多
し
と
云
。
コ
エ
ト
へ
よ
り
二
リ
半
山
に
入
、
椎
葺
制
造
所
あ

り
。
ト
マ
コ
マイ
よ
り
三
十
丁
程
脇
に
又
椎
茸
制
造
所
あ
り
。
ユ
ウフ
ツ
は
会
所
壱
軒、
其
外
漁
小
屋
の
み
。
土
人
の
家
は
見
へず
。
ユ
ウ
ブ
ツ
領
中
ア
ツ

マ
、
ム
カ
ワ
の
河
上
に
は
五
、
六
百
軒
も
土
人
家
あ
る
と
云
。
又
七、
八
里
山
へ
入、
千
歳
川
近
辺
に
は
土
人
百
五
十
軒
許
り
も
あ
り
。
近
頃
千
歳
川
会
所

よ
り
西
地
ラ
タ
ル
ナイ
へ
の
新
道
開
け
る
。
千
歳
川
よ
り
石
狩
へ
出
る
里
数二
十
五
里
許り
。
ユ
ウブ
ツ
よ
り
千
歳
川
ま
で、
道
は
至
極
よ
ろ
し、
休
泊
所

も
処
に々
あ
り
と
云
。
又
千
歳
川
よ
り
ラ
タ
ル
ナ
イ
へ
の
道
も
平
坦
に
て、
休
泊
の
差
支
は
な
き
よ
し
。
途
上
牛
馬
車
な
と
用
て
荷
物
を
送
る
と
云
。
其
平

れ
か
な
る
事
可
’
知
也。
ユ
ウ
フ
ツ
川
鮭
漁
尤
多
し
、二
千
七、
八
百
石
目
を
出
す
。
又
紫
根
多
し
。
ユ
ウ
フ
ツ
海
岸
よ
り二
十
二
、
三町
沖
合
に
て
、
二
百

石
積
よ
り
四
百
石
積
位
ま
で
野
掛
り
す
。
ユ
ウ
フ
ツ
沖
合
船
掛り
都
て
右
同
断
」

と
記
し
、
イ
ワ
シ
漁
で
に
ぎ
わ
う
沿
岸
の
あ
ち
こ
ち
に
は
和
人
の
永
住
人
も
あ
り
、や
が
て
こ
れら
を
中
心
にし
て
新
し
い
集
落
も
形
成
さ

れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

注
(1)

阿
部
喜
任
『蝦
夷
行
程
記
』
北
海
道
大
学
北
方
資
料
室
蔵
本。

(2)
北
海
道
行
政
資
料
課
蔵
本
。

(3)
市
立
函
館
図
書
館
本
に
よ
る
。

第
五
節
堂
社
の
発
達
と
変
遷

漁
場
の
生
産
が
盛
ん
に
な
っ
て
和
人
の出
稼
ぎ
が入
り
こ
み、
永
住
人
も
現
れ
る
よ
う
に
な
った
幕
末
ご
ろ
の
蝦
夷
地の
各
場
所
は
次

一
勇
武
津
弁
天
社
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第
に
活
況
を
呈
し
た
が、
そ
の
顕
著
な
例
と
し
て
各
地
に
建
て
ら
れ
た
堂
社
の
分
布
に
よ
っ
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
蝦
夷
地
に
お
け

(1)
る
堂
社
の
発
達
に
つ
いて
は、
す
で
に
第
一
章
第
五
節
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
松
浦
武
四
郎
の
『初
航
蝦
夷
日
誌
』
に
よ
っ
て、

幕
末
の
堂
社
の
数
を
み
る
と
、
次
表
の
よ
う
に
な
る
。

地
数 域

松一
五

六
九

五
四

東
蝦
夷
地

六
七

西
蝦
夷
地

五
八

北
蝦
夷
地

計

一
五

二
七
八

こ
れ
は
享
保三
年
(一
七
一
八
)
の
記
録
に
あ
る
数
と
比
較
す
れ
ば
、
蝦
夷
地
で
は
驚
異
的
な
増
加
を
み
せ
、
さ
ら
に
北
蝦
夷
地
(樺

太)
ま
で
及
ん
だ。
そ
の
堂
社
の
種
類
は
弁
天
社
一
〇
九
で
最
も
多
く
、
産
神
社
四〇
、
稲
荷
社二
七、
八
幡
社二
〇
、
観
音
堂
一四、

明
神
社
九
、
地
蔵
堂
七
、
薬
師
堂
六
で、
そ
の
ほ
か
天
神
社、
権
現
社、
恵
美
須
堂
(戎
社
)
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
安
政
年
間
の
堂
社
、
祠
堂
の
数
を
『東
蝦
夷
日
誌
』に
よ
っ
て
み
る
と
、東
蝦
夷
地
八
六
、
西
蝦
夷
地
七
七
の
合
計
一
六
三
に
達
し
、

前
述
の
数
よ
り
六
〇
社
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
弁
天
社
五三
、稲
荷
社
五二
で
ほ
ぼ
同
数
を
占
め、恵

美
須
社
(戎
社)
一二
、
観

音
堂
一
〇
、
竜
神
社
六
、
権
現
堂
四
、
地
蔵
堂
四
、
明
神
社、
金
比
羅
社
各
三
と
な
り
、
そ
の
他
山
神
社
、天
満
宮
、薬
師
堂
な
ど
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
堂
社
は
各
場
所
の
運
上
屋
や
会
所
の
所
在
地
は
も
と
よ
り
、
番
屋
の
所
在
地
ま
で
お
よ
ん
で
い
る
。
そ
し
て
運
上
屋
や
会
所

の
傍に
は
、た
い
てい
数
社
が
設
けら
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た。
祭
神
は
か
っ
て
の
知
行
主
や
場
所
請
負
人
の
信
仰
や
地
方
の
状
況
に
よ
っ
て
異

な
る
が、
弁
天
社
と
稲
荷
社
が
著
し
く
多
い
の
が
注
目
さ
れ
る
。

で
は
当
時
ュ
ウフ
ツ
場
所
に
は
、
ど
ん
な
堂
社
の
発
達
を
み
た
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
松
浦
武
四
郎
の
『初
航
蝦
夷
日
誌』
か
ら
抄
録
し

て
み
る
と

タ
ル
マ
イ
川
有。(中

略)
扱
其
傍ニ
少
し
樹
木
有
て
並
樹
の
か
た
ち
有。
前
二
朱
の
華
表
有
。
此
処ニ
上
な
る
タ
ル
マイ
山
の
権
現
様
の
因
縁
を
板
ニ
誌
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る
し
而
掛
た
り
(タ
イ
マ
イ
権
現
社)。

ユ
ウ
ブ
ツ

鎮
守
社
運
上
屋
の
西
タ
ナシ
リ
の
分
(部)

ニ有
。
往
来
よ
り
少
し
傍ニ
よ
る
也。

地
蔵
堂
運
上
屋
の
東
ニ
有
。
小
堂
を
建
た
り
。

(川
を
)
渡
り
て
砂
山
の
上
ニ
小
祠
有。
何
神
を
祭
る
や
し
ら
ず
。

小
祠

弁
天
社
上
な
る
沼
の
中
ニ
小
島
を
築
、
船
板
も
て
橋
を
架、
是
を
渡
り
て
行
こ
と
也
。
社
並
に
拝
殿、
籠
堂
等
頗
る
美
事
ニ
而
其
蘆
荻
の
中
に
突
出
し

た
り
。
島
の
さ
ま
風
景
よ
ろ
し
。

イ
サ
リ
ブ
ト
番
屋
大
きく
建
た
り。
弁
天
社、
蔵
有々
。

カ
マ
カ

番
屋
壱
軒
有
。(中
略)
弁
天
社
有
。
蔵
有
。

と
記
し
、
ま
た
安
政
年
間
の
調
査
に
よ
る
『東
蝦
夷
日
誌
』『夕

張
日
誌
』
に
は

チ
ト
セ

番
屋
よ
り
一
丁
半
南
ニ
弁
天
社
有
。
少
し
高
き
山
に
し
而
石
階
数
段
を
上
る
。

垂
舞
山
の
拝
殿
(三
間
二
間
)
有
。
本
尊
は
円
空
鉈
作
の
観
音、
寛
文
六
酉
八
月
廿
八
日
此
処
に
て
作
納
玉
ひ
し
を
、
ア
ブ
タ
に
持
行
置
し
を

タ
ル
マ
イ
文
化二
乙
丑
の
秋
七
月
再
び
爰
に
納
む
と
也
。

大
船
沖
懸
り、
小
舟
河
口
に
入
れ
て
荷
役
す
。
傍
に
不
動
堂、
稲
荷
社、
又
川
東
に
(漁
や、
土
人
雇
小
や、
台
場
一
ヶ
所
有)
沼
有
。
此
小

島
に
弁
天
社
有
て
円
空
作
の
地
蔵
尊
を
安
置
す
。

ユ
ウ
フ
ツ

千
歳
会
所
前
に
弁
天
社
有
。
石
階
卅
余
級
を
上
り
、
左
に
八
大
竜
王
、
右
に
円
空
鉈
作
の
像
を
安
置
し
た
り
。

(2)

と
あ
る
か
ら
、
タ
ル
マ
イ
に
権
現
社
、
イ
サ
リ
フ
ト、
カ
マ
カ
、
千
歳
に
は
弁
天
社
が
あ
り
、
勇
払
に
は
堂
社
名
は
不
詳
で
あ
る
が
数
社

あ
り、
会
所
の
西
側
に
鎮
守
社
と
呼
ぶ
社
が
あ
り
、
東
側
に
は
不
動
堂
が
あ
っ
て、
さ
ら
に
勇
払
川
の
東
に
は
稲
荷
社
と
弁
天
社
が
あ
っ

た
こ
と
が
知
れ
る
。
こ
れ
ら
の
堂
社
の
う
ち
最
も
規
模
が
大
き
く
か
つ
歴
史
的
に
古
い
由
来
を
も
つ
と
思
わ
れ
る
の
は
弁
天
社
で
あ
る
。
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ラッフラ

4
シ

グ
ラ
ー

コメ
ウ

エレい
う

ライ
ゾ
ー

おつりり入

ひ
ら
け
しちいりんろう

不言
川

りえ お産
を

1、地
込

�
了
神 4

金
ののほ
い

人
別
・った
っ

ルイ
トと、

香
り

向
:

ユウフツ領沿海の図 (安政4年・廻浦日記)〔北大北方資料室)

千
歳
の
弁
天
社
に
つ
い
て
は
す
で
に
第
一
章
に
お
い
て
記
し
た
と
お

り
、
早
く
か
ら
こ
の
地
の
信
仰
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
発
達
し
て
き

た
も
の
で
あ
り
、
勇
払
の
弁
天
社
も
同
様
に、
シ
コ
ツ
地
方
の
入
口

と
な
る
勇
払
川
河
口
に
位
置
し
て
、
近
世
を
通
じ
主
と
し
て
場
所
関

係
者
ら
に
よ
っ
て
信
仰
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た
。

勇
払
の
弁
天
社
の
造
立
年
代
は、
現
在
の
と
こ
ろ
詳
ら
か
で
は
な

い
。
記
録
に
見
ら
れ
る
最
も
古
い
の
は
寛
政三
年
(一
七
九
一)
の

『東
蝦
夷
地
道
中
日
記』で、こ

の
中
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「ユ
ウ
フ
ツ
(中
略)
此
所
は
蝦
夷
住
居
な
く
運
上
屋
斗
り
軒
あ
り
。
板
倉

弐
棟、
弁
天
社
一宮
、運
上
屋
並
家
の
東
は
海
岸
に
て
西
は
大
河
の
淀
な
り
」。

(3)
と
記
さ
れ
た
ば
か
り
で、
文
化
五
年
(一
八
〇
八)
の
記
録
に
も

「千
年
川
弁
天
社
は
文
化
二
丑
年
新
規
相
建、
其
外
同
所
稲
荷
社、
勇
武
津

弁
天
社
等
は
前
よ々
り
有
」之
也
」。

と
あ
っ
て、
は
っ
き
り
し
た
由
来
に
つ
い
て
知
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
お
そ
ら
く
場
所
請
負
制
の
成
立
以
後
、少
な
く
と
も
一八
世
紀
半

ば
に
は
設
立
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

弁
天
社
の
祭
神
に
つ
い
て
は
、
現
在
勇
払
の
恵
比
須
神
社
に
残
っ

て
い
る
奉
納
額
「
弁
財
天
」
に
よ
っ
て、
こ
れ
を
う
か
が
う
こ
と
が

689



苫
小
牧
市
史
上
巻

で
き
る
。
た
と
え
ば
『様
似
町
史』に

よ
れ
ば、日

高
様
似
町
に
あ
っ
た
弁
天
社
は、安

政
四
年、
当
時
の
場
所
請
負
人
佐
野
屋
仙
右
衛
門
が

勧
請
し
た
が、そ

の
祭
神
と
し
た
弁
財
天
の
木
像
が
現
在
同
町
の
等
澍
院
に
合
祀
さ
れ
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
近
世
以
来
蝦
夷
地
の
各
場
所

に
設
立
し
た
弁
天
社
(弁
天
堂)あ

る
い
は
弁
財
天
社
な
ど
の
祭
神
は、
お
そ
ら
く
こ
れ
に
類
し
た
祭
神
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
弁
財
天
と
は

「七
福
神
の
一
つ。
妙
音
天
と
も
い
い、
音
楽と
弁
財
な
ど
を
司
る
印
度
の
神
で
あ
る
。
吉
祥
天
と
混
同
さ
れ
た
が、
平
安
時
代
か
ら
信
仰
さ
れ
た
。
琵
琶

が
こ
の
神
の
象
徴
で
あ
る
」。

(安
津
素
彦
他
『日
本
神
道
辞
典
』
昭
和
四
十
三
年
八
月
)

と
い
わ
れ
、
ま
た

「イ
ン
ド
神
話
の
河
川
神
の
一
つ。サ

ン
ス
ク
リ
ツト
名
サ
ラ
ス
ヴ
ァ
テ
ィ
Sarasvatiの

訳
。ま
た
妙
音
天
、美
音
天
・
大
弁
才
天
女
な
ど
と
も
い
う
。略
し

て
弁
天
。
俗
に
弁
財
天
と
も
書
く
が
、こ
れ
は
別
神
と
す
る
説
も
あ
る
。
サ
ラ
ス
ヴ
ァテ
ィ
ー
は
〈湖
に
富
む
も
の
>を
意
味
し
、本
来
河
川
を
神
格
化
し
た
女

神
で
あ
る
(中
略)。日

本
で
も
弁
天
の
詞
(ほ
こ
ら
)
が
多
く
水
辺
に
あ
る
の
は、
も
と
河
川
神
で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
古
来、
近
江
の
竹
生
(ち

く
ぶ
)
島
、
相
模
の
江
ノ
島、
安
芸
の
厳
島
(い
つく
し
ま
)、陸
前
の
金
華
山、
大
和
の
天
の
川
を
五
弁天
と
称
す
る。ま

た
七
福
神
の
一つ
と
し
て、
も
っ

ぱ
ら
福
徳
財
宝
の
神
で
あ
る
と
し
て
盛
ん
に
崇
拝
さ
れ
た
」。

(『大
百
科
辞
典』
平
凡
社)

と
い
わ
れ
る
か
ら
、
蝦
夷
地
に
来
往
し
た
商
人
が、
商
売
繁
昌
を
祈
願
し
、
あ
る
い
は
天
災
地
変
を
除
き、
安
全
に
交
易
で
き
る
よ
う
、

自
ら
の
守
護
神
と
し
て
弁
財
天
を
祭
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
現
在
恵
比
須
神
社
に
青
銅
製
の
鰐
口
が
あ
る
が、
こ
れ
は
文
化
十
年
(一八

二
三)、ユ

ウ
フ
ツ
場
所
の
御
雇
医
師三
浦
玄
徳
や
支
配
人
善
三
郎
の
ほ
か
通
辞、
帳
役
、
番
人
か
ら
馬
牽、
飯
焚
等
二
二
名
の
奉
納
し
た

も
の
で
、
この
年
場
所
請
負
制
復
活
に
よ
り
、
現
地
入
り
し
た
彼
等
の
弁
天
社
に
寄
せ
た
信
仰
の
ほ
ど
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
勇
武
津
弁
天
社
は、
勇
払
川
の
河
口
の
ほ
と
り
に
あ
っ
て、
そ
の
地
に
ふ
さ
わ
し
い
水
辺
の
神、
弁
財
天
を
祭
っ
て
い
た

と
思
わ
れ
る
が、
当
時
は
ま
だ
神
仏
習
合
が
一
般
的
に
行
わ
れ、
時
と
し
て
仏
像
を
合
祀
す
る
こ
と
さ
え
あ
っ
た
。
寛
政
十
一
年
(一
七
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ウ
ハ
ヤの
ろう
な
あ
り
をユ
ウ
フ
ッ
の

AS

�
政
方
真
不
知�
�

立学
�
�
在
湖
中
之
木
服
人

昔
面

風を

一足二宮

3
4
1

2
你
意
為
什
么

勇武津弁天社の木仏 (寛政11年・蝦夷紀行・東游奇勝)〔市立函館図書館〕

九
九
)、
幕
府
の
調
査
に
従
っ
て
勇
払
を
訪
れ
た
渋
江
長
伯
は、
そ
の

紀
行
日
誌
『東
游
奇
勝』
に、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「五
月
十
三
日
(中
略)
ユ
ウブ
ツ
川
(中
略)、川

向
は
運
上
家
八
ヶ
所
立

並
、
夷
人
の
小
屋
等
も
あ
り
て
よ
き
場
所
な
り
。
コ
イ
ト
イ
よ
り
此
迄
は
広

原
に
て
山
遠
し
。
高
山
も
見
へ
ず
、
道
法
り
は
五
里
余
な
り
。
旅
館
の
後
は

海
で
前
は
原
な
り
。
側
に
弁
天
の
社
あ
り
。
社
中
に
長
さ
四
尺
斗
の
木
像
あ

り、
甚
古
く
半
ば
朽
た
り
。
仏
の
頭
に
い
な
を
結
か
け
て
あ
り
。
土
人
の
言

ィナ
ウ

伝
え
に
は
古
船
乗
の
者
の
古
か
ち
を
刻
な
り
。
風
を
祈
る
に
直
ち
に
応
ず
」。

そ
し
て
、
さ
ら
に
木
像
を
画
い
て
い
る
が、
そ
の
像
の
寸
法
を
次
の

よ
う
に
記
し
て
い
る
。

頭
六
寸、
横
五
寸

長
四
尺
三
寸
五
分、
休
幅
壱
尺
壱
寸
五
分

胸
間
七
寸、
腰
左
右
相
距
壱
尺二
寸

ユ
ウブ
ツ
駅
天
女
祠
中之
木
雕人

朽
敗
古
駁不
知
何
像

ま
た
長
伯の
一
行
に
同
行
し
た
絵
師谷
元
旦
も、
そ
の
紀
行
日
誌
『蝦

夷
紀
行
』
に、
この
こ
と
を
触
れ

「五
月
十三
日
(中
略)
ユ
ウブ
ツ
(中
略)、コイ

ト
イ
よ
り
此
辺
迄
は
広
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原
に
て
山
遠し
。
高
山
も
見
え
ず
道
法
五
里
余
り
な
り。
旅
館の
後
は
海
に
て、
ま
へ
は
原
な
り
。
傍
に
弁
天
の
社
あ
り。
社の
中
に
長
四
尺
余
の
木
像
有

甚
だ
古
物
に
て
像
半
ば
朽
た
り、
土
人
伝
て
い
ふ
。
古
し
へ
船
乗
の
も
の
古
焼
に
て
刻
た
る
よ
し
。
風
を
祈
る
に
能
感
応
あ
り
と
い
ふ
」。

と
記
し
、
こ
こ
に
も
木
像
の
ス
ケ
ッ
チ
を
画
き、
さ
ら
に
寸
法
を
記
入
し
て
い
る
。
こ
の二
つ
の
紀
行
文
は、
同
行
者
で
あ
っ
た
故
か、

内
容
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
いて
、
さ
ら
に
木
像
の
図
も
ほ
と
ん
ど
変
ら
な
いも
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
木
像
は、

一般
的
に
考
え
ら
れ
る

弁
財
天
の
像
と
は
似
て
も
似
つ
か
ぬ
代
物
で、
む
し
ろ
仏
像
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
当
時
社
内
に
は
他
に
祭
神
が
祭
ら
れ
て
い
た
か

ど
う
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が、
お
そ
ら
く
こ
の
仏
像
を
合
祀
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
こ
ろ
が、こ

の
年
よ
り
約
六
〇
年
後
の
安
政
年
間
に、勇

払
を
訪
れ
た
松
浦
武
四
郎
も
ま
た
弁
天
社
を
調
査
し
、
そ
の
記
録
を
『東

蝦
夷
日
誌
』
に、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「此
小
島
に
弁
天
社
有
て
円
空
作
の
地
蔵
尊
を
安
置
す。
其
前
立
に
如
図
木
像
有、
是
は
昔
し
古
焼
を
以
て
舵工
が
作
る
と
、
風
に
祈
り
又
海
上
難
風
の
時

203

七寸 惣
長買
√

、
一只手

3

壹
週
末
像
ち早
く
草
～
古
技

弁天社木仏 (安政年間・東蝦夷日誌)

祈
誓
し
て
頗
る
験
有
り
と
聞
り
。
是
も
円
空
の
作
な
ら
ん
と
思
ふ
也」。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
例
の
木
像
は
依
然
と
し
て
弁
天
社
に
祭
ら
れ
て
お

り、
そ
の
由
来
は
古
焼
を
も
っ
て
彫
っ
た
も
の
で、
風
波
を
鎮
め
る

霊
験
の
あ
る
こ
と
な
ど
の
言
傳
え
の
あ
る
こ
と
は
、『東

游
奇
勝
』
な

ど
の
記
事
と
一致
し
て
お
り
、
さ
ら
に
武
四
郎
は
木
像
の
図
を
載
せ

て
い
る
が、
そ
の
寸
法
は
『蝦
夷
紀
行
』
の
ス
ケ
ッ
チ
に
あ
る
も
の

と
全
く
同
一
で
あ
る
。
た
だ
武
四
郎
が、
こ
の
木
像
も
「円
空
作
な

ら
ん
と
思
ふ
。」と
あ
る
が、
円
空
が
渡
島
し
て
彫
刻
し
た
仏
像
に、

こ
れ
と
類
似
の
手
法
の
仏
像
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら、

こ
れ
は
疑
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イモッペ地蔵尊堂と木仏 (鵡川町宮戸)

問
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
寛
政
十
一
年
の
記
録
に
、
こ
の
木

像
の
頭
部
に
イ
ナ
ウ
を
結
び
つ
け
て
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
当
時

弁
天
社
は
場
所
請
負
関
係
者
の
み
で
な
く
、
ア
イ
ヌ
に
よ
っ
て
も
崇

拝
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
彼
等
が
狩
漁
に
従
事
す
る
と

い
う
立
場
か
ら
も
当
然
で
あ
り
、
風
を
祈
り
波
を
鎮
め
る
と
い
う
言

伝
え
は
、
現
地
人
で
あ
る
ア
イ
ヌ
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
て
い
た
も
の

と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
理
由
は
後
に
弁
天
社
の
廃
止
に
よ
っ
て
木
像

は
勇
払
の
地
から
鵡
川
町
宮戸
の
地
に
移
さ
れ
て、「イ

モ
ッペ
地
蔵
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
が、
こ
の
役
割
を
果
し
た
の
は
意
外
に
も

鵡
川
ア
イ
ヌ
で
あっ
た。

す
な
わ
ち
鵡
川
の
「イ
モ
ッ
ペ
地
蔵
」
の
由
来
に
つ
い
て
『鵡
川

町
史
』
は

「
語
り
伝
え
に
よ
る
と
、
お
よ
そ
百
三
十
余
年
前、
文
政
八
年
(一八
二
五
)

の
五
月、
井
目
戸
ケ
ナシ

ロの
シ
ゲ
アン
ク
ル
が
入
鹿
別
の
浜
辺
に
打
揚
げ

ら
れ
て
い
る
の
を
発
見
し
て
勇
払
浜
に
祀
っ
た
。

そ
の
後
、
明
治二
十
三
年
同
じ
く
井
目
戸
の
人
ド
ミ
ル
カ
の
宅
地
(宮
戸

三
三
〇
番
地)
に
遷
座
し、
つ
い
で
現
宮戸
小
学
校
近
く
の
宮戸
二
八
〇
番

地
へ
遷
し
た。
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さ
ら
に
同三
十
三
年
チン
の
人
三
上
ウ
イ
ン
カ
ト
ン
の
宅
地
に
遷
座
し
た
。
さ
ら
に
同三
十
五
年
八
月、
信
者
辻
久
七
・
室
崎
孫
太
郎
・
新
井
田
シ
ュ
サ

ン
ク
ル
・
猪
狩
萬
ら
が
相
談
し
て、
宮
戸
一〇
八
番
地
(後
に
こ
の
向
か
い
側
に
井
目戸
分
教
場
が
建
っ
た
)
に
約
五
平
方
メ
ー
ト
ル
の
堂
宇
を
建
て
て
こ

こ
に
祀
っ
た
。
こ
れ
が
本
堂
の
開
基
で
あ
る
」。

と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
文
政
八
年
勇
払
浜云
々
の
記
事
は
疑
問
と
し
て
も
、
こ
の
地
蔵
尊
は
勇
払
から
移
動
さ
れ
た
木
仏
で
あ
る
こ

と
を
物
語
っ
て
い
る
。
そ
の
移
動
の
時
期
を
明
治二
十
三
年
と
し
て
い
る
が
、
具
体
的
な
こ
と
に
つ
いて
は
触
れ
て
い
な
い。
鵡
川
町
汐

見
の
古
老
の
談
に
よ
る
ば
、
そ
の
昔
、
チン
コ
タ
ン
の
酋
長
ウ
エ
ン
カ
ト
ム
が
、
荷
車
に
積
ん
で
勇
払
か
ら
持
っ
て
来
た
も
の
で、
こ
の

木
仏
を
「
カ
ム
イ
エ
カシ
」
と
称
し
て
崇
拝
し
、
漁
期
に
は
イ
ナ
ウ
を
捧
げ
て
カ
ム
イ
ノ
ミ
を
し
た
と
い
う
か
ら
、
や
は
り
ア
イ
ヌ
の
人

(5)
々
に
よ
っ
て
守
護
神
と
し
て
の
役
割
を
果
し
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。

か
く
て
こ
の
木
仏
は
鵡
川
の
地
に
遷
さ
れ
た
後
、
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
ば
か
り
で
な
く
、近
隣
民
衆
の
信
仰
を
集
め、「イ

モ
ッ
ペ
地
蔵
尊
」

と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

注
(1)

吉
田
武三
編
『三
航
蝦
夷
日
誌
』
上、
下
巻
に
よ
る。

(2)
不
動
堂
は
「勇
武
津不
動
尊
」(波
切
り
不
動)
で、
そ
の
位
置
は、
文
化六
年
の
『東
蝦
夷
地
よ
り
国
後
へ陸
地
道
中
絵
図』
に
よ
っ
て
知
ら
れ

る
か
ら
、『蝦

夷
日
誌
』
の
地
蔵
堂
は
不
動
堂
の
誤
記
で
あ
ろ
う
。
稲
荷
社
の
位
置
は
『初
航
蝦
夷
日
誌』の

中
に
あ
る
「ユ
ウ
ブ
ツ
運
上
屋
之
図
」に

よ
っ
て
み
る
と
、
川
東
に
当
っ
て
い
る
。

(3)
『東
蝦
夷
地
各
場
所
樣
子
大
概
書
』
新
北
海
道
史
第
七
巻
所
載
。

(4)(5)扇
谷
昌
康
『勇
武
津
弁
天
社
覚
書
』
苫
小
牧
市
史
編
さん

第
八
号、
昭
和
四
十
九
年
十
一
月。
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二
竜
神
社
と
蛭
子
神
社

幕
末
の
勇
払
で
川
東
に
あ
る
勇
武
津
弁
天
社
と
並
ん
で、
当
時
の
信
仰
を
集
め
た
堂
社
に
竜
神
社
が
あ
っ
た
。
こ
の
竜
神
社
の
名
は、

い
ま
の
と
こ
ろ
当
時
の
文
献
に
は
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
弘
化二
年
(一
八
四
五
)、
松
浦
武
四
郎
が
こ
の
地
を
調
査
し
て
『初
航
蝦

夷
日
誌
』
の
中
で
「鎮
守
社
運
上
屋
の
西
タ
ナシ
リ
の
分
(部)

に
有
。
往
来
よ
り
少
し
傍
に
よ
る
也。」と

記
し
た
鎮
守
社
こ
そ
、
竜

神
社
と
呼
ば
れ
た
祠
堂
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
『
苫
小
牧
町
史
』
に
よ
れ
ば、
慶
応
年
間
当
地
方
に
移
住
し
漁
業
に
従

事
し
た
八
戸
伊
奥
吉
氏
(故
人
)
の
談
話
の
中
に

「現
在
ノ
神
社
ハ
竜
神
社
ト
称
シ
タ
リ
、
神
体
ハ
山
田
文
右
衛
門
ノ
身
内
ノ
モ
ノ
千
歳
神
社
ニ
納
メ
タ
リ
ト
云
フ
」。

と
い
う
の
が
あ
り
、
当
時
の
神
社
(蛭
子
神
社)
の
本
殿
は
慶
応
元
年
の
建
立
に
よ
る
も
の
だ
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
同
書
の
中
に
「明

治
初
年
の
勇
払
村
の
図
面
」
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
る
と
漁
会
所
(元
の
ユ
ウ
フ
ツ
会
所
)
の
西
に
大
黒
の
社
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
西
隣

に
竜
神
社
が
記
さ
れ、
そ
の
す
ぐ
傍
に
妙
見
堂
が
あ
る
。
妙
見
堂
は
現
在
の
「勇
武
津
不
動
尊
」(波

切
り
不
動
)
で
、
こ
の
お
堂
の
位
置

は
明
治
初
年
と
は
ほ
と
ん
ど
変
更
が
な
い
と
い
わ
れ、
古
老
の
談
に
よ
れ
ば
、
か
っ
て
こ
こ
は
蛭
子
神
社
の
境
内
で
あ
っ
た
と
い
う
か
ら

こ
こ
に
か
って
の
竜
神
社
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
ま
た
不
動
尊
の
南
の
国
道
よ
り
浜
側
の
地
に
「タ
ナ
シ
リ
」
と
い
う
地
番
が

残
っ
て
お
り、
か
っ
て
こ
の
付
近
を
「タ
ナ
シ
リ
」
と
称
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
武
四
郎
の
記
し
た
「運
上
屋
の
西
タ
ナシ
リ
の
分
(部)

に
有。」と

一
致
し
て
い
る。
ち
な
み
に
明
治
四
年
の
『勇
払
・
沙
流
・
白
糠・
静
内
諸
調
』
の
「勇
払
郡
神
社
員
数
書
上
」
に
よ
れ
ば
、

(1)

勇
払
に
あ
る
堂
社
名
と
数
を
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち

勇
払
郡
会
所
元

一、
辨
天
社
梁
間
四
間
桁
間
五
間
壱
棟

第
四
編
幕
藩
時
代
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弐
棟

2

無 」

作
是
神社
用

蛋
片

火

浙 会 湖
卉

L 开大田 上行迪

�

E 4

明治初年の勇払村の図 (苫小牧町史)

同
断

外
二
末
社

"
六
尺
か
五
尺

壱
棟

壱
棟

壱
棟

弐
棟

壱
棟

会
所
元

一、
辨
天
社

外
二
末
社
同
間
六
尺
同
間
九
尺

会
所元
一、
龍
神
社

外
二
末
社

会
所
元

一、
大
黒
天

(以
下
略
)

(以
下
略)

外
二
末
社

一、
竜
神
社
梁
間
式
間
桁
間
式
間
半
壱
棟

壱
棟

と
記
さ
れ
て
お
り、
さ
ら
に
明
治
五
年
の
『勇
払
・
千
歳
両
郡
引
継

(2)
書
類
』
の
中
で
は

勇
払
郡
神
社
書
上梁
間
四
間
桁
間
五
間

二
間

♪二
間
半

六
尺
以
九
尺

"1

と
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
明
治
四
年
に
は
大
小
合
わ
せ
五
つ
の

堂
社
が
あ
っ
た
が、
こ
の
う
ち
弁
天
社
と
竜
神
社
が
比
較
的
に
規
模

の
大
き
い
社
殿
で
あ
り
、
明
治
五
年
の
記
録
で
は
こ
れ
に
大
黒
天
が
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引
継
書
類

高
知
藩

明
治
五
年

高
知
藩文
書

明
治
四
年

東
蝦
夷日
誌

安
政
年
間

初
航
蝦
夷

日
誌

五
間)

(四
間
×

弁
天
社 ←

五
間
)

(四
間
×

弁
天
社 ← ←

末

末六
尺)

(六
尺
× 社 社

末 末

六
尺)

(六
尺
× 社

二
・五
間)

(二
間
×

竜
神
社

↓

二
・
五
間
)

(二
間
×

社
竜
神
社 ←

末
末

六
尺)

(六
尺
× 社 社

六
尺
)

(六
尺
×

大
黒
天

← ←

弁
天
社
稲
荷
社
|不
動
堂

←

弘
化二
年
弁
天
社
|
イ
ナ
リ
社
地
蔵
堂
鎮
守
社

文
献
よ
り
み
た
祠
堂
の
相
互
関
係

加
わ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
明
治
五
年
の
堂

社
の
主
た
る
も
の
は
、
弁
天
社
、
竜
神
社、
大
黒
天

の三
祠
堂
と
いう
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
は
前
掲
の
「明

治
初
年
の
勇
払
村
の
図
面
」
に
画
か
れ
た
堂
社
の
分

布
と
、
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
知
れ
る
。
ま
た

末
社
と
し
て
略
記
さ
れ
た
小
祠
堂
と
は
、
稲
荷
社、

不
動
堂
(妙
見
堂
)
で、
こ
れ
ら
は
以
前
から
あ
っ

た
祠
堂
で
あ
る
が、
残
り
の
一
社
に
つ
い
て
は
不
明

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
関
係
を
表
示
し
て
み
る
と
、
上

記
の
表
の
よ
う
に
な
る
。

さ
ら
に
鎮
守
社
と
記
さ
れ
た
詞
堂
が
、
竜
神
社
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
証
拠
と
し
て
、
現
在、
恵
比
須

神
社
の
奉
納
品
と
な
っ
て
い
る
石
燈
篭
一
対
お
よ
び

石
造
円
形
手
水
鉢
が
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
石
製
の
奉

納
品
は
、
元
来、
国
道
の
そ
ば
に
鎮
座
し
て
い
た
蛭

子
神
社
の
境
内
に
建
立
さ
れ
て
い
た
も
の
で、
昭
和

三
一
年
九
月
、
神
社
の
奉
遷
に
伴
っ
て
現
在
地
に
移

し
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
。
し
た
が
って
、
こ
の
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支
死
人

六角釣灯篭・石造円形手水鉢 (恵比須神社) 二
つの
奉
納
品
は、
お
そ
ら
く
明
治
の
初
年
ご
ろ
は
竜
神
社
の
境
内

に
存
在
し
て
い
た
も
の
で、
元
来
は
竜
神
社
の
奏
納
品
と
み
ら
れ
る
。

奉
納
品
に
は
次
の
よ
う
に
刻
書
さ
れ
て
い
る
。

(石
燈
篭
一
対
)

文
久
四
甲
子
月
日

山
田
文
右
衛
門

喜
兵
衛

和
兵
衛

(石
造
円
形
手
水
鉢)

文
久
四
甲
子
年
正
月
吉
日

願
主

請
負
人

支
配
人

山
田
文
右
衛
門

山
田
仁
右
衛
門

文
右
衛
門
と
は
第
十
六
代
文
右
衛
門
清
富
で、
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
請

負
人
で
あ
り
、
仁
右
衛
門
は
第
十
四
代
文
右
衛
門
有
智
の
末
弟
に
あ

た
り、
山
田
家
一
族
の
一
人
と
し
て
場
所
の
支
配
、
経
営
に
あ
た
っ

て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
二
つ
の
奉
納
品
が、
竜
神
社
に
対
す
る
奉
納
物
で
あ

り、
し
か
も
場
所
請
負
人
山
田
文
右
衛
門
等
に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ
た
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と
い
う
こ
と
は
、
竜
神
社
が
山
田
家
と
深
い
か
か
わ
り
を
有
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
近
世
に
お
け
る
蝦
夷
地
の
祠
堂
の
多
く
が、

場
所
請
負
商
人
の
勧
請
に
よ
っ
て
造
立
さ
れ
た
経
過
か
ら
み
て
も、
お
そ
ら
く
山
田
家
が
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
請
負
人
と
な
っ
た
文
政
年
間
を

期
に
、
こ
こ
に
竜
神
社
を
建
て
、
自
ら
の
守
護
神
を
祭
っ
て
場
所
の
繁
栄、
安
全
を
祈
念
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う
す
れ
ば
、
松

浦
武
四
郎
が
弘
化二
年、
こ
の
地
を
訪
れ
て、
こ
れ
を
「鎮
守
社」
と
記
し
た
意
味
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
文
久
四
年
(一
八

六
四
)
正
月
を
期
し
て
、
こ
れ
ら
石
製
の
灯
篭
や
手
水
鉢
を
奉
納し
た
と
い
う
こ
と
は、
何
ら
か
の
理
由
が
あ
っ
た
に
相
違
な
い
が
、
こ

れ
を
詳
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し、
現
在
勇
払
に
あ
る
「蝦
夷
地
開
拓
移
住
隊
士
の
墓
」
に
残
さ
れ
た
墓
碑
の
中
に
、
文

久三
年
(一
八
六
三
)
死
亡
と
し
た
も
の
が
四
基
あ
り、
こ
のう
ち
山
田
家
の
番
人
、
徳
兵
衛、
鉄
五
郎、
林
吉
、
興
市
郎、
吉
松、
友

吉
の
六
名
の
合
同
墓
碑
一
基
を
山
田
仁
右
衛
門
が
建
て
て
い
る
。
こ
の
四
基
の
死
亡
者
は、
文
久二
年
五
月
よ
り
全
国
的
に
流
行
し
、
翌

(3)
三
年
に
は
蝦
夷
地
に
大
流
行
し
た
麻
疹
に
よ
る
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て、
こ
れ
ら
の
災
害
を
除
き
無
病
息
災
を
祈
願
す
べ

き
理
由
が、
当
時
の
場
所
請
負
関
係
者
と
し
て
必
要
な
措
置
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
文
久
四
年
正
月
の
奉
納
品
は、
前
年
の
麻
疹

の
流
行
と
大
い
に
か
か
わ
り
の
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
勇
払
の
鎮
守
社
と
い
わ
れ
た
竜
神
社
の
祭
神
等
に
つ
い
て
も、
現
在
の
と
ころ
詳
細
は
明ら
か
で
は
な
い。『東

蝦
夷
日
誌
』
に
よ

れ
ば
、
蝦
夷
地
に
お
い
て
竜
神
を
祭
っ
た
記
録
と
し
て
は
山
越
領
ユ
ウ
ラ
ッ
プ
(八
雲
)、
白
老
領
ラ
モ
ツ
ナ
イ
、
島
古
巻
領シ
ョ
モ
シ
ュ

ツ、
嶋
古
巻
、
同
オ
ピ
ラ
シ
ュマ
等
で
、
そ
の
数
は
余
り
多
く
は
な
い
。
し
か
し
各
地
に
か
か
る
竜
神
の
祠
堂
が
分
布
し
て
い
る
こ
と
は

竜
蛇
信
仰
が
仏
教
信
仰
の
八
大
竜
王
と
結
び
つ
き、
漁
民
や
漁
場
の
人
々
に
受
容
さ
れ
て
漁
業
神
と
し
て
崇
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

松
浦
武
四
郎
が
『東
蝦
夷
日
誌
』
に
記
し
た
よ
う
に
、
千
歳
の
弁
天
社
に
八
大
竜
王
が
合
祀
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も、
こ
れ
ら
の
事
情

を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
勇
払
に
あ
っ
た
竜
神
社
の
御
神
体
に
つ
い
て
は
『苫
小
牧
町
史
』
に
、「
神
体
ハ
山
田
文
右
衛
門
ノ
身
内

ノ
モ
ノ
千
歳
神
社
ニ
納
メ
タ
リ
ト
云
フ」。と

あ
る
が、
こ
れ
を
示
す
確
実
な
資
料
は
見
当
ら
ず
、
む
し
ろ
現
在
も
勇
払
の
恵
比
須
神
社
に
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苫
小
牧
市
史
上
巻

は
「八
大
竜
王
」が合

祀
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。恵
比
須
神
社
の
前
身
蛭
子
神
社
は
か
っ
て
竜
神
社
と
称
せら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
み
て

も
、
竜
神
社
は
八
大
竜
王
を
祭
神
と
し
て
祭
っ
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

神
仏
混
淆
の
禁
止
を
命
じ
た
。
し
か
し
北
海
道
は
こ
れ
が
徹
底
に
は
、
か
な
り
の
年
月
を
要
し
、
当
地
方
が
よ
う
や
く
実
施
に
移
さ
れ
た

と
こ
ろ
が
明
治
元
年三
月
、
政
府
は
「祭
政
一
致
之
御
制
度
」
の
回
復
を
明
示
、
神
道
を
確
立
す
る
た
め
神
仏
判
然
令
を
布
告
し
て、

こ
ん
ご
う

の
は
明
治
六
、
七
年
ご
ろ
で
、
従
来
ま
で
の
弁
天
社
を
は
じ
め
、
各
祠
堂
は
そ
れ
ぞ
れ
廃
止
さ
れ、
そ
し
て
新
し
い
社
格
に
よ
る
神
社
の

創
設
を
み
る
に
至
っ
た
。
す
な
わ
ち
苫
小
牧
は、明

治
七
年
の
開
拓
使
に
よ
る
神
社
改正
調
査
に
よ
れ
ば、つ

ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

胆
振
国
第
二
区
郷
社

樽
前
山
神
社
式
外
勇
払
郡
苫
細
村
鎮
座

氏
子
二
十
四
戸

祠
官
榊
永
直

胆
振
国
第二
区
村
社

事
代
主
社
式
外
勇
払
郡
勇
払
村
鎮
座

氏
子
三戸

祠
掌
無
之

(『目
で
み
る
苫
小
牧
の
百
年
』
昭
和
四
十
八
年
苫
小
牧
市
)

と
あ
っ
て
、
明
治
七
年
六
月、
勇
払
に
は
事
代
主
社
が
創
立
さ
れ、

さ
ら
に
同
八
年
五
月
の
勇
払
な
ど
六
郡
の
社
寺
所
有
地
調
査
が
行
わ

れ
、
同
年
八
月
の
記
録
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
、
郷
村
社
の

社
格
の
決
定
を
み
た
。

勇
払

苫
小
牧

末
社

村
社

郷
社

社
格

稲
荷
社

恵
美
須
社

樽
前
山
神
社

社
名

保
食
神

事
代
主
神

大
山
祇
神・
久
能々
智
神
・
鹿
野
野
媛
神

祭

神

(『苫
小
牧
町
史
』
に
よ
る
)
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勇払恵比須神社

す
な
わ
ち
事
代
主
社
と
は
恵
美
須
社
で
あ
り
、
こ
れ
が
蛭
子
神
社

え
び
す

と
呼
ば
れ、
後
に
恵
比
須
神
社
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
明
治
五
年
の
記
録
に
あ
っ
た
弁
天
社、
竜
神
社、
大

黒
天
な
ど
五
つ
の
祀
堂
は
、
こ
と
ご
と
く
廃
止
さ
れ、
神
仏
分
離
の

令
にし
た
が
っ
て、
新
た
に
事
代
主
神
を
祭
神
と
す
る
新
し
い
神
社

が
創
設
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

で
は
か
っ
て
の
弁
天
社、
竜
神
社
な
ど
六
つ
の
祀
堂
の
祭
神
=
神

体
は、
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
のう
ち
不
動

堂
(妙
見
堂)
だ
け
は
残
さ
れ
て
現
存
す
る
勇
武
津
不
動
(波
切
り

不
動
)と
な
っ
た
が
、そ
の
他
の
祠
堂
に
つ
い
て
は、
詳
し
い
記
録
は

な
い
。
し
か
し
現
在、
勇
払
の
恵
比
須
神
社
に
奉
祀
さ
れ
て
い
る
祭

神
は
、
明
治
八
年
の
記
録
に
残
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
三
柱
の

祭
神
が
合
祀
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
同
神
社
に
は
事
代
主
神、
市

杵
島
姫
神、
八
大
竜
王
の三
祭
神
が
祭
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
祭
神
は、
明
治
七
年
の
事
代
主
社
の
創
設
に
よ
っ
て、
唐
突

と
し
て
合
祀
さ
れ
さ
の
で
は
な
く
、
こ
の
背
景
に
は
長
い
期
間
に
わ

た
っ
て
民
間
に
信
仰
た
れ
た
歴
史
的
な
素
地
が
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
従
前
の
小
祠
堂
に
祭
ら
れ
崇
め
ら
れ
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
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苫
小
牧
市
史
上
巻

祭
神
と
深
い
か
か
わ
り
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
ず
八
大
竜
王
は
、
前
述
の
と
お
り
竜
神
社
に
祭
ら
れ
た
祭
神
と
推
定
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
市
杵
島
姫
神
は

「市
寸
島
姫
命
と
も
記
す
。
田
心
姫
命、
湍
津
姫
命
と
共
に、
宗
像三
女
神
の
一
つ
で、
天
照
大
神
が
素
戔
鳴
尊
と
誓
約
し
た
時
に
生
れ
た
神
。
元
官
幣
大

社
宗
像
神
社
中
津
宮
の
祭
神
で
あ
る
。
神
仏
習
合
の
結
果、
水
の
女
神
で
あ
る
た
め
弁
財
天
に
当
てら
れ
た
」。(『日
本
宗
教
辞
典』
昭
和三
十
二
年
九
月)

と
い
わ
れ
る
神
で、
神
仏
習
合
の
時
代
に
は
弁
財
天
に
あ
てら
れ
た
と
い
う
か
ら、
か
って
の
勇
武
津
弁
天
社
の
祭
神
で
あ
っ
た
弁
財
天

に
因
っ
て、
市
杵
島
姫
神
を
合
祀
す
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
事
代
主
神
は
恵
比
須
(え
び
す
)
と
関
係
の
あ
る
神
で
あ
る
と
い

わ
れ
、「え

び
す
」
は

「恵
比
須
。
夷
・
恵
比
須
と
も
書
く
。
七
福
神
の
一
。
各
地の
神
社
に
祀
ら
れ
る
恵
比
須
と
も
深
く
か
か
わ
る
。(中
略)
事
代
主
命、
蛭
子
命
と
す
る
両
説

が
あ
っ
て
定
か
で
な
い。
招
福
の
神
と
し
て
漁
村、
農
村、
商
家
に
多
く
祀
ら
れ
る
。(中

略)
近
世
以
降
に
七
福
神
の
一
つと
し
て
、
ま
た
大
黒
と
併
祀
し

て
民
間
に
受
容
さ
れ
た
」。

と
い
い、
え
び
す
は
大
黒
と
併
祀
さ
れ
て
信
仰
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
か
ら
、
勇
払
に
あ
っ
た
大
黒
天
の
社
も
「え
び
す
」
を
併
祀
し
て
い

た
も
の
と
推
定
さ
れ
、こ
れ
が
後
の
蛭
子
神
社
に引
継
が
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
関
係
を
図
示
し
て
み
る
と
、つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
(4)

(安
津
素
彦
他
『神
道
辞
典
』
昭
和
四
十三
年
八
月
)

弁
天
社
(弁
財
天)

…
…
→
(
市
杵
島
姫
命)

竜
神
社
(
?
)
-------

(八
大
竜
王
)

大
黒
天
社
(大
黒
・え
び
す
?
)
→
(
事
代
主
命) →

蛭
子
神
社
→
恵
比
須
神
社

こ
の
よ
う
に
幕
藩
時
代
の
末
期
か
ら
明
治
の
初
頭
に
か
け
て、
勇
払
に
存
在
し
た
小
祠
堂
のう
ち
、
少
な
く
と
も
弁
天
社、
竜
神
社、
大
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黒
天
社
の
三
社
が
統
合
さ
れ
て
蛭
子
神
社
が
形
成
さ
れ
た
わ
け
で
、
民
間
信
仰
の
伝
統
と
根
強
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

注
(1)(2)北

海
道
行
政
資
料
課
蔵
本
。

(3)
菊
池
新
一
『蝦
夷
地
開
拓
移
住
隊
士
の
墓
考』
「郷
土
の
研
究
2
」昭
和
四
十二
年
四
月

(4)
扇
谷
昌
康
『勇
武
津
弁
天
社
覚
書
』
「機
関
紙
苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
第
八
号
」昭
和
四
十
九
年
十
一
月
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